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主な原発性糸球体腎炎　1. 溶連菌感染後急性糸球体腎炎
内科学書第 7版 Vol.3, 中山書店 , pp441-443, 2009

No.2 山縣邦弘 :

主な原発性糸球体腎炎　2. 急速進行性糸球体腎炎
内科学書第 7版 Vol.3, 中山書店 , pp443-446, 2009
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No.3 山縣邦弘 :

4. 急速進行性糸球体腎炎：管外性増殖性糸球体腎炎
専門医のための腎臓病学第 2版（下条文武 , 冨野康日己 , 内山聖編）

医学書院 , pp275-282, 2009

No.4 臼井丈一 , 山縣邦弘 :

4. 急速進行性糸球体腎炎：抗糸球体基底膜抗体型急速進行性糸球体腎炎と Goodpasture症
候群

専門医のための腎臓病学第 2版（下条文武 , 冨野康日己 , 内山聖編）
医学書院 , pp282-291, 2009

No.5 山縣邦弘 , 臼井丈一 :

2. 急速進行性糸球体腎炎：A. Goodpasture症候群
エキスパートのための腎臓内科学初版 , 中外医学社 , pp125-134, 2009

No.6 山縣邦弘 , 臼井丈一 :

2. 急速進行性糸球体腎炎 :B. ANCA関連腎炎
エキスパートのための腎臓内科学初版 , 中外医学社 , pp135-145, 2009

No.7 山縣邦弘 , 臼井丈一 :

2. 急速進行性糸球体腎炎：C. MRSA関連腎炎
エキスパートのための腎臓内科学初版 , 中外医学社 , pp146-150, 2009

No.8 山縣邦弘 , 臼井丈一 :

急速進行性糸球体腎炎は , どういう疾患ですか？
かかりつけ医と専門医のための CKD診療ガイド

富野康日己編集 , 中外医学社 , pp93-98, 2009

No.9 山縣邦弘 , 臼井丈一 :

急速進行性糸球体腎炎の食事療法と薬物療法は , どうするのですか？
かかりつけ医と専門医のための CKD診療ガイド
富野康日己編集 , 中外医学社 , pp151-153, 2009

No.10 鶴岡秀一 , 山縣邦弘 :

腎不全を有する高血圧の特徴と治療
高血圧薬物療法ハンドブック（浦信行編）

羊土社 , pp215-219, 2009

No.11 鶴岡秀一 :

慢性腎臓病治療薬
Nursing Mook56見てわかる薬の作用メカニズム＆服薬指導

学研メディカル出版 , pp67-70, 2009

No.12 鶴岡秀一 :

貧血治療薬
Nursing Mook56見てわかる薬の作用メカニズム＆服薬指導

学研メディカル出版 , pp87-91, 2009
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No.13 鶴岡秀一 :

骨粗鬆症治療薬
Nursing Mook56見てわかる薬の作用メカニズム＆服薬指導

学研メディカル出版 , pp151-155, 2009

No.14 甲斐平康 , 斉藤知栄 , 山縣邦弘 :

CKDのすべて , CKD戦略研究の意義と期待するところ
腎と透析 67増刊号 , 東京医学社 , pp476-481, 2009

No.15 甲斐平康 , 斉藤知栄 , 山縣邦弘 :

CKDと地域住民 , 地域医師会
透析医のための CKDマネジメント（大平整爾 , 頼岡德在編）

中外医学社 , pp12-24, 2009

No.16 金子修三 , 山縣邦弘 :

ビリルビン吸着
透析療法辞典第 2版（中本雅彦 , 佐中孜 , 秋澤忠男編）

医学書院 , pp96-98, 2009

No.17 金子修三 , 山縣邦弘 :

免疫吸着
透析療法辞典第 2版（中本雅彦 , 佐中孜 , 秋澤忠男編）

医学書院 , pp101-103, 2009

No.18 金子修三 , 山縣邦弘 :

抗凝固作用のモニタリング
透析療法辞典第 2版（中本雅彦 , 佐中孜 , 秋澤忠男編）

医学書院 , pp128-129, 2009

No.19 金子修三 , 山縣邦弘 :

アルガトロバン水和物
透析療法辞典第 2版（中本雅彦 , 佐中孜 , 秋澤忠男編）

医学書院 , p129, 2009

No.20 山縣邦弘 :

急速進行性腎炎症候群
今日の治療指針 2009, 医学書院 , pp438-440, 2009

学会発表
No.1 関根理恵 , 安藤真美 , 小松紀子 , 塙真寿美 , 後藤達宏 , 斎藤知栄 , 飯村早苗 , 植田敦志 :

腹膜透析カテーテル出口部ケアの見直し ～ 2施設共同研究より第 2報～
茨城腹膜透析研究会（水戸）1月 , 2009

No.2 佐藤ちひろ , 甲斐平康 , 坂井健太郎 , 田島麗子 , 樋渡　昭 , 鈴木　創 , 萩原正大 , 臼井丈一 , 

森戸直記 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 渡辺重行 , 山縣邦弘 :

急速な腎機能低下を合併したコレステリン塞栓症の 2例
第 12回茨城血管疾患研究会（つくば）1月 , 2009
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No.3 永井　恵 , 海老原至 , 臼井丈一 , 小林正貴 , 山縣邦弘 :

典型的な臨床経過・病理所見を呈した SARN（黄色ブドウ球菌関連腎症）の 1例
第 560回日本内科学会関東地方会（東京）2月 , 2009

No.4 加瀬田幸司 , 樋渡　昭 , 永井　恵 , 佐藤ちひろ , 萩原正大 , 臼井丈一 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 , 

鶴岡秀一 , 山縣邦弘 :

大腸亜全摘後に , MPO-ANCA陽性を呈した潰瘍性大腸炎の 1例
第 560回日本内科学会関東地方会（東京）2月 , 2009

No.5 永井　恵 , 海老原至 , 皆川京子 , 仁平　武 , 臼井丈一 , 平山浩一 , 小林正貴 , 山縣邦弘 :

急性胆嚢炎の経過中に発症した SARN（黄色ブドウ球菌関連腎症）の 1剖検例
第 561回日本内科学会関東地方会（東京）3月 , 2009

No.6 坂井健太郎 , 甲斐平康 , 田島麗子 , 樋渡　昭 , 鈴木　創 , 萩原正大 , 臼井丈一 , 森戸直記 ,  

斎藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 山縣邦弘 :

微小変化型ネフローゼ症候群（MCNS）における妊娠中再発の有無に関する本院 12症例
の検討

第 19回腎と妊娠研究会（新潟）3月 , 2009

No.7 臼井丈一 , 樋渡　昭 , 鈴木　創 , 甲斐平康 , 萩原正大 , 森戸直記 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 ,  

鶴岡秀一 , 山縣邦弘 :

MPO-ANCA関連腎炎の臨床学的予後規定因子の検討
第 106回日本内科学会総会（東京）4月 , 2009

No.8 Morito N, Yoh K, Fujita A, Yamagata K, Takahashi S:

New murine model of renal involvement in multiple myeloma

World Congress of Nephrology (Milan, Italy) 5月 , 2009

No.9 林　幹雄 , 永井　恵 , 海老原至 , 臼井丈一 , 山縣邦弘 :

ステロイド治療が奏効した混合型クリオグロブリン血症による急速進行性糸球体腎炎の 1

例
第 562回日本内科学会関東地方会（東京）5月 , 2009

No.10 臼井丈一 , 樋渡　昭 , 鈴木　創 , 甲斐平康 , 萩原正大 , 森戸直記 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 ,  

鶴岡秀一 , 山縣邦弘 :

欧州リウマチ協会推奨アルゴリズムを用いた ANCA関連腎炎の再診断
第 52回日本腎臓学会学術総会（横浜）6月 , 2009

No.11 鶴岡秀一 , 金子修三 , 山縣邦弘 , 藤村昭夫 :

シクロスポリン A（CsA）によるラット大腿骨塩減少作用に対する薬物投与時刻の影響
第 52回日本腎臓学会学術総会（横浜）6月 , 2009

No.12 樋渡　昭 , 萩原正大 , 坂井健太郎 , 田島麗子 , 鈴木　創 , 甲斐平康 , 臼井丈一 , 森戸直記 ,  

斎藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 山縣邦弘 :

MPO-ANCA関連血管炎に対して大量γグロブリン療法を施行した 7例
第 52回日本腎臓学会学術総会（横浜）6月 , 2009

No.13 藤田亜紀子 , 楊　景堯 , 下畑　誉 , 森戸直記 , 山縣邦弘 :

MafAKO: MafKTg compound マウスに対する TCV-116の有効性の検討
第 52回日本腎臓学会学術総会（横浜）6月 , 2009



腎臓内科グループ（2009年）

9

No.14 田中宏明 , 萩原正大 , 藤井隆之 , 鈴木理志 , 山縣邦弘 :

微小変化型ネフローゼ症候群の初期治療法についての検討
第 52回日本腎臓学会学術総会（横浜）6月 , 2009

No.15 田島麗子 , 甲斐平康 , 坂井健太郎 , 樋渡　昭 , 鈴木　創 , 金子修三 , 萩原正大 , 臼井丈一 ,  

森戸直記 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 高橋秀人 , 岡田昌史 , 近藤正英 , 山縣邦弘 :

CKD患者における EuroQol（EQ-5D）を用いた QOL（quality of life）の検討
第 52回日本腎臓学会学術総会（横浜）6月 , 2009

No.16 山縣邦弘 :

学会・委員会企画セッション 1「統計調査委員会現況報告」
3. 透析導入時腎機能 , 合併症 , 併発症の透析導入後生命予後に与える影響

第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.17 長谷川豪紀 , 鶴岡秀一 , 藤村昭夫 , 早坂常江 , 斉藤鉄男 :

抗菌薬 Faropenem sodium（FRPM）の透析性に影響を及ぼす因子の探索
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.18 高田健治 , 末吉慶多 , 井上真理子 , 小原真美 , 渡辺雅彦 , 山縣邦弘 :

慢性透析患者における急性期脳梗塞についての検討
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.19 永井　恵 , 海老原至 , 遠藤浩志 , 森　修一 , 山縣邦弘 :

急性硬膜下血腫の治療中に腹部動脈閉塞症を来した透析患者の 1例
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.20 荒川　洋 , 飯塚　正 , 山縣邦弘 :

非糖尿病の透析患者で低血糖発作を繰り返した一例
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.21 鈴木　創 , 萩原正大 , 田島麗子 , 坂井健太郎 , 野口和之 , 樋渡　昭 , 甲斐平康 , 臼井丈一 , 

森戸直記 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 , 山縣邦弘 :

MPO-ANCA関連血管炎におけるアフェレシス療法の有効性の検討
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.22 植田敦志 , 森本まどか , 井上真理子 , 平山　暁 , 斎藤知栄 , 山縣邦弘 :

血液透析患者への亜鉛の補充は , エリスロポエチンの投与量を減少させる
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.23 森本まどか , 井上真理子 , 植田敦志 , 葛井総太郎 , 斎藤知栄 , 山縣邦弘 :

明らかな外傷なく腹直筋血腫を生じた血液透析患者の一例
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.24 佐藤ちひろ , 斎藤知栄 , 萩原正大 , 藤井徹郎 , 戸田孝之 , 甲斐平康 , 臼井丈一 , 森戸直記 , 

鶴岡秀一 , 楊　景堯 , 山縣邦弘 :

感染後糸球体腎炎による急性腎不全を反復し透析離脱した一例
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009
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No.25 内川容子 , 臼井丈一 , 富樫　周 , 田島麗子 , 鈴木　創 , 萩原正大 , 甲斐平康 , 森戸直記 , 斎藤知栄 , 

楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 山縣邦弘 , 佐藤藤夫 , 榊原　謙 , 森　健作 , 南　　学 :

腹部大動脈 Yグラフト閉塞と同時に増悪した両側腎血管性高血圧に対する PTA成功例
第 38回茨城県高血圧研究会学術講演会（つくば）6月 , 2009

No.26 臼井丈一 :

わが国の RPGN診療の現状と今後
第 56回群馬腎リウマチ研究会（前橋）6月 , 2009

No.27 逆井健一 , 萩原正大 , 茂木芳賢 , 佐藤仁美 , 三澤功輔 , 赤星博和 , 吉田　聡 , 永井　恵 , 

坂井健太郎 , 森戸直記 , 楊　景堯 , 山縣邦弘 :

筑波大学附属病院血液浄化療法部の現状
第 43回茨城人工透析談話会（水戸）6月 , 2009

No.28 北島こう , 藤田國夫 , 佐藤ちひろ , 田島麗子 , 萩原正大 , 臼井丈一 , 鶴岡秀一 , 楊　景堯 , 

山縣邦弘 :

筑波大学附属病院の透析室における看護の現状
第 43回茨城人工透析談話会（水戸）6月 , 2009

No.29 鈴木　創 , 楊　景堯 , 野口和之 , 樋渡　昭 , 萩原正大 , 甲斐平康 , 斎藤知栄 , 岩淵　敦 , 榎園　崇 , 

大戸達之 , 鴨田知博 , 須磨崎亮 , 山縣邦弘 :

小児の血液浄化療法を要した二症例
第 43回茨城人工透析談話会（水戸）6月 , 2009

No.30 中山真由美 , 星　幸子 , 俵佐代子 , 安部訓子 , 石川祐一 , 斎藤知栄 , 山縣邦弘 , 後藤達宏 :

血液透析患者の栄養評価　GNRIの検討
第 43回茨城人工透析談話会（水戸）6月 , 2009

No.31 永井　恵 , 甲斐平康 , 臼井丈一 , 萩原正大 , 樋渡　昭 , 相田久美 , 楊　景堯 , 長田道夫 , 山縣邦弘 :

Chronic systemic capillary leak syndromes（CSCLS）で病理学的に膜性増殖性糸球体腎炎を
呈していた一例

第 46回茨城腎研究会（水戸）6月 , 2009

No.32 鶴岡秀一 , 井岡　崇 , 山縣邦弘 , 藤村昭夫 , 草野英二 , 浅原孝之 :

透析患者の血管内皮前駆細胞（EPC）におけるエリスロポエチン（EPO）レセプターサブ
タイプと EPO誘発性血圧上昇の関連について

第 1回腎と高血圧研究会（東京）7月 , 2009

No.33 臼井丈一 :

筑波大学腎臓内科グループ腎生検レポート 2008

7th Nephrology Forum（つくば）7月 , 2009

No.34 Tsuruoka S:

Regulation of bicarbonate transport in cortical collecting duct during metabolic acidosis: 

involvement of Cyclosporin, Cyclophilin, NOT Calcineurin

95th Tokyo renal physiology conference. Tokyo, Aug 1, 2009

No.35 斎藤知栄 , 山縣邦弘 :

シンポジウム :今 , なぜ慢性腎臓病（CKD）なのか？
第 26回和漢医薬学会学術大会（幕張）8月 , 2009
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No.36 臼井丈一 , 山縣邦弘 , 西中村隆一 , 小林俊寛 , 中内啓光 :

腎臓欠損モデルマウスと blastocyst complementationを組み合わせたマウス ES, iPS細胞由
来腎臓の作成（奨励賞受賞）

第 15回分子腎臓研究会（京都）9月 , 2009

No.37 田島麗子 , 甲斐平康 , 野口和之 , 永井　恵 , 佐藤ちひろ , 鈴木　創 , 金子修三 , 臼井丈一 , 

森戸直記 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 岡田昌史 , 高橋秀人 , 近藤正英 , 山縣邦弘 :

CKD患者における EuroQol（EQ-5D）を用いた QOL（quality of life）の検討
第 5回茨城 CKD研究会（つくば）9月 , 2009

No.38 野口和之 , 楊　景堯 , 萩原正大 , 鈴木　創 , 逆井健一 , 吉田　聡 , 工藤豊一郎 , 須磨崎亮 , 

山縣邦弘 :

当院における最近 10年間の小児アフェレシス治療の検討
第 30回日本アフェレシス学会学術大会（札幌）9月 , 2009

No.39 臼井丈一 , 鈴木　創 , 山縣邦弘 :

ワークショップ :アフェレシスでここまでできる－腎臓病．RPGNにおけるアフェレシス
療法

第 30回日本アフェレシス学会学術大会（札幌）9月 , 2009

No.40 山縣邦弘 :

シンポジウム :腎疾患の栄養管理 Up to Date慢性腎臓病（CKD）患者に対する栄養生活指
導

第 31回日本臨床栄養学会総会・
第 30回日本臨床栄養協会総会第 7回大連合大会（神戸）9月 , 2009

No.41 鶴岡秀一 , 井岡　崇 , 浅原孝之 , 山縣邦弘 , 藤村昭夫 , 草野英二 :

透析患者の血管内皮前駆細胞（EPC）におけるエリスロポエチン（EPO）レセプターサブ
タイプと EPO誘発性血圧上昇の関連について

第 32回日本高血圧学会学術集会（大津）10月 , 2009

No.42 斎藤知栄 , 井関邦敏 , 佐藤ちひろ , 永井　恵 , 野口和之 , 山縣邦弘 :

健診結果から展望する心血管病および慢性腎臓病の危険因子の地域差
第 32回日本高血圧学会学術集会（大津）10月 , 2009

No.43 坂井健太郎 , 黒澤　洋 , 海老原至 , 臼井丈一 , 山縣邦弘 , 平山浩一 , 小林正貴 :

傍尿細管毛細血管病変を伴った溶連菌感染後急性糸球体腎炎の 1例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.44 内川容子 , 臼井丈一 , 坂井健太郎 , 樋渡　昭 , 萩原正大 , 甲斐平康 , 上杉憲子 , 長田道夫 , 

小林正貴 , 小山哲夫 , 山縣邦弘 :

TCRVß5.1陽性細胞の糸球体内浸潤を認めた黄色ブドウ球菌感染関連腎炎の 1例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.45 黒澤　洋 , 海老原至 , 坂井健太郎 , 永井　恵 , 臼井丈一 , 平山浩一 , 山縣邦弘 , 小林正貴 :

ステロイドとシクロスポリン A併用療法が著効した膜性腎症の 2例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009
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No.46 野口和之 , 斎藤知栄 , 臼井丈一 , 鈴木　創 , 森戸直記 , 上杉憲子 , 鶴岡秀一 , 長田道夫 , 山縣邦弘 :

急速に腎機能が悪化し IgA腎症と抗 GBM抗体腎炎併発の半月体形成性腎炎を認めた一例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.47 打田健介 , 森本まどか , 植田敦志 , 斎藤知栄 , 楊　景堯 , 山縣邦弘 :

腹膜透析患者に合併した好酸球性肺炎の一例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.48 佐藤ちひろ , 森戸直記 , 鈴木　創 , 斎藤知栄 , 上杉憲子 , 楊　景堯 , 長田道夫 , 山縣邦弘 :

顕微鏡的多発血管炎のステロイド治療中急性心不全を発症し大量免疫グルブリン静注療法
が有効であった一例

第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.49 斎藤知栄 , 山縣邦弘 :

シンポジウム：CKDと医療連携「医師会との医療連携」
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.50 今井利美 , 武田真一 , 井上　真 , 長田雄大 , 山下裕玄 , 飯嶋達生 , 臼井丈一 , 安藤康弘 , 草野英二 :

直腸癌摘出後に寛解した ANCA陰性 pauci-immune型半月体形成性糸球体腎炎の 1例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.51 永井　恵 , 甲斐平康 , 臼井丈一 , 萩原正大 , 樋渡　昭 , 相田久美 , 楊　景堯 , 長田道夫 , 山縣邦弘 :

高度の浮腫と尿異常を併発した chronic systemic capillary leak syndrome（CSCLS）
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.52 田島麗子 , 末吉慶多 , 井上真理子 , 小原真美 , 高田健治 , 臼井丈一 , 山縣邦弘 :

家族内で同時期に発症した溶連菌感染後急性糸球体腎炎の 2例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.53 河村哲也 , 荒川　洋 , 飯塚　正 , 小林正貴 , 山縣邦弘 :

肉芽腫性間質性腎炎を認めた末期腎不全の一例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.54 中澤一弘 , 臼井丈一 , 樋渡　昭 , 坂井健太郎 , 永井　恵 , 萩原正大 , 上杉憲子 , 長田道夫 , 

安藤康宏 , 山縣邦弘 :

ARF, びまん性肺出血を呈したアレルギー性肉芽腫性血管炎最重症型の寛解導入成功例
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.55 Tsuruoka S, Kaneko S, Yamagata K, Fujimura A:

Dosing Time-Dependent Variation of Bone Resorption by Cyclosporin A in Rats Femurs

American Society of Nephrology’s 42nd Annual Renal Week, 

(San Diego CA, USA), Oct 29-Nov.1, 2009

No.56 中山真由美 , 安部訓子 , 俵佐代子 , 星　幸子 , 石川祐一 , 渡邊文代 , 後藤達宏 , 斎藤知栄 :

血液透析患者の栄養評価 GNRIの検討
第 21回腎不全食事療法研究会（東京）11月 , 2009

No.57 石川祐一 , 中山真由美 , 安部訓子 , 星　幸子 , 俵佐代子 , 渡邊文代 , 後藤達宏 , 斎藤知栄 , 

山縣邦弘 :

維持血液透析患者の継続栄養指導の効果と課題
第 21回腎不全食事療法研究会（東京）11月 , 2009
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No.58 前田章光 , 鶴岡秀一 , 牛島健太郎 , 長谷川豪紀 , 金井好克 , 遠藤　仁 , 藤村昭夫 :

ヒト有機アニオントランスポーター 3（hOAT3）発現細胞及びラットを用いたセレコキシ
ブとメトトレキサート（MTX）との相互作用の検討

第 30回日本臨床薬理学会年会（横浜）12月 , 2009

No.59 長谷川豪紀 , 鶴岡秀一 , 藤村昭夫 , 早坂常江 , 斉藤鉄男 :

抗菌薬 Faropenem sodium（FRPM）の透析性に影響を及ぼす因子の検討
第 30回日本臨床薬理学会年会（横浜）12月 , 2009

No.60 佐々木千裕 , 佐藤ちひろ , 臼井丈一 , 森戸直記 , 斉藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 甲斐平康 , 

山縣邦弘 :

腎生検にて確定診断を得たサルコードーシスの一例
第 568回関東地方会（東京）12月 , 2009

No.61 遠藤壮登 , 佐藤ちひろ , 臼井丈一 , 森戸直記 , 斉藤知栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 甲斐平康 , 

山縣邦弘 :

腎機能障害にて明らかとなった IgG4関連疾患の一例
第 568回関東地方会（東京）12月 , 2009

No.62 藤田亜紀子 , 楊　景堯 , 下畑　誉 , 森戸直記 , 山縣邦弘 :

MafAKO: MafKTg compound mouseは重篤な糖尿病性腎症を呈する
第 1回 Advans研究会（名古屋）12月 , 2009

班研究報告
No.1 山縣邦弘 :

腎臓病理検討委員会　研究報告書
ANCA関連血管炎のわが国における治療法の確立のための多施設共同前向き臨床研究

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）
平成 20年度総括・分担研究報告書 p.23, 2009

No.2 山縣邦弘 :

進行性腎障害に関する調査研究　急速進行性腎炎分科会分担研究報告書
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）

平成 20年度総括・分担研究報告書 p.51, 2009

No.3 山縣邦弘 :

今後の特定健康診査・保健指導における慢性腎臓病
厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生活習慣病対策研究事業）

平成 20年度総括・分担研究報告書 pp.14-22, 2009

講演・その他
No.1 山縣邦弘 :

高血圧にご注意！ 増える慢性腎臓病
NHK今日の健康 2009年 1月 13日 -16日放送
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No.2 臼井丈一 :

腎臓と生活習慣
生活習慣病予防対策推進事業　県民健康フォーラム in県南（常総）1月 , 2009

No.3 山縣邦弘 :

CKD患者の対処法 :腎専門医の立場から
第 7回キドニーフォーラム（横浜）1月 , 2009

No.4 山縣邦弘 :

腹膜透析に関する最近の知見
第 7回茨城腹膜透析研究会（水戸）1月 , 2009

No.5 山縣邦弘 :

慢性腎臓病患者の診かた　―CKD対策の実践法―
筑紫地区医師会講演会（太宰府）1月 , 2009

No.6 山縣邦弘 :

講演：腎臓病の From bedside to bench work － CKDとその後－
第 7回「羊纜会」総会（名古屋）1月 , 2009

No.7 山縣邦弘 :

あなたは大丈夫？　－ 21世紀の国民病 CKD（慢性腎臓病）－
患者向け上映 DVD, 2月 , 2009

No.8 山縣邦弘 :

CKDと高血圧治療
つくば臨床研究会（つくば）2月 , 2009

No.9 山縣邦弘 :

CKD治療における高血圧管理の重要性　―高血圧治療ガイドライン 2009をふまえ―
高血圧治療ガイドライン（古河）2月 , 2009

No.10 山縣邦弘 :

腎疾患重症化予防のための戦略研究
世界腎臓デー講演会（東京）2月 , 2009

No.11 山縣邦弘 :

腎臓病予防と動脈硬化予防について
平成 20年度　地域健康フオーラム in県北（日立）2月 , 2009

No.12 斎藤知栄 :

慢性腎臓病診療ガイドから
第 3回茨城脳卒中セミナー（つくば）2月 , 2009

No.13 山縣邦弘 :

ストップ慢性腎臓病（CKD）腎疾患重症化予防のための戦略研究（FROM-J）
日本慢性腎臓病協議会 CKD啓発イベント講演会（つくば）3月 , 2009

No.14 山縣邦弘 :

Immunosuppressive treatment of glomerular disease

第 2回中韓日腎カンファランス（上海）3月 , 2009
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No.15 山縣邦弘 :

講演会 :新たな国民病 , 慢性腎臓病（CKD）:啓発から CKD対策の実践に向けて
報告「厚労省の戦略的アウトカム研究」

世界腎臓デーに合わせた慢性腎臓病啓発イベント（東京）3月 , 2009

No.16 山縣邦弘 :

ストップ慢性腎臓病（CKD）腎疾患重症化予防のための戦略研究（FROM-J）
世界腎臓デー（東京）3月 , 2009

No.17 斎藤知栄 :

腎疾患と地域医療連携
つくば JOY会（つくば市）3月 , 2009

No.18 斎藤知栄 :

戦略研究の現況報告
第 4回茨城 CKD研究会（水戸市）3月 , 2009

No.19 山縣邦弘 :

生活習慣病としての慢性腎臓病
第 22回岡山生活習慣病懇話会（岡山）4月 , 2009

No.20 山縣邦弘 :

Cost-effectiveness of the Community-based or Nation-wide CKD Prevention Programs

3rd AFCKDI（高雄 , 台湾）4月 , 2009

No.21 山縣邦弘 :

CKD患者の予後からみた理想の透析導入法
鹿島透析研究会（鹿島）4月 , 2009

No.22 山縣邦弘 :

PDの現況と CKDの展望
北関東 PD講座（大宮）4月 , 2009

No.23 斎藤知栄 :

CKDと医療連携
学術講演会（つくば市）4月 , 2009

No.24 山縣邦弘 :

CKD治療における医療連携の実践
学術講演会 -医療連携を通じた CKDマネージメント（呉）5月 , 2009

No.25 楊　景堯 :

慢性腎臓病（CKD）対策における高血圧治療
三水会（ひたちなか医師会）6月例会（ひたちなか）6月 , 2009

No.26 山縣邦弘 :

腎・血管保護のための降圧療法について
茨城県北地区 Hypertension Leaders’ Meeting

̶新たな時代を迎えた高血圧治療戦略̶（水戸）6月 , 2009
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No.27 山縣邦弘 :

CKD患者の対処法
第 2回青森市慢性腎臓病（A-CKD）研究会（青森）6月 , 2009

No.28 山縣邦弘 :

腎疾患と臨床検査
日本臨床衛生検査技師会研修会（秋田）6月 , 2009

No.29 甲斐平康 :

CKDと地域連携
水戸地区学術講演会（水戸）6月 , 2009

No.30 甲斐平康 :

CKDと地域連携
水郷地区学術講演会（行方）7月 , 2009

No.31 斎藤知栄 :

カテーテル留置術
バクスター CAPDナースカレッジ基礎コース（水戸）7月 , 2009

No.32 山縣邦弘 :

CKDの医療連携
第 5回慢性腎不全治療フォーラム（新潟）7月 , 2009

No.33 山縣邦弘 :

ANCA関連腎炎の治療の進歩
第 10回東京腎炎ネフローゼ研究会（東京）7月 , 2009

No.34 山縣邦弘 :

CKDへの戦略的取り組みと管理栄養士の役割
臨床栄養の実際活動のための「人間栄養学セミナー」

知っておくべき人間栄養の基本と実践（東京）7月 , 2009

No.35 山縣邦弘 :

我が国の ANCA関連腎炎の予後と治療法の進歩
第 3回京滋腎炎フォーラム（滋賀）8月 , 2009

No.36 斎藤知栄 :

CKDの治療戦略について
第 20回関東甲信越地区臨床検査技師会一般検査研究班研修会（つくば）8月 , 2009

No.37 山縣邦弘 :

CKD治療における血管管理
新潟Ｎ型カルシウムチャネル研究会（新潟）9月 , 2009

No.38 山縣邦弘 :

ランチョンセミナー :腎臓病の早期発見・早期管理開始で腎不全は予防できる
日本人間ドック学会学術大会第 2回国際人間ドック会議（東京）9月 , 2009

No.39 山縣邦弘 :

CKDのトータルサポートを目指した治療戦略
第 14回福岡腎と高血圧カンファレンス（福岡）9月 , 2009
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No.40 山縣邦弘 :

慢性腎臓病の医療連携について
第 3回和歌山 CKD学術講演会（和歌山）9月 , 2009

No.41 斎藤知栄 :

パネルディスカッション :男女共同参画委員会設立の効果と広報活動について
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.42 山縣邦弘 :

ランチョンセミナー :腎専門医としての腎機能評価法
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.43 山縣邦弘 :

ランチョンセミナー :理想の CKD診療体制を考える
第 39回日本腎臓学会東部学術大会（東京）10月 , 2009

No.44 山縣邦弘 :

慢性腎臓病の発症・進展機構と予防対策
第 18回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（つくば）10月 , 2009

No.45 山縣邦弘 :

CKD診療における医療連携の重要性
福島 DMスタッフ懇話会（福島）10月 , 2009

No.46 山縣邦弘 :

座談会 :様変わりする高血圧・糖尿病・脂質異常症の治療とその盲点
茨城県保健医協会第 15回コモンディジーズ研究会（茨城）10月 , 2009

No.47 山縣邦弘 :

座談会：CKDと低たんぱく食
医と食（東京）10月 , 2009

No.48 山縣邦弘 :

我が国の急速進行性糸球腎炎の予後と治療法の変遷
Kanazawa Nephrology Meeting（金沢）11月 , 2009

No.49 山縣邦弘 :

教育講演：慢性腎臓病の発症・進展機構と予防対策
第 18回日本腎泌尿器科疾患予防医学研究会（つくば）11月 , 2009

No.50 山縣邦弘 , 出浦照國 :

鼎談：腎臓病の食事療法を巡って
医と食 1 (5): 6-13, 2009

No.51 長田道夫 , 横尾　隆 , 西中村隆一 , 櫻井裕之 , 臼井丈一 :

座談会 :腎再生研究の現状と将来性
腎と透析 66 (3): 369-378, 2009

No.52 山縣邦弘 :

巻頭言
Clinical Journal of the American Society of Nephrology 日本語版 4 (1): 1, 2009
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膠原病・リウマチ・アレルギーグループ（2009 年）

原　著
No.1 Tanaka-Watanabe Y, Matsumoto I, Iwanami K, Inoue A, Goto D, Ito S, Tsutsumi A, Sumida T:

B cell play crucial role as antigen presenting cells and collaborating with inflammatory cytokines 

in glucose-6-phoaphate isomerase-induced arthritis

Clin. Exp. Immunol. 155: 285-294, 2009

No.2 Tsutsumi A, Kobayashi T, Ito S, Goto D, Matsumoto I, Yoshie H, Sumida T:

Mannose binding lectin gene polymorphism and the severity of chronic periodontitis.

Jpn. J. Clin.Immunol. 32: 48-52, 2009

No.3 Ito I, Kawasaki A, Ito S, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, Tsutsumi A, Geoffrey Hom, 

Robert R. Graham, Takasaki Y, Hashimoto H, Ohashi J, Timothy W. Behrens, Sumida T, Tsuchiya N:

Replication of the Association between C8orf13-BLK Region and Systemic Lupus Erythematosus 

in a Japanese Population.

Arthritis Rheum. 60 (2): 553-558, 2009

No.4 Kobayashi T, Murasawa A, Ito S, Yamamoto K, Komatsu Y, Abe A, Sumida T, Yoshie H:

Cytokine gene polymorphisms associated with rheumatoid arthritis and periodontitis in Japanese 

adults.

J. Periodontology 80: 792-799, 2009

No.5 中島　綾 , 土岐浩介 , 本間真人 , 寒河江照美 , 齋藤玲子 , 伊藤　聡 , 住田孝之 , 幸田幸直 :

膠原病患者におけるグルココルチコイド製剤による副作用発現に関する実態調査
薬学雑誌 129 (4): 445-450, 2009

No.6 Horikoshi M, Ito S, Ishikawa M, Umeda N, Kondo Y, Tsuboi H, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, 
Sumida T:

Efficacy of mizoribine pulse therapy in patients with rheumatoid arthritis who show reduced or 

insufficient response to infliximab

Mod Rheumatol 19: 229-234, 2009

No.7 Suzuki T, Ito S, Handa S, Kose K, Okamoto Y, Minami M, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, 
Sumida T:

A new low-field extremity magnetic resonance imaging and proposed compact MRI score: 

evaluation of anti-tumor necrosis factor biologics on rheumatoid arthritis

Mod.Rheumatol 19: 358-365, 2009

No.8 Funayama S, Ito K, Hitomi Y, Sakuma S, Ito S, Nomura S, Igarashi A:

Effect of 6-month administration of Cevimeline hydrochloride on salivary flow rate and salivary 

components in primary Sjogren’s syndrome patients

Niigata Dental Journal 39 (1): 25-28, 2009

No.9 Wakamatsu E, Matsumoto I, Yoshiga Y, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Altered peptide ligands regulate type II collagen-induced arthritis in mice

Mod.Rheumatol 19: 366-371, 2009
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No.10 Kondo Y, Ito S, Ohi Y, Satou H, Hiraoka T, Tsuboi H, Sugihara M, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, 
Sumida T:

Atypical Cogan’s syndrome with aortitis.

Intern. Med. 48: 1093-1097, 2009

No.11 Kawaguchi Y, Nakamura Y, Matsumoto I, Nishimagi E, Satoh T, Kuwana M, Sumida T, Hara M:

Muscarinic-3 acetylcholine receptor autoantibody in patients with systemic sclerosis: contribution 

to severe gastrointestinal tract dysmotility

Ann. Rheum. Dis. 68: 710-714, 2009

No.12 Segawa S, Goto D, Yoshiga Y, Hayashi T, Matsumoto I, Ito S, Sumida T:

Low levels of soluble CD1d protein alters NKT cell function in patients with rheumatoid arthritis.

Int. J. Mol. Med. 24(4): 481-486, 2009

No.13 Inoue A, Matsumoto I, Tanaka Y, Iwanami K, Kanamori A, Ochiai N, Goto D, Ito S, Sumida T:

Tumor necrosis factor alpha-induced adipose-related protein expression in experimental arthritis 

and in rheumatoid arthritis

Arthritis Res Ther. 11 (4): R118. Epub 2009 Aug 6, 2009

No.14 Wang Y, Ito S, Chino Y, Goto D, Matsumoto I, Murata H, Tsutsumi A, Hayashi T, Uchida K, Usui J, 

Yamagata K, Sumida T:
Laser Microdissection-based Analysis of Cytokine Balance in the Kidneys of Patients with Lupus 

Nephritis

Clin. Exp. Immunol. 159 (1): 1-10, 2009

No.15 Iwanami K, Matsumoto I, Yoshiga Y, Inoue A, Kondo Y, Yamamoto K, Tanaka Y, Minami R, 

Hayashi T, Goto D, Ito S, Nishimura Y, Sumida T:

Altered peptide ligands inhibit arthritis induced by glucose-6-phosphate isomerase peptide

Arthritis Res Ther 2009 Nov 9; 11 (6): R167

No.16 Satoh T, Ishikawa O, Ihn H, Endo H, Kawaguchi Y, Sasaki T, Goto D, Takahashi K, Takahashi H, 

Misaki Y, Mimori T, Muro Y, Yazawa N, Sato S, Takehara K, Kuwana M:

Clinical usefulness of anti-RNA polymerase III antibody measurement by enzyme-linked 

immunosorbent assay

Rheumatology 48: 1570-1574, 2009

No.17 村井丈寛 , 荒井勝光 , 藤澤純一 , 伊藤　聡 :

関節リウマチに対するメトトレキサートとミゾリビンの併用パルス療法の有用性の検討
日関病誌 28: 21-27, 2009

総　説
No.1 伊藤　聡 :

高齢者関節リウマチ
炎症と免疫 17 (1): 88-100, 2009

No.2 坪井洋人 , 住田孝之 :

T細胞をターゲットとした治療戦略を探る -アバタセプトを中心に -

分子リウマチ治療 2 (1): 17-21, 2009
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No.3 近藤裕也 , 住田孝之 :

クリオグロブリン血症
日本臨牀別冊　呼吸器症候群（第 2版）II

－その他の呼吸器疾患を含めて－ 650-654, 2009

No.4 坪井洋人 , 住田孝之 :

Sjögren症候群
日本臨牀別冊　呼吸器症候群（第 2版）II

－その他の呼吸器疾患を含めて－ 589-593, 2009

No.5 林　太智 , 住田孝之 :

分子標的薬と抗体薬
日本臨牀 67 (3): 588-592, 2009

No.6 伊藤　聡 :

腎病変
日本臨牀 67 (3): 550-554, 2009

No.7 井上明日香 , 松本　功 , 岩波慶一 , 田中陽子 , 住田孝之 :

TNF α依存性関節炎モデル（GPI誘導性関節炎）における TNF α -induced adipose-related 

protein（TIARP）
日本臨床免疫学会会誌 32: 15-19, 2009

No.8 後藤大輔 :

4種類の生物学的製剤に副作用の違いがあるか？
分子リウマチ治療 2: 20-22, 2009

No.9 近藤裕也 , 住田孝之 :

セルトリズマブ　ペゴル
分子リウマチ治療 2: 33-36, 2009

No.10 近藤裕也 , 住田孝之 :

関節リウマチにおけるステロイドの使い方
Modern Physician 29: 577-581, 2009

No.11 松本　功 , 岩波慶一 :

自己免疫性関節炎における IL-6/IL-17の役割
リウマチ科 41: 96-103, 2009

No.12 松本　功 , 岩波慶一 :

GPI誘導性関節炎における IL-6/IL-17の役割
Frontiers in Rheumatology & Clinical Immunology 3: 26-30, 2009

No.13 後藤大輔 :

アダリムマブ
日病薬誌 45 (5): 707-710, 2009

No.14 住田孝之 :

関節リウマチの病態～そこにかかわる分子群～
遥か 5: 10-16, 2009
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No.15 坪井洋人 , 住田孝之 :

臓器特異的自己抗体
医学のあゆみ 230 (9): 715-720, 2009

No.16 伊藤　聡 :

コンパクトMRIによる関節炎の評価
Frontiers in Rheumatol and clinical Immunology　3: 34-37, 2009

No.17 住田孝之 :

自然免疫と獲得免疫からみたアレルギー
日本臨床 67 (11): 2030-2031, 2009

No.18 住田孝之 :

リウマチと合併症―シェーグレン症候群
SSK流 270: 22-26, 2009

No.19 住田孝之 , 鈴木　豪 , 堀越正信 , 杉原誠人 , 伊藤　聡 :

リウマチ寛解の新基準 : コンパクトMRI

Mebio 26: 100-111, 2009

No.20 村田秀行 , 住田孝之 :

強皮症とマイクロキメリズム
リウマチ科 42 (6): 649-656, 2009

No.21 松本　功 :

新規関節リウマチ治療薬開発における動物モデルの有用性
リウマチ科 42: 574-581, 2009

No.22 松本　功 :

抗 GPI抗体は関節リウマチの病態に関与しているか？
分子リウマチ治療 2 (3): 105-109, 2009

No.23 山村　隆 , 上阪　等 , 松本　功 :

内科学と Translational research（座談会）
Frontiers in Rheumatology & Clinical Immunology 3: 65-73, 2009

著　書
No.1 住田孝之 :

シェーグレン症候群
今日の治療指針 2009年版

山口徹 , 北原光夫 , 福井次矢総編集 , 医学書院 , 617-618, 2009

No.2 住田孝之 , 鈴木　豪 , 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断に必要なMRI検査と評価法
関節リウマチのすべて　宮坂信之編集 , 永井書店 , 79-87, 2009

No.3 堤　明人 , 住田孝之 :

CRP

臨床検査ガイド 2009～ 2010

Medical Practice 編集委員会編 , 文光堂 , 175-178, 2009
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No.4 後藤大輔 , 住田孝之 :

強皮症
ガイドライン外来診療 2009,

泉孝英編集主幹 , 日経メディカル開発 , 464-465, 2009

No.5 住田孝之 , 鈴木　豪 , 杉原誠人 , 堀越正信 , 伊藤　聡 :

実例にみる関節リウマチ診断におけるMRI

関節リウマチのための画像診断 , 井上和彦編 , ベクトル・コア , 82-93, 2009

No.6 河野美佳 , 住田孝之 :

白血球異常
チャート　内科診断学 , 富野康日己編集 , 中外医学社 , 535-537, 2009

No.7 住田孝之 :

シェーグレン症候群
免疫・アレルギー疾患　第二版　看護のための最新医学講座　第 11巻 , 

山本一彦編集 , 中山書店 , 190-196, 2009

No.8 住田孝之 :

MRIではどうみえる？
いきなり名医！関節リウマチは治せる時代に , 川合眞一編 , 

日本医事新報社 , 36-39, 2009

No.9 坪井洋人 , 住田孝之 :

関節破壊進行の完全制御
生物学的製剤による難病の治療革命 , 田中良哉編集 , 日本医学出版 , 43-52, 2009

No.10 後藤大輔 , 住田孝之 :

ヒュミラ
正しい生物学的製剤の使い方 , 宮坂信之編 , 医薬ジャーナル社 , 110-115, 2009

No.11 住田孝之 :

Sjögren症候群
内科学書 Vol.2, 小川聡総編集 , 後藤元 , 三森経世 , 大田健 , 三嶋理晃編 , 

中山書店 , 205-208, 2009

No.12 住田孝之 :

Sjögren症候群
内科学症例図説 , 杉本恒明 , 小俣政男総編集 , 

阿部圭志 , 池田康夫 , 石井當男 , 梅村　敏 , 北村諭 , 木村哲 , 小池隆夫 ,

白土城照 , 寺野彰 , 名和田新 , 早川哲夫 , 福井次矢 , 松澤佑次 , 柳澤信夫 編集 , 

朝倉書店 , 326-327, 2009

学会発表等
No.1 住田孝之 :

シェーグレン症候群における抗M3R抗体の機能解析に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業
自己免疫に関する調査研究班　班会議（東京）1月 15日 , 2009
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No.2 伊藤　聡 :

膠原病における肺病変
第 169回水戸チェストカンファレンス（水戸）1月 15日 , 2009

No.3 伊藤　聡 :

高齢者における関節リウマチ治療について
Mizoribine Forum（東京）1月 16日 , 2009

No.4 後藤大輔 , 瀬川誠司 , 吉賀洋平 , 林　太智 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

IL-2/18誘導間質性肺炎の病態解明と TGF-βシグナル制御による治療効果の検討
厚生労働省「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」研究班

2008年度班会議・第 12回強皮症研究会議　合同会議（東京）1月 17日 , 2009

No.5 伊藤　聡 :

安全で効果的な関節リウマチの治療
第 3回取手リウマチ懇話会（取手）1月 22日 , 2009

No.6 堀越正信 :

インフリキシマブ効果減弱 , または不十分例におけるミゾリビンパルス療法の効果の検討
第 8回リウマチ性疾患研究会（東京）1月 24日 , 2009

No.7 住田孝之 :

リウマチ診断におけるコンパクトMRIの有用性について
第 12回東北リウマチ医の会（山形）1月 25日 , 2009

No.8 住田孝之 :

「免疫疾患の病因・病態解析とその制御戦略へのアプローチ」に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告会（東京）1月 28日 , 2009

No.9 住田孝之 :

関節リウマチの早期診断～コンパクトMRIの話題を含めて～
第 14回横浜リウマチフォーラム（横浜）1月 29日 , 2009

No.10 住田孝之 :

シェーグレン症候群　－分子病態と将来の治療戦略－
第 8回埼玉シェーグレン症候群研究会（埼玉）2月 5日 , 2009

No.11 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断と最新の治療
第 28回東信整形外科懇話会（長野）2月 7日 , 2009

No.12 住田孝之 :

やさしいシェーグレン症候群の病態と治療
ドライマウス , 味覚障害 , シェーグレン症候群の講演会（新潟）2月 8日 , 2009

No.13 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断と最新の治療
第 2回英心会宇都宮研究会（栃木）2月 8日 , 2009
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No.14 住田孝之 :

リウマチの新しい診断ツール : コンパクトMRI

第 32回茨城県北部リウマチ研究会（日立）2月 13日 , 2009

No.15 伊藤　聡 :

膠原病リウマチ領域におけるタクロリムスの有効使用について
徳島リウマチカンファレンス（徳島）2月 18日 , 2009

No.16 住田孝之 :

リウマチは薬で治る
第四回荒川・墨田開成医会病診連携研究会（東京）2月 19日 , 2009

No.17 住田孝之 :

コンパクトMRIによる関節リウマチの画像診断と治療評価
関節リウマチ薬物治療研究会（鳥取）2月 20日 , 2009

No.18 伊藤　聡 :

膠原病リウマチ治療におけるステロイド副作用対策
第 106回つくば臨床研究会（つくば）3月 7日 , 2009

No.19 伊藤　聡 :

コンパクトMRIによる関節リウマチの早期診断と治療効果判定
第 91回大分県リウマチ懇話会（大分）3月 12日 , 2009

No.20 松本　功 :

関節リウマチの診断評価と生物学的製剤の使い分け－病診連携に向けて－
Biologics Network inTSUKUBA（つくば）3月 13日 , 2009

No.21 住田孝之 :

シェーグレン症候群の病態と治療
第 8回関西膠原病フォーラム（京都）3月 14日 , 2009

No.22 近藤裕也 , 堀越正信 , 梅田直人 , 鈴木　豪 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

関節リウマチに対するメトトレキサート投与中に B型劇症肝炎を発症した 1例
第 186回茨城県内科学会（つくば）3月 14日 , 2009

No.23 伊藤　聡 :

関節リウマチ治療の最前線
第 18回山形リウマチ研究会（山形）3月 14日 , 2009

No.24 伊藤　聡 :

生物学的製剤 4剤を選択可能になった現状での関節リウマチ治療選択
第 6回福井 RAフォーラム（福井）3月 15日 , 2009

No.25 Goto D, Segawa S, Yoshiga Y, Hayashi T, Matsumoto I, Ito S, Sumida T:

Low levels of soluble CD1d protein alters NKT cell function in patients with rheumatoid arthritis

The 5th International Symposium on CD1/NKT Cells (Kamakura)

3月 24, 25日 , 2009



膠原病・リウマチ・アレルギーグループ（2009年）

25

No.26 Segawa S, Goto D, Yoshiga Y, Hayashi T, Matsumoto I, Ito S, Sumida T:

Using NK1.1+TCRγ /δ +T cells, function in the generation of interstitial lung disease0 induced 

by IL-2 and Il-18

The 5th International Symposium on CD1/NKT Cells (Kamakura)

3月 24, 25日 , 2009

No.27 Yoshiga Y, Goto D, Segawa S, Hayashi T, Matsumoto I, Ito S, Taniguchi M, Sumida T:

Suppression of collagen-induced arthritis by natural killer T cell activation with alpha-carba-

GalCer, a novel synthetic glycolipid ligand

The 5th International Symposium on CD1/NKT Cells (Kamakura) 3月 24, 25日 , 2009

No.28 松本　功 :

関節リウマチの新規治療について
Remicade Seminar（ひたちなか）3月 27日 , 2009

No.29 伊藤　聡 :

高齢者における関節リウマチ治療について
高齢者に対するリウマチ治療講演会（埼玉）4月 3日 , 2009

No.30 坪井洋人 , 松本　功 , 若松　英 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群における抗M3ムスカリン作動性アセチルコリン受容体（M3R）抗体
の新たなエピトープと病態的機能に関する検討

第 106回日本内科学会総会・講演会（東京）4月 11日 , 2009

No.31 住田孝之 :

血管炎症候群に対する生物学的製剤治療
第 13回川崎病治療懇話会（京都）4月 19日 , 2009

No.32 渡辺秀子 , 林　太智 , 川崎　綾 , 若松　英 , 伊東郁恵 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 土屋尚之 , 

住田孝之 :

全身性エリテマトーデス , および , 関節リウマチにおけるインターロイキン -21遺伝子多
型の解析

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 23日 , 2009

No.33 梅田直人 , 伊藤　聡 , 石川瑞恵 , 堀越正信 , 近藤裕也 , 岩波慶一 , 坪井洋人 , 鈴木　豪 , 林　太智 , 

後藤大輔 , 松本　功 , 住田孝之 :

当院の関節リウマチ患者に生じた器質化肺炎の検討
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 23日 , 2009

No.34 堀越正信 , 梅田直人 , 石川瑞恵 , 高野洋平 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

当院における顕微鏡的多発血管炎（MPA）の治療成績
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 23日 , 2009

No.35 飯塚麻菜 , 若松　英 , 松本　功 , 坪井洋人 , 中村友美 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群（SS）の新しいモデルマウス－M3ムスカリン作動性アセチルコリン
受容体（M3R）免疫唾液腺炎発症マウス－

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 23日 , 2009
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No.36 中村友美 , 坪井洋人 , 松本　功 , 若松　英 , 飯塚麻菜 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

ムスカリン作働性M3アセチルコリン受容体（M3R）に対するモノクローナル抗体の機能
解析

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 23日 , 2009

No.37 坪井洋人 , 松本　功 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 若松　英 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群（SS）における抗M3ムスカリン作動性アセチルコリン受容体（M3R）
抗体の新たな抗原認識部位と機能に関する検討

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 23日 , 2009

No.38 瀬川誠司 , 後藤大輔 , 吉賀洋平 , 林　太智 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

サイトカイン誘導性肺障害モデルを用いた間質性肺炎発症メカニズムの解析
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.39 王　英歌 , 伊藤　聡 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 住田孝之 :

Laser-microdissection（LMD）法によるヒトループス腎炎腎内浸潤 T細胞の解析
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.40 石川瑞恵 , 梅田直人 , 堀越正信 , 坪井洋人 , 鈴木　豪 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 

住田孝之 :

関節リウマチ患者に対するトシリズマブ投与の有効性̶当院の 5症例における検討̶
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.41 吉賀洋平 , 後藤大輔 , 瀬川誠司 , 林　太智 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 谷口　克 , 住田孝之 :

新規 NKT細胞抗原 Alpha-carba-galcerによるコラーゲン誘導性関節炎（CIA）の制御
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.42 井上明日香 , 松本　功 , 岩波慶一 , 田中陽子 , 南　礼子 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 

住田孝之 :

自己免疫性関節炎において TIARP（Tumor necrosis factor α induced adipose related protein）
は関節炎誘導の抑制因子である

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.43 近藤裕也 , 松本　功 , 岩波慶一 , 若松　英 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

コラーゲン誘導性関節炎（CIA）における CD4+T細胞特異的な master regulatorの役割
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.44 鈴木　豪 , 堀越正信 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 半田晋也 , 巨瀬勝美 , 住田孝之 :

コンパクトMRIスコア（cMRIS）の提唱と TNF阻害薬使用 RA症例の治療効果検討
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.45 Tsuboi H, Matsumoto I, Iizuka M, Nakamura Y, Wakamatsu E, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

The new epitopes and the function of anti-M3 muscarinic acetylcholine receptor (M3R) 

antibodies in patients with Sjogren’s syndrome (SS)

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 24日 , 2009

No.46 住田孝之 :

コンパクトMRIによるリウマチ診断と治療評価
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会ランチョンセミナー 18（東京）

4月 25日 , 2009
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No.47 田中陽子 , 松本　功 , 岩波慶一 , 井上明日香 , 南　礼子 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 

住田孝之 :

関節リウマチにおける human six-transmembrane epithelial antigen of prostate 4（STEAP4）
の解析

第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 25日 , 2009

No.48 鈴木　豪 , 堀越正信 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 半田晋也 , 巨瀬勝美 , 住田孝之 :

コンパクトMRIは次世代の診断ツールか？
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 25日 , 2009

No.49 後藤大輔 , 瀬川誠司 , 吉賀洋平 , 林　太智 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

関節リウマチ患者における可溶性 CD1d分子による NKT細胞の制御機構
第 53回日本リウマチ学会総会・学術集会（東京）4月 25日 , 2009

No.50 松本　功 :

関節リウマチ , シェーグレン症候群の病因論－病態におけるスタチン , ビスフォスホネー
トの役割を含めて－

第 5回　東葛膠原病研究会（柏）5月 15日 , 2009

No.51 住田孝之 :

コンパクトMRIで真の寛解をめざす
相模原インフリキシマブセミナー（相模原）5月 16日 , 2009

No.52 住田孝之 :

シェーグレン症候群について
平成 21年度厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「胎児・新生児障害の原因となる自己抗体陽性女性の妊娠管理指針の作成」
研究班 , 第一回班会議（東京）5月 21日 , 2009

No.53 伊藤　聡 :

更年期女性の不定愁訴と目・口腔乾燥症を考える！
免疫的疾患に悩む市民のための健康講座（つくば）5月 22日 , 2009

No.54 坪井洋人 , 松本　功 , 若松　英 , 中村友美 , 飯塚麻菜 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群におけるM3ムスカリン作動性アセチルコリン受容体（M3R）に対す
る免疫応答の解析とモデルマウスの構築

第 14回シェーグレン症候群セミナー（東京）5月 23日 , 2009

No.55 伊藤　聡 :

高齢者における関節リウマチ治療について
滋賀 RAフォーラム（京都）6月 6日 , 2009

No.56 松本　功 :

健康な骨を守り , 痛みから逃れるために～関節リウマチから骨そしょう症まで～
吹上健康友の会第 24回総会（埼玉）6月 7日 , 2009

No.57 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断と治療
大田原地区医師会学術講演会（栃木）6月 11日 , 2009
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No.58 高野洋平 , 伊藤　聡 , 山口哲人 , 南川裕香 , 梅田直人 , 石川瑞恵 , 堀越正信 , 後藤大輔 , 林　太智 , 

松本　功 , 住田孝之 :

関節リウマチ患者に難治性皮膚潰瘍が出現し , 加療中に播種性スポロトリコーシスを発症
した一例

第 50回関東リウマチ研究会（東京）6月 20日 , 2009

No.59 住田孝之 :

画像による早期診断とアダリムマブの治療評価―真の寛解を目指して―
ヒュミュラ発売 1周年記念講演会（東京）6月 21日 , 2009

No.60 近藤裕也 , 飯塚麻菜 , 姚　肇瑾 , 坪井洋人 , 松本　功 , 杉原誠人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 

住田孝之 :

T-betトランスジェニックマウスにおける関節炎制御
Rheumatology Conference 2009（東京）6月 27日 , 2009

No.61 堀越正信 , 鈴木　豪 , 杉原誠人 , 梅田直人 , 高野洋平 , 伊藤　聡 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 

住田孝之 :

関節リウマチに対するトシリズマブ療法 -コンパクトMRI所見の検討 -

Rheumatology Conference 2009（東京）6月 27日 , 2009

No.62 橋本明里 , 飯田晴美 , 佐々木由樹 , 西村浩子 , 梅田直人 , 坪井洋人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 

松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群患者の乾燥症状が食事に及ぼす影響
第 6回茨城リウマチケア研究会（つくば）7月 3日 , 2009

No.63 Matsumoto I:
A Crucial role of Il-6/IL-17 Cytokine axis in the generation of glucose-6-phosphate isomerase-

induced arthritis.

The 9th World Congress on Inflammation （Tokyo）7月 7日 , 2009

No.64 住田孝之 :

リウマチの真の寛解を目指す―コンパクトMRI画像―
阪神骨とリウマチ研究会（兵庫）7月 9日 , 2009

No.65 伊藤　聡 :

膠原病リウマチ治療におけるステロイド副作用対策
第一三共株式会社学術講演会（山形）7月 10日 , 2009

No.66 住田孝之 :

コンパクトMRIによる RAの早期診断と治療評価
第 27回北海道コラーゲン研究会（札幌）7月 11日 , 2009

No.67 伊藤　聡 :

関節リウマチにおける関節外病変
第 11回日整会認定リウマチ医研修会（東京）7月 18日 , 2009

No.68 高林南緒子 , 佐藤正樹 , 加治優一 , 森田一輝 , 梅田直人 , 伊藤　聡 , 住田孝之 , 大鹿哲郎 :

急激な視力低下をきたした肥厚性硬膜炎の 1例
第 6回免疫疾患フォーラム（つくば）7月 23日 , 2009
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No.69 高野洋平 , 林　太智 , 梅田直人 , 石川瑞恵 , 堀越正信 , 近藤裕也 , 坪井洋人 , 後藤大輔 , 松本　功 , 

伊藤　聡 , 川名啓介 , 大鹿哲郎 , 住田孝之 :

ステロイドパルス療法が奏功する視神経炎を合併した全身性エリテマトーデスの 1例
第 6回免疫疾患フォーラム（つくば）7月 23日 , 2009

No.70 伊藤　聡 :

関節リウマチに対するMTX療法
第 35回リウマチ中央教育研修会（大阪）7月 26日 , 2009

No.71 松本　功 :

EULAR2009　ハイライト
ラインカンファレンス（東京）8月 5日 , 2009

No.72 松本　功 :

関節リウマチにおける自己抗体の意義とその産生制御
第 22回熊本リウマチセミナー（熊本）8月 22日 , 2009

No.73 伊藤　聡 :

関節リウマチに対するMTX療法
リウマチレクチャー（つくば）8月 26日 , 2009

No.74 松本　功 :

関節リウマチ治療の新時代 ― 病診連携に向けて ―
Biologics Network（つくば）8月 27日 , 2009

No.75 伊藤　聡 :

高齢者における関節リウマチについて
神奈川 RA Forum（横浜）8月 29日 , 2009

No.76 住田孝之 :

リウマチにおけるコンパクトMRIの有用性―真の寛解を目指す―
TEN TOPICS IN RHEUMATOLOGY 2009（札幌）8月 29日 , 2009

No.77 中村友美 , 松本　功 , 坪井洋人 , 飯塚麻菜 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

ムスカリン作動性M3アセチルコリン受容体における第二細胞外ループ 25mer対するモノ
クローナル抗体の作製と機能解析

第 18回日本シェーグレン症候群学会（博多）9月 4日 , 2009

No.78 坪井洋人 , 松本　功 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 若松　英 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群における抗M3ムスカリン作動性アセチルコリン受容体抗体のエピ
トープと機能解析

第 18回日本シェーグレン症候群学会（博多）9月 4日 , 2009

No.79 飯塚麻菜 , 若松　英 , 松本　功 , 坪井洋人 , 中村友美 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

M3ムスカリン作動性アセチルコリン受容体欠損マウスを用いた唾液腺炎発症モデルマウ
スの樹立

第 18回日本シェーグレン症候群学会（博多）9月 4日 , 2009

No.80 住田孝之 :

シェーグレン症候群の病態と治療
第 3回関節リウマチ合併症研究会（豊川）9月 5日 , 2009
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No.81 松本　功 :

関節リウマチ治療の新時代
筑七会学術講演会（つくば）9月 11日 , 2009

No.82 林　太智 :

全身性エリテマトーデスのメンテナンスにおけるタクロリムス～当施設における臨床成績
からの検討～

関東甲信越ループス腎炎講演会（東京）9月 12日 , 2009

No.83 林　太智 :

関節リウマチの基礎と薬剤選定における臨床医の視点
臨床から学ぶリウマチ治療薬の選定基準と投与剤形選定・開発戦略のポイント

（東京）9月 14日 , 2009

No.84 伊藤　聡 :

膠原病リウマチ治療におけるステロイド副作用対策
糖尿病アカデミー（旭川）9月 18日 , 2009

No.85 Sumida T:

Early diagnosis and treatment evaluation of rheumatoid artheitis by compact MRI

The 4th Asian Cogress on Autoimmnity SATELLITE SYMPOSIUM (SINGAPORE) 9月 12日 , 2009

No.86 伊藤　聡 :

膠原病の合併症と最新治療
21年度茨城県委託事業・難病相談・支援センター地域交流活動事業医療講演会

（日立）9月 13日 , 2009

No.87 住田孝之 :

リウマチの診断－コンパクトMRIによる画像診断－
長野地区リウマチ教育研修会（長野）9月 27日 , 2009

No.88 Cobb BL, Kilpatrick Jeff, Christopher J Lessard, Roland Jonsson, Anne Isine Bolstad, Brun JG,  

Maureen Rischmueller, Susan E Lester, Torsten Witte, Gabor Illei, Xavier Mariette, Brennan M, 

Simon Bowman, Matsumoto I, Sumida T, Kathy L Moser, Ken Kaufman, John B Harley:

Candidate genes for Sjogren’s syndrome(SS) susceptibility can be identified by genome wide 

scans (GWAS) with pooled DNA.

10th International Symposium on Sjogren’s Syndrome（フランス）
10月 1-3日 , 2009

No.89 Masaki Y, Kurose N, Iwao H, Nakajima A, Yamamoto M, Takahashi H, Kawano M, Saeki T, 

Matsui S, Azumi A, Nishiyama S, Yoh Zen, Sumida T, Kojima M, Yoshino T, Nakamura S, 

Tomosugi N, Takegami T, Sugai S, Umehara H:

Clinico-pathological analysis of 107 case of IgG4+MOLPS (IgG4-positive multi-organ 

lymphoprolife-rative syndrome).

10th International Symposium on Sjogren’s Syndrome（フランス）
10月 1-3日 , 2009
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No.90 Beth L Cobb, Jeff Kilpatrick, Christopher J Lessard, Roland Jonsson, Anne Isine Bolstad, 

Johan G Brun, Maureen Rischmueller, Susan E Lester, Torsten Witte, Gabor Illei, Xavier Mariette, 

Michael Brennan, Simon Bowman, Isao Matsumoto, Takayuki Sumida, Kathy L Moser, 

Ken Kaufman, John B Harley:

Genes associated with Systemic Lupus Erythematosus (SLE) that are shared with Sjögren’s 

Syndrome.

10th International Symposium on Sjogren’s Syndrome（フランス）
10月 1-3日 , 2009

No.91 Beth L Cobb, Jeff Kilpatrick, Christopher J Lessard, Roland Jonsson, Anne Isine Bolstad, 

Johan G Brun, Maureen Rischmueller, Susan E Lester, Torsten Witte, Gabor Illei, Xavier Mariette, 

Michael Brennan, Simon Bowman, Isao Matsumoto, Takayuki Sumida, Kathy L Moser, 

Ken Kaufman, John B Harley:

Possible association of Sjögren’s Syndrome(SS) with THRB, the thyroid hormone receptor, bete.

10th International Symposium on Sjogren’s Syndrome（フランス）
10月 1-3日 , 2009

No.92 Iizuka M, Wakamatsu E, Matsumoto I, Tsuboi H, Nakamura Y, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Development of new murine model for Sjogren’s syndorome like sialoadenitis using M3 

muscarinic acetylcholine receptor knockout mice.

10th International Symposium on Sjogren’s Syndrome（フランス）
10月 1-3日 , 2009

No.93 Tsuboi H, Matsumoto I, Wakamatsu E, Nakamura Y, Iizuka M, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Pathogenic roles of anti-M3 muscarinic acethlcholine receptor antibodies in patients with Sjogren’s 

syndrome.

10th International Symposium on Sjogren’s Syndrome（フランス）
10月 1-3日 , 2009

No.94 伊藤　聡 :

リウマチ性疾患における鎮痛と NSID潰瘍対策
新潟臨床整形外科セミナー（新潟）10月 8日 , 2009

No.95 松本　功 :

関節リウマチ , シェーグレン症候群における免疫抑制剤 -最近の話題 -

京都膠原病フォーラム（京都）10月 9日 , 2009

No.96 住田孝之 :

リウマチ診断の新しいスタンダード―コンパクトMRI画像―
第 8回東信リウマチ研究会（長野）10月 17日 , 2009

No.97 Tsuboi H, Matsumoto I, Wakamatsu E, Nakamura Y, Iizuka M, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

New epitopes and functions of anti-M3 muscarinic acetylcholine receptor antibodies in patients 

with Sjogren’s syndrome.

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING on the ACR (US) October 18, 2009
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No.98 Kondo Y, Matsumoto I, Zhaojin Y, Sugihara M, Hayashi T, Goto D, Ito S, Takahashi S, Sumida T:

Overexpression of T-Bet in T Cells Attenuates the Development of Collagen Induced Arthritis.

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING on the ACR (US) October 18, 2009

No.99 Iizuka M, Wakamatsu E, Matsumoto I, Tsuboi H, Nakamura Y, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Establishment of New Murine Model for Sjoren's Syndrome Like Sialoadenitis Using M3 

Muscarinic Acethylcholine Receptor Knockout Mice.

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING on the ACR (US) October 18, 2009

No.100 Inoue A, Matsumoto I, Tanaka Y, Minami R, Yamamoto K, Umeda N, Hayashi T, Goto D, Ito S, 

Sumida T:

TNF α -Induced Adipose-Related Protein (TIARP) in Experimental Autoimmune Arthritis

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING  on the ACR (US) October 19, 2009

No.101 Wang Y, Ito S, Suzuki M, Sugihara M, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, Hirose S, Sumida T:

Use of Laser Microdissection in the Analysis of Renal-Infiltrating T Cells in Murine Lupus

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING  on the ACR (US) October 19, 2009

No.102 Jinguu T, Suzuki T, Sugihara M, Suzuki E, Kondo Y, Matsumoto I, Hayashi T, Goto D, Ito S, 

Takahashi S, Tsutsumi A, Sumida T:

Overexpression of Tristetraprolin Regulates Collagen Induced Arthritis.

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING  on the ACR (US) October 19, 2009

No.103 Yoshiga Y, Goto D, Segawa S, Sugihara M, Hayashi T, Chino Y, Matsumoto I, Ito S, Sumida T:

Suppression of Collagen-Induced Arthritis by Natural Killer T Cell Activation with &alpha;-

Carba-GalCer, a Novel Synthetic Glycolipid Ligand.

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING  on the ACR (US) October 19, 2009

No.104 Tanaka-Watanabe Y, Matsumoto I, Inoue A, Minami R, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Human Six-Transmembrane Epithelial Antigen of Prostate 4 Is Induced by TNF&alpha; and 

Regulates IL-6 Secretion in  Rheumatoid Synovium

2009 ANNUAL SCIENTIFIC MEETING on the ACR (US) October 20, 2009

No.105 山口哲人 , 高野洋平 , 南川裕香 , 梅田直人 , 石川瑞恵 , 堀越正信 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 

松本　功 , 住田孝之 :

関節リウマチ治療中に難治性皮膚潰瘍が出現し , 加療中に播種性スポロトリコーシスを発
症した一例

茨城リウマチ（つくば）10月 24日 , 2009

No.106 Hikami K, Kawasaki A, Ito I, Koga M, Ito S, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, Tsutsumi A, 

Takasaki Y, Hashimoto H, Arinami T, Sumida T, Tsuchiya N:

Association of SPI1 3'-untranslated region polymorphism with systemic lupus erythematosus.

The American Society of Human Genetics 59th Annual Meeting, 

(Honolulu, Hawaii) Oct 20-24, 2009

No.107 伊藤　聡 :

ステロイド性骨粗鬆症の予防と治療
つくば市医師会学術講演会（つくば）10月 29日 , 2009
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No.108 住田孝之 , 坪井洋人 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 若松　英 , 松本　功 :

M3R分子を標的としたシェーグレン症候群の病態
第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 30日 , 2009

No.109 松本　功 , 井上明日香 , 田中陽子 , 南　礼子 , 岩波慶一 , 住田孝之 :

関節炎における新たな制御性分子 Tumor necrosis factor α -induced adipose-related protein 

（TIARP）
第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 30日 , 2009

No.110 松本　功 :

今後展開されるレミケードの幅広い臨床応用と看護師の役割
The 5th Remicade Nurse Seminar（東京）10月 31日 , 2009

No.111 住田孝之 :

リウマチの画像診断～真の寛解をめざして～
第 17回大田区リウマチ膠原病研究会（東京）11月 5日 , 2009

No.112 伊藤　聡 :

膠原病診療の進歩 : シェーグレン症候群を中心に
にいがた膠原病つどいの会医療講演会（新潟）11月 7日 , 2009

No.113 住田孝之 :

関節リウマチの早期診断と治療評価 :MRI画像を中心に
第 28回ひがし東京リウマチ研究会（東京）11月 10日 , 2009

No.114 坪井洋人 , 松本　功 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 若松　英 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群における抗M3ムスカリン作働性アセチルコリン受容体抗体のエピ
トープと機能解析

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.115 飯塚麻菜 , 若松　英 , 松本　功 , 坪井洋人 , 中村友美 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

M3ムスカリン作働性アセチルコリン受容体欠損マウスを用いた唾液腺炎発症モデルマウ
スの樹立

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.116 井上明日香 , 松本　功 , 田中陽子 , 南　礼子 , 山本佳代 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 

住田孝之 :

関節炎モデルマウスにおける Tumor necrosis factor α -induced adipose-related protein 

（TIARP）の役割
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.117 伊藤　聡 , 王　英歌 , 千野裕介 , 杉原誠人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 住田孝之 :

Laser-microdissection (LMD) 法によるループス腎炎腎内浸潤 T細胞の解析
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.118 坪井洋人 , 松本　功 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 若松　英 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群における抗M3ムスカリン作働性アセチルコリン受容体抗体のエピ
トープと機能解析

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009
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No.119 中村友美 , 松本　功 , 坪井洋人 , 飯塚麻菜 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 澁谷　彰 , 住田孝之 :

ムスカリン作働性M3アセチルコリン受容体における第二細胞外ループ 25merに対するモ
ノクローナル抗体の作製と機能解析

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.120 吉賀洋平 , 後藤大輔 , 瀬川誠司 , 杉原誠人 , 林　太智 , 千野祐介 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 谷口　克 , 

住田孝之 :

Alpha-carba-GalCerによる NKT 細胞を介したコラーゲン誘導性関節炎の制御
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.121 瀬川誠司 , 後藤大輔 , 吉賀洋平 , 杉原誠人 , 林　太智 , 千野祐介 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

IL-2＋ IL-18誘導性間質性肺炎モデルマウスにおける NK1.1＋ gd T細胞による病態制御
機構の解析

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.122 坪井洋人 , 若松　英 , 松本　功 , 飯塚麻菜 , 中村友美 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

IFNgによるヒト唾液腺上皮細胞のアポトーシス誘導における STAT1リン酸化の役割
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.123 梅田直人 , 伊藤　聡 , 高野洋平 , 堀越正信 , 杉原誠人 , 林　太智 , 千野裕介 , 後藤大輔 , 

松本　功 , 住田孝之 :

シェーグレン症候群を合併した関節リウマチの肺病変の検討
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.124 田中陽子 , 松本　功 , 井上明日香 , 南　礼子 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

関節リウマチにおける human six-transmembrane epithelial antigen of prostate 4（STEAP4）
と TNFa, IL-6との関与について

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.125 伊東郁恵 , 川崎　綾 , 大橋　順 , 伊藤　聡 , 近藤裕也 , 杉原誠人 , 堀越正信 , 林　太智 , 後藤大輔 , 

松本　功 , 堤　明人 , 川口鎮司 , 川本　学 , 長谷川稔 , 竹原和彦 , 松多邦雄 , 原まさ子 , 佐藤伸一 , 

住田孝之 , 土屋尚之 :

関節リウマチ，全身性強皮症と FAM167A(C8orf13)-BLK 領域遺伝子多型の関連
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.126 神宮　崇 , 鈴木　豪 , 杉原誠人 , 鈴木英二 , 近藤裕也 , 堤　明人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 

伊藤　聡 , 高橋　智 , 住田孝之 :

Tristetraprolinによる抗原誘導性関節炎の制御
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.127 渡辺秀子 , 林　太智 , 川崎　綾 , 伊東郁恵 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 土屋尚之 , 

住田孝之 :

全身性エリテマトーデスおよび関節リウマチにおけるインターロイキン -21遺伝子多型の
解析

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009
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No.128 南　礼子 , 松本　功 , 川崎　綾 , 伊東郁恵 , 田中陽子 , 井上明日香 , 山本佳代 , 梅田直人 , 

林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 土屋尚之 , 住田孝之 :

Six-Transmembrane Epithelial Antigen of Prostate4（STEAP4）遺伝子多型と関節リウマチの
関連

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.129 堀越正信 , 後藤瑞恵 , 杉原誠人 , 鈴木　豪 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 岡本嘉一 , 

住田孝之 :

関節リウマチに対するトシリズマブ療法におけるコンパクトMRI所見の検討
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.130 鈴木　豪 , 堀越正信 , 杉原誠人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

0.3TコンパクトMRIと全身用 1.5T MRIとの比較
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.131 鈴木　豪 , 堀越正信 , 杉原誠人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

コンパクトMRI スコア
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.132 土屋尚之 , 古賀農人 , 川崎　綾 , 大橋　順 , 伊東郁恵 , 古谷　匠 , 京極千恵子 , 松下正毅 , 

岡　孝紀 , 伊藤　聡 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 高崎芳成 , 橋本博史 , 住田孝之 :

5個の疾患感受性遺伝子におけるリスクアリル数と全身性エリテマトーデス発症リスクの
関連

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.133 明石直嗣 , 松本　功 , 井上明日香 , 田中 -渡辺陽子 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

Glucose-6-phosphate isomerase誘導性関節炎におけるイマチニブの効果の検討
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.134 後藤大輔 , 瀬川誠司 , 吉賀洋平 , 杉原誠人 , 林　太智 , 千野裕介 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

transforming growth factor-βシグナル抑制による IL-2＋ IL-18誘導性間質性肺炎の制御機
構

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.135 松本　功 , 岩波慶一 , 田中陽子 , 井上明日香 , 南　礼子 , 山本佳代 , 林　太智 , 後藤大輔 , 

伊藤　聡 , 住田孝之 :

GPI-peptide誘導性関節炎と altered peptide ligands による制御
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.136 王　英歌 , 鈴木瑞穂 , 伊藤　聡 , 千野裕介 , 杉原誠人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 松本　功 , 広瀬幸子 , 

林　青順 , 住田孝之 :

Laser-microdissection（LMD）法によるループスモデルマウスにおける腎内浸潤 T細胞の
解析

第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.137 近藤裕也 , 松本　功 , 姚　肇瑾 , 杉原誠人 , 林　太智 , 後藤大輔 , 伊藤　聡 , 高橋　智 , 住田孝之 :

T-betトランスジェニックマウスによる関節炎制御機構の解析
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009
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No.138 住田孝之 :

シェーグレン症候群の分子標的
第 37回日本臨床免疫学会総会（東京）11月 14日 , 2009

No.139 伊藤　聡 :

高齢者における関節リウマチ治療について
第 332回佐久医師会臨床研修会（長野）11月 18日 , 2009

No.140 伊藤　聡 :

高齢者における関節リウマチ治療について
富山県整形外科医会教育講演（富山）11月 20日 , 2009

No.141 住田孝之 :

コンパクトMRIによるリウマチ画像診断 -真の寛解をめざす -

中野区医師会内科医会講演会（東京）11月 20日 , 2009

No.142 住田孝之 :

シェーグレン症候群～診断と治療～
三重地区リウマチ教育研修会（三重）11月 22日 , 2009

No.143 伊藤　聡 :

更年期女性の不定愁訴と目・口腔乾燥症を考える！（シェーグレン症候群とは , どのよう
な病気か？）～近年 , 目や口の乾きで悩んでいる方が増えています～

免疫的疾患に悩む市民のための健康講座（筑西）11月 27日 , 2009

No.144 住田孝之 :

関節リウマチの早期診断と鑑別診断
福島地区リウマチ研修会（福島）11月 29日 , 2009

No.145 Wang Y, Ito S, Suzuki M, Sugihara M, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, Qingshun Lin, Hirose S, 

Sumida T:

Laser microdissection analysis of T cells infiltrating in kidney lesions of lupus-prone mouse 

models.

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 2日 , 2009

No.146 Tsuboi H, Matsumoto I, Wakamatsu E, Nakamura Y, Iizuka M, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

The precise epitopes and the relationship between the functions and epitopes of anti-M3 

muscarinic acetylcholine receptor antibodies in patients with Sjogren’s syndrome.

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 2日 , 2009

No.147 Iizuka M, Wakamatsu E, Matsumoto I, Tsuboi H, Nakamura Y, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Development of new murine model for Sjögren’s syndrome like sialoadenitis using M3 

muscarinic acetylcholine receptor knockout mice.

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 2日 , 2009

No.148 Nakamura Y, Matsumoto I, Tsuboi H, Iizuka M, Hayashi T, Goto D, Ito S, Shibuya A, Sumida T:

Functional analysis of monoclonal antibodies against the second extracellular loop domain of 

muscarinic M3 acethylcholine receptor

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 2日 , 2009
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No.149 Segawa S, Goto D, Yoshiga Y, Sugihara M, Hayashi T, Chino Y, Matsumoto I, Ito S, Sumida T:

The analysis of NK1.1+γδ T cell-mediated mechanism of IL-2 plus IL-18 induced interstitial 

lung disease

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 3日 , 2009

No.150 Inoue A, Matsumoto I, Tanaka Y, Minami R, Yamamoto K, Umeda N, Hayashi T, Goto D, Ito S, 

Sumida T:

The role of TNF α -induced adipose-related protein (TIARP) in experimental autoimmune 

arthritis

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 3日 , 2009

No.151 Kondo Y, Matsumoto I, Zhaojin Y, Sugihara M, Hayashi T, Goto D, Ito S, Takahashi S, Sumida T:

Overexpression of T-bet in T cells regulates the development of collagen induced arthritis

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 3日 , 2009

No.152 Jingu T, Suzuki T, Sugihara M, Suzuki E, Kondo Y, Matsumoto I, Hayashi T, Goto D, Ito S, 

Takahashi S, Tsutsumi A, Sumida T:

Tristetraprolin 過剰発現によるコラーゲン誘導性関節炎の制御 Overexpression of 

Tristetraprolin Controls Collagen Induced Arthritis

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 3日 , 2009

No.153 Yoko Tanaka-Watanabe, Matsumoto I, Inoue A, Minami R, Hayashi T, Goto D, Ito S, Sumida T:

Human six-transmembrane epithelial antigen of prostate 4 (STEAP4) regulates IL-6 secretion in 

rheumatoid synovium

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 4日 , 2009

No.154 Minami R, Matsumoto I, Kawasaki A, Ito I, Tanaka Y, Inoue A, Yamamoto K, Umeda N, Hayashi T, 

Goto D, Ito S, Tsuchiya N, Sumida T:

Association of Six-Transmembrane Epithelial Antigen of Prostate4 (STEAP4) polymorphism with 

response to TNF antagonists in Japanese patients with rheumatoid arthritis

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 4日 , 2009

No.155 Yoshiga Y, Goto D, Segawa S, Sugihara M, Hayashi T, Chino Y, Matsumoto I, Ito S, Taniguchi M, 

Sumida T:

NKT細胞抗原 Alpha-carba-GalCerによる関節炎の制御 Alpha-carba-GalCer, a novel synthetic 

glycolipid, regulates collagen-induced arthritis through NKT cell-derived IFN-gamma

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 4日 , 2009

No.156 Kawasaki A, Ito S, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I, Takasaki Y, Hashimoto H, Sumida T, 

Tsuchiya N:

TNFAIP3 遺伝子多型と全身性エリテマトーデスの関連 Association of TNFAIP3 

polymorphism with susceptibility to systemic lupus erythematosus

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 4日 , 2009

No.157 Watanabe H, Hayashi T, Ito I, Kawasaki A, Goto D, Matsumoto I, Ito S, Tsuchiya N, Sumida T:

Genetic association of single nucleotide polymorphisms of interleukin-21 in japanese patients 

with systemic lupus erythematosus and rheumatoid arthritis

第 39回日本免疫学会総会・学術集会（大阪）12月 4日 , 2009
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No.158 伊藤　聡 :

膠原病リウマチ治療におけるステロイド副作用対策
糖尿病アカデミー（鹿児島）12月 4日 , 2009

No.159 田中磨衣 , 梅田直人 , 林　太智 , 高野洋平 , 堀越正信 , 杉原誠人 , 後藤大輔 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 

住田孝之 :

著明な好中球減少をきたした IgG4+MOLPSの 2例
第 20回日本リウマチ学会関東支部学術集会（横浜）12月 6日 , 2009

No.160 伊藤　聡 :

筑波大学におけるリウマチ診療の病診連携
第 20回日本リウマチ学会関東支部学術集会（横浜）12月 6日 , 2009

No.161 住田孝之 , 吉賀洋平 , 瀬川誠司 , 堀越正信 , 後藤大輔 :

新規糖脂質α -carba-galactosylceramideを介した関節炎の制御
厚生労働省科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業

「新たな診断・治療法開発のための免疫学的手法の開発」班
平成 21年度班会議（東京）12月 10日 , 2009

No.162 住田孝之 , 近藤裕也 , 坪井洋人 , 飯塚麻菜 , 松本　功 , 高橋　智 :

T細胞分化誘導分子の強発現による自己免疫疾患制御法の開発に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業

「免疫疾患の病因・病態解析とその制御戦略へのアプローチ」班
平成 21年度班会議（東京）12月 11日 , 2009

No.163 松本　功 , 井上明日香 , 田中陽子 , 南　礼子 , 岩波慶一 :

新規 TNF α誘導性蛋白 TIARP/STEAP4の自己免疫性関節炎における役割に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業

「免疫疾患の病因・病態解析とその制御戦略へのアプローチ」班
平成 21年度班会議（東京）12月 11日 , 2009

No.164 住田孝之 :

コラーゲンタイプ IIをターゲットとした関節リウマチの抗原特異的制御法
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業
リウマチ関連三班合同研究発表会（江口班）（東京）12月 17日 , 2009

No.165 住田孝之 :

0.3T compacTscanによる関節リウマチの診断および生物学的製剤の治療効果判定
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業
リウマチ関連三班合同研究発表会（竹内班）（東京）12月 17日 , 2009

No.166 本間　栄 , 高崎芳成 , 伊藤　聡 , 土橋浩章 :

難治性血管炎に関する調査研究班新規治療開発の可能性に関するワーキング ANCA関連
血管炎の新規治療の検討

厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業
難治性血管炎に関する調査研究班

平成 21年度第二回班会議（東京）12月 17日 , 2009



膠原病・リウマチ・アレルギーグループ（2009年）

39

No.167 住田孝之 :

TNF- α制御分子 , tristetlaprolin（TTP）を介した関節リウマチの治療戦略
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業
平成 21年度　田中班・山中班合同班会議（東京）12月 18日 , 2009

No.168 湯村和子 , 小林茂人 , 伊藤　聡 :

JMAAVでの病態・活動性・傷害評価のための BVAS・SF-36・VDIから判断出来ることの
抽出の試み

厚生労働科学研究費補助金　難治性血管炎に関する調査研究班 ,

進行性腎障害に関する調査研究班 , ANCA関連血管炎のわが国における
治療法の確立のための多施設共同前向き臨床研究班　3班合同会議（東京）12月 18日 , 2009

No.169 住田孝之 :

サマースクール報告
第 4回リウマチ画像診断研究会（東京）12月 19日 , 2009

研究報告
No.1 住田孝之 :

「免疫疾患の病因・病態解析とその制御戦略へのアプローチ」に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告会抄録集
339-351, 2009

No.2 住田孝之 , 坪井洋人 , 中村友美 , 飯塚麻菜 , 若松　英 , 松本　功 :

シェーグレン症候群における抗M3R抗体の機能解析に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業

「自己免疫疾患に関する調査研究」平成 20年度総括・分担研究報告書 33-35, 2009

No.3 後藤大輔 , 瀬川誠司 , 吉賀洋平 , 林　太智 , 松本　功 , 伊藤　聡 , 住田孝之 :

IL-2/18誘導間質性肺炎の病態解明と TGF-βシグナル制御による治療効果の検討
厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業
「強皮症における病因解明と根治的治療法の開発」
平成 20年度総括・分担研究報告書 26-33, 2009

No.4 住田孝之 , 鈴木　豪 , 堀越正信 , 伊藤　聡 :

コンパクトMRIスコアによる生物学的製剤の治療効果判定に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業

「関節リウマチの寛解導入療法体系化に関する研究」
平成 20年度総括・分担研究報告書 34-37, 2009

No.5 住田孝之 , 若松　英 , 坪井洋人 , 飯塚麻菜 , 松本　功 :

コラーゲンタイプ IIをターゲットとした関節リウマチの抗原特異的制御法の確立に関す
る研究

厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患予防・治療研究事業
「関節リウマチの早期診断による発症及び重症化予防」

平成 20年度総括・分担研究報告書 85-88, 2009
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No.6 湯村和子 , 小林茂人 , 伊藤　聡 :

活動性評価委員会　研究報告書
厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業

「ANCA関連血管炎のわが国における治療法の確立のための
多施設共同前向き臨床研究」

平成 20年度総括・分担研究報告書 19-22, 2009

No.7 住田孝之 , 鈴木　豪 , 杉原誠人 , 若松　英 , 鈴木英二 , 堤　明人 :

TNF- α制御分子 , tristetlaprolin（TTP）を介した関節リウマチの治療戦略に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業

「関節リウマチの関節破壊ゼロを目指す治療指針の確立 , 

及び根治・修復療法の開発に関する研究」
平成 20年度総括・分担研究報告書 18-22, 2009

No.8 住田孝之 , 吉賀洋平 , 瀬川誠司 , 後藤大輔 :

IL-17産生 NKT細胞を介した関節炎の制御に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患克服研究事業

「新たな診断・治療法開発のための免疫学的手法の開発」
平成 20年度総括・分担研究報告書 15-17, 2009

No.9 住田孝之 :

コラーゲンタイプ IIをターゲットとした関節リウマチの抗原特異的制御法の確立に関す
る研究

平成 20年度厚生労働科学研究費補助金
免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告書（分冊 2）72-75, 2009

No.10 住田孝之 :

コンパクトMRIスコアによる生物学的製剤の治療効果判定に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告書（分冊 2）103-106, 2009

No.11 住田孝之 :

TNF- α制御分子 , tristetlaprolinを介した関節リウマチの治療戦略に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告書（分冊 3）15-19, 2009

No.12 住田孝之 :

アナログペプチドによる抗原特異的免疫分子制御法の開発に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告書（分冊 3）66-68, 2009

No.13 松本　功 :

関節炎原生ペプチド同定と , 自己免疫性関節炎における炎症性サイトカイン , 自己抗体 , 

Th17の病因的統合に関する研究
平成 20年度厚生労働科学研究費補助金

免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事業研究報告書（分冊 3）89-90, 2009
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その他
No.1 住田孝之 :

シェーグレン症候群
SSK流 266: 16-20, 2009

No.2 伊藤　聡 :

“准教授のぼやき”准教授吠える
Frontiers in Rheumatol and clinical Immunology 3: 53, 2009

No.3 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断と治療のステップ～第 1章 早期 RAの診断と治療～
参天製薬主催座談会 , 司会 :三森経世 , 他ゲスト :田村直人 , 1-4, 2009

No.4 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断と治療のステップ～第 2章 効果判定と次の打ち手～
参天製薬主催座談会 , 司会 :三森経世 , 他ゲスト :田村直人 , 1-4, 2009

No.5 伊藤　聡 :

関節リウマチの診断と治療のステップ～第 3章 RA診療を行うための心構えと注意点～
参天製薬主催座談会 , 司会 :三森経世 , 他ゲスト :田村直人 , 1-4, 2009

No.6 伊藤　聡 :

座談会 :生物学的製剤時代の画像評価
Arthritis-運動器疾患と炎症 -7 (1): 34-47, 2009

No.7 伊藤　聡 :

監訳 : 特発性炎症性筋疾患の臨床診断のための画像検査法
Current Opinion in Rheumatology日本語版 2 (1): 3-8, 2009

No.8 住田孝之 :

コンパクトMRI―関節リウマチ（RA）の最新の診断機器として早期治療 , 薬効評価に有用
臨床のあゆみ 81: 23, 2009

No.9 伊藤　聡 :

常在戦場の魅力と危うさ
JAMIC JOURNAL 10月号 : 20, 2009

No.10 伊藤　聡 :

米国リウマチ学会議に参加して―ACR報告記―
NEWS LETTER リウマチ 24: 12, 2009
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原　著
No.1 Nakano N, Nishiyama C, Yagita H, Koyanagi A, Akiba H, Chiba S, Ogawa H, Okumura K:

Notch signaling confers antigen-presenting cell functions on mast cells.

J Allergy Clin Immunol 123 (1): 74-81, Jan, 2009

No.2 Ogawa S, Matsubara A, Onizuka M, Kashiwase K, Sanada M, Kato M, Nannya Y, Akatsuka Y, 

Satake M, Takita J, Chiba S, Saji H, Maruya E, Inoko H, Morishima Y, Kodera Y, Sasazuki T:

Japan Marrow Donor Program (JMDP). Exploration of the genetic basis of GVHD by genetic 

association studies.

Biol Blood Marrow Transplant 15 (1 Suppl): 39-41, Jan, 2009

No.3 Kataoka K, Nannya Y, Hangaishi A, Imai Y, Chiba S, Takahashi T, Kurokawa M:

Influence of pretransplantation serum ferritin on nonrelapse mortality after myeloablative and 

nonmyeloablative allogeneic hematopoietic stem cell transplantation.

Biol Blood Marrow Transplant 15 (2): 195-204, Feb, 2009

No.4 Ishigaki T, Sudo K, Hiroyama T, Miharada K, Ninomiya H, Chiba S, Nagasawa T, Nakamura Y:

Human hematopoietic stem cells can survive in vitro for several months.

Adv Hematol 2009: 936761, Feb, 2009

No.5 Kurita N, Honda S, Usui K, Shimizu Y, Miyamoto A, Tahara-Hanaoka S, Shibuya K, Shibuya A:

Identification of the Fcalpha/muR isoform specifically expressed in the kidney tubules.

Mol Immunol 46 (4): 749-753, Feb, 2009

No.6 Yoshimi M, Nannya Y, Watanabe T, Asai T, Ichikawa M, Yamamoto G, Kumano K, Hangaishi A, 

Imai Y, Takahashi T, Chiba S, Kurokawa M:

Acute eosinophilic pneumonia is a non-infectious lung complication after allogeneic 

hematopoietic stem cell transplantation.

Int J Hematol 89 (2): 244-248, Mar, 2009

No.7 Kijima M, Iwata A, Maekawa Y, Uehara H, Izumi K, Kitamura A, Yagita H, Chiba S, Shiota H, 

Yasutomo K:

Jagged1 suppresses collagen-induced arthritis by indirectly providing a negative signal in CD8+ 

T cells.

J Immunol 182 (6): 3566-3572, Mar, 2009

No.8 Haraguchi K, Suzuki T, Koyama N, Kumano K, Nakahara F, Matsumoto A, Yokoyama Y, 

Sakata-Yanagimoto M, Masuda S, Takahashi T, Kamijo A, Takahashi K, Takanashi M, Okuyama Y, 

Yasutomo K, Sakano S, Yagita H, Kurokawa M, Ogawa S, Chiba S:

Notch Activation Induces the Generation of Functional NK Cells from Human Cord Blood CD34-

Positive Cells Devoid of IL-15. 

J Immunol 182 (10): 6168-6178, May, 2009
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No.9 Lee S-y, Kumano K, Nakazaki K, Sanada M, Matsumoto A, Yamamoto G, Nannya Y, Suzuki R, Ota S, 

Ota Y, Izutsu K, Sakata-Yanagimoto M, Hangaishi A, Yagita H, Fukayama M, Seto M, Kurokawa M, 

Ogawa S, Chiba S:

Gain-of-function mutations and copy number increases of Notch2 in diffuse large B-cell 

lymphoma.

Cancer Science 100 (5): 920-926, May, 2009

No.10 Kato M, Sanada M, Kato I, Sato Y, Takita J, Takeuchi K, Niwa A, Chen Y, Nakazaki K, Nomoto J, 

Asakura Y, Muto S, Tamura A, Iio M, Akatsuka Y, Hayashi Y, Mori H, Igarashi T, Kurokawa M, 

Chiba S, Mori S, Ishikawa Y, Okamoto K, Tobinai K, Nakagama H, Nakahata T, Yoshino T, 

Kobayashi Y, Ogawa S:

Frequent inactivation of A20 in B-cell lymphomas.

Nature 459 (7247): 712-716, Jun, 2009

No.11 Yokoyama Y, Suzuki T, Sakata-Yanagimoto M, Kumano K, Higashi K, Takato T, Kurokawa M, 

Ogawa S, Chiba S:

Derivation of functional mature neutrophils from human embryonic stem cells.

Blood 113 (26): 6584-6592, Jun, 2009

No.12 Honda S, Kurita N, Miyamoto A, Cho Y, Usui K, Takeshita K, Takahashi S, Yasui T, Kikutani H, 

Kinoshita T, Fujita T, Tahara-Hanaoka S, Shibuya K, Shibuya A:

Enhanced humoral immune responses against T-independent antigens in Fc alpha/muR-deficient 

mice.

Proc Natl Acad Sci U S A 7;106 (27): 11230-11235, Jul, 2009

No.13 Sanada M, Suzuki T, Shih L-y, Otsu M, Kato M, Yamazaki S, Tamura A, Honda H, 

Sakata-Yanagimoto M, Kumano K, Oda H, Yamagata T, Takita J, Gotoh N, Nakazaki K, Kawamata N,  

Onodera M, Nobuyoshi M, Hayashi Y, Harada H, Kurokawa M, Chiba S, Mori H, Ozawa K, 

Omine M, Hirai H, Nakauchi H, Koeffler HP, Ogawa S:

ain-of-function of mutated c-Cbl tumor suppressor associated with myeloid neoplasms having 11q 

UPD.

Nature 460 (7257): 904-908, Aug, 2009

No.14 Yoshimi A, Takahashi T, Motokura T, Yatomi Y, Chiba S, Kurokawa M:

Hemoperitoneum due to spontaneous rupture of the left gastroepiploic artery in a patient with 

hemophilia A.

Ann Hematol 88(8): 811-812, Aug, 2009

No.15 Matsumoto K, Obara N, Ema M, Horie M, Naka A, Takahashi S, Imagawa S:

Anititumor effects of 2-oxoglutarate through inhibition of angiogenesis in a murine tumor model.

Cancer Sci 100 (9): 1639-1647, Sep, 2009

No.16 Masuda S, Kumano K, Suzuki T, Tomita T, Iwatsubo T, Natsugari H, Tojo A, Shibutani M, 

Mitsumori K, Hanazono Y, Ogawa S, Kurokawa M, Chiba S:

Dual antitumor mechanisms of Notch signaling inhibitor in a T cell acute lymphoblastic leukemia 

xenograft model.

Cancer Sci 100 (12): 2444-2450, Dec, 2009



血液内科グループ（2009年）

44

総説等
No.1 坂田麻実子 , 千葉　滋 :

Notch変異と分子標的療法
血液・腫瘍科　58 (1): 57-62, Jan, 2009

No.2 渡辺大介 , 大越　靖 , 千葉　滋 :

私のこの一枚．妊娠後期に急激な腫瘍増大とともに呼吸状態の悪化をきたし , 33週で
分娩後に人工呼吸管理下で治療した未分化大細胞リンパ腫 anaplastic large cell lymphoma 

（ALCL）の 1例
血液フロンティア 19 (2): 167-172, Feb, 2009

No.3 千葉　滋 :

MDSと幹細胞
血液・腫瘍科 59 (1): 1-5, Jul, 2009

No.4 千葉　滋 :

ヒト成長ホルモンと白血病の因果関係について
CLINICIAN　58: 840-842, Aug, 2009

No.5 横山泰久 , 千葉　滋 :
骨髄微小環境での Notch活性化と骨髄増殖性疾患

血液・腫瘍科 59 (3): 326-331, Sep, 2009

No.6 千葉　滋 :

研究室紹介
分子細胞治療 8 (6): 486-487, Dec, 2009

著　書
No.1 鈴川和己 , 千葉　滋 :

血液腫瘍の遺伝子検査
「臨床検査ガイド 2009～ 2010」（編集・和田攻，大久保昭行，矢崎義雄，大内尉義）,

文光堂 , pp1031-1036, Feb, 2009

No.2 千葉　滋 :

Notch遺伝子
「造血木腫瘍アトラス（改訂第 4版」（編集・阿部達生）,

日本医事新報社 , pp49-53, Apr, 2009

No.3 千葉　滋 :

白血球の形態と機能
「内科学書（改訂第 7版）」（編集・小川聡，小澤敬也，祖父江元）,

 中山書店 , pp15-19, Nov, 2009

学会発表
No.1 横山泰久 , 鈴木隆浩 , 坂田（柳元）麻実子 , 小川誠司 , 千葉　滋 :

ヒト胚性幹細胞（hESC）から誘導した成熟好中球の機能解析
つくば医工連携フォーラム 2009（つくば）1月 , 2009
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No.2 武藤秀治 , 大橋一輝 , 安藤　稔 , 葉名尻良 , 菊池　拓 , 棟方　理 , 櫻井千裕 , 山本正英 , 

小林　武 , 山下卓也 , 秋山秀樹 , 坂巻　壽 :

造血幹細胞移植後腎障害の評価およびシスタチン Cの有用性における検討
第 31回　日本造血幹細胞移植学会総会（札幌）2月 , 2009

No.3 田岡謙一 , 榎並輝和 , 大越　靖 , 向井陽美 , 横山泰久 , 鈴川和己 , 長谷川雄一 , 小島　寛 , 

千葉　滋 :

化学療法 +G-CSF-primed DLIが有効であった 2症例
第 31回　日本造血細胞移植学会総会（札幌）2月 , 2009

No.4 服部一哉 , 中馬越清隆 , 保坂　愛 , 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 渡邊雅彦 , 横山泰久 , 鈴川和己 , 
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第 24回日本静脈経腸栄養学会（鹿児島）1月 , 2009

No.2 廣瀬充明 , 鈴木英雄 , 松井裕史 , 金子　剛 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 寺島秀夫 , 菅野雅人 , 

上野卓教 , 長谷川直之 , 池澤和人 :

ESDにて治療切除が得られたバレット食道癌の 1例
第 303回日本消化器病学会関東支部例会（東京）2月 , 2009

No.3 廣島良規 , 森脇俊和 , 平井祥子 , 廣瀬充明 , 山田武史 , 遠藤慎治 , 金子　剛 , 鈴木英雄 , 松井裕史 , 

中原　朗 , 兵頭一之介 :

実地臨床における切除不能・再発結腸直腸癌に対する Bevacizumab併用療法の検討
第 18回茨城がん学会（水戸）2月 , 2009

No.4 森脇俊和 , 兵頭一之介 , 鈴木英雄 , 平井祥子 , 廣島良規 , 廣瀬充明 , 山田武史 , 金子　剛 , 

松井裕史 , 中原　朗 :

当科における DIF関連の臨床試験の取り組み
第 22回関越 DIF研究会 , 2月 , 2009

No.5 正田純一 :

肝癌の新しい腫瘍マーカーの検索
肝疾患連携の会　第 1回総会（つくば）2月 , 2009

No.6 廣島良規 , 安部井誠人 , 山田武史 , 廣瀬充明 , 平井祥子 , 福田邦明 , 正田純一 , 兵頭一之介 :

急速な黄疸の進行を認めた一症例
県南県西肝疾患研究会（つくば）2月 , 2009

No.7 兵頭一之介 :

胃癌化学療法コンセンサス 2セカンドライン 胃癌セカンドライン治療の現状
第 81回日本胃癌学会総会（東京）3月 , 2009
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No.8 兵頭一之介 :

高度催吐性抗悪性腫瘍薬誘発悪心・嘔吐に対するパロノセトロンの抑制効果 -グラニセト
ロンを対照とした臨床第 3相比較試験」（プレナリー）

第 7回日本臨床腫瘍学会学術集会（名古屋）3月 , 2009

No.9 山田武史 , 森脇俊和 , 廣島良規 , 廣瀬充明 , 平井祥子 , 遠藤慎治 , 兵頭一之介 :

進行胃癌・進行大腸癌の同時性重複癌に対 mFOLFOX6+Bevacizumab併用化学療法が奏功
した一例

第 7回日本臨床腫瘍学会学術集会（名古屋）3月 , 2009

No.10 高島淳生 , 山田康秀 , 山崎健太郎 , 遠藤慎治 , 江崎泰斗 , 三宅泰裕 , 武元浩新 , 山下啓史 , 

村田幸平 , 吉田茂正 , 馬場英司 , 徳永伸也 , 松岡正樹 , 梶原猛史 , 森脇俊和 :

大腸癌既治療例における FOLFIRI/FOLFOXと bevacizumabの併用療法に関する多施設調
査研究 :初回報告

第 7回日本臨床腫瘍学会学術集会（名古屋）3月 , 2009

No.11 金子　剛 :

「がん細胞の膜は柔らかい」-蛍光偏光解消法による光生物学的膜流動性の捕捉
第 27回サイトプロテクション研究会 , 3月 27日 , 2009

No.12 Abei M, Fukuda K, Kawashima R, Seo E, Hyodo I, Hamada H, Murata T, Ugai H, Yokoyama KK:

Combination Virotherapy with E1A, E1B-Double Restricted Oncolytic Adenovirus Greatly 

Augments Tumor-Specific Suicide Gene Therapy for Gallbladder Cancer.

The 5th International Meeting on Replicating Oncolytic Virus 

Therapeutics. (Banff, Canada), Mar, 2009

No.13 Suzuki H, Li Y, Dong X, Hassan MM, Hyodo I, Abbruzzese JL., Li D:

Effect of IGF gene polymorphisms alone or in interaction with diabetes on the risk of pancreatic 

cancer.

American Association for Cancer Research 

100th annual meeting 4月 , 2009

No.14 小貫健一郎 , 川本　徹 , 山本雅一 , 杉山弘明 , 石毛和紀 , 三善英知 , 谷口直之 , 正田純一 :

奬膜下浸潤（pT2）胆嚢癌における糖転移酵素 N-アセチルグルコサミン転移酵素 V（GnT-V）
発現とその臨床的意義

日本外科学会（福岡）4月 , 2009

No.15 宇土潤平 , 金子　剛 , 松井裕史 :

アスピリンと酸環境は胃粘膜細胞のミトコンドリア呼吸を阻害する
第 77回日本消化器内視鏡学会総会（名古屋）5月 , 2009

No.16 鈴木英雄 , 太刀川弘和 , 兵頭一之介 :

過敏性腸症候群患者における精神心理学的分析
第 95回日本消化器病学会総会　シンポジウム（札幌）5月 , 2009

No.17 廣島良規 , 鈴木英雄 , 平井祥子 , 金子　剛 , 森脇俊和 , 松井裕史 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

ヘリコバクターピロリ感染に対する幼少期の衛生環境の影響について
第 95回日本消化器病学会総会　ポスター（札幌）5月 , 2009
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No.18 杉山弘明 , 石毛和紀 , 小貫健一郎 , 川本　徹 , 山本雅一 , 三善英知 , 谷口直之 , 正田純一 :

肝胆道系悪性腫瘍における糖転移酵素 N-アセチルグルコサミン転移酵素 V（GnT-V）発
現とその臨床的意義

第 95回日本消化器病学会総会（札幌）5月 , 2009

No.19 岡田浩介 , 正田純一 , 山本雅浩 :

インチンコウ湯は肝Mrp2/MRP2の発現増加と毛細胆管膜への集積により胆汁酸非依存性
の胆汁分泌を誘発する

第 95回日本消化器病学会総会（札幌）5月 , 2009

No.20 岡田浩介 , 正田純一 , 山本雅之 :

転写因子Nrf2はコリンメチオニン欠乏食（MCDD）誘発非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）
を防御する

第 95回日本消化器病学会総会（札幌）5月 , 2009

No.21 福田邦明 , 西　雅明 , 荒木眞裕 , 兵頭一之介 :

進行肝細胞癌に対する tegafur/uracil+少量 PEG-Interferon併用療法の臨床研究
第 95回日本消化器病学会総会（札幌）5月 , 2009

No.22 元雄良治 ,新井一郎 , 兵頭一之介 ,津谷喜一郎 :

日本の診療ガイドラインの中の漢方薬
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.23 杉本浩一 , 岡田浩介 , 正田純一 , 蕨　栄治 , 柳川　徹 , 田口恵子 , 兵頭一之介 , 石井哲郎 , 

山本雅之 :

転写因子Nrf2はコリンメチオニン欠乏食（MCDD）誘発非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）
を防御する

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009 

No.24 村山巌一 , 忠願寺義通 , 宮本勇治 , 北村まり , 谷口美樹 , 古本洋平 , 堀内亮郎 , 浅野　徹 , 

佐崎なほ子 , 藤木和彦 , 兵頭一之介 , 松崎靖司 :

初期反応からみて SVRを期待できない C型慢性肝炎に対し PEG-IFN製剤を変更し継続投
与することによるウィルス学的効果の向上

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009 

No.25 杉山弘明 , 石毛和紀 , 小貫健一郎 , 馬場伸枝 , 上田哲也 , 兵頭一之介 , 正田純一 :

肝内胆管癌に対するマルチターゲット阻害剤 Sorafenib（SOR）の有用性に関する検討
第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.26 廣島良規 , 鈴木英雄 , 金子　剛 , 森脇俊和 , 松井裕史 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 上野卓教 , 

石毛和紀 , 設楽佐代子 , 池澤和人 :

慢性偽腸閉塞症の 1例
第 16回茨城県炎症性腸疾患研究会（つくば）6月 , 2009

No.27 長野由美子 , 松井裕史 , 下川　治 , 頼　冠甫 , 金子　剛 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

胃酸曝露は胃粘膜細胞にミトコンドリア膜電位低下・ROS・産生を伴う細胞傷害をもたらす
第 62回日本酸化ストレス学会（福岡）6月 , 2009
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No.28 吉冨　徹 , 間宮　孝 , 松井裕史 , 平山　暁 , 長崎幸夫 :

生体内 ROSの可視化を目指した EPRナノプローブの創製
第 62回日本酸化ストレス学会（福岡）6月 , 2009

No.29 半田　修 , 内藤裕二 , 岡田ひとみ , 水島かつら , 林奈津子 , 内山和彦 , 石川　剛 , 高木智久 , 

八木信明 , 小倉　聡 , 松井裕史 , 東　　健 , 川野　淳 , 吉川敏一 :

酸化ストレス刺激による Helocobacter pylori CagA発現胃上皮細胞の反応 :アポトーシスを
中心として ,

第 62回日本酸化ストレス学会（福岡）6月 , 2009

No.30 Kaneko T:

The fluorescence assessment of cellular membrane fluidity in human gastric cancer specimens

第 40回米国消化器病学会（DDW2009） 6月 3日 , 2009

No.31 杉本浩一 , 岡田浩介 , 正田純一 , 兵頭一之介 , 蕨　栄治 , 柳川　徹 , 石井哲郎 , 田口恵子 , 

山本雅之 :

転写因子Nrf2はコリンメチオニン欠乏食（MCDD）誘発非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）
を防御する

第 17回肝病態生理研究会（神戸）6月 , 2009

No.32 杉本浩一 , 岡田浩介 , 正田純一 , 兵頭一之介 , 蕨　栄治 , 柳川　徹 , 石井哲郎 , 田口恵子 , 

山本雅之 :

転写因子Nrf2はコリンメチオニン欠乏食（MCDD）誘発非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）
を防御する

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.33 Abei M, Fukuda K, Shoda J, Hyodo I, Sugahara S, Okumura T, Sakurai H:

Role of proton beam irradiation in the treatment of hepatocellular carcinoma.

第 3回国際肝癌シンポジウム KOBE（神戸）6月 , 2009

No.34 山田武史 , 金子　剛 , 鈴木英雄 , 松井裕史 , 兵頭一之介 :

宗教的理由で光化学療法を施した一例
第 5回茨城内視鏡治療研究会（つくば）7月 , 2009

No.35 瀬尾恵美子 ,前野哲博 ,小川良子 ,野澤美加 ,山田麻紀 ,松村　明 :

医師・研修医・学生に対する子育て懇談会における意識調査
第 41回医学教育学会大会 , 7月 , 2009

No.36 Matsui H:

Plenary Lecture.Gastric cancer specific porphyrin accumulation. 

The 4th Seol National University Bundang Hospital 

PDT Colloquium, 7月 , 2009

No.37 Kawashima R, Abei M, Nakamura K, Fukuda K, Murata T, Hyodo I, Hamada H, Obata Y, 

Yokoyama KK:

Effective gene therapy for biliary cancers by Z33 fiber modified adenovirus vector with tumor 

specific antibodies.

第 15回日本遺伝子治療学会総会（大阪）7月 , 2009
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No.38 Motoo Y, Arai I, Hyodo I, Tsutani K, Nottingham, UK:

Systematic review of Japanese clinical practice guidelines: how Kampo medicines are described?

8th Meeting of Consortium for Globalization of Chinese Medicine 

(CGCM),（中国）8月 , 2009

No.39 Matsui H, Kaneko T, Nagano YN, Shimokawa O, Hirayama A, Nagasaki Y:

Plenary Lecture by Young Investigator Award Winners: NSAIDs and acidic environment induce 

gastric mucosal cellular mitochondrial dysfunction.

SFRR-Europe meeting, 9月 , 2009

No.40 川島　玲 , 安部井誠人 , 福田邦明 , 村田武英 , 濱田洋文 , 兵頭一之介 :

Z33アデノウイルスと腫瘍特異抗体を用いた胆道癌の標的化遺伝子治療の開発
第 45回日本胆道学会学術集会（幕張）9月 , 2009

No.41 川本　徹 , 鈴木英雄 , 石毛和紀 , 正田純一 , 兵頭一之介 , 遠藤隆志 , 山本雅一 :

胆道癌における IGFRと Raf1の発現と臨床病理学的因子との関連性
第 45回日本胆道学会学術集会（幕張）9月 , 2009

No.42 小貫建一郎 , 川本　徹 , 山本雅一 , 杉山弘明 , 石毛和紀 , 遠藤隆志 , 三善英知 , 谷口直之 , 

正田純一 :

漿膜下浸潤（pT2）胆嚢癌における糖転移酵素 N-アセチルグルコサミン転移酵素 V（GnT-V）
発現とその臨床的意義．

第 45回日本胆道学会学術集会（千葉）9月 , 2009

No.43 Abei M, Kawashima R, Fukuda K, Nakamura K, Murata T, Yokoyama KK, Hamada H, Hyodo I:
Targeted gene therapy for biliary cancers using Z33 fiber modified adenovirus with tumor specific 

antibodies.

Annual Meeting of the International Society for Cell and Gene

Therapy of Cancer, (Cork, Ireland), September, 2009

No.44 福田邦明 , 鈴木英雄 , 安部井誠人 , 正田純一 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

肝門部胆管悪性狭窄に対する金属ステントの有効性
第 78回日本消化器内視鏡学会総会（京都）10月 , 2009

No.45 松本梨絵 , 上野卓教 , 長谷川直之 , 池澤和人 , 廣本敦之 , 佐々木量矢 , 松井　聡 , 坂本俊樹 , 

斎藤　節 , 兵頭一之介 :

動脈性出血を契機に発見した胃粘膜内癌の一例
第 78回日本消化器内視鏡学会総会（京都）10月 , 2009

No.46 鈴木英雄 , 太刀川弘和 , 兵頭一之介 :

消化吸収機能を標的とした機能性食品の展望　下痢型過敏性腸症候群患者に対する食物繊
維加工食品の効果

第 51回日本消化器病学会大会（京都）10月 , 2009

No.47 江崎泰斗 , 高島淳生 , 山崎健太郎 , 森脇俊和 , 三宅泰裕 , 勝又健次 , 山下啓史 , 福永　睦 , 

加藤誠之 , 文田壮一 , 兵頭一之介 :

大腸癌既治療例の FOLFIRI/FOLFOXとベバシズマブ併用に関する多施　設調査研究．中
間報告

第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009
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No.48 江崎泰斗 , 佐藤太郎 , 宇良　敬 , 辻仲利政 , 佐々木康綱 , 山崎健太郎 ,山田康秀 , 石塚直樹 , 

兵頭一之介 , 坂田　優 :

UGT1A1遺伝子多型群別の CPT-11用量設定試験（UGT0601試験）
第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.49 辻　晃仁 , 仁科智裕 , 山口研成 , 瀧内比呂也 , 江崎泰斗 , 徳永伸也 , 桑野博行 , 小松嘉人 , 

安井久晃 , 島田安博 , 朴　成和 , 渡邊昌彦 , 兵頭一之介 , 森田智視 , 杉原健一 :

大腸癌化学療法　世界との乖離は埋められたか？切除不能大腸癌二次治療例に対する
FOLFIRIと IRISとの第Ⅲ相臨床試験（FIRIS study）

第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.50 浜本康夫 , 小松嘉人 , 山口研成 , 土井俊彦 , 加藤　健 , 関川高志 , 佐藤　温 , 水沼信之 , 

小泉和三郎 , 朴　成和 , 室　　圭 , 瀧内比呂也 , 兵頭一之介 , 宮川国久 , 坂田　優 , 

XELOX+BV試験共同研究グループ :

大腸癌化学療法　世界との乖離は埋められたか ? 国内における XELOX療法 +ベバシズマ
ブ（BV）療法の第 I/II相臨床試験成績

第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.51 井坂由佳 , 本間真人 , 森脇俊和 , 柴原　健 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 幸田幸直 :

mFOLFOX6療法による oxaliplatinの休薬が副作用の発現に及ぼす影響
第 19回日本医療薬学会（長崎）10月 24日 , 2009

No.52 小貫健一郎 , 川本　徹 , 山本雅一 , 杉山弘明 , 石毛和紀 , 三善英知 , 谷口直之 , 正田純一 :

漿膜下浸潤（pT2）胆嚢癌における糖転移酵素 N-アセチルグルコサミン転移酵素 V（GnT-V）
発現とその腫瘍生物学的意義

第 51回日本消化器病学会大会（京都）10月 , 2009

No.53 杉山弘明 , 石毛和紀 , 小貫健一郎 , 馬場伸枝 , 上田哲也 , 兵頭一之介 , 正田純一 :

肝内胆管癌に対するマルチターゲット阻害剤 Sorafenib（SOR）の有用性に関する検討
第 51回日本消化器病学会大会（京都）10月 , 2009

No.54 杉本浩一 , 岡田浩介 , 正田純一 , 兵頭一之介 , 蕨　栄治 , 柳川　徹 , 石井哲郎 , 田口恵子 , 

山本雅之 :

転写因子Nrf2はコリンメチオニン欠乏食（MCDD）誘発非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）
を防御する

第 13回日本肝臓学会大会（京都）10月 , 2009

No.55 白輪地麻衣 , 石井一弘 , 塩谷彩子 , 間宮　孝 , 廣島良規 , 福田邦明 , 森　健作 , 玉岡　晃 :

MRIにて淡蒼球や中小脳脚に両側対称性異常信号域を認めた肝性脳症の 66歳男性例
第 566回日本内科学会関東地方会（東京）10月 , 2009

No.56 岡田浩介 , 杉本浩一 , 正田純一 , 蕨　栄治 , 石井哲郎 , 山本雅之 :

転写因子 Nrf2 の活性化はコリンメチオニン欠乏食誘発脂肪性肝炎を防御する
第 31回胆汁酸研究会（東京）11月 , 2009

No.57 Fukuda K, Abei M, Shoda J, Sugahara S, Nakayama H, Okumura T, Sakurai H, Hyodo I:
Proton beam therapy for hepatocellular carcinoma.

第 20回アジア太平洋癌学会（つくば）11月 , 2009
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No.58 Kawashima R, Abei M, Fukuda K, Nakamura K, Murata T, Yokoyama K, Hamada H, Hyodo I:
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檜澤伸之 :

IL-17Fのシグナル伝達経路　MSK1-CREBの関与（会議録）
第 21回日本アレルギー学会春季臨床大会（岐阜）6月 , 2009

アレルギー 58巻 3-4 pp412, 2009
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No.15 服部健史 , 今野　哲 , 檜澤伸之 , 伊佐田朗 , 高橋　歩 , Gao P, Barnes K, Huang SK, 西村正治 :

気管支喘息におけるマンノース受容体遺伝子多型の検討
アレルギー 58巻 3-4 pp391, 2009

第 21回日本アレルギー学会春季臨床大会（岐阜）6月 , 2009

No.16 檜澤伸之 :

ゲノム・ポストゲノムのテーラーメイド医療への応用 分子病態に基づく喘息診療病態か
ら治療まで

第 21回日本アレルギー学会春季臨床大会（岐阜）6月 , 2009

アレルギー 58巻 3-4 pp319, 2009

No.17 太田恭子 , 森島祐子 , 古田淳一 , 藤田純一 , 林　士元 , 小川良子 , 川口未央 , 栗島浩一 , 石井幸雄 , 

坂本　透 , 檜澤伸之 :

ゲフィチニブによる薬疹との鑑別に苦慮した Schönlein-Henoch紫斑病の一例
第 21回日本アレルギー学会春季臨床大会（岐阜）6月 , 2009

アレルギー 58巻 3-4 pp368, 2009

No.18 川口未央 :

教育講演 2　アレルギーと IL-17・Th17細胞　臨床領域から
第 21回日本アレルギー学会春季臨床大会（岐阜）6月 , 2009

アレルギー 58巻 3-4 pp279, 2009

No.19 檜澤伸之 :

遺伝子多型とテーラーメード医療
第 49回日本呼吸器学会学術講演会イブニングシンポジウム 5（東京）6月 , 2009

No.20 檜澤伸之

重症難治性喘息における最近の進歩 疫学と遺伝的素因 , 環境要因
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp35, 2009

No.21 檜澤伸之 :

喘息治療に残された課題は？ 遺伝子多型とテーラーメイド医療
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp97, 2009

No.22 藤田純一 , 川口未央 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 足立　満 , 

檜澤伸之 :

IL-17Fの新たなシグナル伝達経路 :MSK 1-CREB

第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp113, 2009

No.23 菊池教大 , 石井幸雄 , 本間晋介 , 原口典博 , 山鳥忠宏 , 大原　元 , 増子裕典 , 川口未央 , 森島祐子 , 

坂本　透 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

LPS敗血症モデルにおける Peroxiredoxin-Iの抑制効果
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp127, 2009
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No.24 増子裕典 , 本間晋介 , 山鳥忠宏 , 菊池教大 , 原口典博 , 川口未央 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 

檜澤伸之 :

COPDと PDE4D遺伝子多型の関連　IL13遺伝子多型とのハプロタイプ解析
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp141, 2009

No.25 金子美子 , 児玉孝秀 , 小川良子 , 檜澤伸之 :

肺炎診療におけるプロカルシトニンの有用性に関する検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp152, 2009

No.26 栗島浩一 , 金本幸司 , 石川博一 , 大原　元 , 本間晋介 , 籠橋克紀 , 佐藤浩昭 , 檜澤伸之 :

小細胞肺癌における CEAおよび CYFRA陽性例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp169, 2009

No.27 籠橋克紀 , 宮崎邦彦 , 大原　元 , 金本幸司 , 山口晶子 , 上遠野賢之助 , 栗島浩一 , 石川博一 , 

佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

泌尿器悪性腫瘍を合併した肺癌症例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp206, 2009

No.28 金本幸司 , 林　士元 , 塩澤利博 , 藤倉雄二 , 栗島浩一 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 

檜澤伸之 :

髄膜炎を併発した市中肺炎例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp255, 2009

No.29 原口典博 , 石井幸雄 , 本間晋介 , 菊池教大 , 山鳥忠宏 , 大原　元 , 増子裕典 , 川口未央 , 森島祐子 , 

坂本　透 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

マウス深在性カンジダ感染症モデルにおける NKT細胞の役割
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp319, 2009

No.30 藤倉雄二 , 塩澤利博 , 金本幸司 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 内藤隆志 , 籠橋克紀 , 栗島浩一 , 佐藤浩昭 , 

大塚盛男 , 檜澤伸之 :

入院加療を必要とした自然気胸症例の臨床的検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp237, 2009

No.31 大原　元 , 佐藤浩昭 , 栗島浩一 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

胃癌を合併した肺癌症例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp236, 2009
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No.32 黒川真嗣 , 今野　哲 , 高橋　歩 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 川口未央 , 家城光志 , 鈴木慎太郎 , 

尾高美保 , 渡辺　伸 , 本間哲也 , 佐藤将之 , 竹内ひろ子 , Huang SK, 足立　満 :

マウス気管支喘息モデルにおける OPNの発現とステロイドの効果
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 , 47巻増刊 , pp213, 2009

No.33 栗島浩一 , 金本幸司 , 石川博一 , 大原　元 , 本間晋介 , 籠橋克紀 , 佐藤浩昭 , 檜澤伸之 :

肺癌予後因子としての腎機能の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp300, 2009

No.34 森島祐子 , 野村明広 , 石井幸雄 , 本間晋介 , 菊池教大 , 原口典博 , 山鳥忠宏 , 川口未央 , 坂本　透 , 

檜澤伸之 :

気道上皮細胞に対する CysLT1受容体拮抗薬の影響 :喘息患者誘発痰を用いた培養系での
検討

第 49回日本呼吸器学会学会学術講演会（東京）6月 , 2009

日本呼吸器学会雑誌 47巻増刊 pp305, 2009

No.35 伊與田雅之 , 柴田孝則 , 川口未央 , 檜澤伸之 , 秋澤忠男 :

メサンギウム細胞における IL-17A/IL-17Fによるケモカイン産生の誘導
第 52回日本腎臓病学会学術総会（横浜）6月 , 2009

日本腎臓学会誌 51巻 3号 pp251, 2009

No.36 檜澤伸之 :

ランチョンセミナー :Asthma pathogenesis -Genetic view-

第 19回国際喘息学会日本北アジア部会（東京）7月 , 2009

No.37 松村春香 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 川口未央 , 本間晋介 , 栗島浩一 , 坂本　透 , 檜澤伸之 :

好酸球性肺炎における気管支肺胞洗浄液中の NKT細胞の臨床的意義．
第 19回国際喘息学会日本北アジア部会（東京）7月 , 2009

No.38 藤田純一 , 川口未央 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 足立　満 , 

檜澤伸之 :

IL-17Fによる気道上皮細胞からの IL-11の誘導
第 19回国際喘息学会日本北アジア部会（東京）7月 , 2009

No.39 本間晋介 , 石井幸雄 , 森島祐子 , 山鳥忠弘 , 松野洋輔 , 原口典弘 , 菊池教大 , 佐藤浩昭 , 坂本　透 , 

檜澤伸之 :

転写因子 Nrf2はヒト肺癌細胞の増殖と抗癌剤への耐性を促進する
第 6回北関東信越呼吸器フォーラム（東京）7月 , 2009

No.40 櫻井啓文 , 大塚茂男 , 藤倉雄二 , 太田恭子 , 本間晋介 , 川口未央 , 栗島浩一 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 

坂本　透 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

肺小細胞癌再発後に顕性化した Cushing 症候群の 1例
第 185回日本呼吸器学会関東地方会（東京）7月 , 2009
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No.41 小林克誠 , 籠橋克紀 , 植野孝博 , 服部一哉 , 角田義弥 , 松田洋祐 , 山本昌良 , 木下賢輔 , 渋谷正俊 , 

佐藤浩昭 :

皮膚筋炎を合併した肺小細胞癌の 1例
第 186 回日本呼吸器学会関東地方会（つくば）9月 , 2009

No.42 須磨崎有希 , 太田恭子 , 石井幸雄 , 大塚茂男 , 藤倉雄二 , 川口未央 , 本間晋介 , 栗島浩一 , 

森島祐子 , 坂本　透 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 , 河端美則 :

自然軽快した NSIPの 1例
第 186回日本呼吸器学会関東地方会（つくば）9月 , 2009

No.43 佐藤希美 , 藤田純一 , 林　士元 , 太田恭子 , 本間晋介 , 川口未央 , 栗島浩一 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 

坂本　透 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

肺腺癌加療中に深部静脈血栓症・ヘパリン起因性血小板減少症を合併した 1例
第 186回日本呼吸器学会関東地方会（つくば）9月 , 2009

No.44 角田義弥 , 松田洋祐 , 小林克誠 , 籠橋克紀 , 佐藤浩昭 :

乳癌 , 甲状腺癌の既往歴を有し , 気管支内腔病変を認めたため原発部位の鑑別が問題と
なった肺腺癌の 1例

第 173回水戸チェストカンファランス（水戸）9月 , 2009

No.45 服部一哉 , 籠橋克紀 , 角田義弥 , 小林克誠 , 松田洋祐 , 木下賢輔 , 山本昌良 , 渋谷正俊 , 錦　健太 , 

佐藤匡美 , 千野祐介 , 黒田裕久 , 小林裕幸 , 曽根博仁 , 徳田安春 , 佐藤浩昭 :

両側肺に subpleural curvilinear shadowを認めた好酸球性肺炎の 1例 .

第 188回茨城県内科学会（水戸）10月 , 2009

No.46 檜澤伸之 :

アレルギー病態解析のジェノミクスとサイトミクス ジェノミクス　総論
第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 , 2009

アレルギー 58巻 8-9 pp1157, 2009

No.47 黒川真嗣 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 川口未央 , 家城光志 , 鈴木慎太郎 , 尾高美保 , 渡辺　伸 , 

本間哲也 , 佐藤将之 , 竹内ひろ子 , 足立　満 :

アレルギー性気管支喘息における IL-33の役割
第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 , 2009

アレルギー　58巻 , pp1206, 2009

No.48 森島祐子 , 石井幸雄 , 川口未央 , 坂本　透 , 檜澤伸之 :

気道におけるムチン合成に対するモンテルカストの影響 :喘息患者誘発痰を用いた培養系
での検討

第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 , 2009

アレルギー 58巻 pp1228, 2009

No.49 藤田純一 , 川口未央 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 森島裕子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 足立　満 , 

檜澤伸之 :

気道上皮細胞 /線維芽細胞 /血管内皮細胞とアレルギー病態
気道上皮細胞からの IL-33による IL-17Fの産生

第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 , 2009

アレルギー 58巻 pp1231, 2009
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No.50 飯島弘晃 , 宮崎邦彦 , 清水　圭 , 金本幸司 , 石川博一 , 増子裕典 , 坂本　透 , 檜澤伸之 :

気管支喘息　診断と管理　疫学と実態調査 外来で吸入ステロイド（ICS）療法を行ってい
る気管支喘息患者の検討

第 59回日本アレルギー学会秋季学術大会（秋田）10月 , 2009

アレルギー 58巻 pp1261,　2009

No.51 藤田純一 , 川口未央 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 足立　満 , 

檜澤伸之 :

IL-17Fによる気道上皮細胞からの IL-11の誘導
第 17回臨床喘息研究会　10月 , 2009

No.52 籠橋克紀 , 宮崎邦彦 , 大原　元 , 本間晋介 , 金本幸司 , 栗島浩一 , 石川博一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 

檜澤伸之 :

頭頸部領域悪性腫瘍を合併した肺癌症例の検討
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009 

肺癌 49 (5): 644, 2009

No.53 金敷真紀 , 赤荻栄一 , 朝戸裕二 , 雨宮隆太 , 鬼塚正孝 , 鏑木孝之 , 佐藤浩昭 , 西村嘉裕 :

肺がん検診読影医師の意識調査 .

第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009 

肺癌 49 (5): 717, 2009

No.54 宮崎邦彦 , 清水　圭 , 金本幸司 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 菊池慎二 , 市村秀夫 , 大原　元 , 籠橋克紀 , 

本間晋介 , 栗島浩一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

肺癌における血清 KL-6値の臨床的検討
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009

肺癌 49 (5): 726, 2009

No.55 清水　圭 , 宮崎邦彦 , 金本幸司 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 菊池慎二 , 市村秀夫 , 大原　元 , 本間晋介 , 

籠橋克紀 , 栗島浩一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

稀な転移を呈した肺癌症例
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009

肺癌 49 (5): 781, 2009

No.56 佐藤浩昭 , 籠橋克紀 :

頚部まで拡大した縦隔気腫の 1例
第 174回水戸チェストカンファランス（水戸）11月 , 2009

No.57 松田洋祐 , 籠橋克紀 , 相澤哲史 , 平谷太吾 , 儘田直美 , 秋山大樹 , 木下賢輔 , 小林裕幸 , 徳田安春 , 

佐藤浩昭 :

気管支内腔にポリープ状病変を認めた肺腺癌の 1例
第 568回日本内科学会関東地方会（東京）12月 , 2009

No.58 藤田純一 , 川口未央 , 國分二三男 , 松倉　聡 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 足立　満 , 

檜澤伸之 :

気道上皮細胞からの IL-33による IL-17F産生
第 13回アレルギー・気道上皮細胞研究会 , 12月 , 2009
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その他
No.1 檜澤伸之 :

気管支喘息の診断と治療
県立中央病院学術講演会（笠間）1月 , 2009

No.2 檜澤伸之 :

分子病態に基づいた喘息の診療 -診断から治療まで -

Expert Meeting of Allergy（仙台）1月 , 2009

No.3 大塚盛男 :

呼吸器以外の症状で発見された肺がんの症例
筑波呼吸器勉強会（つくば）1月 , 2009

No.4 川口未央 :

茨城県における成人気管支喘息実態調査
県南地区喘息セミナー 2009, 1月 , 2009

No.5 檜澤伸之 :

高齢者喘息と COPDとの鑑別
第 33回埼玉喘息・アレルギー研究会（埼玉）2月 , 2009

No.6 石井幸雄 :

肺炎の診断と治療－症例の検討を中心に
ICフォーラム（つくば）2月 , 2009

No.7 檜澤伸之 :

喘息治療における長期コントローラーの使い方
～ LTRAと LABAを中心に～

Leukotriene Symposium in OKAYAMA 2009（岡山）3月 , 2009
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Originating from near the His Bundle

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009
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No.105 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Ito S, Matsumoto I, Hayashi T, Kawano S, Ishizu T, 
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No.121 Machino T, Tada H, Sekiguchi Y, Yamasaki H, Arimoto T, Kuroki K, Igarashi M, Murakoshi N, 

Ishizu T, Seo Y, Naito S, Oshima S, Taniguci Aonuma K:
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透析治療における心血管疾患スクリーニング法と新たな治療法の可能性について
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No.134 佐藤　明 , 渥美安紀子 , 渡部浩明 , 秋山大樹 , 相原英明 , 仁科秀崇 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

冠動脈疾患の診断における 64列MDCTと負荷心筋血流イメージングの有用性
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Coronary Artery Spatial Distribution, Morphology, and Composition of Vulnerable Plaques by 
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No.137 山崎　浩 , 関口幸夫 , 夛田　浩 , 有本貴範 , 町野　毅 , 黒木健志 , 五十嵐都 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 :
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慢性心不全に合併する難治性心室性不整脈の治療戦略
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第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.146 有本貴範 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 渡部浩明 , 黒木健志 , 町野　毅 , 山崎　浩 , 五十嵐都 , 久賀圭祐 , 

青沼和隆 :

一定の頻拍周期で水平方向と垂直方向に旋回する右房内マクロリエントリー性心房頻拍の
1例

第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.147 五十嵐都 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 有本貴範 , 山崎　浩 , 黒木健志 , 町野　毅 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 :

先天性心疾患に合併した冠静脈洞憩室内への焼灼によりブロックラインが完成された難治
性の通常型心房粗動の 1例

第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.148 町野　毅 , 夛田　浩 , 渡部浩明 , 黒木健志 , 山崎　浩 , 五十嵐都 , 有本貴範 , 関口幸夫 , 村越伸行 , 

瀬尾由広 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 :

通常型房室接合部回帰性頻拍に冠静脈洞入口部起源の心房頻拍を合 併し , 二種類の頻拍
に対するアブレーション治療に成功した症例

第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.149 渡部浩明 , 夛田　浩 , 黒木健志 , 町野　毅 , 山崎　浩 , 有本貴範 , 関口幸夫 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 :

肺静脈隔離術後にリエントリー性肺静脈頻拍を認めた 3例
第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.150 五十嵐都 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 有本貴範 , 山崎　浩 , 黒木健志 , 町野　毅 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 :

慢性心房細動に対するⅢ群抗不整脈薬およびⅠ群抗不整脈薬併用療法の効果と安全性に関
する検討－ペプリジルとアミオダロンの比較－

第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.151 山崎　浩 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 有本貴範 , 町野　毅 , 黒木健志 , 五十嵐都 , 久賀圭祐 ,  

青沼和隆 :

虚血・非虚血性心疾患に合併した心室頻拍に対する洞調律下高密度マッピングに基づくカ
テーテル・アブレーションの有用性・安全性の比較・検討

第 24回日本不整脈学会学術大会（京都）7月 , 2009

No.152 村越伸行 :

慢性腎臓病と心房細動
9th Symposium of the Meet the Professor in

Cardiovascular Disease（東京）7月 , 2009
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No.153 前田清司 , 下條信威 , 宮内裕美 , 宮内　卓 :

習慣的な運動による動脈スティフネスの改善とエンドセリン：運動療法前後でのエンドセ
リン受容遮断薬に対する反応

第 9回 Cardiovascular Medicine 21 フォーラム（東京）8月 , 2009

No.154 星　智也 , 仁科秀崇 , 野口祐一 , 武安法之 , 佐藤　明 , 青沼和隆 :

急性冠症候群における Sirolimus-Eluting Stentと Bare-Metal Stentの長期成績の比較；ICAS 

（Ibaraki Cardiac Assessment Study）Registry研究から
第 54回六甲カルディアックセミナー（神戸）8月 , 2009

No.155 Machino T, Tada H, Sekiguchi Y, Tanaka Y, Naito S, Yamasaki H, Arimoto T, Igarashi M, Kuroki K, 

Seo Y, Watanabe S, Hoshizaki H, Oshima S, Taniguchi K, Aonuma K:

The impact of Radiofrequency Catheter Ablation combined with Percutaneous Transvenous Mitral 

Commissurotomy:  A less invasive hybrid therapy for Atrial Fibrillation associated with Mitral 

Stenosis

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.156 Igarashi M, Tada H, Akiyama D, Kurosaki K, Sekiguchi Y, Arimoto T, Yamasaki H, Kuga K, 

Nogami A, Aonuma K:

Impact of the shortness of the repetitive response intervals for the initiation of the polymorphic 

VT/VF in idiopathic outflow tract tachycardia

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.157 Xu D, Murakoshi N, Tada H, Igarashi M, Hirayama A, Sekiguchi Y, Aonuma K:

Upstream therapy for atrial fibrillation with PPAR-gamma activator in rat model

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.158 Tada H, Yamasaki H, Sekiguchi Y , Arimoto T, Kuroki K, Igarashi M, Machino T, Ishizu T, Seo Y, 

Aonuma K:

The advantage of triangle ventricular pacing over conventional biventricular pacing becomes 

more prominent during the tachycardia setting

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.159 Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Sakamaki F, Yamasaki H, Igarashi M, 

Sekiguchi Y, Kawano S, Tada H, Watanabe S, Aonuma K:

Incremental Value of Assessing Intraventricular Dyscoordination of Regional Myocardial 

Contraction in Patients Referred for Cardiac Resynchronization Therapy

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009
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No.160 Seo Y, Ishizu T, Nakajima H, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Aonuma K:

Three-Dimensional Transesophageal Echocardiographic Study for Assessing Morphological 

Characteristics of Left Atrial Appendage Related to Thrombus Formation

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.161 Ishizu T, Seo Y, Murakoshi N, Watanabe S, Aonuma K:

Beneficial effect of statin treatment on carotid atherosclerosis in patients with stable coronary 

artery disease stratified by renal function

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.162 Ishizu T, Seo Y, Machino T, Yamamoto M, Kawamura R, Kawano S, Aonuma K:

Utility of end-diastolic strain rate for evaluation of end diastolic pressure

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.163 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Kawano S, Ishizu T, Watanabe S, Aonuma K:

Alteration of endothelial cells in patients with pulmonary arterial hypertension estimated by 

endothelial cell-derived microparticles

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.164 Maruyama H, Sato M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S, Aonuma K:

Endothelial P-selectin expression and platelet consumption during sleep in obstructive sleep apnea

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.165 Sato A, Akiyama D, Watabe H, Seo Y, Ishizu T, Murakoshi N, Watanabe S, Aonuma K:

Coronary Artery Spatial Distribution of Vulnerable Plaques in non-culprit segments by Computed 

Tomography Angiography in Patients with Acute Myocardial Infarction

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.166 Murakoshi N, Kamimura R, Setoyama K, Xu D, Igarashi M, Yoshida K, Tanoue K, Sekiguchi Y, 

Yamaguchi I, Aonuma K:

Adeno-associated virus-mediated HCN4 gene transfer increases spontaneous ventricular escape 

beats in the canine model of AV block

31st Congress of European Society of Cardiology

(Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.167 瀬尾由広 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 中島英樹 , 石津智子 , 青沼和隆 :

同期不全心における壁運動と心筋血液量との関連
第 7回先進心血管エコー研究会（大阪）8月 , 2009
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No.168 中島英樹 , 瀬尾由広 , 町野智子 , 山本昌良 , 川村　龍 , 石津智子 , 青沼和隆 :

3次元経食道心エコー図を用いた左心耳内血栓と左心耳形態および機能的特徴の評価
第 7回先進心血管エコー研究会（大阪）8月 , 2009

No.169 成瀨代士久 , 青沼和隆 , 黒田健介 , 笠原和之 , 牧野紀和 , 佐野　誠 , 竹内泰代 , 長坂士郎 , 

若林　康 :

抜管後喉頭浮腫に対する抜管前ステロイド投与の予防効果
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.170 瀬尾由広 , 石津智子 , 榎本佳治 , 青沼和隆 :

シンポジウム　最近の心エコーの進歩　3Dトラッキングの有用性と限界
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.171 町野智子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 青沼和隆 :

心房細動停止後の atrial stunningとバルサルバ負荷下左室流入血流速波形の関係
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.172 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 飯田典子 , 中島英樹 , 稲葉　武 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 

河野　了 , 青沼和隆 :

one-beat 3D wall motion trackingによるストレイン測定の信頼性に関する検討
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.173 山本昌良 , 瀬尾由広 , 町野智子 , 川村　龍 , 中島英樹 , 酒巻文子 , 石津智子 , 青沼和隆 :

3次元経食道心エコー図法による左心耳形態に関する検討
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.174 川村　龍 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 町野智子 , 山本昌良 , 酒井　俊 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

三次元スペックルトラッキングイメージによる心機能解析と心臓MRIによる検証
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.175 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 飯田典子 , 中島英樹 , 稲葉　武 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 

河野　了 , 青沼和隆 :

One-beat 3D wall motion trackingによる収縮期ストレインの評価
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.176 Maeda S, Sugawara J, Shimojo N, Jesmin S, Sakai S, Goto K, Miyauchi T:

INVOLVEMENT OF ENDOTHELIN-1 IN HABOTUAL AEROBEIC EXERCISE-INDUCED 

INCREASE IN ARTERIAL COMPLIANCE

11th APS International Conference on Endothelin

(Montreal, Canada) 9月 , 2009

No.177 Sakai S, Shimojo N, Ogata T, Aonuma K, Miyauchi T:

ENDOTHELIN-1-INDUCED CARDIAC HYPERTROPHY IS REGULATED BY C-TERMINAL 

DOMAIN PHOSPHATASE OF RNA POLYMERASE II

11th APS International Conference on Endothelin

 (Montreal, Canada) 9月 , 2009
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No.178 酒井　俊 , 蕨　栄治 , 稲葉博子 , 原田春美 , 柳川　徹 , 青沼和隆 , 石井哲郎 :

sequestosome1 (SQSTM1) 遺伝子欠損による肥満モデルの開発と血圧動態の解析
第 13回 Molecular Cardiovascular Conference（余市郡）9月 , 2009

No.179 古川大祐 , 佐藤陽子 , 渡部浩明 , 秋山大樹 , 町野　毅 , 黒木健志 , 山崎　浩 , 有本貴範 , 村越伸行 , 

石津智子 , 関口幸夫 , 佐藤　明 , 瀬尾由広 , 夛田　浩 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

収縮性心膜炎との鑑別に難渋した , 高度左室収縮障害による両心不全の 1例 .

第 213回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）9月 , 2009

No.180 宮崎　徹 , 磯部光章 , 野里寿史 , 廣瀬俊輔 , 古浦賢二 , 中島永美子 , 藤井　昭 , 久佐茂樹 , 

柳下敦彦 , 大久保健史 , 上石哲生 , 藤野紀之 , 武居明日美 , 高橋良英 , 桑原大志 , 疋田浩之 , 

高橋　淳 , 佐藤　明 :

感染性心内膜炎に伴う上腸間膜動脈瘤が慢性期に自然消失した 1例
第 213回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）9月 , 2009

No.181 河野　了 , 安田　貢 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 関　義元 , 水谷太郎 , 秋山大樹 , 山崎　浩 , 瀬尾由広 , 

青沼和隆 :

多臓器不全で発症した可逆性肺高血圧症・右心不全の症例
第 37回日本救急医学会総会（盛岡）10月 , 2009

No.182 常岡秀和 , 河野　了 , 安田　貢 , 佐藤藤夫 , 関　義元 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 小島慶子 , 水谷太郎 :

保存的治療で管理し得た外傷性胸部大動脈損傷を伴う高齢者多発外傷の一例
第 37回日本救急医学会総会（盛岡）10月 , 2009

No.183 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 高橋伸二 , 坂根正孝 :

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援－筑波大学社会貢献プロジェク
ト－

第 37回日本救急医学会総会（盛岡）10月 , 2009

No.184 成瀨代士久 , 美崎昌子 , 鈴木健司 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 町野　毅 , 井藤葉子 , 山崎　浩 , 

小澤真人 , 五十嵐都 , 青沼和隆 :

Irrigation catheterにて cavo-tricuspid isthmus block lineの作成に成功した 1例
第 21回カテーテル・アブレーション委員会公開研究会（川越）10月 , 2009

No.185 町野　毅 , 関口幸夫 , 成瀬代士久 , 黒木健志 , 山崎　 浩 , 五十嵐都 , 久賀圭祐 , 夛田　浩 , 

青沼和隆 :

CARTOの substarate mappingと局所の pace mappingを併用し心内膜側および心外膜側から
のアブレーションが有効であった心室頻拍の 1例

第 21回カテーテル・アブレーション委員会公開研究会（川越）10月 , 2009

No.186 瀬尾由広 :

シンポジウム　どのように心機能評価するか　3Dスペックルトラッキング法による心室
内非同期の評価

第 13回日本心不全学会学術集会（福岡）10月 , 2009

No.187 酒井　俊 , 蕨　栄治 , 稲葉博子 , 原田春美 , 柳川　徹 , 鈴木栄子 , 友尾　孝 , 青沼和隆 , 石井哲郎 :

新規肥満モデル SQSTM1/A170/p62遺伝子欠損マウスは non-dipper型血圧上昇を示す
第 32回日本高血圧学会総会（大津）10月 , 2009
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No.188 松下昌之助 , 古田智章 , 下條信威 , 酒井　俊 , 徳永千穂 , 佐々木昭暢 , 榎本佳治 , 金本真也 , 

佐藤藤夫 , 平松祐司 , 榊原　謙 :

レーザードップラー流量計を用いたマウスの NO依存性血管内皮機能評価法
第 50回日本脈管学会（東京）10月 , 2009

No.189 高梨典子 , 本間　覚 , 原　忠篤 , 山下慶三 , 金子道夫 :

病院職員が受ける暴力・暴言の実態
第 4回茨城県医療事故防止研究会（つくば）10月 , 2009

No.190 Tajiri K, Watanabe S, Nakagawa Y, Liang J, Seo Y, Takeyasu N, Sato S, Ishizu T, Sato Y, Sakai S, 

Murakoshi N, Aonuma K:

Stent Malapposition and Neointima of Bare-metal, Sirolimus-eluting and Pacritaxel-eluting Stents 

Evaluated with Optical Coherence Tomography and Histology in Rabbits

8th International Congress on Coronary Artery

Disease (Prague, Czech Republic) 10月 , 2009

No.191 Murakoshi N, Xu D, Igarashi M, Ito Y, Tada H, Sekiguchi Y, Irie F, Tomizawa k, Yamaguchi I, 

Aonuma K:

Chronic kidney disease is an independent risk factor for the prevalence of atrial fibrillation

2nd Asian Pacific Heart Rhythm Society

congress (Beijing, China) 10月 , 2009

No.192 Tada H, Tanaka Y, Naito S, Takemura N, Sekiguchi Y, Oshima S, Taniguchi K, Aonuma K:

The Morphological Features and Role of the Left Lateral Atrial Ridge in Catheter Ablation of 

Atrial Fibrillation: 3-dimensional Computed Tomographic Analysis

2nd Asian Pacific Heart Rhythm Society

congress (Beijing, China) 10月 , 2009

No.193 Xu D, Aonuma K:

Pioglitazone Prevent Atrial Fibrillation In Rats

2nd Asian Pacific Heart Rhythm Society

congress (Beijing, China) 10月 , 2009

No.194 Yamasaki H, Tada H, Sekiguchi Y, Yoshida K, Machino T, Kuroki K, Igarashi M, Kuga K, 

Aonuma K:

Efficacy Of High Resolution Substrate Mapping Guided Ablation For Sustained Ventricular 

Tachycardia In Patients With Structural Heart Disease

2nd Asian Pacific Heart Rhythm Society

congress (Beijing, China) 10月 , 2009

No.195 針村佳江 , 石津智子 , 渥美安紀子 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 榎本真美 , 瀬尾由広 , 

青沼和隆 :

先天性ミオパチーを合併した , 肥大型心筋症の一例
第 46回東京心エコー図研究会（東京）11月 , 2009

No.196 河野　了 :

パネルディスカッション　急性期から在宅へ～現状とその課題
第 10回医療マネジメント学会茨城県地方会学術集会（つくば）11月 , 2009
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No.197 Arimoto T, Tada H, Sekiguchi Y, Sato A, Kuga K, Aonuma K:

High Washout Rate of Iodine-123-Metaiodobenzylguanidine Imaging Predicts Late Recurrence of 

Atrial Fibrillation Following Radiofrequency Catheter Ablation

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.198 Machino T, Seo Y, Ishizu T, Sekiguchi Y, Tada H, Aonuma K:

Stiffness of the Left Atrium Relates to Left Ventricular Diastolic Dysfunction and Late 

Recurrence After Pulmonary Vein Isolation for Paroxysmal Atrial Fibrillation

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.199 Tanaka Y, Tada H, Naito S, Kumagai K, Oshima S, Taniguchi K, Ito S, Aonuma K, Hachiya H, 

Hirao K, Isobe M:

Gender and Age Differences in Idiopathic Ventricular Arrhythmias

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.200 Yanagisawa S, Tada H, Adachi H, Kawaguchi R, Toyama T, Hoshizaki H, Ooshima S:

Pacing From the Right Atrial Appendage Enhances the Intra- and Inter-atrial Dyssynchrony: 

Utility of Tissue Doppler Imaging

 82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.201 Yanagisawa S, Tada H, Kawaguchi R, Adachi H, Toyama T, Hoshizaki H, Ooshima S:

What Kind of Patients Have Great Atrial Asynchrony? Utility of Non-invasive Assessment by 

Tissue Doppler Imaging

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.202 Sakai S, Warabi E, Sugimoto R, Katayanagi S, Yanagawa T, Aonuma K, Ishii T:

Lack of Sequestosome 1 accelerates neointimal hyperplasia and carotid artery remodeling

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.203 Nozato T, Sato A, Hiroe H, Koura K, Yagishita A, Takahashi Y, Kamiishi T, Hikita H, Takahashi A, 

Isobe M, Hiroe M:

Serum Tenascin-C Levels Might be a Novel Biomarker for Predicting Short-term Prognosis of 

Type B Acute Aortic Dissection

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009
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No.204 Sato A, Nozato T, Hikita H, Seo Y, Ishizu T, Murakoshi N, Sakai S, Watanabe S, Aonuma K:

Coronary Artery Spatial Distribution, Morphology, and Composition of Non-culprit Vulnerable 

Plaques by 64-slice Computed Tomography Angiography in Patients With Acute Myocardial 

Infarction

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.205 Nakagawa Y, Watanabe S, Liang J, Tajiri K, Seo Y, Sato Y, Takeyasu N, Sato A, Ishizu T, Sakai S, 

Murakoshi N, Kawano S, Aonuma K, Shiomi M:

Optical Coherence Tomographic Finding of Macrophage Accumulation in Atherosclerotic Lesions

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.206 Kimura T, Yoshimura K, Aoki H, Ikeda Y, Imanaka-Yoshida K, Yoshida T, Hamano K, Hiroe M, 

Aonuma K, Matsuzaki M:

 Tenascin-c Has a Protective Role During the Development of Abdominal Aortic Aneurysm

82nd American Heart Association scientific sessions

(Orland, USA) 11月 , 2009

No.207 針村佳江 , 石津智子 , 山本昌良 , 瀬尾由広 , 青沼和隆 :

右室流出路狭窄を合併した閉塞性肥大型心筋症の一例
第 21回日本超音波医学会関東甲信越地方会学術集会（東京）11月 , 2009

No.208 谷中里見 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 青沼和隆 :

急性心不全で発症し , 局所壁運動異常 , 心機能不全が遷延した褐色細胞腫の一例
第 21回日本超音波医学会関東甲信越地方会学術集会（東京）11月 , 2009

No.209 高梨典子 , 本間　覚 , 原　忠篤 , 山下慶三 , 金子道夫 :

院内における職員への暴力・暴言の実態調査
医療の質・安全学会第４回学術集会（東京）11月 , 2009

No.210 成瀨代士久 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 町野　毅 , 井藤葉子 , 山崎　浩 , 小澤真人 , 五十嵐都 , 

青沼和隆 , 岩佐　篤
拡張型心筋症に伴う VT stormに対し心外膜側アプローチによるカテーテル焼灼術が有効
であった 1例

第 22回心臓性急死研究会（東京）12月 , 2009

No.211 酒井　俊 , 下條信威 , 石垣直美 , 青沼和隆 , 島野　仁 :

脂質転写調節因子 SREBP-1の心機能障害および心筋線維化における役割解明
第 4回高血圧と冠動脈疾患研究会（東京）12月 , 2009

No.212 渡部浩明 , 河野　了 , 佐藤陽子 , 長谷川智明 , 渥美安紀子 , 秋山大樹 , 針村佳江 , 成瀬代士久 , 

町野　毅 , 石津智子 , 佐藤　明 , 瀬尾由広 , 青沼和隆 :

AEDが作動しなかったカテコラミン心筋症合併心室頻拍の 1例
第 214回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）12月 , 2009

No.213 土岐浩介 , 本間真人 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 , 幸田幸直 :

フレカイニドの体内動態におよぼす加齢と CYP2D6遺伝子多型の影響
第 30回日本臨床薬理学会年会（横浜）12月 , 2009
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その他
No.1 本間　覚 :

診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業の概要
医療安全調査委員会（仮称）に関するシンポジウム（つくば）1月 , 2009

No.2 河野　了 :

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割 -内科医の立場から -

第 3回石川県周術期管理フォーラム（金沢）1月 , 2009 

No.3 青沼和隆 :

心房細動に対する薬物・非薬物のハイブリッド療法
第 4回東海アミオダロン研究会（名古屋）2月 , 2009

No.4 青沼和隆 :

ここまで進んだカテーテルアブレーションの頻脈性不整脈の非薬物治療
つくば JOY会（つくば）2月 , 2009

No.5 青沼和隆 :

ARBと不整脈治療
中巨摩・北巨摩医師会学術講演会（甲府）2月 , 2009

No.6 青沼和隆 :

印西地区医師会学術講演会
印西地区医師会学術講演会（千葉）2月 , 2009

No.7 瀬尾由広 :

スペックルトラッキング法の臨床経験
第 32回武庫川心エコーカンファランス（神戸）2月 , 2009

No.8 瀬尾由広 :

拡張機能 E/E’ を斬る！
第 11回エコーウィンターセミナー（軽井沢）2月 , 2009

No.9 瀬尾由広 :

全身血管病をどのように治療するか？
第 3回茨城脳卒中セミナー（つくば）2月 , 2009

No.10 瀬尾由広 :

ランチョンセミナー　臨床に役立つトラッキング法　
日本心エコー図学会第 13回冬季講習会（大阪）2月 , 2009

No.11 河野　了 :

非心臓手術における合併心疾患の治療戦略－循環器内科医の視点から－
溝口集中治療研究会（川崎）3月 , 2009

No.12 酒井　俊 :

高血圧ガイドライン 2009・改訂のポイント
真壁医師会学術講演会（真壁）4月 , 2009

No.13 瀬尾由広 :

2Dおよび 3D Speckle Tracking の検証と臨床
第 20回日本心エコー図学会学術集会ランチョンセミナー（高松）4月 , 2009
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No.14 河野　了 :

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から
循環器・心臓外科カンファランス（東京）5月 , 2009 

No.15 瀬尾由広 :

頸動脈エコーによる動脈硬化の評価
桐生医師会講演会（桐生）5月 , 2009

No.16 青沼和隆 :

器質的心疾患に合併した致死性心室性不整脈の治療戦略
福島循環器教育セミナー（福島）6月 , 2009

No.17 青沼和隆 :

心房細動の治療 : 最近の話題
鹿島地区循環器カンファランス（鹿島）6月 , 2009

No.18 町野　毅 , 関口幸夫 , 黒木健志 , 山崎　浩 , 成瀬代士久 , 伊藤葉子 , 小澤正人 , 五十嵐都 , 

村越伸行 , 久賀圭祐 , 夛田　浩 , 青沼和隆 :

Rhythm control vs. Rate control: 洞調律化により心機能が正常化した心房細動合併拡張型心
筋症の一例

不整脈治療講演会（新潟）6月 , 2009

No.19 町野　毅 , 関口幸夫 , 夛田　浩 , 長谷川智明 , 渥美安紀子 , 渡部浩明 , 秋山大樹 , 針村佳江 , 

成瀬代士久 , 五十嵐都 , 村越伸行 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 :

頻拍回路同定に CARTOが有用であった脚枝間リエントリー性心室頻拍の一例
関東アブレーションセミナー 2009（つくば）6月 , 2009

No.20 河野　了 :

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から
周術期の不整脈カンファランス（福井）6月 , 2009

No.21 瀬尾由広 :

心不全治療における CRT

CRT/ICDセミナー（京都）6月 , 2009 

No.22 瀬尾由広 :

CRT適応決定の実際　筑波大学附属病院では
第 8回エコーライブ大阪（神戸）6月 , 2009

No.23 瀬尾由広 :

J-CRT概説
第 26回小倉ライブデモンストレーション（小倉）6月 , 2009

No.24 瀬尾由広 :

AV delay, VV delay 設定
第 26回小倉ライブデモンストレーション（小倉）6月 , 2009

No.25 青沼和隆 :

上室性不整脈に対する包括的なハイブリッド療法
第 20回鹿児島不整脈研究会（鹿児島）7月 , 2009
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No.26 本間　覚 :

医療行為関連死の調査分析モデル事業の現状と事故調査のあり方
東京医科歯科大学医療安全講演会（東京）7月 , 2009

No.27 本間　覚 :

肺高血圧治療の進歩
第 3回茨城肺高血圧症懇話会（つくば）7月 , 2009

No.28 本間　覚 :

医療行為関連死の調査分析モデル事業の現状と医療安全
筑波学園病院医療安全講演会（つくば）7月 , 2009

No.29 河野　了 :

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から
βブロッカー研究会（下野）7月 , 2009

No.30 河野　了 :

心不全の発生のメカニズムから診断・最新治療 心不全の薬物療法
茨城心臓フォーラム（水戸）7月 , 2009

No.31 瀬尾由広 :

積極的脂質低下療法
筑波記念病院連携後援会（つくば）7月 , 2009

No.32 河野　了 , 安田　貢 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 高橋広行 , 水谷太郎 :

集中治療領域における心房細動の治療－超短期作用型β遮断薬による治療戦略
第 3回茨城県周術期管理セミナー（茨城）8月 , 2009 

No.33 瀬尾由広 :

CRT適応決定
日本メドトロニック社内講習会（東京）8月 , 2009

No.34 青沼和隆 :

心房細動の新しい考え方と最新治療の位置付け
第 3回南紀和歌山循環器カンファレンス（和歌山）9月 , 2009

No.35 青沼和隆 :

Management of Atrial Fibrillation: Medical or Ablation

第 12回 JCC-ACCジョイントシンポジウム（札幌）9月 , 2009

No.36 青沼和隆 :

心房細動治療とワーファリンの日常管理
第 1回茨城県不整 Total Management Seminar（古河）9月 , 2009

No.37 本間　覚 :

日常臨床における肺高血圧症の診かた・つきあい方
取手北相馬肺高血圧症フォーラム（取手）9月 , 2009

No.38 本間　覚 :

モデル事業の茨城県における現状と課題
診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業講演会（仙台）9月 , 2009
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No.39 酒井　俊 :

JSH2009の改定点と新規レニン・アンギオテンシン系阻害薬の話題
茨城県立中央病院・病診連携クリニカルレクチャー（笠間）9月 , 2009

No.40 瀬尾由広 :

動脈硬化判定における頚動脈エコーの有用性
庄原医師会講演会（広島）9月 , 2009

No.41 瀬尾由広 :

スペックルトラッキング法の臨床応用
第 22回赤城心エコー研究会（前橋）9月 , 2009

No.42 瀬尾由広 :

血圧調節のホメオスターシスと各降圧薬の作用
第 4回茨城心臓フォーラム（水戸）9月 , 2009

No.43 青沼和隆 :

心房細動治療 : 最近の話題
第 5回宮城県県北循環器研究会（宮城）10月 , 2009

No.44 町野　毅 , 関口幸夫 , 浅川哲也 , 成瀬代士久 , 小澤正人 , 山崎　浩 , 五十嵐都 , 黒木健志 , 

伊藤葉子 , 常岡秀和 , 久賀圭祐 , 夛田　浩 , 青沼和隆 :

Scar領域内での高出力ペーシングを用いて , 心内膜側および心外膜側からのアブレーショ
ンに成功した Non-ischemic VTの一例

カテーテル・アブレーション関連秋季大会（川越）10月 , 2009

No.45 河野　了 :

拡張型心筋症と上手につきあうための知識
平成 21年度つくば保健所・常総保健所難病講演会（石下）10月 , 2009

No.46 瀬尾由広 :

心不全治療における CRT

CRT/ICDセミナー（福岡）10月 , 2009

No.47 瀬尾由広 :

動脈硬化の原因とその検査法
つくば市市民公開講座（つくば）10月 , 2009

No.48 瀬尾由広 :

動脈硬化判定における頚動脈エコーの有用性
尾道医師会講演会（広島）10月 , 2009

No.49 瀬尾由広 :

壁運動評価で心エコーが役に立った 2症例とそのポイント
第 7回日本心エコー図学会秋期講習会（東京）10月 , 2009

No.50 青沼和隆 :

心房細動 -最近の話題 -

イルベタン発売 1周年記念講演会（山梨）11月 , 2009
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No.51 青沼和隆 :

心房細動の最近の考え方
第 7回オータム循環器カンファランス（東京）11月 , 2009

No.52 河野　了 :

周術期の循環器疾患管理において静注薬をうまく使いこなすには
第 2回信州周術期循環管理研究会（松本）11月 , 2009

No.53 瀬尾由広 :

スペックルトラッキング法の臨床応用
第 8回常陸水戸画像診断研究会（笠間）11月 , 2009

No.54 石津智子 :

ランチョンセミナー　知っていて損はない心エコーの話；胸痛患者さんの心エコーをとる
際の tips

第 21回日本超音波医学会関東甲信越地方会学術集会（東京）11月 , 2009

No.55 酒井　俊 :

エンドセリンと肺高血圧症との関係
栃木県南部肺高血圧症フォーラム（小山）11月 , 2009

No.56 青沼和隆 :

不整脈の非薬物治療
第 9回日本内科学会関東支部主催内科セミナー（東京）12月 , 2009

No.57 青沼和隆 :

ARBと心保護作用　－特に心房細動に対する影響－
東入間医師会学術講演会（川越）12月 , 2009

No.58 瀬尾由広 :

心エコー法による CRTの適応決定について
横浜市立みなと赤十字病院 , 横浜南共済病院合同勉強会（横浜）12月 , 2009
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原　著
No.1 Verheijen MH, Camargo N, Verdier V, Nadra K, de Preux Charles AS, Médard JJ, Luoma A, 

Crowther M, Inouye H, Shimano H, Chen S, Brouwers JF, Helms JB, Feltri ML, Wrabetz L, 

Kirschner D, Chrast R, Smit AB:

SCAP is required for timely and proper myelin membrane synthesis.

Proc Natl Acad Sci U S A, 106 (50): 21383-21388, 2009

No.2 Shimano H:

ApoAII controversy still in rabbit?

Arterioscler Thromb Vasc Biol, 29 (12): 1984-1985, 2009

No.3 Teramoto T, Shimano H, Yokote K, Urashima M:

Effects of pitavastatin (LIVALO Tablet) on high density lipoprotein cholesterol (HDL-C) in 

hypercholesterolemia.

J Atheroscler Thromb, 16 (5): 654-661, 2009

No.4 Isobe K, Fu L, Tatsuno I, Takahashi H, Nissato S, Hara H, Yashiro T, Suzukawa K, Takekoshi K, 

Shimano H, Kawakami Y:

Adiponectin and adiponectin receptors in human pheochromocytoma.

J Atheroscler Thromb, 16 (4): 442-447, 2009

No.5 Sekiya M, Yahagi N, Tamura Y, Okazaki H, Igarashi M, Ohta K, Takanashi M, Kumagai M, 

Takase S, Nishi M, Takeuchi Y, Izumida Y, Kubota M, Ohashi K, Iizuka Y, Yagyu H, Gotoda T, 

Nagai R, Shimano H, Yamada N, Kadowaki T, Ishibashi S, Osuga J:

Hormone-sensitive lipase deficiency suppresses insulin secretion from pancreatic islets of Lep ob/

ob mice.

Biochem Biophys Res Commun, 387 (3): 511-515, 2009

No.6 Kato M, Putta S, Wang M, Yuan H, Lanting L, Nair I, Gunn A, Nakagawa Y, Shimano H, Todorov I, 

Rossi JJ, Natarajan R:

TGF-beta activates Akt kinase through a microRNA-dependent amplifying circuit targeting 

PTEN.

Nat Cell Biol, 11 (7): 881-889, 2009

No.7 Nakanishi N, Nakagawa Y, Tokushige N, Aoki N, Matsuzaka T, Ishii K, Yahagi N, Kobayashi K, 

Yatoh S, Takahashi A, Suzuki H, Urayama O, Yamada N, Shimano H:

The up-regulation of microRNA-335 is associated with lipid metabolism in liver and white 

adipose tissue of genetically obese mice.

Biochem Biophys Res Commun, 385 (4): 492-496, 2009

No.8 Kodama S, Saito K, Tanaka S, Maki M, Yachi Y, Asumi M, Sugawara A, Totsuka K, Shimano H, 

Ohashi Y, Yamada N, Sone H:

Cardiorespiratory fitness as a quantitative predictor of all-cause mortality and cardiovascular 

events in healthy men and women: a meta-analysis.

JAMA, 301 (19): 2024-2035, 2009
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No.9 Kodama S, Saito K, Tanaka S, Maki M, Yachi Y, Sato M, Sugawara A, Totsuka K, Shimano H, 

Ohashi Y, Yamada N, Sone H:

Influence of fat and carbohydrate proportions on the metabolic profile in patients with type 2 

diabetes: a meta-analysis.

Diabetes Care, 32 (5): 959-965, 2009

No.10 Matsuzaka T, Shimano H:

Elovl6: a new player in fatty acid metabolism and insulin sensitivity.

J Mol Med, 87 (4): 379-384, 2009

No.11 Shimano H:

SREBPs: Febnovel aspects of SREBPs in the regulation of lipid synthesis.

FEBS J, 276 (3): 615, 2009

No.12 Shimano H:

SREBPs: physiology and pathophysiology of the SREBP family.

FEBS J, 276 (3): 616-621, 2009

No.13 Watanabe K, Okamoto F, Yokoo T, Tada Iida K, Suzuki H, Shimano H, Oshika T, Yamada N, 

Toyoshima H:

SPARC is a major secretory gene expressed and involved in the development of proliferative 

diabetic retinopathy.

J Atheroscler Thromb, 16 (2): 69-76, 2009

No.14 菅野洋子 , 久芳素子 , 小俣勝哉 , 山田直樹 , 小林和人 , 高橋昭光 , 矢藤　繁 , 藤木　豊 , 鈴木浩明 , 

島野　仁 , 山田信博 :

妊娠に合併した原発性アルドステロン症の一例
日本内分泌学会雑誌 , Vol 85, Suppl. Aug 2009, 140-4, 2009

No.15 田中享子 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 鈴木浩明 , 大塚藤男 , 檜澤伸之 :

クッシング症候群治療後に発症したサルコイドーシスの 1例
日本呼吸器学会雑誌 Vol47, 501-506, 2009

No.16 Kikugawa R, Katsuta H, Akashi T, Yatoh S, Weir GC, Sharma A, Bonner-Weir S:

Differentiation of COPAS-sorted non-endocrine pancreatic cells into insulin-positive cells in the 

mouse.

Diabetologia 52: 645-52, 2009

No.17 Iwasaki Y, Iwasaki H, Yatoh S, Ishikawa M, Kato T, Matsuzaka T, Nakagawa Y, Yahagi N, 

Kobayashi K, Takahashi A, Suzuki H, Yamada N, Shimano H:

Nuclear SREBP-1a causes loss of pancreatic beta-cells and impaired insulin secretion.

Biochem Biophys Res Commun 378: 545-550, 2009

No.18 松坂　賢 , 島野　仁 :

脂質代謝から見た糖尿病の発症
体育の科学第 59巻第 7号（2009.7）
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著　者
No.1 鈴木浩明 :

インスリン製剤 , 糖尿病治療薬
治療薬イラストレイテッド　一目でわかる薬理作用と疾患別処方例

改訂版（山田信博編集）, 羊土社 , 250-256頁 , 2009
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No.2 玉岡　晃 :

認知症の薬物治療の実際
Medical Practice 26 (12), 2095-2098, 2009

No.3 玉岡　晃 :

アルツハイマー病の治療薬について教えてください
Modern Physician 30 (1), 187-191, 2009

No.4 冨所康志 , 玉岡　晃 :

BRI遺伝子変異に伴う家族性認知症
―典型的老人斑に乏しい , あらたな Alzheimer病のモデル―

医学のあゆみ 229 (5), 415-420, 2009
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No.5 渡邊雅彦 :

筑波大学におけるパーキンソン病の治療と研究
―パーキンソン病外来の取り組みから―

茨城保険医新聞 2009年 2月 15日号 , 2月 , 2009

No.6 中馬越清隆 :

神経救急―見落しがちな神経疾患を中心に :不定愁訴の神経救急 :悪心
Clinical Neuroscience 27(8), 884-886, 2009

著　書
No.1 玉岡　晃 :

昏睡
ハリソン内科学第 3版（福井次夫 , 黒川清監修）

メディカル・サイエンス・インターナショナル , 東京 , 1775-1781, 2009

No.2 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

中毒性ニューロパチー
神経疾患・診療ガイドライン－最新の診療指針－

（鈴木則宏編集）
総合医学社 , 東京 , 242-246, 2009

No.3 玉岡　晃 :

Alzheimer病に対する非薬物療法は
EBM神経疾患の治療 2009-2010

（岡本幸市 , 棚橋紀夫 , 水澤英洋編）
中外医学社 , 298-305, 2009

No.4 Koide R, Tamaoka A:

Body image deviation in chronic schizophrenia: new research. In Adolescent Schizophrenia

(Ed. by James T. Nillinghouse, Robert P. Trotman)

Nova Biomedical Books, N.Y., 81-139, 2009

No.5 玉岡　晃 :

アルツハイマー病・認知症
病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

横田千津子 , 大越教夫 , 池田宇一監修・編集
南山堂 , 東京 , 768-773

No.6 渡邊雅彦 :

二次性頭痛 secondary headache

病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂 , 薬局 60, 東京 , 7-11, 2009

No.7 渡邊雅彦 :

ハンチントン病　Huntington’s disease; HD

病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂 , 薬局 60, 東京 , 765, 2009
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No.8 渡邊雅彦 :

多系統委縮症　multiple system atrophy; MSA 

病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂 , 薬局 60, 東京 , 766, 2009

No.9 渡邊雅彦 :

遺伝性脊髄小脳変性症　spinocerebellar degeneration; SCD

病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂 , 薬局 60, 東京 , 767, 2009

No.10 渡邊雅彦 :

本態性振戦　essential tremor

病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂 , 薬局 60, 東京 , 783, 2009

No.11 石井亜紀子 :

けいれん
薬局増刊号　病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂　薬局 60, 120-121, 2009

No.12 石井亜紀子 :

ミオパチー
薬局増刊号　病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂　薬局 60, 838-839, 2009

No.13 石井亜紀子 :

周期性四肢麻痺
薬局増刊号　病気と薬　パーフェクト BOOK 2009

南山堂　薬局 60, 840-841, 2009

No.14 石井亜紀子 :

筋ジストロフィー
神経疾患ビジュアルブック

監修 , 森田明夫 , 吉澤利弘編集
学研メディカル秀潤社

274-279, 2009

No.15 石井亜紀子 :

重症筋無力症
神経疾患ビジュアルブック

落合慈之監修 , 森田明夫 , 吉澤利弘編集
学研メディカル秀潤社

280-284, 2009
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No.16 石井亜紀子 :

多発筋炎
神経疾患ビジュアルブック

落合慈之監修 , 森田明夫 , 吉澤利弘編集
学研メディカル秀潤社

285-289, 2009

No.17 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

慢性炎症性脱髄性多発根ニューロパチー
神経疾患最新の治療

（小林祥泰 , 水澤英洋編集）
南江堂（東京）, 256-259, 2009

班会議報告書
No.1 玉岡　晃 , 冨所康志 , Ghiso J:

典型的老人斑を欠くアルツハイマー病アイオワ変異家系脳に蓄積した Aβの可溶性によ
る比較検討

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）
アミロイドーシスに関する調査研究

平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp78-80, 2009

No.2 玉岡　晃 , 織田彰子 , 荒木　亘 :

酸化ストレスによる脂質ラフトのプレセニリン 1発現増加
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）

アミロイドーシスに関する調査研究
平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp101-104, 2009

No.3 柴田康行 , 吉兼光葉 , 中宮邦近 , 細谷朋子 , 吉永　淳 , 石井一弘 , 神　和夫 , 小林　智 :

ジフェニルアルシン酸（DPAA）並びに関連化合物の生物体内動態に関する分析手法の確
立

「平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」
研究報告 , 5-13頁 , 2009

No.4 平野靖史郎 , 小林弥生 , 石井一弘 , 渡辺喬之 , 山城彩花 :

ジフェニルアルシン酸（DPAA）の体外排泄促進に関する研究
「平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告 , 27-35頁 , 2009

No.5 玉岡　晃 , 柴田康行 , 平野靖史郎 , 石井一弘 , 岩崎信明 , 石井賢二 , 田中竜太 :

カニクイザルにおけるジフェニルアルシン酸（DPAA）の中枢神経影響
「平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告 , 47-51頁 , 2009
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No.6 石井一弘 , 武田　徹 , 玉岡　晃 , 朝田　隆 , 貝瀬利一 , 柴田康行 , 平野靖史郎 , 中馬越清隆 , 

圓藤吟史 , 瀬戸康雄 , 石井賢二 :

若年層における脳血流シンチグラフ（123I-IMP-SPECT）の正常対象者群データベース作成
「平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告 , 71-75頁 , 2009

No.7 石井賢二 , 石井一弘 , 玉岡　晃 , 岩崎信明 , 石渡喜一 , 織田圭一 , 坂田宗之 , 石橋賢士 , 石川雅智 , 

川崎敬一 , 齊藤陽子 :

ジフェニルアルシン酸（DPAA）等有機ヒ素化合物ばく露者における脳ポジトロン CT（PET）
の解析

「平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」
研究報告 , 83-87頁 , 2009

No.8 玉岡　晃 , 石井一弘 , 中馬越清隆 :

ジフェニルアルシン酸（DPAA）等有機ヒ素化合物ばく露者の眼球運動障害の検討
平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する調査研究」

研究報告 , 89-95頁 , 2009

学会・班会議・講演など
No.1 渡邊雅彦 , 吉沢和朗 , 玉岡　晃 :

脳波異常を呈した PKCの 1例
第 37回運動障害研究会（東京）1月 , 2009

No.2 石井一弘 , 武田　徹 , 玉岡　晃 :

若年層における脳血流シンチグラフ（123I-IMP-SPECT）の正常対照群データベース作成
平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する

調査研究班会議（東京）1月 , 2009

No.3 玉岡　晃 , 柴田康行 , 平野靖史郎 , 石井一弘 , 岩崎信明 , 石井賢二 :

カニクイザルにおけるジフェニルアルシン酸（DPAA）の中枢神経影響
平成 20年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する

調査研究班会議（東京）1月 , 2009

No.4 中馬越清隆 , 石井一弘 , 玉岡　晃 :

ジフェニルアルシン酸等有機ヒ素化合物曝者の眼球運動障害の検討
平成 20年度ジフェニルアルシン酸に係る健康影響等に

ついての検討会（東京）2009

No.5 玉岡　晃 , 織田彰子 , 荒木　亘 :

酸化ストレスはプレセニリン 1発現増加を介して Aβ産生を促進する
厚生労働省難治性疾患克服研究事業アミロイドーシスに関する

調査研究班　平成 21年度研究報告会（東京）1月 , 2009

No.6 玉岡　晃 , 織田彰子 , 荒木　亘 :

酸化ストレスによる脂質ラフトのプレセニリン 1発現増加．
厚生労働省難治性疾患克服研究事業アミロイドーシスに関する

調査研究班　平成 20年度研究報告会（東京）1月 , 2009
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No.7 玉岡　晃 , 冨所康志 , Ghiso J:

典型的老人斑を欠く変異型アルツハイマー病アイオワ家系脳に蓄積した Aβの可溶性に
よる検討

厚生労働省難治性疾患克服研究事業アミロイドーシスに関する
調査研究班　平成 20年度研究報告会（東京）1月 , 2009

No.8 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 神山　翔 , 玉岡　晃 :

パーキンソニズムを呈した日本脳炎の 1例
第 3回茨城パーキンソン病研究会（つくば）2月 , 2009

No.9 服部一哉 , 中馬越清隆 , 保坂　愛 , 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃 , 横山泰久 , 

鈴川和己 , 千葉　滋 :

四肢末梢のしびれで発症した多発性骨髄腫の 1例
第 560回日本内科学会関東地方会（東京）2月 , 2009

No.10 玉岡　晃 :

正しく知ろう　認知症̶認知症の早期発見と治療̶
流山市北部地域包括支援センター認知症予防講演会（流山）2月 , 2009

No.11 石井一弘 , 岩崎信明 , 武田　徹 , 柴田康行 , 平野靖史郎 , 石井賢二 , 中馬越清隆 , 玉岡　晃 :

DPAAの生体影響 , ラット・サル・ヒト
平成 20年第 1回ジフェニルアルシン酸等の健康リスク評価に

係るワーキンググループ（つくば）2月 , 2009

No.12 玉岡　晃 :

アルツハイマー病の分子病態と治療
̶アミロイドβ蛋白を中心に̶

学術講演会（旭川）2月 , 2009

No.13 渡邊雅彦 :

パーキンソン病の診断と治療
̶パーキンソン病専門外来の取り組みから̶

稲敷医師会学術講演会（稲敷市）3月 , 2009

No.14 渡邊雅彦 :

パーキンソン病の色彩識別能障害
第 18回北関東パーキンソン病研究会（東京）3月 , 2009

No.15 塩谷彩子 , 石井一弘 , 五十野博基 , 保坂　愛 , 玉岡　晃 :

抗アクアポリン 4抗体陽性でシェーグレン症候群を合併し , 後頭葉病変を呈した SLEの
40歳女性例

第 188回日本神経学会関東地方会（東京）3月 , 2009

No.16 玉岡　晃 :

てんかんの病態と最近の薬物治療
平成 20年度第 11回薬剤師集合研修会（石岡）3月 , 2009

No.17 石井一弘 :

有機ヒ素化合物の中枢神経影響
第 159回つくばブレインサイエンス・セミナー（つくば）3月 , 2009
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No.18 寺崎正彦 , 保坂　愛 , 石井亜紀子 , 神　崇慶 , 玉岡　晃 :

急性期に一過性の脊髄腫脹を伴った頸髄硬膜外血腫の 1例
第 186回茨城県内科学会（つくば）3月 , 2009

No.19 田村真理子 , 石井亜紀子 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 :

意識消失発作 , 痙攣を主徴とした肥厚性硬膜炎の 1例
第 561回日本内科学会関東地方会（東京）3月 , 2009

No.20 Tomidokoro Y, Tamaoka A, Revesz T, Ghiso J:

Pyroglutamate formation at the N-terminus of ABri molecules in familial British dementia is not 

restricted to the central nervous system

The 11th Meeting of Hirosaki International Forum of 

Medical Science (Hirosaki) March, 2009

No.21 Ghiso J, Tomidokoro Y, Revesz T, Frangione B, Agueda Rostagno:

Cerebral Amyloid Angiopathy and Alzheimer’s Disease

11th Meeting of Hirosaki International Forum of 

 Medical Science (Hirosaki) March, 2009

No.22 玉岡　晃 :

認知症の診断と治療
̶早期発見から高度認知症の対処法について̶

野田市医師会学術講演会（野田）4月 , 2009

No.23 玉岡　晃 :

アルツハイマー病の分子病態と治療
̶アミロイドβ蛋白を中心にして̶

第 14回福井の認知症を考える会（福井）4月 , 2009

No.24 白岩伸子 , 星野幸子 , 大越教夫 , 玉岡　晃 :

認知症の BPSD症状に対するバルプロ酸ナトリウムの効果
～臨床症状別の検討～

第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.25 冨所康志 , 玉岡　晃 , Ghiso J:

家族性アルツハイマー病 lowa変異家系脳における Aβ分子種の可溶性に関する解析
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.26 星野幸子 , 大越教夫 , 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

骨格筋再生における糖代謝関連膜輸送タンパク質の動態の検討
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.27 上野友之 , 矢口雅江 , 河野　豊 , 冨所康志 , 永田博司 , 玉岡　晃 :

慢性脳虚血ラットモデルにおける BACE1の発現
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.28 辻　浩史 , 長谷川成人 , 亀谷富由樹 , 野中　隆 , 新井哲明 , 秋山治彦 , 詫間　浩 , 冨所康志 , 

中馬越清隆 , 石井亜紀子 , 石井一弘 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃 :

筋萎縮性側索硬化症（ALS）における TDP-43遺伝子とタンパク質に関する検討
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009
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No.29 詫間　浩 , 山下雄也 , 郭　　伸 , 玉岡　晃 :

マイクロアレイを用いた RNA編集酵素（ADAR2）の新規基質の同定
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.30 塩谷彩子 , 冨所康志 , 保坂　愛 , 辻　浩史 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃 :

脳生検にて確定診断した中枢神経限局性血管炎の検討
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.31 渡邊雅彦 , 武田　徹 , 玉岡　晃 :

パーキンソン病における色彩識別能障害と脳血流変化
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.32 織田彰子 , 荒木　亘 , 玉岡　晃 :

酸化ストレスによる脂質ラフトのプレセニリン 1発現増加
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.33 荒木　亘 , 久米秀明 , 織田彰子 , 玉岡　晃 :

βセクレターゼの脂質ラフトへの局在化機序
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.34 中馬越清隆 , 石井一弘 , 玉岡　晃 :

有機ヒ素中毒により異常眼球運動を呈した患者の脳 SPECT所見
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.35 石井一弘 , 柴田康行 , 細谷朋子 , 平野靖史郎 , 中馬越清隆 , 岩崎信明 , 玉岡　晃 :

ジフェニルアルシン酸（DPAA）の生体内動態について
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.36 玉岡　晃 , 新井　誠 , 糸川昌成 , 新井哲明 , 長谷川成人 , 土谷邦秋 , 詫間　浩 , 辻　浩史 , 

石井亜紀子 , 渡邊雅彦 , 高橋祐二 , 後藤　順 , 辻　省次 , 秋山治彦 :

TDP-43のM337V変異を有する家族性筋萎縮性側索硬化症の臨床的特徴について
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.37 望月昭英 , 小松崎八寿子 , 織田彰子 , 玉岡　晃 :

多数の spheroidsを認めた常染色体優性遺伝性の大脳白質脳症の一家系
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.38 保坂　愛 , 石井亜紀子 , 辻　浩史 , 織田彰子 , 詫間　浩 , 冨所康志 , 石井一弘 , 玉岡　晃 :

封入体筋炎（IBM）の臨床的検討
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 , 2009

No.39 石井亜紀子 , 詫間　浩 , 辻　浩史 , 大越教夫 , 玉岡　晃 :

各種筋疾患における TDP-43の免疫組織学的検討
第 50回日本神経学会総会（仙台）5月 22日 , 2009

No.40 Ishii A, Shin JH, Katakai Y, Ono F, Okada T, Takeda S:

Feasibility study of AAV8-mediated gene therapy for muscular dystrophy using normal primate

ASGT 12th Annual Meeting (San Diego, USA) May, 2009
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No.41 保坂　愛 , 石井一弘 , 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

C型肝炎に対するインターフェロン療法後に下肢筋力低下 , 筋萎縮が増悪した封入体筋炎
の 54歳男性例

第 189回日本神経学会関東地方会（東京）6月 , 2009

No.42 玉岡　晃 :

多発性硬化症のあらまし
多発性硬化症医療講演会（つくば）6月 , 2009

No.43 塩谷彩子 , 中馬越清隆 , 野村あい , 江辺広志 , 山口哲人 , 玉岡　晃 , 宮原尚子 , 小林和人 , 

鈴木浩明 , 島野　仁 :

再燃時に無月経および一側三叉神経麻痺を呈した神経サルコイドーシスの 1例
第 563回日本内科学会関東地方会（東京）6月 , 2009

No.44 塩谷彩子 , 中馬越清隆 , 野村あい , 江辺広志 , 山口哲人 , 玉岡　晃 , 宮原尚子 , 小林和人 , 

鈴木浩明 , 島野　仁 :

再燃時に無月経および一側三叉神経麻痺を呈した神経サルコイドーシスの 1例
第 187回茨城県内科学会（水戸）6月 , 2009 

No.45 高田健治 , 末吉慶多 , 井上真理子 , 小原真美 , 渡邊雅彦 , 山縣邦弘 :

慢性透析患者における急性期脳梗塞についての検討
第 54回日本透析医学会学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.46 保坂　愛 , 石井一弘 , 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

C型肝炎に対するインターフェロン療法後に下肢筋力低下 , 筋萎縮が増悪した封入体筋炎
の 54歳男性例

第 20回茨城神経疾患カンファレンス（土浦）6月 , 2009

No.47 金澤　潤 , 渡邊雅彦 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 :

歩行障害で発症したドパ反応性ジストニアの成人例
第 5回茨城Movement Disorder研究会（つくば）7月 , 2009

No.48 石井一弘 , 武田　徹 , 玉岡　晃 :

若年層における脳血流シンチグラフ（123I-IMP-SPECT）の正常対照群データベース作成
平成 21年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する

調査研究推進委員会（東京）7月 , 2009

No.49 玉岡　晃 , 柴田康行 , 平野靖史郎 , 石井一弘 , 岩崎信明 , 石井賢二 , 田中竜太 :

カニクイザルにおけるジフェニルアルシン酸（DPAA）の中枢神経影響
平成 21年度ジフェニルアルシン酸等の健康影響に関する

調査研究推進委員会（東京）7月 , 2009

No.50 塩谷彩子 , 詫間　浩 , 石井亜紀子 , 伊藤達夫 , 押久保岳 , 玉岡　晃 :

抗 signal recognition particle（SRP）抗体陽性のステロイド抵抗性筋炎の一例
第 10回茨城県神経免疫フォーラム（つくば）7月 , 2009

No.51 Koide R, Ishii K, Kinjo H, Tomidokoro Y, Tamaoka A:

False recognition on ADAS-Cog in Alzheimer’s disease and mild cognitive impairment

Alzheimer’s Association International Conference

on Alzheimer’s Disease (Vienna) July, 2009
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No.52 Ishii A, Shin JH, Katakai Y, Ono F, Okada T, Takeda S:

Effective AAV8 vector-mediated microdystrophin transduction of skeletal muscle in normal 

primate

Japan Society of Gene Therapy

The 15th annual meeting 2009 (Osaka) July, 2009

No.53 保坂　愛 , 中馬越清隆 , 陶　経緯 , 山口哲人 , 塩谷彩子 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃 :

Brown-Sequard症候群を呈した帯状疱疹性脊髄炎
第 564回日本内科学会関東地方会（東京）7月 , 2009

No.54 Tomiyama T, Matsuyama Sh, Iso H, Takuma H, Umeda T, Ohnishi K, Teraoka R, Ishibashi K, 

Nishitsuji K, Ito K, Borchelt D R, Lambert M P, Klein, W L, Mori H:

A transgenic mouse model of amyloid β oligomers: Pathological effects of the E693Δ mutation 

in amyloid precursor protein in vivo

International Conference on Alzheimer’s Disease 2009

(Vienne, Austria) July , 2009

No.55 保坂　愛 , 詫間　浩 , 平谷大吾 , 牧原武史 , 金澤　潤 , 櫻井啓文 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 :

脳幹梗塞を合併し PSP様の症状を呈したパーキンソン病の 78歳男性例
第 3回茨城 PD研究会（つくば）7月 , 2009

No.56 石井亜紀子 , 塩谷彩子 , 織田彰子 , 大越教夫 , 高崎智彦 , 玉岡　晃 :

頭部MRIにて視床 , 中脳黒質に異常を認め , パーキンソニズムを呈した日本脳炎の 64歳
男性例

第 38回運動障害研究会（東京）7月 , 2009

No.57 塩谷彩子 , 辻　浩史 , 冨所康志 , 南　優子 , 玉岡　晃 :

周期性同期性放電やミオクローヌスを呈し , MRI上脳軟膜の増強効果が認められたアミロ
イドβ蛋白関連血管炎の 65歳男性例

県南脳血管障害研究会（つくば）7月 , 2009

No.58 石井一弘 , 保坂　愛 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 :

後頭葉てんかんと考えられる 2症例
茨城てんかん懇話会（つくば）7月 , 2009

No.59 保坂　愛 , 陶　経緯 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 , 原田祐嗣 :

持続性頭痛 , 嘔吐 , 食思不振で発症し , 当初うつ病が疑われたクリプトコッカス髄膜炎の
1例

第 2回茨城県頭痛研究会（つくば）7月 , 2009

No.60 玉岡　晃 :

アルツハイマー病の分子病態と治療
―アミロイドβ蛋白を中心に―

第 11回山陰認知症研究会（米子）7月 , 2009

No.61 石井一弘 :

有機ヒ素（DPAA）と健康被害
第 106回地質汚染イブニングセミナー（東京）8月 , 2009
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No.62 塩谷彩子 , 詫間　浩 , 石井亜紀子 , 伊藤達夫 , 押久保岳 , 玉岡　晃 :

抗 signal recognition particle（SRP）抗体陽性のステロイド抵抗性多発筋炎の 1例
第 565回日本内科学会関東地方会（東京）9月 , 2009

No.63 Ishii A, Takuma H, Tsuji H, Ohkoshi N, Tamaoka A:

Expression of TDP-43 in inflammatory myopathies and other muscle diseases

14th International Congress of The World Muscle Society

(Geneva, Switzerland) September, 2009

No.64 玉岡　晃 :

アルツハイマー病の危険因子と治療
―コレステロール代謝を含めて―

アラウンドデメンチアセミナー（米子）9月 , 2009

No.65 保坂　愛 , 石井一弘 , 玉岡　晃 , 足立香織 , 難波栄二 :

姿勢時振戦 , 運動失調を主徴とし , MRIで両側中小脳脚の T2高信号を呈した 71歳男性例
第 190回日本神経学会関東地方会（東京）9月 , 2009

No.66 石井一弘 , 保坂　愛 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃 , 足立香織 , 難波栄二 :

脆弱 X関連振戦 /運動失調症候群の 1例
日本人類遺伝学会第 54回大会（東京）9月 , 2009

No.67 石井亜紀子 , 保坂　愛 , 渡邊雅彦 , 野口恵美 , 石黒浩毅 , 松本　正 , 玉岡　晃 :

新規の遺伝子変異を伴った成人大脳型副腎白質ジストロフィーの 1例
日本人類遺伝学会第 54回大会（東京）9月 , 2009

No.68 辻　浩史 , 長谷川成人 , 新井哲明 , 野中　隆 , 亀谷富由樹 , 秋山治彦 , 詫間　浩 , 冨所康志 , 

石井亜紀子 , 石井一弘 , 中馬越清隆 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃 :

筋萎縮性側索硬化症における TDP-43遺伝子と蛋白に関する検討
日本人類遺伝学会第 54回大会（東京）9月 , 2009

No.69 玉岡　晃 , 新井　誠 , 糸川昌成 , 新井哲明 , 長谷川成人 , 土谷邦秋 , 詫間　浩 , 辻　浩史 , 

石井亜紀子 , 渡邊雅彦 , 高橋祐二 , 後藤　順 , 辻　省次 , 秋山治彦 :

TDP-43のM337V変異を有する家族性筋萎縮性側索硬化症
日本人類遺伝学会第 54回大会（東京）9月 , 2009

No.70 玉岡　晃 :

アルツハイマー病の分子病態と治療
―アミロイドβ蛋白を中心に―

渋谷区神経内科連携の会（東京）9月 , 2009

No.71 白輪地麻衣 , 石井一弘 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 , 間宮　孝 , 廣島良規 , 福田邦明 , 森　健作 :

MRIにて淡蒼球や中小脳脚に両側対称性異常信号域を認めた肝性脳症の 66歳男性例
第 566回日本内科学会関東地方会（東京）10月 , 2009

No.72 白輪地麻衣 , 石井一弘 , 塩谷彩子 , 玉岡　晃 , 間宮　孝 , 廣島良規 , 福田邦明 , 森　健作 :

MRIにて淡蒼球や中小脳脚に両側対称性異常信号域を認めた肝性脳症の 66歳男性例
第 31回茨城医学会内科分科会（第 188回茨城県内科学会）

（水戸）10月 , 2009



神経内科グループ（2009年）

138

No.73 Nakamagoe K, Ishii K, Tamaoka A:

Abnormal ocular movements after organoarsenic poisoning

19th World Congress of Neurology, (Bangkok, Thailand)

October, 2009

No.74 渡邊雅彦 :

ランチョンセミナー
「レストレスレッグス症候群（RLS）の診断と治療」

第 3回日本薬局学会学術総会（横浜）11月 , 2009

No.75 塩谷彩子 , 冨所康志 , 遠藤壮登 , 山本詞子 , 藤原和哉 , 小林和人 , 島野　仁 , 玉岡　晃 :

視野障害 , 尿崩症 , 無月経を呈した視床下部炎の 1例
第 4回筑波神経内科懇話会（つくば）11月 , 2009

No.76 塩谷彩子 , 冨所康志 , 遠藤壮登 , 山本詞子 , 藤原和哉 , 小林和人 , 島野　仁 , 玉岡　晃 :

視野障害 , 尿崩症 , 無月経を呈した視床下部炎の 1例
第 567回日本内科学会関東地方会（東京）11月 , 2009

No.77 玉岡　晃 :

高度アルツハイマー病の診断と治療
ひたちなか認知症講演会（ひたちなか）11月 , 2009

No.78 Tomidokoro Y, Tamaoka A, Holton JL, Lashley T, Rostagno A, Revesz T, Frangione B, Ghiso J:

Pyroglutamate Formation at the N-termini of ABri Molecules in 

Familial British Dementia is not Restricted to the Central Nervous System

39th Annual Meeting of the Society for Neuroscience

(Chicago) November, 2009

No.79 Tamaoka A, Arai M, Itokawa M, Arai T, Hasegawa M, Tsuchiya K, Takuma H, Tsuji H, Ishii A, 
Watanabe M, Takahashi Y, Goto J, Tsuji S, Akiyama H:

TDP-43 M337V Mutation in Familial Amyotrophic Lateral Sclerosis in Japan

39th Annual Meeting of the Society for Neuroscience

(Chicago), November, 2009

No.80 中馬越清隆 , 石井一弘 , 玉岡　晃 :

有機ヒ素化合物中毒者の慢性期における眼球運動異常
第 47回日本神経眼科学会総会（東京）11月 , 2009

No.81 荒木　亘 , 久米秀明 , 織田彰子 , 本木和美 , 玉岡　晃 :

βセクレターゼの脂質ラフト局在と sheddingのパルミチル化による制御
第 28回日本認知症学会（仙台）11月 , 2009

No.82 織田彰子 , 荒木　亘 , 玉岡　晃 :

酸化ストレスは脂質ラフトのプレセニリン 1発現を増加させ , Aβ産生を促進する
第 28回日本認知症学会（仙台）11月 , 2009

No.83 冨所康志 , 玉岡　晃 , J Ghiso:

典型的老人班を欠く病理学的非典型アルツハイマー病 lowa家系脳における可溶性 Aβ分
子の N-/C-末端側の不均一性

第 28回日本認知症学会（仙台）11月 , 2009



神経内科グループ（2009年）

139

No.84 辻　浩史 , 長谷川成人 , 新井哲明 , 野中　隆 , 山下万貴子 , 亀谷富由樹 , 詫間　浩 , 中馬越清隆 , 

冨所康志 , 石井亜紀子 , 石井一弘 , 渡邊雅彦 , 秋山治彦 , 玉岡　晃 :

筋萎縮性側索硬化症に蓄積するリン酸化 TDP-43に関する検討
第 28回日本認知症学会（仙台）11月 , 2009

No.85 玉岡　晃 :

認知症の診断と治療の実際
2009度老人性認知症研修会（伊勢原）11月 , 2009

No.86 松原鉄平 , 冨所康志 , 塩谷彩子 , 石井仁也 , 金澤　潤 , 玉岡　晃 :

一過性の持続性勃起症（priapism）をきたした前脊髄動脈症候群の 40歳男性例
第 11回茨城県脊髄脊椎研究会（つくば）11月 , 2009

No.87 辰村正紀 , 坂根正孝 , 俣木健太郎 , 落合直之 , 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

脊椎奇形を伴う脊髄サルコイドーシスの 1例
第 11回茨城県脊髄脊椎研究会（つくば）11月 , 2009

No.88 渡邊雅彦 , 高橋昭光 , 島野　仁 , 原　尚人 , 杉田真太朗 , 玉岡　晃 :

雷鳴様頭痛にて発症した褐色細胞腫の 1例
第 37回日本頭痛学会総会（宇都宮）11月 , 2009

No.89 塩谷彩子 , 詫間　浩 , 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

好酸球性筋膜炎の既往があり , 好酸球増多症を伴う脳症をきたした 51歳女性例
第 191回日本神経学会関東地方会（東京）11月 , 2009

No.90 中馬越清隆 :

高齢者の高血圧を考える :脳神経内科の立場から
第 6回 N型カルシウムチャンネル研究会

（つくば）12月 , 2009

No.91 石井一弘 :

有機ヒ素化合物の中枢神経影響
日本産業衛生学会産業神経・行動学研究会 ,

日本衛生学会脳・神経学研究会 , 日本神経行動毒性研究会 ,

平成 21年度合同企画環境と脳・神経（東京）12月 , 2009

No.92 玉岡　晃 :

薬剤師生涯学習講座アドバンストコース
【処方理解編　パーキンソン病臨床の実際】

（東京）12月 , 2009

No.93 玉岡　晃 :

平成 21年度地域とともに歩む医療プロジェクト第 8回市民講座
̶知っているようで知らない脳の血管のお話̶

（つくば）12月 , 2009
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No.94 山本詞子 , 中馬越清隆 , 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 田村剛一郎 , 玉岡　晃 , 鶴淵隆夫 , 石川栄一 , 

椎貝真成 , 増本智彦 :

MRS（magnetic resonance spectroscopy）が診断に有用であった中年期発症のミトコンドリ
ア脳筋症の 1例

第 568回日本内科学会関東地方会（東京）12月 , 2009

No.95 Watanabe M, Takeda T, Tamaoka A:

Color discrimination impairment with patients with Parkinson’s disease and regional cerebral 

blood flow changes

XVⅢ WFN World Congress on Parkinson’s Disease

and Related Disorders (Miami, USA) 12月 , 2009
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皮膚科グループ（2009 年）

原　著
No.1 Kawachi Y, Taguchi S, Fujisawa Y, Furuta J, Nakamura Y, Ishii Y, Otsuka F:

Superimposed segmental dermatitis with chronic prurigo.

Eur J Dermatol 19 (4): 337-340, 2009

No.2 Kawachi Y, Hori E, Itoh M, Fujisawa Y, Furuta J, Nakamura Y, Ishii Y, Otsuka F:

Aseptic olecranon bursitis as a novel subcutaneous manifestation of dermatomyositis.

Eur J Dermatol 19 (5): 525-526, 2009

No.3 Kawachi Y, Taguchi S, Fujisawa Y, Furuta J, Nakamura Y, Ishii Y, Takahashi T, Otsuka F:

Epidermal pseudocarcinomatous hyperplasia with underlying epidermal growth factor-producing 

cutaneous CD30-positive lymphoproliferative disorder.

J Eur Acad Dermatol Venereol 23 (2): 181-183, 2009

No.4 Enomoto H, Takahashi T, Nakamura Y, Otsuka F:

A case of syringoid eccrine carcinoma with circumscribed abundant stroma.

J Eur Acad Dermatol Venereol 23 (3): 317-318, 2009

No.5 Fujisawa Y, Ishitsuka Y, Nakamura Y, Kawachi Y, Otsuka F:

Metastatic squamous cell carcinoma of the buttock treated with chemoradiation using cisplatin 

and 5-fluorouracil.

J Am Acad Dermatol 60 (2): 355-357, 2009

No.6 Nakamura Y, Takahashi T, Xu X, Otsuka F:

Multiple microvenular hemangiomas in a healthy child.

Intl J Dermatol 48 (1): 95-97, 2009

No.7 Nakamura Y, Nakamura Y, Hori E, Furuta J, Ishii Y, Takahashi T, Kawachi Y, Otsuka F:

Tumor lysis syndrome after transcatheter arterial infusion of cisplatin and embolization therapy 

for liver metastases of melanoma.

Intl J Dermatol 48 (7): 763-767, 2009

No.8 Fujisawa Y, Nabekura T, Nakao T, Nakamura Y, Takahashi T, Kawachi Y, Otsuka F, Onodera M:

The inductionof tumor-specific CD4+T cells via major histocompatibility complex class 

II  is required to gain optimal anti-tumor immunity against B16 melanoma cell line in tumor 

immunotherapy using dendritic cells.

Exp Dermatol 18 (4): 396-403, 2009

No.9 Otsuka K, Takeshita S, Enomoto H, Takahashi T, Hirota T, Tamari M, Ebe K, Otsuka F, Shibasaki M, 

Arinami T, Noguchi E:

SMAD3 as an atopic dermatitis susceptibility gene in the Japanese population.

J Dermatol Sci 55 (3): 200-202, 2009

No.10 Fujisawa Y, Furuta J, Kawachi Y, Otsuka F:

Deep plantaris ulceration secondary to the topical treatment of wart with glutaraldehyde.

J Dermatol 36 (11): 618-619, 2009
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No.11 Fujisawa Y, Ito S, Mori K, Kawachi Y, Otsuka F:

Combined therapy of selective embolization followed by surgery in a case of giant arteriovenous 

malformation in the buttock.

J Plast Reconstr Aesthe Surg 62 (5): 127-128, 2009

No.12 Kimura S, Warabi E, Yanagawa T, Ma D, Itoh K, Ishii Y, Kawachi Y, Ishii T:

Essential role of Nrf2 in keratinocyte protection from UVA by quercetin.

Biochem Biophys Res Commun 387 (1): 109-114, 2009

No.13 中村泰大 , 中村貴之 , 石井良征 , 古田淳一 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

耳下腺リンパ節転移を生じた頭頚部皮膚原発悪性黒色腫
耳下腺領域および頸部リンパ節の取り扱いに関して

日本皮膚科学会雑誌 119 (14): 3051-3058, 2009

No.14 伊藤倫子 , 石井良征 , 市川栄子 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

胃癌を合併した Bazex症候群の 1例
皮膚臨床 51 (2): 181-183, 117-118, 2009

No.15 中村貴之 , 中村泰大 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

多発する Venous Aneurysmを契機に診断した Klippel-Trenaunay症候群
皮膚臨床 51 (2): 185-188, 2009

No.16 中村貴之 , 中村泰大 , 藤澤康弘 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

Bilobed Flapによる顔面腫瘍切除後皮膚欠損の再建
皮膚臨床 51 (3): 323-328, 2009

No.17 沼田岳士 , 古田淳一 , 佐藤哲也 , 高橋毅法 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

原発性 IgA欠損症に合併した汎発性斑状強皮症
皮膚臨床 51 (5): 635-637, 2009

No.18 崎山真幸 , 古田淳一 , 川内康弘 , 多島新吾 , 大塚藤男 :

ヒドロクロロチアジドによる光線過敏症
皮膚臨床 51 (5): 661-663, 2009

No.19 山田延未 , 石井良征 , 丸山　浩 , 伊藤周作 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

Ossifying Fibromyxoid Tumorの 1例
皮膚臨床 51 (12): 1769-1771, 2009

No.20 藤澤康弘 , 高橋毅法 , 山本明史 , 山崎直也 , 斎田俊明 , 石原和之 , 大塚藤男 :

本邦における悪性黒色腫の統計 :2006, 2007年度全国定点調査の集計
Skin Cancer 23 (3): 267-279, 2009

No.21 石井良征 , 藤澤康弘 , 中村泰大 , 古田淳一 , 市川栄子 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

頭部血管肉腫における内皮マーカー発現の検討
Skin Cancer 24 (1): 96-98, 2009

No.22 石原和之 , 斎田俊明 , 山崎直也 , 大塚藤男 :

悪性黒色腫の統計 :年齢を中心として :特に性別 , 病型 , 発生部位との関連並びに治療別
生存率について

Skin Cancer 24 (2): 258-266, 2009
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No.23 藤澤康弘 , 中村泰大 , 石塚洋典 , 田口詩路痲 , 古田淳一 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

Subtotal integumentectomyを施行した in-transit転移を有する悪性黒色腫の 4例
Skin Cancer 24 (2): 272-277, 2009

No.24 古田淳一 :

【皮膚と食物アレルギー】 小麦と蕁麻疹　小麦による食餌性蕁麻疹（成人例）
Visual Dermatology 8 (9): 913-915, 2009

No.25 中村貴之 , 中村泰大 , 大塚藤男 :

Gluteal fold flap変法による女性外陰部皮膚粘膜欠損の再建
－ V-Y advancementflap法の有用性について－

日本皮膚外科学会誌 13 (1): 40-41, 2009

No.26 中村泰大 , 中村貴之 , 大塚藤男 , 柳澤和彦 , 山本雅由 :

両側大臀筋皮弁および片側薄筋皮弁による骨盤底再建
日本皮膚外科学会誌 13 (1): 44-45, 2009

No.27 古田淳一 , 崎山真幸 , 石塚　洋典 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

葉状魚鱗癬と考えた男児例
第 24回角化症研究会記録集 : 43-45, 2009

No.28 古田淳一 , 飯野有美 , 中村貴之 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

皮膚科通院を中断し漢方薬局で治療して紅皮症化した症例
第 23回日本乾癬学会記録集 : 93, 2009

No.29 田中享子 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 坂本　透 , 鈴木浩明 , 大塚藤男 , 檜澤伸之 :

クッシング症候群治療後に発症したサルコイドーシスの 1例
日本呼吸器学会雑誌 47 (6): 501-505, 2009

総　説
No.1 大塚藤男 :

皮膚悪性腫瘍の統計解析と展望
Seminaria Dermatologie 201: 4-8, 2009

No.2 大塚藤男 :

専門医に聞く子どもの皮膚疾患 , 表皮母斑・脂腺母斑・表皮母斑症候群（脂腺母斑症候群）
小児科診療 72 (11): 2113-2118, 2009

著　書
No.1 大塚藤男 :

Paget病
皮膚疾患最新の治療 2009-2010（瀧川雅浩 , 渡辺晋一編）

南江堂 , 東京 , pp.202-203, 2009

No.2 大塚藤男 :

色素失調症
アトピー性皮膚炎と皮膚疾患（五十嵐隆編）

中山書店 , 東京 , pp.200-201, 2009
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No.3 大塚藤男 :

悪性末梢神経鞘腫瘍
皮膚疾患診療実践ガイド（宮地良樹 , 古川福実編）

文光堂 , 東京 , pp.675-677, 2009

No.4 大塚藤男 :

レックリングハウゼン病
皮膚疾患診療実践ガイド（宮地良樹 , 古川福実編）

文光堂 , 東京 , pp.694-697, 2009

No.5 川内康弘 :

汗疱 , 汗疹 , 腋臭症 , 多汗症
今日の治療指針 , 医学書院 , 東京 , pp.904-905, 2009

No.6 川内康弘 :

偽リンパ腫
皮膚疾患最新の治療 2009-2010（瀧川雅浩 , 渡辺晋一編）

南江堂 , 東京 , p.219, 2009

No.7 中村泰大 , 大塚藤男 :

皮膚悪性腫瘍
わかりやすい疾患と処方薬の解説 2009年大改訂版（斎藤康監修）

アークメディア , 東京 , pp.436-437, 2009

学会発表
No.1 伊藤倫子 , 堀　延未 , 古田淳一 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

肘部滑液包炎を合併した皮膚筋炎
第 32回皮膚脈管膠原病研究会（京都）1月 , 2009

No.2 中村泰大 , 高橋毅法 , 大塚藤男 :

有棘細胞癌リンパ節転移の risk factorに関する検討
第 10回東京皮膚フォーラム（東京）2月 , 2009

No.3 鬼澤沙織 , 石塚洋典 , 中村泰大 , 大塚藤男 , 飯島茂子 :

剖検にて気管支定型カルチノイドの合併がみられたMerkel細胞癌の 1例
第 69回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月 , 2009

No.4 伊藤倫子 , 古田淳一 , 中村泰大 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

多標的キナーゼ阻害剤による皮膚障害の 3例
第 69回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月 , 2009

No.5 小原佐恵子 , 古田淳一 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

Narrow band UVB療法が奏功した Acquired Reactive Perforating Collagenosis

第 69回日本皮膚科学会茨城地方会（つくば）3月 , 2009

No.6 古田淳一 :

筑波大学皮膚科におけるシクロスポリン内服療法の実際～有害事象とその対応に着目して～
第 9回皮膚フォロム（つくば）3月 , 2009
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No.7 鬼澤沙織 , 石塚洋典 , 中村泰大 , 古田淳一 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

当科で経験したフッ化水素酸による手指化学熱傷の 4例
第 108回日本皮膚科学会総会（福岡）4月 , 2009

No.8 石塚洋典 , 中村泰大 , 鬼澤沙織 , 大塚藤男 :

骨盤内リンパ節転移をきたした微小浸潤性乳房外 Paget病
第 25回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（岡山）5月 , 2009

No.9 中村泰大 , 石塚洋典 , 中村貴之 , 伊藤倫子 , 鬼澤沙織 , 大塚藤男 :

皮弁術と植皮術　私の使い分け　女性外陰部悪性腫瘍切除後欠損に対する V-Y 

advancement type gluteal fold flapによる再建の有用性について　植皮術との比較
第 25回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（岡山）5月 , 2009

No.10 崎山真幸 , 古田淳一 , 多島新吾 , 大塚藤男 :

皮膚扁平上皮がんにおける DNAメチル化プロファイリング
第 25回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（岡山）5月 , 2009

No.11 藤澤康弘 , 大塚藤男 :

悪性黒色腫調査結果（2008年報告）
第 25回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会（岡山）5月 , 2009

No.12 大塚藤男 , 水口　雅 :

ワークショップ :神経皮膚症候群の進歩（オーガナイザー）
第 51回日本小児神経学会総会（米子）5月 , 2009

No.13 廣田綾子 , 古賀　勉 , 川内康弘 , 大塚藤男 , 濱田和彦 :

サクラソウ（Pratia begonifolia）抽出液による転写因子 Nrf2を介した抗酸化作用
第 9回日本抗加齢医学会総会（東京）5月 , 2009

No.14 Kawachi Y, Ikegami M, Takase T, Otsuka F:

Chronically recurrent and disseminated tinea faciei/corporis; autoinoculationfrom asymptomatic 

tinea capitis carriage.

The 17th Congress of the International Society for Human and Animal Mycology

Tokyo, May, 2009

No.15 石塚洋典 , 中村泰大 , 大塚藤男 :

抗血小板薬内服患者に対する皮膚科小手術の安全性についての検討
第 24回日本皮膚外科学会総会・学術集会（犬山）6月 , 2009

No.16 石塚洋典 , 中村泰大 , 大塚藤男 :

真皮縫合器 INSORB®の使用経験
第 24回日本皮膚外科学会総会・学術集会（犬山）6月 , 2009

No.17 中村泰大 , 中村貴之 , 石塚洋典 , 藤澤康弘 , 大塚藤男 :

当科における骨盤リンパ節郭清術式の変遷
第 24回日本皮膚外科学会総会・学術集会（犬山）6月 , 2009

No.18 太田恭子 , 森島祐子 , 古田淳一 , 藤田純一 , 林士　元 , 小川良子 , 川口未央 , 栗島浩一 , 石井幸雄 , 

坂本　透 , 檜澤伸之 :

ゲフィニチブによる薬疹との鑑別に苦慮した Schönlein-Henoch紫斑病の一例
第 21回日本アレルギー学会春期臨床大会（岐阜）6月 , 2009
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No.19 川内康弘 :

全身性強皮症と診断されていた Buerger病による指趾潰瘍
第 8回茨城創傷治癒フォーラム（つくば）6月 , 2009

No.20 古田淳一 , 伴野朋裕 , 川内康弘 , 大塚藤男 , 山田信博 :

皮膚黄色腫症を契機に診断された家族性高コレステロール血症
第 33回日本小児皮膚科学会（千葉）7月 , 2009

No.21 伊藤倫子 , 石塚洋典 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

Eccrine syringofibroadenomaの 1例
第 70回日本皮膚科学会茨城地方会（日立）7月 , 2009

No.22 田中亮多 , 中村泰大 , 伊藤倫子 , 石塚洋典 , 大塚藤男 , 有馬礼人 :

臍部に生じた基底細胞癌
第 70回日本皮膚科学会茨城地方会（日立）7月 , 2009

No.23 宮崎　郁 , 丸山　浩 , 古田淳一 , 川内康弘 , 大塚藤男

Schweninger-Buzzi型斑状皮膚萎縮症と診断した生後 5か月の男児例
第 70回日本皮膚科学会茨城地方会（日立）7月 , 2009

No.24 古田淳一 , 崎山真幸 , 石塚洋典 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

葉状魚鱗癬と考えた男児例
第 24回角化症研究会（東京）8月 , 2009

No.25 川内康弘 :

転写因子による角化細胞の分化調節（基調講演 1）
第 24回角化症研究会（東京）8月 , 2009

No.26 古田淳一 , 川内康弘 , 大塚藤男 , 山本雅之 :

悪性黒色腫進展過程における Nrf2-Keap1システム異常の検討
平成 21年度厚生労働省がん研究助成金（山崎班）

第 1回班会議（東京）8月 , 2009

No.27 中村泰大 , 伊藤周作 , 石塚洋典 , 伊藤倫子 , 鬼澤沙織 , 大塚藤男 , 伊藤美佳子 :

悪性黒色腫に対する膝窩リンパ節郭清の 3例　手術手技と膝窩リンパ節の取り扱いについて
第 73回日本皮膚科学会東部支部学術大会（甲府）9月 , 2009

No.28 古田淳一 , 伊藤倫子 , 鬼澤沙織 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

ピロカルピン内服が奏功した特発性後天性全身性乏汗症の 2例
第 73回日本皮膚科学会東部支部学術大会（甲府）9月 , 2009

No.29 藤澤康弘 , 中村泰大 , 古田淳一 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

皮膚原発有棘細胞癌に対する CDDPと 5-FUを用いた化学放射線療法の 3例
日本癌治療学会第 47回学術集会（横浜）10月 , 2009

No.30 小林桂子 , 古田淳一 , 鬼澤沙織 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

臀部に生じた大型 eccrine angiomatous hamartoma

第 60回日本皮膚科学会中部支部学術大会（京都）10月 , 2009

No.31 古田淳一 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

イミキモド外用で治療した尖圭コンジローマの小児 2例
第 61回日本皮膚科学会西部支部学術大会（大分）10月 , 2009
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No.32 伊藤倫子 , 石塚洋典 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 , 市川栄子 :

足底に生じたボーエン病の 1例
第 71回日本皮膚科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.33 田中亮多 , 古田淳一 , 石井良征 , 中村泰大 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

当科で経験したコレステロール血症塞栓症の 7例
第 71回日本皮膚科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.34 斉藤明允 , 中村泰大 , 小林桂子 , 藤澤康弘 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

放射線単独治療が奏功したMerkel細胞癌の 1例
第 71回日本皮膚科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.35 古田淳一 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 , 山本雅之 :

悪性黒色腫進展過程における Nrf2-Keap1システム異常の検討
第 16回新群筑皮膚合同研究会（新潟）10月 , 2009

No.36 田口詩路麻 , 川内康弘 , 藤澤康弘 , 許　雪珠 , 大塚藤男 :

３D培養法による転写因子 YY-1の角化細胞に対する分化制御についての研究
第 16回新群筑皮膚合同研究会（新潟）10月 , 2009

No.37 中村泰大 , 藤澤康弘 , 石塚洋典 , 古田淳一 , 大塚藤男 :

悪性黒色腫における膝窩リンパ節の取り扱いに関する検討
平成 21年度厚生労働省がん研究助成金（山崎班）

第 2回班会議（東京）10月 , 2009

No.38 古田淳一 , 石塚洋典 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

アスピリンと小麦が増悪因子であった慢性蕁麻疹
第 39回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会・学術大会（京都）11月 , 2009

No.39 中村泰大 , 石塚洋典 , 里見久恵 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

頭部びまん性神経線維腫切除時における止血の工夫
第 1回日本レックリングハウゼン病学会学術大会（東京）11月 , 2009

No.40 川内康弘 , 田口詩路痲 , 石塚洋典 , 中村泰大 , 大塚藤男 , 古村南夫 :

神経線維腫における血管増殖因子の発現機構
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 21年度総会（東京）12月 , 2009

No.41 中村泰大 , 石塚洋典 , 里見久恵 , 伊藤周作 , 石井良征 , 川内康弘 , 大塚藤男 :

頭部びまん性神経線維腫外科治療における止血法の検討
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 21年度総会（東京）12月 , 2009
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No.42 縣　俊彦 , 柳沢裕之 , 西川浩昭 , 金田真理 , 稲葉　浩 , 黒沢美智子 , 金城芳秀 , 柳　修平 , 

河正子 , 佐伯圭一郎 , 島田三恵子 , 太田晶子 , 永井正規 , 中山樹一郎 , 新村眞人 , 大塚藤男 , 

上原里程 , 渡辺　至 , 中村好一 :

結節性硬化症の医療補助決定要因に関する研究
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 21年度総会（東京）12月 , 2009

No.43 西川浩昭 , 縣　俊彦 , 柳沢裕之 , 稲葉　浩 , 黒沢美智子 , 金城芳秀 , 柳　修平 , 河　正子 , 

佐伯圭一郎 , 島田三恵子 , 太田晶子 , 永井正規 , 中山樹一郎 , 新村眞人 , 大塚藤男 , 上原里程 , 

渡辺　至 , 中村好一 :

神経線維腫症 1のモニタリング研究 -モニタリング施設（班員施設）とそれ以外での比較 -

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業
「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 21年度総会（東京）12月 , 2009

班研究報告
No.1 大塚藤男 :

総括研究報告　神経皮膚症候群に関する調査研究
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp.1-6, 2009

No.2 川内康弘 , 藤澤康弘 , 田口詩路麻 , 中村泰大 , 高橋毅法 , 大塚藤男 :

神経線維腫における melanogenic factorの発現に関する研究
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp.35-37, 2009

No.3 縣　俊彦 , 柳澤裕之 , 稲葉　裕 , 黒沢美智子 , 金城芳秀 , 柳　修平 , 河　正子 , 佐伯圭一郎 , 

島田三恵子 , 西川浩昭 , 上原里程 , 中村好一 , 太田晶子 , 永井正規 , 中山樹一郎 , 新村眞人 , 

大塚藤男 :

神経線維腫症 1（NF1）全国調査成績
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp.7-11, 2009

No.4 縣　俊彦 , 柳澤裕之 , 黒沢美智子 , 金城芳秀 , 柳　修平 , 河　正子 , 佐伯圭一郎 , 島田三恵子 , 

西川浩昭 , 上原里程 , 中村好一 , 太田晶子 , 永井正規 , 中山樹一郎 , 新村眞人 , 大塚藤男 :

結節性硬化症（TSC）全国調査成績
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp.13-17, 2009
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No.5 縣　俊彦 , 柳澤裕之 , 稲葉　裕 , 黒沢美智子 , 金城芳秀 , 柳　修平 , 河　正子 , 佐伯圭一郎 , 

島田三恵子 , 西川浩昭 , 廣田良夫 , 上原里程 , 中村好一 , 太田晶子 , 永井正規 , 中山樹一郎 , 

新村眞人 , 大塚藤男 :

NF1患者定点モニタリングでの臨床像 , 予後の把握 -対象施設選定 -

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業
「神経皮膚症候群に関する調査研究班」

平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp.19-24, 2009

No.6 縣　俊彦 , 柳澤裕之 , 稲葉　裕 , 黒沢美智子 , 金城芳秀 , 柳　修平 , 河　正子 , 佐伯圭一郎 , 

島田三恵子 , 西川浩昭 , 太田晶子 , 永井正規 , 中山樹一郎 , 新村眞人 , 大塚藤男 :

臨床個人票から見た神経線維腫症 2（NF2）公費患者の 1998年から 2007年への変遷
厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業

「神経皮膚症候群に関する調査研究班」
平成 20年度総括・分担研究報告書 , pp.25-29, 2009

その他
No.1 川内康弘 :

皮膚の紫外線反応 , 紫外線発癌における Nrf2-Keap1系の役割
筑波大学人間総合科学研究科医学４専攻研究セミナー（つくば）1月 , 2009

No.2 大塚藤男 :

悪性黒色腫の全国疫学調査について
マルホ皮膚科セミナー , ラジオ短波 , 2月 16日放送 , 2009

No.3 川内康弘 :

帯状疱疹の基礎と臨床
茨城県薬剤師会古河支部研修会（古河）2月 , 2009

No.4 大塚藤男 :

皮膚疾患 :今昔物語
第 1回埼玉難治性皮膚疾患臨床研究会（川越）3月 , 2009

No.5 大塚藤男 :

悪性黒色腫の全国統計調査とつくばの治療（特別講演）
第 12回熊本皮膚疾患の治療を語る会（熊本）6月 , 2009

No.6 川内康弘 :

健康プラス , 体のにおい対策①「汗かいたらさっとふく」
読売新聞 , 東京本社 , 6月 9日付け全国版朝刊 , 2009

No.7 大塚藤男 :

極限環境における皮膚の変化（ミニ講演）
2009年南極医学医療ワークショップ
国立極地研究所（立川市）8月 , 2009

No.8 大塚藤男 :

悪性黒色腫の疫学調査と治療（特別講演）
第 10回東海皮膚科 EBM構築研究会（名古屋）10月 , 2009
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No.9 大塚藤男 :

ウイルス発疹症について
水戸市医師会学術講演会・日本臨床皮膚科医会「皮膚の日」記念講演会

（水戸）11月 , 2009

No.10 川内康弘 :

日経メディクイズ「脂肪類壊死症」
日経メディカル 11月号 , pp.67-68, 2009

No.11 大塚藤男 :

最近の悪性黒色腫－臨床統計調査を中心に－（特別講演）
福島皮膚科フォーラム 2009（福島）12月 , 2009
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原　著
No.1 Tamada T, Koganemaru H, Matsumoto K, Hitomi S:

Urosepsis caused by Edwardsiella tarda.

J Infect Chemother; 15: 191-194, 2009

総説，著作
No.1 人見重美 :

ツベルクリン反応
臨床検査データブック 2009-2010（高久史麿監修，黒川清，
春日雅人，北村聖編集，医学書院，東京）p.482-483, 2009

No.2 人見重美 :

抗菌薬
治療薬イラストレイテッド（山田信博編集，羊土社，東京）p.344-350, 2009

No.3 人見重美 :

抗真菌薬
治療薬イラストレイテッド（山田信博編集，羊土社，東京）p.351-353, 2009

No.4 人見重美 :

抗ウイルス薬
治療薬イラストレイテッド（山田信博編集，羊土社，東京）p.354-356, 2009

No.5 荒牧まいえ，人見重美 :

HIV感染症　流行の現状と最新の治療　
VII. 感染拡大の阻止に向けて　3.針刺し防止と曝露後感染予防

日本内科学会雑誌 98 (11): 2843-2848, 2009

学会発表
No.1 小金丸博 :

茨城県における女性の HIV感染症についてのアンケート調査報告
第 23回茨城 HIV感染症研究会（土浦）4月 , 2009

No.2 栗原陽子 :

筑波大学附属病院で HAARTに使用した抗ウイルス薬の推移
第 24回茨城 HIV感染症研究会（土浦）10月 , 2009

講　演
No.1 小金丸博 :

病院外来・診療所における感染対策
取手医師会学術講演会　3月 , 2009
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No.2 小金丸博 :

病院外来・診療所における感染対策
第 50回茨城県南小児科医会 , 6月 , 2009

No.3 小金丸博 :

抗菌薬の分類と使い方
茨城県薬剤師会土浦支部研修会 , 6月 , 2009

No.4 小金丸博 :

抗菌薬の分類と使い方
茨城県薬剤師会牛久支部集合研修会 , 7月 , 2009

No.5 小金丸博 :

成人百日咳・麻疹における診断 ･治療 ･予防 .

真壁医師会筑西支部研修会 , 9月 , 2009

No.6 小金丸博 :

茨城県における HIV感染者の動向
外国人 HIV陽性者療養支援セミナー , 10月 , 2009

No.7 人見重美 :

抗菌薬の分類とその使用法
2009年茨城県病院薬剤師会合同研修会（つくば）1.10, 2009

No.8 人見重美 :

感染管理医から見た骨・関節感染症
彩の国整形外科感染症フォーラム（大宮）6.11, 2009

No.9 人見重美 :

2009 新型インフルエンザ対策
2009年度第 1回公衆衛生（疫学）研修会（土浦）10.3, 2009

No.10 人見重美 :

新型インフルエンザへの対策について
第 1回水戸協同病院・筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター

公開セミナー（水戸）10.14, 2009
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形成外科グループ（2009 年）

原　著
No.1 富樫真二 , 芳賀康史 , 畑寿太郎 , 遠藤隆志 , 関堂　充 :

痕跡唇裂の治療方針：われわれの手術術式とその目的について
日本形成外科学会誌 29 (10): 631-639, 2009

No.2 関堂　充 , 本間豊大 , 山本有平 , 野平久仁彦 , 新富芳尚 :

腹腔内血管を移植床血管とした遊離皮弁移植
形成外科 52 (7): 805-811, 2009

著　書
No.1 遠藤隆志 :

陰茎再建 4）陰茎再建の現状と諸問題
形成外科 ADVANCEシリーズⅡ－ 7 

「殿部・会陰部の再建と褥創の治療最近の進歩第 2版」 
（波利井清紀　監修 , 野崎幹弘 編）克誠堂 , 東京 , pp.88-95, 2009

No.2 関堂　充 :

耳下腺腫瘍の診断
「形成外科医に必要な皮膚腫瘍の診断と治療」（山本有平　編） 

文光堂 , 東京 , pp175-6, 2009 

学会発表 
No.1 関堂　充 , 斎藤　亮 , 大澤昌之 , 長尾宗朝 , 古川洋志 , 山本有平 :

下肢荷重部難治性潰瘍に対する Free flapを用いた再建 

̶パネルディスカッション I Free flapを用いた重症外傷の治療
第 1回日本創傷外科学会総会・学術集会（東京）1月 16-17日 , 2009

No.2 関堂　充 , 富樫真二 , 畑寿太郎 , 玉田崇和 , 堂本隆志 , 渋谷陽一郎 , 遠藤隆志 :

当施設における他科入院手術での形成外科の経済的貢献度について
第 52回日本形成外科学会総会・学術集会（横浜）4月 , 2009

No.3 堂本隆志 , 富樫真二 , 遠藤隆志 , 畑寿太郎 , 渋谷陽一郎 , 玉田崇和 , 関堂　充 :

下眼瞼脂腺癌に対する初回手術時予防的頸部リンパ節郭清の必要性の検討
第 52回日本形成外科学会総会・学術集会（横浜）4月 , 2009

No.4 富樫真二 , 芳賀康史 , 遠藤隆志 , 畑寿太郎 , 関堂　充 :

痕跡唇裂の治療方針：いかに手術術式を選択するべきか
第 52回日本形成外科学会総会・学術集会（横浜）4月 , 2009

No.5 玉田崇和 , 富樫真二 , 渋谷陽一郎 , 堂本隆志 , 畑寿太郎 , 遠藤隆志 , 関堂　充 :

顎重複症 2症例の検討
第 52回日本形成外科学会総会・学術集会（横浜）4月 , 2009
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No.6 渋谷陽一郎 , 遠藤隆志 , 富樫真二 , 玉田崇和 , 堂本隆志 , 畑寿太郎 , 関堂　充 :

比較的経過の長い chronic expanding hematomaの 2例
第 52回日本形成外科学会総会・学術集会（横浜）4月 , 2009

No.7 関堂　充 , 古川洋志 , 斉藤　亮 , 大澤昌之 , 佐々木了 , 山本有平 :

当科における遊離組織を用いた下顎二次再建の現状
第 33回日本頭頸部癌学会（札幌）6月 , 2009

No.8 堂本隆志 , 遠藤隆志 , 富樫真二 , 渋谷陽一郎 , 関堂　充 :

陰茎絞扼症の 2例
日本形成外科学会・第 258回東京地方会（東京）7月 , 2009

No.9 足立孝二 , 関堂　充 , 小林友哉 , 玉田祟和 , 佐々木正浩 :

腹腔内血管を吻合血管として利用した腹壁再建の 1例
第 36回日本マイクロサージャリー学会学術集会（徳島）10月 , 2009

No.10 棚倉健太 , 足立孝二 , 富樫真二 , 畑寿太郎 , 遠藤隆志 , 関堂　充 , 清澤智晴 , 光嶋　勲 , 

中山凱夫 , 添田周吾 :

当施設における過去 12年のマイクロサージャリーの経験
第 36回日本マイクロサージャリー学会学術集会（徳島）10月 , 2009

No.11 會沢哲士 , 玉田祟和 , 堂本隆志 , 渋谷陽一郎 , 高橋典子 , 棚倉健太 , 足立孝二 , 富樫真二 ,  

遠藤隆志 , 関堂　充 :

当院における陰圧閉鎖療法の試み
第 15回茨城県北形成外科研究会（水戸）11月 , 2009

No.12 Sekido M, Furukawa H, Saito A, Osawa M, Sasaki S, Yamamoto Y:

Secondary mandible reconstruction using free flap in mandibular cancer. Panel 6 Vascularized 

bone graft for mandibula. 

The V congress of the world society for reconstructive microsurgery, (Okinawa) 6.24-27, 2009

No.13 Sekido M, Furukawa H, Saito A, Osawa M, Sasaki S, Yamamoto Y:

A contribution of microsurgery to team surgery- from an aspect of medical treatment fee, surgeon 

and operating time. 

The V congress of the world society for reconstructive microsurgery, (Okinawa) 6.24-27, 2009 

No.14 Sekido M:

Blood flow evaluation using Phogynamic eye (PDE) in pedicled jejunum for esophageal 

reconstruction.

The 19th Japan-China Joint Meeting on Plastic Surgery. (Yokohama) 10.5-6, 2009 

その他
No.1 関堂　充 :

術後・熱傷後肥厚性瘢痕に対するシリコンジェルシート　メピフォームの使用経験
Case Report: Mepiform Vol.2, 2009
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乳腺・甲状腺・内分泌外科グループ（2009 年）

原　著
No.1 Isobe K, Fu L, Tatsuno I, Takahashi H, Nissato S, Hara H, Yashiro T, Suzukawa K, Takekoshi K, 

Shimano H, Kawakami Y:

Adiponection and Adiponectin Receptors in Human Pheochromocytome

Journal of Atherosclerosis and Thrombosis Vol.16, No.4: 442-447, 2009

総　説
No.1 原　尚人 : 

アロマターゼ阻害薬と乳癌
BIO Clinica Vol.24 No.5（310号）: 70-75, 2009

No.2 坂東裕子 : 

ラパチニブ
Current Therapy Vol.27 No.12: 57-63, 2009

No.3 坂東裕子 : 

がん薬物治療
新 ｢名医｣ の最新治療 2010　週刊朝日増刊号 : 142-144, 2009

学会発表
No.1 梅本　剛 , 松村　剛 , 藤原洋子 , 清松裕子 , 坂東裕子 , 東野英利子 , 山川　誠 , 三竹　毅 ,  

椎名　毅 , 植野　映 : 

非浸潤癌の弾性係数とエラストグラフィ所見
Elastic moduli of noninvasive carcinoma of the breast in contrast with US elastography

第 22回日本乳腺甲状腺超音波診断会議（東京）4月 , 2009

No.2 三富樹郷 , 坂東裕子 , 清松裕子 , 植野　映 , 原　尚人 : 

脊髄髄内転移（Intramedullary Spinal Cord Metastasis）をきたした乳癌の 1例
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.3 八代　享 , 植野　映 , 原　尚人 : 

甲状腺・副甲状腺手術後に合併する肉芽腫の検討
第 21回日本内分泌外科学会総会（岡山）5月 , 2009

No.4 羅ことい , 清松裕子 , 坂東裕子 , 植野　映 , 臺　勇一 , 森下由紀雄 , 野口雅之 , 東野英利子 ,  

原　尚人 : 

原発臓器不明の乳房扁平上皮癌の一例
第 41回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月 , 2009

No.5 清松裕子 , 坂東裕子 , 植野　映 , 近藤　譲 , 野口雅之 , 東野英利子 , 原　尚人 : 

乳腺Metaplastic carcinomaの一例
第 41回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月 , 2009
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No.6 小野健太郎 , 熊谷　洋 , 田地佳那 , 池田達彦 , 清松裕子 , 田中優子 , 坂東裕子 , 原　尚人 : 

巨大バセドウ病の 1手術経験例
第 9回茨城内分泌外科研究会（水戸）6月 , 2009
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No.35 佐藤藤夫 , 徳永千穂 , 佐々木昭暢 , 榎本佳治 , 金本真也 , 松下昌之助 , 平松祐司 , 榊原　謙 : 

放射光微小血管造影を用いた虚血肢血行発達の画像評価
第 50回日本脈管学会総会（東京）10月 29日 , 2009

No.36 松下昌之助 , 古田智章 , 下條信威 , 酒井　俊 , 徳永千穂 , 佐々木昭暢 , 榎本佳治 , 金本真也 ,  

佐藤藤夫 , 平松祐司 , 榊原　謙 : 

レーザードップラー流量計を用いたマウスの NO依存性血管内皮機能評価法
第 50回日本脈管学会総会（東京）10月 30日 , 2009

No.37 小西泰介 , 松下昌之助 , 兵藤一行 , 徳永千穂 , 佐々木昭暢 , 榎本佳治 , 金本真也 , 佐藤藤夫 ,  

平松祐司 , 榊原　謙 : 

放射光と高感度受像管を用いた新しい血管造影検査システムによる造影剤使用量低減の試
み

第 50回日本脈管学会総会（東京）10月 30日 , 2009

No.38 今水流智浩 , 松下昌之助 , 兵藤一行 , 徳永千穂 , 佐々木昭暢 , 榎本佳治 , 金本真也 , 佐藤藤夫 , 

平松祐司 , 榊原　謙 : 

Erythropoietin enhances arteriogenesis more significantly than it does angiogenesis in the 

infarcted rat heart

第 50回日本脈管学会総会（東京）10月 30日 , 2009

No.39 常岡秀和 , 河野　了 , 安田　貢 , 佐藤藤夫 , 関　義元 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 小島慶子 , 水谷太郎 : 

保存的治療で管理し得た外傷性胸部大動脈損傷を伴う高齢者多発外傷の 1例
第 37回　日本救急医学会総会・学術集会（岩手）10月 30日 , 2009

No.40 今井　資 , 逆井佳永 , 加藤秀之 , 徳永千穂 , 金本真也 , 平松祐司 , 榊原　謙 , 阿部正一 : 

8歳男児、孤立性巨大上行大動脈瘤の 1例
第 151回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）11月 7日 , 2009
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その他
教育セミナー講演
No.1 平松祐司 : 

新生児・乳児早期の体外循環と無輸血体外循環
第 25回日本人工臓器学会教育セミナー「体外循環と補助循環」（東京）7月 18日 , 2009

No.2 松下昌之助 :

末梢血管幹細胞を用いた細胞治療
透析血管 Forum2009（つくば）7月 2日 , 2009



呼吸器外科グループ（2009年）

164

呼吸器外科グループ（2009 年）

原　著
No.1 Nakamura R, Kurishima K, Kobayashi N, Ishikawa S, Goto Y, Sakai M, Ishikawa H, Satoh H, 

Hizawa N, Sato Y:

Postoperative follow-up for patients with non-small cell lung cancer. 

Onkologie 33 (1-2): 14-8, 1月 , 2009

No.2 Wang Y, Iguchi K, Ito H, Ookawa K, Kobayashi N, Nakamura R, Goto Y, Sakai M, Ishikawa S, 

Onizuka M: 

Blood flow velocity is reduced in a tumor micro-dissemination in the visceral pleura in 

anesthetized open-chest rat lung. 

In Vivo 23 (2): 291-5, 3-4月 , 2009

No.3 小林尚寛 , 酒井光昭 , 後藤行延 , 石川成美 , 鬼塚正孝 : 

嗄声で発症した縦隔気管支原性嚢胞の 1例
日本呼吸器外科学会雑誌 23 (4): 666-669, 5月 , 2009

No.4 伊藤博道 , 淀縄　聡 , 後藤行延 , 吉田　進 : 

腹腔鏡下胃固定術を施行した成人胃軸念症の 1例
日本内視鏡外科学会雑誌 14 (3): 329-333, 6月 , 2009

No.5 小林尚寛 , 後藤行延 , 中村亮太 , 鬼塚正孝 , 佐藤浩昭 , 野口雅之 : 

サルコイドーシス合併 IA期肺腺癌の 1例
肺癌 49 (4): 450-455, 8月 , 2009

No.6 Nakamura R, Ishikawa S, Sakai M, Goto Y, Minami Y: 

Increased Fluorodeoxyglucose-Uptake in Positron Emission Tomography with an Endobronchial 

Schwannoma Occluding the Left Main Stem Bronchus. 

 J Thorac Oncol 4 (9): 1183-1184, 9月 , 2009

No.7 Naito T, Ozawa Y, Tomoyasu M, Inagaki M, Fukue M, Goto Y, Sakai M, Yamamoto T, Ishikawa S, 

Onizuka M: 

Bronchovascular cuff formation and lung lymph flow in edema formation of anesthetized sheep. 

Lymphology 42 (3): 112-22, 9月 , 2009

著　書
No.1 佐藤幸夫 :

呼吸ケアのための画像診断
呼吸ケア vol7 (12): 31-33, 12月 , 2009

学会発表
No.1 石川成美 , 中村亮太 , 小林敬祐 , 小林尚寛 , 後藤行延 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 榊原　謙 ,  

南　優子 , 野口雅之 , 高部和彦 , 小貫琢哉 , 稲垣雅春 : 

内視鏡的早期癌治療後に出現した末梢肺原発扁平上皮癌の 1例
第 27回茨城早期肺癌研究会（つくば）3月 7日 , 2009
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No.2 稲垣勇紀 , 後藤行延 , 小林敬祐 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 石川成美 , 鬼塚正孝 , 南　優子 , 

野口雅之 : 

膜性腎症を合併した腺扁平上皮癌の 1例
第 4回茨城進行肺癌研究会（つくば）3月 7日 , 2009

No.3 後藤行延 , 小林敬祐 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 石川成美 , 鬼塚正孝 : 

80歳以上高齢者原発性肺癌に対する手術治療の検討
第 26回日本呼吸器外科学会総会（北九州）5月 14日 , 2009

No.4 小林尚寛 , 酒井光昭 , 小林敬祐 , 中村亮太 , 後藤行延 , 石川成美 , 鬼塚正孝 : 

肺癌術後に新たに発症する心房細動についての検討
第 26回日本呼吸器外科学会総会（北九州）5月 14日 , 2009

No.5 小林敬祐 , 後藤行延 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 石川成美 , 鬼塚正孝 :

原発性肺癌手術例における開胸時胸腔内洗浄細胞診の臨床病理学的検討
第 26回日本呼吸器外科学会総会（北九州）5月 14日 , 2009

No.6 中村亮太 , 後藤行延 , 小林敬祐 , 小林尚寛 , 酒井光昭 , 石川成美 , 鬼塚正孝 :

p-stage I期非小細胞肺癌切除例の予後因子に関する検討
第 26回日本呼吸器外科学会総会（北九州）5月 14日 , 2009

No.7 酒井光昭 , 小貫琢哉 , 小林尚寛 , 小林敬祐 , 中村亮太 , 後藤行延 , 稲垣雅春 , 石川成美 , 鬼塚正孝 , 

南　優子 : 

胸腺癌の臨床病理的特徴と治療戦略
第 26回日本呼吸器外科学会総会（北九州）5月 15日 , 2009

No.8 佐藤幸夫 , 山本真一 , 遠藤哲也 , 手塚康裕 , 金井義彦 , 大谷真一 , 手塚憲志 , 長谷川剛 , 遠藤俊輔 : 

胸腔鏡下特殊光観察による胸膜病変の質的診断：Narrow Band Imagingによる胸膜浸潤・
播種・胸膜中皮腫の評価

第 26回日本呼吸器外科学会総会（北九州）5月 15日 , 2009

No.9 小林尚寛 , 石川成美 , 小林敬祐 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 榊原　謙 , 南　優子 , 

野口雅之 : 

広範な胸壁浸潤を呈した G-CSF産生肺多形癌の 1例
第 150回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）6月 6日 , 2009

No.10 酒井光昭 , 中村亮太 , 小林尚寛 , 小林敬祐 , 後藤行延 , 石川成美 , 鬼塚正孝 , 榊原　謙 : 

転移性肺腫瘍に対する右 S9a+S10切除術の 1例
第 150回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）6月 6日 , 2009

No.11 後藤行延 , 小林敬祐 , 酒井光昭 , 石川成美 , 鬼塚正孝 , 深沢政勝 , 南　優子 , 森下由紀雄 ,  

野口雅之 :

肺癌手術例における開胸時胸腔洗浄細胞診疑陽性例の検討
第 50回日本臨床細胞学会総会（春期大会）（東京）6月 28日 , 2009

No.12 島正太郎 , 小林尚寛 , 酒井光昭 , 岩崎健一 , 加藤昭紀 , 中村亮太 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

食道癌放射線化学療法後の気管食道瘻に対して気管気管支ステントを留置した 1例
第 221回茨城外科学会（つくば）7月 4日 , 2009
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No.13 岩崎健一 , 酒井光昭 , 加藤昭紀 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

左房浸潤を伴う原発不明縦隔肺門リンパ節癌に対して EBUS-TBNAを施行した 1例
第 129回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会（横浜）7月 11日 , 2009

No.14 加藤昭紀 , 酒井光昭 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

間質性肺炎の緊急増悪時に発見された中枢型扁平上皮癌に対する陽子線治療の 1例
第 5回茨城進行肺癌研究会（つくば）7月 18日 , 2009

No.15 加藤昭紀 , 後藤行延 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

術後気管支断端瘻閉鎖にフィブリン糊とポリグリコール酸フェルト併用法が有効であった
1例

第 130回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会（東京）7月 18日 , 2009

No.16 中村亮太 , 酒井光昭 , 加藤昭紀 , 小林尚寛 , 後藤行延 , 石川成美 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 : 

重症筋無力症に対する拡大胸腺摘除における術後クリーゼの検討
第 62回日本胸部外科学会定期学術集会（横浜）10月 13日 , 2009

No.17 酒井光昭 , 後藤行延 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 加藤昭紀 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

肺エアリーク量を定量化できる非侵襲的肺瘻モニタリングシステムの開発
第 62回日本胸部外科学会定期学術集会（横浜）10月 13日 , 2009

No.18 佐藤幸夫 , 加藤昭紀 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 後藤行延 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 : 

肺動静脈分離 3DCTによる virtual imagingを利用した胸腔鏡下区域切除術
第 62回日本胸部外科学会定期学術集会（横浜）10月 14日 , 2009

No.19 石井美由紀 , 南　優子 , 深沢政勝 , 藤原広美 , 後藤行延 , 杉田真太朗 , 森下由紀雄 , 野口雅之 : 

胸膜肥厚を伴う胸水検体においてセルブロック法が診断に有用であった 2例
第 48回日本臨床細胞学会総会（秋期大会）（福岡）10月 30日 , 2009

No.20 小林敬祐 , 後藤行延 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 , 下條信威 , 関　義元 , 

水谷太郎 : 

鋭的頸部気管損傷（不完全断裂）の 1例
第 37回日本救急医学会総会・学術集会（岩手）10月 31日 , 2009

No.21 後藤行延 , 加藤昭紀 , 三富樹郷 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 : 

術後誤嚥を契機に ARDSに至り失った高齢者肺癌症例の検討
第 151回日本胸部外科学会関東甲信越地方会（東京）11月 7日 , 2009

No.22 後藤行延 , 加藤昭紀 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 : 

80歳以上（超高齢者）原発性肺癌に対する手術治療の意義
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 12日 , 2009

No.23 佐藤幸夫 , 松原大祐 , 後藤行延 , 酒井光昭 , 中村亮太 , 小林尚寛 , 加藤昭紀 , 鬼塚正孝 : 

胸腔鏡下狭帯域光（NBI：観察 Narrow Band Imaging）による肺癌胸膜浸潤の術中診断
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.24 酒井光昭 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 加藤昭紀 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

臨床病期Ⅰ期小細胞肺癌に対する手術治療戦略
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 13日 , 2009
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No.25 加藤昭紀 , 酒井光昭 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 , 南　優子 , 野口雅之 :

当科のⅠ期非小細胞肺癌切除例における臨床病理学的予後因子の解析
第 50回日本肺癌学会総会（東京） 11月 13日 , 2009

No.26 中村亮太 , 後藤行延 , 加藤昭紀 , 小林尚寛 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 , 南　優子 , 野口雅之 :

新病期分類における T因子の検討
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.27 小林尚寛 , 酒井光昭 , 加藤昭紀 , 中村亮太 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 , 南　優子 , 野口雅之 :

術後 1年以内に死亡した肺多形癌の臨床病理学的検討
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 13日 , 2009

No.28 小野健太郎 , 後藤行延 , 中村亮太 , 下村　治 , 小林尚寛 , 加藤昭紀 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 ,  
佐藤幸夫 , 南　優子 , 野口雅之 :

脳神経症状で発見され、肺縦隔原発が疑われたカルチノイドの 1例
第 156回日本肺癌学会関東支部会（東京）12月 12日 , 2009

No.29 下村　治 , 酒井光昭 , 加藤昭紀 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 後藤行延 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸夫 :

リンパ節郭清による気管支の虚血が原因と考えられた術後肺炎の 1例
第 131回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会（東京）12月 , 2009

講　演
No.1 酒井光昭 :

ゲフィチニブ・スーパー・レスポンダーの耐性獲得後治療としてエルロチニブを使用した
症例

茨城分子標的治療講演会（つくば）1月 31日 , 2009

その他
教育セミナー講演
No.1 佐藤幸夫 : 

胸腔鏡手術における私の工夫
第 20回呼吸器外科胸腔鏡セミナー（富士宮）7月 11日 , 2009

No.2 Onizuka M:

Experimental study on pulmonary metastasis.

Symposium on lung cancer at Jilin University（招待講演） 
中華人民共和国（吉林省・長春）9月 8日 , 2009

No.3 佐藤幸夫 : 

安全な胸腔鏡下手技のために
第 21回呼吸器外科胸腔鏡セミナー（須賀川）10月 24日 , 2009

No.4 佐藤幸夫 : 

肺癌に対する胸腔鏡手術
第 64回ひたちなか胸部疾患カンファレンス（ひたちなか）10月 30日 , 2009
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No.5 佐藤幸夫 : 

肺癌治療の現況
第 4回つくば病院薬剤師がんセミナー（つくば）11月 20日 , 2009

No.6 佐藤幸夫 : 

肺癌の手術について
県南肺癌市民セミナー（つくば）12月 13日 , 2009
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小児外科グループ（2009 年）

原　著
No.1 Monclair T, Brodeur GM, Ambros H, Brisse H, Cecchetto G, Holmes K, Kaneko M, Matthay KK, 

Nuchtern JG, von Schweinitz D, Cohn SL, Pearson A, for the INRG Working Group: 

The International Neuroblastoma Risk Group (INRG) Staging System.

J Clin Oncol 27 (2): 298-303, 2009

No.2 Kaneko M, Kaneko S, Suzuki K: 

Prolonged Low-dose Administration of the Cyclooxygenase-2 Inhibitor Celecoxib Enhances the 

Antitumor Activity of Irinotecan against Neuroblastoma Xenografts.

Cancer Science 100 (11): 2193-2201, 2009

No.3 池袋賢一 , 金子道夫 , 平井みさ子 : 

開口部レティナを用いた小児気管切開の安全性に関する検討
日本小児外科学会雑誌 45 (5): 820-824, 2009

No.4 Saihara R, Komuro H, Urita Y, Hagiwara K, Kaneko M: 

Myoblast transplantation to defecation muscles in a rat model: a possible treatment strategy for 

fecal incontinence after the repair of anorectal anomalies.

Pediatric Surgery International 25: 981-986, 2009

No.5 金子道夫 : 

初回治療後 38年後に腹部腫瘤を指摘された病期 3後腹膜原発神経芽腫の症例
日本小児外科学会雑誌　45 (7): 1065-1069, 2009

No.6 神保教広 , 楯川幸弘 , 小室広昭 , 瓜田泰久 , 工藤寿美 , 堀　哲夫 , 金子道夫 , 菅野雅人 , 長田道夫 : 

胎児期に発症したと考えられる原発性閉塞性巨大尿管の 1症例
日本小児泌尿器科学会雑誌 18 (1): 65-67, 2009

No.7 小室広昭 : 

特集　二分脊椎への取り組み：二分脊椎の胎内治療
小児外科 41: 665-669, 2009

著　書
No.1 金子道夫 : 

乳児・小児の食道疾患、先天性横隔膜ヘルニア、blue rubber bleb nevus syndrome

「今日の消化器疾患治療指針第 3版」　幕内雅敏 , 菅野健太郎 , 工藤正俊編集 

pp286-287, 医学書院（東京）2009

No.2 楯川幸弘 , 金子道夫 : 

消化管症候群（下）－その他の消化管疾患を含めて－虫垂周囲膿瘍
日本臨牀　2009年別冊

No.3 工藤寿美 , 金子道夫 : 

肥厚性幽門狭窄症
臨床医のための画像医学教室　甲田英一 , 伊川廣道 , 山下直哉編著 

pp132-136, 医療科学社（東京）2009
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学会発表
No.1 金子道夫 , 福島　敬 , 宮園弥生 , 高橋美穂 : 

新生児巨大腎腫瘍、診断・治療方針に示唆に富む 1例
平成 20年度　日本ウィルムス腫瘍スタディ研究会（東京）1月 , 2009

No.2 金子道夫 : 

小児領域の各種協議会の果たす役割と今後の活動の仕方
第 4回日本小児医療政策研究会（東京）1月 , 2009

No.3 楯川幸弘 , 堀　哲夫 , 坂元直哉 , 神保教広 , 星野論子 , 藤代　準 , 瓜田泰久 , 工藤寿美 , 小室広昭 , 

金子道夫 : 

難治性誤嚥性肺炎に対して声門閉鎖術を施行した 1例
第 91回日本小児科学会茨城地方会（つくば）2月 , 2009

No.4 坂元直哉 , 工藤寿美 , 星野論子 , 楯川幸弘 , 小室広昭 , 瓜田泰久 , 藤代　準 , 金子道夫 : 

Pseudo-human tail（Caudal appendage）の 1例
茨城外科学会（水戸）3月 , 2009

No.5 藤代　準 , 金子道夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 瓜田泰久 , 工藤寿美 , 星野論子 , 坂元直哉 : 

診断に難渋した膵嚢胞性疾患の 1例
第 23回関東小児外科症例検討会（東京）3月 , 2009

No.6 楯川幸弘 , 筏　義人 , 小室広昭 , 金子道夫 : 

生体吸収材料を用いた気管欠損部の実験的修復
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.7 Kaneko M, Fujishiro J, Komuro H, Hoshino N, Sakamoto N, Jinbo T, Hori T: 

Ruptured large pancreatic duct cyst associated with malformation of the pancreatic tail.

The 42nd Annual Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons 

(Hong Kong) 5月 , 2009

No.8 Komuro H, Saihara R, Hagiwara K, Urita Y, Kaneko M: 

Myoblast transplantation to defecation muscles in rats: A possible treatment strategy for fecal 

incontinence after the repair of anorectal anomalies.

The 42nd Annual Meeting of the Pacific Association of Pediatric Surgeons 

(Hong Kong) 5月 , 2009（新型インフルエンザ流行のためキャンセル）
No.9 Fujishiro J, Wei L, Schaefer N, Doorschodt B, Kobayashi E, Tolba RH: 

Improved microcirculation after liver transplantation with polysol, a novel preservation solution.

ESSR2009 (Nimes, France) 5月 , 2009

No.10 楯川幸弘 , 筏　義人 , 金子道夫 : 

b-FGFを浸みこませたゼラチンスポンジシートを用いた気管欠損部の実験的修復
第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.11 楯川幸弘 , 堀　哲夫 , 星野論子 , 工藤寿美 , 瓜田泰久 , 小室広昭 , 金子道夫 : 

腕頭動脈圧迫により気管軟化症を呈した 4症例に対する手術戦略
第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009
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No.12 藤代　準 , Shaefer N, Tolba RH: 

新規臓器保存液 Polysolはラット肝移植後のグラフト内微小循環を改善する
第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.13 星野論子 , 瓜田泰久 , 堀　哲夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 工藤寿美 , 藤代　準 , 神保教宏 , 坂元直哉 , 

金子道夫 : 

Wound retractor を用いた腹壁破裂 6例の治療経験
第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.14 金子節子 , 鈴木健之 , 金子道夫 : 

COX-2　阻害剤 celecoxibはヒト神経芽腫移植ヌードマウス腫瘍に対する CPT-11の抗腫瘍
効果を増強する

第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.15 瓜田泰久 , 堀　哲夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 工藤寿美 , 藤代　準 , 星野論子 , 金子道夫 : 

重複子宮を伴わない重複腟・片腟閉鎖、片側腎無形成の 1例
第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.16 堀　哲夫 , 金子道夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 瓜田泰久 , 工藤寿美 , 藤代　準 , 星野論子 , 神保教宏 , 

坂元直哉 , 大河内信弘 , 福永　潔 , 工藤豊一郎 , 須磨崎亮 : 

小児肝移植における小児外科医の関与
－術前術後に必要な小児外科的手技について－

第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.17 小室広昭 , 才原良子 , 萩原幸輝 , 瓜田泰久 , 金子道夫 : 

筋由来の幹細胞を用いた排便筋の再生
－鎖肛術後の排便機能の改善に向けて－

第 46回日本小児外科学会（大阪）6月 , 2009

No.18 楯川幸弘 , 堀　哲夫 , 坂元直哉 , 星野論子 , 藤代　準 , 瓜田泰久 , 小室広昭 , 金子道夫 : 

難治性誤嚥性肺炎に対し、声門閉鎖術を施行した 2例について
第 104回東京小児外科研究会（東京）6月 , 2009

No.19 坂元直哉 , 星野論子 , 楯川幸弘 , 藤代　準 , 瓜田泰久 , 小室広昭 , 杉田真太郎 , 野口雅之 ,  

金子道夫 : 

悪性リンパ腫が先進病変となった腸重積の 1例
第 221回茨城外科学会（つくば）7月 , 2009

No.20 神保教広 , 小室広昭 : 

当院における先天性肺嚢胞性疾患の周産期・新生児期の画像診断における検討。
第 45回日本周産期・新生児医学会学術集会（名古屋）7月 , 2009

No.21 Komuro H, Saihara R, Hagiwara K, Urita Y, Kaneko M: 

Myoblast transplantation to defecation muscles in rats:

A possible treatment strategy for fecal incontinence after the repair of anorectal anomalies. 

2nd TERMIS World Congress (Seoul) 9月 , 2009

No.22 坂元直哉 , 星野論子 , 藤代　準 , 瓜田泰久 , 楯川幸弘 , 小室広昭 , 金子道夫 , 坂下信悟 , 野口雅之 : 

臀部 lipoblastoma の 1例
第 44回小児外科学会関東甲信越地方会（宇都宮）10月 , 2009
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No.23 星野論子 , 楯川幸弘 , 金子道夫 , 小室広昭 , 藤代　準 , 瓜田泰久 , 坂元直哉 : 

I-123-MIBG陽性となった ganglioneuromaの 1例
第 44回日本小児外科学会関東甲信越地方会（宇都宮）10月 , 2009

No.24 藤代　準 , 堀　哲夫 , 金子道夫 , 中尾朋平 , 福島　敬 , 須磨崎亮 : 

生体部分肝移植後 5年で発症した移植後リンパ増殖性疾患（PTLD）の一小児例
第 7回北関東甲信越肝移植談話会（東京）10月 , 2009

No.25 瓜田泰久 , 小室広昭 , 金子道夫 , 楯川幸弘 , 藤代　準 , 星野論子 , 坂元直哉 : 

小児総胆管結石症の 1例
第 222回茨城外科学会（水戸）10月 , 2009

No.26 藤代　準 , 堀　哲夫 , 金子道夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 瓜田泰久 , 星野論子 , 坂元直哉 ,  

工藤豊一郎 , 須磨崎亮 : 

当科における胆道閉鎖症手術症例の検討
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.27 日高大介 , 西村一記 , 中尾　厚 , 齋藤　誠 , 宮園弥生 , 榎園　崇 , 田中竜太 , 大戸達之 , 須磨崎亮 , 

井原　哲 , 楯川幸弘 , 金子道夫 , 小畠真奈 , 濱田洋実 : 

当院における胎児の脳室拡大の症例の検討
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.28 小室広昭 , 星野論子 , 楯川幸弘 , 瓜田泰久 , 藤代　準 , 坂元直哉 , 金子道夫 : 

多発腸閉鎖の発生における臍帯・胎盤異常の関与についての検討
第 7回日本胎児治療学会（岐阜）11月 , 2009

No.29 中尾朋平 , 福島　敬 , 梶川大悟 , 福島紘子 , 工藤寿子 , 工藤豊一郎 , 藤代　準 , 掘　哲夫 ,  

金子道夫 , 須磨崎亮 : 

生体部分肝移植後 5年で発症した EBウイルス関連リンパ増殖性疾患の 1例
第 25回日本小児がん学会（千葉 , 浦安）11月 , 2009

No.30 金子道夫 : 

我が国における進行神経芽腫の治療
第 25回日本小児がん学会 Presidential Symposium（千葉 , 浦安）11月 , 2009

No.31 金子道夫 , 工藤寿美 , 瓜田泰久 , 星野論子 , 坂元直哉 , 大原　潔 , 櫻井英幸 : 

骨盤内腫瘍に対するより良い放射線治療を目指して
－ティッシューエクスパンダーによる腹腔内臓器排除法－

第 25回日本小児がん学会（千葉 , 浦安）11月 , 2009

No.32 大城佳子 , 福島　敬 , 菅原信二 , 中尾朋平 , 奥村敏之 , 水本斉志 , 盛武　敬 , 橋本孝之 , 金子道夫 , 

櫻井英幸 : 

小児悪性腫瘍に対する陽子線治療の経験
第 25回日本小児がん学会（千葉 , 浦安）11月 , 2009

No.33 金子節子 , 金子道夫 : 

神経芽腫移植腫瘍に対する celecoxibと CPT-11の併用による抗腫瘍作用増強とアポトーシ
ス関連タンパク発現

第 25回日本小児がん学会（千葉 , 浦安）11月 , 2009
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No.34 福島紘子 , 工藤豊一郎 , 高橋実穂 , 石踊　巧 , 吉見　愛 , 中尾朋平 , 椎貝真成 , 森　健作 ,  

稲留征典 , 野口雅之 , 金子道夫 , 須磨崎亮 : 

高心拍出性心不全を伴った肝多発血管腫に対し薬物療法および肝動脈塞栓術を行い改善し
た一乳児例

第 25回日本小児がん学会（千葉 , 浦安）11月 , 2009

No.35 竹内秀輔 , 福島　敬 , 篠原宏行 , 岩渕　敦 , 中尾朋平 , 中島玲子 , 工藤寿子 , 稲留征典 , 佐藤豊美 , 

金子道夫 , 須磨崎亮 : 

化学療法抵抗性の卵巣小細胞癌に対して拡大手術、自家末梢血幹細胞移植を施行した 1例
第 25回日本小児がん学会（千葉 , 浦安）11月 , 2009

その他
No.1 金子道夫 : 

会長講演：小児がんとともに 30年
日本小児外科学会雑誌 45 (1): 3-15, 2009

No.2 金子道夫 : 

臨床医学の展望 2008－診断及び治療上の進歩　小児外科
日本医事新報 4427: 76-81, 2009

No.3 金子道夫 : 

小児外科疾患術後患者の長期予後－成人期における諸問題－ 7．小児悪性固形腫瘍
日本外科学会誌 110 (4): 203-206, 2009
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原　著
No.1 Ikeda O, Ozaki M, Murata S, Matsuo R, Nakano Y, Watanabe M, Hisakura K, Myronovych A, 

Kawasaki T, Kohno K, Ohkohchi N: 

Autonomic regulation of liver regeneration after partial hepatectomy on mice

Journal of Surgical Research 152: 218-223, 2009

No.2 Nakano Y, Kondo T, Matsuo R, Murata S, Fukunaga K, Ohkohchi N: 

Prevention of leukocyte activation by the neutrophil elastase inhibitor, sivelestat, in the hepatic 

microcirculation after ischemia-reperfusion

Journal of Surgical Research 155: 311-317, 2009

No.3 Takahashi K, Sasaki R, Kondo T, Oda T, Murata S, Ohkohchi N: 

Preoperative 3D volumetric analysis for liver congestion applied in a patient with hilar 

cholangiocarcinoma

Langenbecks Arch Surg, 2009

No.4 Koike N, Cho A, Nasu K, Seto K, Nagaya S, Ohshima Y, Ohkohchi N: 

Role of diffusion-weighted magnetic resonance imaging in the differential diagnosis of focal 

hepatic lesions

World Journal of Gastroenterol 15 (46): 5805-5812, 2009

No.5 Chiba M, Kiyozawa H, Hiraiwa N, Ohkohchi N, Yasue H: 

Existence of Pink1 antisense RNAs in mouse and their localization

Cytogenetic and Genome Research 126: 259-270, 2009

総説その他
No.1 大河内信弘 : 

卒後外科教育と専門医制度　1．特集によせて
日外会誌 110 (3): 114, 2009

No.2 大河内信弘 : 

TARAプロジェクト訪問　―インタビュ―肝不全に対する治療法の開発
TARA NEWS 38: 13-21, 2009

No.3 大河内信弘 : 

凍結乾燥血小板を用いた肝再生促進治療の開発
産学リエゾン共同研究センター年報 平成 20年度 : 67-77, 2009

No.4 大河内信弘 : 

機能性（アンチセンス）RNAの発現プロファイリング 解゙析を用いた診断法の開発
産学リエゾン共同研究センター年報　平成 20年度 : 237-240, 2009

No.5 佐々木亮孝 , 高原武志 , 新田浩幸 , 若林　剛 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大河内信弘 : 

肝門部胆管癌に対する“胆管分離限界点”を意識した 3-D integrated CTと 3次元画像解析
ソフトを用いた精緻な術前診断

第 94回日本消化器病学会総会記念誌 : 104-109, 2009
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No.6 佐々木亮孝 , 若林　剛 , 小田竜也 , 村田聡一郎 , 大河内信弘 : 

リンパ節転移からみた胆嚢癌に対する膵頭十二指腸切除術の意義
臨床外科 64 (8): 1101-1106, 2009

No.7 寺島秀夫 : 

疾患・病態別栄養管理の実際　呼吸・循環系の疾患　3.周術期（後天性）
NSTのための臨床栄養ブックレット 4: 60-67, 2009

No.8 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 大河内信弘 : 

蛋白代謝を考慮した栄養療法 ―侵襲下における栄養療法の宿命的限界と効果―
臨床栄養 114 (6): 602-609, 2009

No.9 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 大河内信弘 : 

中心静脈栄養法を最適化する血糖管理
－特に Tight Glycemic Control（TGC）に関する最新の見解－

栄養　評価と治療 26 (4): 315-323, 2009

No.10 寺島秀夫 , 只野惣介 , 大河内信弘 : 

周術期を含め侵襲下におけるエネルギー投与に関する理論的考え方
～既存のエネルギー投与量算定法からの脱却

静脈経腸栄養 24 (5): 1027-1043, 2009

No.11 近藤　匡 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

胆道バイパス術
胆・膵外科標準手術 4: 58-71, 2009

No.12 村田聡一郎 : 

血小板による肝硬変治療法の研究
上原記念生命科学財団研究報告集 23: 177, 2009

No.13 安部井誠人 , 福田邦明 , 正田純一 , 小田竜也 , 大河内信弘 , 田中直見 , 兵頭一之介 : 

自己免疫関連性胆管炎の治療選択における UDCA/ステロイド反応性の意義
胆と膵 30 (10): 1301-1306, 2009

学会発表
No.1 米山　智 , 福永　潔 , 高橋一広 , 大原佑介 , 石井美帆 , 永井健太郎 , 丸山岳人 , 田野井智倫 ,  

黒川友博 , 大城幸雄 , 近藤　匡 , 小田竜也 , 稲川　智 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 寺島秀夫 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

集学的治療により無再発生存中の多発肝細胞癌の一例
第 31回茨城県消化器病懇話会（つくば）1月 , 2009

No.2 永井健太郎 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 田野井智倫 , 黒川友博 , 丸山岳人 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

高度リンパ節転移胃癌に対し、術前 TS-1/CDDP療法後に切除を施行しえた 1例
第 22回関越 DIF研究会（東京）2月 , 2009

No.3 小田竜也 , 大河内信弘 : 

手術、放射線療法、化学療法及び免疫療法の組み合わせによる新たな治療法の研究
第 18回茨城がん学会（水戸）2月 , 2009
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No.4 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 山本雅由 , 大河内信弘 : 

重大合併症ゼロに近接する胸部食道癌再建術式―高位胸腔内食道胃吻合術の工夫―
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.5 只野惣介 , 寺島秀夫 , 福沢淳也 , 山口龍志郎 , 大河内信弘 : 

高度侵襲下における過剰栄養投与と続発する高血糖が消化管吻合部に及ぼす影響
－ラット CLPモデルにおける検討－

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.6 福永　潔 , 小田竜也 , 山本雅由 , 柳澤和彦 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 稲川　智 , 寺島秀夫 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

大腸癌遠隔転移に対する外科的切除の有効性
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.7 近藤　匡 , 佐々木亮孝 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大城幸雄 , 稲川　智 , 大河内信弘 : 

安全な腹腔鏡下胆嚢摘出術を目指した 3D術中ナビゲーションシステムの有用性
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.8 大和田洋平 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 高橋一広 , 田野井智倫 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

腹壁瘢痕ヘルニア手術における 3D-CTによる術前計画の有用性
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.9 佐々木亮孝 , 武田雄一郎 , 高原武志 , 若林　剛 , 近藤　匡 , 大河内信弘 : 

胆管癌切除例における UICC-TNM stagingと胆道癌取扱い規約による stagingの比較検討
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.10 村田聡一郎 , 中野順隆 , 渡辺基信 : 

血小板を用いた肝硬変に対する再生治療の開発 : 基礎と臨床の橋渡し研究
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.11 大城幸雄 , 田野井智倫 , 高橋一広 , 米山　智 , 永井健太郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 福永　潔 ,  

近藤　匡 , 山本雅由 , 寺島秀夫 , 小田竜也 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

腹膜播種転移による穿孔性腹膜炎の検討
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.12 田村孝史 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 大河内信弘 : 

胃切除後早期経口摂取の検討
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.13 朴　秀吉 , 近藤　匡 , 中野順隆 , 福永　潔 , 大河内信弘 : 

好中球エラスターゼ阻害剤による肝虚血再灌流障害防止における血小板動態の解明
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.14 高野恵輔 , 千葉　満 , 朴　秀吉 , 村田聡一郎 , 鏡　良弘 , 安江　博 , 大河内信弘 : 

センス /アンチセンスカスタムマイクロアレイを用いた大腸癌における転写産物の解析
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.15 高木美那子 , 小田竜也 , 山田圭一 , 橋本真治 , 村田聡一郎 , 大河内信弘 : 

リゾビストにおける電磁誘導焼灼治療と免疫反応を組み合わせた多発がん結節治療の試み
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009
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No.16 小田竜也 , 山田圭一 , 橋本真治 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

幽門輪非温存 , 垂直胃－腸吻合による PD後の胃内容排出遅延の改善
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.17 池田　治 , 大根田修 , 村田聡一郎 , 久倉勝治 , 川崎卓也 , 高野恵輔 , 朴　秀吉 , 大河内信弘 : 

マウス肝線維化モデルにおける EPCとMSCによる線維化抑制効果の比較検討
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.18 小林昭彦 , 青木一教 , 大河内信弘 : 

Homeostatic Proliferationを利用した、固形がんに対する新しい免疫遺伝子治療
第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.19 Murata S, Ohkohchi N, Watanabe M, Nakano Y, Myronovych A, Fukunaga K: 

New therapy for promotion of regeneration and resolution of fibrosis in the liver by platelets: 

basic research to clinical trial

第 36回日本臓器保存生物医学会定期学術集会（岡山）4月 , 2009

No.20 千葉　満 , 村田聡一郎 , アンドリーミロノビッチ , 高野恵輔 , 朴　秀吉 , 安江　博 , 大河内信弘 : 

肝再生に関与する新規遺伝子とアンチセンス RNAの網羅的解析
第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.21 川崎卓也 , 村田聡一郎 , 柴崎佑樹 , 池田直哉 , アンドリーミロノビッチ , 久倉勝治 , 大河内信弘 : 

血小板は肝類洞内皮細胞を活性化し肝細胞を増殖させる
第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.22 池田直哉 , 村田聡一郎 , 柴崎佑樹 , アンドリーミロノビッチ , 川崎卓也 , 久倉勝治 , 小林直哉 , 

大河内信弘 : 

血小板は肝星細胞のα SMA発現を抑制する
第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.23 朴　秀吉 , 近藤　匡 , 中野順隆 , 池田直哉 , 川崎卓也 , 久倉勝治 , アンドリーミロノビッチ ,  

村田聡一郎 , 福永　潔 , 大河内信弘 : 

好中球エラスターゼ阻害剤投与による虚血再灌流後の肝における血小板動態の解析
第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.24 Yamada K, Oda T, Hashimoto S, Takagi M, Ohkohchi N, Ikeda H, Yanagihara H, Kita E, Tasaki A, 

Takagi T, Kanamori T: 

The physical requirement for induction heating cancer therapy using magnetic nanoparticles

25th Annual Meeting of the European Society for Hyperthermic Oncology 

(Verona, Italy) 6月 , 2009

No.25 Yoneyama S, Fukunaga K, Kondo T, Oda T, Sasaki R, Ohkohchi N:

A case of multiple hepatocellular carcinoma disease free survival who received multimodality 

therapy

International Kobe Liver Symposium on HCC with a JSH-ILCA Joint Scientific Session 

(Kobe, Japan) 6月 , 2009
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No.26 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 近藤　匡 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 福永　潔 , 小田竜也 , 山本雅由 ,  

寺島秀夫 , 大河内信弘 : 

胆管癌切除例における予後規定因子の検討 

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.27 福永　潔 , 小田竜也 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

当科における肝臓外科教育体制の現状
第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.28 小池直人 , 趙　明浩 , 有田誠司 , 大島祐二 , 武内俊章 , 廣橋健太郎 , 川島太一 , 田中　元 ,  

河上牧夫 , 大河内信弘 : 

胃静脈グラフトを用い門脈再建を専攻させた肝門部胆管癌に対する拡大肝右葉切除術
第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.29 大河内信弘 : 

血小板による難治性肝疾患治療法開発のためのプロジェクト X

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.30 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 小田竜也 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 大城幸雄 , 大河内信弘 : 

膵分節切除と膵空腸粘膜吻合、肝円索大網フラップの手技
第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.31 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 田野井智倫 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大河内信弘 : 

肝シミュレーションソフトにより残肝うっ血領域を考慮し切除した肝門部胆管癌の 1例
第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.32 山口龍志郎 , 寺島秀夫 , 只野惣介 , 森下由紀雄 , 大河内信弘 : 

乳癌治療後の放射線誘発胸部食道癌の 2例
第 63回日本食道学会学術集会（横浜）6月 , 2009

No.33 只野惣介 , 寺島秀夫 , 山口龍志郎 , 米山　智 , 大河内信弘 : 

炎症反応促進作用としての Glucose Toxicity に関する病態別検討
－腹膜炎離脱後と腹膜炎持続状態の相違について－

日本外科代謝栄養学会栄養学会第 46回学術集会（東京）7月 , 2009

No.34 小崎浩一 , 笠原群生 , 重田孝信 , 湯沢賢治 , 宮本良一 , 大和田雅美 , 大谷明夫 , 福永　潔 ,  

大河内信弘 , 上本伸二 : 

成人生体肝移植後に発症した空洞形成病変を認めたメチシリン耐性ブドウ球菌（MRSA）
肺炎の 1例

第 24回日本肝移植研究会（静岡）7月 , 2009

No.35 野渡剛之 , 丸山常彦 , 田中潤一郎 , 三島英行 , 清松知充 , 酒向晃弘 , 上田和光 , 奥村　稔 ,  

大河内信弘 : 

手術を施行した高齢者消化管穿孔性腹膜炎症例の検討
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.36 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 福沢淳也 , 松尾亮太 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 大河内信弘 : 

上部消化管吻合術後の早期経口摂取は術後の回復を加速化する
－理論的根拠とアウトカム－

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009
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No.37 村田聡一郎 , 渡辺基信 , 久倉勝治 , アンドリーミロノビッチ , 福永　潔 , 齋藤敏之 , 安江　博 , 

大河内信弘 : 

脾摘による慢性肝炎モデルの肝線維化抑制効果と過大肝切除モデルの肝障害抑制効果の検
討

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.38 渡辺基信 , 石橋　敦 , 渡邊宗章 , 前田正光 , 津久井一 , 三井清文 , 大河内信弘 : 

術前診断し得た急性胆嚢炎を併発した左傍十二指腸ヘルニアの 1例
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.39 山口龍志郎 , 寺島秀夫 , 只野惣介 , 久倉勝治 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 大河内信弘 : 

痩孔形成の観点からみた気道浸潤 cT4胸部食道癌の問題と課題
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.40 米山　智 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 , 野口雅之 : 

胃体上部に発生し、悪性腫瘍との鑑別に苦慮した胃異所性膵の一例
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.41 丸山岳人 , 柳澤和彦 , 寺島秀夫 , 稲川　智 , 山本雅由 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 , 菅野雅人 ,  

長田道夫 , 野口雅之 : 

幽門輪温存噴門側胃亜全摘術後に残胃癌を発症した 1例
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.42 大島祐二 , 小池直人 , 武内俊章 , 川島太一 , 広橋健太郎 , 有田誠司 , 田中　元 , 大河内信弘 : 

双孔式人工肛門脱を自動縫合器を用いた局所治療にて修復しえた一例
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.43 橋本真治 , 小田竜也 , 山田圭一 , 福永　潔 , 近藤　匡 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

膵癌術後補助化学療法中、後の単発肺転移切除症例（3例）の検証
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.44 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 大城幸雄 , 福永　潔 , 近藤　匡 , 小田竜也 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

高度進行胃癌に対する姑息的手術の検討
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.45 榎本剛史 , 山本雅由 , 植田貴徳 , 石黒愼吾 , 足立信也 , 石川詔雄 , 大河内信弘 : 

消化器外科術後 SSIの検討
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.46 山本雅由 , 柳澤和彦 , 大河内信弘 : 

Miles手術後の骨盤死腔炎の予防対策について
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.47 黒川友博 , 山本雅由 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 大河内信弘 : 

手術時に壊死性筋膜炎を合併した潰瘍性大腸炎の 1例
第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009
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No.48 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 久倉勝治 , 小林昭彦 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 福永　潔 ,  

小田竜也 , 寺島秀夫 , 大河内信弘 : 

胆管癌切除例における lymph node ratio およびリンパ節転移個数の予後規定因子としての
意義

第 45回日本胆道学会学術集会（千葉）9月 , 2009

No.49 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 小林昭彦 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大河内信弘 : 

肝シミュレーションソフトにより残肝うっ血領域を考慮し切除した肝門部胆管癌の 1例
第 4回肝癌治療シミュレーション研究会（神戸）9月 , 2009

No.50 池田直哉 , 村田聡一郎 , 川崎卓也 , アンドリーミロノビッチ , 久倉勝治 , 大河内信弘 : 

血小板は肝星細胞活性を抑制する
第 13回日本肝臓学会大会（京都）10月 , 2009

No.51 村田聡一郎 : 

脂肪酸合成酵素阻害剤による抗腫瘍効果の検討
第 11回日本肝臓医生物学研究会（東京）10月 , 2009

No.52 大河内信弘 : 

血小板による肝硬変治療の臨床研究の経過報告
第 11回日本肝臓医生物学研究会（東京）10月 , 2009

No.53 植竹真貴子 , 谷澤伸次 , 柳澤和彦 : 

タクロリムス軟膏を用いたストーマ周囲壊疸性膿皮症のケア
第 12回東関東ストーマリハビリテーション研究会（つくば）10月 , 2009

No.54 Ikeda N, Murata S, Takahashi K, Ohshiro Y, Kawasaki T, Myronovych A, Ohkohchi N: 

Platelets keep human hepatic stellate cell in stable state by the ERK signaling pathway

International Symposium on Cellular Signaling 

～ principles and functions～（つくば）11月 , 2009

No.55 Kawasaki T, Murata S, Takahashi K, Ohshiro Y, Shibasaki Y, Ikeda N, Pak S, Myronovych A, 

Hisakura K, Kobayashi N, Ohkohchi N: 

Activation and proliferation of human liver sinusoidal endothelial cell by human platelets and 

hepatocyte

International Symposium on Cellular Signaling 

～ principles and functions～（つくば）11月 , 2009

No.56 Myronovych A, Murata S, Chiba M, Matsuo R, Ikeda O, Watanabe M, Hisakura K, Nakano Y,  

Kohno K, Kawasaki T, Hashimoto I, Shibasaki Y, Yasue H, Ohkohchi N: 

Platelets induce regenerative signaling pathways and mRNA expression in the residual liver of 

lethally hepatectomized mice

International Symposium on Cellular Signaling 

～ principles and functions～（つくば）11月 , 2009

No.57 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 米山　智 , 久倉勝治 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 ,  

大河内信弘 : 

一過性麻痺による誤嚥を回避可能にする反回神経周囲リンパ節郭清の工夫
第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 , 2009
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No.58 渡辺基信 , 近藤　匡 , 大河内信弘 , 石橋　敦 , 渡邊宗章 , 前田正光 , 三井清文 , 津久井一 : 

両側鼠径ヘルニア術後に大腿ヘルニアを発症した高齢男性の 1例
第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 , 2009

No.59 稲垣勇紀 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 村田聡一郎 , 久倉勝治 , 丸山岳人 , 佐々木亮孝 ,  

大河内信弘 : 

術前化学療法を施行した異所性膵癌の 1例
第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 , 2009

No.60 丸山岳人 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 久倉勝治 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 佐々木亮孝 ,  

大河内信弘 : 

術前 CTにて診断し得た十二指腸に脱出した進行胃癌の 1例
第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 , 2009

症例報告
No.1 大城幸雄 , 大河内信弘 , 永田千草 , 稲留征典 , 榎本剛史 , 松尾亮太 : 

終末回腸重複腸管に発生した腺癌の 1切除例
日本消化器外科学会雑誌 42 (2): 215-220, 2009

No.2 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 山本雅由 , 寺島秀夫 ,  

小田竜也 , 大河内信弘 : 

高精度肝画像解析ソフトにより右門脈裂を確認できた転移性肝癌の 1切除例
日本消化器外科学会雑誌 42 (2): 182-186, 2009

No.3 柳澤和彦 , 山本雅由 , 谷澤伸次 , 武田由美子 , 明石義正 , 大河内信弘 : 

タクロリムス軟膏が著効した壊疸性濃皮症の 1例
日本消化器外科学会雑誌 42 (1): 122-126, 2009

No.4 石井美帆 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 大河内信弘 : 

Non-rotation typeの腸回転異常症を伴った胃癌の 1例
日臨外会誌 70 (4): 1059-1064, 2009

No.5 山口龍志郎 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 石川詔雄 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

長期生存が得られた同時性肝転移を伴う穿孔性胃癌の 1例
日本臨床外科学会雑誌 70 (5): 1376-1382, 2009
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イレウスに併発した特発性縦隔気腫の 1例
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直腸印環細胞癌術後の胃転移と考えられる 1例
日本消化器外科学会雑誌 42 (5): 594-599, 2009

講　演
No.1 寺島秀夫 : 

実は未解決の大問題“投与カロリー量”の算定法～ストレス係数が有害係数になるとき～
第 24回日本静脈経腸栄養学会 ランチョンセミナー（鹿児島）1月 , 2009
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No.2 寺島秀夫 : 

上部消化管吻合術後の早期経口摂取の有用性－基礎的検証と臨床成績－
第 3回食道・胃外科フォーラム（東京）2月 , 2009

No.3 寺島秀夫 : 

Yes We Can ! TPN復権に向けた大変革～問題は血糖とグルコース投与量の最適化～
第 4回広島 NST研究会（広島）3月 , 2009

No.4 大河内信弘 : 

ミニブタを用いた肝再生機構の解明、臓器移植の基礎的メカニズムの解明
自治医科大学先端医療技術開発センターシンポジウム（栃木）4月 , 2009

No.5 寺島秀夫 : 

侵襲下における血糖管理の理論と実際－ Glucose は toxic molecule なのか ?－
第 6回ポスト TNT九州講演会（福岡）4月 , 2009

No.6  寺島秀夫 : 

狂信的 EN信者の終焉と TPNの復権－問題は高エネルギー投与と高血糖－
第 5回 Nutrition Support Meeting in 京滋（京都）4月 , 2009

No.7 大河内信弘 : 

肝癌（外科の立場から）
第 11回仙北消化器疾患研究会（宮城）6月 , 2009

No.8 寺島秀夫 : 

創傷治癒に関する代謝と栄養
平成 21年度茨城県看護協会継続教育研修（水戸）6月 , 2009

No.9 寺島秀夫 : 

周術期代謝栄養管理の本質・限界・効果～ストレス係数を含めた既成概念の大変革～
平成 21年度全国自治体病院協議会栄養部会研修会（東京）6月 , 2009

No.10 寺島秀夫 : 

重症患者の栄養管理－その理想と現実－
第 17回日本集中治療医学会東海北陸地方会（金沢）6月 , 2009

No.11 寺島秀夫 : 

周術期代謝栄養管理の本質・限界・効果－術後早期回復を促進させる工夫－
東邦大学医療センター大森病院　目からウロコが落ちる勉強会（東京）7月 , 2009

No.12 寺島秀夫 : 

問題は血糖管理とグルコース投与量の最適化
医療とセイフティマネジメント学術講演会（大阪）7月 , 2009

No.13 寺島秀夫 : 

最新の Clinical Nutrition

第 4回日本集中治療医学会主催 リフレッシャーセミナー（東京）8月 , 2009

No.14 寺島秀夫 : 

褥創患者に対する理論的エネルギー投与法～既成概念からの脱却～
第 11回日本褥瘡学会ランチョンセミナー（大阪）9月 , 2009
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No.15 寺島秀夫 : 

急性期における至適エネルギー投与と血糖管理の最適化～諸問題を一刀両断～
第 2回中信地区栄養療法研究会（松本）9月 , 2009

No.16 寺島秀夫 : 

問題は血糖管理とグルコース投与量の最適化
北海道臨床栄養セミナー（札幌）9月 , 2009

No.17 寺島秀夫 : 

急性期における理論的エネルギー投与法と血糖管理の最適化
～誤った既成概念からの脱却～

第 10回愛媛 NST研究会（松山）9月 , 2009

No.18 寺島秀夫 : 

急性期の代謝栄養管理に関する諸問題～ Q&A方式による最新の解説～
富士宮市民病院平成 21年度 NST講演会（富士宮）10月 , 2009

No.19 寺島秀夫 : 

侵襲下におけるカロリー投与と血糖管理の最適化～既成概念の一新
第 5回宮城栄養サポートチーム研究会（仙台）10月 , 2009

No.20 寺島秀夫 : 

急性期の代謝栄養管理に関する諸問題～ Q&A方式による最新の解説～
茨城県県立中央病院 NST講演会（笠間）10月 , 2009

No.21 寺島秀夫 : 

TPN versus EN 論争の終焉と最新の知見
群馬県病院薬剤師会学術講演会（前橋）10月 , 2009

No.22 寺島秀夫 : 

侵襲下における血糖管理の本質は何か ?

～強化インスリンから最新情報まですべてを読み解く～
第 4回 NST専門薬剤師教育セミナー（山口）11月 , 2009

No.23 寺島秀夫 : 

侵襲下の栄養療法は諸刃の剣－急性期エネルギー投与量の再考－
第 11回MeT3・NST研究会（東京）11月 , 2009

No.24 寺島秀夫 : 

侵襲期における栄養療法～既成概念からの脱却～
東京都福祉保険局・病院経営本部研修 : 薬剤（東京）11月 , 2009

No.25 寺島秀夫 : 

最新の静脈栄養ガイドライン品定め～論争勃発 ASPEN versus ESPEN～
第 71回日本臨床外科学会ランチョンセミナー（京都）11月 , 2009

No.26 寺島秀夫 : 

カロリー投与を巡る諸問題～既成概念の一新 , そして論理的投与法の提言～
第 10回富山県 NST研究会（富山）12月 , 2009
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Neuro-Oncology (Tokyo), 2009. (in press) 

No.2 伊藤嘉朗 , 高野晋吾 , 室井　愛 , 松村　明 : 
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小児の脳神経 34: 90-94, 2009

No.4 佐藤祐希 , 坂根正孝 , 作田直紀 , 落合直之 , 山本哲哉 , 村井伸司 : 

硬膜外腫瘍摘出術後に小脳出血を呈した一例 .

Orthopaedic Surgery and TraumatologySurgery 52: 919-922, 2009

No.5 高野晋吾 , 福島　敬 , 室井　愛 , 山本哲哉 , 石川栄一 , 大須賀覚 , 松村　明 : 

3歳以下の ATRT6例の治療予後 .

Neuro-Oncology (Tokyo), 2009. (in press) 

No.6 鶴嶋英夫 , 鶴田和太郎 , 鈴木謙介 , 山本哲哉 , 山嵜　登 , 松村　明 : 

糖鎖修飾リポソームを用いた血管形成術後狭窄予防 .

第 31回日本バイオマテリアル学会予稿集 : 102, 2009

No.7 鶴嶋英夫 :

Drug Deivery Systemと LCS-X線を用いた新規組み合わせ治療の可能性
産業技術総合研究所計測フロンティア研究部門第 19回公開セミナー講演集 7-9, 2009

No.8 中井　啓 , 丸島愛樹 , 松村　明 : 

成人発症の髄内頚髄脂肪腫の一例
脊髄外科 23 (1) 80-84, 2009

No.9 和田哲郎 , 原　　晃 , 高野晋吾 , 松村　明 , 葭仲　潔 : 

超音波手術器を用いた聴神経腫瘍手術の工夫 .

耳鼻臨床 102 (11) 900-901, 2009

No.10 矢崎侑振 , 鶴嶋英夫 , 大矢根綾子 , 十河　友 , 山崎淳司 , 伊藤敦夫 : 

DNA－抗体－アパタイト複合層を利用した遺伝子導入技術の開発 .

第 31回日本バイオマテリアル学会予稿集 : 113, 2009

No.11 Akutsu H, Kreutzer J, Fahlbusch R, Buchfelder M,  

Transsphenoidal decompression of the sellar floor for cavernous sinus meningiomas: 

Experience with 21 patients.

Neurosurgery 65: 54-62, 2009
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No.12 Fujibuchi T, Yamaguchi I, Kasahara T, Iimori T, Masuda Y, Kimura K, Watanabe H, Isobe T, Sakae T: 

Measurement of thermal neutron fluence distribution with use of 23Na radioactivation around a 
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Radiol Phys Technol 2: 159-165, 2009
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Chuang SH, Matsumura A, Ayuzawa S, Snead OC 3rd, Otsubo H: 

Magnetoencephalography using total intravenous anesthesia in pediatric patients with intractable 
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A new approach for hydroxyapatite coating on polymeric materials using laser-induced precursor 
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ACS Appl Mater Interfaces, 1: 1520-1524, 2009
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Acquired hemophilia first manifesting as life-threatening intracranial hemorrhage.
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No.18 Matsuda M, Yamamoto T, Kumada H, Nakai K, Shirakawa M, Tsurubuchi T, Matsumura A: 
Dose distribution and clinical response of glioblastoma treated with external beam boron neutron 

capture therapy.

Appl Radiat Isot 67: 19-21, 2009

No.19 Matsuda M, Yamamoto T, Matsumura A, Kaneda Y: 

Highly efficient eradication of intracranial glioblastoma using Eg5 siRNA combined with HVJ 

envelope.

Gene Ther 16: 1465-76, 2009

No.20 Matsumura A, Yamamoto T, Tsurubuchi T, Matsuda M, Shirakawa M, Nakai K, Endo K, Tokuue K, 
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Current practices and future directions of therapeutic strategy in glioblastoma: survival benefit 

and indication of BNCT.
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Appl Radiat Isot 67: 88-90, 2009

No.33 Takano S, Osuka S, Mashiko R, Ohneda O, Nagano M, Yamashita T, Matsumura A: 

The role of chemokine SDF-1 and CXCR4 in glioma angiogenesis and invasiveness: interaction 
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T2 Corrected Quantification Method of L-p-Boronophenylalanine Using Proton Magnetic 

Resonance Spectroscopy for Boron Neutron Capture Therapy.

Appl Radiat Isot 67: 345-7, 2009

No.44 Yazaki Y, Oyane A, Tsurushima H, Sogo Y, Ito A, Yamazaki A: 

Control of efficiency of gene transfer on surface of DNA-Fibronectin-Apatite composite layer.
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No.1 大矢根綾子 , 鶴嶋英夫 , 十河　友 , 伊藤敦夫 , 六崎裕高 : 

生体機能分子を利用したアパタイト系生体材料の開発 .

New Glass, ニューガラスフォーラム 24 (3): 35-42, 2009
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Gliomatosis Cerebri.

河本圭司・吉田純・中里洋一　編集． 
脳腫瘍臨床病理カラーアトラス第 3版．医学書院　31-33, 2009

No.7 高野晋吾 : 

異所性下垂体腺腫 .

寺本明 , 長村義之（編集）寺本明 , 長村義之． 
下垂体腫瘍のすべて．医学書院 271-275, 2009

No.8 松村　明 , 中井　啓 : 

ホウ素中性子捕捉療法 .

NS NOW 5グリオーマ　その最新治験 , 2009

No.9 松村　明 , 中井　啓 : 

陽子線治療 .

NS NOW 7低侵襲時代の頭蓋底手術 , 2009

No.10 山本哲哉 , 松村　明 : 

定位的照射法－陽子線治療と重粒子治療 .

（編集）寺本明 , 長村義之． 
下垂体腫瘍のすべて．医学書院 411-412, 2009

No.11 安田　貢ほか（翻訳・監修）: 

ACLSリソーステキスト・Chapter9脳卒中
アメリカ心臓協会 , バイオメディスインターナショナル , 155-177, 2009
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学会発表
No.1 相山　仁 , 高野晋吾 , 山本哲哉 , 阿久津博義 , 鶴淵隆夫 , 増本智彦 , 椎貝真成 , 坪井康次 ,  

松村　明 : 

中枢神経細胞腫 8症例の術前画像診断と病理の検討
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.2 相山　仁 , 井原　哲 , 松村　明 : 

神経内視鏡手術が奏功した鞍上部くも膜嚢胞の 1例
第 11回つくば小児神経内科外科懇話会（つくば）10月 , 2009

No.3 青木　司 , 鮎澤　聡 : 

難治性疼痛に対する脊髄硬膜外刺激療法での SynergyV®の有用性
第 27回筑波脳神経外科研究会（つくば）2月 , 2009

No.4 青木　司 , 鮎澤　聡 , 松村　明 : 

選択的末梢神経縮小術の外科解剖̶筋皮神経縮小術の解剖学的指標とひらめ筋枝における
分枝の特徴

第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.5 阿久津博義 , 高野晋吾 , 高田智也 , 松村　明 : 

傍鞍部に発生した undifferentiated pleomorphic sarcomaの一例
第 19回日本間脳下垂体腫瘍学会（東京）2月 , 2009

No.6 阿久津博義 , 高野晋吾 , 大須賀覚 , 松村　明 : 

外眼筋麻痺を呈した下垂体腺腫の臨床病理学的検討
第 19回日本間脳下垂体腫瘍学会（東京）2月 , 2009

No.7 阿久津博義 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

経蝶形骨洞的下垂体腺腫摘出術における海綿静脈洞内側壁観察の工夫
第 27回筑波脳神経外科研究会（つくば）2月 , 2009

No.8 阿久津博義 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

下垂体腫瘍患者の QOL

－日本人の下垂体機能低下症患者を対象とした QOL尺度（JAHQ）を用いた評価
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.9 阿久津博義 , 高野晋吾 , 丹野翔五 , 坪井康次 , 松村　明 : 

嚢胞性頭蓋咽頭腫に対する低侵襲治療：内視鏡生検 /定位的放射線治療
第 16回日本神経内視鏡学会（富山）12月 , 2009

No.10 Akutsu H, Kreutzer J, Fahlbusch R, Buchfelder M, Takano S, Matsumura A: 

Transsphenoidal decompression of the sellar floor for cavernous sinus meningioma.

The 24th JNEF, (Gifu) 7, 2009

No.11 鮎澤　聡 , 青木　司 , 井原　哲 , 大賀　優 , 松村　明 : 

痙縮の治療とバクロフェン持続髄注療法（ITB）
第 5回茨城Movement Disorder研究会（つくば）7月 , 2009

No.12 鮎澤　聡 , 大戸達之 , 藤代典子 : 

筑波大学附属病院におけるビデオ脳波システム
第 31回茨城てんかん懇話会（つくば）7月 , 2009
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No.13 荒木　尚 , 師田信人 , 井原　哲 , 李　政勲 : 

治療に難渋したシャント機能不全の 1例
第 27回日本こども病院神経外科医会（善通寺）11月 , 2009

No.14 阿武　泉 , 南　　学 , 磯辺智範 , 山本陽平 : 

頸髄の DTI－撮像法の検討と DTI処理プログラムによる画像の多様性－ .

第 68回日本医学放射線学会総会　パシフィコ横浜 , 4月 , 2009

No.15 池田　剛 , 山本哲哉 , 鶴淵隆夫 , 中井　啓 , 松村　明 : 

腰痛を初発としたキアリ奇形の一例 .

第 11回茨城県脊髄・脊椎研究会 , 11月 , 2009

No.16 石川栄一 , 高野晋吾 : 

自家腫瘍ワクチンとテモゾロマイド・放射線治療を併用する新規ワクチン研究のスタート
アップミーティング

新規ワクチン研究スタートアップミーティング（東京）1月 , 2009

No.17 石川栄一 , 高野晋吾 , 山本哲哉 , 中井　啓 , 柴田　靖 , 松村　明 : 

悪性神経膠腫に対するテモゾロミドの有効性
第 22回茨城脳腫瘍治療研究会（つくば）2月 , 2009

No.18 石川栄一 , 坂本則彰 , 佐藤允之 , 山本哲哉 , 坪井康次 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

膠芽腫に対する temozolomide, autologous tumor vaccine 併用療法の治療経験
第 47回日本癌治療学会（横浜）10月 , 2009

No.19 石川栄一 , 坂本則彰 , 高野晋吾 , 山本哲哉 , 中井　啓 , 坪井康次 , 松村　明 : 

悪性神経膠腫に対する放射線・ テモゾロミド治療におけるリンパ球減少
～リンパ球分画、CD8T細胞、CD4T細胞、NK細胞、Tregはどのように推移するか ?

第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.20 磯辺智範 , 松村　明 : 

MRSの臨床応用と最新技術
－MRS追加のタイミング－頭部への臨床応用 2：緩和時間の変化と定量化 .

第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）10月 , 2009

No.21 磯辺智範 , 佐藤英介 , 只野喜一 , 稲田龍司 , 藤淵俊王 , 志田晃一 , 山本哲哉 , 阿武　泉 , 松村　明 , 

榮　武二 : 

解析手法の違いによる Diffusion Tensor Tractographyの脳白質神経線維描出脳への影響 .

第 98回日本医学物理学会大会　国立京都国際会館 , 9月 , 2009

No.22 磯辺智範 , 榮　武二 , 安岡　聖 , 照沼利之 , 熊田博明 : 

筑波大学における医学物理教育の取り組み .

日本診療放射線学教育学会第 3回大会 北里大学相模原キャンパス , 8月 , 2009

No.23 磯辺智範 , 山本陽平 , 阿武　泉 , 佐藤英介 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 長友　康 , 松村　明 : 

薬剤投与後の 1H-MRSにおける代謝物ピークへの影響 .

第 38回日本神経放射線学会（水戸市）2月 , 2009
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No.24 磯辺智範 , 山本陽平 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 中井　啓 , 白川　真 , 藤淵俊王 , 阿武　泉 , 榮　武二 , 

松村　明 : 

BNCTにおける BPA定量手法の検討－ Proton MRSによる内部標準法－ .

第 97回日本医学物理学会学術大会　パシフィコ横浜 , 4月 , 2009

No.25 井原　哲 , 師田信人 , 高木俊範 , 山本　綾 : 

小児視交叉 /視床下部星細胞腫の治療方針
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.26 井原　哲 , 師田信人 , 高木俊範 , 山本　綾 : 

新生児・乳児期水頭症に対するシャントシステムの選択（シンポジウム）
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.27 井原　哲 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 松村　明 , 中尾朋平 , 福島　敬 : 

悪性胚細胞腫瘍に対し Neoadjuvant療法が奏功した 1例－手術時期に対する考察－
第 8回小児脳腫瘍研究会（大阪）7月 , 2009

No.28 井原　哲 , 鈴木謙介 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

頭蓋咽頭腫の術後内分泌機能障害
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.29 遠藤　聖 , 永田道子 , 中井　啓 , 井原　哲 , 柴田　靖 , 松村　明 : 

感染性頭血腫の一例
第 76回茨城県脳神経外科集談会（水戸）10月 , 2009

No.30 大橋麻耶 , 大須賀覚 , 佐藤允之 , 石川栄一 , 山本哲哉 , 鮎澤　聡 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

術中モニタリングを用いて手術摘出を行った錐体路近傍神経膠腫の 2例 .

茨城県脳神経外科集談会 , 3月 , 2009

No.31 大須賀覚 , 松下　明 , 山本哲哉 , 五月女康作 , 石川栄一 , 磯辺智範 , 長友　康 , 増本智彦 ,  

小松洋治 , 松村　明 : 

水頭症病態における拡散異方性上昇について .

第 38回日本神経放射線学会（水戸市）2月 , 2009

No.32 Oyane A, Tsurushima H, Murayama M, Yamazaki A, Sogo Y, Ito A: 

Immobilization of cell adhesion protein in DNA-apatitie composite layer to improve gene transfer 

efficiency on its surface.

The 22nd International Symposium on Ceramics in Medicine. 

BIOCERAMICS 22, (Korea) 2009

No.33 川村　拓 , 榮　武二 , 石田真也 , 田辺　裕 , 照沼利之 , 藤淵俊王 , 磯辺智範 , 柴田　靖 , 松村　明 : 

陽子線線量測定に対するポリマーゲル線量計の LET依存性の補正 .

第 97回日本医学物理学会学術大会　パシフィコ横浜 , 4月 , 2009

No.34 小磯隆夫 , 阿久津博義 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

傍鞍部に発生した悪性リンパ腫の 2例
第 108回日本脳神経外科学会関東地方会（東京）4月 , 2009

No.35 Koiso T, Akutsu H, Takano S, Matsumura A: 

Malignant lymphoma arising in the parasellar region. Two case reports.

The 24th JNEF, (Gifu) 7, 2009
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No.36 榮　武二 , 照沼利之 , 石田真也 , 佐藤 勝 , 磯辺智範 , 安岡　聖 , 熊田博明 : 

積層エネルギーフィルターによる強度変調陽子線照射（1）.

第 98回日本医学物理学会大会　国立京都国際会館 , 9月 , 2009

No.37 坂本規彰 , 高野晋吾 , 石川栄一 , 田岡謙一 , 大越　靖 , 長谷川雄一 , 千葉　滋 , 松村　明 : 

高齢者の中枢神経原発悪性リンパ腫に対するメソトレキセートを減量した非照射レジメン
の治療成績

第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.38 坂本規彰 , 石川栄一 , 山本哲哉 , 里見介史 , 森下由起雄 , 榎本貴夫 , 高野晋吾 , 坪井康次 ,  

野口雅之 , 松村　明 : 

膠芽腫に対する temozolomide（TMZ）, autologous tumor vaccine（ATV）併用療法の治療経
験

第 6回がんワクチン療法研究会（京都）10月 , 2009

No.39 坂本規彰 , 石川栄一 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

同種血管内皮細胞ワクチンによる悪性グリオーマ免疫治療の研究
第 27回日本脳腫瘍学会（大阪）11月 , 2009

No.40 坂本規彰 , 高野晋吾 , 石川栄一 , 松村　明 : 

悪性脳腫瘍に対するヒト脳腫瘍由来血管内皮細胞ワクチン治療の研究
がん集学的治療研究財団第 29回研究発表会（東京）12月 , 2009

No.41 佐藤英介 , 磯辺智範 , 山本陽平 , 阿武　泉 , 只野喜一 , 大須賀覚 , 松下　明 , 五月女康作 ,  

篠田和哉 , 山本哲哉 , 松村　明 : 

Diffusion tensor tractography softwareの違いによる脳白質神経線維の描出能の検討 .

第 38回日本神経放射線学会（水戸市）2月 , 2009

No.42 志田晃一 , 西尾昌子 , 磯辺智範 , 布施屋一広 , 関　正志 , 楠本敏博 : 

MU値独立検証のためのファントム散乱係数算出システムの構築
－表計算ソフトの基本機能のみを用いて－ .

日本放射線技師会　平成 21年度関東甲信越放射線技師学術大会 

船堀タワーホール（東京）10月 , 2009

No.43 柴田　靖 , 秋本　学 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 阿武　泉 , 磯辺智範 , 松村　明 : 

中枢神経悪性リンパ腫のMR所見の検討 .

第 38回日本神経放射線学会（水戸市）2月 , 2009

No.44 白川　真 , 山本哲哉 , 中井　啓 , 横山祐作 , 奥野洋明 , 松村　明 : 

ホウ素中性子補足療法（BNCT）における新規薬剤ホウ素リポソームの開発と評価
日本薬学会第 129年会（京都）3月 , 2009

No.45 白川　真 , 松村　明 : 

膜透過性ペプチド修飾リポソームの BNCTへの展開
第 6回日本中性子捕捉療法学会 , 9月 , 2009

No.46 Shirakawa M, Yamamoto T, Nakai K, Yoshida F, Tsurubuchi T, Matsuda M, Yamamoto Y,  

Yokoyama Y, Matsumura A: 

Evaluation of a novel liposome modified membrane permeabiltiy peptide for BNCT.

Young Researchers BNCT meeting (Mainz) 9.29-10.2, 2009
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No.47 瀬尾恵美子 , 前野哲博 , 小川良子 , 山田麻紀 , 松村　明 : 

医師・研修医・学生に対する子育て懇談会における意識調査
第 41回日本医学教育会大会 , 2009

No.48 田岡謙一 , 大越　靖 , 鈴川和己 , 高野晋吾 , 松村　明 , 長谷川雄一 , 千葉　滋 : 

高齢者の中枢神経原発悪性リンパ腫に対する、メソトレキセートを減量した非照射レジメ
ンの治療成績

日本血液学会総会 , 2009

No.49 高木俊範 , 師田信人 , 井原　哲 , 山本　綾 : 

矢状縫合早期癒合症における術後の形態学的評価とその変化
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.50 高野晋吾 , 阿久津博義 , 益子良太 , 大須賀覚 , 松村　明 : 

間脳下垂体疾患のバイオマーカーとしてのマトリックスメタロプロテイナーゼ
第 19回日本間脳下垂体腫瘍学会（東京）2月 , 2009

No.51 高野晋吾 , 阿久津博義 , 松村　明 : 

経蝶形骨洞手術で治療したトルコ鞍部疾患の変遷と治療成績（シンポジウム）
第 14回日本脳腫瘍の外科学会（東京）9月 , 2009

No.52 高野晋吾 , 阿久津博義 , 相山　仁 , 井原　哲 , 山本哲哉 , 中井　啓 , 石川栄一 , 松村　明 : 

脳室近傍腫瘍に対する神経内視鏡手術の現状と展望（シンポジウム）
第 14回日本脳腫瘍の外科学会（東京）9月 , 2009

No.53 高野晋吾 , 山本哲哉 , 井原　哲 , 相山　仁 , 阿久津博義 , 松村　明 : 

松果体部および小脳前上部腫瘍の治療成績（シンポジウム）
第 14回日本脳腫瘍の外科学会（東京）9月 , 2009

No.54 高野晋吾 , 阿久津博義 , 津田恭治 , 松村　明 : 

下垂体腺腫摘出術における内視鏡の役割
第 16回日本神経内視鏡学会（富山）12月 , 2009

No.55 高野晋吾 , 山本哲哉 , 石川栄一 , 福島　敬 , 松村　明 : 

3歳以下の Atypical teratoid / Rhabdoid tumor（AT/ RT）6例の治療予後 .

第 37回ニューロオンコロジーの会（東京）4月 , 2009

No.56 高野晋吾 , 大須賀覚 , 益子良太 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 石川栄一 , 松村　明 : 

再発悪性神経膠腫に対するベバシズマブ・イリノテカン併用療法の効果：症例報告 .

第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.57 高野晋吾 , 阿久津博義 , 益子良太 , 大須賀覚 , 松村　明 : 

間脳下垂体疾患のバイオマーカーとしての尿中マトリックスメタロプロテイナーゼ .

第 19回日本間脳下垂体腫瘍学会（東京）2月 , 2009

No.58 高野晋吾 , 大須賀覚 , 石川栄一 , 山本哲哉 , 益子良太 , 松村　明 : 

悪性神経膠腫に対するベバシズマブ・イリノテカン併用療法の再発様式：尿中マトリック
ス・メタロプロテイナーゼ活性による評価 . 

第 26回日本脳腫瘍病理学会（福岡）5月 , 2009
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No.59 高野晋吾 , 室井　愛 , 松村　明 : 

Epileptogenic gliomaの 1例 . 

第 26回日本脳腫瘍病理学会（福岡）5月 , 2009

No.60 Takano S, Yamashita T, Nagano M, Mashiko R, Kimura K, Akimoto K, Ema M, Yamamoto T, 

Ishikawa E, Osuka S, Matsumura A, Ohneda O: 

The role of chemokine SDF-1/CXCR4/CXCR7 for glioblastoma angiogenesis and glioblastoma 

derived endothelial cells.

 The 3rd Quadrennial Meeting of the WFNO with the 6th meeting of ASNO (Yokohama) 5, 2009

No.61 高野晋吾 , 坪井康次 , 今川重彦 , 松本　健 , 石川栄一 : 

悪性腫瘍に対する HIF-1/VEGFを標的とした NK細胞療法の増強方法の基礎実験 .

TARAプロジェクト研究成果報告会（つくば）5月 , 2009

No.62 高野晋吾 , 山本哲哉 , 福島　敬 , 室井　愛 , 石川栄一 , 松村　明 : 

3歳以下の AT/RT6例の治療予後 . 

第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.63 高野晋吾 , 中井　啓 , 滝川知司 , 里見介史 , 斉藤厚志 , 松村　明 : 

同時多発性出血性腫瘤の 1例 .

第 98回東京脳腫瘍研究会（東京）7月 , 2009

No.64 高野晋吾 , 大須賀覚 , 益子亮太 , 細尾幸久 , 山下年晴 , 大根田修 , 宮川牧子 , 松村　明 : 

膠芽腫血管新生における腫瘍血管内皮細胞の役割 . 

第 10回日本分子脳神経外科学会（岡山）9月 , 2009

No.65 Takano S, Yamashita T, Nagano M, Mashiko R, Kimura K, Akimoto K, Ema M, Yamamoto T, 

Ishikawa E, Ohsuka S, Matsumura A: 

SDF-1 and CXCR7 are key molecules for glioma angiogenesis and invasiveness. 

第 68回日本癌学会（横浜）10月 , 2009

No.66 高野晋吾 , 益子良太 , 大須賀覚 , 山下年晴 , 長野真澄 , 大根田修 , 松村　明 : 

グリオーマ血管新生の分子標的療法 . 

第 68回日本脳神経外科学会総会（シンポジウム）（東京）10月 , 2009

No.67 高野晋吾 , 山本哲哉 , 石川栄一 , 大須賀覚 , 坪井康次 , 松村　明 : 

Grade IIIグリオーマに対する procarvazine, ACNU, vincristine（PAV）化学療法の効果 .

第 47回日本がん治療学会（横浜）10月 , 2009

No.68 高野晋吾 , 戸枝義博 , 益子良太 , 大須賀覚 , 石川栄一 , 山本哲哉 , 松村　明 : 

低分子ヘパリンによるグリオーマ血管新生抑制 . 

第 27回日本脳腫瘍学会（大阪）11月 8日 , 2009

No.69 高野晋吾 , 箕輪結花 , 益子良太 , 大須賀覚 , 石川栄一 , 山本哲哉 , 松村　明 : 

グリオーマに対する VEGF中和抗体の作用機序：血管新生抑制と腫瘍細胞のアポトーシ
ス増強（基礎研究から臨床まで）

第 27回日本脳腫瘍学会（大阪）11月 , 2009

No.70 高野晋吾 , 戸枝博義 , 益子良太 , 大根田修 , 松村　明 : 

グリオーマ内の腫瘍細胞と内皮細胞の相互関係 . 

第 14回グリア研究会（大阪）11月 , 2009
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No.71 高野晋吾 , 阿久津博義 : 

GH補充療法中に肝機能障害と四肢の浮腫を認めた GHDの 1例 . 

第 8回間脳下垂体疾患症例検討会（東京）11月 , 2009

No.72 高野晋吾 , 阿久津博義 : 

転移性下垂体腫瘍の 1例 . 

第 8回間脳下垂体疾患症例検討会（東京）11月 , 2009

No.73 高野晋吾 , 石川栄一 , 松村　明 : 

中枢神経系リンパ腫への取り組み・多施設共同臨床試験への提案 . 

第 19回東京脳腫瘍治療懇話会（新宿）12月 , 2009

No.74 只野喜一 , 佐藤英介 , 磯辺智範 , 稲田龍司 , 山本哲哉 , 松下　明 , 阿武　泉 , 松村　明 , 榮　武二 : 

Diffusion Tensor Tractographyの神経線維描出における関心領域設定法法の検討 . 

第 98回日本医学物理学会大会　国立京都国際会館 , 9月 , 2009

No.75 田村剛一郎 , 井原　哲 , 佐藤允之 , 松村　明 : 

高位鎖肛に伴った終糸脂肪腫による occult tethered cord syndromeの 1例　
第 11回つくば小児神経内科外科懇話会（つくば）10月 , 2009

No.76 田淵経司 , 飛田忠道 , 辻　茂希 , 大久保英樹 , 和田哲郎 , 原　　晃 , 高野晋吾 , 松村　明 ,  

大塚藤男 : 

当院を受診した聴神経腫瘍症例に占める神経線維腫症症例の検討 . 

第 18回聴神経腫瘍研究会（東京）6月 , 2009

No.77 丹野翔五 , 高野晋吾 , 阿久津博義 , 坪井康次 , 松村　明 : 

嚢胞性頭蓋咽頭腫に対する内視鏡生検 / 定位的放射線治療　
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.78 辻本真範 , 荒木　尚 , 師田信人 , 今野恵理 , 徳山英二郎 , 金子　剛 , 杉山一郎 , 三浦麻由佳 ,  

清水雄介 , 大原博敏 , 井原　哲 : 

水頭症，キアリ奇形を合併した頭蓋骨多縫合早期癒合症の 1例
第 5回 Craniosynostosis研究会（東京）7月 , 2009

No.79 津田恭治 , 高野晋吾 , 山本哲哉 , 石川栄一 , 中井　啓 , 益子良太 , 松村　明 : 

Grade IIIグリオーマに対する PAV化学療法の効果
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.80 津田恭治 , 井原　哲 , 石川栄一 , 松村　明 : 

Dandy-Walker cystに対するシャントの工夫－内シャントの有用性－
第 11回つくば小児神経内科外科懇話会（つくば）10月 , 2009

No.81 津田恭治 , 阿久津博義 , 山本哲哉 , 石川栄一 , 中井　啓 , 斉藤厚志 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

放射線誘発小脳膠芽腫の一例
第 31回茨城県脳神経外科集談会（水戸）10月 , 2009

No.82 津田恭治 , 高野晋吾 , 大須賀覚 , 阿久津博義 , 松村　明 : 

モンロー孔周囲脈絡叢の転移性脳腫瘍の 1例
第 16回日本神経内視鏡学会（富山）12月 , 2009
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No.83 Tsuboi K, Mizumoto M, Tsurubuchi T, Yamamoto T, Okumura T, Sakurai H, Sakae T: 

Hyperfractionated concomitant boost proton radiotherapy for supratentorial glioblastoma 

multiforme.

PTCOG48, (Heidelberg) 9, 2009

No.84 鶴嶋英夫 , 鶴田和太郎 , 鈴木謙介 , 山本哲哉 , 山嵜　登 , 松村　明 : 

糖鎖修飾リポソームを用いた血管形成術後狭窄予防
第 31回日本バイオマテリアル学会（京都）2009

No.85 鶴嶋英夫 , 鈴木謙介 , 大矢根綾子 , 伊藤敦夫 , 松村　明 : 

FGF-2担持アパタイトによる頭蓋骨形成術の開発応用
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.86 鶴嶋英夫 , 鶴田和太郎 , 鈴木謙介 , 山本哲哉 , 山嵜　登 , 松村　明 : 

糖鎖修飾リポソームを用いた血管形成術後狭窄予防
つくば医工連携フォーラム 2009（つくば）2009

No.87 鶴田和太郎 , 鶴嶋英夫 , 山本哲哉 , 鈴木謙介 , 山嵜　登 , 松村　明 : 

Active targeting drug delivery systemを用いた血管形成術後再狭窄予防
Stroke2009（第 34回日本脳卒中学会総会 , 

　第 38回日本脳卒中の外科学会 , 第 25回スパズムシンポジウム） 
（島根）2009

No.88 鶴淵隆夫 , 高野晋吾 , 中井　啓 , 松村　明 : 

診断上、脳腫瘍との鑑別が困難であった epitheloid granulomaの 1例 .

第 97回東京脳腫瘍研究会（東京）3月 14日
No.89 Toh K, Yoshitomi T, Marushima A, Suzuki K, Tsurushima H, Hirayama A, Matsumura A, Nagasaki Y: 

Suppressive effect of radical containing nanoparticles on cerebral infarction caused by reperfusion 

after cerebral ischemia in rat.

2009

No.90 Fujibuchi T, Tanabe Y, Isobe T, Kawamura H, Terunuma T, Yasuoka K: 

Convenient Method of Thermal Neutron Measurement using Imaging Plates in Proton Therapy.

MEDICAL PHYSICS AND BIOMEDICAL ENGINEERING WORLD CONGRESS 2009, 

(Munich, Germany) 9, 2009

No.91 藤淵俊王 , 田辺　裕 , 磯辺智範 , 川村　拓 , 照沼利之 , 安岡　聖 , 松本哲郎 , 西山　潤 ,  

原野英樹 , 榮　武二 : 

イメージングプレートを用いた陽子線治療時の中性子簡易線量評価法の検討 . 

第 97回日本医学物理学会学術大会　パシフィコ横浜 , 4月 , 2009

No.92 藤淵俊王 , 佐藤　斉 , 飯森隆志 , 桝田喜正 , 笠原哲治 , 木川隆司 , 磯辺智範 , 榮　武二 : 

PET検査における消滅放射線に対する防護用含鉛ガラスの実効線量透過率評価 . 

第 25回応用物理学会　筑波大学 , 1月 , 2009

No.93 藤淵俊王 , 佐藤　斉 , 藤崎達也 , 志田晃一 , 池田　剛 , 関　正志 , 楠本敏博 , 磯辺智範 , 榮　武二 , 

加藤和明 : 

放射線治療装置の運転による本体および周囲の放射化核種分析 . 

第 98回日本医学物理学会大会　国立京都国際会館 , 9月 , 2009
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No.94 藤加珠子 , 吉冨　徹 , 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 鶴嶋英夫 , 平山　暁 , 松村　明 , 長崎幸夫 : 

ラジカル含有ナノ粒子を用いた脳虚血再潅流モデルラットにおける脳梗塞の抑制
第 62回日本酸化ストレス学会学術集会 , 2009

No.95 中井　啓 , 鶴淵隆夫 , 白川　真 , アレクサンドルザボロノフ , 山本哲哉 , 松村　明 : 

ホウ素中性子捕捉療法のための新規ホウ素ポルフィリンを用いた細胞内動態の基礎的検討
日本薬学会第 129年会（京都）3月 , 2009

No.96 中井　啓 , 鶴淵隆夫 , 白川　真 , 山本哲哉 , 吉田文代 , 松村　明 , 中村浩之 : 

ホウ素ポルフィリン化合物の組織内濃度測定
専門研究会「中性子線と粒子線の総合的医療利用」2月 , 2009

No.97 中井　啓 , 山本哲哉 , 鮎澤　聡 , 鶴淵隆夫 , 松村　明 : 

キアリ奇形に伴う脊髄空洞症の大後頭孔減圧術後変換の検討 .

日本脊髄外科学会 , 5月 , 2009

No.98 Nakai K, Yamamoto T, Tsurubuchi T, Matsuda M, Shirakawa M, Endo K, Alexander Zabornok, 

Matsumura A, Kageji T: 

Clinical result and adjuvant therapy for glioblastoma with BNCT treated patients. 

Young Researchers BNCT meeting (Mainz) 9.29-10.2, 2009

No.99 中井　啓 , 白川　真 , 吉田文代 , 鶴淵隆夫 , Alexander Zabornok, 山本陽平 , 山本哲哉 , 横山祐作 , 

松村　明 : 

ホウ素中性子捕捉療法のための新規ホウ素リポソームの開発　
第 68回日本脳神経外科学会総会 , 9月 , 2009

No.100 中井　啓 , 山本哲哉 , 遠藤　聖 , 柴田　靖 , 鶴淵隆夫 , 松田真秀 , 高野晋吾 , 松村　明 , 熊田博明 , 

影治照喜 : 

初発神経膠芽腫に対する中性子捕捉療法：再開に向けて
第 6回日本中性子捕捉療法学会 , 9月 , 2009

No.101 中村和弘 , 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 高野晋吾 , 大根田修 , 松村　明 : 

血管内皮前駆細胞による急性期脳梗塞抑制効果に関する研究 . 

第 10回日本分子脳神経外科学会（岡山）9月 , 2009

No.102 中原邦晶 , 師田信人 , 井原　哲 , 高木俊範 : 

腫瘍内出血を発症した鞍上部 pilomyxoid astrocytomaの 1例　
第 108回日本脳神経外科学会関東支部学術集会（東京）4月 , 2009

No.103 中原邦晶 , 師田信人 , 井原　哲 , 高木俊範 , 山本　綾 : 

脳室内嚢胞性病変に対する神経内視鏡手術
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.104 中原邦晶 , 師田信人 , 井原　哲 , 高木俊範 , 山本　綾 : 

出生時 meningeal melanocytomaによる頭部巨大腫瘍を認めた 1例
　第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.105 細尾久幸 , 井原　哲 , 津田恭治 , 松村　明 , 後藤昌英 : 

Hib髄膜炎に続発した硬膜下膿瘍の 1例
第 11回つくば小児神経内科外科懇話会（つくば）10月 , 2009
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No.106 益子良太 , 高野晋吾 , 山本哲哉 , 石川栄一 , 中井　啓 , 松村　明 : 

グリオーマにおけるMR壊死グレードおよび Hypoxia inducible factor-1α発現と予後 .

第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.107 松下　明 , 大須賀覚 , 五月女康作 , 阿久津博義 , 磯辺智範 , 柴田　靖 , 松村　明 : 

錐体路上の標準化された位置における FA値
第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）10月 , 2009

No.108 松田真秀 , 山本哲哉 , 松村　明 : 

Eg5 siRNA combined with HVJ envelope synergistically induced cell death in glioblastoma

第 15回日本遺伝子治療学会（大阪）7月 , 2009

No.109 松田真秀 , 松村　明 , 金田安史 : 

Complete eradication of glioma in mouse brain by single injection of Eg5 siRNA-loaded HVJ 

envelope　
第 68回日本癌学会学術総会（横浜）10月 , 2009

No.110 松田真秀 , 山本哲哉 , 松村　明 , 金田安史 : 

HVJ envelope ベクターを用いた膠芽腫に対する新規分子標的治療法の開発　
第 27回日本脳腫瘍学会（大阪）11月 , 2009

No.111 松原鉄平 , 大須賀覚 , 鮎澤　聡 , 青木　司 , 松村　明 : 

孔脳症を伴った内側側頭葉てんかんの一外科手術例
第 31回茨城てんかん懇話会（つくば）7月 , 2009

No.112 松村　明 , 大須賀覚 , 石川栄一 , 山本哲哉 : 

Diffusion tensor imaging（DTI）を利用した水頭症病態解析研究、手術適応・予後診断に関
した研究　厚生労働省精神・神経疾患研究委託費（20委 -9）発達期における骨格系と脳
脊髄液循環導滞の発生学的特性に基づく工事脳脊髄機能障害の治療および統合医療に関す
る研究

平成 21年度研究報告会（東京）11月 , 2009

No.113 Matsumura A, Akutsu H, Uemura K, Nakai K, Takano S: 

Surgery of intramedullary spinal tumor with special emphasis of neurophysiological monitoring.

The 6th Meeting of the Japan and German Neurosurgical Societies, 

(Tokyo) 10, 2009

No.114 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 吉冨　徹 , 藤加珠子 , 鶴嶋英夫 , 平山　暁 , 長崎幸夫 , 松村　明 : 

高分子ミセル化環状ニトロキシラジカル化合物による脳梗塞抑制効果
Stroke2009（第 34回日本脳卒中学会総会 ,  

第 38回日本脳卒中の外科学会 , 第 25回スパズムシンポジウム） 
（島根）2009

No.115 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 吉冨　徹 , 藤加珠子 , 鶴嶋英夫 , 平山　暁 , 長崎幸夫 , 松村　明 : 

脳虚血に対する新規抗酸化療法の開発
～高分子ミセル化環状ニトロキシルラジカル化合物による脳梗塞抑制効果の検証～

　第 12回茨城血管疾患研究会（つくば）1月 , 2009
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No.116 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 吉冨　徹 , 藤加珠子 , 鶴嶋英夫 , 平山　暁 , 長崎幸夫 , 松村　明 : 

高分子ミセル化環状ニトロキシルラジカル化合物の脳梗塞抑制効果と抗酸化作用メカニズ
ムの検証

第 3回つくば医科学交流会（つくば）2月 , 2009

No.117 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 吉冨　徹 , 藤加珠子 , 鶴嶋英夫 , 平山　暁 , 長崎幸夫 , 松村　明 : 

ラジカル含有型ナノ粒子によるラット一過性脳虚血モデルにおける脳梗塞抑制効果
DDS学会（東京）6月 , 2009

No.118 Marushima A, Suzuki K, Nagasaki Y, Yoshitomi T, Tou K, Tsurushima H, Hirayama A, Matsumura A: 

Neuroprotective Therapy Using Radical-containing Nanoparticle in Cerebral Ischemia-reperfusion 

Injury.

The 24th JNEF, (Gifu) 7, 2009

No.119 丸島愛樹 , 鈴木謙介 , 長崎幸夫 , 吉冨　徹 , 藤加珠子 , 鶴嶋英夫 , 平山　暁 , 松村　明 : 

ラジカル含有ナノ粒子による脳虚血再灌流障害に対する脳保護効果
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.120 師田信人 , 井原　哲 , 高木俊範 , 山本　綾 : 

小児痙縮治療の最前線
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.121 師田信人 , 井原　哲 , 高木俊範 , 山本　綾 : 

キアリ 2型奇形に対する外科的減圧術：椎弓拡大式上位頚椎減圧術
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009

No.122 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 佐々木千裕 ,  

竹内紘子 : 

医学生救急車同乗実習―実施初年度のアンケート結果―　
第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.123 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 高橋伸二 , 坂根正孝 : 

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援
－筑波大学社会貢献プロジェクト－

第 37回日本救急医学会総会（盛岡）10月 , 2009

No.124 矢崎侑振 , 鶴嶋英夫 , 大矢根綾子 , 十河　友 , 山崎淳司 , 伊藤敦夫 : 

DNA－抗体－アパタイト複合層を利用した遺伝子導入技術の開発　
第 31回日本バイオマテリアル学会（京都）2009

No.125 Yazaki Y, Oyane A, Tsurushima H, Sogo Y, Ito A, Yamazaki A: 

Control of efficiency of gene transfer on surface of DNA-Fibronectin-Apatite composite layer. 

The 22nd International Symposium on Ceramics in Medicine. 

BIOCERAMICS 22, (Korea) 2009

No.126 山本　綾 , 師田信人 , 井原　哲 , 高木俊範 : 

成長ホルモン投与後キアリ 1型奇形が消失した 1例　
第 37回日本小児神経外科学会（大阪）6月 , 2009
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No.127 山本陽平 , 磯辺智範 , 山本哲哉 , 阿武　泉 , 中井　啓 , 白川　真 , 柴田　靖 , 松村　明 : 
1H-MRSを用いた非侵襲的生体内薬剤濃度計測法－ BNCT薬剤に関する検討－ .

第 38回日本神経放射線学会（水戸市）2月 , 2009

No.128 山本陽平 , 磯辺智範 , 山本哲哉 , 阿武　泉 , 中井　啓 , 白川　真 , 柴田　靖 , 松村　明 : 

BNCTにおけるMRSを用いた BPA濃度測定法の検討　
専門研究会「中性子線と粒子線の総合的医療利用」2月 , 2009

No.129 Yoshitomi T, Toh K, Marushima A, Suzuki S, Tsurushima H, Hirayama A, Matsumura A, Nagasaki Y: 

Healing of Oxidative Stress in Brain on the Occasion of Cerebral Ischemia-Reperfusion.

Biomaterials: Biocompatibility/Tissue Engineering, Gordon Research Conferences, 

(Holderness) 2009

No.130 Zhang W, Oyane A, Tsurushima H, Ito A, Chu PK: 

Osteoblast differentiation induced by Nitrogen plasma-treated polymer surface. 

The 22nd International Symposium on Ceramics in Medicine. 

BIOCERAMICS 22, (Korea) 2009

班研究報告
No.1 磯辺智範 , 榮　武二 , 照沼利之 , 安岡　聖 : 

筑波大学における医学物理学教育への取り組み . 

がんプロフェッショナル養成プラン 

関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点　医学物理学人材養成コース 

平成 20年度成果報告書 : 277, 2009

No.2 高野晋吾 , 坂本規影 , 石川栄一 , 松村　明 : 

悪性脳腫瘍に対するヒト脳腫瘍由来血管内皮細胞ワクチン治療 . 

がん集学的治療研究財団　第 29回研究報告書 , 2009 in press

No.3 高野晋吾 : 

膠芽腫由来血管内皮細胞を標的とした血管新生抑制療法の開発および腫瘍内皮幹細胞の同
定 .

日本脳神経財団 2008年度研究助成報告書
No.4 松村　明 , 大須賀覚 , 山本哲哉 , 石川栄一 : 

Diffusion tenosor imaging（DTI）を利用した水頭症病態解析，手術適応、予後診断に関し
た研究．厚生労働省精神・神経疾患研究費託費（20委 -9）発達期における骨格系と脳脊
髄液循環動態の発生学的特性に基づく高次脳脊髄機能障害の治療および総合医療に関する
研究．

平成 21年度研究報告書．2009 in press

その他、講演等
No.1 鮎澤　聡 : 

生命は見えない―場の医学と治癒力―　
人体科学会第 20回公開シンポジウム（つくば）12月 , 2009
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No.2 鮎澤　聡 : 

てんかん：その上手な付き合い方　
第 39回てんかん市民講座（つくば）7月 , 2009

No.3 鮎澤　聡 : 

症候性てんかんの薬物療法　グリオーマ・セミナー
～グリオーマと闘う成人患者・家族のために～

脳腫瘍ネットワーク（東京）8月 , 2009

No.4 鮎澤　聡 : 

脊髄刺激療法　
順天堂脳神経外科セミナー（東京）10月 , 2009

No.5 石川栄一 : 

脳腫瘍に対する免疫療法の基礎と臨床
つくばブレインサイエンス・セミナー（つくば）2月 , 2009

No.6 石川栄一 : 

転移性脳腫瘍の手術適応・放射線選択について～現状と今後の課題～
第 3回筑波大学附属病院オンコロジーカンファランス（つくば）6月 , 2009

No.7 石川栄一 : 

免疫療法について　グリオーマセミナー～グリオーマと闘う成人患者・家族のために～
脳腫瘍ネットワーク（東京）8月 , 2009

No.8 磯辺智範 : 

医学物理と放射線治療 .

平成 21年度筑波大学公開講座「つくば医科学公開講座 第 6回医科学研究最前線」 
（筑波大学 東京キャンパス大塚地区 G203教室）, 5月 , 2009

No.9 磯辺智範 : 

水ファントムを使用した X線の標準測定 .

がんプロフェッショナル養成プラン 関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点 

平成 20年度 第 2回　医学物理インテンシブ生涯教育コース 

（つくば市）1月 , 2009

No.10 井原　哲 : 

筑波大学小児神経外科の復興－国立成育医療センターでの経験から－
第 22回 JCS研究会（つくば）6月 , 2009

No.11 井原　哲 : 

小児脳神経外科疾患　
水戸市小児科医会（水戸）9月 , 2009

No.12 高野晋吾 : 

認知症患者に対する塩酸ドネペジルと漢方補材の併用効果
エーザイ社内研修（つくば）3月 , 2009

No.13 高野晋吾 : 

グリオーマに対する血管新生抑制療法と免疫療法－筑波大学での取り組み－
中村記念病院　第 44回脳神経セミナー（札幌）3月 , 2009
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No.14 高野晋吾 : 

脳腫瘍の診断と治療
筑波セントラル病院　院内セミナー（牛久）8月 , 2009

No.15 高野晋吾 : 

脳腫瘍に対する血管新生抑制療法と免疫療法 .

第 12回多摩脳腫瘍研究会（三鷹）10月 , 2009

No.16 高野晋吾 : 

脳腫瘍の臨床：内視鏡手術と研究：血管新生抑制療法 .

東京女子医科大学東医療センター講演会 , 11月 , 2009

No.17 高野晋吾 : 

下垂体機能低下症って何 ?：市民公開講座 .

（つくば）11月 , 2009

No.18 鶴嶋英夫 : 

Drug Delivery Sstemと LCX-X線を用いた新規組み合わせ治療の可能性
産業技術総合研究所計測フロンティア研究部門第 19回公開セミナー 

加速器ライフサイエンス研究の新展開（つくば）12月 , 2009

No.19 中井　啓 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 鶴淵隆夫 , 松田真秀 , 遠藤　聖 , 熊田博明 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

悪性神経膠腫に対する中性子捕捉療法の臨床経験
がん情報ネットワーク　多地点合同カンファレンス 

県立中央病院　10月 , 2009

No.20 中井　啓 : 

脳腫瘍の治療戦略
がんプロフェッショナル養成プラン 関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点 

第 2回医学物理インテンシブ生涯教育コース 1月 10日 , 2009

No.21 松村　明 , 中井　啓 , 山本哲哉 : 

中性子捕捉療法の原理と展開
がん情報ネットワーク　多地点合同カンファレンス 

県立中央病院 , 10月 , 2009

No.22 松村　明 : 

大学教育改革プログラム合同フォーラム
パシフィコ横浜 , 1月 , 2009

No.23 松村　明 : 

ホウ素 DDSを用いた病変可視化と腫瘍選択的粒子線治療
第一回学際物質戦略イニシアチブバイオグループシンポジウム可視化と治療 

（つくば）1月 , 2009

No.24 松村　明 : 

1H-MRSによる脳代謝診断の有用性と限界
　第 38回日本神経放射線学会シンポジウム（水戸）2月 , 2009
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No.25 松村　明 : 

脳腫瘍に対する放射線治療の展望―特に粒子線治療について―
第 26回山梨脳神経外科懇話会（山梨県）3月 , 2009

No.26 松村　明 : 

ベトナムにおける第一回指導医養成講習会に参加して
ベトナム報告会（つくば）3月 , 2009

No.27 松村　明 : 

動物実験によるホウ素中性子捕捉療法の新規応用・適応拡大に関する検討
第 4回先進原子力技術に関する連携重点研究討論会（茨城県東海村）8月 , 2009

No.28 松村　明 : 

ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）―次世代の粒子線治療をめざして―
日本アイソトープ協会オータムスクール　特別講義（千葉県）10月 , 2009

No.29 松村　明 : 

MRI最近の進歩
第 21回脳神経外科臨床講座　指定発言（東京都）11月 , 2009

No.30 Matsumura A, Yamamoto T, Nakai K, Matsuda M, Endo K, Okumura T, Kumada H: 

Clinical Results of BNCT for glioblastoma at JRR-4 and future direction of BNCT in Japan

International Conference"Nuclear Power for the people" 

jointed with Bulgarian Nuclear Society Annual Meeting Veliko-Turnobo, (Invited Lecture), 

(Bulgary) 11, 2009

No.31 安田　貢 : 

医療と道路―命を守るみちづくり―.

茨城県主催みちづくり医療フォーラム（水戸）2月 , 2009

No.32 安田　貢 : 

在宅難病患者の急変時のトラブルとその対策 . 

茨城県難病相談・支援センター研修会・平成 20年度第 3回医療従事者研修会 

（つくば）2月 , 2009

No.33 安田　貢 : 

医療と道路―命を守るみちづくり―.

茨城県みちづくりシンポジウム（水戸）3月 , 2009

No.34 安田　貢 : 

地域における CPRの普及活動とその効果 .

第 21回船橋市救急医療シンポジウム・特別基調講演（船橋）9月 , 2009

No.35 安田　貢 : 

脳卒中の救急の現状 .

茨城県医師会生活習慣病フォーラム（常陸太田）9月 , 2009

No.36 安田　貢 : 

偶発的低体温症 .

 茨城県北部地区メディカルコントロール協議会特別講演（日立）11月 , 2009
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No.37 安田　貢 : 

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援
―筑波大学社会貢献プロジェクト―.

赤穂市救急シンポジウム（赤穂）12月 , 2009

No.38 安田　貢 : 

検証・AHAコースで救命率は変わるか ?.

長崎県医師会救急医療シンポジウム（長崎）12月 , 2009

No.39 安田　貢 : 

第 3回、第 4回、第 5回　筑波的看護スキルアップセミナー講義 　
2月 .6月 .10月 , 2009

No.40 安田　貢 : 

第 1回、第 2回　平成 21年度茨城県気管挿管再講習会講義・実技　
12月 , 2009

No.41 安田　貢 : 

2009年度筑波大学社会貢献プロジェクト
―医療職および一般市民に対する国際標準救急蘇生教育体制強化の支援（別記）

No.42 山本哲哉 : 

放射線治療　グリオーマセミナー～グリオーマと闘う成人患者・家族のために～
脳腫瘍ネットワーク（東京）8月 , 2009

No.43 山本哲哉 : 

悪性脳腫瘍治療の現状と中性子捕捉療法　
東京工業大学原子炉工学研究所　統合研究院　 

第 1回高度放射線医療研究会（東京）11月 , 2009

No.44 山本哲哉 : 

悪性脳腫瘍治療の現状と中性子捕捉療法　
産業技術総合研究所計測フロンティア研究部門 

第 19回公開セミナー　加速器ライフサイエンス研究の新展開（つくば）12月 , 2009

No.45 BLS関連（安田　貢）
　　1 2009/01/17　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　2 2009/01/17　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　3 2009/01/17　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　4 2009/01/18　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　5 2009/02/07　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0001 日本 ACLS協会 TC

　　6 2009/02/14　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　7 2009/02/15　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　8 2009/02/21　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　9 2009/02/22　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　10 2009/02/22　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　11 2009/02/22　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　12 2009/03/07　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS
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　　13 2009/03/08　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　14 2009/03/14　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　15 2009/03/14　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　16 2009/03/15　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　17 2009/03/21　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　18 2009/03/22　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　19 2009/03/22　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　20 2009/05/03　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　21 2009/05/03　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　22 2009/05/04　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　23 2009/05/05　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0001 日本 ACLS協会 TC

　　24 2009/05/27　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　25 2009/05/27　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　26 2009/05/28　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　27 2009/05/28　Heartsaver AEDコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　28 2009/05/30　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0001 日本 ACLS協会 TC

　　29 2009/06/27　コアインストラクターコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　30 2009/06/27　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　31 2009/06/27　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　32 2009/06/27　BLSインストラクターコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　33 2009/06/28　ACLSインストラクターコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　34 2009/06/28　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　35 2009/07/11　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0001 日本 ACLS協会 TC

　　36 2009/07/12　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0001 日本 ACLS協会 TC

　　37 2009/07/25　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　38 2009/07/25　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　39 2009/07/26　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　40 2009/08/08　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　41 2009/08/08　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　42 2009/08/09　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　43 2009/08/22　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　44 2009/08/23　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　45 2009/09/20　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　46 2009/09/26　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　47 2009/09/26　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　48 2009/09/27　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　49 2009/10/03　ACLS EP コース 0001 日本 ACLS協会 TC

　　50 2009/10/04　ACLS EP コース 0001 日本 ACLS協会 TC

　　51 2009/10/10　コアインストラクターコース (G2005) 0022 六日市 ECC TS

　　52 2009/10/10　BLSインストラクターコース (G2005) 0022 六日市 ECC TS
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　　53 2009/10/12　コアインストラクターコース (G2005) 0022 六日市 ECC TS

　　54 2009/10/17　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　55 2009/10/17　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　56 2009/10/18　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　57 2009/10/18　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　58 2009/10/24　ACLS EP コース 0022 六日市 ECC TS

　　59 2009/10/24　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　60 2009/10/24　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　61 2009/10/25　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　62 2009/10/25　コアインストラクターコース (G2005) 0022 六日市 ECC TS

　　63 2009/11/07　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　64 2009/11/08　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　65 2009/11/22　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　66 2009/11/23　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　67 2009/11/28　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　68 2009/12/04　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　69 2009/12/05　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　70 2009/12/05　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　71 2009/12/06　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　72 2009/12/11　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　73 2009/12/12　ACLS EP コース 0022 六日市 ECC TS

　　74 2009/12/12　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0022 六日市 ECC TS

　　75 2009/12/18　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　76 2009/12/19　ACLSプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　77 2009/12/19　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　78 2009/12/20　BLSリニューアルコース (G2005) 0018 茨城 TS

　　79 2009/12/25　BLSヘルスケアプロバイダーコース (G2005) 0018 茨城 TS
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整形外科グループ（2009 年）

原　著
No.1 渡辺　新 , 金森章浩 , 石井朝夫 , 御園生剛 , 落合直之 :

第四中足骨基部疲労骨折の一例
日本臨床スポーツ医学会誌 17 (1): 119-121, 2009

No.2 田中利和 , 阿部亮子 , 岩差　仁 , 落合直之 :

橈骨遠位端関節内骨折に対する創外固定器の治療
日本創外固定・骨延長学会雑誌 20: 1-7, 2009

No.3 野澤大輔 , 石井朝夫 , 落合直之 , 小宮山千晴 , 野内隆治 :

長管骨偽関節に対するイリザロフ創外固定器による圧迫固定法
日本創外固定・骨延長学会雑誌 20: 9-14, 2009

No.4 野澤大輔 , 石井朝夫 , 西浦康正 , 西野衆文 , 辰村正紀 , 落合直之 :

リング型創外固定器における緩みにくいワイヤーの固定法̶6の法則
日本創外固定・骨延長学会雑誌 20: 109-114, 2009

No.5 Sakai S, Mishima H, Ishii T, Akaogi H, Yoshioka T, Ohyabu Y, Chang F, Ochiai N, Uemura T:

Rotating three-dimentional dynamic culture of adult human bone marrow-derived cells for tissue 

engineering of hyaline cartilage.

J Orthop Res 27 (4): 517-21, 2009

No.6 Abe I, Hara Y, Nishiura Y, Ochiai N:

The morphologic characteristics of nerve shortening following traumatic bone loss.

J Orthop Res 27 (4): 472-6, 2009

No.7 Xia Li, Sogo Y, Ito A, Mutsuzaki H, Ochiai N, Kobayashi T, Nakamura S, Yamashita K,  

Racquel Z LeGeros:

The optimu zinc content in set calcium phosphate cement for promoting bone formation in vivo.

Material Science and Engineering C 29: 969-975, 2009

No.8 Iwasashi M, Sakane M, Saito H, Taguchi T, Tateishi T, Ochiai N:

In vivo evaluation of bonding ability and biocompatibility of a novel biodegradable glue 

consisting of tartaric acid derivative and human serum albumin 

J Biomed Mater Res 90A: 543-548, 2009

No.9 Ohtaki Y, Mamizuka N, Fard M, Harada Y, Minakuchi Y, Ochiai N:

Identification of patellar tendon reflex based on simple kinematic Measurement.

Journal of Biomechanical Science and Engineering 4 (2): 265-273, 2009

No.10 中山敬太 , 小川　健 , 西浦康正 , 落合直之 :

有鉤骨鉤骨折を合併した有頭骨骨折偽関節に対し有頭有鉤骨間固定術を行った 1例
東日本整災会誌 21: 222-225, 2009

No.11 Iwasashi M, et al.: 

Bone Regeneration at Cortical Bone Defect with Unidirectional Porous Hydroxyapatite in vivo. 

Key Engineering Materials Vols 396-398: 11-14, 2009
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No.12 佐藤祐希 , 坂根正孝 , 作田直記 , 落合直之 , 山本哲哉 , 村井伸司 :

硬膜外腫瘍摘出術後に小脳出血を呈した 1例
整形・災害外科 52 (7): 919-922, 2009

No.13 藤井賢吾 , 石井朝夫 , 田嶋雅美 , 酒井晋介 , 須藤光敏 , 船山　徹 , 金森章浩 , 落合直之 :

股関節離断術を行った神経腫性象皮病の 1例
関東整災誌 40: 231-235, 2009

No.14 船山　徹 , 金岡恒治 , 坂根正孝 , 落合直之 :

棘突起間移植骨を椎弓̶棘突起間ケーブルにて締結する新しい頸椎後方固定方法
 脊椎・脊髄神経手術手技 11: 125-127, 2009

No.15 原　友紀 , 西浦康正 , 田中利和 , 許　表楷 , 落合直之 :

特発性手根管症候群の治療̶アンケート結果より̶
 日手会誌 25 (5): 580-585, 2009

No.16 小川　健 , 西浦 康正 , 田中利和 , 許　表楷 , 落合直之 :

骨髄血移植・低出力超音波療法・創外固定を併用したキーンベック病の新しい治療法とそ
の基礎的研究

日手会誌 25 (6): 893-899, 2009

No.17 赤荻　博 , 三島　初 , 酒井晋介 , 吉岡友和 , 石井 朝夫 , 落合直之 , 村松俊樹 :

自家濃縮骨髄血移植術を行い、骨癒合を得ることができた脛骨偽関節の 1例
骨折 31 (4): 845-849, 2009

No.18 原　友紀 , 西浦 康正 , 村井 伸司 , 小宮山千晴 , 落合直之 :

腋窩部での異常血管による正中神経絞扼性障害の 1例
Peripheral nerve末梢神経 20 (2): 155, 2009

No.19 村井伸司 , 原　友紀 , 西浦康正 , 岩指　仁 , 落合直之 :

中斜角筋切腱術が奏功した斜角筋症候群の 1例
Peripheral nerve末梢神経 20 (2): 151-152, 2009

No.20 Abe T, Sakane M, Hirabayashi H, Noguchi H, Tsukada A, Ochiai N:

Comparison of Clinical Outcomes of Percutaneous Endoscopic Discectomy and Open Surgery for 

Lumbar Disc Herniation.

日本脊椎脊髄病学会誌 20 (3): 653-655, 2009 

No.21 Yamada Y, Nishiura Y, Saijilafu, Hara Y, Ichimura H, Toshii Y, Ochiai N:

Repair of peripheral nerve defect by direct gradual lengthening of the distal nerve stump in rats: 

effect on nerve regeneration. 

Scandinavian Journal of Plastic Surgery and Hand Surgery 43: 305-311, 2009

No.22 Yamada Y, Nishiura Y, Saijilafu, Hara Y, Ichimura H, Toshii Y, Ochiai N:

Repair of peripheral nerve defect by direct gradual lengthening of the distal nerve stump in rats: 

celluler reaction. 

Scandinavian Journal of Plastic Surgery and Hand Surgery 43: 297-304, 2009

No.23 西浦康正 , 岡田昌史 , 羽生忠正 , 高山真一郎 , 高原政利 , 関　敦仁 , 落合直之 :

患者立脚の治療成績評価　肘機能評価法の検証と改良の調査について
日整会誌 83: 900-902, 2009
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No.24 Mutsuzaki H, Sakane M, Honda K, Ikeda K, Hattori S, Ochiai N:

Cell death and cell proliferation in cartilage layers in human anterior cruciate ligament tibial 

insertions after rupture.

Connective Tissue Research. In press. 

No.25 Sakane M, Mutsuzaki H, Hattori S, Nakajima H, Ochiai N:

Time dependence of changes of two cartilage layers in anterior cruciate ligament insertion after 

resection on chondrocyte apoptosis and decrease in glycosaminoglycan.

Sports Med Arthrosc Rehabil Ther Technol.  

 1 (1): 27, Dec 10; 2009, on-line publication. 

No.26 Hangai M, Kaneoka K, Okubo Y, Miyakawa S, Hinotsu S, Mukai N, Sakane M, Ochiai N:

Relationship Between Low Back Pain and Competitive Sports Activities During Youth.

Am J Sports Med. Jan 5. 2010 [Epub ahead of print] 

PMID: 20051500 [PubMed - as supplied by publisher] 

No.27 埜口博司 , 坂根正孝 , 落合直之 :

バーチャルリアリティーを使った肩関節鏡トレーニングシステムの使用経験
 肩関節 33 (2): 511-513, 2009

No.28 Mutsuzaki H, Sakane M, Hattori S, Kobayashi H, Ochiai N:

Firm anchoring between a calcium phosphate-hybridized tendon and bone for anterior cruciate 

ligament reconstruction in a goat model.

Biomed Mater. 7; 4 (4): 45013, 2009 [Epub ahead of print]

No.29 佐藤祐希 , 坂根正孝 , 作田直樹 , 落合直之 , 山本哲哉 , 村井信司 :

硬膜外腫瘍摘出後に小脳出血を呈した 1例
 整形・災害外科 52 (7): 919-922, 2009

No.30 Hangai M, Kaneoka K, Hinotsu S, Shimizu K, Okubo Y, Miyakawa S, Mukai N, Sakane M, Ochiai N:

Lumbar intervertebral disk degeneration in athletes.

Am J Sports Med 37 (1): 149-155, 2009

No.31 西野衆文 , 三島　初 , 宮川俊平 , 清水如代 , 河村春生 , 落合直之 :

Synergy tapered stemを用いたセメントレス THAの 7年以上の成績
－ Stress shielding発生要因の検討－

Hip Joint 35: 19-23, 2009

総説その他
No.1 落合直之 :

胸郭出口症候群̶最新の考え方ならびに dogma

神経内科 70 (6): 560-565, 2009

No.2 落合直之 :

腕神経叢引き抜き損傷　真下節・柴田政彦編集　複合性局所疼痛症候群
真興交易（株）医書出版部 99-104, 2009
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No.3 坂根正孝 , 落合直之 , 埜口博司 , 小林美穂子 :

関節鏡・内視鏡手術教育の最新技術
整形・災害外科 52: 1101-1106、2009

No.4 西浦康正 , 原　友紀 , 落合直之 :

【日常診療に役立つ整形外科領域の痛みの知識】
慢性難治性疼痛の病態と臨床的アプローチ CRPSの診断・治療における最近の知見

整形・災害外科 52: 663-669, 2009

No.5 西浦康正 :

【できる！縫合・吻合】組織別の縫合・吻合法　末梢神経の縫合
臨床外科 64: 44-47, 2009

No.6 西浦康正 :

18整形外科疾患．骨軟骨腫，内軟骨腫，孤立性骨嚢腫．山口徹ほか編
今日の治療指針 医学書院 883-884, 2009

No.7 金森章浩 , 矢野健太郎 , 宮本俊和
膝関節　福林徹　宮本俊和編集　スポーツ鍼灸の実際　最新の理論と実践

医道の日本社 180-204, 2009

学会発表
No.1 坂根正孝 , 生駒俊之 , 安部哲哉 , 小林美穂子 , 落合直之 :

骨転移癌に対する新たな集学的局所治療システムの開発
TXテクノロジー・ショーケース inつくば 2009（つくば）1月 , 2009

No.2 船山　徹 , 坂根正孝 , 岩指　仁 , 渡辺　新 , 安部哲哉 , 末次　寧 , 堀田裕司 , 落合直之 :

一軸連通孔ハイドロキシアパタイトを利用した椎弓形成術用スペーサーの開発
つくば医工連携フォーラム 2009（つくば）1月 , 2009

No.3 松本佑啓 , 西浦康正 , 原　友紀 , 落合直之 :

バンコマイシン耐性MRSAによる化膿性肘関節炎の 1例
第 21回日本肘関節学会（東京）2月 , 2009

No.4 Funayama T, Sakane M, Iwasashi M, Watanabe A, Abe T, Ochiai N:

Histological study of newly formed bone in novel unidirectional prous hydroxyapatite using as 

spacers for double-door laminoplasty. 

55th Annual meeting of ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.5 Watanabe A, Sakane M, Iwasashi M, Suetsugu Y, Funayama T, Abe T, Ochiai N:

Mechanical strength and in vivoevaluation of novel unidirectional porus hydroxyapatite substitute. 

55th Annual meeting of ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.6 Nishino T, Ishii T, Chang F, Yanai T, Watanabe A, Ogawa T, Mishima H, Nakai K, Ochiai N:

The Effect of Gradual Weight-Bearing on Regenerated Articular Cartilage after Joint Distraction 

and Motion. 

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009
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No.7 Nishino T, Ishii T, Ochiai N:

The effect of gradual weight-bearing on regenerated articular cartilage after joint distraction and 

motion. 

55th Annual meeting of ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.8 Ogawa T, Ishii T, Mishima H, Nishino T, Watanabe A, Sakai S, Ochiai N:

Is transplantation of the bone marrow effective fo revitalizing a severely necrotic small bone in 

an experimental rabbit model?

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.9 Watanabe A, Kanamori A, Ikeda K, Ochiai N:

Histological evaluation and comparison of the anteromedial and posterolateral bundles of the 

human anterior cruciate ligament of osteoarthritic patients.

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.10 Sharula, Hara Y, Nishiura Y, SaiJilafu, Kubota S, Ochiai N:

Repair of the sciatic nerve defects with direct gradual lengthening of the proximal and distal 

nerve stumps in rabbits.

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.11 Hara Y, Nishiura Y, Sharula, SaiJilafu, Nakajima Y, Ono F, Mishima H, Ochiai N:

Repair of peripheral nerve gap by direct lengthening of both stumps in primates.

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.12 Abe T, Sakane M, Ikoma T, Kobayashi M, Ochiai N:

Paclitaxel released from hydroxyapatite-alginate beads cross-linked with strontium ion inhibits the 

growth of experimental spine cancer in rats by local administration.

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.13 Shiina I, Kaneoka K, Kobayashi H, Fukushima M, Ono K, Ejima S, Ujihara S, Sakane M, Ochiai N:

Anew moyhod to analyze three-dementional motion of the cervical vertebra during lateral 

bending-two-dimentional projection methods.

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.14 Shiina I, Kaneoka K, Kobayashi H, Fukushima M, Ono K, Ejima S, Ujihara S, Sakane M, Ochiai N:

Three-dimentional motion analysis of the cervical vertebrae during lateral impact.

55th Annual Meeting of the ORS (Las Vegas) 2月 , 2009

No.15 原　友紀 , 西浦康正 , 小川　健 , 落合直之 :

末節骨骨端離開を伴った母指 IP関節脱臼の 1例
第 23回東日本手の外科研究会（水戸）2月 , 2009

No.16 中山敬太 , 西浦康正 , 原　友紀 , 小川　健 , 落合直之 :

橈骨遠位端骨折変形治癒に生じた示指深指屈筋腱皮下断裂の 1例
第 23回東日本手の外科研究会（水戸）2月 , 2009

No.17 小川　健 , 西浦康正 , 原　友紀 , 落合直之 :

キーンベック病におけるMRIと組織学的所見の比較
第 23回東日本手の外科研究会（水戸）2月 , 2009
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No.18 坂根正孝 , 竹内陽介 , 中山敬太 , 落合直之 :

半椎による後側彎変形を有する硬膜内胸椎ヘルニアの一例
 第 49回関東整形災害外科学会（東京）3月 , 2009

No.19 Mutsuzaki H, Sakane M, ほか :

ACL Reconstruction using a Calcium Phosphate Hybridized Tendon Graft. 

The 7th Biennial ISAKOS Congress（大阪）, 4月 , 2009

No.20 神山　翔 , 石井朝夫 , 藤井賢吾 , 野澤大輔 , 野口裕史 , 落合直之 :

Monteggia骨折後の尺骨感染性偽関節に Bone Transportを行った 1例
第 22回日本創外固定・骨延長学会（京都）6月 , 2009

No.21 石井朝夫 , 西野衆文 , 野内隆治 , 野澤大輔 , 落合直之 :

膝関節創外固定用の関節機構付き支柱の開発
第 22回日本創外固定・骨延長学会（京都）6月 , 2009

No.22 安部哲哉 , 坂根正孝 , 平林宏之 , 野口裕史 , 小林美穂子 , 塚田篤郎 , 落合直之 :

腰椎椎間板ヘルニアに対する経椎間孔アプローチの経皮的内視鏡下ヘルニア摘出術の低侵
襲性の検討

第 38回日本脊椎脊髄病学会（神戸）3月 , 2009

No.23 天野国明 , 坂根正孝 , 竹内陽介 , 船山　徹 , 辰村正紀 , 椎名逸郎 , 安部哲哉 , 落合直之 :

化膿性脊椎炎の臨床像とその問題点、
第 38回日本脊椎脊髄病学会（神戸）3月 , 2009

No.24 原　友紀 , 西浦康正 , 莎茹拉 , 中島佳子 , 落合直之 :

末梢神経緩徐伸長法による神経欠損間隙修復、実験霊長類における治療成績
第 52回日本手の外科学会（東京）4月 , 2009

No.25 小川　健 , 西浦康正 , 田中利和 , 落合直之 :

壊死骨に対する骨髄血移植・低出力超音波の併用効果について
－家兎骨壊死モデルを用いた研究－

第 52回日本手の外科学会（東京）4月 , 2009

No.26 田中利和 , 吉岡　大 , 落合直之 :

手関節尺側部痛の診断　高分解能MR microscopy coil

第 52回日本手の外科学会（東京）4月 , 2009

No.27 西浦康正 , 賽吉拉夫 , 原　友紀 , 莎茹拉 , 落合直之 :

神経断端直接緩徐伸長による末梢神経欠損部修復法の研究
第 52回日本手の外科学会（東京）4月 , 2009

No.28 西野衆文 , 三島　初 , 清水如代 , 宮川俊平 , 河村春生 , 落合直之 :

セメントレス tapered stemおける stress shielding発生要因の統計学的分析
第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.29 西浦康正 , 賽吉拉夫 , 原　友紀 , 莎茹拉 , 落合直之 :

末梢神経再生の基礎と臨床応用
神経断端直接緩徐伸長による末梢神経欠損部修復法の研究

第 52回日本手の外科学会学術集会（東京）4月 , 2009



整形外科グループ（2009年）

214

No.30 原　友紀 , 西浦康正 , Sharula, 中島佳子 , 落合直之 :

末梢神経緩徐伸長法における神経欠損間隙修復̶実験霊長類における治療成績̶
第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.31 阿部亮子 , 鎌田浩史 , 三島　初 , 宮川俊平 , 向井直樹 , 西野衆文 , 中村木綿子 , 落合直之 :

両側先天性股関節脱臼の治療成績
第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.32 石井朝夫 , 野澤大輔 , 西野衆文 , 天野国明 , 落合直之 :

Taylor spatial frameによる下腿骨回旋変形の緩徐矯正
第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.33 落合直之 , 中島佳子 , 小川　健 , 原　友紀 , 西浦康正 :

尺骨神経溝形成を加えた肘部管形成術変法
第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.34 天野国明 , 坂根正孝 , 竹内陽介 , 阿部哲哉 , 落合直之 :

再発髄膜腫の 1例
第 107回茨城県整形外科集談会（阿見）5月 , 2009

No.35 吉沢知宏 , 三島　初 , 鎌田浩史 , 牧原武史 , 落合直之 :

股関節脱臼骨折後、高度に変形した股関節症に対して THAを施行した 2例
第 107回茨城県整形外科集談会（阿見）5月 , 2009

No.36 Sakane M, Kaneoka K, Amano K, Ochiai N:

Case Series of Occiput-Thoracic Fixation (OTF) for Cervical Myelopathy in Rheumatiod 

Arthritis. 

The 25th annual meeting of Cervical Spine Research Society, 6月 , 2009

No.37 Yabuki S, Yabuki T, Yamaguchi Y, Miura N, Sakane M:

Long-Team Outcome of Surgical Treatment for Cervical Spondylotic Myelopathy with Cervical 

Malalignment. 

The 25th annual meeting of Cervical Spine Research Society, 6月 , 2009

No.38 吉田太郎 , 江口　清 , 落合直之 :

両下腿切断に至ったリウマチ患者
第 46回日本リハビリテーション医学会学術集会（静岡）6月 , 2009

No.39 神山　翔 , 原　友紀 , 西浦康正 , 作田直記 , 松本佑啓 , 原　徹也 , 落合直之 :

腕神経叢部から上腕部にかけて生じた巨大蔓状神経腫の 1例
第 42回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会（横浜）7月 , 2009

No.40 Abe T, Sakane M, Ikoma T, Kobayashi M, Ochiai N:

Direct Drug Delivery for Metasitatic Spine Cancer in Endscopic Assisted Surgery.

The 9th Pacific Asian Society of Minimally Invasive Spine Surgery, 8月 , 2009

No.41 小田桂吾 , 高木　祥 , 大塚　潔 , 大垣　亮 , 金森章浩 , 宮川俊平 :

腹部深層筋の収縮が筋出力に及ぼす影響について
第 64回日本体力医学会大会（新潟）9月 , 2009
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No.42 青木信裕 , 金子文成 , 速水達也 , 金森章浩 :

ハムストリングの内側と外側で多方向からの負荷に抗する機能が異なるか？
第 64回日本体力医学会大会（新潟）9月 , 2009

No.43 村井伸司 , 原　友紀 , 西浦康正 , 岩差　仁 , 落合直之 :

中斜角筋切腱術が奏功した斜角筋症候群の 1例
第 20回日本末梢神経学会学術集会（大宮）9月 , 2009

No.44 原　友紀 , 西浦康正 , 村井伸司 , 小宮山千晴 , 落合直之 :

腋窩部での異常血管による正中神経絞扼性障害の 1例
第 20回日本末梢神経学会学術集会（大宮）9月 , 2009

No.45 Salura, 原　友紀 , 西浦康正 , 中島桂子 , 久保田茂希 , 落合直之 :

末梢神経緩徐伸長による神経欠損部修復法の研究
第 58回東日本整形災害外科学会（小樽）9月 , 2009

No.46 野内隆治 , 石井朝夫 , 金森章治 , 三島　初 , 落合直之 :

抗菌薬が有効であった慢性再発性多発性骨髄炎の 1例
第 58回東日本整形災害外科学会（小樽）9月 , 2009

No.47 塚越祐太 , 西浦康正 , 原　友紀 , 落合直之 :

上腕二頭筋橈骨滑液包炎の 1例
第 58回東日本整形災害外科学会（小樽）9月 , 2009

No.48 莎茹拉 , 原　友紀 , 西浦康正 , 中島佳子 , 久保田茂希 , 落合直之 :

末梢神経緩徐伸長による神経欠損部修復法の研究．上腕二頭筋橈骨滑液包炎の 1例
第 58回東日本整形災害外科学会（小樽）9月 , 2009

No.49 村井伸司 , 坂根正孝 , 辰村正紀 , 天野国明 , 下條　仁 , 宮川俊平 :

大学アメリカンフットボール選手の入部時の頚椎 X線所見の検討
第 35回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 . 9月 , 2009

No.50 御園生剛 , 金森章浩 , 井田博史 , 丸山剛生 , 佐藤　妙 , 宮川俊平 , 落合直之 :

高負荷条件下での前十字靱帯再建膝の運動学的評価
～解剖学的二重束再建膝と一重束再建膝の比較

第 36回日本臨床バイオメカニクス学会（愛媛）10月 , 2009

No.51 吉沢知宏 , 三島　初 , 西野衆文 , 鎌田浩史 , 宮川俊平 , 落合直之 :

受傷後長期経過した外傷性股関節脱臼骨折後二次性変形性股関節症に対する人工股関節全
置換術の 3例

第 36回日本股関節学会（京都）10月 , 2009

No.52 西野衆文 , 河村春生 , 三島　初 , 宮川俊平 , 落合直之 :

ポーラスコーティングに溶射したハイドロキシアパタイトの効果
－臨床治験 THA21例の中期成績－

第 36回日本股関節学会（京都）10月 , 2009

No.53 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 高橋伸二 , 坂根正孝 :

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援
筑波大学社会貢献プロジェクト

 第 37回日本救急医学会総会（つくば）10月 , 2009
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No.54 Watanabe A, Sakane M, Funayama T, Iwasashi M, Kanamori A, Ochiai N:

Novel Unidirectional Porous Hydroxyapatite used as a Bone Substitute for Canine Tibial Wedge 

Osteotomy. 

22st International Symposium on Ceramics in Medcine (Bioceramics22) 10月 , 2009

No.55 Funayama T, Sakane M, Watanabe A, Abe T, Iwasashi M, Suetsugu Y, Ochiai N:

Histological Study of Newly Formed Bone with the use of a Novel Hydroxyapatite with 

Unidirectional Pores as Spacers in Spine Surgery. 

22st International Symposium on Ceramics in Medcine (Bioceramics22) 10月 , 2009

No.56 Kobayashi M, Sakane M, Abe T, Ikoma T, Ochiai N:

Anti-tumor Effect of a Local Delivery System;Hydroxyapatite-Alginate Beads of Paclitaxel. 

22st International Symposium on Ceramics in Medcine (Bioceramics22) 10月 , 2009

No.57 保坂孝史 , 坂根正孝 , 石井朝夫 , 塚越祐太 , 竹内陽介 , 落合直之 , 宮永直人 , 里見介史 :

胸椎硬膜外転移により対麻痺を呈した前立腺原発 Carinoid腫瘍の一例
第 108回茨城県整形外科集談会（水戸）10月 , 2009

No.58 野口裕史 , 馬見塚尚孝 , 平野　篤 , 万本健生 , 神山　翔 , 西浦康正 , 金岡恒治 :

高分解MR画像による上腕骨小頭骨軟骨障害保存治療の経時的評価
第 20回日本臨床スポーツ医学会学術集会（神戸）11月 , 2009

No.59 原　友紀 , 西浦康正 , 莎茹拉 , 中島佳子 , 落合直之 :

末梢神経緩徐伸長法による神経欠損間隙修復：霊長類における正中神経 20mm欠損の治
療成績

第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.60 莎茹拉 , 原　友紀 , 西浦康正 , 中島佳子 , 落合直之 :

神経断端緩徐伸長時の疼痛に関する研究
第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.61 船山　徹 , 坂根正孝 , 渡辺　新 , 安部哲哉 , 岩指　仁 , 末次　寧 , 落合直之 :

一軸連通孔ハイドロキシアパタイト多孔体椎弓形成術用スペーサーの組織学的検討
第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.62 田中利和 , 吉岡　大 , 落合直之 :

MR microscopy surface coilを用いた手関節三角線維軟骨複合体（TFCC）の形態解析
第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.63 西野衆文 , Dong Chen, 瀧　直也 , 村田勇一 , 三ッ木直人 , 三島　初 , 河村春生 , 落合直之 :

William Walsh、チタンプラズマスプレーに付与する dicalcium phosphate dihydrate（DPCD）
の効果̶組織学的、力学的検討

第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.64 六崎裕高 , 坂根正孝 , 藤江裕道 , 服部晋也 , 小林尚俊 , 落合直之 :

リン酸カルシウム複合化腱を使用したヤギ前十字靱帯再建後 1年の脛骨内旋における力学
的評価と CT評価

第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009
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No.65 西野衆文 , 常　　非 , 石井朝夫 , 野内隆治 , 渡辺　新 , 小川　健 , 三島　初 , 落合直之 :

家兎広範囲軟骨欠損に対する蝶番関節機構付き創外固定による関節牽引・運動の長期成績
第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.66 Sharula, Hara Y, Nishiura Y. Nakajima Y, Ochiai N:

Repair of 30mm Median Nerve Gap by direct lengthening of both nerve stumps in primates.

8th APFSSH (Kaohsiung) 11月 , 2009

No.67 坂根正孝 , 阿部哲哉 , 船山　徹 , 天野国明 , 小林美穂子 , 落合直之 :

全身合併症を有する腰椎椎間板ヘルニアに対する局所麻酔下脊椎内視鏡手術の有用性
第 12回日本内視鏡低侵襲脊椎外科学会（神戸）11月 , 2009

No.68 辰村正紀 , 坂根正孝 , 俣木健太朗 , 落合直之 , 石井亜紀子 , 玉岡　晃 :

脊椎奇形を伴う脊髄サルコイドーシスの 1例
 第 11回茨城県脊髄・脊椎研究会（つくば）11月 , 2009

No.69 坂根正孝 , 堀田裕司 , 岩指　仁 , 渡辺　新 , 船山　徹 , 安部哲哉 , 末次　寧 , 落合直之 :

家兎大腿骨髄腔に埋入した一軸配向連通孔アパタイトの経時的力学・組織変化
 第 31回日本バイオマテリアル学会大会（京都）11月 , 2009

No.70 堀田裕司 , 岩指　仁 , 渡辺　新 , 船山　徹 , 末次　寧 , 坂根正孝 , 落合直之 , 檜垣達彦 :

配向連通気孔を有するハイドロキシアパタイト骨補填剤の開発
第 31回日本バイオマテリアル学会大会（京都）11月 , 2009

No.71 六崎裕高 , 伊藤敦夫 , 坂根正孝 , 十河　友 , 大矢根綾子 , 落合直之 :

FGF-2アパタイト複合層被覆 Ti製創外骨折固定ピン周囲の皮下に形成される歯根膜様組
織について

第 31回日本バイオマテリアル学会大会（京都）11月 , 2009

No.72 十河　友 , 六崎裕高 , 伊藤敦夫 , 王秀鵬 , 大矢根綾子 , 坂根正孝 , 落合直之 :

25℃で FGF-2アパタイト複合層被覆を行った Ti製創外骨折固定ピンの抗感染能評価
第 31回日本バイオマテリアル学会大会（京都）11月 , 2009

No.73 俣木健太郎 , 石井朝夫 , 香世山哲治 , 俣木優輝 , 野内隆治 , 落合直之 :

小児の舟状骨血行性骨髄炎の 1例
第 20回日本小児整形外科学会（松山）12月 , 2009

No.74 鎌田浩史 , 宮川俊平 , 阿部亮子 , 西野衆文 , 落合直之 :

「健康手帳」による一貫したケアープロジェクト
第 20回日本小児整形外科学会（松山）12月 , 2009

No.75 石井朝夫 , 野内隆治 , 野澤大輔 , 俣木健太郎 , 阿部亮子 , 鎌田浩史 , 落合直之 :

先天性内反足に対する Ponseti法の治療成績
第 20回日本小児整形外科学会（松山）12月 , 2009

No.76 阿部亮子 , 鎌田浩史 , 三島　初 , 中村木綿子 , 西野衆文 , 落合直之 , 岡本嘉一 :

先天性股関節脱臼における関節唇の 3D-MRIによる評価
第 20回日本小児整形外科学会（松山）12月 , 2009
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No.77 坂根正孝 , 落合直之 , 杉田真太朗 , 菅野雅人 , 野口雅之 :

腕神経叢から脊髄内に進展した成人発祥原始神経外胚葉性狩猟の一例．神経皮膚症候群に
関する調査研究班

平成 21年度総会（厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業）12月 , 2009

No.78 渡辺　新 , 坂根正孝 , 岩指　仁 , 船山　徹 , 末次　寧 , 堀田　祐司 , 落合直之 :

配向連通孔構造を有するハイドロキシアパタイト多孔体のウサギ脛骨皮質骨欠損モデルに
おける骨形成

 第 29回整形外科セラミック・インプラント研究会（名古屋）12月 , 2009

講　演
No.1 落合直之 :

肘部管症候群についてー肘部管形成術変法を中心に
第 116回北海道整形災害外科学会（札幌）1月 , 2009

No.2 落合直之 :

上肢の絞扼神経障害
神奈川西湘地区整形外科症例検討会横浜講演会（横浜）1月 , 2009

No.3 落合直之 :

絞扼神経障害など神経障害種々相
宮城県整形外科医会特別講演１（仙台）1月 , 2009

No.4 落合直之 :

上肢の絞扼神経障害
第 23回東日本手の外科研究会ランチョンセミナー（水戸）2月 , 2009

No.5 落合直之 :

上肢の絞扼神経障害－最近の知見－
第 119回愛媛整形外科集談会（松山）9月 , 2009

No.6 落合直之 :

New treatment of segmental defect of peripheral nerve

（長春）9月 , 2009

No.7 落合直之 :

Bone Marrow Transplantation in Orthopaedic Surgery

A new strategy for Kienböck disease and Osteonecrosis of Femoral Head

（長春）9月 , 2009

No.8 Ochiai N, Hara Y, Sharula, Saijilafu, Abe I, Nishiura Y:

A new method for peripheral nerve gap repair without nerve grafting-Gradual elongation of both 

nerve stumps in Macaca fascicularis

8th APFSSH, Kaohsiung（台湾）11月 , 2009 

No.9 西浦康正 :

外来診療で注意すべき手と肘の外傷と障害について
茨城県臨床整形外科医会学術講演会（水戸）6月 , 2009
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No.10 西浦康正 :

CRPSの診断と治療～整形外科医の立場から
第 32回柏市整形外科医会学術講演会（柏）10月 , 2009
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腎泌尿器外科グループ（2009 年）

原　著
No.1 Hinotsu S, Akaza H, Miki T, Fujimoto H, Shinohara N, Kikuchi E, Mizutani Y, Koga H, Okajima E, 

Okuyama A, The Japanese Urological Association: 

Bladder cancer develops 6 years earlier in current smokers: Analysis of bladder cancer registry 

data collected by the cancer registration committee of the Japanese Urological Association

Int J Urol 16 (1), 64-69, 2009

No.2 Kojima T, Shimazui T, Hinotsu S, Joraku A, Oikawa T, Kawai K, Horie R, Suzuki H , Nagashima R, 

Yoshikawa K, Michiue T, Asashima M, Akaza H, Uchida K: 

Decreased expression of CXXC4 promotes a malignant phenotype in renal cell carcinoma by 

activating Wnt signaling

Oncogene 28 (2), 297-305, 2009

No.3 遠藤　剛 , 鈴木康一郎 , 服部一紀 , 樋之津史郎 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

転移性頸椎腫瘍発見後に、クッシング症候群を呈した副腎皮質癌の 1例
泌尿器外科 22 (2), 205-208, 2009

No.4 常樂　晃 , 山本貴大 , 河合弘二 , 宮崎　淳 , 森口留美子 , 矢野郁也 , 原島秀吉 , 赤座英之 : 

腫瘍細胞が発現するMHC class Iと結核菌成分による新規 BCG製剤の治療効果の検討
泌尿器外科 22 (2), 180-181, 2009

No.5 Kikuchi E, Fujimoto H, Mizutani Y, Okajima E, Koga H, Hinotsu S, Shinohara N, Oya M,  

Miki T, Cancer Registration Committee of the Japanese Urological Association. Collaborators: Miki T, 

Fujioka T, Ichikawa T, Naito S, Kohri K, Akaza H, Fujimoto H, Mizutani Y, Kakizoe T, Okuyama A: 

Clinical outcome of tumor recurrence for Ta, T1 non-muscle invasive bladder cancer from 

the data on registered bladder cancer patients in Japan: 1999-2001 report from the Japanese 

Urological Association

Int J Urol 16 (3), 279-286, 2009

No.6 Joraku A, Homhuan A, Kawai K, Yamamoto T, Miyazaki J, Kogure K, Yano I, Harashima H,  

Akaza H: 

Immunoprotection against murine bladder carcinoma by octaarginine-modified liposomes 

incorporating cell wall of Mycobacterium bovis bacillus Calmette-Guerin

BJU Int 103 (5), 686-693, 2009

No.7 赤座英之 : 

国際前立腺会議からの報告
Committee 11「Prostate Cancer Prevention（前立腺癌化学予防）」

排尿障害プラクティス 17 (1), 72-75, 2009
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No.8 Fujioka T, Obara W and The Committee for establishment of the clinical practice guidelines for the 

management of renal cell carcinoma and the Japanese Urological Association (Miki T, Akaza H,  

Hara I, Hirao Y, Kakehi Y, Kanayama H, Naito S, Nonomura N, Ogawa Y, Ozono S, Shimazui T,  

Shinohara N, Shuin T, Takahashi S, Tomita Y, Eto M, Inoue K, Kato T, Kinouchi T, Konda R,  

Mugiya S, Nagamori S, Nakazawa H, Nishitani M, Oikawa T, Sugimoto M, Takahashi M, Mizutani Y, 

Obara W): 

Evidence-based clinical practice guidelines for renal cell carcinoma

(Summary - JUA 2007 Edition) 

Int J Urol 16 (4), 339-353, 2009

No.9 Ando S, Kawai K, Kuriyagawa K, Sekido N, Miyanaga N, Shimazui T, Akaza H: 

Extremely acute exacerbation of interstitial pneumonia after interferonalpha treatment for 

metastatic renal cell carcinoma

Int J Clin Oncol 14, 171-173, 2009

No.10 Shimazui T, Kojima T, Yoshikawa K, Ami Y, Oikawa T, Uchida K, Akaza H: 

Low expression of microphthalmia-associated transcription factor, a  potential molecular target 

for interferon-alpha susceptibility, is  associated with metastasis in renal cell carcinoma

Cancer Sci 100 (9), 1714-1718, 2009

No.11 Miyagawa T, Tsutsumi M, Matsumura T, Kawazoe N, Ishikawa S, Shimokama T, Miyanaga N,  

Akaza H: 

Real-time Elastography for the Diagnosis of Prostate Cancer: Evaluation of Elastographic Moving 

Images

Jpn J Clin Oncol 39 (6), 394-398, 2009

No.12 Tanaka M, Fujimoto K, Chihara Y, Torimoto K, Yoneda T, Tanaka N, Hirayama A, Miyanaga N, 

Akaza H, Hirao Y: 

Isoflavone supplements stimulated the production of serum equol and decreased the serum 

dihydrotestosterone levels in healthy male volunteers

Prostate Cancer and Prostatic Diseases 12, 247-252, 2009

No.13 Akaza H, Hinotsu S, Usami M, Arai Y, Kanetake H, Naito S, Hirao Y, 

Study Group for the Combined Androgen Blockade Therapy of Prostate Cancer: 

Combined Androgen Blockade With Bicalutamide for Advanced Prostate Cancer: Long-Term 

Follow-Up of a Phase 3, Double-Blind Randomized Study for Survival

Cancer 115 (15), 3437-3445, 2009

No.14 Cooperberg MR, Hinotsu S, ChancellorMB, Homma Y, Nelson PS, Matsuyama H, Menon M,  

Kucuk O, Hara I, Egawa S, Uzzo RG, Kanayama HO, Okuyama A, Akaza H: 

Fourth joint meeting of the American Urological Association and the Japanese Urological 

Association Specialty Society program at the 104th annual meeting of the American Urological 

Association at Chicago 2009

Int J Urol 16 (8), 703-708, 2009
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No.15 樋之津史郎 , 河合弘二 , 服部一紀 , 内田克紀 , 常樂　晃 , 小野澤瑞樹 , 及川剛宏 , 関戸哲利 ,  

宮永直人 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

茨城県前立腺がん検診における 2次検診受診率と前立腺生検率の分析
泌尿器外科 22 (8), 1013-1015, 2009

No.16 Cooperberg MR, Hinotsu S, Namiki M, Ito K, Broering J, Carroll PR, Akaza H: 

Risk Assessment Among Prostate Cancer Patients Receiving Primary Androgen Deprivation 

Therapy

J Clin Oncol 27 (26), 4306-4313, 2009

総　説
No.1 宮永直人 , 赤座英之 : 

がん薬物療法学―基礎・臨床研究のアップデート―
XI. 各臓器癌に対する薬物療法　泌尿器癌　前立腺癌

日本臨床 67（増刊 1）, 688-694, 2009

No.2 赤座英之 , 島居　徹 , 宮永直人 , 河合弘二 , 関戸哲利 , 末富崇弘 , 及川剛宏 , 常樂　晃 ,  

樋之津史郎 : 

臨床医学の展望 2009―診断および治療上の進歩
【1】泌尿器科学

日本医事新報 4424, 39-44, 2009

No.3 河合弘二 : 

泌尿器系腫瘍　精巣腫瘍診療の最近の進歩
癌と化学療法 36 (1), 33-37, 2009

No.4 宮永直人 , 赤座英之 : 

特集　組織型からみた化学療法の選択　泌尿器がん
癌と化学療法 36 (2), 193-198, 2009

No.5 宮永直人 , 赤座英之 : 

筋層浸潤性膀胱癌の治療　新しい試み 膀胱温存療法
泌尿器外科 22（増）, 274-276, 2009

No.6 赤座英之 : 

国際前立腺会議からの報告
Prostate Cancer Prevention（前立腺癌化学予防）

排尿障害プラクティス 17 (1), 72-75, 2009

No.7 島居　徹 , 赤座英之 : 

＜特集＞進行前立腺癌の治療 Update ドセタキセル
Urology View 7 (2), 63-69, 2009

No.8 宮永直人 , 赤座英之 : 

特集：どのようなライフスタイルが癌に関与するのか？
どのようなライフスタイルが前立腺癌に関与するのか？
―食生活を中心として―

Life style Medicine 3 (2), 37-43 (135-141), 2009
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No.9 河合弘二 : 

話題のくすり　ソラフェニブ（ソラフェニブトシル酸）
日本病院薬剤師会雑誌 45 (4), 555-558, 2009

No.10 赤座英之 , 窪田吉信 , 鈴木和浩 , 大園誠一郎 , 島居　徹 : 

ドセタキセルによる再燃進行前立腺癌の治療戦略（座談会）
泌尿器外科 22 (4), 575-593, 2009

No.11 島居　徹 , 赤座英之 : 

再燃進行前立腺癌治療をめぐって
日本でのドセタキセルの使用状況

泌尿器外科 22 (4), 551-556, 2009

No.12 河合弘二 : 

【がんの分子標的治療の現状】進行期腎細胞がんに対する分子標的治療における腎摘除術
の現状と課題

MEDICO 40 (6), 220-223, 2009

No.13 河合弘二 : 

【精巣腫瘍の診断と治療 Update】進行性精巣腫瘍と IGCC分類の意義
Urology View 7 (3), 62-68, 2009

No.14 宮永直人 , 赤座英之 : 

新薬の紹介　Sorafenib (Nexavar) 

癌と化学療法 36 (6), 1029-1033, 2009

No.15 島居　徹 , 赤座英之 : 

特集　EAU/AUA/ASCOにおける泌尿器腫瘍のトピックス・進歩 2009

腎癌―診断―
泌尿器外科 22 (10), 1263-1266, 2009

No.16 河合弘二 : 

泌尿器科疾患の薬物治療　精巣腫瘍の薬物治療
薬事新報 2603, 9-14, 2009

著　書
No.1 河合弘二 , 宮永直人 , 赤座英之 : 

EBM泌尿器疾患の治療 2009-2010

B膀胱腫瘍
10．局所浸潤性膀胱がん（T2, T3）に対する chemoradationによる膀胱温存は可能か？

後藤百万 , 小川　修 , 筧　善行 , 出口　隆 , 鈴木孝治（編集） 
中外医学社 , 121-126, 2009

No.2 宮永直人 , 赤座英之 : 

腫瘍マーカーハンドブック　改訂版
Ⅱ．各論　ⅰ）主な腫瘍マーカーとその特徴 35．尿中 NMP22

石井　勝（編集） 
医薬ジャーナル社 , 145-148, 2009
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No.3 赤座英之 : 

入門腫瘍内科学　第 1版 3前立腺がん
日本臨床腫瘍学会（監修）｢入門腫瘍内科学｣ 編集委員会（編集） 

篠原出版新社 , 201-205, 2009

No.4 河合弘二 : 

【これ 1冊で大丈夫 !泌尿器科のがん化学療法・薬物療法
レジメン・副作用・ケア完全ガイド】第 5章　精巣腫瘍に対する化学療法
精巣腫瘍の基礎知識　精巣腫瘍は集学的治療が奏効する代表例

泌尿器ケア 2009冬季増刊号　メディカ出版 , 124-132, 2009

No.5 河合弘二 : 

【これ 1冊で大丈夫 !泌尿器科のがん化学療法・薬物療法
レジメン・副作用・ケア 完全ガイド】第 5章　精巣腫瘍に対する化学療法
導入化学療法　BEP療法　導入化学療法ってなんだろう ?

泌尿器ケア 2009冬季増刊号　メディカ出版 , 133-137, 2009

学会発表
No.1 Hinotsu S, Naito S, Ozono S, Sumiyoshi Y, Noguchi S, Terai A, Tsukamoto T, Hirao Y,  

Akaza H; University of Tsukuba; Graduate School of Medical Sciences, Kyushu University; 

Hamamatsu University School of Medicine; National Hospital Org. Shikoku Cancer Center;: 

PMCJ-9 (BCG Connaught strain) Study Group in Japan, Prophylactic effect of 1. 5-year 

maintenance PMCJ-9 (BCG Connaught strain) therapy for non-muscle invasive urothelial 

carcinoma of the bladder (NMIBC): Results of interim analysis of prospective randomized phase 

III trial in Japan

2009 Genitourinary Cancers Symposium, (Orlando) Feb, 2009

No.2 宮永直人 , 赤座英之 : 

＜JSMO/日本癌学会合同シンポジウム＞
シグナル伝達阻害とトランスレーショナルリサーチ　腎癌の分子標的治療薬

第 7回日本臨床腫瘍学会学術集会（名古屋）3月 , 2009

No.3 松岡妙子 , 小野澤瑞樹 , 遠藤　剛 , 稲井広夢 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 宮永直人 ,  

河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

画像診断に苦慮した後腹膜リンパ節腫大を認めた精巣腫瘍の 1例
第 79回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）4月 , 2009

No.4 吉野喬之 , 及川剛宏 , 大森　圭 , 志鎌明人 , 常樂　晃 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 宮永直人 ,  

河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

尿道直腸瘻に合併した大きな前立腺部尿道結石の 1例
第 79回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）4月 , 2009

No.5 川添夏衣 , 関戸哲利 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

女性泌尿器専門外来の現状と展望
第 79回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）4月 , 2009
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No.6 関戸哲利 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

広汎子宮全摘術後の神経因性膀胱に関する臨床統計
第 79回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）4月 , 2009

No.7 赤座英之 : 

＜総会特別シンポジウム＞ 1．アジア国際共同研究の現状と展望
『アジア国際共同研究の現状と展望－腫瘍領域－』

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.8 赤座英之 : 

＜ JUAアップデートセッション　ミニレビュー＞ 4． 泌尿器腫瘍領域
『日泌 2009岡山 JUAミニレビュー－進行前立腺癌－』

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.9 島居　徹 , 赤座英之 : 

「尿路性器がんに対する新しい抗がん化学療法」＜パネルディスカッション＞
『再燃前立腺癌に対するドセタキセル療法の国内報告の集計』

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.10 小島崇宏 , 島居　徹 , 樋之津史郎 , 及川剛宏 , 河合弘二 , 内田和彦 , 赤座英之 : 

FOXO1の発現低下は腎細胞癌の発生や進展に関与する
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.11 常樂　晃 , 宮永直人 , 赤座英之 : 

大豆イソフラボンによる前立腺癌発癌抑制メカニズムとMAPKシグナルの関係
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.12 遠藤　剛 , 島居　徹 , 河合弘二 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 樋之津史郎 , 常樂　晃 , 小野澤瑞樹 ,  

宮永直人 , 赤座英之 : 

再燃前立腺癌に対するドセタキセル 3週毎プレドニゾロン併用療法の検討
―特に長期投与と有害事象について

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.13 関戸哲利 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

脊髄係留症候群に対する手術の下部尿路管理と尿流動態検査所見への影響
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.14 島居　徹 , 小島崇宏 , 吉川和宏 , 阿弥良浩 , 内田和彦 , 赤座英之 : 

進行性腎癌における転移および interferon-α感受性に関わる microphthalmiaassociated 

transcription factor発現の意義
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.15 樋之津史郎 , 内藤誠二 , 大園誠一郎 , 住吉義光 , 野口純男 , 永森　聡 , 寺井章人 , 冨田京一 ,  

那須保友 , 山口秋人 , 塚本泰司 , 平尾佳彦 , 赤座英之 : 

表在性膀胱癌に対する PMCJ-9（BCG・コンノート株）第Ⅲ相臨床試験
―本邦における 6週導入療法 +1. 5年維持療法の中間解析結果―

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009
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No.16 稲井広夢 , 河合弘二 , 宮永直人 , 関戸哲利 , 及川剛宏 , 常樂　晃 , 小野澤瑞樹 , 島居　徹 ,  

赤座英之 : 

表在性膀胱癌 105例に対する BCG膀胱内注入療法の治療成績
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.17 河合弘二 , 赤座英之 , 塚本泰司 , 藤岡知昭 , 冨田善彦 , 北村唯一 , 大園誠一郎 , 三木恒治 ,  

内藤誠二 , 前佛　均 , 中村祐輔 : 

腎細胞癌の肺転移巣に対しては低用量 IL-2と IFNα併用療法が有効である
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.18 篠原信雄 , 並木幹夫 , 冨田善彦 , 赤座英之 , 内藤誠二 : 

腎摘除術後の転移性腎細胞癌に対する S-1後期臨床第Ⅱ相試験
―多施設共同試験の成績報告―

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.19 及川剛宏 , 高岡栄一郎 , 常樂　晃 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 河合弘二 , 島居　徹 ,  

赤座英之 : 

腎盂尿管腫瘍の臨床的検討
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.20 遠藤瑞木 , 及川剛宏 , 高岡栄一郎 , 常樂　晃 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 河合弘二 , 

島居　徹 , 赤座英之 : 

ラット膀胱発癌モデルにおけるセンダイウィルスベクター（HVJ-E）膀胱内注入療法の効
果

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.21 小野澤瑞樹 , 宮永直人 , 常樂　晃 , 及川剛宏 , 関戸哲利 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

浸潤性膀胱癌に対する膀胱温存療法後の非浸潤性膀胱癌の再発
第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.22 Behjati R, Kawai K, Inadome Y, Noguchi M, Hinotsu S, Akaza H: 

DECREASE IN PROLIFERATION AND INCREASE IN DIFFERENTIATION IS 

ACCOMPANIED WITH LOW APAF-1 PROTEIN EXPRESSION IN TESTICULAR GERM 

CELL TUMOR PATHWAY

AUA Annual Meeting (Chicago) Apr, 2009

No.23 Shimazui T, Yoshikawa K, Uemura H, Hirao Y, Akaza H: 

EXPRESSION OF CADHERIN-6 MRNA IS POOR PROGNOSTIC FACTOR FOR PATIENTS 

WITH T1-T3 RENAL CELL CARCINOMA

AUA Annual Meeting (Chicago) Apr, 2009

No.24 Kawai K, Oikawa T, Onozawa M, Johraku A, Sekido N, Miyanaga N, Shimazui T, Akaza H : 
IDENTIFICATION OF PRETREATMENT PROGNOSTIC FACTOR FOR PATIENTS WITH 

INTERMEDIATE- AND POOR-RISK METASTATIC TESTICULAR CANCER

AUA Annual Meeting (Chicago) Apr, 2009
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No.25 Kojima T, Shimazui T, Hinotsu S, Oikawa T, Kawai K, Uchida K, Akaza H: 

FORKHEAD TRANSCRIPTION FACTOR FOXO1 IS INVOLVED IN PROGRESSION OF 

RENAL CELL CARCINOMA

AUA Annual Meeting (Chicago) Apr, 2009

No.26 Cooperberg MR, Hinotsu S, Namiki M, Ito K , Broering JM, Carroll PR, Akaza H: 

RISK ASSESSMENT AMONG PROSTATE CANCER PATIENTS MANAGED WITH 

PRIMARY ANDROGEN DEPRIVATION THERAPY: A TRANSPACIFIC STUDY

AUA Annual Meeting (Chicago) Apr, 2009

No.27 市岡大士 , 及川剛宏 , 藤﨑　明 , 宮崎　淳 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

T1a腎癌術後 5年で対側副腎転移をきたした 1例
第 80回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.28 内田将央 , 江村正博 , 福原喜春 , 及川剛宏 , 小野澤瑞樹 , 宮永直人 , 河合弘二 , 島居　徹 ,  

赤座英之 : 

腎細胞癌術後、腎盂癌を合併し非典型的な多臓器に転移をきたした 1例
第 80回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.29 宮崎　淳 , 石原弘子 , 菊池幸治 : 

Surgical Site Infection―筑波メディカルセンター病院感染対策委員の仕事を通じて―
第 80回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.30 吉野喬之 , 山﨑一恭 , 遠藤　剛 , 常樂　晃 , 宮崎　淳 , 菊池孝治 : 

当院における結石性腎盂腎炎の治療経験
第 80回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.31 島居　徹 , 武島　仁 , 赤座英之 : 

性感染症全国サーベイランスにおける茨城県の現状
第 80回日本泌尿器科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.32 Behjati R, Inadome Y, Kawai K, Akaza H, Noguchi M: 

Analysis of APAF-1 expression in the testicular germ cell tumor tissue and germ cell tumor cell 

lines

The 68th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association (Yokohama) Oct, 2009

No.33 樋之津史郎 , 河合弘二 , 大園誠一郎 , 津島知靖 , 徳田倫章 , 野俣浩一郎 , 赤座英之 , 内藤誠二 : 

腎細胞癌根治術後の天然型 IFN-α術後補助療法：多施設共同研究の結果
第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.34 赤座英之 , 原島秀吉 , 中山俊憲 , 矢野郁也 : 

BCG-CWS搭載オクタアルギニン（R8）膀注及び静注によるラット BBN発癌抑制
第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.35 水守　理 , 前佛　均 , 加藤陽一郎 , 塚本泰司 , 藤岡知昭 , 冨田善彦 , 北村唯一 , 大園誠一郎 ,  

三木恒治 , 内藤誠二 , 赤座英之 , 中村祐輔 : 

肺転移のある腎細胞癌患者に対するインターロイキン 2、インターフェロンα、2剤併用
療法の感受性予測システムの構築

第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009
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No.36 島居　徹 , 小島崇宏 , 吉川和宏 , 阿弥良浩 , 及川剛宏 , 内田和彦 , 赤座英之 : 

腎癌におけるインターフェロンα感受性遺伝子MITFの発現低下と転移との関連性
第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.37 小島崇宏 , 島居　徹 , 及川剛宏 , 河合弘二 , 赤座英之 , 内田和彦 :

悪性度の高い肉腫様腎細胞癌における遺伝子発現変化
第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.38 全並賢二 , 吉川和宏 , 中村小源太 , 山田芳彰 , 本多靖明 , 田中基幹 , 植村天授 , 島居　徹 ,  

赤座英之 , 近藤英作 , 上田龍三 : 

p16機能性ペプチドを用いた新しい腎癌治療法の検討
第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.39 森　　満 , 舛森直哉 , 福多史昌 , 宮永直人 , 赤座英之 , 塚本泰司 : 

無作為抽出した住民を対象群とした前立腺がんの症例対照研究によるリスク要因の検索
第 68回日本癌学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.40 内田将央 , 江村正博 , 及川剛宏 , 福原喜春 , 宮崎　淳 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 河合弘二 , 島居　徹 , 

赤座英之 : 

右腎原発軟骨肉腫の 1例
第 31回茨城医学会泌尿器科分科会

第 81回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.41 市岡大士 , 小野澤瑞樹 , 内田将央 , 江村正博 , 及川剛宏 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

膀胱癌 BCG膀注後に前立腺腫瘍を来した 1例
第 31回茨城医学会泌尿器科分科会

第 81回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.42 及川剛宏 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

サイトカイン併用療法の治療成績
第 31回茨城医学会泌尿器科分科会

第 81回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.43 宮永直人 , 及川剛宏 , 小野澤瑞樹 , 宮崎　淳 , 関戸哲利 , 河合弘二 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

進行腎癌に対する分子標的治療薬の使用経験
第 31回茨城医学会泌尿器科分科会

第 81回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.44 宮永直人 , 赤座英之

膀胱癌の化学放射線療法（シンポジウム）
第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.45 赤座英之 : 
ホルモン再燃前立腺癌に対する治療戦略

第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.46 江村正博 , 宮永直人 , 及川剛宏 , 小野澤瑞樹 , 宮崎　淳 , 関戸哲利 , 河合弘二 , 島居　徹 ,  
赤座英之 : 

浸潤性膀胱癌に対する膀胱温存療法の検討
第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009
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No.47 藤﨑　明 , 河合弘二 , 市岡大士 , 及川剛宏 , 宮崎　淳 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 宮永直人 ,  

島居　徹 , 赤座英之 : 

治療抵抗性及び再発性精巣腫瘍に対するサルベージ療法の長期成績
第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.48 及川剛宏 , 島居　徹 , 遠藤　剛 , 小野澤瑞樹 , 宮崎　淳 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 河合弘二 ,  
赤座英之 : 

再燃前立腺癌に対するドセタキセル外来化学療法の副作用対策
第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.49 小島崇宏 , 島居　徹 , 及川剛宏 , 河合弘二 , 内田和彦 , 赤座英之 : 

Dishevelled阻害薬における腎癌細胞株のWntシグナルの抑制と抗腫瘍効果に関する検討
第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.50 島居　徹 , 吉川和宏 , 植村天受 , 河合弘二 , 平尾佳彦 , 赤座英之 : 

末梢血液中 cadherin-6 mRNAの発現は腎癌の予後の不良因子である
第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.51 赤座英之 : 

＜シンポジウム＞
国際共同治験の現状と変化～新規抗がん剤・分子標的薬開発の遅れを取り戻すために
腎細胞癌における分子標的薬剤～ NCCNアジアコンセンサス会議の内容を踏まえて～

第 47回日本癌治療学会総会（横浜）10月 , 2009

No.52 市岡大士 , 関戸哲利 , 稲井広夢 , 及川剛宏 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

異時性に同一腎に淡明細胞型腎癌と乳頭状腎癌を生じた一例
第 74回日本泌尿器科学会東部総会（松本）10月 , 2009

No.53 福原喜春 , 宮崎　淳 , 及川剛宏 , 小野澤瑞樹 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 河合弘二 , 島居　徹 ,  

赤座英之 :

精巣腫瘍に対する大量化学療法における発熱性好中球減少の検討（ポスター）
第 74回日本泌尿器科学会東部総会（松本）10月 , 2009

No.54 七条武志 , 小川良雄 , 舛森直哉 , 古屋亮兒 , 赤座英之 , 大谷幹伸 , 鈴木和浩 , 柴田康博 , 平尾佳彦 , 

藤本清秀 : 

前立腺肥大症患者における酢酸クロルマジノン投与後の PSAとテストステロンの変化と
患者背景因子の影響

第 74回日本泌尿器科学会東部総会（松本）10月 , 2009

No.55 Hinotsu S, Miyanaga N, Tsukamoto T, Fujioka T, Namiki M, Horie S, Takahashi S, Hirao Y, Naito S, 

Mori M, Akaza H: 

Effect of isoflavone on the prostate specific antigen level and risk of prostate cancer in men with 

benign prostate hyperplasia

20th Asia Pacific Cancer Conference, (Tsukuba) Nov, 2009



腎泌尿器外科グループ（2009年）

230

No.56 Onozawa M, Miyanaga N, Oikawa T, Miyazaki J, Sekido N, Kawai K, Shimazui T, Akaza H: 

NON-INVASIVE BLADDER CANCER RECURRENCE AFTER BLADDER CANCER 

RECURRENCE AFTER BLADDER-PRESERVING HERAPY FOR MUSCLE-INVASIVE 

BLADDER CANCER

20th Asia Pacific Cancer Conference (Tsukuba) Nov, 2009

No.57 宮永直人 , 赤座英之 : 
前立腺癌予防の実践へ向けて

第 18回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（つくば）11月 , 2009

No.58 石塚竜太郎 , 関戸哲利 , 宮永直人 , 島居　徹 , 赤座英之 : 

筑波大学付属病院腎泌尿器外科における小径腎腫瘍の臨床的検討
第 18回日本腎泌尿器疾患予防医学研究会（つくば）11月 , 2009

No.59 宮永直人 , 橋本孝之 , 菅原信二 , 小野澤瑞樹 , 水本斉志 , 及川剛宏 , 宮崎　淳 , 関戸哲利 ,  

河合弘二 , 奥村敏之 , 島居　徹 , 櫻井英幸 , 赤座英之 : 
T1-3前立腺癌に対する陽子線治療の成績

第 25回前立腺シンポジウム（東京）12月 , 2009

その他
No.1 赤座英之 : 

再燃前立腺がんの治療　今後の展望
静岡がん講演会（静岡）1月 , 2009

No.2 赤座英之 : 

アジアで増加する前立腺がんの化学予防＜特別講演＞
H20度文部科学省科学研究費補助金がん研究に関わる
特定領域研究がん特定研究 5領域合同シンポジウム

（東京）2月 , 2009

No.3 赤座英之 : 

内分泌療法抵抗性前立腺癌（HRPC）
長崎前立腺癌化学療法学術講演会（長崎）3月 , 2009

No.4 赤座英之

「膀胱温存療法」＜特別講演＞
奈良県医師会泌尿器科部会分科会

第 5回奈良尿路上皮癌研究会（奈良）3月 , 2009

No.5 赤座英之

前立腺癌内分泌療法について
ホスピーラジャパン講演会（東京）3月 , 2009

No.6 赤座英之 : 

泌尿器癌の化学療法について
第 1回京都化学療法フォーラム（京都）3月 , 2009
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No.7 赤座英之 : 

「泌尿器腫瘍学の進歩」膀胱がん
金武 洋教授退官記念講演会（長崎）3月 , 2009

No.8 Akaza H: 

Future development in the management of RCC: Axitinib Experiences from Japan

Asia Pacific Renal Cell Carcinoma Advisory Board Meeting (Singapore) 4月 , 2009

No.9 赤座英之 :

進行性腎細胞癌の治療―今後の展望―分子標的薬は、epoch-makingとなり得るか？
＜教育セミナー＞

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.10 島居　徹 : 

泌尿器科手術における静脈血栓塞栓症（VTE）
我々はどう向き合うべきか ?＜教育セミナー＞

第 97回日本泌尿器科学会総会（岡山）4月 , 2009

No.11 菅原文太 , 赤座英之 , 中川恵一 : 

膀胱がんとの仁義ある戦い
文藝春秋 , 5月特別号 , 286-295, 2009

No.12 島居　徹 : 

抗凝固療法による術後静脈血栓塞栓症の予防＜講演＞
日立静脈血栓予防勉強会（日立）4月 , 2009

No.13 島居　徹 : 

抗凝固療法による術後静脈血栓塞栓症の予防＜講演＞
京都泌尿器科学術講演会（京都）5月 , 2009

No.14 赤座英之 : 

LcSと膀胱がん再発抑制＜講演＞
ヤクルト主催・海外ジャーナリスト向講演（東京）5月 , 2009

No.15 赤座英之 : 

HRPCに対する治療戦略
前立腺癌化学療法講演会（水戸）6月 , 2009

No.16 赤座英之 : 

国内における多施設共同研究の実施経験と、今後の国際共同臨床試験の展望
京都大学薬剤疫学部講演（京都）7月 , 2009

No.17 赤座英之 : 

進行腎細胞癌の治療：現況と今後
金沢大学腎癌講演（金沢）7月 , 2009

No.18 赤座英之 : 

進行腎癌の治療―日本の現状と今後―＜特別講演＞
大阪泌尿器腫瘍研究会学術講演会（大阪）7月 , 2009
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No.19 赤座英之 : 

前立腺癌＜セミナー＞
第 1回泌尿器腫瘍薬物療法教育セミナー（東京）9月 , 2009

No.20 関戸哲利 : 

集学的治療を行った小児黄紋筋肉腫の 1例
H21度がん診療連携拠点病院機能強化事業筑波大学附属病院
オンコロジー　カンファレンス（臨床講義室 C）9月 , 2009

No.21 赤座英之 : 

講演Ⅱ．膀胱癌「GC療法と BCG注入療法の現状から見えること」
ウロロジカルキャンサーフォーラム（盛岡）9月 , 2009

No.22 島居　徹 : 

再燃前立腺癌に対するドセタキセル治療の現状＜講演＞
Nerima Prostate Cancer Seminar（東京）9月 ,2009

No.23 赤座英之 : 

「進行腎細胞癌に対する薬物療法の現況」＜特別講演＞
第 31回茨城医学会泌尿器科分科会

第 81回日本泌尿器科学会茨城地方会（水戸）10月 , 2009

No.24 Akaza H: 

Asian Perspective on Prostate Cancer Prevention<President’s Lecture>

20th Asia Pacific Cancer Conference (Tsukuba) 11月 , 2009

No.25 赤座英之 : 

スーテント全例調査中間解析結果より
Pfizer Oncology Symposium RCC -For Achieving Optimal Benefit-

（東京）11月 , 2009

No.26 赤座英之 : 

前立腺がん治療における化学療法の有用性
～内分泌療法における課題と化学療法の意義～

サノフィ・アベンティス㈱プレスセミナー（東京）11月 , 2009
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原　著
No.1 Ishii Y, Okamoto C, Hiraoka T, Okamoto F, Oshika T:

Mesopic contrast sensitivity and ocular higher-order aberrations in eyes with conventional 

spherical intraocular lenses.

Am J Ophthalmol 148, 298-302, 2009

No.2 Okamoto F, Okamoto Y, Hiraoka T, Oshika T:

Effect of vitrectomy for epiretinal membrane on visual function and vision-related quality of life.

Am J Ophthalmol 147, 869-874, 2009

No.3 Ohtani S, Gekka S, Honbou M, Kataoka Y, Minami K, Miyata K, Oshika T:

One-year prospective intrapatient comparison of aspherical and spherical intraocular lenses in 

patients with bilateral cataract. 

Am J Ophthalmol 147, 984-989, 2009

No.4 Hiraoka T, Daito M, Okamoto F, Kiuchi T, Hirohara Y, Mihashi T, Oshika T:

Time course of changes in ocular wavefront aberration after instillation of 0.5% timolol gel-

forming solution. 

Br J Ophthalmol [Epub ahead of print], 2009

No.5 Hiraoka T, Okamoto C, Ishii Y, Okamoto F, Oshika T:

Recovery of corneal irregular astigmatism, ocular higher-order aberrations, and contrast 

sensitivity after discontinuation of overnight orthokeratology.

 Br J Ophthalmol 93, 203-208, 2009

No.6 Shirayama-Suzuki M, Amano S, Honda N, Usui T, Yamagami S, Oshika T:

Longitudinal analysis of corneal topography in suspected keratoconus .

 Br J Ophthalmol 93, 815-819, 2009

No.7 Kaji Y, Oshika T, Okamoto F, Fujii N:

Immunohistochemical localization of D-beta-aspartic acid in pinguecula. 

Br J Ophthalmol 93, 974-976, 2009

No.8 Kaji Y, Oshika T, Takazawa T, Fukayama M, Fujii N:

Immunohistochemical localization of D-beta-aspartic acid-containing proteins in climatic droplet 

keratopathy.

Br J Ophthalmol 93, 977-979, 2009

No.9 Fukuda S, Okamoto F, Yuasa M, Kunikata T, Okamoto Y, Hiraoka T, Oshika T:

Vision-related quality of life and visual function in patients undergoing vitrectomy, gas 

tamponade, and cataract surgery for macular hole. 

Br J Ophthalmol 93, 1595-1599, 2009

No.10 Hiraoka T, Kaji T, Okamoto F, Oshika T:

Corneal sensation after overnight orthokeratology. 

Cornea 28, 891-895, 2009
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No.11 Okamoto Y, Hiraoka T, Okamoto F, Oshika T:

A case of subperiosteal abscess of the orbit with central retinal artery occlusion. 

Eur J Ophthalmol 19, 288-291, 2009

No.12 Hiraoka T, Ishii Y, Okamoto F, Oshika T:

Influence of cosmetically tinted soft contact lenses on higher-order wavefront aberrations and 

visual performance. 

Graefe’s Arch Clin Exp Ophthalmol 247, 225-233, 2009

No.13 Kaji Y, Yamamoto E, Hiraoka T, Oshika T:

Toxicities and pharmacokinetics of subconjunctival injection of liposomal amphotericin B. 

Graefe’s Arch Clin Exp Ophthalmol 247, 549-553, 2009

No.14 Kaji Y, Hiraoka T, Oshika T:

Increased level of (1, 3) -beta-D-glucan in tear fluid of mycotic keratitis. 

Graefe’s Arch Clin Exp Ophthalmol 247, 989-992, 2009

No.15 Kondo Y, Ito S, Ohi Y, Satou H, Hiraoka T, Tsuboi H, Sugihara M, Hayashi T, Goto D,  
Matsumoto I, Sumida T:

A typical Cogan’s syndrome with aortitis.

Intern Med. 48, 1093-1097, 2009

No.16 Okamoto F, Okamoto Y, Fukuda S, Hiraoka T, Oshika T:

Vision-related quality of life and visual function following vitrectomy for various vitreoretinal 

disorders. 

Invest Ophthalmol Vis Sci. [Epub ahead of print], 2009

No.17 Yasuno Y, Miura M, Kawana K, Makita S, Sato M, Okamoto F, Yamanari M, Iwasaki T, Yatagai T, 

Oshika T:

Visualization of sub-retinal pigment epithelium morphologies of exudative macular diseases by 

high-penetration optical coherence tomography. 

Invest Ophthalmol Vis Sci 50, 405-413, 2009

No.18 Watanabe K, Okamoto F, Yokoo T, Tada Iida K, Suzuki H, Shimano H, Oshika T, Yamada N, 

Toyoshima H:

SPARC is a major secretory gene expressed and involved in the development of proliferative 

diabetic retinopathy.

J Atheroscler Thromb 16, 69-76, 2009

No.19 Yasuno Y, Okamoto F, Kawana K, Yatagai T, Oshika T:

Investigation of multifocal choroiditis with panuveitis by three-dimensional high-penetration 

optical coherence tomography.

J Biophotonics 2, 435-441, 2009

No.20 Huang R, Kaji Y, Fukuda S, Oshika T:

Experimental use of estriol for visualizing the vitreous body in the anterior chamber after 

posterior capsule rupture in animal models.

J Cataract Refract Surg 35, 1260-1265, 2009
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No.21 Hiraoka T, Mihashi T, Okamoto C, Okamoto F, Hirohara Y, Oshika T:

Influence of induced decentered orthokeratology lens on ocular higher-order wavefront aberrations 

and contrast sensitivity function.

J Cataract Refract Surg 35, 1918-1926, 2009

No.22 Kawana K, Kiuchi T, Yasuno T, Oshika T:

Evaluation of trabeculectomy blebs using 3-dimensional cornea and anterior segment optical 

coherence tomography.

Ophthalmology 116, 848-855, 2009

No.23 Fukuda S, Kawana K, Yasuno Y, Oshika T:

Anterior ocular biometry using 3-dimensional optical coherence tomography.

Ophthalmology 116, 882-889, 2009

No.24 Ohtani S, Miyata K, Samejima T, Honbou M, Oshika T:

Intraindividual comparison of aspherical and spherical intraocular lenses of same material and 

platform.

Ophthalmology 116, 896-901, 2009

No.25 Yasuno Y, Yamanari M, Kawana K, Oshika T, Miura M:

Investigation of post-glaucoma-surgery structures by three-dimensional and polarization sensitive 

anterior eye segment optical coherence tomography.

Optics Express 17, 3980-3996, 2009

No.26 Hiraoka T, Okamoto C, Ishii Y, Kakita T, Okamoto F, Oshika T:

Patient satisfaction and clinical outcomes following overnight orthokeratology.

Optom Vis Sci 86, 875-882, 2009

No.27 加治優一 , 藤井紀子 :

加齢性眼疾患と糖化蛋白質・D型アミノ酸
Anti-Aging Medicine 5, 207-211, 2009

No.28 大谷伸一郎 , 月花　慎 , 本坊正人 , 片岡康志 , 南慶一郎 , 宮田和典 , 大鹿哲郎 :

シリコーン製非球面眼内レンズの視機能に対する検討 .

IOL&RS 23, 205-209, 2009

No.29 須藤史子 , 島村恵美子 , 大鹿哲郎 , 堀　貞夫 :

新しい光干渉眼軸長測定装置 OA-1000の測定精度と最適化 A定数 .

IOL&RS 23, 568-572, 2009

No.30 佐藤正樹 , 大鹿哲郎 :

2008年日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート .

IOL&RS 23, 578-601, 2009

No.31 藤井紀子 , 森本幸生 , 渡邊正己 , 杉山正明 , 木之内忠捻 , 斎藤　毅 , 三田　肇 , 加治優一 :

宇宙環境下における眼や皮膚組織中の蛋白質の構造変化 .

Space Utilization Research 25, 35-36, 2009.

No.32 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

視力検査のすべて　視力検査と Quality of Life.

　　　　あたらしい眼科 26, 1489-1493, 2009



眼科グループ（2009年）

236

No.33 田倉智之 , 大鹿哲郎 , 三宅謙作 , 小沢忠彦 , 山下英俊 :

医療費原価と患者効用値による白内障手術の社会経済的な評価研究 .

眼科手術 22, 67-76, 2009

No.34 菅井　滋 , 大鹿哲郎 :

白内障手術における経結膜 ･強角膜一面切開 .

眼科手術 22, 173-177, 2009

No.35 加治優一 , 大鹿哲郎 , 岡本史樹 , 平岡孝浩 , 天野史郎 , 臼井智彦 , 深山正久 , 高澤　豊 ,  

石田　晋 , 山城健児 , 永井竜児 , 山本　博 , 山本靖彦 , 藤井紀子 , 高田　巧 , 森　雄平 , 

AdamisAnthony P., MooreJonathan, MooreTara:

生活習慣病と眼　蛋白質の翻訳後修飾がもたらす眼疾患 .

日眼会誌 113, 424-443, 2009

No.36 平岡孝浩 , 大東正和 , 木内貴博 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

抗緑内障薬点眼後のコントラスト感度の経時的変化 .

日眼会誌 113, 1139-1144, 2009

No.37 上野久美子 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

シンナー吸入離脱後に生じた中毒性視神経症の 1例 .

臨床眼科 63, 485-489, 2009

No.38 真壁健一 , 武井一夫 , 大鹿哲郎 :

後期高齢者の緑内障診療における網膜神経線維層厚解析（GDxVCC）の有用性 .

臨床眼科 63, 659-664, 2009

総　説
No.1 木内貴博 :

正常眼圧緑内障における体位依存性眼圧変動と眼潅流圧の関連性 .

Conference walk in ophthalmology 55, 7, 2009

No.2 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

視力検査と Quality of Life.

あたらしい眼科 26, 1489-1493, 2009

No.3 大鹿哲郎 :

American Society of Cataract and Refractive Surgery (ASCRS) 2009.

視覚の科学 30, 47-48, 2009

No.4 加治優一 , 大鹿哲郎 , 岡本史樹 , 平岡孝浩 , 天野史郎 , 臼井智彦 , 深山正久 , 高澤　豊 , 石田　晋 , 

山城健児 , 永井竜児 , 山本　博 , 山本靖彦 , 藤井紀子 , 高田　巧 , 森　雄平 , AdamisAnthony P., 

MooreJonathan, MooreTara:

生活習慣病と眼　蛋白質の翻訳後修飾がもたらす眼疾患 .

日眼会誌 113, 424-443, 2009
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No.5 大橋裕一 , 金井　淳 , 糸井素純 , 木下　茂 , 澤　　充 , 下村嘉一 , 西田輝夫 , 吉野健一 ,  

上松聖典 , 高橋　浩 , 高橋義徳 , 土至田宏 , 俊野敦子 , 平岡孝浩 , 松原正男 , 宮本裕子 ,  

森　秀樹 , 門田　遊 , 柳井亮二 :

オルソケラトロジー・ガイドライン .

日眼会誌 113, 676-679, 2009

No.6 大橋裕一 , 木下　茂 , 澤　　充 , 大鹿哲郎 :

エキシマレーザー屈折矯正手術のガイドライン .

日眼会誌 113, 741-742, 2009

No.7 木内貴博 :

姿勢変化に伴う眼圧変動を制する !?

臨床眼科 63（増刊号）278-279, 2009

No.8 加治優一 , 榊原　潤 , 大鹿哲郎 :

レーザー虹彩切開術後の水疱性角膜症はなぜ起こるのか．シェアストレス説．
臨床眼科 63, 348-349, 2009

著　書
No.1 Klyce SD, Oshika T:

Corneal structure and function: Placido-based corneal topography. In Brightbill FS, McDonnelPJ, 

McGhee CNJ, Fargo AA, Serdarevic ON (eds): Corneal Surgery – Theory, Technique and Tissue. 

4th edition.

Mosby Elsevier, 75-81, 2009

No.2 加治優一 , 榊原　潤 , 大鹿哲郎

レーザー虹彩切開術後の水胞性角膜症はなぜ起こるのか
臨床眼科増刊号 63　緑内障診療グレーゾーンを越えて（根木昭 , 編）

医学書院 , 東京 , 348-350, 2009

No.3 加治優一 :

失明につながる眼の病気とその治療法 ―糖尿病網膜症―
からだの科学「気になる目の病気のすべて」（坪田一男 , 編）

日本評論社 , 東京 , 60-63, 2009

No.4 大鹿哲郎 :

定性的評価から定量的評価へ .　
眼科プラクティス 25「眼のバイオメトリー　眼を正確に測定する」（大鹿哲郎 , 編）

文光堂 , 東京 , 2-10, 2009.

No.5 川名啓介 :

濾過胞 .

眼科プラクティス 25「眼のバイオメトリー　眼を正確に測定する」（大鹿哲郎 , 編）
文光堂 , 東京 , 103-107, 2009
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No.6 川名啓介 :

強膜圧 .　
眼科プラクティス 25「眼のバイオメトリー　眼を正確に測定する」（大鹿哲郎 , 編）

文光堂 , 東京 , 108-109, 2009

No.7 川名啓介 :

3次元 OCTによる前房容積測定 .　
眼科プラクティス 25「眼のバイオメトリー　眼を正確に測定する」（大鹿哲郎 , 編）

文光堂 , 東京 , 119-120, 2009

No.8 木内貴博 :

中間透光体　瞳孔間距離 .

眼科プラクティス 25「眼のバイオメトリー」（大鹿哲郎　編）
文光堂 , 東京 , 140-141, 2009

No.9 大鹿哲郎 :

Light adjustable IOL（度数可変眼内レンズ）.

眼科プラクティス 26「眼科レーザー治療」（田野保雄 , 編）
文光堂 , 東京 , 332-333, 2009

No.10 平岡孝浩 :

新しい屈折矯正法　オルソケラトロジーの処方 .

眼科プラクティス 27「標準コンタクトレンズ診療」（坪田一男 , 編）
文光堂 , 東京 , 230-233, 2009

No.11 加治優一 :

血中抗原スクリーニング
眼科プラクティス 28「眼感染症の謎を解く」（大橋裕一 , 編）

文光堂 , 東京 , 248-250, 2009

No.12 大鹿哲郎 :

白内障術後眼内炎の発生頻度 .

眼科プラクティス 28「眼感染症の謎を解く」（大橋裕一 , 編）
文光堂 , 東京 , 318, 2009

No.13 大鹿哲郎 :

角膜切開と術後眼内炎 .

眼科プラクティス 28「眼感染症の謎を解く」（大橋裕一 , 編）
文光堂 , 東京 , 325, 2009

No.14 加治優一 :

アカントアメーバ角膜炎に対する PHMB単独療法
眼科プラクティス 28「眼感染症の謎を解く」（大橋裕一 , 編）

文光堂 , 東京 , 446-447, 2009

No.15 岡本史樹 :

進行度と緊急度　黄斑剥離・裂孔の種類 .

眼科プラクティス 30「理に適った網膜復位術」（田野保雄 , 編）
文光堂 , 東京 , 236-239, 2009
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No.16 岡本史樹 :

One Point Advice　予防的抗菌薬投薬 .

眼科プラクティス 30「理に適った網膜復位術」（田野保雄 , 編）
文光堂 , 東京 , 244-245, 2009

No.17 加治優一 :

瞼裂斑炎の治療 .

眼科インストラクションコース　No.19 眼科診療のスキルアップ
前眼部編（前田直之 , 編）メジカルビュー社 , 東京 , 96-99, 2009

No.18 平岡孝浩 :

オルソケラトロジーの適応 .

眼科インストラクションコース　No.19 眼科診療のスキルアップ
前眼部編（前田直之 , 編）メジカルビュー社 , 東京 , 190-197, 2009

学会発表
No.1 大鹿哲郎 :

超音波装置の理解 .

第 32回日本眼科手術学会
（教育セミナー「白内障手術の基本手技」）（神戸市）1月 , 2009

No.2 園尾純一郎 , 大房隆行 , 杉山浩司 , 大鹿哲郎 :

生体組織接着剤ボルヒール TMを用いた無縫合翼状片手術（遊離結膜弁移植）
第 32回日本眼科手術学会（神戸市）1月 , 2009

No.3 木内貴博 :

正常眼圧緑内障研究 瓦版　別視点からのアプローチ .

琉球眼研究フロンティア（那覇市）1月 , 2009

No.4 木内貴博 :

もうこわくない　眼科救急疾患 .

取手市医師会学術講演会（特別講演）（取手市）1月 , 2009

No.5 藤井紀子 , 三田　肇 , 加治優一 :

宇宙環境下における眼や皮膚組織中の蛋白質の構造変化
第 25回宇宙利用シンポジウム（相模原市）1月 , 2009

No.6 加治優一 :

角膜潰瘍の治療に難渋した際の対処法 .

埼玉県眼科医会教育講演会（さいたま市）1月 , 2009

No.7 Yasuno Y, Yamanari M, Kawana K, Miura M, Makita S, Oshika T:

Investigation of anterior chamber angle by swept-source polarization sensitive optical coherence 

tomography.

BiOS (San Jose) January, 2009

No.8 岡本芳史 , 岡本史樹 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

黄斑円孔手術における乳頭周囲網膜神経線維層厚の経時的変化 .

第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009
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No.9 加治優一 , 大鹿哲郎 , 高橋昭光 , 島野　仁 , 山田信博 :

内分泌異常を伴ったWaardenburg症候群の 1例 .

第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009

No.10 大房隆行 , 園尾純一郎 , 杉山浩司 , 大鹿哲郎 :

生体組織接着剤を用いた無縫合翼状片手術（遊離結膜弁移植）.

第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009

No.11 田島万莉 , 岡崎光彦 , 糸賀ひでみ , 大房隆行 , 園尾純一郎 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

翼状片に対する自己遊離結膜弁移植術後に化膿性肉芽腫が発生した 2例 .

　第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009

No.12 木内貴博 , 川名啓介 , 大鹿哲郎 :

線維柱帯切除術におけるマイトマイシン Cの術前投与 .

　第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009

No.13 真壁健一 , 武井一夫 , 大鹿哲郎 :

ハンフリー視野検査と GDxCCの各緑内障進行指標の経年的相関 .

第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009

No.14 中岫典子 , 川名啓介 , 大鹿哲郎 , 安野嘉晃 :

2次元および 3次元前眼部光干渉断層計による隅角形態の比較 .

第 40回筑波大学眼科集談会（つくば市）2月 , 2009

No.15 加治優一 :

右手型アミノ酸は加齢性変化の陰の役者か ?

第 27回筑波大学医学 4専攻セミナー（つくば市）2月 , 2009

No.16 加治優一 :

糖尿病網膜症発症における AGE/RAGEの役割 .

第 23回日本糖尿病・肥満動物年次学術集会（岡山市）2月 , 2009

No.17 川名啓介 , 福田慎一 , 安野嘉晃 , 大鹿哲郎 :

前眼部 3次元光干渉断層計による円錐角膜の前房容積評価 .

第 33回角膜カンファランス , 第 25回日本角膜移植学会（大阪市）2月 , 2009

No.18 加治優一 , 岡本史樹 , 竹村太郎 , 箕輪貴司 , 藤井紀子 , 大鹿哲郎 :

瞼裂斑を構成する蛋白質のプロテオーム解析 .

第 33回角膜カンファランス , 第 25回日本角膜移植学会（大阪市）2月 , 2009

No.19 平岡孝浩 , 高林南緒子 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

カラーコンタクトレンズとクリアコンタクトレンズ装用後の高次収差の比較 .

第 33回角膜カンファランス , 第 25回日本角膜移植学会（大阪市）2月 , 2009

No.20 平岡孝浩 :

角膜形状および眼表面変化と Quality of Vision.

第 33回角膜カンファランス , 第 25回日本角膜移植学会（大阪市）2月 , 2009

No.21 加治優一 :

蛋白糖化最終産物 AGEと接着分子 .

眼炎症・接着分子研究会（東京）2月 , 2009
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No.22 石井晃太郎 , 亀田敏弘 , 大鹿哲郎 :

角膜材料特性の定量的測定 .

第 33回角膜カンファランス , 第 25回日本角膜移植学会（大阪市）2月 , 2009

No.23 岡本史樹 :

トリプル手術でのシングルピース IOLの使用 .

アルコン社内講演会（東京）2月 , 2009

No.24 大鹿哲郎 :

眼内レンズ手術の進歩 .

眼科診療アップデートセミナー 2009（IN京都）（京都市）3月 , 2009

No.25 木内貴博 :

緑内障診療 Up Date.

成田香取地区緑内障診療セミナー（成田市）3月 , 2009

No.26 大鹿哲郎 :

白内障手術のこれまでとこれから .

第 4回ベイエリア眼科フォーラム（特別講演）（東京）3月 , 2009

No.27 大鹿哲郎 :

白内障手術：満足できる結果を得るために .

八甲田眼科セミナー（特別講演）（青森市）3月 , 2009

No.28 杉浦好美 , 岡本史樹 :

糖尿病患者における硝子体手術中の眼底動脈圧測定 .

第 6回つくば糖尿病と網膜症研究会（つくば市）3月 , 2009

No.29 Oshika T:

Endopthalmitis prophylaxis. Regional perspective. 

American Scociety of Cataract and Refractive Surgery (Symposium) (San Francisco) April, 2009

No.30 Sato M, Oshika T:

Iatrogenic retinal break and vitreous hemorrhage by inadvertent cannula release.

 American Scociety of Cataract and Refractive Surgery (San Francisco) April, 2009

No.31 Sato M, Oshika T:

Tear-film stability in patients with obstructive sleep apnea syndrome.

American Scociety of Cataract and Refractive Surgery (San Francisco) April, 2009

No.32 木内貴博 :

プロスタグランジン関連薬の基礎と臨床 .

第 2回茨城緑内障診断セミナー（つくば市）4月 , 2009

No.33 大鹿哲郎 :

不正乱視の評価法 .

第 113回日本眼科学会総会（シンポジウム）（東京）4月 , 2009

No.34 岡本史樹 :

白内障手術と他疾患の管理　その他の網膜疾患 .

第 113回日本眼科学会総会（教育セミナー 2）（東京）4月 , 2009
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No.35 川名啓介 , 木内貴博 , 安野嘉晃 , 大鹿哲郎 :

輪部基底と円蓋部基底の線維柱帯切除術における濾過胞 3次元構造比較 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.36 真壁健一 , 武井一夫 , 大鹿哲郎 :

ハンフリー視野検査と GDxVCCの各緑内障進行指標の経年的相関 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.37 安野嘉晃 , 黒川和博 , 玉田大輝 , 巻田修一 , 三浦雅博 , 川名啓介 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

超高分解能レーザー走査検眼鏡による正常眼視細胞・血流の直接可視化 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.38 石井晃太郎 , 孫　智剛 , 安藤知明 , 大鹿哲郎 :

ゴールドマン圧平眼圧計の数値解析 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.39 岡本史樹 , 長谷川優実 , 森谷充雄 , 岡本芳史 , 杉浦好美 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

ガスタンポナーデを行わない硝子体術後の早期眼圧変動とその影響因子 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.40 佐藤りえ , 加治優一 , 岡本史樹 , 永井竜児 , 大鹿哲郎 :

糖尿病網膜症における蛋白糖化最終産物 AGEと抗 AGE抗体の増加 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.41 加治優一 , 黄　　蓉 , 福田慎一 , 大鹿哲郎 :

エストロゲン製剤を用いた実験的破嚢モデルにおける硝子体可視化法の開発 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.42 平岡孝浩 , 岡本芳史 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

眼軟膏が高次波面収差に及ぼす影響 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.43 岡本芳史 , 岡本史樹 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

黄斑円孔手術における乳頭周囲網膜神経線維層厚の経時的変化 .

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.44 川名啓介 :

前眼部画像診断の進歩　OCT.

第 113回日本眼科学会総会（東京）4月 , 2009

No.45 大鹿哲郎 :

白内障手術：満足できる結果を得るために .

平成 21年度静岡県眼科医会総会（特別講演）（東京）4月 , 2009

No.46 大鹿哲郎 :

白内障手術 2009.

第 3回九州眼科アカデミー（特別講演）（福岡市）4月 , 2009

No.47 岡本史樹 :

最新の糖尿病網膜症の治療 .

つくば女医の会（つくば市）4月 , 2009
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No.48 Nouchi T, Makita S, Miura M, Kawana K, Okamoto F, Oshika T, Yasuno Y:

Standard- and high-resolution investigation of age-related macular degeneration by high-

penetration optical coherence tomography with one micrometer probe. 

Association for Research in Vision and Ophthalmology (Fort Lauderdale, Florida) May, 2009

No.49 Yasuno Y, Kawana K, Yamanari M, Miura M, Fukuda S, Oshika T:

Improved visualization of trabecular meshwork by polarization sensitive optical coherence 

tomography. 

Association for Research in Vision and Ophthalmology (Fort Lauderdale, Florida) May, 2009 

No.50 Miyazawa A, Yamanari M, Makita S, Miura M, Kawana K, Oshika T, Yasuno Y:

Discrimination of conjunctiva and sclera by analysis of local statistics of polarization sensitive 

optical coherence tomography images. 

Association for Research in Vision and Ophthalmology (Fort Lauderdale, Florida) May, 2009

No.51 Kurokawa K, Makita S, Miura M, Kawana K, Okamoto F, Oshika T, Yasuno Y:

Visualization of human photoreceptors using 1μm wavelength adaptive optics scanning laser 

ophthalmoscope. 

Association for Research in Vision and Ophthalmology (Fort Lauderdale, Florida) May, 2009 

No.52 Kawana K, Kiuchi T, Yasuno Y, Oshika T:

Comparison of limbus- and fornix-based trabeculectomy blebs using three dimensional cornea 

and anterior segment optical coherence tomography.

Association for Research in Vision and Ophthalmology (Fort Lauderdale, Florida) May, 2009

No.53 Nakakuki N, Kawana K, Yasuno Y, Oshika T:

Comparison of two-and three-dimensional anterior segment optical coherence tomography in the 

evaluation of anterior chamber angle structures.

Association for Research in Vision and Ophthalmology (Fort Lauderdale, Florida) May, 2009

No.54 大鹿哲郎 :

白内障手術 2009.

Tsurumai Ophthalmic Seminar（特別講演）（名古屋市）5月 , 2009

No.55 大鹿哲郎 :

白内障手術ステップアップ .

第三回四国 Eyeランドセミナー（シンポジウム）（高松市）5月 , 2009

No.56 木内貴博 :

難治緑内障レスキュー 2009.

第 6回茨城 EYE FORUM（つくば市）5月 , 2009

No.57 岡本史樹 :

QOLと QOVから考える硝子体手術 .

第 6回茨城 EYE FORUM（つくば市）5月 , 2009

No.58 Yasuno Y, Kurokawa K, Makita S, Miura M, Kawana K, Okamoto F, Oshika T:

Investigation of retinal micro-structure by adaptive optics scanning laser ophthalmoscope with 

1-micrometer wavelength probe. 

European Conference on Biomedical Optics (Munich, Germany) June, 2009
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No.59 大鹿哲郎 :

トーリック眼内レンズ .

第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会（シンポジウム）（東京）6月 , 2009

No.60 須藤史子 , 島村恵美子 , 大道千秋 , 氣田明香 , 大鹿哲郎 :

光干渉眼軸長測定装置 OA-1000における A定数 .

第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会（東京）6月 , 2009

No.61 佐藤正樹 , 大鹿哲郎 :

2008年日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート .

第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会（東京）6月 , 2009

No.62 大鹿哲郎 :

老眼の診断基準についての討論 .

老眼研究会モーニングセッション .

第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会（東京）6月 , 2009

No.63 大鹿哲郎 :

トーリック眼内レンズ登場 .

第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会（イブニングセミナー）（東京）6月 , 2009

No.64 大鹿哲郎 :

緑内障症例での白内障手術．明日から役立つ白，緑，黄色．
第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会（モーニングセミナー）（東京）6月 , 2009

No.65 平岡孝浩 :

オルソケラトロジーと Quality of Vision.

第 48回日本白内障学会総会 , 第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会 , 

第 45回日本眼光学学会総会 , 22nd APACRS Annual Meeting（東京）6月 , 2009

No.66 岡本史樹 :

Quality of vision: 各種疾患と視機能　黄斑疾患 .

第 48回日本白内障学会総会 , 第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会 , 

第 45回日本眼光学学会総会 , 22nd APACRS Annual Meeting（東京）6月 , 2009

No.67 岡本史樹 :

東西対抗　硝子体手術者の白内障手術 .

第 48回日本白内障学会総会 , 第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会総会 , 

第 45回日本眼光学学会総会 , 22nd APACRS Annual Meeting（東京）6月 , 2009 

No.68 Kaji Y, Takazawa Y, Fukayama M, Fujii N:

Accumulation of D-β-Asp-containing proteins in age-related and hereditary ocular diseases. 

International Conference of D-amino Acid Research（淡路市）7月 , 2009 

No.69 加治優一 :

角膜の遺伝性混濁疾患におけるアミロイド沈着のメカニズム
大阪大学蛋白質研究所セミナー , 

「蛋白質立体構造を基盤とするプリオン現象の解明と制御」（大阪市）7月 , 2009
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No.70 平岡孝浩 :

オルソケラトロジーによる近視矯正 .

―日本初の認可：オルソ K―　国内臨床試験の成績 .

第 52回日本コンタクトレンズ学会総会（モーニングセミナー）（大阪市）7月 , 2009

No.71 高林南緒子 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

1DAY ACUVUE DEFINE®装用による高次波面収差の変化 .

第 52回日本コンタクトレンズ学会（大阪市）7月 , 2009

No.72 平岡孝浩 :

オルソケラトロジーの可能性と限界 .

平成 21年度第 1回千葉県眼科医会学術講演会（特別講演）（幕張市）7月 , 2009

No.73 木内貴博 :

正常眼圧緑内障における眼圧変動の考え方 .

第 4回いわき眼科セミナー（いわき市）7月 , 2009

No.74 高林南緒子 , 佐藤正樹 , 加治優一 , 森田一輝 , 梅田直人 , 伊藤　聡 , 大鹿哲郎 :

急激な視力低下をきたした肥厚性硬膜炎の 1例 .

第 6回免疫疾患フォーラム（つくば市）7月 , 2009

No.75 高野洋平 , 林　太智 , 梅田直人 , 石川瑞恵 , 堀越正信 , 近藤裕也 , 坪井洋人 , 後藤大輔 , 松本　功 , 

伊藤　聡 , 川名啓介 , 大鹿哲郎 , 住田孝之 :

ステロイドパルス療法が奏功する視神経炎を合併した全身性エリテマトーデスの 1例 .

第 6回免疫疾患フォーラム（つくば市）7月 , 2009

No.76 大鹿哲郎 :

白内障手術アップデート .

眼科診療アップデートセミナー 2009（IN東京）（東京）7月 , 2009

No.77 大鹿哲郎 :

二つの目の不思議 .

市民公開講座「見るよろこび，聞くよろこび－ 2つの目と 2つの耳－」（教育講演）
（東京）8月 , 2009

No.78 大鹿哲郎 :

白内障手術―より良い結果を得るために―.

第 2回 Alconオフサルミックセミナー in Okinawa（特別講演）（沖縄県宜野湾市）8月 , 2009

No.79 Oshika T:

Use of topical NSAIDs to obtain optimal visual results after cataract surgery. Recent advances in 

clinical application of topical NSAIDs. 

The 14th Congress of Chinese Ophthalmological Society (Lunchon Seminar) 

(Chongqing, China) August, 2009

No.80 Oshika T:

How to manage severe intraoperative floppy iris syndrome. 

5th International Meeting on Advanced Cataract and Refractive Surgery (Symposium) 

 (Seoul, Korea) September, 2009
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No.81 Oshika T:

Cataract surgery in complicated cases.

 5th International Meeting on Advanced Cataract and Refractive Surgery (Symposium) 

 (Seoul, Korea) September, 2009

No.82 大鹿哲郎 :

最近の IOLの話題 .

札幌 IOL研究会（特別講演）（札幌市）10月 , 2009

No.83 木内貴博 :

知って得する緑内障の秘密 .

茨城県眼科医会市民公開講座（土浦市）10月 , 2009

No.84 木内貴博 :

正常眼圧緑内障における一歩進んだ眼圧管理 .

第 6回長野県眼科学術講演会（松本市）10月 , 2009

No.85 大鹿哲郎 :

眼内レンズ度数計算を極める．術後度数ずれ対策．
第 63回日本臨床眼科学会（インストラクションコース）（福岡市）10月 , 2009

No.86 大鹿哲郎 :

難症例の白内障手術 .

第 63回日本臨床眼科学会（インストラクションコース）（福岡市）10月 , 2009

No.87 岡本史樹 :

日本眼科学会専門医制度第 51回講習会　眼科手術と Quality of vision　
5）網膜・硝子体手術 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡）10月 , 2009

No.88 宮井尚宏 , 平岡孝浩 , 斉藤純一郎 , 水島由紀子 , 大鹿哲郎 :

急激な視力低下で発見され保存的治療により軽快した眼窩リンパ管腫の 3例 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.89 宮井絢佳 , 石井晃太郎 , 坂田典繁 , 大鹿哲郎 :

間質性腎炎ぶどう膜炎症候群患者における HLAの検討 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.90 國方俊雄 , 菅野美貴子 , 野田康雄 , 藤野雄次郎 , 蕪城俊克 , 大鹿哲郎 :

非壊死性前部強膜炎に対するトリアムシノロン結膜下注射 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.91 石井晃太郎 , 亀田敏弘 , 森　樹郎 , 大鹿哲郎 :

Ocular pulse amplitudeと前眼部構造の検討 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.92 木内貴博 , 井上隆史 , 坂田千穂 , 中岫典子 , 大鹿哲郎 :

多剤併用治療中緑内障眼におけるラタノプロストからタフルプロストへの切り替え効果 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009
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No.93 高林南緒子 , 栗原勇大 , 宮園弥生 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

両側の小眼球および眼窩嚢胞を合併した Joubert症候群の 1例 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.94 南川裕香 , 中岫典子 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

マイトマイシン Cの術前点眼が著効した巨大結膜扁平上皮癌の 1例 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.95 平岡孝浩 , 加治優一 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

インドシアニングリーンとヒーロン Vを用いた破裂眼窩嚢胞の摘出 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.96 岡本芳史 , 岡本史樹 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

増殖糖尿病網膜症手術における乳頭周囲網膜神経線維層厚の経時的変化 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.97 中岫典子 , 長谷川優実 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

自然縮小した結膜乳頭腫の 1例 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.98 上野勇太 , 岡本史樹 , 岡本芳史 , 大鹿哲郎 :

裂孔原性網膜剥離に対する硝子体手術後の乳頭周囲網膜神経線維層厚の変化 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.99 野口篤子 , 岡本史樹 , 白石さや香 , 大鹿哲郎 :

硝子体手術を行った開放性眼外傷の視力予後 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.100 伊藤泰明 , 岡本史樹 , 岡本芳史 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

網膜静脈分枝閉塞症における硝子体手術前後の視覚関連 QOLと視機能 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.101 増田綾美 , 岡本芳史 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

眼窩骨膜下膿瘍の治療に関する臨床的検討 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.102 加治優一 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

病変より嚢子を認めず栄養体のみを認めた早期のアカントアメーバ角膜炎の 2症例 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.103 黄　　蓉 , 平岡孝浩 , 石井祐子 , 大鹿哲郎 :

Normal level of mesopic contrast sensitivity with and without glare of OPTEC6500.

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009

No.104 佐藤りえ , 加治優一 , 岡本史樹 , 大鹿哲郎 :

増殖性硝子体網膜症における硝子体中の抗酸化物質量の低下 .

第 63回日本臨床眼科学会（福岡市）10月 , 2009
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No.105 Oshika T:

Microcoaxial phacoemulsificatioin and implantation of hydrophobic acrylic foldable IOL through 

2.0-mm incision. 

HOYA Surgical Optics Education Program (Evening seminar) (San Francisco) October, 2009 

No.106 大鹿哲郎 :

白内障手術 2009.

第 3回北陸オフサルミックフォーラム（特別講演）（金沢市）10月 , 2009

No.107 加治優一 :

遺伝性角膜混濁疾患の発症におけるアミロイド形成のメカニズム
第 2回ンパク質の異常凝集とその防御・修復機構に関する研究会

（熊取郡 , 大阪）11月 , 2009

No.108 木内貴博 , 川名啓介 , 大鹿哲郎 :

体位依存性眼圧変動に対する線維柱帯切除術による抑制効果とその影響因子 .

第 20回日本緑内障学会（那覇市）11月 , 2009

No.109 石井晃太郎 , 孫　智剛 , 安藤知明 , 大鹿哲郎 :

Dynamic Contour Tonometerに対する角膜弾性率の影響 .

第 20回日本緑内障学会（那覇市）11月 , 2009

No.110 大鹿哲郎 :

屈折を重要視した眼科手術 .

第 10回神奈川県眼科学術講演会（特別講演）（横浜市）11月 , 2009

No.111 木内貴博 :

正常眼圧緑内障における一歩進んだ眼圧管理 .

松戸市眼科医会学術講演会（松戸市）11月 , 2009

No.112 平岡孝浩 :

眼窩腫瘍の診かたと治療のポイント .

第 7回茨城 Eye Forum（水戸市）11月 , 2009

No.113 上野勇太 , 岡本史樹 , 岡本芳史 , 大鹿哲郎 :

裂孔原性網膜剥離に対する硝子体手術後の乳頭周囲網膜神経線維層厚の変化 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009

No.114 白石さや香 , 加治優一 , 大鹿哲郎 :

リポソーム化アムホテリシン B製剤の基礎と角膜真菌症治療への応用 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009

No.115 岡本史樹 , 杉浦好美 , 岡本芳史 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

VGFIを用いた 23G硝子体手術の各種手技における眼内圧動態 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009
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No.116 加治優一 , 高林南緒子 , 大鹿哲郎 :

新しい核酸増幅法を用いた角膜ヘルペスの超迅速診断 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009

No.117 宮井絢佳 , 石井晃太郎 , 坂田典繁 , 大鹿哲郎 :

間質性腎炎ぶどう膜炎症候群（TINU）に対する HLA検査の有用性 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009

No.118 南川裕香 , 樋口明宏 , 中岫典子 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

マイトマイシン C術前点眼が極めて有効であった巨大結膜扁平上皮癌の 1例 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009

No.119 野口篤子 , 高林南緒子 , 木内貴博 , 大鹿哲郎 , 森谷充雄 , 川名啓介 , 関谷栄規 :

トラベクレクトミー・トリプル術後に Capsular block syndromeを来した 1例 .

第 31回茨城医学会眼科分科会 ･
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（水戸市）11月 , 2009

No.120 大鹿哲郎 :

筑波大眼科 2009.

第 31回茨城医学会眼科分科会・
平成 21年度茨城県眼科医会集談会（特別講演）（水戸市）11月 , 2009

No.121 杉浦好美 , 岡本史樹 , 岡本芳史 , 平岡孝浩 , 大鹿哲郎 :

VGFIを用いた硝子体手術の各種手技における眼内圧動態 .

第 48回日本網膜硝子体学会（名古屋市）12月 , 2009
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原　著
No.1 Uemaetomri I, Nakamagoe M, Tanaka S, Murashita H, Hara A:

L-type voltage-gated calcium channel is involved in the pathogenesis of acoustic injury in the 

cochlea

Tohoku J. Exp. Med 218: 41-47, 2009

No.2 田渕経司 , 原　　晃 :

GABAA受容体と蝸牛の興奮性毒性の予防
生体の化学　伝達物質と受容体 60 (5): 376-377, 2009

No.3 和田哲郎 , 原　　晃 , 高野晋吾 , 松村　明 , 葭仲　潔 :
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耳鼻臨床 102 (11): 900-901, 2009

No.4 青柳安典 , 秋月浩光 , 中村和隆 , 原　　晃 :
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著　書
No.1 原　　晃 :
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No.2 野村正猛 , 村下秀和 , 米納昌恵 , 原　　晃 , 加藤　修 :

診断に苦慮した咽頭食道胃壁内膿瘍の 1例
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No.3 村下秀和 , 野村正猛 , 米納昌恵 , 原　　晃 :

副鼻腔の開放が困難な症例における手術加療の工夫
第 110回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（東京）5月 , 2009

No.4 中山雅博 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 , 野村正猛 , 村下秀和 , 米納昌恵 , 山口　崇 :

頭頸部感染性血栓性静脈炎の 2例
第 110回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（東京）5月 , 2009

No.5 田中秀峰 , 田渕経司 , 星野朝文 , 廣瀬由紀 , 上前泊功 , 村下秀和 , 辻　茂希 , 原　　晃 :

音響性聴器障害における GM1-ガングリオシドの効果
第 110回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（東京）5月 , 2009

No.6 廣瀬由紀 , 田渕経司 , 上前泊功 , 飛田忠道 , 辻　茂希 , 田中秀峰 , 中山雅博 , 原　　晃 :

音響外傷におけるグルココルチコイドとホスホリパーゼ A2の保護効果
第 110回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（東京）5月 , 2009

No.7 原　　晃 :

宿題報告「内耳性難聴の治療に向けて―病態モデルを用いたアプローチ―」
第 110回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（東京）5月 , 2009
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大塚藤男 :

当院を受診した聴神経腫瘍症例に占める神経線維腫症症例の検討
第 18回日本聴神経腫瘍研究会（東京）6月 , 2009

No.9 藤井慶太郎 , 林健太郎 , 中村和隆 , 廣瀬由紀 , 田中秀峰 , 上前泊功 , 飛田忠道 , 辻　茂希 ,  

和田哲郎 , 原　　晃 , 秋月浩光 , 青柳安典 , 小野多知夫 :
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第 63回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月 , 2009

No.10 村下秀和 , 田中秀峰 , 米納昌恵 , 原　　晃 :

当科での眼窩腹抜け骨折における内視鏡下アプローチの検討
第 63回日耳鼻茨城県地方部会総会・学術講演会（水戸）6月 , 2009

No.11 野村正猛 , 中森暁子 , 村下秀和 , 米納昌恵 , 原　　晃 :
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No.12 田中秀峰 , 村下秀和 , 米納昌恵 , 野村正猛 , 原　　晃 :
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No.15 村下秀和 , 田中秀峰 , 野村正猛 , 米納昌恵 , 原　　晃 :
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第 71回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会（旭川）7月 , 2009

No.16 田渕経司 , 中山雅博 , 廣瀬由紀 , 林健太郎 , 大久保英樹 , 原　　晃 :

側頭骨原発 Ewing肉腫の 1例
第 71回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会（旭川）7月 , 2009

No.17 中山雅博 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 :

顔面骨骨折を契機に判明した血友病の 1例
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音響外傷に対する Calmodulin antagonistの保護効果
第 54回日本聴覚医学会総会・学術講演会（横浜）10月 , 2009

No.21 西村文吾 , 田渕経司 , 中馬越真理子 , 田中秀峰 , 原　　晃 :
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No.22 田渕経司 , 星野朝文 , 中馬越真理子 , 廣瀬由紀 , 西村文吾 , 林健太郎 , 原　　晃 :

加齢に伴う難聴における nuclear factor E2-relate factor2（Nrf2）の関与
第 54回日本聴覚医学会総会・学術講演会（横浜）10月 , 2009

No.23 田渕経司 , 星野朝文 , 西村文吾 , 中馬越真理子 , 廣瀬由紀 , 原　　晃 :

ゲンタマイシンによる蝸牛有毛細胞障害に対する NF-E2 related factor2（Nrf2）の影響
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No.24 星野朝文 , 田渕経司 , 原　　晃 :
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第 19回日本耳科学会総会・学術講演会（東京）10月 , 2009

No.25 中馬越真理子 , 田渕経司 , 廣瀬由紀 , 西村文吾 , 原　　晃 :
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第 19回日本耳科学会総会・学術講演会（東京）10月 , 2009

No.26 和田哲郎 , 上前泊功 , 飛田忠道 , 辻　茂希 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 :

初回治療に一側性聴神経腫瘍と診断された神経線維腫症の 2症例
　第 19回日本耳科学会総会・学術講演会（東京）10月 , 2009
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No.27 田中秀峰 , 村下秀和 , 米納昌恵 , 原　　晃 :

内視鏡下に治療した眼窩骨膜下膿瘍の 2症例
第 64回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月 , 2009

No.28 村下秀和 , 田中秀峰 , 米納昌恵 , 原　　晃 :

非浸潤型から浸潤型に移行したと考えられた蝶形骨洞真菌症の症例
第 64回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月 , 2009

No.29 藤井慶太郎 , 中村和隆 , 上前泊功 , 辻　茂希 , 田渕経司 , 原　　晃 , 寺島秀夫 :

苛性ソーダによる上部消化管化学熱傷の 1例
第 64回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月 , 2009

No.30 米納昌恵 , 田中秀峰 , 村下秀和 , 原　　晃 :

扁桃摘出術における超音波メスの使用経験に基づく有用性の検討
第 64回日本耳鼻咽喉科学会茨城県地方部会学術講演会（水戸）10月 , 2009

No.31 廣瀬由紀 , 飛田忠道 , 星野朝文 , 和田哲郎 , 原　　晃 :

顔面神経麻痺を呈したクロローマの症例
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班研究報告
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その他
No.1 田渕経司 :

茨城県における人工内耳医療の現状
第 54回耳の日記念事業（つくば）3月 , 2009

No.2 和田哲郎 :

耳鼻咽喉科疾患の薬剤治療　―特に感染症を中心として―
平成 21年度 6回石岡市薬剤師集合研修会（石岡）9月 , 2009

No.3 和田哲郎 :

耳鼻咽喉科疾患の薬物治療　―特に感染症を中心として―
守谷薬剤師懇話会（守谷）10月 , 2009

No.4 和田哲郎 :

原発不明頸部腫瘍　耳鼻咽喉科の立場から
筑波大学附属病院第 5回オンコロジーカンファランス（筑波大）10月 , 2009

No.5 和田哲郎 :

騒音性難聴の現状と課題
相模原市耳鼻科医会（相模原）11月 , 2009
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No.6 和田哲郎 :

日常診療におけるめまいの診断と治療
つくば JOY会（つくば）11月 , 2009

No.7 和田哲郎 :

職場騒音と騒音性難聴の実態
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No.8 和田哲郎 , 田渕経司 , 原　　晃 , 大塚藤男 :

当院を受診した聴神経腫瘍症症例の聴力予後について
神経皮膚症候群に関する調査研究班　平成 21年度総会
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Peroxiredoxin I plays a protective role against cisplatin cytotoxicity through mitogen activated 

kinase signals.

Oral Oncol 45: 1037-1043, 2009

No.12 武内保敏 , 鬼澤浩司郎 , 山縣憲司 , 吉田　廣 : 
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薬局 60: 3579-3583, 2009

No.15 水上勝義 : 

老年症候群の治療薬と薬剤起因性老年症候群　せん妄
レジデント 2 (12): 39-43, 2009

No.16 水上勝義 : 

薬剤による認知機能障害
精神神経学雑誌 111 (8): 947-953, 2009

No.17 水上勝義 : 

高齢者の安全な薬物療法  スルピリドで身体機能の低下を来した老年期うつ状態例
老年医学 47: 1349-1351, 2009

No.18 佐々木恵美 : 

教職員のための発達障害と摂食障害 ―基礎知識と対応について―
大学と学生　第 68号 : 32-45, 2009

No.19 太刀川弘和 , 山田光彦 : 

インターネットと自殺予防　特集 : 自殺とチーム医療
心療内科 13 (5): 376-381, 2009

No.20 太刀川弘和 : 

摂食障害　特集 : 精神疾患の寛解とは何か？
精神科 15 (5): 447-452, 2009
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No.21 久永明人 : 

話題の論文 : イチョウ葉エキスの認知症予防効果に関するランダム化比較試験
Cognition and Dementia 8: 130-131, 2009

No.22 久永明人 , 喜多敏明 : 

総合医に必要な漢方の知識 ―common diseaseに対する漢方治療　症状・症候に対する漢
方治療　不安神経症・不眠症

診断と治療 97: 1536-1539, 2009

No.23 大野賢二 , 関矢信康 , 長谷川敦 , 角野めぐみ , 平崎能郎 , 久永明人 , 地野充時 , 笠原裕司 ,  

並木隆雄 , 寺澤捷年 : 

煎じ薬の調剤の現状と問題点 ―保険調剤薬局に対するアンケート調査による検討―
日本東洋医学雑誌 60: 595-605, 2009

No.24 八幡憲明 , 根本清貴 , 山下典生 : 

【精神医学 Update　最新研究動向】 最新・基礎研究動向　精神疾患の脳画像データベース
構築へ向けて ―研究資産としての脳画像

医学のあゆみ 231: 991-995, 2009

No.25 根本清貴 : 

【脳機能検査の現状と将来】単一光子放射断層撮影（SPECT）による脳機能評価
Medical Technology 37: 236-240, 2009

著　書
No.1 朝田　隆 : 

前頭側頭型認知症の疫学的知見
精神科臨床リュミエール 12前頭側頭型認知症の臨床（池田学編）pp15-21

中山書店 東京 , 2009

No.2 朝田　隆 , 川西洋一 : 編
怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.3 朝田　隆 , 池嶋千秋 : 

Alzheimer病と注意障害
精神科臨床リュミエール 10 注意障害（加藤元一郎 , 鹿島春雄編）pp133-138

中山書店 東京 , 2009

No.4 山崎聖子 , 柳　久子 , 奥野純子 , 朝田　隆 , 戸村成男 : 

アートセラピーの変遷と高齢者への適応
老年医学 update 2009-2010（日本老年医学会雑誌編集委員会編）pp100-109

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.5 堀　孝文 : 

身体疾患をもつ患者への向精神薬処方の原則　その他
怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p84-90

メジカルビュー社 東京 , 2009
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No.6 堀　孝文 : 

長期未治療の抑うつ・幻覚妄想状態にアリピプラゾールが著効した 1症例
実践にいかすアリピプラゾール症例集 1 ―初発例、再発・再燃例編―

（上島国利監修）p20-21メディカルレビュー社 東京 , 2009

No.7 佐々木恵美 : 

併用注意の薬剤
怖さを知って使いこなす向精神薬処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p42-52

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.8 佐々木恵美 : 

認知症とスポーツ
スポーツ精神医学（日本精神スポーツ医学会編）p79-82

診断と治療社 東京 , 2009

No.9 佐藤晋爾 : 

セロトニン症候群
怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p7

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.10 佐藤晋爾 : 

Disontnuation syndrome

怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p62

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.11 佐藤晋爾 : 

痔ろう、痔核
怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p134-139

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.12 佐藤晋爾 : 

手足のふるえ
怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p140-148

メジカルビュー社 東京 , 2009

No.13 佐藤晋爾 : 

Actibvation syndtome

怖さを知って使いこなす向精神薬　処方の Do&Don’t（朝田隆 , 川西洋一編）p161

メジカルビュー社 東京 , 2009

学会発表
No.1 田中耕平 , 堀　孝文 , 藤田俊之 , 朝田　隆 : 

こだわりに基づく奇異な歩行の改善に視覚的フィードバックが有効であった Asperger障
害の 1例

第 85回東京精神医学会（東京）2月 , 2009
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No.2 久永明人 , 笠原裕司 , 喜多敏明 , 金子明代 , 寺澤捷年 : 

附子瀉心湯とサフランの併用により不眠を伴う全般性不安障害が軽快した 1例
第 45回日本東洋心身医学研究会（東京）2月 , 2009

No.3 Yasuno F: 

Increased binding of peripheral benzodiazepine receptor in Alzheimer’s disease measured by 

positron emission tomography.

15th Anniversary Annual Meeting of KAGP (Korean) April, 2009

No.4 根本清貴 , 大西　隆 , 檀一平太 , 岡本雅子 , 続木大介 , 朝田　隆 : 

画像解析ソフトがプリインストールされている Linux, Neubuntuの開発
第 31回日本生物学的精神医学会（京都）4月 , 2009

No.5 鈴木英雄 , 太刀川弘和 , 兵頭一之介 : 

過敏性腸症候群患者における精神心理学的分析
第 95回日本消化器病学会総会（札幌）5月 , 2009

No.6 秋下雅弘 , 荒井啓行 , 荒井秀典 , 稲松孝思 , 葛谷雅文 , 鈴木祐介 , 寺本信嗣 , 水上勝義 , 森本茂人 , 

鳥羽研二 : 

老年病専門医への薬剤処方アンケート : NHKとの共同調査
第 51回日本老年医学会（横浜）6月 , 2009

No.7 高木善文 , 太刀川弘和 , 井口俊大 , 柬理美紗 , 高松孝幸 , 土井永史 : 

茨城県立友部病院の社会復帰活動の変遷 ―グループインタビューから―
第 8回日本精神保健福祉学会（静岡）6月 , 2009

No.8 関矢信康 , 並木隆雄 , 笠原裕司 , 地野充時 , 平崎能郎 , 小川恵子 , 来村昌紀 , 橋本すみれ ,  

奥見裕邦 , 木俣有美子 , 久永明人 , 寺澤捷年 : 

苓甘生姜味辛夏仁湯の使用目標に関する一考察
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.9 平崎能郎 , 関矢信康 , 地野充時 , 大野賢二 , 笠原裕司 , 久永明人 , 橋本すみれ , 来村昌紀 ,  

奥見裕邦 , 並木隆雄 , 喜多敏明 , 寺澤捷年 : 

化学療法後の末梢神経障害に和漢薬治療が奏効した 3例
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.10 金子明代 , 久永明人 , 喜多敏明 : 

当帰四逆加呉茱萸生姜湯が奏効した 5症例
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.11 角野めぐみ , 大野賢二 , 金子明代 , 久永明人 , 喜多敏明 : 

未成年患者における漢方薬の服用調査
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.12 大野賢二 , 長谷川敦 , 角野めぐみ , 笠原裕司 , 地野充時 , 久永明人 , 平崎能郎 , 橋本すみれ ,  

来村昌紀 , 小川恵子 , 奥見裕邦 , 木俣有美子 , 並木隆雄 , 関矢信康 , 寺澤捷年 : 

煎じ薬応需薬局へのアンケート調査に関する検討
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009
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No.13 喜多敏明 , 金子明代 , 久永明人 , 角野めぐみ , 松本　毅 , 川嶋裕子 , 大野賢二 , 並木隆雄 ,  

関矢信康 , 笠原裕司 , 地野充時 , 寺澤捷年 : 

健康関連 QOL（SF-36）に対する加味逍遥散の効果 ―3ヶ月継続投与 15症例の検討―
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.14 地野充時 , 大野賢二 , 木俣有美子 , 奥見裕邦 , 橋本すみれ , 小川恵子 , 来村昌紀 , 平崎能郎 ,  

久永明人 , 笠原裕司 , 関矢信康 , 並木隆雄 , 喜多敏明 , 寺澤捷年 : 

動静脈瘻による難治性両側下腿潰瘍に対し和漢薬治療が奏効した 1例
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.15 笠原裕司 , 関矢信康 , 地野充時 , 並木隆雄 , 久永明人 , 大野賢二 , 来村昌紀 , 橋本すみれ ,  

小川恵子 , 奥見裕邦 , 木俣有美子 , 平崎能郎 , 喜多敏明 , 小暮敏明 , 寺澤捷年 : 

背部の冷え症状に真武湯エキス・コウジン末の併用が奏効した 2症例
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.16 久永明人 , 笠原裕司 , 喜多敏明 , 金子明代 , 寺澤捷年 : 

黄連解毒湯により錐体外路性副作用を生じた統合失調症の 1症例
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.17 並木隆雄 , 勝野達郎 , 地野充時 , 関矢信康 , 笠原裕司 , 久永明人 , 平崎能郎 , 来村昌紀 ,  

橋本すみれ , 小川恵子 , 奥見裕邦 , 木俣有美子 , 大野賢二 , 喜多敏明 , 寺澤捷年 : 

西洋医学的標準治療に抵抗性の潰瘍性大腸炎に対する当院での漢方治療の治療成績
第 60回日本東洋医学会学術総会（東京）6月 , 2009

No.18 堤　孝太 , 根本清貴 , 水上勝義 , 朝田　隆 : 

失読・失書が初発症状であった認知症の 1例
第 86回東京精神医学会（東京）7月 , 2009

No.19 Nemoto K, Yamashita F, Matsuda H, Kodama C, Ikejima C, Ota M, Kida J, Takahashi S, Mizukami K, 

Asada T: 

The prediction of cognitive decline in cognitive intact subjects using regional cerebral blood flow 

SPECT: a community-based study.

Alzheimer’s Association International Conference on Alzheimer’s Disease

 (Wien, Austria) July, 2009

No.20 Kida J, Yamashita F, Kodama C, Ikejima C, Takahashi S, Ota M, Nemoto K, Mizukami K, Asada T: 

Subtypes of MCI and their progression to particular types of dementia: A community-based 

prospective neuro-imaging study.

Alzheimer’s Association International Conference on Alzheimer’s Disease

 (Wien, Austria) July, 2009

No.21 Takahashi S, Mizukami K, Yasuno F, Nemoto K, Asada T: 

Utility of hypercapnic ventilation response for the diagnosis of DLB with depression as the initial 

symptom: A prospective study.

Alzheimer’s Association International Conference on Alzheimer’s Disease

 (Wien, Austria) July, 2009
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No.22 太刀川弘和 , 井口俊大 , 土井永史 , 石井竜介 , 白鳥裕貴 , 朝田　隆 : 

精神科マクロ救急システムの新たな評価手法 : 移送ネットワーク分析
第 105回日本精神神経学会学術総会（神戸）8月 , 2009

No.23 遠藤　剛 , 中村　恵 , 太刀川弘和 , 白鳥裕貴 , 井口俊大 , 土井永史 , 水上勝義 , 朝田　隆 : 

薬物関連障害に対する DARCと連携した治療システムの有用性
第 105回日本精神神経学会学術総会（神戸）8月 , 2009

No.24 久永明人 : 

黄連解毒湯の内服により錐体外路性副作用を生じた統合失調症の 1症例
第 105回日本精神神経学会総会（神戸）8月 , 2009

No.25 山口葉月 , 藤田俊之 , 清水文雄 , 土井永史 , 小林　純 , 飯嶋佳路 , 武井　仁 , 堀　孝文 , 朝田　隆 : 

茨城県内の児童思春期精神科外来を受診した広汎性発達障害の主訴・受診経路と臨床像に
ついて 2

第 50回日本児童青年精神医学会（京都）9月 , 2009

No.26 太刀川弘和 , 堀　孝文 , 佐々木恵美 , 佐藤　純 , 杉江　征 , 寺島　瞳 , 田附あえか : 

学生生活 4年間における精神・心理的問題の検討　精神科利用傾向の分析
第 47回全国大学保健管理研究集会（札幌）9月 , 2009

No.27 佐々木恵美 , 太刀川弘和 , 石井映美 , 堀　正士 , 堀　孝文 : 

初診時に希死念慮を認めた学生の診断と連携・転帰について（会議録）
第 47回全国大学保健管理研究集会（札幌）9月 , 2009

No.28 佐藤　純 , 杉江　征 , 寺島　瞳 , 田附あえか , 堀　孝文 , 佐々木恵美 , 太刀川弘和 : 

学生生活 4年間における精神・心理的問題の検討　学生相談利用傾向の分析（会議録）
第 47回全国大学保健管理研究集会（札幌）9月 , 2009

No.29 志賀弘幸 , 井口俊大 , 根本清貴 , 栗原陽子 , 人美重美 , 高橋卓巳 , 今井公文 , 水上勝義 , 朝田　隆 : 

著明な認知機能低下を初発症状とし HIV脳症と診断された 1例
第 87回東京精神医学会（東京）10月 , 2009

No.30 喜多敏明 , 金子明代 , 久永明人 , 角野めぐみ , 吉田智子 : 

東洋医学的未病に特徴的なMedically unexplained symptomsが QOLに及ぼす影響
第 16回日本未病システム学会学術総会（大阪）10月 , 2009

No.31 根本清貴 , 山下典生 , 松田博史 , 児玉千稲 , 池嶋千秋 , 太田深秀 , 木田次朗 , 水上勝義 , 朝田　隆 : 

脳血流 SPECTを用いた認知機能低下の予測 ―地域コホート研究から―
第 49回日本核医学会学術総会（旭川）10月 , 2009

No.32 山口葉月 , 清水文雄 , 土井永史 , 小林　純 , 飯嶋佳路 , 武井　仁 , 堀　孝文 , 朝田　隆 : 

茨城県内の児童思春期精神科外来を受診した広汎性発達障害の主訴・受診経路と臨床像に
ついて

第 31回茨城医学会精神科分科会（水戸）11月 , 2009

No.33 井口俊大 , 太刀川弘和 , 根本清貴 , 佐藤晋爾 , 安野史彦 , 水上勝義 , 朝田　隆 : 

筑波大学附属病院精神神経科病棟入院患者 5年間の変遷
第 58回茨城精神医学集団会（水戸）11月 , 2009
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No.34 佐藤晋爾 , 飯村良美 , 山倉敏之 , 松岡恵子 , 土谷範恵 , 水上勝義 , 朝田　隆 : 

重度認知症者デイケア利用中断者の臨床的特徴および関連する要因について
第 10回認知症ケア学会（東京）11月 , 2009

ゲストスピーカー
No.1 水上勝義 : 

薬剤による認知機能障害
第 105回日本精神神経学会総会（神戸）8月 , 2009

No.2 水上勝義 : 

BPSDの治療
第 28回日本認知症学会（仙台）11月 , 2009

講演会その他
No.1 佐々木恵美 : 

本学における精神科医と教職員の連携について
学生のメンタルヘルス問題への初期対応～学内連携の観点から～

筑波大学教職員対象 FD・SD（つくば市）2月 , 2009

No.2 佐藤晋爾 : 

抗うつ薬の使い分けについて
明治製薬社内講演会（土浦市）2月 , 2009

No.3 久永明人 : 

漢方と健康づくり
平成 20年度市民セミナー『自然の贈り物』（柏市）2月 , 2009

No.4 久永明人 : 

アレルギー性疾患に対する漢方治療
第 5回松戸漢方研究会（松戸市）2月 , 2009

No.5 根本清貴 : 

精神科領域における脳血流 SPECT検査の有用性
山口県脳機能画像研究会（山口市）2月 , 2009

No.6 根本清貴 : 

認知症の早期診断に役立つ画像検査
秋川流域第 3回市民健康フォーラム（あきる野市）3月 , 2009

No.7 太刀川弘和 : 

自殺予防にインターネットを活用しているわが国の事例
「自殺とインターネット」於シンポジウム

第 33回日本自殺予防学会総会（大阪市）4月 , 2009

No.8 久永明人 : 

こころの病における漢方治療
～不安症状に対する瀉心湯類 ･承気湯類 ･柴胡剤の活用について～

第 1回神奈川漢方懇話会（横浜市）4月 , 2009
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No.9 根本清貴 : 

精神症状（気持ちのつらさ、せん妄）
茨城県緩和ケア研修会（古河市）5月 , 2009

No.10 久永明人 : 

こころの病と漢方
柏漢方入門セミナー（柏市）6月 , 2009

No.11 根本清貴 : 

精神症状（気持ちのつらさ、せん妄）
茨城県緩和ケア研修会（つくば市）6月 , 2009

No.12 太刀川弘和 : 

薬物関連障害に対する DARCと連携した治療システムの有用性
平成 20年度薬物依存問題連絡会（結城市）7月 , 2009

No.13 太刀川弘和 : 

薬物関連障害に対する DARCと連携した治療システムの有用性
茨城ダルク 17周年記念フォーラム（結城市）7月 , 2009

No.14 太刀川弘和 : 

インターネットの功罪 ―青少年のいじめ・自殺に関連して―
平成 20年度思春期心の健康セミナー（那珂市）7月 , 2009

No.15 佐藤晋爾 : 

抗うつ薬の使い分けとよりよいアドヒアランスへの工夫
GSK社内講演会（つくば市）7月 , 2009

No.16 久永明人 : 

気の病態とこころの病
ちば和漢連続ナビゲーション 2009 第 2回特別講演会（千葉市）7月 , 2009

No.17 久永明人 : 

認知症の食行動異常をどう考えるか
青森県栄養士会平成 21年度生涯学習研修会（青森市）7月 , 2009

No.18 根本清貴 : 

精神症状（気持ちのつらさ、せん妄）
茨城県緩和ケア研修会（阿見町）7月 , 2009

No.19 根本清貴 : 

精神症状（せん妄）
茨城県緩和ケア研修会（つくば市）7月 , 2009

No.20 太刀川弘和 : 

茨城県立友部病院の精神科救急改革 ―量的変化と質的変化―
第 47回全国自治体病院協議会　精神科特別部会総会（長崎市）8月 , 2009

No.21 太刀川弘和 : 

自殺予防対策について
茨城県自殺防止ダイヤル事業研修会（水戸市）8月 , 2009
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No.22 堀　孝文 : 

プライマリケアにおける精神疾患の見方 ―双極性、難治性、精神病性のうつ―
土浦女医の会（つくば市）9月 , 2009

No.23 佐々木恵美 : 

学生にみられる精神障害と対応について
メンタルヘルス研究協議会（甲府市）9月 , 2009

No.24 太刀川弘和 : 

大学生の相談現場から
「若者のいのちをつなぐ絆づくりのために」於パネルディスカッション

自殺対策シンポジウム IN いばらき（つくば市）9月 , 2009

No.25 太刀川弘和 : 

自殺とインターネット
「あなたの大切な人をまもるために : ストレス、うつ病、自殺予防」

市民公開講座（横浜市）9月 , 2009

No.26 根本清貴 : 

脳統計画像解析手法を用いた形態画像と機能画像の結果解釈
北海道精神神経疾患画像勉強会（札幌市）9月 , 2009

No.27 佐々木恵美 : 

学生にみられる精神障害と対応・連携について
筑波大学学生支援 FD 第 2回メンタルヘルス研修会（つくば市）10月 , 2009

No.28 太刀川弘和 : 

筑波大学における総合的な自殺予防対策の提案
～筑波大学における総合的な自殺予防対策の実現に向けて～

筑波大学学生支援 FD 第 3回メンタルヘルス研修会（つくば市）10月 , 2009

No.29 根本清貴 : 

認知症の診断・治療と周辺症状への対応
多賀医師会学術講演会（北茨城市）10月 , 2009

No.30 太刀川弘和 : 

茨城県の自殺既遂者の動向 「相談から介入へ」於フォーラム第 2部
第 58回茨城精神医学集団会（水戸市）11月 , 2009

No.31 太刀川弘和 : 

茨城県の自殺既遂者の動向
平成 21年度茨城県自殺対策連絡協議会（水戸市）11月 , 2009

No.32 佐藤晋爾 : 

一般医のうつ病の診かた（診断・治療・紹介）
龍ヶ崎地域福祉会館（龍ヶ崎市）11月 , 2009

No.33 久永明人 : 

精神医学領域の漢方薬の役割
第 1回小江戸漢方実践セミナー 2009（川越市）11月 , 2009
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No.34 久永明人 : 

精神医療における漢方診療の応用方法の提案と今後の課題
日本東洋医学会関東甲信越支部 2009年度群馬県部会教育講演会特別講演

（群馬県）11月 , 2009

No.35 根本清貴 : 

精神症状（気持ちのつらさ・せん妄）、コミュニケーション
茨城県緩和ケア研修会（笠間市）11月 , 2009

No.36 堀　孝文 : 

精神疾患に対する理解と対応
～筑波大学における総合的な自殺予防対策の実現に向けて～

筑波大学学生支援 FD第 7回メンタルヘルス研修会（つくば市）12月 , 2009

No.37 太刀川弘和 : 

青少年の自殺とその予防
平成 21年度茨城県医師会学校医部会研修会（水戸市）12月 , 2009

No.38 太刀川弘和 : 

学生のメンタルヘルス ―仲間のために今できること―
平成 21年度筑波大学課外活動団体リーダー研修会（境町）12月 , 2009

No.39 根本清貴 : 

臨床研究のための SPECT　脳機能画像臨床応用のための勉強会
順天堂大学医学部附属東京江東高齢者医療センター 12月 , 2009

No.40 水上勝義 : 

精神疾患ブレインバンクの必要性　本学会のアンケート結果から
脳と精神の医学 20: 5-9, 2009

No.41 水上勝義 , 朝田　隆 : 

多施設共同クロスオーバー試験で判明した周辺症状への効果と休薬後の効果持続
Nikkei Medical別刷付録 漢方特集 , 2009

No.42 水上勝義 : 

目で見る抑肝散と脳神経における作用
脳 21 12 (4): 400-403, 2009

No.43 佐々木恵美 : 

うつ病だけじゃないうつ
紫峰会報 117号 : p5, 2009

No.44 太刀川弘和 : 

自主映画製作は精神科救急と似ている
エイサー 11: p14, 2009

No.45 太刀川弘和 : 

うつ病のいろは
筑波大学新聞 5月 11日号 (6), 2009
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No.46 太刀川弘和 : 

クスリの恐ろしさ
つくばスチューデンツ 9月号 : p20-21, 2009

No.47 太刀川弘和 : 

違法薬物に Noといおう！
つくばスチューデンツ安全特集特別号 : p3-3, 2009

No.48 佐藤晋爾 : 

私のおすすめ本「なりきり歌舞伎体操」
整形外科看護 14 (3), 2009

No.49 大野賢二 , 関矢信康 , 並木隆雄 , 笠原裕司 , 地野充時 , 平崎能郎 , 久永明人 , 寺澤捷年 : 

長年持続していた下痢に対して甘草瀉心湯が奏効した 2症例
漢方の臨床 56: 1143-1148, 2009

No.50 関矢信康 , 平崎能郎 , 小川恵子 , 来村昌紀 , 橋本すみれ , 奥見裕邦 , 木俣有美子 , 久永明人 ,  

寺澤捷年 : 

浮脈を呈する症例に対する苓甘姜味辛夏仁湯治験
日本東洋医学雑誌 60: 641-646, 2009

特許・賞
No.1 太刀川弘和 : 

茨城県の精神科三次救急の変化 ―ネットワーク分析を用いた検討―
第 20回日本精神科救急学会学術奨励賞受賞　日本精神科救急学会 9月 , 2009



小児科学グループ（2009年）

275

小児科学グループ（2009 年）

原　著
No.1 Miyamoto T, Horigome H, Kawano S, Sumazaki R: 

Apical hypertrophic cardiomyopathy in childhood: a long-term follow-up report of two cases.

Pediatr Cardiol. 30 (3), 343-346, 2009 Epub 2008

No.2 Nakao T, Fukushima T, Shimizu T, Nanmoku T, Fujiyama S, Nakajima R, Fukushima F, Noguchi M, 

Sumazaki R: 

Transient myelofibrosis with autoimmune pancytopenia: a case report.

Eur J Pediatr. 168 (8), 1003-1006, 2009

No.3 Mizuno H, Kanda K, Sugiyama Y, Imamine H, Ito T, Kato I, Togari H, Kamoda T, Onigata K: 

Longitudinal evaluation of patients with a homozygous R450H mutation of the TSH receptor 

gene.

Horm Res. 71 (6), 318-323, 2009

No.4 Shimizu Y, Kamoda T, Nagata M, Yoh K, Hashimoto Y, Matsui A, Yoshikawa H, Yamagata K, 

Koyama A: 

Successful pregnancy in a female patient with congenital chloride diarrhea (CLD) and renal 

impairment.

J Nephrol. 22 (6), 809-813, 2009

No.5 Iwasaki Y, Horigome H, Takahashi-Igari M, Kato Y, Razzaque MA, Matsuoka R: 

Coronary artery dilatation in LEOPARD syndrome. A child case and literature review.

Congenit Heart Dis. 4 (1), 38-41, 2009

No.6 Arimoto T, Tada H, Sekiguchi Y, Igarashi M, Yamasaki H, Kuroki K, Horigome H, Aonuma K: 

Implantable cardioverter defibrillator in a patient with Eisenmenger syndrome after Senning 

repair for transposition of the great arteries.

J Arrhythmia. 25, 107-111, 2009

No.7 Horigome H, Nagashima M, Sumitomo N, Yoshinaga M, Ushinohama H, Iwamoto M, Shiono J, 

Ichihashi K, Hasegawa S, Yoshikawa T, Matsunaga T, Goto H, Waki K, Arima M, Takasugi H,  

Tanaka Y, Tauchi N, Ikoma M, Inamura N, Takahashi H, Shimizu W, Horie M: 

Clinical characteristics and genetic background of congenital long-QT syndrome diagnosed in 

fetal, neonatal, and infantile life: a nationwide questionnaire survey in Japan.

Circ Arrhythm Electrophysiol. 3 (1), 10-17, 2010 Epub 2009

No.8 Sugimori H, Abe M, Kato H, Kanemoto S, Noma M, Horigome H, Takahashi-Igari M, Sakakibara Y, 

Hiramatsu Y: 

A modification of extended aortic arch anastomosis augmented with subclavian flap aortoplasty 

for interrupted or hypoplastic aortic arch.

J Card Surg. 24 (5), 561-563, 2009
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No.9 Katayama Y, Horigome H, Takahashi H, Tanaka K, Yoshinaga M: 

Blood Rheology and its Determinants in Healthy Adults and Children Using the Microchannel 

Array Flow Analyzer.

Clin Appl Thromb Hemost. Epub Jul 24, 2009

No.10 Yoshinaga M, Ichiki T, Tanaka Y, Hazeki D, Horigome H, Takahashi H, Kashima K: 

Prevalence of childhood obesity from 1978 to 2007 in Japan.

Pediatr Int. Epub Jul 20, 2009

No.11 Koike S, Keino-Masu K, Ohto T, Sugiyama F, Takahashi S, Masu M: 

Autotaxin/lysophospholipase D-mediated lysophosphatidic acid signaling is required to form 

distinctive large lysosomes in the visceral endoderm cells of the mouse yolk sac.

J Biol Chem. 284 (48), 33561-33570, 2009

No.12 福島紘子 , 堀米仁志 , 平松祐司 , 徳永千穂 , 金子佳永 , 高橋実穂 , 西村　章 , 松本直通 , 須磨崎亮 : 

小児期に大動脈拡張が進行し , 基部置換術を施行した Loeys-Dietz症候群　自験例 1例と
文献集計

日本小児循環器学会雑誌 25 (6): 821-826, 2009

No.13 徳永千穂 , 平松祐司 , 阿部正一 , 金本真也 , 高橋実穂 , 堀米仁志 , 榊原　謙 : 

小児開心術後頻脈性不整脈に対する超短時間作用型β遮断薬 : 塩酸ランジオロールの使用
経験

日本小児循環器学会雑誌 25 (5): 681-686, 2009

No.14 田中竜太 , 須貝研司 , 富士川善直 , 小牧宏文 , 中川栄二 , 斎藤義朗 , 大戸達之 , 橋本俊顕 ,  

佐々木征行 : 

短潜時体性感覚誘発電位で中枢伝導時間の著明な延長を認めた先天性無痛無汗症の 2例
脳と発達 41 (6): 452-456, 2009

No.15 加藤愛章 , 堀米仁志 , 高橋実穂 , 徳永千穂 , 平松祐司 , 仁科秀崇 , 舩山康則 :

空洞を伴う肺非結核性抗酸菌症を合併した成人チアノーゼ性先天性心疾患の 1例
日本小児循環器学会雑誌 25(1): 56-60, 2009

総　説
No.1 須磨崎亮 : 

【肝胆膵領域における幹細胞研究の最前線】 臓器内に存在する多分化能をもった幹細胞 

(somatic stem cell)　胆管 , 膵臓幹細胞の分化制御
肝・胆・膵 59 (4): 595-602, 2009

No.2 乾あやの , 位田　忍 , 須磨崎亮 , 長田郁夫 , 松井　陽 , 虫明聡太郎 , 藤澤知雄 : 

【急性肝不全における内科的治療と肝移植の進歩】 本邦における小児期の劇症肝不全
日本腹部救急医学会雑誌 29 (4): 583-589, 2009

No.3 岩淵　敦 , 須磨崎亮 : 

【小児の症候群】　肝・胆・膵 Alagille症候群
小児科診療 72増刊 : 305, 2009
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No.4 岩淵　敦 , 須磨崎亮 : 

【小児の症候群】　肝・胆・膵 Aagenaes症候群
小児科診療 72増刊 : 304, 2009

No.5 鴨田知博 : 

小児疾患アトラス　目で見る小児科 150　致死性四肢短縮型小人症
小児科 50別冊 : 106-107, 2009

No.6 加藤愛章 , 堀米仁志 : 

期外収縮．研修医のための小児心電図のよみかた
小児科診療 72 (5): 905-912, 2009

No.7 工藤寿子 : 

【臨床に役立つ貧血治療の実際】 再生不良性貧血　先天性再生不良性貧血（遺伝性骨髄不
全症候群）

小児科診療 72 (2): 261-270, 2009

No.8 齋藤　誠 , 宮園弥生 , 田村正徳 : 

【周産期から NICUで過ごす子どもの命と死　家族へのかかわりと End-of-Life Care】 基礎
知識　ハイリスク新生児の医療体制をめぐる「話し合い」のガイドライン

小児看護 32 (13): 1705-1711, 2009

著　書
No.1 堀米仁志 : 

メタボリックシンドロームと血栓．小児メタボリックシンドローム
小児科臨床ピクシス 6, 五十嵐隆 , 大関武彦編 , 中山書店 , 102-105, 2009

学会発表
No.1 加藤愛章 , 堀米仁志 , 高橋実穂 , 福島紘子 , 石踊　巧 , 塩野淳子 , 関口幸夫 , 夛田　浩 , 青沼和隆 :

Middle Cardiac Veinからの高周波通電で根治し得た潜在性WPW症候群の女児例
第 20回日本 Pediatric Interventional Cardiology研究会学術集会（東京）1月 , 2009

No.2 福島紘子 , 工藤寿子 , 林　立申 , 吉見　愛 , 岩淵　敦 , 高橋実穂 , 堀米仁志 , 榎園　崇 , 大戸達之 ,  

福島　敬 , 須磨崎亮 , 亀崎豊実 , 小山田隆 , 梶井英治 : 

クームス陰性自己免疫性溶血性貧血の 2小児例
第 162回日本血液学会例会（つくば）2月 , 2009

No.3 石川伸行 , 吉見　愛 , 加藤愛章 , 高橋実穂 , 堀米仁志 , 徳永千穂 , 金本真也 , 平松祐司 , 八巻重雄 : 

術後長期多剤薬物療法の効果が組織学的に示された高肺血管抵抗を伴う両大血管右室起始
症の 1手術例

第 15回日本小児肺循環研究会（東京）2月 , 2009

No.4 穂坂　翔 , 小林千恵 , 加藤啓輔 , 小池和俊 , 土田昌宏 , 菊地　斉 , 村上　卓 , 塩野淳子 , 坂有希子 , 

野間美緒 , 五味聖吾 , 阿部正一 , 中尾朋平 , 中嶋玲子 , 福島　敬 , 南木　融 : 

フィラデルフィア染色体陽性急性リンパ性白血病（Ph+ALL）に対する同種骨髄移植施行
6年後に血性心嚢水貯留をきたした 1例

第 92回日本小児科学会茨城地方会（つくば）2月 , 2009
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No.5 平井直実 , 城賀本満登 , 和田宏来 , 角田義弥 , 工藤寿子 : 

無顆粒球症の一例
第 91回日本小児科学会茨城地方会（つくば）2月 , 2009

No.6 加藤愛章 , 堀米仁志 , 高橋実穂 , 吉見　愛 , 福島紘子 , 石川伸行 , 石踊　巧 , 青沼和隆 , 須磨崎亮 :

右室流出路起源心室頻拍に対する高周波カテーテルアブレーション治療
第 91回日本小児科学会茨城地方会（つくば）2月 , 2009

No.7 田中邦東 , 大曽根邦彦 , 田中竜太 , 宮本信也 , 氷上彩子 , 稲沼邦夫 , 小池和俊 , 土田昌宏 :

集団あそびを通した発達障害児生活支援事例の検討
第 91回日本小児科学会茨城地方会（つくば）2月 , 2009

No.8 高橋実穂 , 堀米仁志 , 加藤愛章 , 小畠真奈 , 濱田洋実 :

両大血管右室起始症と胎児診断された症例の臨床経過と予後の検討
第 15回日本胎児心臓病研究会（埼玉）2月 , 2009

No.9 加藤愛章 , 高橋実穂 , 石山昭彦 , 堀米仁志 , 小畠真奈 , 濱田洋実 :

胎児心磁図による Electrical PR intervalとパルスドプラ法によるMechanical PR intervalの
比較

第 15回日本胎児心臓病研究会（埼玉）2月 , 2009

No.10 Kato Y, Horigome H, Takahashi-Igari M, Yamasaki H, Arimoto T, Kuroki K, Machino T, Koyama T, 

Sekiguchi Y, Tada H, Aonuma K:

Radiofrequency Catheter Ablation of Atrial Tachycardias Late After Intracardiac-repair of 

Tetralogy of Fallot.

第 73回日本循環器学会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.11 篠原宏行 , 榎園　崇 , 福島紘子 , 石踊　巧 , 工藤豊一郎 , 須磨崎亮 : 

小児の門脈圧亢進症における門脈体循環短絡所見
第 112回日本小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009

No.12 中嶋玲子 , 福島　敬 , 森田展彰 , 工藤寿子 , 吉見　愛 , 中尾朋平 , 下村有紀子 , 日高響子 ,  

中谷陽二 , 須磨崎亮 : 

小児がん患者の両親における心的外傷後ストレス反応の発生状況とこれに関連する要因
第 112回日本小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009

No.13 岩淵　敦 , 工藤豊一郎 , 篠原宏行 , 竹内秀輔 , 鴨田知博 , 須磨崎亮 : 

インフリキシマブ投与後に膵腫大と閉塞性黄疸を呈したクローン病疑いのターナー女児例
第 112回日本小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009

No.14 中尾朋平 , 福島　敬 , 清水崇史 , 工藤寿子 , 南木　融 , 大木圭子 , 小池和俊 , 土田昌宏 , 須磨崎亮 : 

小児急性白血病・良性血液疾患の末梢血・骨髄WT1は悪性細胞増殖と無関係に発現する
第 112回日本小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009

No.15 野末裕紀 , 鴨田知博 , 青木　健 , 今井博則 , 齊藤久子 , 市川邦男 : 

腎奇形を合併した特発性副甲状腺機能低下症の男児例
第 112回日本小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009
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No.16 大賀正一 , 工藤寿子 , 森本　哲 , 大杉夕子 , 澤田明久 , 田淵　健 , 本荘　哲 , 原　寿郎 , 加藤俊一 , 

石井榮一 : 

EBV関連および家族性血球貪食性リンパ組織球症に対する造血細胞移植の成績
第 112回日本小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009

No.17 加藤愛章 , 高橋実穂 , 石山昭彦 , 小畠真奈 , 濱田洋実 , 堀米仁志 :

胎児心磁図による electrical PR intervalとドプラ心エコー法による mechanical PR intervalの
比較

第 43回日本生体磁気学会（金沢）5月 , 2009

No.18 榎園　崇 , 大戸達之 , 田中竜太 , 須磨崎亮 :

急性呼吸窮迫症候群を繰り返した全前脳胞症の一例
第 51回日本小児神経学会総会（鳥取）5月 , 2009

No.19 岩崎信明 , 田中竜太 , 大戸達之 , 藤原順子 , 石井一弘 , 宮本信也 , 中山純子 , 絹笠英世 , 新　健治 , 

佐藤秀郎 :

小児のジフェニルアルシン酸化合物暴露と自律神経症状
第 51回日本小児神経学会総会（鳥取）5月 , 2009

No.20 田村剛一郎 , 城戸崇裕 , 今川和生 , 日高大介 , 西村一記 , 中尾　厚 , 齋藤　誠 , 宮園弥生 ,  

須磨崎亮 : 

偶然に発見された新生児同種免疫性血小板減少症の双胎例
第 92回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.21 今川和生 , 城戸崇裕 , 日高大介 , 西村一記 , 中尾　厚 , 齋藤　誠 , 宮園弥生 , 須磨崎亮 , 小倉　剛 , 

小畠真奈 , 濱田洋実 : 

当院における飛び込み分娩症例の検討 .

第 92回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.22 今井博則 , 林　大輔 , 野末裕紀 , 齊藤久子 , 青木　健 , 市川邦男 , 須磨崎亮 : 

血球貪食症候群を合併した SLEの 1例
第 92回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.23 岩淵　敦 , 中村みちる , 篠原宏行 , 堀米仁志 , 平松祐司 , 臼井丈一 , 鴨田知博 : 

持続する蛋白尿を契機に診断されたチアノーゼ性腎症の 1男児例
第 92回日本小児科学会茨城地方会（つくば）6月 , 2009

No.24 鈴木　創 , 楊　景堯 , 樋渡　昭 , 野口和之 , 萩原正大 , 甲斐平康 , 斎藤知栄 , 岩淵　敦 , 榎園　崇 , 

大戸達之 , 鴨田知博 , 須磨崎亮 , 山縣邦弘 : 

小児の血液浄化療法を要した 2症例
第 43回茨城人工透析談話会（水戸）6月 , 2009

No.25 堀　哲夫 , 金子道夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 瓜田泰久 , 工藤寿美 , 藤代　準 , 星野論子 , 神保教広 , 

坂元直哉 , 大河内信弘 , 福永　潔 , 工藤豊一郎 , 須磨崎亮 : 

小児肝移植における小児外科医の関与 小児肝移植における小児外科医の関与
術前術後に必要な小児外科的手技について

第 46回日本小児外科学会学術集会（大阪）6月 , 2009
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No.26 平松祐司 , 金本真也 , 野間美緒 , 阿部正一 , 徳永千穂 , 榊原　謙 , 高橋実穂 , 堀米仁志 : 

Subclavian flap augmentationを併用した新生児左開胸拡大大動脈弓再建術式の評価
第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.27 加藤愛章 , 高橋実穂 , 石踊　巧 , 石川伸行 , 福島紘子 , 徳永千穂 , 金本真也 , 平松祐司 , 堀米仁志 : 

小児期肥大型心筋症の臨床像と中期予後
第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.28 村上　卓 , 塩野淳子 , 菊地　斉 , 堀米仁志 : 

体循環から右肺動脈への血流を認めた右肺低形成を伴う食道肺の 2例
第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.29 金子正英 , 林　泰佑 , 朝海廣子 , 金　基成 , 賀藤　均 , 堀米仁志 : 

先天性完全房室ブロックペースメーカー植え込み術後 , 乳児期に心不全を発症した症例の
検討

第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.30 徳永千穂 , 松原宗明 , 金子佳永 , 高橋実穂 , 金本真也 , 阿部正一 , 平松祐司 , 堀米仁志 , 榊原　謙 : 

乳幼児先天性心疾患に合併した上室性頻脈性不整脈に対する超短時間作用型β遮断薬
塩酸ランジオロールの有用性

第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.31 高橋実穂 , 加藤愛章 , 徳永千穂 , 金本真也 , 平松祐司 , 塩野淳子 , 松崎美緒 , 金子正英 , 賀藤　均 , 

堀米仁志 : 

小児科領域におけるペースメーカー治療 幼児における両心室ペーシングパルスジェネ
レータ（InSync）を用いた心臓再同期療法

第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.32 堀米仁志 , 住友直方 , 吉永正夫 , 岩本眞理 , 牛ノ濱大也 , 市橋　光 , 長谷川聡 , 有馬正貴 ,  

後藤浩子 , 松永　保 , 長嶋正實 : 

器質的心疾患を伴わない小児期不整脈診療　周生期から乳児期に診断された先天性 QT延
長症候群の遺伝子型と臨床像に関する全国調査

第 45回日本小児循環器学会総会（兵庫）7月 , 2009

No.33 新井順一 , 宮本泰行 , 清水純一 , 宮園弥生 , 中尾　厚 : 

茨城県における新生児蘇生法講習会の取り組み
第 45回日本周産期・新生児学会総会（愛知）7月 , 2009

No.34 宮園弥生 , 宮本泰行 , 新井順一 , 雪竹義也 , 清水純一 , 中尾　厚 , 齋藤　誠 , 西村一記 , 日高大介 : 

新生児蘇生法講習会－茨城県における普及への取り組みと今度の課題について－
第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.35 清河信敬 , 恩田恵子 , 平林真介 , 飯島一智 , 福島　敬 , 齋藤正博 , 藤本純一郎 , 真部　淳 ,  

康　勝好 , 熊谷昌明 , 小原　明 , 林　泰秀 , 花田良二 , 土田昌宏 : 

東京小児がん研究グループ
急性リンパ性白血病第 16次治療研究におけるマーカー中央診断

第 71回日本血液学会総会（京都）10月 , 2009
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No.36 岩淵　敦 , 篠原宏行 , 鴨田知博 , 須磨崎亮 : 

幼児期早期に発症したMODY3の１男児例
第 43回日本小児内分泌学会（栃木）10月 , 2009

No.37 高橋実穂 , 加藤愛章 , 藤代　準 , 金子道夫 , 堀米仁志 :

急性腹症を契機に発見されたWPW症候群を伴う心室瘤の 1女児例
～特徴的な病変部位と心サルコイドーシスとの鑑別について～

第 18回関東小児心筋疾患研究会（東京）10月 , 2009

No.38 加藤愛章 , 堀米仁志 , 高橋実穂 , 関口幸夫 , 夛田　浩 , 青沼和隆 :

心室中隔欠損術後 10年に発症した下大静脈起源心房頻拍の 1例
第 21回カテーテルアブレーション委員会公開研究会（川越）10月 , 2009

No.39 鈴木涼子 , 森田一輝 , 和田宏来 , 榎園　崇 , 大戸達之 , 須磨崎亮 : 

X連鎖性滑脳症（XLAG）の 2例
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.40 加藤愛章 , 高橋実穂 , 野崎良寛 , 徳永千穂 , 金本真也 , 平松祐司 , 河野　了 , 夛田　浩 , 青沼和隆 , 

塩野淳子 , 金子正英 , 賀藤　均 , 堀米仁志 , 須磨崎亮 : 

小児期重症心不全に対する心臓再同期療法の経験
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.41 藤代　準 , 堀　哲夫 , 金子道夫 , 小室広昭 , 楯川幸弘 , 瓜田泰久 , 星野論子 , 坂元直哉 ,  

工藤豊一郎 , 須磨崎亮 : 

当科における胆道閉鎖症手術症例の検討
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.42 齋藤　誠 , 宮園弥生 , 鴨田知博 , 梶川大悟 , 須磨崎亮 : 

新生児マススクリーニングにおける 2回目の検査で甲状腺機能低下が判明した極低出生体
重児 2例

第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.43 白輪地麻衣 , 福島紘子 , 工藤豊一郎 , 野崎良寛 , 石踊　巧 , 平木彰佳 , 中尾朋平 , 高橋実穂 ,  

堀米仁志 , 須磨崎亮 , 篠原宏行 , 長谷川誠 : 

新生児早期に発症し他疾患との鑑別を要した protein induced enterocolitisの 3例
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.44 日高大介 , 西村一記 , 中尾　厚 , 齋藤　誠 , 宮園弥生 , 榎園　崇 , 田中竜太 , 大戸達之 , 須磨崎亮 , 

井原　哲 , 楯川幸弘 , 金子道夫 , 小畠真奈 , 濱田洋実 : 

当院における胎児脳室拡大の症例の検討
第 93回日本小児科学会茨城地方会（水戸）11月 , 2009

No.45 宮園弥生 , 宮本泰行 , 新井順一 , 齋藤　誠 , 中尾　厚 , 西村一記 , 加藤愛章 , 須磨崎亮 : 

Heinz小体を伴う急激な溶血性貧血を呈した超低出生体重児 14例の長期予後の検討
第 54回日本未熟児新生児学会学術集会（神奈川）11月 , 2009

No.46 齋藤　誠 , 鴨田知博 , 宮園弥生 , 日高大介 , 西村一記 , 中尾　厚 , 須磨崎亮 : 

早産児における血清アディポネクチンの出生後の推移
第 54回日本未熟児新生児学会学術集会（神奈川）11月 , 2009
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No.47 中尾　厚 , 齋藤　誠 , 宮園弥生 , 日高大介 , 西村一記 , 須磨崎亮 : 

当院における SGA児の低血糖と高インスリン血症の関連
第 54回日本未熟児新生児学会学術集会（神奈川）11月 , 2009

No.48 Cuneo BF, Horigome H, Eckstein G, Strasburger JF, Wakai RT:

Fetal long QT syndrome. The QTc predicts symptom severity.

－ A magnetocardiographic study.

AHA Scientific Sessions 2009 (Orlando, USA) Nov, 2009

No.49 竹内秀輔 , 福島　敬 , 篠原宏行 , 岩淵　敦 , 中尾朋平 , 中嶋玲子 , 工藤寿子 , 稲留征典 , 佐藤豊実 , 

金子道夫 , 須磨崎亮 :

化学療法抵抗性の卵巣小細胞癌に対して拡大手術，自家末梢血幹細胞移植を施行した 1例
第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.50 福島紘子 , 工藤豊一郎 , 高橋実穂 , 福島　敬 , 石踊　巧 , 吉見　愛 , 中尾朋平 , 椎貝真成 ,  

森　健作 , 稲留征典 , 野口雅之 , 金子道夫 , 須磨崎亮 :

高心拍出性心不全を伴った肝多発血管腫に対し薬物療法および肝動脈塞栓術を行い，改善
した一乳児例

第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.51 吉見　愛 , 福島　敬 , 清水崇史 , 竹内秀輔 , 福島紘子 , 岩淵　敦 , 榎園　崇 , 中尾朋平 , 中嶋玲子 , 

工藤寿子 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 菅原信二 , 須磨崎亮 :

全摘困難な中枢神経 AT/RTの 3例に対する集学的治療
第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.52 後藤悠大 , 福島　敬 , 中尾朋平 , 福島紘子 , 吉見　愛 , 中嶋玲子 , 五味詩絵奈 , 桑原沙絵子 , 

清水崇史 , 林　立申 , 長谷川誠 , 福島富士子 , 中原智子 , 須磨崎亮 :

血友病児の生活支援における診療連携の役割と課題
第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.53 Mahmoud Shaza, 福島　敬 , 中尾朋平 , 南木　融 , 中嶋玲子 , 吉見　愛 , 福島紘子 , 林　立申 , 

清水崇史 , 須磨崎亮 :

小児悪性疾患の完全寛解獲得後の持続性 EBV-DNAemia (Persistent EBV-DNAemia after 

getting complete remission of pediatric malignant Diseases)（英語）
第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.54 下村有紀子 , 福島　敬 , 中嶋玲子 , 中尾朋平 , 山口昌樹 , 竹田一則 :

医療処置を受ける小児がん患児の唾液アミラーゼ活性値の変動と患児・保護者・医師によ
る評価の関連性の検討

第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.55 大城佳子 , 菅原信二 , 福島　敬 , 中尾朋平 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 山本哲也 , 水本斉志 , 盛武　敬 , 

橋本孝之 , 金子道夫 , 櫻井英幸 :

小児悪性腫瘍に対する陽子線治療の経験
第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009
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No.56 恩田恵子 , 平林真介 , 清河信敬 , 齊藤正博 , 森　鉄也 , 福島　敬 , 藤本純一郎 , 真部　淳 ,  

康　勝好 , 熊谷昌明 , 小原　明 , 林　泰秀 , 花田良二 , 土田昌宏 :

TCCSG-L1602治療研究における Day8末梢血 -芽球数のフローサイトメトリー測定につい
ての評価

第 25回日本小児がん学会 , 第 51回日本小児血液学会（千葉）11月，2009

No.57 野崎良寛 , 加藤愛章 , 平木彰佳 , 高橋実穂 , 堀米仁志 , 石津智子 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 夛田　浩 ,  

青沼和隆 :

拡張相肥大型心筋症に対し心臓再同期療法を導入した 2例
第 14回日本小児心電学研究会（横浜）11月 , 2009

その他
No.1 堀米仁志 : 

凝固線溶系からみた小児期メタボリックシンドロームの特徴と効果的介入法に関する研究
（課題番号 : 19500591）

文部科学省科学研究費補助金成果報告書（平成 20年度）, 2009

No.2 齋藤　誠 :

MgSO4 randomized trial to prevent cerebral palsy.（Rouse D）へのコメント
Hot Topics in Neonatology 2008: 11, 2009

No.3 齋藤　誠 :

Preconceptional folate supplementation and the risk of preterm birth.（Bukowski RK）へのコメ
ント

Hot Topics in Neonatology 2008: 113，2009
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原　著
No.1 Onda T, Kobayashi H, Nakanishi T, Hatae M, Iwasaka T, Konishi I, Shibata T, Fukuda H, Kamura T, 

Yoshikawa H: 

Feasibility study of neoadjuvant chemotherapy followed by interval debulking surgery for stage 
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Gynecol Oncol 113 (1): 57-62, 2009

No.2 Abe K, Shimizu R, Pan X, Hamada H, Yoshikawa H, Yamamoto M: 

Stem cells of GATA1-related leukemia undergo pernicious changes after 5-fluorouracil treatment. 
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No.3 Tanaka YO, Tsunoda H, Sugano M, Satoh T, Yagi H, Minami R, Shiigai M, Inadome Y, Yoshikawa H, 
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MR and CT findings of leiomyomatosis peritonealis disseminata with emphasis on assisted 

reproductive technology as a risk factor. 

Br J Radiol 82 (975): e44-47, 2009
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Villin1, a novel diagnostic marker for cervical adenocarcinoma. 
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Urosepsis caused by Edwardsiella tarda.
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Immunogenicity, reactogenicity and safety of human papillomavirus 16/18 AS04-adjuvanted 

vaccine in Japanese women: interim analysis of a phase II double-blind, randomized controlled 

trial at Month 7.

Int J Gynecol Cancer 19 (5): 905-911, 2009
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No.10 Onda T, Yoshikawa H: 

A phase III randomized trial comparing neoadjuvant chemotherapy and upfront debulking surgery 

is indispensable as a basis for changing the standard treatment of advanced Müllerian cancer. 

Gynecol Oncol 114 (2): 371-372, 2009

No.11 Obata-Yasuoka M, Hamada H, Watanabe H, Shimura R, Toyoda M, Yagi H, Takeshima K, Abe K, 

Nakamura Y, Ogura T, Fujiki Y, Yoshikawa H: 

Midtrimester termination of pregnancy by using gemeprost in combination with laminaria in 

women who have previously undergone cesarean section. 

J Obstet Gynaecol Res 35 (5): 901-905, 2009

No.12 Kondo K, Ishii Y, Mori S, Shimabukuro S, Yoshikawa H, Kanda T: 

Nuclear location of minor capsid protein L2 is required for expression of a reporter plasmid 

packaged in HPV51 pseudovirions.

Virology 394 (2): 259-265, 2009

No.13 Shimizu Y, Kamoda T, Nagata M, Yoh K, Hashimoto Y, Matsui A, Yoshikawa H, Yamagata K, 

Koyama A:

Successful pregnancy in a female patient with congenital chloride diarrhea (CLD) and renal 

impairment.

J Nephrol 22 (6): 809-813, 2009

No.14 中村佳子 , 濱田洋実 , 八木洋也 , 竹島絹子 , 安部加奈子 , 小倉　剛 , 小畠真奈 , 藤木　豊 ,  

吉川裕之 : 

成人スチル病合併妊娠の臨床的検討
日本周産期・新生児医学会雑誌 45 (1): 55-61, 2009

No.15 豊田真紀 , 濱田洋実 , 大原玲奈 , 中村佳子 , 小倉　剛 , 小畠真奈 , 藤木　豊 , 吉川裕之 : 

妊娠 20週に胸腔鏡下手術を施行した自然気胸の一例
日本周産期・新生児医学会雑誌 45 (3): 876-882, 2009

総　説
No.1 吉川裕之 : 

特集　がん薬物療法学　基礎・臨床研究のアップデート
XI.各臓器癌に対する薬物路湯法　14.婦人科癌 2）子宮癌・絨毛癌

日本臨牀 67増刊 1: 700-704, 2009 

No.2 小倉　剛 , 八木洋也 , 濱田洋実 : 

特集「周産期救急 そのときどうする !?」　正常妊娠 !? 絨毛に異常な超音波所見が ･･･ 胎
児共存奇胎

ペリネイタルケア 新春増刊 : 50-55, 2009

No.3 吉川裕之 : 

ヒトパピローマウイルス
がん分子標的治療 7 (2): 54-57, 2009
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No.4 松本光司 : 

子宮頸部初期病変の取り扱い「HPV予防ワクチン － Prophylactic HPV vaccines－」
産婦人科の実際 58 (4): 593-600, 2009

No.5 佐藤豊実 , 道上大雄 , 吉川裕之 : 

上皮性卵巣がんの debulking –大網全摘術 –

産科と婦人科 76 (4): 420-421, 2009 

No.6 吉川裕之 , 平井康夫 , 高塚直能 , 前田平生 : 

子宮頸部発癌における喫煙の関与とそのしくみ
̶子宮頸部前癌病変の消退 ･進展と喫煙との関連に関する総合解析̶

喫煙科学研究財団研究年報 953-957, 2009 

No.7 吉川裕之 : 

ヒトパピローマウイルス
日本医師会雑誌 138 (4): 697-699, 2009 

No.8 山田　学 , 吉川裕之 : 

新 ･静脈栄養 ･経腸栄養ガイド -NSTに必須の知識と実践のすべて -　産婦人科手術
Medical Practice 26（臨時増刊号）: 419-425, 2009

No.9 吉川裕之 : 

ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン
化学療法の領域 25 (7): 65-70, 2009 

No.10 幸田幸直 , 香取久美 , 濱田洋実 : 

「妊娠と薬外来」における薬剤相談の取り組み
Pharmacy Today 22 (2): 9-13, 2009

No.11 吉川裕之 : 

日本における HPVワクチンの接種 -現状と展望 -

産婦人科治療 99 (3): 311-315, 2009

No.12 藤木　豊 , 濱田洋実 : 

特集「ハイリスク妊婦への情報提供実例集」　切迫流産・絨毛膜下血腫
周産期医学 39 (3): 315-318, 2009

No.13 吉川裕之 : 

HPVワクチンによる癌予防　
感染制御 5 (4): 343-346, 2009

No.14 松本光司 , 岡田智志 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮体癌における傍大動脈リンパ節郭清 : 当院での治療経験と成績
日本婦人科腫瘍学会雑誌 27 (4): 499-503, 2009

No.15 吉川裕之 : 

HPVワクチン -わが国における臨床応用 -

日本産科婦人科学会雑誌 61 (6): 1212-1216, 2009

No.16 松本光司 , 吉川裕之 : 

HPVワクチンと子宮頸がん検診
臨床婦人科産科 63 (9): 1140-1147, 2009
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No.17 濱田洋実 : 

産婦人科診療ガイドライン（産科編）解説　「CQ002妊娠初期に得ておくべき情報は？」
「CQ202妊娠 12週未満の流産診断時の注意点は？」

日本産科婦人科学会雑誌 61 (9): N-457-N461, 2009

No.18 佐藤豊実 , 安倍　梓 , 佐々井真純 , 中尾砂里 , 櫻井　学 , 吉川裕之 : 

血漿 D-daimer測定を用いた子宮体癌術前不顕性静脈血栓症化の予防
産婦人科の実際 58 (10): 1543-1546, 2009

No.19 沖　明典 , 吉川裕之 : 

特集　ジェネラリストのためのがん診療エッセンス　子宮がん
Journal of Integrated Medicine(JIM) 19 (12): 894-899, 2009

No.20 吉川裕之 : 

ワクチンへの期待
子どもの健康科学 10 (1): 23-27, 2009

No.21 吉川裕之 : 

EBM・ガイドライン
日本産科婦人科学会雑誌 61 (10): N-542-N-545, 2009

No.22 吉川裕之 : 

ワクチンの現状と展望
ウイルス 59 (2): 243-248, 2009

著　書
No.1 Minaguchi T, Waite KA: 

Major Vault Protein

Encyclopedia of Cancer 2nd ed. (Ed: Manfred Schwab) 

Springer, Berlin, 2009

No.2 吉川裕之 : 

監修　病気がみえる vol.9 婦人科・乳腺外科 第 2版
メディックメディア　東京　総ページ数 234, 2009

No.3 吉川裕之 : 

婦人科癌化学療法ポケットマニュアル　6.婦人科癌術前化学療法
メディカルレビュー社 : 132-141, 2009

学会発表
No.1 Yagi H, Sanechica S, Ichinose H, Mizukami H, Ogura T, Urabe M, Hamada H, Yoshikawa H,  

Ozawa K, Kume A: 

Improvement of Monoamine Metabolism in Phenylketonuria Mouse Brain Treated with a Self-

Complementary Adeno-Associated Virus Vector

12th Annual Meeting of the American Society of Gene Therapy (ASGT) 

(San Diego, CA, USA) May, 2009
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No.2 Yagi H, Sanechika S, Ichinose H, Mizukami H, Ogura T, Urabe M, Hamada H, Yoshikawa H,  

Ozawa K, Kume A: 

Liver-Targeted gene therapy with a self-complementary avv ameliorated brain aminergic defiit in 

phenylketonuria mice 

Japan Society of Gene Therapy (JSGT) The 15th Annual Meeting (OSAKA) July, 2009

No.3 Tanaka YO, Matsumoto K, Satoh T, Okada S, Oki A, Yoshikawa H: 

Male Pseudohermaphroditism Appearing as Primary Amenorrhea: The Role of MR Imaging

Radiological Society of North America (RSNA) annual meeting 2009, 

(Chicago, IL, USA) November, 2009 

No.4 Tanaka YO, Okada S, Saida T, Satoh T, Matsumoto K, Oki A, Nishida M, Yoshikawa H, Minami M: 

Ovarian serous surface papillary tumor of borderline malignancy makes sea anemone like mass: 

differentiation from serous surface papillary adenocarcinoma

The 2nd Asian Congress of Abdominal Radiology (ACAR) 

(Seoul, Republic of Korea) June, 2009

No.5 Matsumoto K: 

Asian Symposium 1 HPV (Diagnosis, Vaccination and Treatment): Predicting risk for progression 

of cervical precursor lesions by HPV genotyping: A prospective cohort study

The 47th Annual Meeting of Japan Society of Clinical Oncology (Yokohama) October, 2009

No.6 高橋実穂 , 堀米仁志 , 加藤愛章 , 小畠真奈 , 濱田洋実 : 

両大血管右室起始症と胎児診断された症例の臨床経過と予後の検討
第 15回日本胎児心臓病研究会（さいたま）2月 , 2009

No.7 木村健一 , 長野真澄 , 山下年晴 , 野澤大輔 , 濱田洋実 , 落合直之 , 吉川裕之 , 大根田修 :

治療効果の高い間葉系幹細胞の単離およびその機能解析
第 8回日本再生医療学会総会（東京）3月 , 2009

No.8 松本光司 : 

感染症Update2「ヒトパピローマウイルス感染症̶我が国におけるHPV感染と子宮頸癌̶」
第 83回日本感染症学会学術講演会（東京）4月 , 2009

No.9 濱田洋実 : 

産婦人科診療ガイドライン（産科編）解説「CQ002妊娠初期に得ておくべき情報は？」
「CQ202妊娠 12週未満の流産診断時の注意点は？」

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.10 今野　良 , 吉川裕之 : 

子宮頸癌予防ワクチン（HPV-16/18AS04）の本邦における中間解析と臨床的意義
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.11 越智寛幸 , 近藤一成 , 松本光司 , 沖　明典 , 八杉利治 , 古田玲子 , 平井康夫 , 吉川裕之 : 

CIN患者における HPV血清中和抗体
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.12 近藤一成 , 越智寛幸 , 吉川裕之 : 

次世代型 HPVワクチンの開発
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009
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No.13 小貫麻美子 , 松本光司 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 岡田智志 , 水口剛雄 , 越智寛幸 , 中尾砂里 ,  

染谷勝巳 , 山田直樹 : 

我が国における HPV感染とタイプ別子宮頸癌リスク
–スクリーニングとワクチンのための基礎データ –

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.14 喜多川亮 , 佐藤豊実 , 鈴木麻水 , 櫻庭志乃 , 佐藤奈加子 , 忠内　薫 , 松本光司 , 沖　明典 ,  

吉川裕之 , 角田　肇 : 

カルボプラチン（CBDCA）投与量計算における日本腎臓学会糸球体濾過量推算式（eGFR）
の有用性の検証

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.15 松田義雄 , 竹田善治 , 若槻明彦 , 真田広行 , 朝本明弘 , 福島明宗 , 多田克彦 , 山中美智子 ,  

上塘正人 , 石松順嗣 , 高木　剛 , 堀　大蔵 , 北川道弘 , 吉田幸洋 , 米原利栄 , 泉　章夫 , 大浦訓章 , 

谷川原真吾 , 濱田洋実 , 米田　哲 , 前田和寿 , 渡辺　博 , 古橋　円 , 安日一郎 , 菊池昭彦 ,  

中井章人 , 吉田信隆 , 杉山　隆 , 前田　眞 , 佐世正勝 , 滝澤　基 , 南佐和子 : 

母体マグネシウム投与の新生児死亡、脳出血に及ぼす影響 : 多施設共同研究
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.16 岡田智志 , 田坂暢崇 , 中村優子 , 櫻井　学 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 , 松本光司 ,  

佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮体癌再発例における予後因子の検討
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.17 櫻井　学 , 佐藤豊実 , 中村優子 , 田坂暢崇 , 安倍　梓 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 水口剛雄 ,  

松本光司 , 田中優美子 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

CTによるリンパ節転移の診断精度
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.18 佐藤豊実 , 田坂暢崇 , 中村優子 , 佐々井真純 , 櫻井　学 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 岡田智志 ,  

水口剛雄 , 松本光司 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮体癌の術前に発見された静脈血栓塞栓（VTE）と術後に発生した VTEの危険因子の
比較

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.19 小倉　剛 , 水上浩明 , 八木洋也 , 濱田洋実 , 吉川裕之 , 小澤敬也 , 久米晃啓 : 

筋組織を標的とする AVVベクターを用いた ｢フェニルケトン尿症｣ に対する新生仔遺伝
子治療の長期的効果

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.20 小畠真奈 , 竹島絹子 , 人見義郎 , 志村玲奈 , 豊田真紀 , 八木洋也 , 安部加奈子 , 中村佳子 ,  

小倉　剛 , 藤木　豊 : 

本邦妊婦における尿定量培養による無症候性細菌尿のスクリーニングと治療の有用性
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 
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No.21 中村佳子 , 濱田洋実 , 兒玉　理 , 人見義郎 , 竹島絹子 , 八木洋也 , 安部加奈子 , 小倉　剛 ,  

小畠真奈 , 藤木　豊 , 吉川裕之 : 

成人スチル病合併妊娠の 5症例 7妊娠
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.22 中村優子 , 佐藤豊実 , 道上大雄 , 田坂暢崇 , 佐々井真純 , 櫻井　学 , 小貫麻美子 , 岡田智志 ,  

水口剛雄 , 松本光司 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

若年上皮性卵巣がん患者の検討
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.23 中尾砂里 , 松本光司 , 沖　明典 , 佐藤豊実 , 水口剛雄 , 岡田智志 , 小貫麻美子 , 濱田洋実 ,  

吉川裕之 : 

IL-10プロモーター領域の遺伝子変異と子宮頸部発癌の関連
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.24 水口剛雄 : 

乳癌および悪性黒色腫細胞株における PTEN細胞内局在、MVP発現レベル、および細胞
周期の解析

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.25 藤木　豊 : 

マウスモデルを用いた母体内の胎児細胞動態の包括的解析
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.26 八木洋也 , 水上浩明 , 小倉　剛 , 濱田洋実 , 吉川裕之 , 小澤敬也 , 久米晃啓 : 

自己相補型アデノ随伴ウイルスベクターによるフェニルケトン尿症の遺伝子治療
̶maternal PKUの予防に向けて̶

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.27 吉川裕之 : 

ランチョンセミナー講演 2「HPVワクチンの展望」
第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009 

No.28 久米晃啓 , 八木洋也 , 小倉　剛 , 水上浩明 , 卜部匡司 , 小澤敬也 : 

改良型アデノ随伴ウイルスベクターによるフェニルケトン尿症遺伝子治療
第 112回日本小児科学会小児科学会学術集会（奈良）4月 , 2009

No.29 加藤愛章 , 高橋実穂 , 石山昭彦 , 小畠真奈 , 濱田洋実 , 堀米仁志 : 

胎児心磁図による electrical PR intervalとドプラ心エコー法による mechanical PR intervalの
比較

第 24回日本生体磁気学会大会（金沢）5月 , 2009

No.30 木村健一 , 長野真澄 , 山下年晴 , 野澤大輔 , 濱田洋実 , 落合直之 , 吉川裕之 , 大根田修 : 

治療効果の高い間葉系幹細胞の単離およびその機能解析
平成 21年度日本生化学会関東支部例会（つくば）6月 , 2009

No.31 関坂みゆき , 小倉　剛 , 中村優子 , 大原玲奈 , 中尾砂里 , 中村佳子 , 小畠真奈 , 藤木　豊 ,  

濱田洋実 , 吉川裕之 : 

超音波断層法にて出生前診断された膀胱脱出を伴う腹壁破裂の症例　
第 117回日本産婦人科学会関東連合地方部会（東京）6月 , 2009 
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No.32 中尾砂里 , 松本光司 , 田坂暢崇 , 岡田智志 , 水口剛雄 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

「重複子宮 ･片側腎奇形に月経モリミナを合併した 2症例」　
第 117回日本産婦人科学会関東連合地方部会（東京）6月 , 2009 

No.33 関坂みゆき , 岡田智志 , 佐々井真純 , 田中勝洋 , 田坂暢崇 , 中村優子 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 , 

松本光司 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

確定診断に苦慮した悪性腹膜中皮腫の 1例
第 162回日本産科婦人科学会茨城地方部会（つくば）6月 , 2009

No.34 玉井はるな , 藤木　豊 , 加藤　敬 , 岩城真奈美 , 佐々井真純 , 大原玲奈 , 中村佳子 , 小倉　剛 , 

小畠真奈 , 濱田洋実 , 吉川裕之 : 

胸腔 -羊水腔シャント術を施行した胎児乳び胸水症の 1例
第 162回日本産科婦人科学会茨城地方部会（つくば）6月 , 2009

No.35 加藤　敬 , 中村佳子 , 玉井はるな , 岩城真奈美 , 大原玲奈 , 小倉　剛 , 小畠真奈 , 藤木　豊 ,  

濱田洋実 , 吉川裕之 : 

妊娠中の深部静脈血栓症の 2症例 : ガイドラインを踏まえた治療と予防
第 162回日本産科婦人科学会茨城地方部会（つくば）6月 , 2009

No.36 藤木　豊 , 濱田洋実 , 大原玲奈 , 中村佳子 , 小倉　剛 , 小畠真奈 , 吉川裕之 : 

胎児膀胱 -羊水腔シャント術後 , 臍帯過捻転により子宮内胎児死亡となった 1例
第 45回日本周産期・新生児医学会学術集会（名古屋）7月 , 2009

No.37 高橋雄一郎 , 川鰭市郎 , 室月　淳 , 中田雅彦 , 村越　毅 , 池田智明 , 濱田洋実 , 山中美智子 ,  

伊藤裕司 , 左合治彦 : 

重症胎児胸水に対する胸腔 -羊水腔シャント術 臨床使用確認試験開始後の経過
第 45回日本周産期・新生児医学会学術集会（名古屋）7月 , 2009

No.38 田坂暢崇 , 水口剛雄 , 中村優子 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 松本光司 , 佐藤豊実 ,  

沖　明典 , 吉川裕之 , 菅野雅人 , 野口雅之 : 

子宮内膜間質肉腫との鑑別が困難であった進行子宮平滑筋肉腫の一例
第 46回日本婦人科腫瘍学会学術集会（新潟）7月 , 2009 

No.39 岡田智志 , 佐々井真純 , 中村優子 , 田坂暢崇 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 , 松本光司 ,  

佐藤豊実 , 菅野雅人 , 沖　明典 , 野口雅之 , 吉川裕之 : 

組織診断に苦慮した卵巣硬化性間質性腫瘍の一例
第 46回日本婦人科腫瘍学会学術集会（新潟）7月 , 2009 

No.40 中村優子 , 佐藤豊実 , 田中勝洋 , 田坂暢崇 , 櫻井　学 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 水口剛雄 ,  

松本光司 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

婦人科患者における治療開始前、症候性 VTE発症頻度の検討
第 46回日本婦人科腫瘍学会学術集会（新潟）7月 , 2009 

No.41 八木洋也 , 実近　翔 , 一瀬　宏 , 水上浩明 , 小倉　剛 , 卜部匡司 , 濱田洋実 , 吉川裕之 , 小澤敬也 , 

久米晃啓 : 

Liver-targeted gene therapy with a self-complementary AAV ameliorated brain aminergic deficit 

in phenylketonuria mice.

第 15回日本遺伝子治療学会学術集会（大阪）7月 , 2009
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No.42 吉川裕之 : 

特別講演「産婦人科ガイドライン̶婦人科外来編作成の報告も兼ねて̶」　
第 70回日本産婦人科学会栃木地方部会（宇都宮）9月 , 2009

No.43 松本光司 : 

セミナー 2「HPVタイピング検査とその臨床応用への展望」
第 18回日本婦人科がん検診学会学術集会（東京）11月 , 2009

No.44 松本光司 : 

子宮頸がん予防のための HPVワクチン
第 28回茨城県母性衛生学会学術集会（水戸）6月 , 2009

No.45 柴田友和 , 水関和哉 , 長尾　聡 , 太　虎林 , 長友重紀 , 濱田洋実 , 吉川裕之 , 鈴木秋弘 ,  

今井清博 , 山本泰彦 : 

ヘム側鎖の化学修飾を通したヘムπ電子系調節とヘムタンパク質の機能制御
日本化学会第 3回関東支部大会（東京）9月 , 2009

No.46 田中優美子 , 佐藤豊実 , 岡田智志 , 阿部孝志 , 伊藤裕太 , 吉川裕之 , 南　　学 : 

両側付属器と子宮頸部に腫瘤を形成した漿液性乳頭状腫瘍の 1例
JSAWI (The Japanese society for the advancement of women’s imaging)

第 10回シンポジウム（淡路島）9月 , 2009

No.47 阿部孝志 , 田中優美子 , 田坂暢崇 , 松本光司 , 岡田智志 , 吉川裕之 , 野口雅之 , 南　　学 : 

子宮内膜症を背景として発生し、特異な進展を示した adenosarcomaの 1例
JSAWI (The Japanese society for the advancement of women’s imaging)

第 10回シンポジウム（淡路島）9月 , 2009

No.48 兒玉　理 , 道上大雄 , 越智寛幸 , 越智有美 , 漆川　邦 , 藤木　豊 : 

妊娠に合併したイレウスの 2症例
第 163回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会（水戸）10月 , 2009

No.49 古田玲子 , 秋山　太 , 平井康夫 , 吉川裕之 , 北川知行 : 

子宮頸部異型未熟化生のリスク評価
第 68回日本癌学会学術総会（横浜）10月 , 2009 

No.50 岡田智志 , 田坂暢崇 , 中村優子 , 安倍　梓 , 櫻井　学 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 ,  

松本光司 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮頸癌に対する傍大動脈リンパ節郭清の選択基準と傍大動脈リンパ節転移例の検討
第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009 

No.51 沖　明典 , 田坂暢崇 , 中村優子 , 櫻井　学 , 安倍　梓 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 ,  

岡田智志 , 松本光司 , 佐藤豊実 , 吉川裕之 : 

PTX/CBDCA（TC）療法で寛解した卵巣癌Ⅳ期症例由来の癌細胞株の樹立とその抗癌剤感
受性

第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009 
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No.52 大原玲奈 , 香取久美 , 小松あかね , 豊田真紀 , 竹島絹子 , 中村佳子 , 小倉　剛 , 小畠真奈 ,  

藤木　豊 , 濱田洋実 , 吉川裕之 : 

当院における妊娠と薬外来の現況
第 163回日本産科婦人科学会茨城地方部会例会

（第 31回茨城医学会産婦人科分科会）（水戸）11月 , 2009

No.53 藤木　豊 , 佐々井真純 , 中村佳子 , 小倉　剛 , 小畠真奈 , 濱田洋実 , 吉川裕之 : 

前置癒着胎盤症例の帝王切開 ･子宮全摘術の工夫 : 1例報告
第 118回日本産科婦人科学会関東連合地方部会（大宮）11月 , 2009 

No.54 中村優子 , 沖　明典 , 関坂みゆき , 田中勝洋 , 岩城真奈美 , 田坂暢崇 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 

水口剛雄 , 松本光司 , 佐藤豊実 , 吉川裕之 : 

救命し得た高齢女性の子宮膿腫を伴った汎発性腹膜炎の 2例
第 118回日本産科婦人科学会関東連合地方部会（大宮）11月 , 2009 

No.55 玉井はるな , 小倉　剛 , 加藤　敬 , 岩城真奈美 , 小畠真奈 , 藤木　豊 , 濱田洋実 , 吉川裕之 : 

臍帯低捻転に伴った臍輪部の臍帯絞扼が原因と考えられる子宮内胎児死亡の 1例　
第 118回日本産科婦人科学会関東連合地方部会（大宮）11月 , 2009 

No.56 加藤　敬 , 岡田智志 , 中村優子 , 田坂暢崇 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 , 松本光司 ,  

佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮頸癌Ⅱ A期の腫瘍径は予後因子となるか？ FIGO婦人科がん進行期分類改訂の妥当
性の検討

第 118回日本産科婦人科学会関東連合地方部会（大宮）11月 , 2009 

No.57 松本光司 , 岡田智志 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮体癌における傍大動脈リンパ節郭清 : 当院での治療経験と成績
第 47回日本婦人科腫瘍学会学術集会（東京）11月 , 2009

No.58 岡田智志 , 水口剛雄 , 岩城真奈美 , 児玉　理 , 中村優子 , 田坂暢崇 , 小貫麻美子 , 松本光司 ,  

佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

BMIが 50を超える病的肥満子宮体癌患者に対して手術を施行した 2例
第 32回日本産婦人科手術学会（東京）11月 , 2009 

その他
No.1 吉川裕之 : 

講演「産婦人科の女性医師への継続的就労支援について」
第 2回医師子育て支援懇談会（つくば）1月 , 2009 

No.2 吉川裕之 : 

講演「子宮頸癌ワクチンの展望」
日医生涯教育協力講座（セミナー ･ウイルス感染症における予防と治療）

（高知）1月 , 2009

No.3 吉川裕之 : 

発表「進行卵巣がんにおける化学療法先行治療の確立に関する研究」
H20年度　厚生労働科学研究　がん臨床研究成果発表会（研究者向け）

（東京）1月 , 2009 
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No.4 吉川裕之 : 

講演「子宮頸がんワクチンの現状と展望について」
第 24回奈良感染症研究会（奈良）1月 , 2009 

No.5 濱田洋実 : 

看護師・助産師のための『産婦人科診療ガイドライン -産科編 2008』解説
つくば・県西ブロック周産期医療協議会 周産期医療従事者に対する研修会

（つくば）1月 , 2009

No.6 吉川裕之 : 

シンポジウム ｢子宮頸がんの現状と HPVワクチン｣
世界対がんデー公開シンポジウム -子宮頸がん征圧を目指して -　（東京）2月 , 2009

No.7 吉川裕之 : 

HPVワクチン開発と導入、その課題 -HPV感染と子宮頸癌、ワクチンによる予防の課題 -

第一回 HPVワクチン推奨ワーキンググループ　日本産婦人科医会（東京）2月 , 2009 

No.8 吉川裕之 : 

講演「子宮頸がんの現状とワクチン」子宮がんセミナー　
公明党女性委員会（東京）2月 , 2009

No.9 松本光司 : 

婦人科がんをよく知ろう -子宮頸がん -

女性のための健康セミナー 5 市民公開講座（つくば）3月 , 2009

No.10 濱田洋実 , 林　昌洋 : 

妊婦 ･授乳婦の薬物療法を支援する専門薬剤師への期待
P&P, Spring pp. 1-4, 4月 , 2009

No.11 吉川裕之 : 

講演「子宮頸癌ワクチンの展望」
日医生涯教育協力講座　セミナー ｢ウイルス感染症をめぐる最新の動向｣（水戸）4月 , 2009

No.12 吉川裕之 : 

講演 ｢子宮頸がんと卵巣がんにおける Neoadjuvant Chemotherpyについて｣
第 2回彩の国婦人科化学療法講演会（浦和）4月 , 2009

No.13 吉川裕之 : 

特別講演
4価 HPVワクチン小児科アドバイザーミーティング（東京）4月 , 2009

No.14 吉川裕之 , 佐藤豊実 , 松本光司 , 人見義郎 : 

TV放送「婦人科がん　治療に危機！？」　
NHK総合　ゆうどきネットワーク　4月 , 2009

No.15 吉川裕之 : 

特別講演 ｢HPV関連疾患及び HPVワクチン｣　
HPV Advisory Board Meeting（札幌）5月 , 2009

No.16 吉川裕之 : 

対談「女性を守る　先進のがん医療を」　
公明新聞（5月 31日）P4　5月 , 2009
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No.17 吉川裕之 : 

コメント「女性のがん　最新名医 19人」
女性セブン　P53　6月 , 2009

No.18 吉川裕之 : 

講演「ワクチンによる子宮頸癌の予防」
第 24回北海道抗ウイルス療法研究会（札幌）6月 , 2009 

No.19 松本光司 , 岡田智志 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 水口剛雄 , 小貫麻美子 , 吉川裕之 : 

子宮体癌における傍大動脈リンパ節郭清 -当科の治療成績 -

第 9回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）6月 , 2009

No.20 水口剛雄 , 道上大雄 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 松本光司 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

カルボプラチン過敏反応患者へのネダプラチン投与の安全性と有効性の検討　
第 9回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）6月 , 2009

No.21 岡田智志 , 田坂暢崇 , 中村優子 , 中尾砂里 , 小貫麻美子 , 水口剛雄 , 松本光司 , 佐藤豊実 ,  

沖　明典 , 吉川裕之 : 

子宮体癌再発例における予後因子の検討　
第 9回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）6月 , 2009

No.22 松本光司 , 岡田智志 , 佐藤豊実 , 沖　明典 , 水口剛雄 , 小貫麻美子 , 吉川裕之 : 

子宮体癌における傍大動脈リンパ節郭清 -当科の治療実績 -

第 9回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）6月 , 2009

No.23 佐藤豊実 , 田中勝洋 , 中村優子 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 水口剛雄 , 松本光司 , 沖　明典 ,  

吉川裕之 : 

子宮体癌治療時の血栓塞栓症の予防
第 9回つくば婦人科癌治療研究会（つくば）6月 , 2009

No.24 吉川裕之 , 平井康夫 , 高塚直能 , 前田平生 : 

子宮頸部前癌病変の消退 ･進展と喫煙との関連に関する総合解析
第 24回平成 20年度助成研究発表会（東京）7月 , 2009 

No.25 吉川裕之 : 

講演「子宮頸がん予防のための HPVワクチン」　
第 10回臨床腫瘍夏期セミナー（東京）7月 , 2009

No.26 吉川裕之 : 

（紹介）
「私ががんなら、この医者に行く」海老原　敏（国立がんセンター名誉院長）

小学館　東京　P232　7月 , 2009

No.27 松本光司 : 

子宮頸がんは予防できる -検診とワクチンのすすめ -

筑波大学附属病院総合がん診療センター 市民講座（つくば）8月 , 2009

No.28 吉川裕之 : 

講演「ワクチンによる子宮頸がんの予防」
北陸ウイルス研究会（金沢）9月 , 2009



産婦人科グループ（2009年）

296

No.29 吉川裕之 : 

講演 ｢HPVワクチンによる子宮頸癌予防｣
第 235回広島市臨床産婦人科医会研修会（広島）9月 , 2009

No.30 吉川裕之 : 

子宮頸がん予防ワクチンについて
第 16回もしもし医学セミナー（NTT東関東病院）10月 , 2009

No.31 吉川裕之 : 

特別講演 ｢子宮頸がんの予防ワクチンについて｣　
山梨ウイルス研究会（山梨）10月 , 2009

No.32 吉川裕之 : 

HPVワクチンの効果と安全性
子宮頸がん予防のためのプロフェッショナルワークショップ（東京）11月 , 2009

No.33 吉川裕之 : 

講演 ｢ワクチンによる子宮頸癌予防戦略｣　
第 282回筑後ブロック産婦人科医会研修会（久留米）11月 , 2009

No.34 吉川裕之 : 

講演 ｢子宮頸がんとは？発生状況、原因と症状 ･治療法｣　
子宮頸がん啓発のための市民公開講座 -子宮頸がんを予防しましょう！

（東京）11月 , 2009

No.35 吉川裕之 : 

子宮頸癌予防戦略としてのワクチン
第 1回県南県西子宮頸癌予防セミナー（つくば）11月 , 2009

No.36 松本光司 : 

我が国における HPV感染と子宮頸癌
第 1回県南県西子宮頸癌予防セミナー（つくば）11月 , 2009

No.37 吉川裕之 : 

子宮頸がん予防と HPVワクチン
婦人科臨床懇話会 HPV研究会　愛知県産婦人科医会（愛知）11月 , 2009

No.38 吉川裕之 : 

HPVワクチンによる子宮頸癌予防
平成 21年度第 3回滋賀県産婦人科医会（大津）12月 , 2009

No.39 吉川裕之 : 

子宮頸癌予防のための HPVワクチン　
長野市医師会（長野）12月 , 2009

No.40 吉川裕之 : 

がんは予防する時代へ～ワクチンによる子宮頸がん予防～
子宮頸がんワクチン ｢サーバリックス｣ 発売記念記者会見　（東京）12月 , 2009

No.41 吉川裕之 : 

コメント ｢子宮頸がん予防ワクチン｣　
新 ｢名医｣ の最新治療 2010　朝日新聞出版　東京　114 (56): 12, 2009
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No.42 松本光司 : 

子宮がん検診について
平成 21年度茨城県がん臨床疫学研究報告会（つくば）12月 , 2009
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原　著
No.1 Kunishima K, Mori H, Itoh D, Aoki S, Kabasawa H, Koga T, Maruyama K, Masumoto T, Abe O, 

Ohtomo K: 

Assessment of arteriovenous malformations with 3-Tesla time-resolved, contrast-enhanced, three-

dimensional magnetic resonance angiography. 

J Neurosurg 110: 492-499, 2009

No.2 Osuka S, Matsushita A, Yamamoto T, Saotome K, Isobe T, Nagatomo Y, Masumoto T, Komatsu Y, 

Ishikawa E, Matsumura A: 

Evaluation of ventriculomegaly using diffusion tensor imaging: correlations with chronic 

hydrocephalus and atrophy. 

J Neurosurg, Posted online on 21 Aug 2009

No.3 Maeda E, Akahane M, Kiryu S, Kato N, Yoshikawa T, Hayashi N, Aoki S, Minami M, Uozaki H, 

Fukayama M, Ohtomo K: 

Spectrum of Epstein-Barr virus-related disease: a pictorial review.

Jpn J Radiol 27: 4-19, 2009

No.4 Abe T, Oguma E, Nozawa K, Sato Y, Arakawa A, Kikuchi A, Kishimoto H, Minami M: 

Malignant rhabdoid tumor of the liver: a case report with US and CT manifestation.  

Jpn J Radiol 27: 462-465, 2009

No.5 森進太郎 , 金田　隆 , 南　　学 , 加藤正隆 , 阪柳雅志 , 関谷恵子 : 

歯科インプラントの CT検査における被曝軽減の試み。
臨床放射線 54: 509-515, 2009

No.6 阿部考志 , 佐藤始広 , 奥村敏之 , 塩山靖和 , 髙山　豊 , 松岡貴裕 , 斉藤仁昭 , 飯嶋達夫 , 南　　学 : 

CTで特徴的な所見を呈した一次性大動脈腸管瘻の 1例
臨床放射線 54: 525-528, 2009

No.7 Miki S, Mori K, Shiigai M, Furuta T, Saida T, Hiratsuka M, Tohno E, Minami M: 

Hemosuccus pancreaticus in a patient with iodine allergy: successful diagnosis with magnetic 

resonance imaging and treatment with transarterial embolization using carbon dioxide as the 

contrast medium.

Cardiovasc Intervent Radiol 32 (6): 1296-1299, 2009

No.8 Mori K, Fukuda K, Asaoka H, Ueda T, Kunimatsu A, Okamoto Y, Nasu K, Fukunaga K, Morishita Y, 

Minami M: 

Radiofrequency ablation of the liver: determination of ablative margin at MR imaging with 

impaired clearance of ferucarbotran - Feasibility study.

Radiology 251: 557-565, 2009

No.9 Fujisawa Y, Ito S, Mori K, Kawachi Y, Otsuka F: 

Combined therapy of selective embolization followed by surgery in a case of giant arteriovenous 

malformation in the buttock. 

J Plast Reconstr Aesthet Surg 62: e127-128, 2009
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No.10 Nasu K, Kuroki Y, Tsukamoto T, Nakajima H, Mori K, Minami M: 

Diffusion-weighted imaging of surgically resected hepatocellular carcinoma: imaging 

characteristics and relationship among signal intensity, apparent diffusion coefficient, and 

histopathologic grade.

AJR 193 (2): 438-444, 2009

No.11 Nasu K, Kuroki Y, Minami M: 

Feasibility of diffusion-weighted imaging under split breath-hold acquisition and postprocessing 

(DWI-SBAP): an attempt to suppress hepatic pseudo-anisotropy.

Jpn J Radiol 27: 78-85, 2009

No.12 Koike N, Cho A, Nasu K, Seto K, Nagaya S, Ohshima Y, Ohkohchi N: 

Role of diffusion-weighted magnetic resonance imaging in the differential diagnosis of focal 

hepatic lesions.

WJG 15: 5805-5812, 2009

No.13 Kazama T, Nasu K, Kuroki Y, Nawano S, Ito H: 

Comparison of diffusion-weighted images using short inversion time inversion recovery or 

chemical shift selective pulse as fat suppression in patients with breast cancer.

Jpn J Radiol 27: 163-167, 2009

No.14 Furuta T, Okamoto Y, Tohno E, Minami M, Nishiura Y, Ohtomo K: 

Magnetic resonance microscopy imaging of posterior interosseous nerve palsy.   

Jpn J Radiol 27: 41-44, 2009

No.15 Suzuki T, Ito S, Handa S, Kose K, Okamoto Y, Minami M, Hayashi T, Goto D, Matsumoto I,  

Sumida T:  

A new low-field extremity magnetic resonance imaging and proposed compact MRI score: 

evaluation of anti-tumor necrosis factor biologics on rheumatoid arthritis.

Mod Rhematol 19: 358-365, 2009

No.16 Takeda T, Wu J, Thet-Thet-Lwin, Huo Q, Yuasa T, Hyodo K, Dilmanian FA, Akatsuka T: 

X-ray fluorescent CT imaging of cerebral uptake of stable-iodine perfusion agent 

iodoamphetamine analog IMP in mice.

J Synchrotron Rad 16: 57-62, 2009

No.17 Shibata Y, Yamamoto S, Takano S, Katayama W, Takeda T, Matsumura A: 

Direct comparison of thallium-201 and technetium-99m MIBI SPECT of a glioma by receiver 

operating characteristic analysis. 

J Clin Neurosci 16: 264-269, 2009

No.18 Sato H, Fukami T, Wu J, Thet-Thet-Lwin, Yuasa T, Takeda T, Akatsuka T: 

Generation of the map of myocardial wall thickness for evaluation of heart function. 

IEICE MI2008-135 (2009-01): 343-348, 2009

No.19 Huo Q, Sato H, Takeda T, Wu J, Thet-Thet-Lwin, Yuasa T, Hyodo K, Akatsuka T: 

Imaging properties of fluorescent X-ray CT: comparison study. 

IEICE MI2008-142 (2009-01): 375-379, 2009
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No.20 Rao DV, Swapna M, Cesareo R, Brunetti A, Akatsuka T, Yuasa T, Takeda T, Tromba G, Gigante GE: 

Synchrotron-induced X-ray fluorescence from rat bone and lumber vertebra of different age 

groups. 

Nuclear Instruments & Methods in Physics Research Section B-Beam Interactions 

with Materials and Atoms 267: 502-505, 2009

No.21 Hiromura T, Tanaka YO, Nishioka T, Satoh M, Tomita K: 

Clear cell adenocarcinoma of the uterine cervix arising from a background of cervical 

endometriosis

Br J Radiol 82: e20-22, 2009

No.22 Tanaka YO, Tsunoda H, Sugano M, Satoh T, Yagi H, Minami R, Shiigai M, Inadome Y, Yoshioka H, 

Noguchi M, Minami M: 

MR and CT findings of leiomyomatosis peritonealis disseminata with emphasis on assisted 

reproductive technology as a risk factor.

Br J Radiol 82: e44-47, 2009

総　説
No.1 増本智彦 :

3T MRIによるその他の撮像法 － DTI・SWIを中心に－
日獨医報 54: 283-295, 2009

No.2 田中優美子 : 

【産婦人科専攻医の研修　何を教える ?何を学ぶ ?（婦人科腫瘍編）】
婦人科がんの画像診断（CT, MRI）

産科と婦人科　別冊 8: 952-956, 2009

No.3 那須克宏 : 

Achieva 1.5T dual gradient Rel 2.6と 32ch torso cardiac coilを使って考えたこと
-3D-breathhold high resolution MRCPの試み - 

Rad Fan vol7: 38-41, 2009

No.4 那須克宏 : 

MRJ clinical poster session, 症例 1：胆管細胞癌、症例 2：再発胃癌　肝門部浸潤
Rad Fan vol7: 18-21, 2009 

No.5 Tohno E, Ueno E, and Watanabe H:

Ultrasound screening of breast cancer

Breast Cancer 16: 18–22, 2009

No.6 東野英利子 :

特集　だから私は超音波に期待を寄せる
だから私は超音波をつかう　他モダリティとの比較論　―乳房―

新医療　5月号 39-41, 2009

No.7 東野英利子 , 佐原拓人 , 星野　厚 , 山川　誠 , 椎名　毅 :

モバイル環境における超音波動画像診断支援システム
IT Medical Vol.2: 73-74, 2009
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学会発表
No.1 Sato H, Fukami T, Wu J, Thet-Thet-Lwin, Yuasa T, Takeda T, Akatsuka T: 

Generation of the map of myocardial wall thickness for evaluation of heart function. 

International Forum on Medical Imaging in Asia (IFMIA) 2009 （台湾）1月 , 2009

No.2 Huo Q, Sato H, Takeda T, Wu J, Thet-Thet-Lwin, Yuasa T, Hyodo K, Akatsuka T: 

Imaging properties of fluorescent X-ray CT: comparison study. 

International Forum on Medical Imaging in Asia (IFMIA) 2009（台湾）1月 , 2009

No.3 Horii T, Huo Q, Fukami T, Yuasa T, Wu J, Thet-Thet-Lwin, Takeda T, Hyodo K, Yoneyama A, 

Akatsuka T: 

Phase unwrapping method for phase-contrast X-ray CT using  AR-model. 

International Forum on Medical Imaging in Asia (IFMIA) 2009（台湾）1月 , 2009

No.4 米山明男 , 武田　徹 , 呉　　勁 , 兵藤一行 :

X線干渉法と DEI法の密度及び空間分解能に関する比較。
第 22回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（東京）1月 , 2009

No.5 平野馨一 , 三好敏喜 , 五十嵐教之 , 武田　徹 , 呉　　勁 , Thet-Thet-Lwin, 谷岡健吉 , 江上典文 , 

難波正和 , 久保田節 , 河合輝男 , 若槻壮市 :

X線 HARP-スピント検出器の位相イメージングへの応用。
第 22回日本放射光学会年会放射光科学合同シンポジウム（東京）1月 , 2009

No.6 森　健作 , 福田邦明 , 福永　潔 , 森下由紀雄 , 阿部考志 , 斎田　司 , 那須克宏 , 南　　学 : 　
Ferucarbotranの clearance障害を利用した RFA後焼灼マージン描出 法によって残存腫瘍を
診断し切除した直腸癌肝転移の一例 .　

第 15回肝血流動態イメージ研究会（横浜）1月 , 2009

No.7 渋谷陽子 , 岡本嘉一 , 南　　学 , 杉田真太郎 , 原　友紀 :

造影効果が極めて乏しく、MRIで診断に苦慮した腱鞘巨細胞腫の一例　
第 20回骨軟部放射線研究会（東京）1月 , 2009

No.8 増本智彦 , 椎貝真成 , 森　　墾 , 阿部　修 , 南　　学 , 大友　邦 :　
Sturge-Weber症候群の susceptibility weighted imagingにおける画像所見　

第 38回日本神経放射線学会（茨城）2月 , 2009

No.9 武田　徹 :

Bonse-Hart型 X線干渉計を用いた生体イメージング。（招待講演）
SPring-8利用者懇談会「マイクロ・ナノイメージングと生体機能」「X線マイクロ・ナノ
トモグラフィー研究会」合同研究会

（大阪）3月 , 2009

No.10 米山明男 , 平野馨一 , 兵藤一行 , 平井康晴 , 武田　徹 , 山崎孝則 , 上田和浩 : 

屈折コントラスト X 線イメージング法による発泡ポリマーの観察。
第 26回 PFシンポジウム（つくば）3月 , 2009
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No.11 Mori K, Yamaguchi M, Fujii H, Nakagami R, Furuta T, Minami M: 
Prolonged signal decay in the ablated area after radiofrequency ablation in the ferucarbotran-

administered liver: a basic experimental study in a rabbit model for the visualization of ablative 

margin. 

International Society of Magnetic Resonance in Medicine (Hawaii) 4月 , 2009

No.12 Okamoto Y, Kunimatsu A, Kujiraoka Y, Inoguchi T, Okamoto T, Minami M:

Gender-specific differences in MR fiber tractography of skeletal muscles. 

International Society of Magnetic Resonance in Medicine (Hawaii) 4月 , 2009

No.13 那須克宏 :

前立腺癌に対する systemic biopsyが拡散強調画像を含むMRI診断に及ぼす悪影響につい
て

第 68回日本医学放射線学会総会（横浜）4月 , 2009

No.14 岡本嘉一 , 國松　聡 , 河野達夫 , 那須克宏 , 新津　守 , 南　　学 : 

活動性筋収縮に伴う骨格筋拡散異方性変化の検討 

第 68回日本医学放射線学会総会（横浜）4月 , 2009

No.15 櫻井　学 , 佐藤豊実 , 中村優子 , 田坂暢崇 , 安倍　梓 , 小貫麻美子 , 岡田智志 , 水口剛雄 ,  

松本光司 , 田中優美子 , 沖　明典 , 吉川裕之 : 

CTによるリンパ節転移の診断精度 . 

第 61回日本産科婦人科学会学術講演会（京都）4月 , 2009

No.16 野口裕史 , 馬見塚尚孝 , 田中健太 , 田中優美子 , 万本健生 , 平野　篤 :

Microscopy coilを用いた上腕骨小頭骨軟骨障害の高分解能MR画像の試用評価 . 

第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.17 佐藤英樹 , 岡本嘉一 , 森　健作 , 南　　学 , 和田哲郎 , 杉田真太郎 , 野口雅之 :

右上顎洞内を占拠した odontogenic myxofibromaの一例
第 38回頭頸部・胸部画像診断研究会（東京）5月 , 2009

No.18 檜山貴志 , 高橋信幸 , 増本智彦 , 南　　学 , 南　優子 , 田淵経司 , 和田哲郎 :

糖尿病性腎症の透析患者に発祥した悪性外耳道炎の一例
第 38回頭頸部・胸部画像診断研究会（東京）5月 , 2009

No.19 Minami M, Shiigai M, Mori K, Nasu K, Okamoto Y, Saida T:  

“Visible peritoneum” sign on CT: does this sign mean extraserosal invasion of gastrointestinal 

malignancies?   

The 2nd Asian Congress of Abdominal Radiology (Seoul) 6月 , 2009

No.20 Tanaka YO, Okada S, Nishida M, Saida T, Satoh T, Matsumoto K, Oki A, Yoshikawa H, Minami M: 

Ovarian Serous Surface Papillary Tumor of Borderline Malignancy Makes Sea Anemone like 

Mass: Differentiation from Serous Surface Papillary Adenocarcinoma. 

The 2nd Asian Congress of Abdominal Radiology (Seoul) 6月 , 2009

No.21 阿部考志 , 佐藤裕美子 , 野澤久美子 , 小熊栄二 , 荒川　歩 , 菊地　陽 , 岸本宏志 , 南　　学 :

肝原発ラブドイド腫瘍の一例
第 45回日本小児放射線学会（香川）6月 , 2009
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No.22 佐藤英樹 , 森　健作 , 大倉直樹 , 東野英利子 , 南　　学 , 米山　智 , 稲川　智 , 森脇俊和 ,  

菅野雅人 , 長田道夫 :　
粘液癌と鑑別を要した胃 Cystic Dystrophy of Heterotopic Pancreasの 1例 .　

第 23回腹部放射線研究会（岡山）6月 , 2009

No.23 大倉直樹 , 森　健作 , 森下由紀雄 , 小田竜也 , 田野井智倫 , 南　　学 :

膵内副脾に発生した炎症性偽腫瘍の 1例 .　
第 23回腹部放射線研究会（岡山）6月 , 2009

No.24 阿部考志 , 森　健作 , 椎貝真成 , 大倉直樹 , 岡本嘉一 , 斎田　司 , 南　　学 :

肺底動脈大動脈起始症に対してコイル塞栓術を施行した一例
茨城 IVRカンファレンス（つくば）7月 , 2009

No.25 阿部考志 , 森　健作 , 椎貝真成 , 大倉直樹 , 岡本嘉一 , 斎田　司 , 南　　学 :

肺底動脈大動脈起始症に対してコイル塞栓術を施行した一例
第 4回日本 IVR学会関東地方会（東京）7月 , 2009

No.26 森　健作 , 椎貝真成 , 福田邦明 , 浅岡　等 , 植田琢也 , 國松　聡 , 岡本嘉一 , 那須克宏 ,  

福永　潔 , 森下由紀雄 , 南　　学 : 

フェルカルボトランのクリアランス障害を利用した肝ラジオ波焼灼術後の焼灼マージン評
価法について .　

第 38回日本 IVR学会（大阪）8月 , 2009

No.27 椎貝真成 , 森　健作 , 斎田　司 , 福島紘子 , 高橋実穂 , 工藤豊一郎 , 南　　学 :

心不全を伴う皮膚 , 肝に多発する infantile hemangiomaに対して肝動脈塞栓術を含む集学
的治療が奏効した 1例 .　 

第 38回日本 IVR学会（大阪）8月 , 2009

No.28 渋谷陽子 , 森　健作 , 椎貝真成 , 高橋信幸 , 南　　学 :

GnRH agonistによる子宮動脈径の変化について
～子宮筋腫症例に於ける非造影MRAによる観察～ .　

第 38回日本 IVR学会（大阪）8月 , 2009

No.29 高橋信幸 , 椎貝真成 , 増本智彦 , 森　健作 , 南　　学 , 五本木武志 , 飯田浩行 , 郡司直人 :

神経線維腫症 1型に伴う正中仙骨動脈瘤破裂に対し塞栓術を施行した 1例 .

第 38回日本 IVR学会（大阪）8月 , 2009

No.30 Mori K, Fukuda K, Asaoka H, Ueda T, Kunimatsu A, Okamoto Y, Nasu K, Fukunaga K, Morishita Y, 

Minami M: 

Feasibility study of MRI with impaired clearance of ferucarbotran to demonstrate ablative margin 

after radiofrequency ablation of the liver. 

Cardiovascular and Interventional Radiological Society of Europe (Lisbon) 9月 , 2009

No.31 阿部考志 , 田中優美子 , 田坂暢崇 , 小貫麻美子 , 松本光司 , 佐藤豊実 , 岡田智志 , 沖　明典 ,  

吉川裕之 , 野口雅之 , 南　　学 : 

子宮内膜症を背景として発生し、特異な進展を来した腺肉腫の一例
JSAWI第 10回シンポジウム（淡路島）9月 , 2009
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No.32 田中優美子 , 佐藤豊実 , 岡田智志 , 阿部考志 , 伊藤裕太 , 吉川裕之 , 南　　学 : 

両側付属器と子宮頚部に腫瘤を形成した漿液性乳頭状腫瘍の一例 . 

JSAWI第 10回シンポジウム（淡路島）9月 , 2009

No.33 田中優美子 , 斎田　司 , 新藤雅司 , 岡田智志 , 沖　明典 , 吉川裕之 , 南　　学 :

3D-T2WI（VISTA）を用いた子宮頚癌術前診断の初期経験 . 

第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）9月 , 2009

No.34 那須克宏 , 阿部考志 , 増本智彦 , 田中優美子 , 森　健作 , 岡本嘉一 , 高橋信幸 , 椎貝真成 ,  

南　　学 :

T2-prepを併用した 3D-BTFEを用いた息止め高分解MRCPの試み
第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）9月 , 2009

No.35 那須克宏 : 
DWI-SBAP実用化へ試み

第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）9月 , 2009

No.36 岡本嘉一 , 鯨岡結賀 , 南　　学 :

骨格筋 fiber tractography の描出能に影響を与える要素の超音波と MRI を用いた検討
第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）9月 , 2009

No.37 那須克宏 , 南　　学 : 
肝門部胆管癌術前診断のためのMR cholangiopancreatography（MRCP）

第 45回日本胆道学会学術集会（千葉）9月 , 2009

No.38 Masumoto T, Watanabe Y, Tajiri Y, Mori H, Minami M, Ohtomo K: 　
Application of Diffusion-weighted MR Neurography for the Evaluation of Brachial Plexus Injury 

95th Scientific Assembly and Annual Meeting of the Radiological 

Society of North America (Chicago) 12月 2009

No.39 Okamoto Y, Kunimatsu A, Mori S, Okamoto T, Inoguchi T, Minami M: 
Comparison of Diffusion Property Differences of the Calf Muscles between Athletes and Non-

athletes 

95th Scientific Assembly and Annual Meeting of the Radiological 

Society of North America (Chicago) 12月 2009

No.40 Tanaka YO, Matsumoto K, Satoh T, Okada S, Oki A, Yoshikawa H: 

Male Pseudohermaphroditism Appearing as Primary Amenorrhea: The Role of MR Imaging. 

95th Scientific Assembly and Annual Meeting of the Radiological 

Society of North America (Chicago) 12月 2009

No.41 海野俊之 , 椎貝真成 , 増本智彦 , 滝川知司 , 中居康展 , 南　　学 :

Lipomyelomeningoceleに dual AVFを合併した一例
第 436回日本医学放射線学会関東地方会（東京）12月 2009

監　訳
No.1 角田博子 , 東野英利子 :

わかる！乳腺　画像診断の要点
メディカルサイエンス・インターナショナル
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講　演
No.1 岡本嘉一 :  

拡散テンソル画像の骨格筋への応用について 

第 61回 北海道MRI画像研究会（札幌）3月 , 2009

No.2 那須克宏 :

今日の乳腺ルーチンMRI

茨城県乳がん検診研究会 3月 , 2009

No.3 南　　学 :

膵嚢胞性病変の画像診断
第 5回青森 CT・MRI診断・技術研究会（青森）4月 , 2009

No.4 那須克宏 :

上腹部MRIの最近の進歩～ EOB, slice tracking, 32ch coil～
千葉県北部地区放射線技師の集い（千葉）4月 , 2009

No.5 Minami M: 

Imaging of the peritoneum: imagine the invisible!   

20th ESGAR (Spain) 6月 , 2009

No.6 那須克宏 :

躯幹部MRIにおけるノウハウ　臨床的に役立つ画像を提供するための工夫あれこれ
MR基礎講座 7月 , 2009

No.7 南　　学 :

肝血流の zonal differentiation: anatomical, functional, or conceptional? 

シンポジウム「肝血流動態イメージと病理・病態」
第 45回日本医学放射線学会秋季臨床大会（和歌山）10月 , 2009

No.8 南　　学 :

総論 :トレーニングとしての読影レポートの作り方。 

研修医セミナー「読影レポートの作り方 :日常診療でよく見かける common diseaseを中心
に」

第 45回日本医学放射線学会秋季臨床大会（和歌山）10月 , 2009

No.9 岡本嘉一 :　
手・肘関節の MRI

第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）10月 , 2009

その他
No.1 Tanaka YO: 

Image interpretation session, Case 3. 

The 2nd Asian Congress of Abdominal Radiology (Seoul) 6月 , 2009
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班会議
No.1 那須克宏 :

T2-preparation pulseを併用した balanced turbo field echo法を用いた呼吸停止下 3D-high 

resolution MRCPの試み
平成 21度厚生労働科学研究費補助金

（第 3次対がん総合戦略研究事業）第 1回黒木小班会議
No.2 那須克宏 :

Gd-DTPA-EOB造影後の balanced turbo field echo法における肝実質造影効果と臨床応用の
可能性についての初期報告

平成 21度厚生労働科学研究費補助金
（第 3次対がん総合戦略研究事業）第 1回黒木小班会議
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原　著
No.1 Ebara T, Sakurai H, Wakatsuki M, Nonaka T, Ishikawa H, Kawamura H, Yoshida D, Shioya M, 

Nakayama Y, Nakano T: 

Inoperable Pancoast tumors treated with hyperthermia-inclusive multimodality therapies. 

Lung Cancer, 63 (2): 247-50, 2009

No.2 Fuji H, Asada Y, Numano M, Yamashita H, Nishimura T, Hashimoto T, Harada H, Asakura H, 

Murayama S: 

Residual motion and duty time in respiratory gating radiotherapy using

Individualized or population-based windows. 

Int J Radiat Oncol Biol Phys, 75 (2): 564-70, 2009

No.3 Fukumitsu N, Sugahara S, Nakayama H, Fukuda K, Mizumoto M, Abei M, Shoda J, Thono E,  

Tsuboi, K, Tokuuye K: 

A prospective study of hypofractionated proton beam therapy for patients with hepatocellular 

carcinoma. 

Int J Radiat Oncol Biol Phys, 74 (3): 831-6, 2009

No.4 Fukumitsu N, Suzuki M, Fukuda K, Kiyono Y: 

Multipoint analysis of reduced (125) I-meta-iodobenzylguanidine uptake and norepinephrine 

turnover in the hearts of mice with 1- methyl-4-phenyl-1, 2, 3, 6-tetrahydroxypyridine-induced 

parkinsonism. 

Nucl Med Biol, 36 (6): 623-9, 2009

No.5 Harada K, Nonaka T, Hamada N, Sakurai H, Hasegawa M, Funayama T, Kakizaki T, Kobayashi Y, 

Nakano T: 

Heavy-ion-induced bystander killing of human lung cancer cells: role of gap Junctional 

intercellular communication. 

Cancer Sci, 100 (4): 684-8, 2009

No.6 Kaira K, Sunaga N, Yanagitani N, Kawata T, Utsugi M, Shimizu K, Ebara T, Kawamura H, Nonaka T, 

Ishikawa H, Sakurai H, Suga T, Hara K, Hisada T, Ishizuka T, Nakano T, Mori M: 

Phase I study of oral S-1 plus Cisplatin with concurrent radiotherapy for locally advanced non-

small-cell lung cancer. 

Int J Radiat Oncol Biol Phys, 75 (1): 109-14, 2009

No.7 Nagashima M, Sakurai H, Mawatari K, Koriyama Y, Matsukawa T, Kato S: 

Involvement of retinoic acid signaling in goldfish optic nerve regeneration. 

Neurochem Int, 54 (3-4): 229-36, 2009

No.8 Nakayama H, Sugahara S, Tokita M, Fukuda K, Mizumoto M, Abei M, Shoda J, Sakurai H, Tsuboi K, 

Tokuuye K: 

Proton beam therapy for hepatocellular carcinoma: the University of Tsukuba experience.

Cancer, 115 (23): 5499-506, 2009
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No.9 Nishimura Y, Mitsumori M, Hiraoka M, Koike R, Nakamatsu K, Kawamura M, Negoro Y, Fujiwara K, 

Sakurai H, Mitsuhashi N: 

A randomized phase II study of cisplatin/5-FU concurrent chemoradiotherapy

For esophageal cancer: Short-term infusion versus protracted infusion

chemotherapy (KROSG0101/JROSG021). 

Radiother Oncol, 92 (2): 260-5, 2009

No.10 Saitoh J, Sakurai H, Suzuki Y, Katoh H, Takahashi T, Nakano T: 

Metastatic angiosarcoma of the lung with alveolar hemorrhage. 

Jpn J Radiol, 27 (9): 381-4, 2009

No.11 Sato M, Okumura T, Kaito K, Kiyoshima M, Asato Y, Uchiumi K, Iijima H, Hashimoto I, Kaburagi T, 

Amemiya R: 

Usefulness of F-18 FDG PET/CT in the assessment of disseminated mycobacterium avium 

complex infection. 

Ann Nucl Med, 23 (8): 757-62, 2009

No.12 Abe T, Sato M, Okumura T, Shioyama Y, Mochizuki Y, Yamashita H, Saito H, Yoshimi F: 

FDG PET/CT findings of splenic angiosarcoma.

Clin Nucl Med, 34 (2): 82-3, 2009

No.13 Sato M, Kaito K, Hayashi Y, Okumura T: 

Value of 18F-FDG PET/CT in the diagnosis of extrathoracic sarcoidosis: a case report.

茨城県立病院医学雑誌 , 26 (3-4): 97-103, 2009

No.14 Sato M, Hiyama T, Kaito K, Hayashi Y, Okumura T: 

Usefulness of FDG-PET/CT in the detection of pancreatic metastases from lung cancer.

Ann Nucl Med, 23 (1): 49-57, 2009

No.15 Shirai K, Suzuki Y, Oka K, Noda S. E, Katoh H, Itoh J, Itoh H, Ishiuchi S, Sakurai H, Hasegawa M, 

Nakano T: 

Nuclear survivin expression predicts poorer prognosis in glioblastoma. 

J Neurooncol, 91 (3): 353-8, 2009

No.16 Sugahara S, Nakayama H, Fukuda K, Mizumoto M, Tokita, M, Abei M, Shoda J, Matsuzaki Y,  

Thono E, Tsuboi K, Tokuuye K: 

Proton-beam therapy for hepatocellular carcinoma associated with portal vein

Tumor thrombosis. 

Strahlenther Onkol, 185 (12): 782-8, 2009

No.17 Ogi S, Gotoh E, Uchiyama M, Fukuda K, Urashima M, Fukumitsu N: 

Influence of hilar deposition in the evaluation of the alveolar epithelial permeability on 99mTc-

DTPA aerosol inhaled scintigraphy. 

Jpn J Radiol, 27: 20-24, 2009

No.18 Hata M, Tokuuye K, Shioyama Y, Nomoto S, Inadome Y, Fukumitsu N, Nakayama H, Sugahara S, 

Ohara K, Noguchi M, Akine Y: 

Malignant myoepithelioma in the maxillary sinus: case report and review of the literature. 

Anticancer Res. 29: 497-501, 2009
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No.19 Zenda S, Hironaka S, Taku K, Sato H, Hashimoto T, Hasuike N, Boku N, Tsubosa Y, Ono H, 

Nishimura T: 

Optimal timing of endoscopic evaluation of the primary site of esophageal cancer after 

chemoradiotherapy or radiotherapy: a retrospective analysis.

Dig Endosc, 21 (4): 245-51, 2009

No.20 Fuji H, Asada Y, Numano M, Yamashita H, Nishimura T, Hashimoto T, Harada H, Asakura H, 

Murayama S: 

Residual motion and duty time in respiratory gating radiotherapy using individualized or 

population-based windows.

Int J Radiat Oncol Biol Phys, 75 (2): 564-70, 2009

No.21 Mizumoto M, Harada H, Asakura H, Hashimoto T, Furutani K, Hashi H, Murata H, Takagi T,  

Katagiri H, Takahashi M, Nishimura T: 

Radiotherapy for patients with metastases to the spinal column: a review of 603 patients at 

Shizuoka Cancer Center Hospital. 

Int J Radiat Oncol Biol Phys, in press

No.22 Mizumoto M, Tsuboi K, Igaki H, Yamamoto T, Takano S, Oshiro Y, Hayashi Y, Hashii H,  

Kanemoto A, Nakayama H, Sugahara S, Sakurai H, Matsumura A, Tokuuye K: 

Phase I/II trial of hyperfractionated concomitant boost Proton radiotherapy for supratentorial 

glioblastoma multiforme. 

Int J Radiat Oncol Biol Phys, in press

No.23 Oshiro Y, Takeda Y, Hirano S, Ito H, Aruga T: 

Role of radiotherapy for asymptomatic adrenal metastasis from lung cancer with intent of local 

control. 

Am J clin oncol, in press

No.24 Mizumoto M, Nakayama H, Tokita M, Sugahara S, Hashii H, Sakae T, Tsuboi K, Sakurai H,  

Tokuuye K: 

Technical considerations for noncoplanar proton-beam therapy of patients with tumors proximal 

to the optic nerve.

Strahlenther Onkol, in press 

No.25 Sugahara S, Oshiro Y, Nakayama H, Fukuda K, Mizumoto M, Abei M, Shoda J, Matsuzaki Y,  

Thono E, Tokita M, Tsuboi K, Tokuuye K: 

Proton beam therapy for large hepatocellular carcinoma.

Int J Radiat Oncol Biol Phys, in press

総　説
No.1 櫻井英幸 , 橋井晴子 , 水本斉志 , 奥村敏之 , 大原　潔 : 

婦人科がんの放射線治療 

産科と婦人科 , 76 (8): 958-64, 2009
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No.2 柳澤　充 , 盛武　敬 , 中渡美也子 , 今留香織 , 酒井美奈子 , 中村悦子 , 岩川眞由美 , 今井高志 : 

晩期障害マウスモデルを用いた重粒子線治療有害事象の検討 

平成 20年度 HIMAC共同利用研究報告書 , 226: 55-6, 2009

No.3 大久保悠 , 岩川眞由美 , 平川博一 , 盛武　敬 , 酒井美奈子 , 柳澤　充 , 中村悦子 , 今井高志 : 

マウス腫瘍の重粒子線照射効果関連遺伝子群の網羅的解析
平成 20年度 HIMAC共同利用研究報告書 , 226: 137-8, 2009

No.4 道川祐市 , 石川顕一 , 藤田真由美 , 盛武　敬 , 岩川眞由美 , 今井高志 : 

重粒子線照射によるゲノム構造と遺伝子発現量の変化  

平成 20年度 HIMAC共同利用研究報告書 , 226: 163-4, 2009

No.5 佐藤　弘 , 坪佐恭宏 , 小島隆嗣 , 多久佳成 , 安井博史 , 山崎健太郎 , 福冨　晃 , 廣中秀一 ,  

小野澤祐輔 , 朴　成和 , 橋本孝之 , 西村哲夫 : 

病期別にみた切除可能胸部食道癌治療における患者選択による手術と根治的化学放射線療
法

癌の臨床 , 54: 951-5, 2009

No.6 橋本孝之 : 

粒子線治療装置の新展開
臨床放射線 , 54 (7): 915-7, 2009

No.7 奥村敏之 , 櫻井英幸 , 水本斉志 , 橋井晴子 , 坪井康次 : 

肝がん　－肝細胞がんの適応を中心に　放射線治療最前線
INNERVISION, 24 (3): 40-2, 2009

No.8 Hayakawa M, Moritake T, Ktaoka F, Takigawa T, Koguchi Y, Miyamoto T, Matsumaru Y: 

Precise mapping of skin dose to avoid further radiation-induced epilation.

WC 2009, IFMBE Proceedings, 25/Ⅲ , 78-81, 2009

No.9 岩川眞由美 , 野尻和典 , 今留香織 , 中渡美也子 , 田巻倫明 , 大野達也 , 加藤真吾 , 盛武　敬 ,  

中村悦子 , 酒井美奈子 , 今井高志 :

重粒子線治療がもたらす生物学的効果
－マウスモデルおよび子宮頸癌臨床材料を用いた解析－

放射線生物研究 , 44 (2), 171-181, 2009

著　書
No.1 室伏景子 , 小口正彦 , 大矢政敏 , 橋井晴子 , 水本斉志 , 中山秀次 , 菅原信二 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 

櫻井英幸 : 

進行下部直腸癌を対象とした化学放射線療法の照射法
臨床外科 , 医学書院 , 東京 , 303-9, 2009

学会発表
No.1 奥村敏之 : 

放射線治療の現場から（基礎研究への提言）
茨城大学理学部　量子サイエンスフォーラム　公開シンポジウム /

第 2回 Quantum Medicine研究会（水戸）1月 , 2009
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No.2 水本斉志 : 

陽子線治療の魅力 

高精度外部放射線治療講演会（名古屋）1月 , 2009

No.3 櫻井英幸 : 

がんの放射線治療アップデート
第 11回癌治療増感研究シンポジウム（奈良）2月 , 2009

No.4 坪井康次 , 水本斉志 , 橋井晴子 , 奥村敏之 , 櫻井英幸 , 井垣　浩 , 徳植公一 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 

中井　啓 , 高野晋吾 , 松村　明 : 

膠芽腫に対する過分割同時追加陽子線照射の治療成績
第 22回茨城県脳腫瘍治療研究会（つくば）2月 , 2009

No.5 金本彩恵 , 西村哲夫 , 原田英幸 , 朝倉浩文 , 橋本孝之 , 古谷和久 , 小川洋史 , 村山重行 , 藤　　浩 , 

吉川周佐 , 嵩眞佐子 : 

Paclitaxel 併用放射線治療が奏功した下肢の Stewart-Treves 症候群の一例
日本医学放射線学会第 145 回中部地方会（名古屋）2月 , 2009

No.6 西村哲夫 , 原田英幸 , 朝倉浩文 , 橋本孝之 , 古谷和久 , 小川洋史 , 金本彩恵 , 村山重行 , 藤　　浩 : 

放射線治療の国民医療費
日本医学放射線学会第 145 回中部地方会（名古屋）2月 , 2009

No.7 櫻井英幸 : 

放射線治療の最近の進歩と乳癌診療
Breast Cancer Collaboration Meeting（水戸）3月 , 2009

No.8 櫻井英幸 : 

直腸癌における放射線治療の役割
第 14回埼玉県放射線腫瘍研究会（大宮）3月 , 2009

No.9 櫻井英幸 : 

直腸癌に対する放射線療法の役割
第 59回熊本放射線腫瘍研究会（熊本）4月 , 2009

No.10 柳澤　充 , 盛武　敬 , 中渡美也子 , 今留香織 , 酒井美奈子 , 中村悦子 , 岩川眞由美 , 今井高志 : 

晩期障害マウスモデルを用いた重粒子線治療有害事象の検討
平成 20年度放射線医学総合研究所

重粒子線がん治療装置等共同利用研究成果発表会（千葉）4月 , 2009

No.11 大久保悠 , 岩川眞由美 , 平川博一 , 盛武　敬 , 酒井美奈子 , 柳澤　充 , 中村悦子 , 今井高志 : 

マウス腫瘍の重粒子線照射効果関連遺伝子群の網羅的解析
平成 20年度放射線医学総合研究所

重粒子線がん治療装置等共同利用研究成果発表会（千葉）4月 , 2009

No.12 橋本孝之 , 朝倉浩文 , 金本彩恵 , 久保田紗代 , 小川洋史 , 原田英幸 , 古谷和久 , 藤　　浩 ,  

村山重行 , 西村哲夫 : 

線量体積曲線（DVH）を用いた食道癌化学放射線療法後心毒性評価のための心輪郭描出
法の検討

第 68回日本医学放射線学会総会（横浜）4月 , 2009
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No.13 櫻井英幸 :  

がんの小線源治療と粒子線治療の動向
第 15回新潟放射線治療研究会（新潟）5月 , 2009

No.14 櫻井英幸 : 

肝がんの陽子線治療
第 54回栃木県肝胆膵症例検討会（栃木）6月 , 2009

No.15 櫻井英幸 : 

高精度放射線治療における癌治療増感　―陽子線治療の立場から―
第 15回国際癌治療増感研究会（京都）6月 , 2009

No.16 櫻井英幸 : 

癌診療における放射線治療の役割　―直腸癌、肝癌を中心に―
第 3回医局セミナー　埼玉県立がんセンター（埼玉）6月 , 2009

No.17 櫻井英幸 : 

子宮頸癌に対する image-based  brachytherapy（IBRT）の実際と運用上の問題点
日本放射線腫瘍学会 小線源治療部会第 10回研究会（倉敷）6月 , 2009

No.18 Abei M, Fukuda K, Shoda J, Hyodo I, Sugahara S, Okumura T, Sakurai H: 

Role of proton beam irradiation in the treatment of hepatocellular carcinoma. 

第 3回国際肝癌シンポジウム KOBE.（神戸）6月 , 2009

No.19 坪井康次 , 林　靖孝 , 水本斉志 , 橋本孝之 , 大城佳子 , 盛武　敬 , 奥村敏之 , 櫻井英幸 : 

頭蓋底脊索腫 /脊索肉腫に対する陽子線照射の治療成績
第 21回日本頭蓋底外科学会（福岡）7月 , 2009

No.20 照沼利之 , 榮　武二 , 石田真也 , 佐藤　勝 , 安岡　聖 , 熊田博明 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 櫻井英幸 : 

体内マーカーを使用しない腫瘍追跡システムの開発
第 20回日本高精度外部放射線照射研究会（仙台）7月 , 2009

No.21 ゲレルチュルンアリウンゲレル , 洪　正善 , 榮　武二 , 盛武　敬 , 坪井康次 : 

陽子線と治療用 X線により生成される DNA二重鎖切断とアポトーシスの定量的解析
高 LET放射線研究会（東京）7月 , 2009

No.22 櫻井英幸 : 

―基礎と臨床との対話―　がんの放射線治療のなかでの陽子線治療の位置付け
第 39回放射線による制癌シンポジウム（富山）7月 , 2009

No.23 櫻井英幸 : 

直腸がん　updateコース　直腸癌に対する放射線治療の役割
第 11回放射線腫瘍学夏季セミナー（東京）8月 , 2009

No.24 Hayakawa M, Moritake T, Kataoka F, Takigawa T, Koguchi Y, Miyamoto Y, Matsumaru Y: 

Precise mapping of skin dose to avoid further radiation-induced epilation. 

World congress on medical physics and biomedical engineering, 

Munich (Germany), September 9-12, 2009
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No.25 大川綾子 , 水本斉志 , 菅原信二 , 金本彩恵 , 橋井晴子 , 大城佳子 , 橋本孝之 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 

櫻井英幸 : 

進行食道癌に対する陽子線治療成績
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.26 盛武　敬 , 早川幹人 , 片岡章勝 , 滝川知司 , 松丸祐司 , 小口靖弘 , 宮本由香 : 

頭頚部 IVRにおける詳細な皮膚透過線量分布の解析とその臨床応用の可能性
日本医学物理学会第 98回学術大会（京都）9月 , 2009

No.27 水本斉志 , 奥村敏之 , 林　靖孝 , 橋本孝之 , 大城佳子 , 大川綾子 , 金本彩恵 , 橋井晴子 , 櫻井英幸 , 

坪井康次 : 

頭蓋底脊索腫 /軟骨肉腫に対する陽子線照射の治療成績
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.28 金本彩恵 , 大城佳子 , 奥村敏之 , 水本斉志 , 橋本孝之 , 盛武　敬 , 大川綾子 , 橋井晴子 , 坪井康次 , 

櫻井英幸 : 

陽子線治療時に呼吸同期照射を行った肝腫瘍例の PTV marginの検討
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.29 照沼利之 , 榮　武二 , 石田真也 , 佐藤　勝 , 安岡　聖 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 櫻井英幸 : 

筑波大学陽子線治療における IGRTの高度化－呼吸同期対応位置合わせシステムの開発－
第 98回医学物理学会大会（京都）9月 , 2009

No.30 橋本孝之 , 金本彩恵 , 橋井晴子 , 大川綾子 , 大城佳子 , 水本斉志 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 櫻井英幸 : 

転移性肝癌に対する陽子線治療成績
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.31 橋井晴子 , 奥村敏之 , 橋本孝之 , 大城佳子 , 水本斉志 , 盛武　敬 , 大川綾子 , 金本彩恵 , 坪井康次 , 

櫻井英幸 : 

進行食道癌に対して化学療法と陽子線治療を併用した 3症例
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.32 大城佳子 , 有賀　隆 , 金井能一 , 砂岡史生 , 萬利乃寛 , 伊丹　純 : 

肺門部に対する定位放射線治療
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.33 奥村敏之 , 坪井康次 , 橋本孝之 , 水本斉志 , 大城佳子 , 林　靖孝 , 大川綾子 , 橋井晴子 , 金本彩恵 , 

櫻井英幸 : 

長径 2.5cm以上の脳動静脈奇形に対する陽子線分割照射療法
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.34 櫻井英幸 : 

教育講演 7　子宮頸癌の放射線治療　－ A点から image-baseへ－
日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（京都）9月 , 2009

No.35 水本斉志 : 

Prognostic factor and a scoring system for survival after radiotherapy for metastases to the spinal 

column: a review of 544 patients at Shizuoka  Cancer Center Hospital.

日本放射線腫瘍学会第 22回学術大会（梅垣賞受賞講演）（京都）9月 , 2009
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No.36 Tsuboi K, Mizumoto M, Tsurubuchi T, Yamamoto T, Okumura T, Sakurai H, Sakae T: 

Hyperfractionated concomitant boost proton radiotherapy for supratentorial glioblastoma 

multiforme.

PTCOG48 (Heidelberg) 9-10月 , 2009

No.37 Terunuma T, Sakae T, Ishida M, Sato M, Yasuoka K, Kumada H, Okumura T, Tsuboi K, Sakurai H: 

Prototype of real-time tumor-tracking system without implanted fiducial marker for proton 

therapy.

PTCOG48 (Heidelberg) 9-10月 , 2009

No.38 Okumura T: 

Liver tumor. 

PTCOG 48 Educational Session (Heiderberg) 9-10月 , 2009

No.39 田部雄一 , 木暮和夏子 , 森田廣樹 , 加藤寿英 , 山内逸人 , 深澤孝晴 , 藤井孝明 , 堤　荘一 ,  

浅尾高行 , 桑野博行 , 塩谷真理子 , 中野隆史 , 櫻井英幸 : 

術前温熱化学放射線療法併用による内括約筋切除術（ISR）の有用性
第 29回群馬県大腸疾患研究会（前橋）10月 , 2009

No.40 鶴淵隆夫 , 坪井康次 , 山本哲哉 , 水本斉志 , 孫　　略 , 松田真秀 , 中井　啓 , 斉藤厚志 , 柴田　靖 , 

高野晋吾 , 長田道夫 , 松村　明 : 

膠芽腫における陽子線照射後のMRI変化とその病理組織学的検討
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.41 盛武　敬 , 坪井康次 , 水本斉志 , 大城佳子 , 橋本孝之 , 奥村敏之 , 高野晋吾 , 松村　明 , 櫻井英幸 : 

頭蓋底腫瘍に対する陽子線治療の長期成績
日本脳神経外科学会第 68回学術集会（東京）10月 , 2009

No.42 櫻井英幸 : 

すぐに役立つ放射線治療の原理
第 9回がん放射線治療　看護セミナー（東京）10月 , 2009

No.43 大城佳子 , 菅原信二 , 福島　敬 , 中尾朋平 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 山本哲哉 , 水本斉志 , 盛武　敬 , 

橋本孝之 , 金子道夫 , 櫻井英幸 : 

小児腫瘍に対する陽子線治療の経験
第 25回日本小児がん学会（東京）11月 , 2009

No.44 大城佳子 , 菅原信二 , 福島　敬 , 中尾朋平 , 奥村敏之 , 坪井康次 , 山本哲哉 , 水本斉志 , 盛武　敬 , 

橋本孝之 , 金子道夫 , 櫻井英幸 : 

小児悪性腫瘍に対する陽子線治療の経験
第 6回日本粒子線治療臨床研究会（つくば）11月 , 2009

No.45 早川幹人 , 盛武　敬 , 片岡章勝 , 滝川知司 , 小口靖弘 , 宮本由香 , 赤羽恵一 , 松丸祐司 : 

脳血管内治療における蛍光ガラス線量計を用いた医療被ばく評価追跡システムの臨床的有
用性

第 25回日本脳神経血管内治療学会総会（富山）11月 , 2009

No.46 洪　正善 , ゲレルチュルンアリウンゲレル , 榮　武二 , 盛武　敬 , 安西和紀 , 坪井康次 : 

高エネルギー陽子線による DNA塩基損傷のメカニズム
第 52回日本放射線影響学会（広島）11月 , 2009
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No.47 ゲレルチュルンアリウンゲレル , 洪　正善 , 榮　武二 , 盛武　敬 , 坪井康次 : 

陽子線と治療用 X線により生成される DNA二本鎖切断アポトーシスの定量的解析
第 52回日本放射線影響学会（広島）11月 , 2009

No.48 Tsuboi K, Mizumoto M, Igaki H, Yamamoto T, Takano S, Okumura T, Sakurai H: 

A phase I / II clinical trial of hyperfractionated concomitant boost proton radiotherapy for 

supratentorial glioblastoma multiforme

The 51st ASTRO Annual Meeting (Chicago) 11月 , 2009

No.49 Hashimoto T, Asakura H, Kanemoto A, Kubota S, Ogawa H, Harada H, Furutani K, Fuji H, 

Murayama S, Nishimura T: 

Cardiac contouring for the assessment of cardiac toxicity after

Chemoradiotherapy for patients with esophageal cancer.

The 51st ASTRO Annual Meeting (Chicago)  11月 , 2009

No.50 Hashii H, Mizumoto M, Kanemoto A, Harada H, Asakura H, Hashimoto T, Furutani K, Katagiri H, 

Nakasu Y, Nishimura T: 

Radiotherapy for patients with symptomatic intramedullary spinal cord metastasis. 

The 51st ASTRO Annual Meeting (Chicago) 11月 , 2009

No.51 Mizumoto M, Harada H, Asakura H, Hashimoto T, Furutani K, Murata H, Takagi T, Katagiri H, 

Takahashi M, Nishimura T: 

Radiotherapy for the patients with metastases to the spinal column: A review of 603 patients in 

terms of predictive factors of local control and survival.

The 51st ASTRO Annual Meeting (Chicago) 11月 , 2009

No.52 Oshiro Y, Aruga T, Tsuboi K, Marino K, Hara R, Sanayama Y, Itami J: 

Stereotactic body radiotherapy for lung tumors at the pulmonary hilar

The 51st ASTRO Annual Meeting (Chicago) 11月 , 2009

No.53 Fukumitsu N, Hashii H, Oshiro Y, Mizumoto M, Hashimoto T, Okumura T, Sakae T, Tsuboi K, 

Sakurai H: 
The use of image analysis software system to evaluate the geometrical accuracy of proton beam 

irradiation in the liver. 

The 51st ASTRO Annual Meeting (Chicago) 11月 , 2009

No.54 Fukuda K, Abei M, Shoda J, Sugahara S, Nakayama H, Okumura T, Sakurai H, Hyodo I: 

Proton beam therapy for hepatocellular carcinoma. 

第 20回アジア太平洋癌学会（つくば）11月 , 2009

班研究報告
No.1 櫻井英幸 : 

陽子線治療を組み込んだ集学的治療の推進のためのトランスレーショナルレサーチ（代表）
文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 B）　平成 21-24年度

No.2 櫻井英幸 : 

重金属病に対する微小プロトンビームを用いた革新的画像診断の開発（代表）
文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）　 平成 21-22年度
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No.3 櫻井英幸 : 

粒子線治療の有効性、適応、費用対効果に関する総合的研究（分担）
厚生労働科学研究費補助金がん臨床研究事業　平成 21-23年度

No.4 櫻井英幸 : 

がんに対する重粒子線治療（分担）
文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 B）　 平成 20-21年度

No.5 櫻井英幸 , 坪井康次 , 榮　武二 : 

（10）「先端放射線治療技術パッケージング」によるミニマムリスク放射線治療機器開発イ
ノベーション（分担）

厚生労働省　先端医療開発特区設備整備費補助金　平成 21年度
No.6 水本斉志 : 

肝細胞癌に対する陽子線治療の最適化に向けた臨床的研究（代表）
文部科学省科学研究費補助金（若手研究 B）平成 21-22年度

No.7 盛武　敬 : 

IVR患者被ばく測定法の標準化に関する基礎的研究（代表）
日本学術振興会科学研究費補助金基盤（C）平成 21-23年度

No.8 盛武　敬 : 

頭蓋内病変に対する陽子線治療の最適化に関する基礎的研究（分担）
日本学術振興会科学研究費補助金基盤（B）平成 20-22年度

No.9 盛武　敬 : 

頭頚部 IVRにおける患者眼球被ばく低減のための局所 X線遮蔽装置の開発（代表）　
科学技術振興機構

重点地域研究開発推進プログラム（地域ニーズ即応型）, 平成 21年度

特　許
No.1 盛武　敬 , 他 2名 : 

エックス線遮蔽装置
X-ray shielding device

PCT/JP2006/302761 （2009年 3月 10日 , Patent No.: US 7, 500, 785）
出願人 : 放射線医学総合研究所他 2者

No.2 盛武　敬 , 他 5名 : 

線量計装着ウェア、これを用いた体表面被曝線量分布測定装置
Dosimeter fitting wear and body surface exposure dose distribution measuring method and 

apparatus using the same

PCT/JP2006/302750 （2009年 6月 2日 , Patent No.: US 7, 541, 599）

出願人 : 放射線医学総合研究所他 3者
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その他
No.1 橋本孝之 : 

（座長）粒子線治療装置の新展開
放射線治療談話会実行委員会（東京）  4月 , 2009

No.2 橋本孝之 : 

放射線腫瘍概論
がんプロフェッショナル養成プラン

関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点
平成 21年度医学物理学入門ミニ講座（つくば）6月 , 2009

No.3 盛武　敬 :

放射線生物学概論
がんプロフェッショナル養成プラン

関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点
平成 21年度医学物理学入門ミニ講座（つくば）6月 , 2009

No.4 櫻井英幸 :  

（座長）Ⅲ各分野の取組　3）医師コース /放射線科　
がんプロフェッショナル養成プラン 

関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点
外部評価シンポジウム（東京）7月 , 2009

No.5 櫻井英幸 : 

（座長）シンポジウム 2「追い風の臨床放射線、向かい風の基礎放射線　
－クリーンベンチの風はベットサイドに届くのか？－トランスレーショナル研究」

第 39回放射線による制癌シンポジウム（富山）7月 , 2009

No.6 奥村敏之 : 

高精度放射線治療の展望 

がんプロフェッショナル養成プラン
医学物理学人材養成コース（土浦）  7月 , 2009

No.7 橋本孝之 :

放射線腫瘍学 

2009年医学物理士ミニマム講習会
日本医学物理士会主催（東京） 7-8月 , 2009

No.8 櫻井英幸 : 

放射線治療について 

くるみの会（つくば）8月 , 2009

No.9 櫻井英幸 : 

（ディスカッション）放射線治療の最近の動向
放射線治療における医療連携を考える会（つくば）8月 , 2009

No.10 櫻井英幸 : 

（司会）第 2部分科会　放射線腫瘍医養成コース
第 3回関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点シンポジウム（東京）9月 , 2009
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No.11 櫻井英幸 : 

（司会）一般演題 3（9-15）　臨床 

日本ハイパーサーミア学会第 26回大会（千葉）9月 , 2009

No.12 奥村敏之 :  

陽子線治療について
第 19回県民のための健康管理講座（つくば） 10月 , 2009

No.13 櫻井英幸 :

がんの放射線治療
第 19回県民のための健康管理講座（つくば）10月 , 2009

No.14 櫻井英幸 :

切らずに治すがん治療！　－がんの放射線治療－
平成 21年度茨城県がん臨床疫学研究事業（水戸）11月 , 2009

No.15 奥村敏之 :

切らずに治すがん治療！　－陽子線治療について－
平成 21年度茨城県がん臨床疫学研究事業（水戸）11月 , 2009

No.16 橋本孝之 : 

レビュープレゼンテーション　－陽子線、放射線
第 7回 Ibaraki Pancreatic Oncology Group（iPOG）勉強会（つくば）11月 , 2009

No.17 櫻井英幸 : 

（座長）教育セミナー治療部門 : 各機種での線量計画 

第１回日本放射線外科学会（東京）11月 , 2009

No.18 橋本孝之 : 

肝細胞癌の治療戦略　放射線腫瘍科の立場から
第 7回筑波大学附属病院オンコロジーカンファランス（つくば）12月 , 2009
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原　著
No.1 Fukuda T, Hisano S, Tanaka M: 

Licking decreases phosphorylation of extracellular signal-regulated kinase in the dorsal horn of 

the spinal cord after a formalin test. 

Anesth Analg 109 (4), 1318-1322, 2009

No.2 Watanabe K, Hoshi T, Miyabe M, Tanaka M, Mizutani T: 

Volume manipulation by phlebotomy for cesarean section in a patient with pulmonary 

hypertension. 

J Anesth 23 (3), 449-452, 2009

No.3 Nakamagoe K, Watanabe M, Takeda T, Mizutani T, Tamaoka A: 

Unusual presentation of more common disease/injury Parkinsonism with organophosphosphate 

poisoning. 

BMJ Case Reports [doi: 10.1136/bcr.04.2009.1766], 2009

No.4 筒井紗也子 , 星　拓男 , 宮部　雅幸 , 田中　誠 : 

準広汎子宮全摘術後に右下腿コンパートメント症候群を発症した 1症例 . 

麻酔 58 (4), 495-498, 2009

No.5 石垣麻衣子 , 星　拓男 , 田中　誠 : 

片肺換気中に冠動脈攣縮を起こした 1症例 . 

麻酔 58 (11), 1433-1436, 2009

No.6 細谷真人 , 矢口裕一 , 猪股伸一 : 

口蓋扁桃摘出術後の挿管困難 2症例 – 舌扁桃肥大に対する考察 –. 

麻酔 58 (11), 1462-1464, 2009

No.7 萩谷圭一 , 水谷太郎 : 

急性中毒の緊急処置 . 

外科基本手技アトラス , 338-344, 2009

No.8 堀田哲夫 , 佐藤直樹 , 荒川創一 , 高橋　宏 , 臼杵尚志 , 鳥谷部真一 : 

国立大学病院の現状からみた手術部看護師の適正数 .

手術医学 30 (2), 111-115, 2009

総説・その他
No.1 Yamashita S, Takahashi H, Tanaka M: 

Bispectral index sensor as a possible cause of postoperative visual loss after frontal craniotomy. 

Br J Anaesth 103 (1), 134, 2009

No.2 Satsumae T, Tanaka M: 

Convulsions associated with ropivacaine 300 mg for brachial plexus block. 

Br J Anaesth 102, 562-563, 2009
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No.3 高橋伸二 , 田中　誠 : 

性差に基づく周術期循環管理 .

麻酔 58 (1), 10–15, 2009

No.4 水谷太郎 : 

日常生活で注意すべき起因物質　洗剤 , 消毒薬（漂白・洗浄剤の混合による有毒ガス中毒
を含む）. 

実験治療 694, 17-21, 2009

No.5 左津前剛 ,  高橋　宏 , 星　拓男 , 平石恵美子 , 古垣達也 , 宮部雅幸 : 

筑波大学附属病院手術部における危機管理に対する新しい取り組み .

手術医学 30 (4), 323-4, 2009

No.6 水谷太郎 : 

新春随想 . 

茨城県医師会報 1 (673), p37, 12月 , 2009

著　書
No.1 松本尚浩 : 

血圧上昇 , 第 3章 術中のトラブルと対処法
ナースのための手術室モニタリング攻略ガイド（讃岐美智義編）, pp96-97. 

メディカ出版（大阪）2月 , 2009

No.2 松本尚浩 : 

心停止 , 第 3章 術中のトラブルと対処法
ナースのための手術室モニタリング攻略ガイド（讃岐美智義編）, pp100-101.

メディカ出版（大阪）2月 , 2009

No.3 水谷太郎 : 

（監修）Chapter13 救急心血管治療における中毒学 . 

ACLSリソーステキスト日本語版 , pp259-269.

株式会社　バイオメディスインターナショナル（東京）12月 , 2009

学会発表
No.1 Satsumae T, Tanaka M, Yamaguchi H, Inomata S, Shimizu T: 

Magnesium sulfate attenuates tourniquet pain in healthy volunteers. 2009 Annual meeting 

American Society of Anesthesiologists 

(New Orleans) 10月 , 2009

No.2 田村恵美 , 小笹雄司 , 大内哲夫 , 高橋実穗 , 金本真也 , 平松祐司 , 水谷太郎 : 

小児集中治療の中でのターミナルステージへの移行 Part1 ～救命の場から看取りの場へと
移行する家族の変化～ .　

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪市）2月 , 2009



麻酔診療グループ（2009年）

321

No.3 小笹雄司 , 田村恵美 , 川口寿彦 , 高橋実穗 , 金本真也 , 平松祐司 , 水谷太郎 : 

小児集中治療の中でのターミナルステージへの移行 PART2

～集中治療が参画する継続看護システムの構築～ .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪市）2月 , 2009

No.4 宮本毅治 , 卯野木健 , 桜本秀明 , 四本竜一 , 村田洋章 , 萩谷圭一 , 水谷太郎 : 

一般演題ポスター 9　呼吸・看護教育「耳たぶ程度の硬さ」による気管チューブカフ圧管
理は可能か？ .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪市）2月 , 2009

No.5 河野　了 , 安田　貢 , 萩谷圭一 , 関　義元 , 下条信威 , 池田晃彦 , 水谷太郎 , 馬場雅子 , 瀬尾由広 , 

青沼和隆 : 

塩酸ランジオロールによる低心機能症例の心拍数制御 .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪市）2月 , 2009

No.6 萩谷圭一 , 四本竜一 , 卯野木健 , 宮本毅治 , 村田洋章 , 桜本秀明 , 高橋伸二 , 水谷太郎 : 

気管チューブのサイズ・種類と HMEF使用が PetCO2に及ぼす影響 .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪市）2月 , 2009

No.7 星　拓男 : 

こだわりの TCI＆ PKシュミレーション 2～作用時間が中等度の薬物～ フェンタニルに
よる術後鎮痛を考える .

第 9回麻酔科学ウインターセミナー（富良野市）2月 , 2009

No.8 小林可奈子 , 星　拓男 , 吉松　文 : 

一般演題　「もやもや病を合併した妊婦の麻酔管理」.

第 9回麻酔科学ウインターセミナー（富良野市）2月 , 2009

No.9 吉松　文 , 星　拓男 , 小林可奈子 : 

肝部分切除・後腹膜リンパ節郭清術後に発症した左正中神経麻痺の一例 . 

第 9回麻酔科学ウインターセミナー（富良野市）2月 , 2009

No.10 松本尚浩 , 加塩信行 : 

インストラクターコンピテンシーセミナー .

第 1回日本医療教授システム学会（東京）2月 , 2009

No.11 齋藤重行 , 山田久美子 , 猪股伸一 : 

 人工膝関節置換術後のフェンタニル混合ロピバカイン持続大腿神経ブロックの効果 . 

日本ペインクリニック学会第 43回大会（名古屋市）7月 , 2009 

No.12 宮本毅治 , 卯野木健 , 四本竜一 , 齋藤大輔 , 後藤順一 , 山田　亨 , 水谷太郎　: 

換気条件の相違が気管チューブカフ周囲からの垂れ込みに及ぼす影響 . 

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童市）7月 , 2009 

No.13 清水　雄 , 萩谷圭一 , 高橋伸二 , 水谷太郎 : 

挿入型バイトブロックを用いた気管チューブ固定力の検討 : 粘着テープと固定ホルダーの
比較 . 

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童市）7月 , 2009 
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No.14 萩谷圭一 , 清水　雄 , 高橋伸二 , 水谷太郎 : 

抜管時における tube exchangerの使用経験 .  

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会 （天童市）7月 , 2009 

No.15 水谷太郎 : 

体位変換時の呼吸生理、体位と呼吸管理に関する最近の知見 . 

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童市）7月 , 2009 

No.16 四本竜一 , 卯野木健 , 宮本毅治 , 後藤順一 , 齋藤大輔 , 山田　亨 , 水谷太郎 : 

気管チューブのカフ圧調節法の違いが垂れ込みに与える影響 .

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会 （天童市）7月 , 2009 

No.17 河野　了 , 安田　貢 , 下条信威 , 関　義元 , 萩谷圭一 , 池田晃彦 , 高橋伸二 , 水谷太郎 , 黒木健志 , 

瀬尾由宏 , 青沼和隆 , 榊原　謙 : 

慢性心不全に合併する難治性心室性不整脈の治療戦略 . 

第 18回日本集中治療医学会関東甲信越地方会（松本市）7月 , 2009 

No.18 小島慶子 , 萩谷圭一 , 下条信威 , 河野　了 , 安田　貢 , 水谷太郎 : 

保存的治療で管理したフェノバルビタール中毒の一例 . 

第 31回日本中毒学会総会・学術集会（東京）7月 , 2009

No.19 松本尚浩 : 

ICLS指導者養成ワークショップ .

第 3回医療教授システム国際シンポジウム（東京）7月 , 2009

No.20 猪股伸一 , 田中　誠 : 

 麻薬受容体遺伝子変異が麻薬性鎮痛薬の必要量に及ぼす影響 . 

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.21 山下創一郎 : 

気管チューブ 3.0～ 4.0を使用する小児におけるトラキライトを用いた気管チューブの位
置確認法について .

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.22 大坂佳子 : 

小児の区域麻酔 .

第 56回日本麻酔科学会学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.23 左津前剛 , 田中　誠 , 山下創一郎 , 清水　雄 , 山口浩史 : 

NMDA受容体拮抗作用を有する硫酸マグネシウムのタニケットペインへの影響 .

第 56回日本麻酔科学会学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.24 渡邊和宏 , 高橋　宏 , 猪股伸一 , 宮部雅幸 , 田中　誠 , 水谷太郎 : 

ラット心不全モデルにおける塩酸オルプリノン（コアテック ®）の虚血再灌流障害予防効
果の検討 . 

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.25 西本れい , 猪股伸一 , 田中　誠 : 

小児における体表から硬膜外腔までの距離　～超音波画像と実測値との比較～ . 

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009
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No.26 田畑江哉 , 猪股伸一 : 

中心静脈カテーテルの事故抜去に要する張力の検討 . 

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.27 箱岩沙織 , 星　拓男 , 田中　誠 : 

帝王切開術後に閉鎖神経麻痺をきたし、硬膜外麻酔による合併症と鑑別を要した症例 .

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.28 石塚俊介 , 高橋　宏 , 田中　誠 : 

気化器からのリーク量は気化器の型により異なる .

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.29 松本尚浩 : 

インストラクターコンピテンシー講習会への受講生の反応 .

第 41回日本医学教育学会（大阪市）8月 , 2009

No.30 関　義元 , 安田　貢 , 武安法之 , 高橋伸二 , 水谷太郎 , 早田台史 , 青木重憲 : 

AHA　ACLS Experienced Provider Courseの日本への導入 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9月 , 2009 

No.31 泥谷朋子 , 小笹雄司 , 澤田幸子 , 川口寿彦 , 横田すい子 , 高梨典子 , 野竹典子 , 白川洋子 ,  

木村　勝 , 安田　貢 , 水谷太郎 : 

病院内設置 AEDの管理体制 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9月 , 2009 

No.32 佐々木千裕 , 小島慶子 , 常岡秀和 , 萩谷圭一 , 下条信威 , 安田　貢 , 河野　了 , 鬼澤沙織 ,  

中村泰大 , 水谷太郎 : 

グルコン酸カルシウム持続動注が有効と考えられたフッ化水素酸による化学熱傷の 1例 . 

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9月 , 2009 

No.33 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下条信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 佐々木千裕 ,  

竹内紘子 : 

医学生救急車同乗実習 -実施初年度のアンケート結果 -. 

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9月 , 2009 

No.34 下条信威 , 安田　貢 , 河野　了 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 佐々木千裕 , 関　義元 ,  

水谷太郎 : 

茨城県における筑波大学救急としての役割 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9月 , 2009

No.35 横倉祥子 , 五味志津子 , 安田　貢 , 常岡秀和 , 川口寿彦 , 高橋貞子 , 小笹雄司 , 白川洋子 ,  

水谷太郎 : 

筑波大学附属病院の救急外来の現状 -新病棟建設に向けて -. 

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9月 , 2009

No.36 大内哲夫 , 関　義元 , 徳永千穂 , 河野元嗣 , 水谷太郎 : 

人工呼吸管理中の乳児をヘリコプターで搬送した 1経験例 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば市）9 月 , 2009 
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No.37 福田妙子 , 山下創一郎 , 田中　誠 : 

初心者の気管挿管とガムエラスティックブジーの効果 .

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009

No.38 田畑江哉 , 猪股伸一 , 田中　誠 : 

TEEプローブが中咽頭壁を穿孔し前縦隔に逸脱した症例 .

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009

No.39 佐藤恭嘉 , 宮部雅幸 , 田畑江哉 , 高橋伸二 , 田中　誠 : 

気管支ファイバー用中空スタイレットの効果 . 

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009

No.40 箱岩沙織 , 猪股伸一 , 左津前剛 , 山下創一郎 , 田中　誠 : 

高度肥満患者（BMI50）3症例の麻酔経験 . 

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009 

No.41 高橋伸二 : 

目の前で起こった不整脈への対応「頻拍症に対するβブロッカーの使用」.

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009

No.42 猪股伸一 : 

ラリンジアルマスクをスマートに使いこなす .

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009 

No.43 石塚俊介 , 高橋　宏 , 田中　誠 : 

急速大量出血時の一回拍出量変化率、一回拍出量係数を指標にした輸液、輸血管理 .

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009

No.44 小林敬祐 , 後藤行延 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸雄 , 下条信威 , 関　義元 , 

水谷太郎 : 

鋭的頚部気管損傷（不完全断裂）の 1例 .

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009

No.45 常岡秀和 , 河野　了 , 安田　貢 , 佐藤藤夫 , 関　義元 , 下条　威 , 萩谷圭一 , 小島慶子 , 水谷太郎 : 

保存的治療で管理し得た外傷性胸部大動脈損傷を伴う高齢者多発外傷の一例 .

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009 

No.46 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下条信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 高橋伸二 , 坂根正孝 : 

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援 -筑波大学社会貢献プロジェク
ト -.

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009 

No.47 高橋　宏 , 左津前剛 , 星　拓男 , 平石恵美子 , 宮部雅幸 , 石塚俊介 : 

麻酔気化器からのリーク．
日本手術医学会第 31回総会（東京）10月 , 2009

講演会・その他
No.1 高橋伸二 : 

心臓血管疾患における最近の周術期管理 .

第 12回岐阜周術期循環管理研究会（岐阜市）1月 , 2009
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No.2 星　拓男 : 

鎮痛を重視した静脈麻酔のメリット　～ TIVAトレーナーを用いて～ .

つくば静脈麻酔講演会（つくば市）4月 , 2009

No.3 高橋伸二 : 

術中管理に使用された塩酸ランジオロールの効果 . 

第 3回茨城県周術期循環管理セミナー （つくば市）8月 , 2009

No.4 高橋伸二 : 

周術期βブロッカーの守備範囲 . 

山形循環器・呼吸器外科・麻酔・集中治療研究会 2009（山形市）11月 , 2009 

No.5 水谷太郎 : 

災害時の医療体制 .

BANDO 災害医療セミナー（古河市）11月 , 2009
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原　著
No.1 Isobe K, Fu L, Tatsuno I, Takahashi H, Nissato S, Hara H, Yashiro T, Suzukawa K, Takekoshi K, 

Shimano H, Kawakami Y: 

Adiponectin and Adiponectin receptors in human pheochromocytoma

J Atheroscler Thromb 16: 442-447, 2009

No.2 Saito T, Saito Y, Matsumura K, Tsubota Y, Maniwa T, Kaneda H, Minami K, Sakaide N, Uemura Y, 

Kawa G, Yamamoto N, Fujii Y, Isobe K, Kawakami Y, Matsude T, Takekoshi K: 

Novel mutation (L157X) in the succinate dehydrogenase B gene (SDHB) in a Japanese family 

with abdominal paraganglioma following lung metastasis.　
Endocr J. 56 (3): 451-458, 2009

No.3 Uhara M, Matsuda K, Taira C, Higuchi Y, Okumura N, Yamauchi K: 

Simple allele-specific oligonucleotide polymerase chain reaction for the detection of mutations 

and deletions in the epidermal growth factor receptor gene: Applications of this method for the 

diagnosis of non-small-cell lung cancer.

 Clin Chim Acta 401: 68-72, 2009

No.4 Kawasaki K, Ogiwara N, Sugano M, Okumura N, Yamauchi K: 

Sialic Acid Moiety of Apolipoprotein E and Its Impact on the Formation of Lipoprotein Particles 

in Human Cerebrospinal Fluid.

 Clin Chim Acta 402: 61–6, 2009

No.5 Matsumoto T, Kawakubo M, Shiohara M, Kumagai T, Hidaka E, Yamauchi K, Oana K, Matsuzawa K, 

Ota H, Kawakami Y:

Phylogeny of a Novel “Helicobacter heilmannii” Organism from a Japanese Patient with Chronic 

Gastritis Based on DNA Sequence Analysis of 16S rRNA and Urease Genes. 

J Microbiol 47: 201-7, 2009

No.6 Hanyu N, Shimizu T, Yamauchi K, Okumura N, Hidaka H:

Characterization of cysteine and homocysteine bound to human serum transthyretin. 

Clin Chim Acta 403: 70-5, 2009

No.7 Matsuda K, Tanaka M, Araki S, Yanagisawa R, Yamauchi K, Koike K:

Cryptic insertion into 11q23 of MLLT10 not involved in t (1;15;11;10) (p36;q11;q23;q24) in 

infant acute biphenotypic leukemia. 

Cancer Genet Cytogenet 190: 113-20, 2009

No.8 Haneishi A, Terasawa F, Fujihara N, Yamauchi K, Okumura N, Katsuyama T:

Recombinant variant fibrinogens substituted at residues g326Cys and g339Cys demonstrated 

markedly impaired secretion of assembled fibrinogen. 

Thromb Res 124: 368-72, 2009
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No.9 Shiohara M, Kawakubo M, Matsumoto T, Kumagai T, Yamauchi K, Oana K, Ota H, Kawakami Y:

Laboratory appraisal of optimal gaseous conditions for growth of zoonotic Helicobacter felis 

ATCC 49179. 

Microbiol Immunol 53: 251-8, 2009

No.10 Seo Y, T Ishizu, Y Enomoto, H Sugimori, M Yamamoto, T Machino, R　Kawamura, K Aonuma:

Validation of 3-Dimensional Speckle Tracking Imaging to Quantify Regional Myocardial 

Deformation. 

Circulation: Cardiovascular Imaging; 2: 451-459, 2009

No.11 Seo Y, Ishizu T, Sakamaki F, Yamamoto M, Machino T, Yamasaki H, Kawamura R, Yoshida K, 

Sekiguchi Y, Kawano S, Tada H, Watanabe S, Aonuma K:

Mechanical dyssynchrony assessed by speckle tracking imaging as a reliable 　predictor of acute 

and chronic response to cardiac resynchronization therapy.　 

J Am Soc Echocardiogr. Jul; 22: 839-46, 2009

No.12 Seo Y, Ishizu T, Sakamaki F, Yamamoto M, Machino T, Watanabe S, Aonuma K:

Analysis of the origin of cardiac wall motion that constitutes myocardial velocity-time curves in 

patients with left bundle branch block.

　J Am Soc Echocardiogr; 22 : 331-, 2009

No.13 上條由夏 , 廣田川戸洞雅子 , 藤原祝子 , 若林早紀 , 松田和之 , 山内一由 , 寺澤文子 , 本田孝行 : 

異常フィブリノゲンへテロ接合体γ鎖 Arg275Cys2家系とγ鎖 Arg275His 3家系のフィブ
リノゲン機能比較とハプロタイプ解析

臨床病理 57: 651-8, 2009

No.14 山内一由 , 奥村伸生 , 太田浩良 , 本田孝行 : 

大学院教育とリンクした臨床検査技師卒後教育制度の確立～人材確保と育成を指向した新
たな戦略～

臨床検査学教育 1: 133-7, 2009

No.15 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 五十嵐都 , 文蔵優子 , 河野　了 , 野口祐一 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

左室内非同期検出における任意方向 Mモード法の有用性
J Cardiol Jpn Ed Vol.4 No.1; 20-28, 2009

No.16 町野智子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 関口幸夫 , 夛田　浩 , 青沼和隆

心房細動に対する肺静脈隔離術は高齢者においても心機能改善をもたらす
心臓 41: 649-658, 2009

総　説
No.1 山内一由 : 

髄液中のシアル化アポリポ蛋白 Eの性状
臨床病理 57: 436-44, 2009

No.2 太田浩良 , 浅野直子 , 山内一由 , 赤松泰次 : 

H. pylori 感染と胃癌 , 胃MALTリンパ腫
臨床病理 57: 861-9, 2009



臨床病理学グループ（2009年）

328

No.3 山内一由 : 

髄液中のアポリポ蛋白 Eの臨床的意義
検査と技術 37: 866-8, 2009

No.4 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

血中遊離メタネフリン測定 

検査と技術 37 (4), 367-371, 2009

No.5 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

悪性褐色細胞腫と遺伝子診断 , 特集副腎腫瘍の診断と治療の最近の動向 

カレントテラピー 27 (3): 50-58, 2009

No.6 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

遺伝性褐色細胞腫の基礎と臨床 -遺伝子診断に重きを置いて -

ホルモンと臨床 57 (3)67-75, 2009

No.7 成瀬光栄 , 田辺晶代 , 櫻井晃洋 , 竹越一博 :

褐色細胞腫の遺伝子診断の現状と課題（特集 :内分泌性高血圧 -最近の進歩 -） 
最新医学 64 (10), 37-43, 2009

No.8 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

SDHB変異による悪性褐色細胞腫の本邦症例について（第 19回臨床内分泌 Update: 優秀
演題 Proceeding）

 日本内分泌学会 85 suppl, 146-148, 2009

No.9 石津智子 , 瀬尾由広 :

右房機能とは　
月刊心エコー 10巻 10号 930-935, 2009

学会発表
No.1 Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Sakamaki F, Yamasaki H, Igarashi M,  

Sekiguchi Y, Kawano S, Tada H, Watanabe S, Aonuma K:

Incremental Value of Assessing Intraventricular Dyscoordination of Regional Myocardial 

Contraction in Patients Referred for Cardiac Resynchronization Therapy. 

European Society of Cardiology Congress (Barcelona) 2009

No.2 Seo Y, Ishizu T, Nakajima H, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Aonuma K:

Three-Dimensional Transesophageal Echocardiographic Study for Assessing Morphological 

Characteristics of Left Atrial Appendage Related to Thrombus Formation. 

European Society of Cardiology Congress (Barcelona) 2009

No.3 Ishizu T, Seo Y, Murakoshi N, Watanabe S, Aonuma K:

Beneficial effect of statin treatment on carotid atherosclerosis in patients with stable coronary 

artery disease stratified by renal function. 

European Heart Journal 2009; Vol.30 (Abstract Supplement): 368 ESC congress (Barcelona) 2009
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No.4 Ishizu T, Seo Y, Machino T, Yamamoto M, Kawamura R, Kawano S, Aonuma K:

Utility of end-diastolic strain rate for evaluation of end diastolic pressure.

European Heart Journal 2009; Vol.30 (Abstract Supplement): 

137 ESC congress (Barcelona) 2009 

No.5 Suzukawa K, Akiyama S:

Ongoing defereasirox treatment of a dialysis patient: a case study 

Iron Overload Case Study Forum, March 2009

No.6 Nishikii H, Kondou Y, Okoshi Y, Suzukawa K, Hasegawa Y, Yokoyama Y, Enami T Nakamura, N, 

Noguchi M, Chiba S:

Treatment outcome of adult Burkitt lymphoma: a single center analysis 

the 71st Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology, October 2009 

No.7 Seo Y, Machino-Ohtsuka T, Ishizu T, Sekiguchi Y, Tada H, Aonuma K: 

Stiffness of the Left Atrium Relates to Left Ventricular Diastolic Dysfunction and Recurrence 

after Pulmonary Vein Isolation for Atrial Fibrillation. 　
AHA Scientific Session (Orlando, USA) 11月 2009 

No.8 Seo Y, Ishizu T, Enomoto Y, Sugimori H, Ouchi H, Abe Y, Watanabe S, Aonuma K:

Validation of new developed three-dimensional speckle tracking imaging to quantify regional 

myocardial strain. 

American College of Cardiology 58th Annual Scientific Session (Orlando, FL) 2009

No.9 Ishizu T, Seo Y, Enomoto Y, Sugimori H, Watanabe S, Aonuma K:

Validation of Intramural Strain with a newly developed two-dimensional speckle tracking system. 

American College of Cardiology 58th Annual Scientific Session (Orlando, FL) 2009

No.10 Ishizu T, Seo Y, Baba M, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Watanabe S, Aonuma K:

Utility of End-diastolic strain rate in the estimation of left ventricular passive compliance. 

American College of Cardiology 58th Annual Scientific Session (Orlando, FL) 2009

No.11 服部一哉 , 中馬越清隆 , 保坂　愛 , 塩谷彩子 , 石井亜紀子 , 渡邊雅彦 , 玉岡　晃　横山泰久 ,  

鈴川和己 , 千葉　滋 :

四肢末梢のしびれで発症した多発性骨髄腫の 1例　
第 560回日本内科学会関東地方会　2月 2009

No.12 渡辺大介 , 田岡謙一 , 鎌田勇平 , 榎並輝和 , 錦井秀和 , 横山泰久 , 大越　靖 , 鈴川和己 ,  

長谷川雄一 , 千葉　滋 :

髄外腫瘤再発を繰り返した t（16; 21）（p11; q21）を伴う AML

日本血液学会第 162回例会　2月 2009

No.13 竹越一博 : 

褐色細胞腫最近の話題 :遺伝子診断を中心に 

第 8回東北内分泌画像研究会 , 2009

No.14 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

SDHB変異による悪性褐色細胞腫の本邦症例について　
第 19回臨床内分泌 Update　2009
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No.15 竹越一博 :

悪性褐色細胞腫の早期診断は可能か？ SDHB遺伝子解析の現状（クリカルアワー 5悪性
褐色細胞腫の診断と治療方針）　

第 82回内分泌学会学術総会　2009

No.16 竹越一博 , 笠原　翼 , 熊井俊夫 , 磯部和正 , 小林真一 , 川上　康 :

悪性褐色細胞腫における Tyrosine hydroxylase に対するアンチセンス治療への基礎的検討
第 82回内分泌学会学術総会　2009

No.17 緑川早苗 , 竹越一博 , 本間美優樹 , 菅谷芳幸 , 平井裕之 , 工藤明宏 , 長谷川浩司 , 藤原　淳 ,  

中嶋真一 , 佐藤博亮 , 渡辺　毅 :

コハク酸脱水素酵素遺伝子変異が同定されたパラガングリオーマの 2例　
第 82回内分泌学会学術総会　2009

No.18 磯部和正 , 龍野一郎 , 原　尚人 , 竹越一博 , 島野　仁 , 川上　康 : 

褐色細胞腫患者において血中アディポネクチンが高値を示した
第 82回日本内分泌学会学術総会 4月 , 2009

No.19 竹越一博 , 笠原　翼 , 熊井俊夫 , 磯部和正 , 小林真一 , 川上　康 :

　悪性褐色細胞腫治療における Tyrosine hydroxylase に対するアンチセンスの基礎的検討
　第 82回日本内分泌学会学術総会 4月 , 2009

No.20 瀬尾由広 , 石津智子 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 宇野希世子 , 青沼和隆 :

頸動脈粥腫における心エコー輝度評価及び粥腫内微小血流像描出による組織性状評価
第 20回日本エコー図学会学術集会　パネルディスカッション（高松）4月 , 2009

No.21 石津智子 , 瀬尾由広 , 山本昌良 , 馬場雅子 , 町野智子 , 川村　龍 , 青沼和隆 :

2Dスペックルトラッキング法を用いた左室コンプライアンスの評価　
第 20回日本心エコー図学会学術集会　シンポジウム（高松）4月 , 2009

No.22 町野智子 , 瀬尾由広 , 亀谷里美 , 中島英樹 , 飯田典子 , 酒巻文子 , 稲葉　武 , 山本昌良 , 川村　龍 , 

石津智子 , 青沼和隆 :

コントラストーバルサルバ法を用いた経食道心エコーで卵円孔化依存の検出が困難な症例
の特徴。

第 20回日本エコー図学会学術集会　一般演題（高松）4月 , 2009

No.23 山本昌良 , 瀬尾由広 , 中島英樹 , 町野智子 , 川村　龍 , 石津智子 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

どのような左心耳に血栓ができやすいか～ 3次元経食道エコーを用いた解析　
第 20回日本エコー図学会学術集会　一般演題（高松）4月 , 2009

No.24 小林紘子 , 中島英樹 , 亀谷里美 , 飯田典子 , 酒巻文子 , 稲葉　武 , 上牧隆 , 南木　融 , 石津智子 , 

瀬尾由広 , 川上　康 , 青沼和隆 :

Automated function imagingを用いた左室収縮能評価にする検討
第 20回日本エコー図学会学術集会（高松）4月 , 2009

No.25 川村　龍 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 町野智子 , 山本昌良 , 青沼和隆 :

Validation of left ventricular wall mass measured by 3 dimensional echocardiography. 

第 20回日本エコー図学会学術集会（高松）4月 , 2009
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No.26 亀谷里美 , 酒巻文子 , 小林紘子 , 中島英樹 , 飯田典子 , 稲葉　武 , 上牧　隆 , 南木　融 , 石津智子 , 

瀬尾由広 , 川上　康 , 青沼和隆 :

Automated function imagingを用いた左室局所壁運動評価の有用性に関する検討
第 20回日本エコー図学会学術集会（高松）4月 , 2009

No.27 田口夏美 , 飯田典子 , 中島英樹 , 酒巻文子 , 亀谷里美 , 小林紘子 , 稲葉　武 , 上牧　隆 , 南木　融 , 

石津智子 , 瀬尾由広 , 川上　康 , 青沼和隆 :

B-flow imagingを用いた頸動脈狭窄率の検討　
第 20回日本エコー図学会学術集会（高松）4月 , 2009

No.28 飯田典子 , 瀬尾由広 , 田口夏美 , 石津智子 , 青沼和隆 :

B-flow imaging法による頸動脈狭窄率の検討　
第 30回超音波血流研究会（東京）6月 , 2009

No.29 瀬尾由広 , 石津智子 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 青沼和隆 :

僧帽弁逆流症における inner/outer strain解析 

第 5回心筋会（東京）7月 , 2009

No.30 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 , 櫻井晃洋 :

遺伝性褐色細胞腫の遺伝子解析 わが国の現状 , その有用性と限界について（シンポジウ
ム 2:遺伝性褐色細胞腫 : 研究と診療の新たな展開）

第 14回日本家族性腫瘍学会学術集会 2009

No.31 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 , 櫻井晃洋 :

本邦の SDHB変異による悪性褐色細胞腫について　
第 14回日本家族性腫瘍学会学術集会 2009

No.32 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

本邦における血中遊離メタネフリン測定法の現状　
第 13回日本心血管内分泌代謝学会総会 2009

No.33 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 :

SDHB変異による悪性褐色細胞腫の本邦症例について　
第 13回日本心血管内分泌代謝学会総会 2009

No.34 宇佐美陽子 , 山内一由 , 戸塚　実他 :

血中 Truncated ApoAIの検出
第 56回日本臨床検査医学会学術集会（札幌市）Aug, 2009

No.35 勝山　努 , 山内一由 , 本田孝行他 :

地方公立病院の独立行政法人化と臨床検査部門
第 56回日本臨床検査医学会学術集会（札幌市）Aug, 2009

No.36 瀬尾由広 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 中島英樹､ 石津智子 , 青沼和隆 : 
同期不全心における壁運動と心筋血液量との関連 

第 7回先進心血管エコー研究会（大阪）8月 , 2009 

No.37 中島英樹 , 瀬尾由広 , 町野智子 , 山本昌良 , 川村　龍 , 石津智子 , 青沼和隆 : 

3次元経食道心エコー図を用いた左心耳内血栓と左心耳形態および機能的特徴の評価
第 7回先進心血管エコー研究会（大阪）8月 , 2009 
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No.38 石嶺南生 , 山内一由他 :

尿蛋白電気泳動でM蛋白様バンドが認められた一例
第 60回日本電気泳動学会総会 ,（松本市）Sep, 2009

No.39 鈴木剛史 , 山内一由他 :

「iチップ」マイクロチップ電気泳動システムを用いた ESBL Multiplex PCRの解析
第 60回日本電気泳動学会総会 ,（松本市）Sep, 2009

No.40 瀬尾由広 , 石津智子 , 榎本佳治 , 青沼和隆 :

シンポジウム　最近の心エコーの進歩　3Dトラッキングの有用性と限界　
日本心臓病学会第 57回学術集会（札幌）9月 , 2009

No.41 町野智子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 青沼和隆 :

心房細動停止後の atrial stunningとバルサルバ負荷下左室流入血流速波形の関係　
日本心臓病学会第 57回学術集会（札幌）9月 , 2009

No.42 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 飯田典子 , 中島英樹 , 稲葉　武 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 

河野　了 , 青沼和隆 :

one-beat 3D wall motion trackingによるストレイン測定の信頼性に関する検討　
日本心臓病学会第 57回学術集会（札幌）9月 , 2009

No.43 山本昌良 , 瀬尾由広 , 町野智子 , 川村　龍 , 中島英樹 , 酒巻文子 , 石津智子 , 青沼和隆 :

3次元経食道心エコー図法による左心耳形態に関する検討　
日本心臓病学会第 57回学術集会（札幌）9月 , 2009

No.44 川村　龍 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 町野智子 , 山本昌良 , 酒井　俊 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

三次元スペックルトラッキングイメージによる心機能解析と心臓MRIによる検証　
日本心臓病学会第 57回学術集会（札幌）9月 , 2009

No.45 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 飯田典子 , 中島英樹 , 稲葉　武 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 

河野　了 , 青沼和隆 :

One-beat 3D wall motion trackingによる収縮期ストレインの評価　
日本心臓病学会第 57回学術集会（札幌）9月 , 2009

No.46 磯部和正 , 新井裕介 , 谷中里美 , 横山千恵 , 竹越一博 , 川上　康 : 

褐色細胞腫患者におけるアディポネクチン測定値
第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009

No.47 神田智之 , 南木　融 , 大木圭子 , 鈴川和己 , 竹越一博 , 磯部和正 , 川上　康 : 

メチル化の細胞増殖に及ぼす影響
第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009

No.48 及川　仁 , 根岸知恵 , 飯塚儀明 , 磯部和正 , 川上　康 : 

冷蔵状態で長時間安定な検体保存容器の開発―熱不安定項目への適用―
第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009

No.49 飯塚儀明 , 石島道邦 , 吉海　毅 , 磯部和正 , 川上　康 : 

血清免疫項目における不確かさの大きさの算出
第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009
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No.50 新井裕介 , 谷中里美 , 渡邉真博 , 石島道邦 , 飯塚儀明 , 南木　融 , 磯部和正 , 川上　康 : 

生理的変動幅に基づいた測定値の許容誤差限界値
―新規に導入した生化学 6項目―

第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009

No.51 新井裕介 , 谷中里美 , 渡邉真博 , 石島道邦 , 飯塚儀明 , 南木　融 , 磯部和正 , 川上　康 : 

生理的変動幅に基づいた測定値の許容誤差限界値
―その 2:免疫血清検査 8項目―

第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009

No.52 井上真由 , 及川　仁 , 岡野芳幸 , 飯塚儀明 , 南木　融 , 磯部和正 , 川上　康 : 

凝固・線溶系項目における生理的変動幅と許容誤差限界値
第 41回日本臨床検査自動化学会大会 10月 , 2009

No.53 鈴川和己 , 大越　靖 , 鎌田勇平 , 錦井秀和 , 横山泰久 , 小原　直 , 長谷川雄一 , 千葉　滋 :

維持透析患者における deferasiroxの安全性 – 輸血依存骨髄異形成症候群一例の経験から – 

第 71回日本血液学会総会 10月 , 2009

No.54 田岡謙一 , 大越　靖 , 鈴川和己 , 高野晋吾 , 松村　明 , 長谷川雄一 , 千葉　滋 :

高齢者の中枢神経原発悪性リンパ腫に対する , メソトレキセートを減量した非照射レジメ
ンの治療成績

第 71回日本血液学会総会 10月 , 2009

No.55 吉田近思 , 米野琢哉 , 堀　光雄 , 木村朋文 , 藤井正実 , 大越　靖 , 鈴川和己 , 千葉　滋 ,  

長谷川雄一 , 向井陽美 , 伊藤孝美 , 清水誠一 , 鴨下昌晴 , 工藤大輔 , 品川篤司 , 千勝紀生 ,  

門馬由梨子 , 渡辺則道 , 小島　寛 :

慢性期慢性骨髄性白血病におけるイマチニブ血中濃度と有効性の相関についての検討　
第 71回日本血液学会総会 10月 , 2009

No.56 竹越 一博 : 

褐色細胞腫最近の新展開 :遺伝子診断を中心に
厚生労働省難治性疾患克服研究事業

「褐色細胞腫の実態調査と研究指針作成」研究班
研究代表者 :成瀬光栄（京都医療センター）

分担研究者 :岩崎泰正（高知医大）主宰 , 2009

No.57 竹越一博 : 

褐色細胞腫と遺伝子（褐色細胞腫の診療の今後）
褐色細胞腫市民公開シンポジウム 2009

No.58 針村佳江 , 石津智子 , 渥美安紀子 , 山本昌良 , 町野智子 , 川村　龍 , 榎本真美 , 瀬尾由広 ,  

青沼和隆 :

先天性ミオパチーを合併した , 肥大型心筋症の一例　
第 46回東京心エコー図研究会年（東京）11月 , 2009

No.59 針村佳江 , 石津智子 , 山本昌良 , 瀬尾由広 , 青沼和隆 :

右室流出路狭窄を合併した閉塞性肥大型心筋症の一例
日本超音波医学会関東甲信越地方会第 21回学術集会（東京）11月 , 2009
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No.60 谷中里見 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 青沼和隆 :

急性心不全で発症し , 局所壁運動異常 , 心機能不全が遷延した褐色細胞腫の一例
日本超音波医学会関東甲信越地方会第 21回学術集会（東京）11月 , 2009

No.61 町野智子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 本間　覚 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

腎障害 , CRP高値 , 好酸球増加に頸動脈不安定プラークを伴う患者は高率に大動脈不安定
プラークを有する。

第 12回茨城血管疾患研究会（つくば）1月 , 2009

その他（学会以外の発表）
No.1 石津智子 :

知っていて損はない心エコーの話；胸痛患者さんの心エコーをとる際の tips. 

日本超音波医学会関東甲信越地方会第 21回学術集会
ランチョンセミナー（東京）11月 , 2009

No.2 石津智子 :

高血圧における塩分と薬とのかかわり　
なめがた健康セミナー（なめがた）11月 , 2009

No.3 石津智子 :

心不全を診断する　
第 3回茨城心臓フォーラム　心不全を学ぶ（水戸）7月 , 2009
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原　著
No.1 Suzuki K, Doki K, Homma M, Tamaki H, Hori S, Ohtani H, Sawada Y, Kohda Y: 

Co-administration of proton pump inhibitors delays elimination of plasma methotrexate in high-

dose methotrexate therapy

Br J Clin Pharmacol 67 (1), 44-49, 2009

No.2 Doki K, Homma M, Kuga K, Aonuma K, Kohda Y: 

Effects of CYP2D6 genotypes on age-related change of flecainide metabolism: involvement of 

CYP1A2-mediated metabolism

Br J Clin Pharmacol 68 (1), 89-96, 2009

No.3 Homma M, Hosono H, Hasegawa Y, Kohda Y: 

Morphological transformation and phosphatidylserine exposure in erythrocytes treated with 

ribavirin

Biol Pharm Bull 32 (11), 1940-1942, 2009

No.4 Nagano S, Hosono H, Negishi F, Yanagi M, Homma M, Kohda Y, Watanabe M: 

Quantification of the levels of CYP2D6 mRNA in peripheral blood leukocytes by reverse 

transcriptase polymerase chain reaction HPLC

Chem Pharm Bull 57 (11), 1278-1281, 2009

No.5 中島　綾 , 土岐浩介 , 本間真人 , 寒河江照美 , 齋藤玲子 , 伊藤　聡 , 住田孝之 , 幸田幸直 : 

膠原病患者におけるグルココルチコイド製剤による副作用発現に関する実態調査
YAKUGAKU ZASSHI 129 (4), 445-450, 2009

No.6 中澤佑介 , 武田光志 , 百　賢二 , 堀内　学 , 神林泰行 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

調剤効率化を目指した処方せんおよび薬袋作成システムの改良
-薬学生の調剤実習における評価 -

日本病院薬剤師会雑誌 45 (6), 801-804, 2009

No.7 青木　愛 , 神林泰行 , 平賀秀明 , 土岐浩介 , 宮本昌二 , 百　賢二 , 中尾滋久 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

処方オーダーシステムと連動した麻薬管理システムの開発と評価
日本病院薬剤師会雑誌 45 (8), 1099-1101, 2009

総　説
No.1 幸田幸直 : 

期待される新しい薬剤師の誕生 -6年制薬剤師への期待 -

Global Pharmacists 5 (3), 2, 2009

No.2 青木　愛 , 幸田幸直 : 

脂質異常症治療薬と薬剤・飲食物との相互作用について知りたい
-脂質異常症治療薬の相互作用 -

治療学 43 (8), 907-909, 2009
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No.3 神林泰行 , 幸田幸直 : 

口腔内適用製剤はこれ以上改善する点はないか？「医療現場で行なわれてきたことを振り
返って」

PHARM STAGE 9 (8), 4-7, 2009

No.4 幸田幸直 , 香取久美 , 濱田洋実 : 

「妊娠と薬外来」における薬剤相談の取り組み
Pharmacy Today 22 (2), 9-13, 2009

No.5   百　賢二 , 幸田幸直 : 

チザニジンの体内動態変動により副作用症状を呈した 3患者
治療学 43 (12), 1347-1350, 2009

著　書
No.1 幸田幸直 : 

薬物治療の基礎 , 治療薬イラストレイテッド改訂版（山田信博編）
羊土社 , 東京 , pp20-31, 2009

No.2 幸田幸直 : 

アロプリノール , 他（全 14項目担当）, 医学大辞典第 2版（伊藤正男 , 井村裕夫 , 高久史
麿総編集）

医学書院 , 東京 , 2009

学会発表
No.1 堀内　学 , 平塚春菜 , 本間真人 , 神林泰行 , 五十嵐徹也 , 幸田幸直 : 

病名および検査データ等を記載した調剤サポートせんの試作とその有用性
平成 20年度大学病院情報マネジメント部門連絡会議（大分）1月 , 2009

No.2 山城智美 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

ゾルピデムとブロチゾラムの睡眠効果に及ぼす性差の影響
性差医学・医療学会　第 2回学術集会（東京）2月 , 2009

No.3 百　賢二 , 本間真人 , 田中敏雄 , 仲野弘子 , 脇田由貴子 , 幸田幸直 : 

LC/MS/MSによる血中および尿中チザニジン濃度測定
日本薬学会第 129年会（京都）3月 , 2009

No.4 小林紀美 , 本間真人 , 小林大介 , 幸田幸直 : 

HPLCによる血中ノルフロキサシン濃度の簡易測定法の開発
日本薬剤学会第 24年会（静岡）5月 , 2009

No.5 幸田幸直 , 神林泰行 : 

患者ベネフィットを大切にした製剤設計（シンポジウム基調講演）
日本薬剤学会第 24年会（静岡）5月 , 2009

No.6 土岐浩介 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

ACMIA法を用いた血中タクロリムス濃度測定における試薬カートリッジの開封後安定性
第 26回日本 TDM学会学術大会（新潟）6月 , 2009
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No.7 神林泰行 , 幸田幸直 : 

院内製剤の臨床応用　－小児を対象とした製剤－
日本薬剤学会　製剤セミナー（浜松）7月 , 2009

No.8 大畑　瞳 , 堀内　学 , 平塚春菜 , 山本理恵子 , 金子宜令 , 本間真人 , 神林泰行 , 幸田幸直 : 

病名及び検査データ等を記載した調剤サポートせんの評価（第 2報）
日本病院薬剤師会関東ブロック　第 39回学術大会（長野）8月 , 2009

No.9 藤井美帆 , 本間真人 , 山崎　浩 , 青沼和隆 , 木津純子 , 幸田幸直 : 

カテーテルアブレーション施行後の非分画ヘパリン持続投与が肝機能検査値に及ぼす影響
日本病院薬剤師会関東ブロック　第 39回学術大会（長野）8月 , 2009

No.10 宮本千穂 , 金子宜令 , 中澤佑介 , 百　賢二 , 堀内　学 , 神林泰行 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

処方オーダーシステムと連動した在庫管理システムの有用性評価
日本病院薬剤師会関東ブロック　第 39回学術大会（長野）8月 , 2009

No.11 本間真人 : 

一次情報を発信するための臨床研究　-病院薬剤部の立場から -

日本病院薬剤師会関東ブロック　第 39回学術大会（長野）8月 , 2009

No.12 小林紀美 , 本間真人 , 小林大介 , 幸田幸直 : 

HPLCによる血中および尿中ノルフロキサシン、エノキサシン濃度の簡易測定法
第 53回日本薬学会関東支部大会（埼玉）10月 , 2009

No.13 井坂由佳 , 本間真人 , 森脇俊和 , 柴原　健 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 幸田幸直 : 

mFOLFOX6療法における oxaliplatinの休薬が副作用の発現に及ぼす影響
第 19回日本医療薬学会年会（長崎）10月 , 2009

No.14 鈴木嘉治 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

末梢血リンパ球 SLC29A1 mRNA発現に SLC29A1遺伝子多型が与える影響
第 19回日本医療薬学会年会（長崎）10月 , 2009

No.15 本間真人 , 大澤靖子 , 幸田幸直 : 

癌化学療法の副作用に対する芍薬甘草湯と牛車腎気丸の使用実態
第 19回日本医療薬学会年会（長崎）10月 , 2009

No.16 嶋田沙織 , 本間真人 , 幸田幸直 : 

血清カリウム値に及ぼす抑肝散投与の影響
日本東洋医学会関東甲信越支部 第 17回茨城県部会学術集会（つくば）11月 , 2009

No.17 奥田拓也 , 中島正人 , 鈴木嘉治 , 本間真人 , 神林泰行 , 幸田幸直 :

ICUにおける薬剤情報提供の解析
第 20回茨城県薬剤師学術大会 （つくば）11月 , 2009

No.18 Shimada S, Homma M, Kohda Y: 

Change in urinary cortisol/17-OHCS ratio in healthy subjects after administration of Shakuyaku-

kanzo-To

第 3回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム（博多）11月 , 2009

No.19 中島正人 , 本間真人 , 大原　信 , 神林泰行 , 幸田幸直 , 五十嵐徹也 : 

スイッチ OTCの代替が薬剤費削減に及ぼす効果
第 29回医療情報学連合大会（広島）11月 , 2009
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No.20 土岐浩介 , 本間真人 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 , 幸田幸直 : 

フレカイニドの体内動態におよぼす加齢と CYP2D6遺伝子多型の影響
第 30回日本臨床薬理学会年会（横浜）12月 , 2009

No.21 本間真人 , 土岐浩介 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 , 幸田幸直 : 

SCN5Aプロモーターハプロタイプがフレカイニドの効果に及ぼす影響
第 30回日本臨床薬理学会年会（横浜）12月 , 2009

その他
No.1 幸田幸直 , 神林泰行 , 青木　愛 : 

処方オーダーシステムと連動した麻薬管理システムの開発と評価
Pharma Scope 4, 7-8, 2009

No.2 本間真人 : 

性差医療を考える , これからの薬剤師（木津純子　編）
からだの科学増刊（2月号）, 141, 2009

No.3 本間真人 : 

薬物の適正使用を目指した CYPの臨床研究
第 17回臨床薬剤師のための講習会（金沢）6月 , 2009

No.4 幸田幸直 : 

妊婦における薬物動態の特徴
京都薬科大学卒後教育講座（京都）9月 , 2009

No.5 幸田幸直 : 

薬物相互作用 , 症例の解析と健常人試験による検証
P & Pセミナー（相模原）10月 , 2009

No.6 幸田幸直 : 

薬剤師からみた配合剤の位置
岡山県病院薬剤師会学術講演会（岡山）12月 , 2009

No.7 本間真人 , 五十嵐徹也 : 

スイッチ OTCの代替が薬剤費削減に及ぼす効果
医療統計情報プラットフォーム（CISA）研究会シンポジウム 2009（東京）12月 , 2009
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原　著
No.1 Kozuma Y, Yuki. S, Ninomiya H, Nagasawa T, Kojima H: 

Caspase activation is involved in early megakaryocyte differentiation but not in platelet 

production from megakaryocytes.

Leukemia 23 (6): 1080-6, 2009

No.2 Ishigaki T, Sudo K, Hiroyama T, Miharada K, Ninomiya H, Chiba S, Nagasawa T, Nakamura Y: 

Human hematopoietic stem cells can survive in vitro for several months.

Advances in Hematology 2009; 936761, 2009

No.3 Furuta T, Okamoto Y, Tohno E, Minami M, Nishimura Y, Ohtomo K: 

Magnetic resonance microscopy imagining of posterior interosseous nerve palsy.

Jpn J Radiol 27 (1): 41-44, 2009

No.4 Tohno E, Ueno E, Watanabe H: 

Ultrasound screening of breast cancer.

Breast Cancer 16 (1): 18-22, 2009

No.5 Nishida M, Maruyama O, Kosaka R, Yamane T, Kogure H, Kawamura H, Yamamoto Y, Kuwana K, 

Sankai Y, Tsutsui T:

Hemocompatibility evaluation with experimental and computational fluid dynamic analyses for a 

monopivot circulatory assist pump

Artificial Organs 33 (4): 378-386, 4. 10, 2009

総　説
No.1 上妻行則 , 二宮治彦 : 

発作性夜間血色素尿症（PNH）診断のための CD55, CD59検査
診断と治療　『新しい臨床検査』. 97 (9): 1924-1926, 2009

No.2 二宮治彦 :

血液の構造　①②
筑波医療科学 6 (1): 11-14, 2009

No.3 二宮治彦 :

血液の構造　③④
筑波医療科学 6 (2): 21-25, 2009

No.4 二宮治彦 :

血液の構造　⑤⑥
筑波医療科学 6 (3): 29-33, 2009

著　書
No.1 二宮治彦 :

真性血液増加症（多血症）、二次性赤血球増加症、相対性赤血球増加症
内科学書第 7版　中山書店（東京）Vol.6: 163-166. 9月 , 2009
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No.2 上妻行則 , 二宮治彦 :

血液診療エキスパート : vol 2貧血 貧血の検査法、溶血に関する検査
中外医学社（東京）48-53, 2009

学会発表
No.1 丸山　修 , 矢田　亨 , 吉田文彦 , 小阪　亮 , 西田正浩 , 山本好宏 , 桑名克之 , 白石泰之 , 山家智之 , 

馬場　敦 , 井街　宏 , 筒井達夫 , 山根隆志 :

MERAモノピボット遠心血液ポンプの開発
第 38回人工心臓と補助循環懇話会（諏訪）2. 26, 2009

No.2 西田正浩 , 山根隆志 , 丸山　修 , 小阪　亮 , 河村　洋 , 桑名克之 , 山本好宏 , 山海嘉之 , 筒井達夫 :

MERAモノピボット遠心ポンプの性能および血液適合性に関わる内部流れの数値解析手
法に対する検討

第 48回日本生体医工学学会大会（東京）4. 23, 2009

No.3 西村純一 , 金倉　譲 , 大屋敷一馬 , 七島　勉 , 岡本真一郎 , 安藤　潔 , 二宮治彦 , 川口辰哉 ,  

中尾眞二 , 中熊秀喜 , 木下タロウ , Bedrosian C, Valentine ME, 小澤敬也 , 小峰光博 : 

本邦PNH症例における補体阻害剤（Eculizumab）の安全性と有効性 : AEGIS第2相臨床試験 .

第 46回補体シンポジウム（福岡）8月 , 2009

No.4 鈴木幸恵 , 岡部基人 , 大津　真 , 二宮治彦 , 中内啓光 : 　
造血幹細胞移植において放射線照射された骨髄環境が造血幹細胞の能力に影響を与える．

第 71回日本血液学会学術集会（京都）10.23, 2009

No.5 向井陽美 , 河野智子 , 本橋ほづみ , 上妻行則 , 小島　寛 , 山本雅之 , 二宮治彦 :

c-Mybと CD9による新たな巨核球造血制御機構．　
第 71回日本血液学会学術集会（京都）10.23, 2009

No.6 上妻行則 , 二宮治彦 , 河野智子 , 小島　寛 :

巨核球造血における apoptosis関連蛋白の役割．
第 71回日本血液学会学術集会（京都）10.24, 2009

No.7 上妻行則 , 沼知奈保子 , 二宮治彦 , 小島　寛 : 

巨核球造血・血小板産生に対する抗血小板抗体の影響
第 32回日本血栓止血学会学術集会　6月 , 2009

No.8 Kanakura Y, Ohyashiki K, Shichishima T, Okamoto S, Ando K, Ninomiya H, Kawaguchi T, Nakao S, 

Nakakuma H, Nishimura J, Kinoshita T, Bedrosian C, Valentine ME, Ozawa K, Omine M: 

Safety and efficacy of eculizumab in Japanese PNH patients: AEGIS pahse II clinical study 

results. 

第 71回日本血液学会学術集会（京都）10.24, 2009

No.9 Tomiyama Y, Miyakawa Y, Okamoto S, Katsutani S, Kimura A, Okoshi Y, Ninomiya H, Ozaki K, 

Kosugi H, Nomura S, Katsura K, Kanakura Y: 

Long-term Treatment of Low Dose Eltrombopag is Efficacious in Japanese Patients with 

Refractory Chronic Immune Thrombocytopenic Purpura (ITP). 

51ASH (New Orleans. LA) 12, 2009
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No.10 Kanakura Y, Ohyashiki K, Shichishima T, Okamoto S, Ando K, Ninomiya H, Kawaguchi T,  

Nakao S, Nakakuma H, Nishimura J, Kinoshita T, Bedrosian C, Valentine ME, Ozawa K, Omine M:

Chronic Renal Insufficiency in Japanese Patients with PNH: Improvement with Eculizumab 

Treatment. 

51ASH (New Orleans. LA) 12, 2009

No.11 Kusakabe M, Hamada M, Nakamura M, Kudo T, Ninomiya H, Takahashi S: 

Functional analysis of transcription factor c-Maf in embryonic hematopoiesis. 

51ASH (New Orleans. LA) 12, 2009
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原　著
No.1 Watanabe K, Hoshi T, Miyabe M, Tanaka M, Mizutani T: 

Volume manipulation by phlebotomy for cesarean section in a patient with pulmonary 

hypertension.

J Anesth 23 (3), 449-452, 2009

No.2 Nakamagoe K, Watanabe M, Takeda T, Mizutani T, Tamaoka A: 

Unusual presentation of more common disease/injury Parkinsonism with organophosphosphate 

poisoning.

BMJ Case Reports [doi: 10.1136/bcr.04.2009.1766]

No.3 Yoshizawa M, Maeda S, Miyaki A, Misono M, Choi Y, Shimojo N, Ajisaka R, Tanaka H: 

Additive beneficial effects of lactotripeptides and aerobic exercise on arterial compliance in 

postmenopausal women.

Am J Physiol Heart Circ Physiol 297 (5), H1899-1903, 2009

No.4 Maeda S, Sugawara J, Yoshizawa M, Otsuki T, Shimojo N, Jesmin S, Ajisaka R, Miyauchi T,  

Tanaka H: 

Involvement of endothelin-1 in habitual exercise-induced increase in arterial compliance.

Acta Physiol (Oxf) 196 (2), 223-229, 2009

No.5 Sugawara J, Komine H, Hayashi K, Yoshizawa M, Otsuki T, Shimojo N, Miyauchi T, Yokoi T,  

Maeda S, Tanaka H: 

Reduction in alpha-adrenergic receptor-mediated vascular tone contributes to improved arterial 

compliance with endurance training.

Int J Cardiol 135 (3), 346-352, 2009

No.6 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 五十嵐都 , 文蔵優子 , 河野　了 , 野口祐一 , 渡邉重行 , 青沼和隆 : 

左室内非同期検出における任意方向Mモード法の有用性　Utility of anatomical M-mode 

echocardiography as a screening method of left ventricular dyssynchorny.

日本心臓病学会誌 J Cardiol Jpn Ed 4 (1), 20-28, 2009

No.7 西野衆文 , 三島　初 , 宮川俊平 , 清水如代 , 河村春生 , 落合直之 : 

Synergy tapered stemを用いたセメントレス THAの 7年以上の成績
-Stress shielding発生要因の検討 -.

日本股関節学会誌 Hip Joint 35: 19-23, 2009

総説・その他
No.1 水谷太郎 : 

日常生活で注意すべき起因物質　洗剤 , 消毒薬（漂白・洗浄剤の混合による有毒ガス中毒
を含む）.

実験治療 694, 17-21, 2009
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No.2 萩谷圭一 , 水谷太郎 : 

急性中毒の緊急処置 .

外科基本手技アトラス , 外科治療 101 (3), 338-344, 2009

No.3 水谷太郎 : 

新春随想 .

茨城県医師会報 1 (673), p37, 2009

No.4 河野　了 : 

心筋症－診断の進歩と治療のブレイクスルー 2009－　ペーシングによる心筋症の治療 .

内科 , 南江堂 , 511-515, 2009

No.5 河野　了 , 青沼和隆 : 

新しい診断と治療の ABC 64　心臓突然死　病理・病態－拡張型心筋症 .

最新医学社 , 27-34, 2009

No.6 下條信威 , 酒井　俊 , 宮内裕美 , 宮内　卓 : 

【高血圧（第 4版）日本における最新の研究動向】　基礎編　新規開発高血圧治療薬の基礎
研究　エンドセリン拮抗薬 .

日本臨床 67 (6), 589-592, 2009

No.7 下條信威 , 酒井　俊 , 宮内裕美 , 宮内　卓 : 

【高血圧（第 4版）日本における最新の研究動向】　基礎編　循環生理活性物質の最新知見
　血管作動性物質　生合成、分泌、生理作用　エンドセリン .

日本臨床 67 (6), 194-198, 2009

著　書
No.1 河野　了　他 : 

CBTこあかり 1オリエンテーション第 3版 .

医学評論社 , 2009

No.2 河野　了　他 : 

第 103回医師国家試験問題解説集 .

医学評論社 , 2009

No.3 河野　了　他 : 

CBTこあかり 2オールチェック .

医学評論社 , 2009

No.4 水谷太郎 : 

（監修）ACLSリソーステキスト　日本語版　Chapter13　救急心血管治療における中毒学 .

アメリカ心臓協会 , バイオメディスインターナショナル , 2009

No.5 安田　貢 : 

（監修）ACLSリソーステキスト　日本語版　Chapter9　脳卒中 .

アメリカ心臓協会 , バイオメディスインターナショナル , 155-177, 2009
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学会発表
No.1 Nishino T, Ishii T, Chang F, Yanai T, Watanabe A, Ogawa T, Mishima H, Nakai K, Ochiai N: 

The Effect of Gradual Weight-Bearing on Regenerated Articular Cartilage after Joint Distraction 

and Motion.

55th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society (Las Vegas) 2月 , 2009

No.2 田村恵美 , 小笹雄司 , 大内哲夫 , 高橋実穗 , 金本真也 , 平松祐司 , 水谷太郎 : 

小児集中治療の中でのターミナルステージへの移行 Part1 ～救命の場から看取りの場へと
移行する家族の変化～ .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪）2月 , 2009

No.3 小笹雄司 , 田村恵美 , 川口寿彦 , 高橋実穗 , 金本真也 , 平松祐司 , 水谷太郎 : 

小児集中治療の中でのターミナルステージへの移行 PART2 ～集中治療が参画する継続看
護システムの構築～ .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪）2月 , 2009

No.4 宮本毅治 , 卯野木健 , 桜本秀明 , 四本竜一 , 村田洋章 , 萩谷圭一 , 水谷太郎 : 

一般演題ポスター 9　呼吸・看護教育「耳たぶ程度の硬さ」による気管チューブカフ圧管
理は可能か？ .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪）2月 , 2009

No.5 河野　了 , 安田　貢 , 萩谷圭一 , 関　義元 , 下條信威 , 池田晃彦 , 水谷太郎 , 馬場雅子 , 瀬尾由広 , 

青沼和隆 : 

塩酸ランジオロールによる低心機能症例の心拍数制御 .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪）2月 , 2009

No.6 萩谷圭一 , 四本竜一 , 卯野木健 , 宮本毅治 , 村田洋章 , 桜本秀明 , 高橋伸二 , 水谷太郎 : 

気管チューブのサイズ・種類と HMEF使用が PetCO2に及ぼす影響 .

第 36回日本集中治療医学会学術集会（大阪）2月 , 2009

No.7 Sakamaki F, Seo Y, Ishizu T, Machino T, Iida N, Nakajima H, Inaba T, Kawamura R, Kanemoto M, 

Sekiguchi Y, Fumikura Y, Kawano S, Noguchi Y, Watanabe S, Aonuma K: 

Utility of Modified Septal-to-Posterior Wall Motion Delay with Anatomical M-Mode 

Echocardiography as a Predictor of Responders of Cardiac　Resynchronization Therapy. 

第 72回日本循環器学会総会学術集会（福岡）3月 , 2009

No.8 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Ito S, Matsumoto I, Hayashi T, Kawano S, Ishizu T, 

Watanabe S, Aonuma K: 

Altered Characteristics of Endothelial Cells in Patients with Pulmonary Arterial Hypertension 

Estimated by Endothelial Cell-Derived Microparticles.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.9 Shimojo N, Maruyama H, Yoshizawa M, Niwayama J, Miyahara T, Misono M, Miyaki A, Tajiri K, 

Miyauchi T, Maeda S, Aonuma K: 

Lactotripeptide Ameliorates Vascular Endothelial Cell Function via Inhibition of Angiotensin II 

and Recruitment of Endothelial Progenitor Cells in Elderly Women.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009
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No.10 Yamaguchi N, Zaedi S, Shimojo N, Sultana SN, Iwashima Y, Koyama A, Hiroe M, Sakuma I,  

Hattori Y, Jesmin S: 

Estrogen Receptor- α Plays Dominant Role in the Preservation of VEGF Signaling in Coronary 

Microcirculation in Heart of Female Mice.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.11 Jesmin S, Zaedi S, Shimojo N, Sultana NS, Iwashima Y, Hiroe M, Yamaguchi N, Miyauchi T: 

Superiority of Dual Endothelin Receptor Antagonist to Selective Receptor Antagonist in 

Ameliorating Altered VEGF Signaling in Early Diabetic Hearts.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.12 Jesmin S, Sultana NS, Shimojo N, Zaedi S, Iwashima Y, Miyauchi T, Hiroe M, Yamaguchi N: 

Endothelin Antagonist Normalizes the Downregulated VEGF, NO and BCL-2 Expression in 

Penile Tissues in Early Type 1 Diabetic Rat Model.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.13 Tajiri K, Maruyama H, Sakai S, Shimojo N, Aihara H, Endoh M, Saitoh T, Kawano S, Watanabe S, 

Aonuma K: 

Contrast Medium-Induced Renal Damage is Tightly Associated with Endothelial Injury in 

Patients.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.14 Sakai S, Shimojo N, Ogata T, Aonuma K: 

Regulation of RNA Polymerase II (Pol-II)-Driven Gene Expression and Cardiomyocyte Size by 

C-Terminal Domain Phosphatase of Pol II.

第 73回日本循環器学会総会学術集会（大阪）3月 , 2009

No.15 Maruyama H, Satoh M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S,  

Aonuma K: 

Endothelial P-selectin and Platelet Consumption during Sleep in Obstructive Sleep Apnea.

The 9th World Congress on Sleep Apnea (Seoul, Korea) 3月 , 2009

No.16 丸山秀和 , 佐藤　誠 , 酒井　俊 , 河野　了 , 下條信威 , 田尻和子 , 安田　京 , 渡邉重行 , 青沼和隆 : 

睡眠時無呼吸症候群において夜間の血管内皮細胞の活性化が血小板血栓に関連する .

第 106回日本内科学会講演会（東京）4月 , 2009

No.17 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Ito S, Matsumoto I, Hayashi T, Kawano S, Ishizu T, 

Watanabe S, Aonuma K: 

Alteration of Endothelial Cells in Patients with Pulmonary Arterial Hypertension Estimated by 

Endothelial Cell-Derived Microparticles.

Arteriosclerosis, Thrombosis, and Vascular Biology Annual Conference 2009

(Washington, DC, USA) 4月 , 2009

No.18 Maruyama H, Satoh M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S,  

Aonuma K: 

Endothelial P-Selectin Initiates Platelet Consumption During Sleep in Obstructive Sleep Apnea.

Arteriosclerosis, Thrombosis, and Vascular Biology Annual Conference 2009

(Washington, DC, USA) 4月 , 2009
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No.19 西野衆文 , 三島　初 , 清水如代 , 宮川俊平 , 河村春生 , 落合直之 : 

セメントレス tapered stemおける stress shielding発生要因の統計学的分析．
第 82回日本整形外科学会学術総会（福岡）5月 , 2009

No.20 下條信威 , 丸山秀和 , 庭山　淳 , 山口　巌 : 

透析治療における心血管疾患スクリーニング法と新たな治療法の可能性について .

第 54回日本透析医学術集会・総会（横浜）6月 , 2009

No.21 Maruyama H, Satoh M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S,  

Aonuma K: 

Endothelial P-selectin Expression and Platelet Consumption during Sleep in Obstructive Sleep 

Apnea.

SLEEP 2009 23rd Annual Meeting of the Associated Professional Sleep Societies

(Seattle, Washington, USA) 6月 , 2009

No.22 古川大祐 , 河野　了 , 秋山大樹 , 山崎　浩 , 瀬尾由広 , 青沼和隆 : 

著しい乳酸アシドーシスを来した若年者の一例 .

第 187回茨城県内科学会（水戸）6月 , 2009

No.23 河野　了 , 安田　貢 , 下條信威 , 関　義元 , 萩谷圭一 , 池田晃彦 , 高橋伸二 , 水谷太郎 , 黒木健志 , 

瀬尾由広 , 青沼和隆 , 榊原　謙 : 

慢性心不全に合併する難治性心室性不整脈の治療戦略 .

第 18回日本集中治療医学会関東甲信越地方会（松本）7月 , 2009

No.24 宮本毅治 , 卯野木健 , 四本竜一 , 齋藤大輔 , 後藤順一 , 山田　亨 , 水谷太郎 : 

換気条件の相違が気管チューブカフ周囲からの垂れ込みに及ぼす影響 .

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童）7月 , 2009

No.25 清水　雄 , 萩谷圭一 , 高橋伸二 , 水谷太郎 : 

挿入型バイトブロックを用いた気管チューブ固定力の検討 : 粘着テープと固定ホルダーの
比較 .

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童）7月 , 2009

No.26 萩谷圭一 , 清水　雄 , 高橋伸二 , 水谷太郎 : 

抜管時における tube exchangerの使用経験 .

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童）7月 , 2009

No.27 水谷太郎 : 

体位変換時の呼吸生理、体位と呼吸管理に関する最近の知見 .

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童）7月 , 2009

No.28 四本竜一 , 卯野木健 , 宮本毅治 , 後藤順一 , 齋藤大輔 , 山田　亨 , 水谷太郎 : 

気管チューブのカフ圧調節法の違いが垂れ込みに与える影響 .

第 31回日本呼吸療法医学会学術総会（天童）7月 , 2009

No.29 Shimojo N, Jesmin S, Sakai S, Ogata T, Miyauchi T, Aonuma K: 

Estrogen Prevention Mechanism for ET-1-Induced Cardiomyocyte Hypertrophy is Linked with 

Erk and VEGF System Through Both Genomic and Nongenomic Pathway.

Basic Cardiovascular Sciences Conference 2009 (Lake Las Vegas, Nevada, USA) 7月 , 2009
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No.30 小島慶子 , 萩谷圭一 , 下條信威 , 河野　了 , 安田　貢 , 水谷太郎 : 

保存的治療で管理したフェノバルビタール中毒の一例 .

第 31回日本中毒学会総会・学術集会（東京）7月 , 2009

No.31 渡邊和宏 , 高橋　宏 , 猪股伸一 , 宮部雅幸 , 田中　誠 , 水谷太郎 : 

「ラット心不全モデルにおける塩酸オルプリノン（コアテック ®）の虚血再灌流障害予防
効果の検討」.

日本麻酔科学会　第 56回学術集会（神戸）8月 , 2009

No.32 関　義元 , 安田　貢 , 武安法之 , 高橋伸二 , 水谷太郎 , 早田台史 , 青木重憲 : 

AHA ACLS Experienced Provider Courseの日本への導入 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.33 泥谷朋子 , 小笹雄司 , 澤田幸子 , 川口寿彦 , 横田すい子 , 高梨典子 , 野竹典子 , 白川洋子 ,  

木村　勝 , 安田　貢 , 水谷太郎 : 

病院内設置 AEDの管理体制 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.34 佐々木千裕 , 小島慶子 , 常岡秀和 , 萩谷圭一 , 下條信威 , 安田　貢 , 河野　了 , 鬼澤沙織 ,  

中村泰大 , 水谷太郎 : 

グルコン酸カルシウム持続動注が有効と考えられたフッ化水素酸による化学熱傷の 1例 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.35 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 佐々木千裕 ,  

竹内紘子 : 

医学生救急車同乗実習－実施初年度のアンケート結果－ .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.36 下條信威 , 安田　貢 , 河野　了 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 佐々木千裕 , 関　義元 ,  

水谷太郎 : 

茨城県における筑波大学救急としての役割 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.37 横倉祥子 , 五味志津子 , 安田　貢 , 常岡秀和 , 川口寿彦 , 高橋貞子 , 小笹雄司 , 白川洋子 ,  

水谷太郎 : 

筑波大学附属病院の救急外来の現状－新病棟建設に向けて－ .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.38 大内哲夫 , 関　義元 , 徳永千穂 , 河野元嗣 , 水谷太郎 : 

人工呼吸管理中の乳児をヘリコプターで搬送した 1経験例 .

第 33回茨城県救急医学会（つくば）9月 , 2009

No.39 Meada S, Sugawara J, Shimojo N, Jesmin S, Sakai S, Goto K, Miyauchi T: 

Involvement of Endothelin-1 in Habotual Aerobeic Exercise-Induced Increase in Arterial 

Compliance.

ET-11: APS International Conference on Endothelin (Montreal, Canada) 9月 , 2009
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No.40 Sakai S, Shimojo N, Ogata T, Aonuma K, Miyauchi T: 

Endothelin-1-Induced Cardiac Hypertrophy is Regulated by C-Terminal Domain Phosphatase of 

RNA Porymerase II.

ET-11: APS International Conference on Endothelin (Montreal, Canada) 9月 , 2009

No.41 西野衆文 , 林　光俊 , 森北育宏 , 橋本吉登 : 

ナショナルチーム男子バレーボールのメディカルサポートについて .

第 35回日本整形外科スポーツ医学会学術集会（前橋）9月 , 2009

No.42 小林敬祐 , 後藤行延 , 小林尚寛 , 中村亮太 , 酒井光昭 , 鬼塚正孝 , 佐藤幸雄 , 下條信威 , 関　義元 , 

水谷太郎 : 

鋭的頚部気管損傷（不完全断裂）の 1例 .

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009

No.43 河野　了 , 安田　貢 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 関　義元 , 水谷太郎 , 秋山大樹 , 山崎　浩 , 瀬尾由広 ,  

青沼和隆 : 

多臓器不全で発症した可逆性肺高血圧症・右心不全の症例 .

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009

No.44 常岡秀和 , 河野　了 , 安田　貢 , 佐藤藤夫 , 関　義元 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 小島慶子 , 水谷太郎 : 

保存的治療で管理し得た外傷性胸部大動脈損傷を伴う高齢者多発外傷の一例 .

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009

No.45 安田　貢 , 水谷太郎 , 河野　了 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 常岡秀和 , 小島慶子 , 高橋伸二 , 坂根正孝 : 

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援－筑波大学社会貢献プロジェク
ト－ .

第 37回日本救急医学会総会・学術集会（盛岡市）10月 , 2009

No.46 西野衆文 , 河村春生 , 三島　初 , 宮川俊平 , 落合直之 : 

ポーラスコーティングに溶射したハイドロキシアパタイトの効果－臨床治験 THA21例の
中期成績－

第 36回日本股関節学会（京都）10月 , 2009

No.47 西野衆文 , Dong Chen, 瀧　直也 , 持田勇一 , 三ツ木直人 , 三島　初 , 河村春生 , 落合直之 , 

William R Walsh: 

粗面加工チタンインプラントに付与する生体活性コーティング（Dicarcium phospate 

dihydrate）の効果－組織学的、力学的検討－ .

第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.48 西野衆文 , 常　　非 , 石井朝夫 , 野内隆治 , 渡辺　新 , 小川　健 , 三島　初 , 落合直之 : 

家兎広範囲軟骨欠損に対する蝶番関節機構付き創外固定による関節牽引・運動の長期成績 .

第 24回日本整形外科学会基礎学術集会（横浜）11月 , 2009

No.49 河野　了 : 

パネルディスカッション : 急性期から在宅へ ～現状とその課題～ .

第 10回医療マネジメント学会茨城県地方会学術集会（つくば）11月 , 2009
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No.50 渡部浩明 , 河野　了 , 長谷川智明 , 渥美安紀子 , 秋山大樹 , 針村佳江 , 成瀬代士久 , 町野　毅 , 

石津智子 , 佐藤　明 , 瀬尾由広 , 青沼和隆 : 

AEDが作動しなかったカテコラミン心筋症合併心室頻拍の 1例 .

第 214回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）12月 , 2009

講演・その他
No.1 河野　了 : 

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から－ .

第 3回石川県周術期管理フォーラム（金沢）1月 24日 , 2009

No.2 安田　貢 : 

医療と道路－命を守るみちづくり－ .

茨城県主催みちづくり医療フォーラム（水戸）2月 17日 , 2009

No.3 安田　貢 : 

在宅難病患者の急変時のトラブルとその対策 . 

茨城県難病相談・支援センター研修会・平成 20年度第 3回
医療従事者研修会（つくば）2月 21日 , 2009

No.4 安田　貢 : 

医療と道路－命を守るみちづくり－ .

茨城県みちづくりシンポジウム（水戸）3月 8日 , 2009

No.5 河野　了 : 

非心臓手術における合併心疾患の治療戦略－循環器内科医の視点から－ .

溝口集中治療研究会（川崎）3月 13日 , 2009

No.6 河野　了 : 

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から－ .

循環器・心臓外科カンファランス（東京）5月 26日 , 2009

No.7 河野　了 : 

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から－ .

周術期の不整脈カンファランス（福井）6月 12日 , 2009

No.8 河野　了 : 

集中治療領域におけるβ遮断薬の役割－内科医の立場から－ .

βブロッカー研究会（栃木）7月 2日 , 2009

No.9 河野　了 : 

心不全の発生のメカニズムから診断・最新治療 心不全の薬物療法 .

茨城心臓フォーラム（水戸）7月 17日 , 2009

No.10 河野　了 , 安田　貢 , 下條信威 , 萩谷圭一 , 高橋広行 , 水谷太郎 : 

集中治療領域における心房細動の治療－超短期作用型β遮断薬による治療戦略 .

第 3回茨城県周術期管理セミナー（茨城）8月 7日 , 2009

No.11 安田　貢 : 

地域における CPRの普及活動とその効果 .

第 21回船橋市救急医療シンポジウム・特別基調講演（船橋）9月 5日 , 2009
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No.12 安田　貢 : 

脳卒中の救急の現状．
茨城県医師会生活習慣病フォーラム（常陸太田）9月 26日 , 2009

No.13 河野　了 : 

拡張型心筋症と上手につきあうための知識 .

平成 21年度つくば保健所・常総保健所難病講演会（常総）10月 9日 , 2009

No.14 水谷太郎 : 

災害時の医療体制 .

BANDO 災害医療セミナー（古河）11月 , 2009

No.15 河野　了 : 

周術期の循環器疾患管理において静注薬をうまく使いこなすには .

第 2回信州周術期循環管理研究会（松本）11月 27日 , 2009

No.16 安田　貢 : 

偶発的低体温症 .

茨城県北部地区メディカルコントロール協議会特別講演（日立）11月 28日 , 2009

No.17 安田　貢 : 

医療職に対する AHA G2005救急蘇生教育体制の強化支援－筑波大学社会貢献プロジェク
ト－ .

赤穂市救急シンポジウム（赤穂）12月 12日 , 2009

No.18 安田　貢 : 

検証・AHAコースで救命率は変わるか？ .

長崎県医師会救急医療シンポジウム（長崎）12月 28日 , 2009

座　長
No.1 安田　貢 : 

ランチョンセミナー「病院前心肺機能停止－我が国の AED普及と使用の現状について－」
演者 : 帝京大学医学部救急医学講座教授　坂本哲也

第 33回　茨城県救急医学会（つくば）9月 12日 , 2009

学会・研究会の主催
No.1 安田　貢 : 

筑波救急医療シンポジウム“心肺蘇生教育の現状と将来”.

2009年度筑波大学社会貢献プロジェクト（つくば）6月 26日 , 2009

受　賞
No.1 安田　貢 : 

平成 21年度茨城県救急医療功労者知事表彰 .

　9月 9日 , 2009
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地域での医療・教育活動
No.1 安田　貢 : 

第 3回 , 第 4回 , 第 5回　筑波的看護スキルアップセミナー講義 .

2月 , 6月 , 10月 , 2009

No.2 安田　貢 , 水谷太郎 : 

第 1回 , 第 2回　平成 21年度茨城県気管挿管再講習会講義・実技 .

12月 , 2009

No.3 安田　貢 : 

2009年度筑波大学社会貢献プロジェクト
－医療職および一般市民に対する国際標準救急蘇生教育体制強化の支援－ .
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論　文
No.1 川原﨑雅敏 , 浅野昴紀 , 大原　信 , 五十嵐徹也 :

携帯電話を用いた生活習慣病管理サービスの構築
第 13回日本医療情報学会春期学術大会論文集

総説、報告書等
No.1 大原　信 :

内視鏡データベースの利用におけるセキュリティのあり方
消化器内視鏡 , 21 (7)．1009-1013.2009

No.2 大江和彦 , 大原　信 , 木村道男 , 近藤克幸 , 佐藤　弥 , 中島直樹 , 山本隆一 :

厚生労働科学研究分担報告書「地域医療連携における標準化・相互運用性推進に関する研
究」報告書

学会発表
No.1 川原﨑雅敏 , 浅野昴紀 , 大原　信 , 五十嵐徹也 :

携帯電話を用いたインタラクティブな糖尿病管理支援サービスの構築
第 13回日本医療情報学会春期学術大会（JAMIシンポジウム 2009）, 長崎

No.2 大江和彦 , 大原　信 , 木村道男 , 近藤克幸 , 佐藤　弥 , 中島直樹 , 山本隆一 :

「地域医療における標準化・相互運用性推進の課題」
公開シンポジウム「医療情報の標準化と医療 IT政策を考える」, 東京 , 2009 

No.3 楠岡英雄 , 大原　信 , 高橋静子 , 土屋文人 , 岸　真司 , 村上典子 , 石川　澄 :

「オーダリングに伴うトラブル」
平成 20年度日本医療評価機構 IT化・情報機器セミナー , 東京

No.4 浅野昴紀 , 川原﨑雅敏 , 大原　信 , 五十嵐徹也 :

「携帯電話を利用した自己血糖管理システム（iSMBG）の開発」
電子通信学会研究会 , 名古屋

No.5 大原　信 , 土屋文人 , 岸　真司 , 梅里良正 :

「システム連携関連エラー事例とその対策」
第 29回医療情報連合大会　ワークショップ　広島

No.6 中島正人 , 本間真人 , 大原　信 , 神林泰行 , 幸田幸行 , 五十嵐徹也 :

「スイッチ OCTの代替が薬剤費削減に対する効果」
第 29回医療情報連合大会　広島
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原　著
No.1 Ikeda O, Ozaki M, Murata S, Matsuo R, Nakano Y, Watanabe M, Hisakura K, Andry M, Kawasaki T, 

Kohno K, Ohkohchi N: 

Autonomic regulation of liver regeneration after partial hepatectomy on mice. 

Journal of Surgical Research 152: 218-223, 2009

No.2 Nakano Y, Kondo T, Matsuo R, Murata S, Fukunaga K, Ohkohchi N:

Prevention of leukocyte activation by the neutrophil elastase inhibitor, sivelestat, in the hepatic 

microcirculation after ischemia-reperfusion. 

Journal of Surgical Research 155: 311-317, 2009

No.3 Takahashi K, Sasaki R, Kondo T, Oda T, Murata S, Ohkohchi N: 

Preoperative 3D volumetric analysis for liver congestion applied in a patient with hilar  

cholangiocarcinoma. 

Langenbecks Arch Surg, 2009

No.4 Koike N, Cho A, Nasu K, Seto K, Nagaya S, Ohshima Y, Ohkohchi N: 

Role of diffusion-weighted magnetic resonance imaging in the differential diagnosis of focal 

hepatic lesions. 

World Journal of Gastroenterol 15 (46): 5805-5812, 2009

No.5 Chiba M, Kiyozawa H, Hiraiwa N, Ohkohchi N, Yasue H: 

Existence of Pink1 antisense RNAs in mouse and their localization. 

Cytogenetic and Genome Research 126: 259-270, 2009

No.6 Isobe K, Fu L, Tatsuno I, Takahashi H, Nissato S, Hara H, Yashiro T, Suzukawa K, Takekoshi , 

Shimano H, Kawakami Y: 

Adiponection and Adiponectin Receptors in Human Pheochromocytome. 

Journal of Atherosclerosis and Thrombosis 16 (4): 442-447, 2009

No.7 Watanabe K, Hoshi T, Miyabe M, Tanaka M, Mizutani T: 

Volume manipulation by phlebotomy for cesarean section in a patient with pulmonary 

hypertension. 

J Anesth 23 (3): 449-452, 2009

No.8 筒井紗也子 , 星　拓男 , 宮部雅幸 , 田中　誠 : 

準広汎子宮全摘術後に右下腿コンパートメント症候群を発症した 1症例 .

麻酔 58 (4): 495-498, 2009

No.9 石垣麻衣子 , 星　拓男 , 田中　誠 : 

片肺換気中に冠動脈攣縮を起こした 1症例 . 

麻酔 58 (11): 1433-1436, 2009

No.10 堀田哲夫 , 佐藤直樹 , 荒川創一 , 高橋　宏 , 臼杵尚志 , 鳥谷部真一 : 

国立大学病院の現状からみた手術部看護師の適正数 .

手術医学 30 (2): 111-115, 2009
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総説・その他
No.1 Yamashita S, Takahashi H, Tanaka M: 

Bispectral index sensor as a possible cause of postoperative visual loss after frontal craniotomy. 

Br J Anaesth 103 (1): 134, 2009

No.2 Satsumae T, Tanaka M: 

Convulsions associated with ropivacaine 300 mg for brachial plexus block. 

Br J Anaesth 102: 562-563, 2009

No.3 大河内信弘 : 

卒後外科教育と専門医制度　1.

特集によせて . 日外会誌 110 (3): 114, 2009

No.4 大河内信弘 : 

TARAプロジェクト訪問 ―インタビュ―　肝不全に対する治療法の開発 .

TARA　NEWS 38: 13-21, 2009

No.5 大河内信弘 : 

凍結乾燥血小板を用いた肝再生促進治療の開発 . 

産学リエゾン共同研究センター年報 平成 20年度 : 67-77, 2009

No.6 大河内信弘 : 
機能性（アンチセンス）RNAの発現プロファイリング解析を用いた診断法の開発 . 

産学リエゾン共同研究センター年報　平成 20年度 : 237-240, 2009

No.7 佐々木亮孝 , 高原武志 , 新田浩幸 , 若林　剛 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大河内信弘 : 

肝門部胆管癌に対する“胆管分離限界点”を意識した 3-D　integrated CTと 3次元画像解
析ソフトを用いた精緻な術前診断 . 

第 94回日本消化器病学会総会記念誌 : 104-109, 2009

No.8 佐々木亮孝 , 若林　剛 , 小田竜也 , 村田聡一郎 , 大河内信弘 : 

リンパ節転移からみた胆嚢癌に対する膵頭十二指腸切除術の意義 . 

臨床外科 64 (8): 1101-1106, 2009

No.9 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 大河内信弘 : 

蛋白代謝を考慮した栄養療法 ―侵襲下における栄養療法の宿命的限界と効果―. 

臨床栄養 114 (6): 602-609, 2009

No.10 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 大河内信弘 : 

中心静脈栄養法を最適化する血糖管理 ―特に Tight Glycemic Control（TGC）に関する最
新の見解―. 

栄養　評価と治療 26 (4): 315-323, 2009

No.11 寺島秀夫 , 只野惣介 , 大河内信弘 : 

周術期を含め浸襲下におけるエネルギー投与に関する理論的考え方～既存のエネルギー投
与量算定法からの脱却 .

静脈経腸栄養 24 (5): 1027-1043, 2009

No.12 近藤　匡 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

胆道バイパス術 . 

胆・膵外科標準手術 4: 58-71, 2009
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No.13 安部井誠人 , 福田邦明 , 正田 純一 , 小田竜也 , 大河内信弘 , 田中直見 , 兵頭一之介 :

自己免疫関連性胆管炎の治療選択における UDCA/ステロイド反応性の意義 . 

胆と膵 30 (10): 1301-1306, 2009

No.14 左津前剛 , 高橋　宏 , 星　拓男 , 平石恵美子 , 古垣達也 , 宮部雅幸 : 

筑波大学附属病院手術部における危機管理に対する新しい取り組み .

手術医学 30 (4): 323-4, 2009

No.15 原　尚人 : 

アロマターゼ阻害薬と乳癌
BIO Clinica 24 (5): 70-75, 2009

学会発表
No.1 Yamada K, Oda T, Hashimoto S, Takagi M, Ohkohchi N, Ikeda H, Yanagihara H, Kita E, Tasaki A, 

Takagi T, Kanamori T: 

The physical requirement for induction heating cancer therapy using magnetic nanoparticles. 

25th Annual Meeting of the European Society for Hyperthermic Oncology

(Verona, Italy) 6月 , 2009

No.2 Yoneyama S, Fukunaga K, Kondo T, Oda T, Sasaki R, Ohkohchi N: 

A case of multiple hepatocellular carcinoma disease free survival who received 

multimodality therapy. International Kobe Liver Symposium on HCC 

with a JSH-ILCA Joint Scientific Session (Kobe, Japan) 6月 , 2009

No.3 Satsumae T, Tanaka M, Yamaguchi H, Inomata S, Shimizu T: 

Magnesium sulfate attenuates tourniquet pain in healthy volunteers. 2009 Annual meeting 

American Society of Anesthesiologists 

(New Orleans) 10月 , 2009

No.4 米山　智 , 福永　潔 , 高橋一広 , 大原佑介 , 石井美帆 , 永井健太郎 , 丸山岳人 , 田野井智倫 ,  

黒川友博 , 大城幸雄 , 近藤　匡 , 小田竜也 , 稲川　智 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 寺島秀夫 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

集学的治療により無再発生存中の多発肝細胞癌の一例 . 

第 31回茨城県消化器病懇話会（つくば市）1月 ,  2009

No.5 永井健太郎 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 田野井智倫 , 黒川友博 , 丸山岳人 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 :

高度リンパ節転移胃癌に対し、術前 TS-1/CDDP療法後に切除を施行しえた 1例 .

第 22回関越 DIF研究会（東京）2月 , 2009

No.6 小田竜也 , 大河内信弘 : 

手術、放射線療法、化学療法及び免疫療法の組み合わせによる新たな治療法の研究 . 

第 18回茨城がん学会（水戸）2月 , 2009

No.7 星　拓男 : 

こだわりの TCI&PKシュミレーション 2～作用時間が中等度の薬物～ フェンタニルによ
る術後鎮痛を考える . 

第 9回麻酔科学ウインターセミナー（富良野市）2月 , 2009
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No.8 小林可奈子 , 星　拓男 , 吉松　文 : 

一般演題　「もやもや病を合併した妊婦の麻酔管理」.

第 9回麻酔科学ウインターセミナー（富良野市）2月 , 2009

No.9 吉松　文 , 星　拓男 , 小林可奈子 : 

肝部分切除・後腹膜リンパ節郭清術後に発症した左正中神経麻痺の一例 . 

第 9回麻酔科学ウインターセミナー（富良野市）2月 , 2009

No.10 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 山本雅由 , 大河内信弘 : 

重大合併症ゼロに近接する胸部食道癌再建術式―高位胸腔内食道胃吻合術の工夫―. 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.11 只野惣介 , 寺島秀夫 , 福沢淳也 , 山口龍志郎 , 大河内信弘 : 

高度侵襲下における過剰栄養投与と続発する高血糖が消化管吻合部に及ぼす影響 －ラッ
ト CLPモデルにおける検討－ . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.12 福永　潔 , 小田竜也 , 山本雅由 , 柳澤和彦 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 稲川　智 , 寺島秀夫 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

大腸癌遠隔転移に対する外科的切除の有効性 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.13 近藤　匡 , 佐々木亮孝 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大城幸雄 , 稲川　智 , 大河内信弘 : 

安全な腹腔鏡下胆嚢摘出術を目指した 3D術中ナビゲーションシステムの有用性 .

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.14 大和田洋平 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 高橋一広 , 田野井智倫 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

腹壁瘢痕ヘルニア手術における 3D-CTによる術前計画の有用性 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.15 佐々木亮孝 , 武田雄一郎 , 高原武志 , 若林　剛 , 近藤　匡 , 大河内信弘 : 

胆管癌切除例における UICC-TNM stagingと胆道癌取扱い規約による stagingの比較検討 .

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.16 近藤　匡 , 山本雅由 , 寺島秀夫 , 小田竜也 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

腹膜播種転移による穿孔性腹膜炎の検討 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.17 田村孝史 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 大河内信弘 :

胃切除後早期経口摂取の検討 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.18 朴　秀吉 , 近藤　匡 , 中野順隆 , 福永　潔 , 大河内信弘 : 

好中球エラスターゼ阻害剤による肝虚血再灌流障害防止における血小板動態の解明 .

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.19 高野恵輔 , 千葉　満 , 朴　秀吉 , 村田聡一郎 , 鏡　良弘 , 安江　博 , 大河内信弘 :
センス /アンチセンスカスタムマイクロアレイを用いた大腸癌における転写産物の解析 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009
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No.20 高木美那子 , 小田竜也 , 山田圭一 , 橋本真治 , 村田聡一郎 , 大河内信弘 : 

リゾビストにおける電磁誘導焼灼治療と免疫反応を組み合わせた多発がん結節治療の試
み . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.21 小田竜也 , 山田圭一 , 橋本真治 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

幽門輪非温存 , 垂直胃－腸吻合による PD後の胃内容排出遅延の改善 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.22 池田　治 , 大根田修 , 村田聡一郎 , 久倉勝治 , 川崎卓也 , 高野恵輔 , 朴　秀吉 , 大河内信弘 : 

マウス肝線維化モデルにおける EPCとMSCによる線維化抑制効果の比較検討 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.23 小林昭彦 , 青木一教 , 大河内信弘 : 

Homeostatic Proliferationを利用した、固形がんに対する新しい免疫遺伝子治療 .

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.24 Murata S, Ohkohchi N, Watanabe M, Nakano Y, Myronovych A, Fukunaga K: 

New therapy for promotion of regeneration and resolution of fibrosis in the liver by platelets: 

basic research to clinical trial. 

第 36回日本臓器保存生物医学会定期学術集会（岡山）4月 , 2009

No.25 三富樹郷 , 坂東裕子 , 清松裕子 , 植野　映 , 原　尚人 :

脊髄髄内転移（Intramedullary Spinal Cord Metastasis）をきたした乳癌の 1例 . 

第 109回日本外科学会定期学術集会（福岡）4月 , 2009

No.26 千葉　満 , 村田聡一郎 , アンドリーミロノビッチ , 高野恵輔 , 朴　秀吉 , 安江　博 , 大河内信弘 :

肝再生に関与する新規遺伝子とアンチセンス RNAの網羅的解析 

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.27 川崎卓也 , 村田聡一郎 , 柴崎佑樹 , 池田直哉 , アンドリーミロノビッチ , 久倉勝治 , 大河内信弘 : 

血小板は肝類洞内皮細胞を活性化し肝細胞を増殖させる . 

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.28 池田直哉 , 村田聡一郎 , 柴崎佑樹 , アンドリーミロノビッチ , 川崎卓也 , 久倉勝治 , 小林直哉 , 

大河内信弘 : 

血小板は肝星細胞のα SMA発現を抑制する . 

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.29 朴　秀吉 , 近藤　匡 , 中野順隆 , 池田直哉 , 川崎卓也 , 久倉勝治 , アンドリーミロノビッチ ,  

村田聡一郎 , 福永　潔 , 大河内信弘 : 

好中球エラスターゼ阻害剤投与による虚血再灌流後の肝における血小板動態の解析 .

第 45回日本肝臓学会総会（神戸）6月 , 2009

No.30 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 近藤　匡 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 福永　潔 , 小田竜也 , 山本雅由 ,  

寺島秀夫 , 大河内信弘 :

胆管癌切除例における予後規定因子の検討 . 

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009
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No.31 福永　潔 , 小田竜也 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

当科における肝臓外科教育体制の現状 .

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.32 小池直人 , 趙　明浩 , 有田誠司 , 大島祐二 , 武内俊章 , 廣橋健太郎 , 川島太一 , 田中　元 ,  

河上牧夫 , 大河内信弘 : 

胃静脈グラフトを用い門脈再建を専攻させた肝門部胆管癌に対する拡大肝右葉切除術 .

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.33 大河内信弘 : 

血小板による難治性肝疾患治療法開発のためのプロジェクト X.

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.34 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 小田竜也 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 大城幸雄 , 大河内信弘 : 

膵分節切除と膵空腸粘膜吻合、肝円索大網フラップの手技 .

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.35 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 田野井智倫 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大河内信弘 : 

肝シミュレーションソフトにより残肝うっ血領域を考慮し切除した肝門部胆管癌の 1例 .

第 21回日本肝担膵外科学会・学術集会（名古屋）6月 , 2009

No.36 山口龍志郎 , 寺島秀夫 , 只野惣介 , 森下由紀雄 , 大河内信弘 : 

乳癌治療後の放射線誘発胸部食道癌の 2例 .

第 63回日本食道学会学術集会（横浜）6月 , 2009

No.37 羅ことい , 清松裕子 , 坂東裕子 , 植野　映 , 臺　勇一 , 森下由紀雄 , 野口雅之 , 東野英利子 ,  

原　尚人 : 

原発臓器不明の乳房扁平上皮癌の一例 . 

第 41回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月 , 2009

No.38 清松裕子 , 坂東裕子 , 植野　映 , 近藤　譲 , 野口雅之 , 東野英利子 , 原　尚人 : 

乳腺Metaplastic  carcinomaの一例 . 

第 41回茨城乳腺疾患研究会（水戸）6月 , 2009

No.39 熊谷　洋 , 小野健太郎 , 田地佳那 , 池田達彦 , 清松裕子 , 田中優子 , 坂東裕子 , 原　尚人 : 

巨大バセドウ病の 1手術経験例 . 

第 9回茨城内分泌外科研究会（水戸）6月 , 2009

No.40 八代　享 , 原　尚人 : 

副甲状腺亜全摘術を施行した腎移植後の遷延性副甲状腺機能亢進症の 1例 . 

第 9回茨城内分泌外科研究会（水戸）6月 , 2009

No.41 只野惣介 , 寺島秀夫 , 山口龍志郎 , 米山　智 , 大河内信弘 : 

炎症反応促進作用としての Glucose Toxicity に関する病態別検討 ―腹膜炎離脱後と腹膜炎
持続状態の相違について ―.　

日本外科代謝栄養学会栄養学会第 46回学術集会（東京）7月 , 2009
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No.42 小崎浩一 , 笠原群生 , 重田孝信 , 湯沢賢治 , 宮本良一 , 大和田雅美 , 大谷明夫 , 福永　潔 ,  

大河内信弘 , 上本伸二 : 

成人生体肝移植後に発症した空洞形成病変を認めたメチシリン耐性ブドウ球菌（MRSA）
肺炎の 1例 .

第 24回日本肝移植研究会（静岡）7月 , 2009

No.43 野渡剛之 , 丸山常彦 , 田中潤一郎 , 三島英行 , 清松知充 , 酒向晃弘 , 上田和光 , 奥村　稔 ,  

大河内信弘 : 

手術を施行した高齢者消化管穿孔性腹膜炎症例の検討 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.44 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 福沢淳也 , 松尾亮太 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 大河内信弘 :

上部消化管吻合術後の早期経口摂取は術後の回復を加速化する 

―理論的根拠とアウトカム ―.

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.45 村田聡一郎 , 渡辺基信 , 久倉勝治 , アンドリーミロノビッチ , 福永　潔 , 齋藤敏之 , 安江　博 , 

大河内信弘 : 

脾摘による慢性肝炎モデルの肝線維化抑制効果と過大肝切除モデルの肝障害抑制効果の検
討 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.46 渡辺基信 , 石橋　敦 , 渡邊宗章 , 前田正光 , 津久井一 , 三井清文 , 大河内信弘 : 

術前診断し得た急性胆嚢炎を併発した左傍十二指腸ヘルニアの 1例 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.47 山口龍志郎 , 寺島秀夫 , 只野惣介 , 久倉勝治 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 大河内信弘 : 

痩孔形成の観点からみた気道浸潤 cT4胸部食道癌の問題と課題 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.48 米山　智 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 , 野口雅之 :

胃体上部に発生し、悪性腫瘍との鑑別に苦慮した胃異所性膵の一例 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.49 丸山岳人 , 柳澤和彦 , 寺島秀夫 , 稲川　智 , 山本雅由 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 , 菅野雅人 ,  

長田道夫 , 野口雅之 : 

幽門輪温存噴門側胃亜全摘術後に残胃癌を発症した 1例 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.50 大島祐二 , 小池直人 , 武内俊章 , 川島太一 , 広橋健太郎 , 有田誠司 , 田中　元 , 大河内信弘 : 

双孔式人工肛門脱を自動縫合器を用いた局所治療にて修復しえた一例 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.51 橋本真治 , 小田竜也 , 山田圭一 , 福永　潔 , 近藤　匡 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

膵癌術後補助化学療法中、後の単発肺転移切除症例（3例）の検証 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009



手術部グループ（2009年）

360

No.52 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 大城幸雄 , 福永　潔 , 近藤　匡 , 小田竜也 ,  

佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

高度進行胃癌に対する姑息的手術の検討 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.53 榎本剛史 , 山本雅由 , 植田貴徳 , 石黒愼吾 , 足立信也 , 石川詔雄 , 大河内信弘 : 

消化器外科術後 SSIの検討 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.54 山本雅由 , 柳澤和彦 , 大河内信弘 : 

Miles手術後の骨盤死腔炎の予防対策について .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.55 黒川友博 , 山本雅由 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 大河内信弘 :

手術時に壊死性筋膜炎を合併した潰瘍性大腸炎の 1例 .

第 64回日本消化器外科学会総会（大阪）7月 , 2009

No.56 左津前剛 , 田中　誠 , 山下創一郎 , 清水　雄 , 山口浩史 : 

NMDA受容体拮抗作用を有する硫酸マグネシウムのタニケットペインへの影響 .

第 56回日本麻酔科学会学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.57 渡邊和宏 , 高橋　宏 , 猪股伸一 , 宮部雅幸 , 田中　誠 , 水谷太郎 : 

ラット心不全モデルにおける塩酸オルプリノン（コアテック ®）の虚血再灌流障害予防効
果の検討 . 

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.58 箱岩沙織 , 星　拓男 , 田中　誠 : 

帝王切開術後に閉鎖神経麻痺をきたし、硬膜外麻酔による合併症と鑑別を要した症例 .

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.59 石塚俊介 , 高橋　宏 , 田中　誠 : 

気化器からのリーク量は気化器の型により異なる .

日本麻酔科学会第 56回学術集会（神戸市）8月 , 2009

No.60 大城幸雄 , 佐々木亮孝 , 久倉勝治 , 小林昭彦 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 福永　潔 ,  

小田竜也 , 寺島秀夫 , 大河内信弘 : 

胆管癌切除例における lymph node ratio およびリンパ節転移個数の予後規定因子としての
意義 . 

第 45回日本胆道学会学術集会（千葉）9月 , 2009

No.61 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 近藤　匡 , 大城幸雄 , 小林昭彦 , 福永　潔 , 小田竜也 , 大河内信弘 : 

肝シミュレーションソフトにより残肝うっ血領域を考慮し切除した肝門部胆管癌の 1例 . 

第 4回肝癌治療シミュレーション研究会（神戸）9月 ,  2009

No.62 池田直哉 , 村田聡一郎 , 川崎卓也 , アンドリーミロノビッチ , 久倉 勝治 , 大河内信弘 : 

血小板は肝星細胞活性を抑制する . 

第 13回日本肝臓学会大会（京都）10月 ,  2009

No.63 大河内信弘 : 

血小板による肝硬変治療の臨床研究の経過報告 . 

第 11回日本肝臓医生物学研究会（東京）10月 ,  2009
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No.64 佐藤恭嘉 , 宮部雅幸 , 田畑江哉 , 高橋伸二 , 田中　誠 : 

気管支ファイバー用中空スタイレットの効果 .

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009 

No.65 箱岩沙織 , 猪股伸一 , 左津前剛 , 山下創一郎 , 田中　誠 : 

高度肥満患者（BMI50）3症例の麻酔経験 .

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009 

No.66 石塚俊介 , 高橋　宏 , 田中　誠 : 

急速大量出血時の一回拍出量変化率、一回拍出量係数を指標にした輸液、輸血管理 . 

日本臨床麻酔学会第 29回大会（浜松市）10月 , 2009

No.67 高橋　宏 , 左津前剛 , 星　拓男 , 平石恵美子 , 宮部雅幸 , 石塚俊介 : 

麻酔気化器からのリーク．
日本手術医学会第 31回総会（東京）10月 , 2009

No.68 Ikeda N, Murata S, Takahashi K, Ohshiro Y, Kawasaki T, Myronovych A, Ohkohchi N:

Platelets keep human hepatic stellate cell in stable state by the ERK signaling pathway. 

International Symposium on Cellular Signaling ～ principles and functions～ 

（つくば）11月 , 2009

No.69 Kawasaki T, Murata S, Takahashi K, Ohshiro Y, Shibasaki Y, Ikeda N, Pak S, Myronovych A, 

Hisakura K, Kobayashi N, Ohkohchi N:

Activation and proliferation of human liver sinusoidal endothelial cell by human platelets and 

hepatocyte

International Symposium on Cellular Signaling. ～ principles and functions～
（つくば）11月 , 2009

No.70 Myronovych A, Murata S, Chiba M, Matsuo R, Ikeda O, Watanabe M, Hisakura K, Nakano Y,  

Kohno K, Kawasaki T, Hashimoto I, Shibasaki Y, Yasue H, Ohkohchi N: 

Platelets induce regenerative signaling pathways and mRNA expression in the residual liver of 

lethally hepatectomized mice. 

International Symposium on Cellular Signaling ～ principles and functions～
（つくば）11月 , 2009

No.71 寺島秀夫 , 只野惣介 , 山口龍志郎 , 米山　智 , 久倉勝治 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 

大河内信弘 : 

一過性麻痺による誤嚥を回避可能にする反回神経周囲リンパ節郭清の工夫 .

第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 ,  2009

No.72 渡辺基信 , 近藤　匡 , 大河内信弘 , 石橋　敦 , 渡邊宗章 , 前田正光 , 三井清文 , 津久井一 : 

両側鼠径ヘルニア術後に大腿ヘルニアを発症した高齢男性の 1例 .　
第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 ,  2009

No.73 稲垣勇紀 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 村田聡一郎 , 久倉勝治 , 丸山岳人 , 佐々木亮孝 ,  

大河内信弘 : 

術前化学療法を施行した異所性膵癌の 1例 .

第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 ,  2009
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No.74 丸山岳人 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 久倉勝治 , 村田聡一郎 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 佐々木亮孝 ,  

大河内信弘 : 

術前 CTにて診断し得た十二指腸に脱出した進行胃癌の 1例 .

第 71回日本臨床外科学会総会（京都）11月 ,  2009

No.75 池田達彦 , 那須克弘 , 坂東裕子 , 東野英利子 , 近藤　譲 , 田中優子 , 森下由紀雄 , 原　尚人 : 

triple negative乳癌のMRI所見の検討 . 

第 6回日本乳癌学会関東地方会（さいたま）12月 , 2009

No.76 田地佳那 , 坂東裕子 , 池田達彦 , 田中優子 , 原　尚人 : 

乳癌骨転移、骨髄癌症に EC療法が奏功した 1症例 . 

第 6回日本乳癌学会関東地方会（さいたま）12月 , 2009

症例報告
No.1 大城幸雄 , 大河内信弘 , 永田千草 , 稲留征典 , 榎本剛史 , 松尾亮太 : 

終末回腸重複腸管に発生した腺癌の 1切除例 .

日本消化器外科学会雑誌 42 (2): 215-220, 2009

No.2 高橋一広 , 佐々木亮孝 , 柳澤和彦 , 稲川　智 , 近藤　匡 , 福永　潔 , 山本雅由 , 寺島秀夫 ,  

小田竜也 , 大河内信弘 : 

高精度肝画像解析ソフトにより右門脈裂を確認できた転移性肝癌の 1切除例 .

日本消化器外科学会雑誌 42 (2): 182-186, 2009

No.3 柳澤和彦 , 山本雅由 , 谷澤伸次 , 武田由美子 , 明石義正 , 大河内信弘 : 

タクロリムス軟膏が著効した壊疸性濃皮症の 1例 .　
日本消化器外科学会雑誌 42 (1): 122-126, 2009

No.4 石井美帆 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 大河内信弘 : 

Non-rotation typeの腸回転異常症を伴った胃癌の 1例 .　
日臨外会誌 70 (4): 1059-1064, 2009

No.5 山口龍志郎 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 石川詔雄 , 佐々木亮孝 , 大河内信弘 : 

長期生存が得られた同時性肝転移を伴う穿孔性胃癌の 1例 .

日本臨床外科学会雑誌 70 (5): 1376-1382, 2009

No.6 宮本良一 , 柳澤和彦 , 山本雅由 , 稲川　智 , 寺島秀夫 , 大河内信弘 : 

イレウスに併発した特発性縦隔気腫の 1例 .

日臨外会誌 70 (2): 394-398, 2009

No.7 野﨑礼史 , 神賀正博 , 岡崎雅也 , 今村史人 , 間瀬憲多朗 , 丸森健司 , 山本雅由 , 大河内信弘 : 

直腸印環細胞癌術後の胃転移と考えられる 1例 . 

日本消化器外科学会雑誌 42 (5): 594-599, 2009

講演会・その他
No.1 大河内信弘 : 

ミニブタを用いた肝再生機構の解明、臓器移植の基礎的メカニズムの解明 . 

自治医科大学先端医療技術開発センターシンポジウム（栃木）4月 , 2009
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No.2 大河内信弘 : 

肝癌（外科の立場から）.

第 11回仙北消化器疾患研究会（宮城）6月 , 2009

No.3 星　拓男 : 

鎮痛を重視した静脈麻酔のメリット～ TIVAトレーナーを用いて～ .

つくば静脈麻酔講演会（つくば市）4月 , 2009
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論文その他 (Proceeding)
No.1 Eguchi K, Kawamoto H, Hayashi T, Sankai Y, Yoshida T, Shimizu T, Ochiai N: 

Use of a wearable robot ― the hybrid assistive Limb ― to assist walking in a stroke patient: a 

case report. 

Proc. of 5th world congress of the ISPRM, pp. 27-29, 2009

No.2 Kawamoto H, Hayashi T, Sakurai T, Eguchi K, Sankai Y: 

Development of Single Leg Version of HAL for Hemiplegia.

Proc. of 31st Annual International Conference of the IEEE  EMBS, pp. 5038-5043, 2009

No.3 Shingu M, Eguchi K, Sankai Y: 

Substitution of motor function of polio survivors who have permanent paralysis of limbs by using 

cybernic Voluntary Control.

Proc. of the 2009 IEEE Int’l Conf. 

on Robotics and Biomimetics (ROBIO 2009), pp. 504-509, 2009

学会発表
No.1 鶴巻俊江 , 石川公久 , 清水朋枝 , 丸山　剛 , 前島のりこ , 岸本圭司 , 江口　清 , 吉田太郎 : 

Friedreich失調症疑いの小児患者の理学療法経験
第 44回日本理学療法学術大会（東京）5月 , 2009

N0.2 清水朋枝 , 石川公久 , 鶴巻俊江 , 丸山　剛 , 岸本圭司 , 前島のりこ , 江口　清 , 吉田太郎 : 

二分脊椎児の変形・拘縮に対する装具療法についての一考察
第 44回日本理学療法学術大会（東京）5月 , 2009

No.3 丸山　剛 , 石川公久 , 清水朋枝 , 鶴巻俊江 , 岸本圭司 , 前島のりこ , 江口　清 , 吉田太郎 : 

当院における膠芽腫患者の入院回数と全身状態を含めた転記時の状況
第 44回日本理学療法学術大会（東京）5月 , 2009

No.4 前島のりこ , 丸山　剛 , 清水朋枝 , 石川公久 , 鶴巻俊江 , 岸本圭司 , 江口　清 , 吉田太郎 : 

脊髄梗塞症例の機能的予後予測の検討
第 44回日本理学療法学術大会（東京）5月 , 2009

No.5 寺元洋平 , 加藤寿々恵 , 平　顕誠 , 吉田太郎 , 江口　清 :

言語療法にあおける訓練課題の提案 ～ 日々の高次脳機能の変化を大まかにとらえる ～
第 10回日本言語聴覚療法学会（倉敷）6月 , 2009

No.6 吉田太郎 , 江口　清 , 落合直之 : 

両下腿切断に至ったリウマチ患者
第 46回日本リハビリテーション医学会学術集会（静岡）6月 , 2009

No.7 Eguchi K, Kawamoto H, Hayashi T, Sankai Y, Yoshida T, Shimizu T, Ochiai N: 

Use of a wearable robot ― the hybrid assistive Limb ― to assist walking in a stroke patient:

a case report. 

5th world congress of the ISPRM (Istanbul) 6月 , 2009
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No.8 須田恵子 , 石川公久 , 清水朋枝 , 江口　清 : 

片麻痺児 ADLに対する子どもの能力低下評価表（PEDI）を使っての一考察
第 43回日本作業療法学会（郡山）6月 , 2009

No.9 平　顕誠 , 石川公久 , 横張和寿 , 江口　清 , 落合直之 :

Intrinsic plus handに対しての軟性装具の検討
第 43回日本作業療法学会（郡山）6月 , 2009

No.10 沼田織絵 , 石川公久 , 江口　清 , 落合直之 : 

肋間神経移行術後の機能回復とリハビリテーション期間に対する一考察
第 43回日本作業療法学会（郡山）6月 , 2009

No.11 平　顕誠 , 三星有紀子 , 曽根恵子 , 沼田織絵 , 吉田太郎 , 江口　清 , 落合直之 :

関節リウマチの手指に対する軟性装具の検討
第 6回茨城リウマチケア研究会（つくば）7月 , 2009

No.12 Kawamoto H, Hayashi T, Sakurai T, Eguchi K, Sankai Y: 

Development of Single Leg Version of HAL for Hemiplegia. 

31st Annual International Conference of the IEEE  EMBS (Minneapolis) 9月 , 2009

No.13 Shingu M, Eguchi K, Sankai Y: 

Substitution of motor function of polio survivors who have permanent paralysis of limbs by using 

cybernic Voluntary Control. 

(Guilin) 12月 , 2009

No.14 江口　清 , 河本浩明 , 山海嘉之 : 

筋ジストロフィー患者へのロボットスーツ HALによる動作の支援、筋ジストロフィーの
臨床試験実施体制構築に関する研究（筋ジス臨床研究川井班）

平成 21年度班会議（東京）12月 , 2009
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地域医療教育学・医療福祉支援センター・ 
総合臨床教育センターグループ (2009 年 )

原　著
No.1 Nagata-Kobayashi S, Maeno T, Yoshizu M, Shimbo T: 

Universal problems during residency: abuse and harassment 

MEDICAL EDUCATION 43 (7): 628-636, 2009 

No.2 Sasahara T, Kizawa Y, Morita T, Iwamitsu Y, Otaki J, Okamura H, Takahashi M, Takenouchi S,  

Bito S: 

Development of a Standard for Hospital-Based Palliative Care Consultation Teams Using a 

Modified Delphi Method 

Journal of Pain and Symptom Management 38 (4): 496-504, 2009 

No.3 木村琢磨 , 前野哲博 , 前野貴美 : 

指導医によるサポートと日本の研修医のストレス要因・ストレス緩和要因との関係に関す
る検討 

日本プライマリ・ケア学会誌 32 (4): 224-229, 2009

No.4 中山雅博 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 待木健司 , 原　　晃 : 
顔面骨骨折を契機に判明した血友病例

耳鼻咽喉科臨床 102 (8): 685-687, 2009

No.5 戸塚久美子 , 前野貴美 , 齋藤和美 , 谷内洋子 , 菅原歩美 , 佐藤睦美 , 西垣結佳子 , 齋藤あき ,  

小野幸雄 , 内藤隆志 , 曽根博仁 : 

早食い習慣は糖尿病を含む耐糖能異常発症のリスクファクターである
日本未病システム学会雑誌 14 (2): 195-198, 2009

総　説
No.1 前野哲博 : 

はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 1回　外来診療は国試のようにはいかない 

レジデント 2 (5): 146-151, 2009

No.2 前野哲博 : 
はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 2回　患者入室から鑑別診断は始まっている！ 

レジデント 2 (6): 138-142, 2009

No.3 前野哲博 : 

はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 3回　診断に必要な情報を漏れなく集める 

レジデント 2 (7): 120-125, 2009
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No.4 前野哲博 : 

はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 4回　診断のカギになる情報を整理する 

レジデント 2 (9): 138-142, 2009

No.5 前野哲博 : 

はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 5回　鑑別診断は「緊急、common、待てるか」で考える 

レジデント 2 (10): 137-141, 2009

No.6 前野哲博 : 

はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 6回　スピード・トレンド・持続時間で診断に迫る 

レジデント 2 (11): 141-145, 2009

No.7 前野哲博 : 

はじめての症候診断～臨床決断のセンスを磨こう～
第 7回　操作特性を診断に生かす 

レジデント 2 (12): 122-126, 2009

No.8 前野哲博 : 

19歳、男性。臥床時に増悪する呼吸困難 

日経メディカル (497): 114-116, 2009

No.9 前野哲博 : 

医師養成におけるメンタルヘルスケアの充実を 

MMJ 5 (4): 241, 2009

No.10 前野哲博 : 

特集　地域医療を進める　筑波大学における地域医療の取り組み 

茗渓 1063: 4-6, 2009

No.11 前野哲博 : 

自分がこうなりたいというロールモデルを見つけよう 

医学界新聞 2837: 2, 2009

No.12 木澤義之 , 山本　亮 : 

がん診療に携わるすべての医師が緩和ケアの基本的な知識を習得していくための研修
－ PEACEプログラムを用いた研修会について－ 

緩和医療学 11 (4): 303-309, 2009

No.13 木澤義之 : 
がん治療 update　緩和医療（解説）

日本癌治療学会誌 44 (3): 1207-1208, 2009 

No.14 木澤義之 : 
学習者が持つポテンシャルを引き出す 

緩和ケア 19: 218-219, 2009
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No.15 木澤義之 : 
わが国における緩和ケアの基本教育の現状　－ PEACEプロジェクトの実践を通して－ 

順天堂医学 55 (4): 472-477, 2009

No.16 木澤義之 : 
緩和ケアをともに学ぶ、教える　－伝えようとするスタッフのために－
C. 学習者が持つポテンシャルを引き出す 

緩和ケア 10月増刊号 19: 218-219, 2009

No.17 木澤義之 : 
いつでもどこでも緩和ケアを受けることができるように
－緩和ケア啓発・普及プログラム PEACEの紹介－ 

緩和ケア在宅ねっと (7): 12-13, 2009

No.18 木澤義之 : 
プライマリ・ケアにおける内科診療　プライマリ・ケア医の知っておきたい　ミニマム知
識　緩和ケアの普及について－すべての医師が基本的な緩和ケアを実施できるように－ 

日本内科学会雑誌 98 (2): 210-216, 2009

No.19 橋爪隆弘 , 林　昇甫 , 木澤義之 , 小川朝生 : 

緩和医療の均てん化と専門化に向けての取り組み がん診療連携拠点病院緩和ケアチーム
研修会の課題 

日本癌治療学会誌 44 (2): 358, 2009

No.20 伊勢雄也 , 片山志郎 , 木澤義之 : 

特集　緩和医療に「困った」に答える　緩和医療の勉強の仕方がわからない 

月刊薬事 51 (5): 85-89, 2009

著　書
No.1 金城紀与史 , 前野哲博 , 岸本暢将（監訳）: 

身体診察シークレット 

メディカル・サイエンス・インターナショナル（東京）2009

No.2 木澤義之 :

緩和ケアの普及啓発・教育研修・臨床研究 日本緩和医療学会 PEACEプロジェクト
－がん診療に携わるすべての医師が基本的な緩和ケアを実施できるように 

「ホスピス緩和ケア白書」編集委員会（編） 
ホスピス緩和ケア白書 , 青梅社（東京）24-30, 2009

No.3 木澤義之 : 

第 19章緩和ケアの学び方 .チャレンジ！在宅がん緩和ケア 

平原佐斗志・茅根義和（編）, 緩和ケアの学び方
チャレンジ！在宅がん緩和ケア , 南山堂（東京）221-227, 2009 

No.4 木澤義之 : 

緩和ケア 

小川聡（編）, 改訂版 7版　内科学書　内科学総論　臨床症状
中山書店（東京）218-220, 2009
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No.5 木澤義之 : 

在宅緩和ケアのための実践ガイド 

在宅緩和ケアの基本教育等に関する検討小委員会
在宅緩和ケアのための実践ガイド（編）, 青海社（東京）全体編者 , 2009

No.6 木澤義之 : 

在宅医療におけるコミュニケーション・スキル 

藤森麻衣子 , 内富庸介（編）, 

続・がん医療におけるコミュニケーション・スキル
実践に学ぶ悪い知らせの伝え方 ,

医学書院（東京）166-173, 2009

学会発表
No.1 Yamamoto R, Kizawa Y: 

The PEACE project̶development of nation-wide educational project in Japan 

8th Asian Pacific Hospice Conference (Australia) Sept, 2009

No.2 Takeda Y, Morio K, Otaki J, Takahashi M, Kai I, Inafuku T, Takayashiki A, Yasui H, Snell L: 

Factors related to interest in rural practice among Japanese medical students.

 The Association for Medical Education in Europe the XIXth SEDEM Meeting

 (Malaga, Spain) August – September, 2009

No.3 Takeda Y, Morio K, Otaki J, Takahashi M, Kai I, Inafuku T, Takayashiki A, Yasui H, Snell L: 

Gender differences among medical students and residents regarding factors affecting future 

practice location -- a nationwide survey. Japan Society for Medical Education Annual 

Conference．
第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.4 Totsuka K, Maeno T, Saito K, Kodama S, Asumi M, Yachi Y, Maki M, Shimano H, Yamada N,  

Naito T, Sone H: 

Self-Reported Eating Fast Is a Potent Predictor for Development of Impaired Glucose Tolerance 

in Japanese Men and Women: Tsukuba Medical Center Study.

69th American Diabetes Association Scientific Sessions (New Orleans, Louisiana) June, 2009

No.5 Totsuka K, Maeno T, Saito K, Kodama S, Asumi M, Hiranuma Y, Ono Y, Naito T, Sone H: 

Fatty liver is a better predictor of impaired glucose tolerance than liver function test: Tsukuba 

Medical Center Study.

the 2nd world congress on Ningen Dock, Sep , 2009

No.6 Heianza Y, Totsuka K, Maeno T, Saito K, Kodama S, Asumi M, Hiranuma Y, Ono Y, Naito T, Sone H: 

Self-reported eating fast is closely associated with non-alcoholic fatty liver disease: Tsukuba 

Medical Center Study 3.

the 2nd world congress on Ningen Dock, Sep, 2009
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No.7 小林志津子 , 小山　弘 , 浅井　篤 , 野口善令 , 前野哲博 , 福島　統 , 山本和利 , 小泉俊三 ,  

新保卓郎 : 

日本の医学生が在学中に経験するアルコールハラスメントの現況
第 17回総合診療医学会（福岡）2月 , 2009

No.8 前野貴美 , 三木明子 , 村井文江 , 佐藤菊枝 , 高屋敷明由美 , 安梅勅江 , 東野英利子 , 前野哲博 : 

専門職連携教育プログラムにおけるシナリオ映像化の試み 

第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.9 河村由吏可 , 高屋敷明由美 , 前野貴美 , 前野哲博 : 

指導医講習会におけるカリキュラムプランニングについての全国調査 

第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.10 瀬尾恵美子 , 前野哲博 , 小川良子 , 山田麻紀 , 松村　明 : 

医師・研修医・学生に対する子育て懇談会における意識調査 

第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.11 中村明澄 , 堤　円香 , 高屋敷明由美 , 前野哲博 , 阪本直人 , 河村由吏可 , 栗原　宏 , 原　　晃 , 

大塚藤男 : 

筑波大学地域ヘルスプロモーションプログラムの試み 

第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.12 片岡義裕 , 高屋敷明由美 , 前野哲博 : 

医学生はクリニカルクラークシップにおいて自主的に取り組んでいるか 

第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.13 鈴木將玄 , 菅ヶ谷純一 , 有田圭介 , 前野貴美 , 前野哲博 : 

体重減少を主訴に総合診療科初診外来を受診した患者の分析 

2009年プライマリ・ケア関連学会連合学術会議（京都）8月 , 2009

No.14 中村明澄 , 堤　円香 , 阪本直人 , 前野哲博 : 

医学生参加型の地域健康教育プログラムにおける地域住民の評価 

2009年プライマリ・ケア関連学会連合学術会議（京都）8月 , 2009

No.15 堤　円香 , 中村明澄 , 阪本直人 , 皆川頼一 , 前野哲博 : 

自治体と大学のタイアップによる地域健康教育の試み 

2009年プライマリ・ケア関連学会連合学術会議（京都）8月 , 2009

No.16 小曽根早知子 , 鈴木將玄 , 前野貴美 , 石丸直人 , 菅ヶ谷純一 , 有田圭介 , 前野哲博 : 

総合診療科外来初診患者の年代別主訴の分布に関する考察
－日常診療において必要とされる診療能力とは？

2009年プライマリ・ケア関連学会連合学術会議（京都）8月 , 2009

No.17 栗原　宏 , 河村由吏可 , 高木麻理子 , 前野貴美 , 前野哲博 : 

地域医療実習のインパクト 

2009年プライマリ・ケア関連学会連合学術会議（京都）8月 , 2009

No.18 五十野博基 , 高木　博 , 端山幹大 , 高屋敷明由美 , 前野哲博 : 
嚥下困難を来たした異物の症例

茨城県救急医学会（水戸）9月 , 2009
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No.19 中山雅博 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 , 野村正猛 , 村下秀和 , 米納昌恵 , 山口　崇 : 

頭頸部感染性血栓性静脈炎の 2例
第 110回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（東京）5月 , 2009

No.20 中村和隆 , 吉村知倫 , 林健太郎 , 星野朝文 , 辻　茂希 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 ,  

鈴木謙介 , 関堂　充 , 中山雅博 : 

側頭骨原発のユーイング肉腫 /Primitive Neuroectodermal Tumorの 1症例
第 63回日耳鼻茨城県地方部会（水戸）6月 , 2009

No.21 田渕経司 , 飛田忠道 , 辻　茂希 , 大久保英樹 , 和田哲郎 , 原　　晃 , 高野晋吾 , 松村　明 ,  

大塚藤男 : 
当科を受診した聴神経腫瘍症例に占める神経線維腫症症例の検討

第 18回日本聴神経腫瘍研究会（東京）6月 , 2009

No.22 田渕経司 , 中山雅博 , 廣瀬由紀 , 林健太郎 , 大久保英樹 , 原　　晃 : 
側頭骨原発 Ewing肉腫の 1例

第 71回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会（旭川）7月 , 2009

No.23 廣瀬由紀 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 中山雅博 , 林健太郎 , 原　　晃 : 
耳下腺悪性神経内分泌腫瘍の 1例

第 71回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会（旭川）7月 , 2009

No.24 中山雅博 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 , 待木健司 : 

顔面骨骨折を契機に判明した血友病の 1例
第 71回耳鼻咽喉科臨床学会・学術講演会（旭川）7月 , 2009

No.25 和田哲郎 , 上前泊功 , 飛田忠道 , 辻　茂希 , 田渕経司 , 大久保英樹 , 原　　晃 : 
初回治療に一側性聴神経腫瘍と診断された神経線維腫症の 2症例

第 19回日本耳科学会総会・学術講演会（東京）10月 , 2009

No.26 木澤義之 , 山本　亮 , 志真泰夫 : 

緩和医療の均てん化と専門化に向けての取り組み
第 47回日本癌治療学会（横浜）10月 , 2009

No.27 木澤義之 , 山本　亮 , 橋爪隆弘 , 森田達也 , 志真泰夫 : 

緩和医療と精神腫瘍学 我が国における緩和ケアの教育の現状（Palliative medicine and 

psycho-oncology Current Perspectives on Palliative Care Education in Japan）（英語）
第 68回日本癌学会総会（横浜）10月 , 2009

No.28 木澤義之 : 

教育セッション 16　がん治療 update　緩和医療
緩和医療の均てん化と専門化に向けての取り組み 

第 47回日本癌治療学会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.29 木澤義之 : 

緩和ケアチームの基準と質の評価について
－ホスピス緩和ケアの連携の視点から－　シンポジスト 

日本ホスピス緩和ケア協会　2009年度年次大会（広島）7月 , 2009
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No.30 高屋敷明由美 : 

PBLテュートリアルの新たな可能性「Active Learnerの育成を目指して
～リアリティと多様性を重要視した PBLテュートリアル」

第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.31 武田裕子 , 森尾邦正 , 大滝純司 , 高橋　都 , 甲斐一郎 , 稲福哲也 , 高屋敷明由美 , 安井浩樹 : 

離島・へき地勤務に関する医学部 4・6年生の意識と属性
第 41回日本医学教育学会大会（大阪）7月 , 2009

No.32 武田裕子 , 森尾邦正 , 大滝純司 , 高橋　都 , 甲斐一郎 , 稲福哲也 , 高屋敷明由美 , 安井浩樹 : 

学生・研修医が将来の診療科を選択する理由に男女差はあるか
2009年プライマリ・ケア関連学会連合学術会議（京都）8月 , 2009

No.33 戸塚久美子 , 前野貴美 , 齋藤和美 , 谷内洋子 , 菅原歩美 , 穴迫唯衣 , 平沼ゆり , 小野幸雄 ,  

内藤隆志 , 曽根博仁 : 

耐糖能異常及び糖尿病発症予測因子としての脂肪肝、肝機能検査異常の意義の検討 

生活習慣病学会 1月 , 2009

No.34 戸塚久美子 , 前野貴美 , 児玉　暁 , 阿隅美保子 , 牧　美保 , 穴迫唯衣 , 伊部陽子 , 小野幸雄 ,  

内藤隆志 , 曽根博仁 : 

耐糖能異常および糖尿病発症における食習慣の意義に関する検討 

生活習慣病学会 1月 , 2009

班研究報告
No.1 木澤義之 :

地域の緩和ケア標準化に関する研究
厚生労働科学研究費補助金（第 3次対がん総合戦略研究事業）

緩和ケアプログラムのよる地域介入研究班
H20年度　総括研究報告書 pp.5-7

No.2 木澤義之 :

地域に根ざしたがん医療システムの展開に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　がん臨床研究事業

地域に根ざしたがん医療システムの展開に関する研究班
　H20年度総括・分担研究報告書 , pp34-37

No.3 木澤義之 :

がん医療の均てん化に資する緩和医療に携わる医療従事者の育成に関する研究
厚生労働科学研究費補助金　がん臨床研究事業

がん医療の均てん化に資する緩和医療に携わる医療従事者の育成に関する研究班
H20年度総括・分担研究報告書　pp1-22

その他
No.1 前野哲博 : 

症候診断の思考ロジック　鑑別診断　最初の 3秒　－問診表でどこまでわかる？－
ERアップデート in 東京ベイ 2009（浦安市）2月 , 2009
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No.2 前野哲博 : 

医療者のメンタルヘルス
国立保健医療科学院　医療安全管理概論（埼玉）2月 , 2009

No.3 前野哲博 : 

研修医のストレス
むつ総合病院講演会（青森）5月 , 2009

No.4 前野哲博 : 

研修病院における指導者のあり方
南和歌山医療センター講演会（和歌山）6月 , 2009

No.5 前野哲博 : 

研修医のメンタルヘルスケア
山梨研修医・指導医セミナー（山梨）7月 , 2009

No.6 前野哲博 : 

地域で活躍できる医師を養成するための臨床研修のあり方
平成 21年度指導医シンポジウム（つくば）9月 , 2009

No.7 前野哲博 : 

新研修制度における大学病院のあり方－研修医に選ばれる病院になるために－
富山大学指導医研修会（富山）9月 , 2009

No.8 前野哲博 : 

地域医療再生に向けて
北茨城市立病院講演会（北茨城市）10月 , 2009

No.9 前野哲博 : 

地域が医師を育てる－医師不足解消法－
第 20回茨城医学会地域医療分科会シンポジウム（水戸）11月 , 2009

No.10 前野哲博 : 

EBMとリスクマネジメント
平成 21年度弘前大学医学部　医療リスクマネジメント講義（弘前）11月 , 2009

No.11 前野哲博 : 

臨床現場における EBMの実践
弘前生涯教育フォーラム（弘前）11月 , 2009

No.12 前野哲博 : 

新しい医学教育の実際・教育を通した地域医療貢献
医学アカデミー講演会（東京都）12月 , 2009

No.13 前野哲博 : 

「診療参加型臨床実習の実態と課題」
医学教育振興財団「医学教育を考える会」（東京）12月 , 2009
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No.14 前野哲博 : 

講習会ディレクター・チーフタスクフォース
平成 20年度第 3回茨城県指導医養成講習会（阿見）1月 , 2009

平成 20年度第 4回茨城県指導医養成講習会（つくば）3月 , 2009

平成 21年度第 1回茨城県指導医養成講習会（つくば）7月 , 2009

和歌山県医師臨床研修指導医講習会（和歌山市）9月 , 2009

平成 21年度第 2回茨城県指導医養成習会（水戸）10月 , 2009

No.15 木澤義之 : 

緩和ケアコンサルテーションチームの立ち上げとその実際
第 2回がん緩和ケアと支持療法研究会（東京）2月 , 2009

No.16 木澤義之 : 

望ましい治療・療養とは？－緩和ケアの立場から－
第 9回癒しの環境研究会全国大会ランチョンセミナー（土浦）2月 , 2009

No.17 木澤義之 : 

緩和医療における病診連携
緩和医療学術講演会（茨城町）3月 , 2009

No.18 木澤義之 : 

「緩和ケアチームと地域医療緩和ケア」
～地域で緩和ケアを実践するのにどうしたらよいか～

富山県緩和ケアチーム実践セミナー（富山）3月 , 2009

No.19 木澤義之 : 

コミュニケーションロールプレイ・地域連携と治療・療養の場の選択
がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会（茨城）5月 , 2009

No.20 木澤義之 : 

医の倫理Ⅱ
H21年度滋賀医科大学講義　医の倫理Ⅱ（滋賀）5月 , 2009

No.21 木澤義之 : 

緩和ケアチームの基準と質の評価について－ホスピス緩和ケアの連携の視点から－
2009年度日本ホスピス緩和ケア協会年次大会（広島）7月 , 2009

No.22 木澤義之 : 

緩和医療学　「効果的なコミュニケーション」
平成 21年度厚生労働省委託事業

「インターネットを活用した専門医の育成等事業」（東京）8月 , 2009

No.23 木澤義之 : 

がん性疼痛の緩和に関する知識を学ぶ
「がん性疼痛の緩和をめざして」研修会（松本）8月 , 2009

No.24 木澤義之 : 

「緩和ケアチームと地域緩和ケア」
緩和ケア講演会（郡山）9月 , 2009
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No.25 木澤義之 : 

緩和ケアの教育－最新の動向－
第 68回日本癌学会学術総会（横浜）10月 , 2009

No.26 木澤義之 : 

地域でがんを診る
第 5回「地域医療を考える会」TSUKUBA（つくば）10月 , 2009

No.27 木澤義之 : 

緩和ケア
緩和ケア講演会（土浦）10月 , 2009

No.28 木澤義之 : 

がん治療 UPDATE　緩和医療
第 47回日本癌治療学会総会学術集会（横浜）10月 , 2009

No.29 木澤義之 : 

緩和医療
日本癌治療学会総会学術集会教育セッション（横浜）10月 , 2009

No.30 木澤義之 : 

緩和チーム
秋田県緩和チーム研究会（秋田）11月 , 2009

No.31 木澤義之 : 

「在宅医療概論」
平成 21年度認定看護師教育課程訪問看護学科講義（東京）11月 , 2009

No.32 木澤義之 : 

「緩和ケア普及のための教育」－院内・地域で緩和ケアを実践するために－
緩和ケア講演会　～緩和ケアの地域への普及～（神戸）12月 , 2009

No.33 木澤義之 : 

「地域全体で取り組むホスピス・緩和ケア」
日本財団寄附講義・千葉大学普遍教育　

「いのちを考える～医療の原点をみつめて～」（千葉）12月 , 2009
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No.34 木澤義之 : 

ファシリテーター
第 6回日本緩和医療学会教育セミナー（東京）1月 , 2009

日本緩和医療学会 PEACEプロジェクト緩和ケア指導者研修会
「緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会」（大阪）1月 , 2009

平成 20年度第 4回がん診療連携拠点病院
緩和ケアチーム研修会（広島）1月 , 2009

平成 20年度がん医療に携わる医師に対するコミュニケーション技術研修会
（福岡）1月 , 2009

平成 20年度緩和ケアの基本教育のための都道府県指導者研修会
（船橋）2月 , 2009

北海道緩和ケア研修会 in富良野（富良野）3月 , 2009

緩和ケアの基本教育のための都道府県指導者研修会（船橋）4月 , 2009

日本緩和医療学会 PEACEプロジェクト緩和ケア指導者研修会
（大阪）6月 , 2009

日本緩和医療学会　PEACEプロジェクト　緩和ケア指導者研修会
（東京）7月 , 2009

平成 21年度がん診療連携拠点病院
緩和ケアチーム研修会（東京）8月 , 2009

茨城県緩和ケア研修会（土浦）8月 , 2009

日本緩和医療学会 PEACEプロジェクト緩和ケア及び
精神腫瘍学の基本教育に関する指導者研修会（船橋）9月 , 2009

平成 21年度がん診療連携拠点病院緩和ケアチーム基礎研修会（大阪）10月 , 2009

第 8回緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会（船橋）11月 , 2009

平成 21年度　緩和ケアチーム研修会　in 秋田（秋田）11月 , 2009

No.35 瀬尾恵美子 : 

「地域が医師を育てる－医師不足解消法－」パネリスト : 

茨城医学会地域医療分科会（水戸）11月 , 2009

No.36 瀬尾恵美子 : 

「女性医師看護師キャリアアップ支援システム成果報告
－つくば的 女性医師・看護師の働きやすい環境を目指して－」報告

茨城県医師会
女性医師の勤務環境の整備に関する病院長、病院開設者・管理者等への講習会

（つくば） 2月 , 2009

No.37 前野貴美 : 

タスクフォース
平成 20年度第 4回茨城県指導医養成講習会（つくば）3月 , 2009

No.38 阪本直人 : 

タスクフォース
平成 20年度第 3回茨城県指導医養成講習会（阿見）1月 , 2009
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No.39 阪本直人 : 

県との共同事業による筑波大学での地域健康づくり
第 14回全国首長連携交流会（東京）5月 , 2009

No.40 阪本直人 : 

地域保健における家庭医の役割について
順天堂大学地域保健学講義（千葉）6月 , 2009

No.41 阪本直人 : 

健康科学の実践⑤：家庭医の役割
順天堂大学健康科学概論講義（千葉）6月 , 2009

No.42 阪本直人 : 

家庭医から見た健康な家族
ヘルスプロモーション講座（千葉）7月 , 2009

No.43 阪本直人 : 

たばこ教室（喫煙予防教育）, 神栖市ヘルスプロモーション事業
神栖第三中学校（神栖市）11月 , 2009 

波崎第四中学校（波崎市）11月 , 2009 

大野原西小学校（神栖市）12月 , 2009 

波崎第三中学校（波崎市）12月 , 2009 

No.44 阪本直人 : 

高血圧教室『いきいき健康講座　高血圧編
～減塩とウォーキングで実感しながら健康アップ～』

神栖市保健センター（神栖市）9月 , 2009

神栖市保健センター（神栖市）9月 , 2009

神栖市保健センター（神栖市）11月 , 2009

No.45 阪本直人 : 

新型インフルエンザ
神栖済生会病院来院患者対象健康講座（神栖市）9月 , 2009

神栖済生会病院来院患者対象健康講座（神栖市）10月 , 2009

神栖済生会病院透析患者対象健康講座（神栖市）10月 , 2009
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原　著
No.1 Yoshitomi T, Suzuki R, Mamiya T, Matsui H, Hirayama A, Nagasaki Y:

pH-sensitive radical-containing-nanoparticle (RNP) for the L-band-EPR imaging of low pH 

circumstances. 

Bioconjug Chem. 20 (9): 1792-8. 2009

No.2 Takagi T, Naito Y, Okada H, Ishii T, Mizushima K, Akagiri S, Adachi S, Handa O, Kokura S, 

Ichikawa H, Itoh K, Yamamoto M, Matsui H, Yoshikawa T:

Lansoprazole, a proton pump inhibitor, mediates anti-inflammatory effect in gastric mucosal cells 

through the induction of heme oxygenase-1 via activation of NF-E2-related factor 2 and oxidation 

of kelch-like ECH-associating protein 1.

J Pharmacol Exp Ther. 2009 Oct; 331 (1): 255-64. Jul 23. Epub 2009

No.3 Hayashi S, Takahashi N, Kurata N, Yamaguchi A, Matsui H, Kato S, Takeuchi K:

Involvement of aquaporin-1 in gastric epithelial cell migration during wound repair.

Biochem Biophys Res Commun. 2009 Aug 28; 386 (3): 483-7. Jun 17. Epub 2009

No.4 松井裕史 :

蛍光内視鏡による胃癌診断：
消化管 Network第 20巻 , 32-33頁 , 2009

総　説
No.1 松井裕史 , 金子　剛 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

【色素内視鏡を見直す -画像強調観察法との比較】ALAを用いた胃癌の光線力学的診断
臨床消化器内科 24 (10): 1379-1386, 2009

No.2 Majima HJ, Indo HP, Tomita K, Iwashita Y, Suzuki H, Masuda D, Shimazu T, Tanigaki F, Umemura S, 

Yano S, Fukui K, Higashibata A, Yamazaki TQ, Kameyama M, Suenaga S, Sato T, Yen H-C, Gusev O, 

Okuda T, Matsui H, Ozawa T, Ishioka N:

Bio-assessment of risk in long-term manned space exploration cell death factors in space radiation 

and/or microgravity: a review-.

Biol Sci Space 23 (2): 43-53, 2009

著　書
No.1 中原　朗 , 松井裕史 , 鈴木英雄 , 金子　剛 :

消化管症候群（第 2版）　上　－その他の消化管疾患を含めて－
I食道　食道 dysplasia

別冊日本臨床　新領域別症候群シリーズ No.11

日本臨床社 , pp41-44, 7月 , 2009
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No.2 中原　朗 , 松井裕史 , 鈴木英雄 , 金子　剛 :

消化管症候群（第 2版）　上　－その他の消化管疾患を含めて－
I食道　　　食道腫瘍［良性・悪性・上皮性・非上皮性］

別冊日本臨床　新領域別症候群シリーズ No.11

日本臨床社 , pp93-97, 7月 , 2009

No.3 中原　朗 , 松井裕史 , 鈴木英雄 , 金子　剛 :

消化管症候群（第 2版）　下　－その他の消化管疾患を含めて－
IV空腸 , 回腸 , 盲腸 , 結腸 , 直腸先天性異常 , 

遺伝性疾患　S状結腸過長症
別冊日本臨床　新領域別症候群シリーズ　No.12

日本臨床社 , pp547-550, 9月 , 2009

No.4 中原　朗 , 松井裕史 , 鈴木英雄 , 金子　剛 :

消化管症候群（第 2版）　下　
IV空腸 , 回腸 , 盲腸 , 結腸 , 直腸 , S状結腸過長症 , 

別冊日本臨床　新領域別症候群シリーズ　No11

日本臨床社 , pp547-550, 2009

学会発表
No.1 廣瀬充明 , 鈴木英雄 , 松井裕史 , 金子　剛 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 寺島秀夫 , 菅野雅人 ,  

上野卓教 , 長谷川直之 , 池澤和人 :

ESDにて治療切除が得られたバレット食道癌の 1例
第 303回日本消化器病学会関東支部例会 , （東京）2月 , 2009

No.2 廣島良規 , 森脇俊和 , 平井祥子 , 廣瀬充明 , 山田武史 , 遠藤慎治 , 金子　剛 , 鈴木英雄 , 松井裕史 , 

中原　朗 , 兵頭一之介 :

実地臨床における切除不能・再発結腸直腸癌に対する Bevacizumab併用療法の検討
第 18回茨城がん学会 , （水戸）2月 , 2009

No.3 森脇俊和 , 兵頭一之介 , 鈴木英雄 , 平井祥子 , 廣島良規 , 廣瀬充明 , 山田武史 , 金子　剛 ,  

松井裕史 , 中原　朗 :

当科における DIF関連の臨床試験の取り組み .

第 22回関越 DIF研究会 , 2月 , 2009

No.4 宇土潤平 , 金子　剛 , 松井裕史 :

アスピリンと酸環境は胃粘膜細胞のミトコンドリア呼吸を阻害する
第 77回日本消化器内視鏡学会総会 , （名古屋）5月 , 2009

No.5 廣島良規 , 鈴木英雄 , 平井祥子 , 金子　剛 , 森脇俊和 , 松井裕史 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

ヘリコバクターピロリ感染に対する幼少期の衛生環境の影響について
第 95回日本消化器病学会総会　ポスター , （札幌）5月 , 2009

No.6 廣島良規 , 鈴木英雄 , 金子　剛 , 森脇俊和 , 松井裕史 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 上野卓教 ,  

石毛和紀 , 設楽佐代子 , 池澤和人 :

慢性偽腸閉塞症の 1例
第 16回茨城県炎症性腸疾患研究会 , （つくば）6月 , 2009
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No.7 長野由美子 , 松井裕史 , 下川　治 , 頼　冠甫 , 金子　剛 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

胃酸曝露は胃粘膜細胞にミトコンドリア膜電位低下・ROS・産生を伴う細胞傷害をもたら
す

第 62回日本酸化ストレス学会 , （福岡）6月 , 2009

No.8 吉冨　徹 , 間宮　孝 , 松井裕史 , 平山　暁 , 長崎幸夫 :

生体内 ROSの可視化を目指した EPRナノプローブの創製
第 62回日本酸化ストレス学会 , （福岡）6月 , 2009

No.9 半田　修 , 内藤裕二 , 岡田ひとみ , 水島かつら , 林奈津子 , 内山和彦 , 石川　剛 , 高木智久 ,  

八木信明 , 小倉　聡 , 松井裕史 , 東　　健 , 川野　淳 , 吉川敏一 :

酸化ストレス刺激による Helocobacter pylori CagA発現胃上皮細胞の反応：アポトーシス
を中心として

第 62回日本酸化ストレス学会 , （福岡）6月 , 2009

No.10 山田武史 , 金子　剛 , 鈴木英雄 , 松井裕史 , 兵頭一之介 :

宗教的理由で光化学療法を施した一例
第 5回茨城内視鏡治療研究会 , （つくば）7月 , 2009

No.11 Matsui H:

Plenary Lecture.Gastric cancer specific porphyrin accumulation. 

The 4th Seol National University Bundang Hospital PDT Colloquium, 7月 , 2009

No.12 Matsui H, Kaneko T, Nagano YN, Shimokawa O, Hirayama A, Nagasaki Y:

Plenary Lecture by Young Investigator Award Winners: NSAIDs and acidic environment induce 

gastric mucosal cellular mitochondrial dysfunction. 

SFRR-Europe meeting, 9月 , 2009

No.13 井坂由佳 , 本間真人 , 森脇俊和 , 柴原　健 , 中原　朗 , 兵頭一之介 , 幸田幸直 :

mFOLFOX6療法による oxaliplatinの休薬が副作用の発現に及ぼす影響
第 19回日本医療薬学会 , （長崎）10月 24日 , 2009

No.14 福田邦明 , 鈴木英雄 , 安部井誠人 , 正田純一 , 中原　朗 , 兵頭一之介 :

肝門部胆管悪性狭窄に対する金属ステントの有効性．
第 78回日本消化器内視鏡学会大会（京都）10月 , 2009

No.15 松井裕史 :

教育講演；消化管の解剖と疾患
平成 21年度茨城県消化器内視鏡技師研究会 , 12月 , 2009

No.16 Matsui H: 

Plenary Lecture: Gastric cancer specific porphyrin accumulation. 

LASER TOKYO 2009

 (18th International Symposium for LASER Sugery and Medicine), 12月 , 2009
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原　著
No.1 西山綾子 , 酒向晃弘 , 上田和光 , 奥村　稔 , 佐藤宗勝 , 杉田真太朗 :

直腸印環細胞癌術後 9年目に発症した転移性大腸癌の 1例
手術 63: 127-130, 2009 

No.2 Sugita S, Seki K, Yokozawa K, Tochigi N, Hisaoka M, Hashimoto H, Shimoda T, Hasegawa T:

Analysis of CHOP rearrangement in pleomorphic liposarcomas using fluorescence in situ 

hybridization.

Cancer Sci 100: 82-87, 2009

No.3 Mori K, Fukuda K, Asaoka H, Ueda T, Kunimatsu A, Okamoto Y, Nasu K, Fukunaga K, Morishita Y, 

Minami M:

Radiofrequency ablation of the liver: determination of ablative margin at MR imaging with 

impaired clearance of ferucarbotran: feasibility study.

Radiology 2009; 251: 557-565, 2009

著　書
No.1 杉田真太朗 , 古屋周一郎 , 森下由紀雄 , 野口雅之 :

第 3部　社会における病理学 . 3. 病理試料の保管（組織 , ブロック , ガラス , マクロ写真 , 

レポート）
病理と臨床【臨時増刊号】 27: 316-322, 2009

学会発表
No.1 裴　一花 , 加野准子 , 稲留征典 , 飯嶋達生 , 森下由紀雄 , 野口雅之 :

悪性肝腫瘍における dickkopf3の発現とその診断応用
第 98回日本病理学会総会　2009

No.2 杉田真太朗 , 森下由紀雄 , 富樫真二 , 野口雅之 :

異所性骨組織と連続した右腋窩の微小な骨外性間葉型軟骨肉腫の一例
第 98回日本病理学会総会　2009

No.3 後藤行延 , 小林敬祐 , 酒井光昭 , 石川成美 , 鬼塚正孝 , 深澤政勝 , 南　優子 , 森下由紀雄 ,  

野口雅之 :

肺癌手術例における開胸時胸腔洗浄細胞診疑陽性例の検討
第 50回日本臨床細胞学会総会　2009

No.4 森下由紀雄 , 大窪千草 , 李　冬平 , 小貫琢哉 , 野口雅之 :

背景肺で高発現する lactoferrinが肺腺がんの発生・進展を抑制する
第 24回発癌病理研究会　2009

No.5 永田千草 , 小林弘美 , 南　優子 , 森下由紀雄 , 野口雅之 :

卵巣粘液性腫瘍における OCIAD2の発現解析
第 68回日本癌学会学術総会　2009
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No.6 石井美由紀 , 南　優子 , 深澤政勝 , 藤原広美 , 後藤行延 , 杉田真太朗 , 森下由紀雄 , 野口雅之 :

胸膜肥厚を伴う胸水検体においてセルブロック法が診断に有用であった 2例
第 48回日本臨床細胞学会秋期大会　2009

その他
No.1 森下由紀雄 :

肺腫瘍の細胞診
第 24回日本臨床細胞学会茨城県支部学術集会特別講演　2009
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原　著
No.1 Tokuyama K, Ogata H, Katayose Y, Satoh M:

Algorithm for transient response of whole body indirect calorimeter: deconvolution with a 

regularization parameter

J Appl Physiol 106: 640-650, 2009 

No.2 Katayose Y, Tasaki M, Ogata H, Nakata Y, Tokuyama K, Satoh M:

Metabolic rate and fuel utilization during sleep assessed by whole-body indirect calorimetry. 

Metabolism Clinical and Experimental 58: 920-926, 2009

No.3 Matsuyama M, Nakazawa K, Katou M, Ota K, Masuko H, Iizuka T, Mori T, Hayashi H,  

Hayashihara K, Saito T, Satoh M, Hizawa N:

Central Alveolar Hypoventilation Syndrome Due to Surgical Resection for Bulbar 

Hemangioblastoma

Intern Med. 48: 925-930, 2009

総　説
No.1 佐藤　誠 :

日本人の睡眠呼吸障害の特徴
最新医学 64: 34-41, 2009

No.2 佐藤　誠 :

日本の閉塞型睡眠時無呼吸症候群
Modern Physician 8: 1107-10, 2009

No.3 柳原万里子 , 安田　京 , 佐藤　誠 :

閉塞型睡眠時無呼吸症候群と 2型糖尿病
動脈硬化予防 8: 68-70, 2009

No.4 佐藤　誠 :

生活習慣病と睡眠障害
歯界展望 114: 1057-66, 2009

著　書
No.1 佐藤　誠 :

Long Face Syndrome

日本睡眠学会編 , 睡眠学 P 634-7,朝倉書店 , 東京 , 2009

No.2 佐藤　誠 :

SASの性差・人種差
本間栄編 , 睡眠時無呼吸症候群 P 49-54, 克誠堂出版 , 東京 , 2009

No.3 佐藤　誠 :

成人の睡眠関連呼吸障害
松浦雅人編 , 睡眠検査学の基礎と臨床 pp49-54, 克誠堂出版 , 東京 , 2009
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学会発表
No.1 佐藤　誠 , 佐藤塾 :

睡眠と日本睡眠歯科学会
塾シリーズ第 4弾（東京）2月 , 5月 , 9月 , 2009

No.2 M Satoh:

Relationship between Obesity and Craniofacial Structure in Japanese Patients with Obstructive 

Sleep Apnea

WCSA （Seoul） 3月 , 2009

No.3 佐藤　誠 :

教育講演：肥満と閉塞型睡眠時無呼吸症候群（OSAS）とMetabolic Syndrome（MS）
第 2回日本肥満症治療学会（東京）7月 , 2009

No.4 佐藤　誠 :

PSG検査は OSASの診療に必要か？ Pro&Con

第 1回 ISMSJ学術集会（神戸）9月 , 2009

No.5 平田裕美 , 丸山秀和 , 佐藤　誠 :

閉塞性睡眠時無呼吸症候群と塩基性線維芽細胞増殖因子との関係
 ISMSJ学術集会（神戸）9月 , 2009

No.6 片寄泰子 , 緒形ひとみ , 徳山薫平 , 佐藤　誠 :

睡眠時呼吸障害におけるエネルギー消費量と酸化基質
日本睡眠学会第 34回定期学術集会（大阪）10月 , 2009

No.7 Maritani S, Ito Y, Shen M, Takahashi S, Kajiwara N, Satoh M:

The effects of consecutive intakes of L-serine on subjective sleep quality

日本睡眠学会第 34回定期学術集会（大阪）10月 , 2009

No.8 佐藤　誠 :

日本人の顔貌と閉塞型睡眠時無呼吸症候群
第 68回日本矯正歯科学会　生涯研修セミナー（博多）11月 , 2009

No.9 佐藤　誠 :

新潟県における PSG検査の 10年
第 6回新潟睡眠呼吸障害研究会（新潟）11月 , 2009

No.10 佐藤　誠 :

シンポジウム睡眠を考える
第 46回日本臨床生理学会総会 11月 , 2009

No.11 Satoh M:

Retrospective analysis of 15,339 PSGs in Niigata Prefecture, Japan. Data from Niigata Sleep 

Disorders Association (NiSDA). 

Asian Sleep Research Society Summit in Okinawa. (Okinawa) 11月 , 2009

No.12 佐藤　誠 :

北山睡眠フォーラム：助けを求めるイビキ 

（沖縄 :今帰仁村）11月 , 2009
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講演会、その他
No.1 佐藤　誠 :

メタボリックシンドロームと睡眠呼吸障害
第 6回群馬呼吸障害研究会（前橋）1月 , 2009

No.2 佐藤　誠 :

沖縄市民講座：健康と睡眠
肥ると怖い睡眠時無呼吸症候群（那覇）1月 , 2009

No.3 佐藤　誠 :

メタボリックシンドロームと睡眠呼吸障害
第 7回肥満症カンファレンス（仙台）2月 , 2009

No.4 佐藤　誠 :

肥ると怖い睡眠時無呼吸症候群
全国 SASセミナー市民公開講座（日立）3月 , 2009

No.5 佐藤　誠 :

睡眠呼吸障害と各種疾患との関係
第 16回東京呼吸ケア研究会（東京）3月 , 2009

No.6 佐藤　誠 :

メタボリックシンドロームと睡眠呼吸障害
第 12回埼玉包括的呼吸ケア研究会（大宮）4月 , 2009

No.7 佐藤　誠 :

鹿児島市民講座
“いびき”と“メタボ”は、赤信号 -睡眠時無呼吸症候群 - （鹿児島）4月 , 2009

No.8 佐藤　誠 :

肥満と顔貌からみた睡眠時無呼吸症候群（SAS）の病態
第 8回名古屋循環器生活習慣病カンファレンス（名古屋）5月 , 2009

No.9 佐藤　誠 :

睡眠とメタボリックシンドローム
東総地区 学術講演会（旭）6月 , 2009 

No.10 佐藤　誠 :

中田由夫、生活習慣を考える
筑波大学公開講座（筑波）5-6月 , 2009



臨床医療管理部グループ（2009年）

386

臨床医療管理部グループ（2009 年）

原　著
No.1 Kunieda T, Nakanishi N, Matsubara H, Ohe T, Okano Y, Kondo H, Nishimura M, Shirato K,  

Tanabe N, Homma S, Yoshida S, Inokuma S, Kodama M, Koike S, Hishida H:

Effects of long-acting beraprost sodium (TRK-100STP) in Japanese patients with pulmonary 

arterial hypertension. 

Int Heart J 50: 513-539, 2009

No.2 秋山大樹 , 本間　覚 , 古川大祐 , 椎貝真成 , 堀米仁志 , 町野　毅 , 黒木健志 , 佐藤陽子 , 渡部浩明 , 

佐藤　明 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

重症肺高血圧症の発見を契機に , 線維性筋異形成症が疑われた症例
Ther Res 30: 1543-1545, 2009

総　説
No.1 本間　覚 , 秋山大樹 , 木村泰三 , 森本隆史 , 宇野希世子 , 丸山秀和 , 鈴木　豪 , 林　太智 ,  

住田孝之 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 青沼和隆 :

ボセンタン併用下にエポプロステノール在宅療法を離脱し , 約 3年経過した肺動脈性肺高
血圧症の症例 . 

Modern Physician 29: 34-37, 2009

学会発表
No.1 本間　覚 : 

診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業の概要
医療安全調査委員会（仮称）に関するシンポジウム（つくば）1. 31, 2009

No.2 秋山大樹 , 本間　覚 , 古川大祐 , 椎貝真成 , 堀米仁志 , 町野　毅 , 黒木健志 , 佐藤陽子 , 渡部浩明 , 

佐藤　明 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

重症肺高血圧症の発見を契機に線維性筋異形成症が疑われた症例
第 10回肺高血圧治療研究会（東京）5. 30, 2009

No.3 本間　覚 :

医療行為関連死の調査分析モデル事業の現状と事故調査のあり方
東京医科歯科大学医療安全講演会（東京）7. 14, 2009

No.4 本間　覚 :

肺高血圧治療の進歩
第 3回茨城肺高血圧症懇話会（つくば）7. 25, 2009

No.5 本間　覚 :

医療行為関連死の調査分析モデル事業の現状と医療安全
筑波学園病院医療安全講演会（つくば）7. 29, 2009

No.6 本間　覚 :

日常臨床における肺高血圧症の診かた・つきあい方
取手北相馬肺高血圧症フォーラム（取手）9. 3, 2009
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No.7 本間　覚 :

モデル事業の茨城県における現状と課題
診療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業講演会（仙台）9. 5, 2009

No.8 高梨典子 , 本間　覚 , 原　忠篤 , 山下慶三 , 金子道夫 :

病院職員が受ける暴力・暴言の実態
第 4回茨城県医療事故防止研究会（つくば）10. 31, 2009

No.9 高梨典子 , 本間　覚 , 原　忠篤 , 山下慶三 , 金子道夫 :

院内における職員への暴力・暴言の実態調査
医療の質・安全学会第 4回学術集会（東京）11. 21-23, 2009
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Absolute choline concentration measured by quantitative proton MR spectroscopy correlates with 

cell density in Meningioma

Neuroradiology 51 (1): 61-7, 2009

No.2 Satoh H, Ishikawa H, Ohara G, Kikuchi N, Sekizawa K:

Prolonged response to gefitinib in bone metastasis

Med Oncol 26 (1): 101-102, 2009 

No.3 Ohara G, Funayama Y, Satoh H, Uchida K:

Chemotherapy for Langerhans cell sarcoma

J Orth Sci 14 (2): 242-243, 2009

No.4 Kagohashi K, Satoh H, Kurishima K, Kikuchi N, Ishikawa H, Sekizawa K:

Small large-cell neuroendocrine carcinoma in a patient with pulmonary emphysema

Journal of Tuberculosis and Thorax 57 (1): 77-80, 2009

No.5 Satoh H, Kurishima K, Nakamura R, Ishikawa H, Kagohashi K, Ohara G, Ishikawa S, Ohtsuka M, 

Sekizawa K, Hizawa N:

Lung cancer in patients aged 80 years and over

Lung Cancer 65 (1): 112-118, 2009

No.6 Kagohashi K, Nakayama H, Kagei K, Kurishima K, Ishikawa H, Satoh H:

Thoracic radiotherapy for mediastinal nodal recurrence

Acta Medica 52 (1): 23-25, 2009

No.7 Yasuno Y, Miura M, Kawana K, Makita S, Sato M, Okamoto F, Yamanari M, Iwasaki T, Yatagai T, 

Oshika T: 

Visualization of Sub-Retinal Pigment Epithelium Morphologies of Exudative Macular Diseases 

by High-Penetration Optical Coherence Tomography

Invest Ophthalmol Vis Sci 50, 405-413, 2009

No.8 佐藤正樹 , 大鹿哲郎 :

2008年日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート
IOL&RS 23, 578-601, 2009

No.9 町野　毅 , 関口幸夫 , 吉田健太郎 , 黒木健志 , 山崎　浩 , 田上和幸 , 瀬尾由広 , 河野　了 ,  

久賀圭祐 , 渡辺重行 , 山口　巖 , 青沼和隆 :

カテーテルアブレーションによる肺静脈隔離術と経皮的僧帽弁形成術を施行した心房細動
合併僧帽弁狭窄症の 1例

茨城県臨床医学雑誌 43: 19-20, 2009

No.10 Nakano Y, Kondo T, Matsuo R, Murata S, Fukunaga K, Ohkohchi N:

Prevention of leukocyte activation by the neutrophil elastase inhibitor, sivelestat, in the hepatic 

microcirculation after ischemia-reperfusion

J Surg Res, 155: 311-317, 2009
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No.11 Tokuda Y, Ohde S, Takahashi O, Hinohara S, Fukui T, Inoguchi T, Butler JP, Ueda S:

Influence of Income on Health Status and Healthcare Utilization in Working Adults:

an Illustration of Health among the Working Poor in Japan

Japanese Journal of Political Science 10 (1), 79-92, 2009

No.12 Tokuda Y, Fujii S, Jimba M, Inoguchi T: 

The relationship between trust in mass media and the healthcare system and individual health: 

evidence from the AsiaBarometer Survey

BMC Medicine 7 (1), 4, 2009

No.13 Sato M, Kodama S, Sugawara A, Tostuka K, Saito K, Sone H: 

No Relationship Between Body Mass Index During Adolescence and All-Cause Mortality in 

Japanese Women – A 56.5-Year Observational Study

 Annals of Epidemiology 19: 590-591, 2009

No.14 大崎芳典 , 川井紘一 , 本橋しのぶ , 曽根博仁 , 山田信博 : 

日本人における 1型糖尿病と自己免疫性甲状腺疾患－合併頻度とその発症様式－
糖尿病 52: 887-892, 2009

No.15 Yokoyama H, Kanno S, Takahashi S, Yamada D, Itoh H, Saito K, Sone H, Haneda M: 

Determinants of decline in glomerular filtration rate in nonproteinuric subjects with or without 

diabetes and hypertension

Clin J Am Soc Nephrol 4: 1432-1440, 2009

No.16 Kiyoyama T, Tokuda Y, Shiiki S, Hachiman T, Shimasaki T, Endo K: 

Isopropyl alcohol compared with isopropyl alcohol plus povidone-iodine as skin preparation for 

prevention of blood culture contamination

Journal of Clinical Microbiology 47 (1), 54-58, 2009

No.17 Tokuda Y, Hayano K, Ozaki M, Bito S, Yanai H, Koizumi S: 

The interrelationships between working conditions, job satisfaction, burnout and mental health 

among hospital physicians in Japan: a path analysis 

Industrial Health 47 (2), 166-172, 2009

No.18 Abe T, Tokuda Y, Ohde S, Ishimatsu S, Nakamura T, Birrer RB: 

The relationship of short-term air pollution and weather to ED visits for asthma in Japan 

American Journal of Emergency Medicine 27 (2), 153-159, 2009

No.19 Lin S-Y, Kagohashi K, Satoh H:

Incidentally detected colon cancer during the staging workup for lung cancer

Clin Lung Cancer 10 (2): 135, 2009

No.20 Satoh H, Ishikawa H, Kagohashi K, Kurishima K, Sekizawa K:

Axillary lymph node metastasis in lung cancer

Med Oncol 26 (2): 147-150, 2009

No.21 Kodama T, Miyazaki K, Satoh H, Hitomi S, Ohtsuka M:

Giant cell lung carcinoma in a man with acquired immunodeficiency syndrome

Med Oncol 26 (2): 167-169, 2009
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No.22 Kagohashi K, Satoh H, Kurishima K, Ishikawa H, Ohtsuka M, Sekizawa K:

Lung cancer patients with previous or simultaneous the upper aerodigestive cancers

J Tubercle and Thorax 57 (2): 192-197, 2009

No.23 Hayashibara K, Satoh H, Shinohara Y, Inagaki M, Kaburagi T, Hashimoto T, Kurishima K,  

Ishikawa H, Ichimura H, Nawa T, Funayama Y, Matsumura T, Kagohashi K, Endo T, Furukawa K, 

Kishi K, Sumi M, Kamiyama K, Ishikawa S:

A Population-based study of Gefitinib in the patients with non-small cell lung cancer 

Med Oncol 26 (2): 222-227, 2009

No.24 Shibata Y, Yamamoto T, Takano S, Katayama W, Takeda T, Matsumura A:

DIRECT COMPARISON OF Tl-201 AND Tc-99m MIBI SPECT OF GLIOMA BY A 

RECEIVER OPERATING CHARACTERISTIC ANALYSIS

J Clin Neurosci, 16, 264-269, 2009

No.25 Shibata Y:

Comment on “Hypericin uptake: a prognostic marker for survival in high-grade glioma”
J Clin Neurosci, 1381-1382, 2009 

No.26 Shibata Y, M Matsuda K Suzuki, Matsumura A:

Cystic neurohypophysial Germinoma associated with Moyamoya disease

Neurol Sci 2009 [Epub]

No.27 Yamamoto T, Nakai K, Kageji T, Kumada H, Endo K, Matsuda M, Shibata Y, Matsumura A:

Boron neutron capture therapy for newly diagnosed glioblastoma

Radiother Oncol 91, 80-84, 2009

No.28 Yamamoto Y, Isobe T, Yamamoto T, Shibata Y, Anno I, Nakai K, Shirakawa M, Matsushita A, Sato E, 

Matsumura A:

T2 corrected quantification method of l-p-boronophenylalanine using proton magnetic resonance 

spectroscopy for boron neutron capture therapy

Appl Radiat Isot. S345-7, 2009
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佐藤　明 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

重症肺高血圧症の発見を契機に , 線維性筋異形成症が疑われた症例
Therapeutic Research 30: 1543-1545, 2009

No.30 Sone H, Tanaka S, Iimuro S, Oida K, Yamasaki Y, Oikawa S, Ishibashi S, Katayama S, Ito H,  

Ohashi Y, Akanuma Y, Yamada N, JDCS Group: 

Components of metabolic syndrome and their combinations as predictors of cardiovascular 

disease in Japanese patients with type 2 diabetes

Implications for improved definition

Analysis from Japan Diabetes Complications Study (JDCS) 

J Atheroscler Thromb 16: 380-387, 2009

No.31 Kodama S, Saito K, Yachi Y, Asumi M, Sugawara A, Totsuka K, Saito A, Sone H: 

The Association between Serum Uric Acid and Development of Type 2 Diabetes Mellitus 

A Meta-Analysis Diabetes Care 32: 1737-1742, 2009
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No.32 Hayashi T, Kawashima S, Itoh H, Yamada N, Sone H, Watanabe H, Hattori Y, Ohrui T, Yokote K, 

Nomura H, Umegaki H, Iguchi A: 

Low HDL-cholesterol is associated with the risk of stroke in elderly diabetic individuals:

Changes in the risk for atherosclerotic diseases at various ages

Diabetes Care 32 : 1221-1223, 2009

No.33 Ohara G, Satoh H, Kohno M, Goto D, Sumida T, Hizawa N:

Development of rheumatoid arthritis in the course of gefitinib therapy

Sao Paulo Med. J. 127 (3): 177-178, 2009

No.34 Ota K, Satoh H, Lin S-Y, Fujita J, Ohara G, Kurishima K, Hizawa N:

Endobronchial metastasis from adrenocortical carcinoma

Intern Med 48 (3): 1161-1164, 2009

No.35 Omata F, Brown WR, Tokuda Y, Takahashi O, Fukui T, Ueno F, Mine T:

Modifiable risk factors for colorectal neoplasms and hyperplastic polyps

Internal Medicine 48 (3), 123-128, 2009

No.36 Tokuda Y, Doba N, Butler JP, Paasche-Orlow MK:

Health literacy and physical and psychological wellbeing in Japanese adults

Patient Education and Counseling 75 (3), 411-417, 2009

No.37 Shibata Y, Muroi A, Matsushita A, Tsunoda T, Kobayashi E, Matsumura A:

Our clinical experience with migraine-triggered seizure

Japanese Journal of Headache 35, (3) 76-78, 2009

No.38 Abe T, Tokuda Y, Ishimatsu S, Birrer RB: 

Usefulness of initial blood cultures in patients admitted with pneumonia from an emergency 

department in Japan 

Journal of Infection and Chemotherapy 15 (3), 180-186, 2009

No.39 Matsushita A, Osuka S, Saotome K, Shinoda K, Okubo J, Nagatomo Shibata Y, Matsumura A:

Reproducibility of fractional anisotropy in diffusion tensor imaging

Neuroradiology 51: 588, 2009

No.40 Matsumura A, Isobe T, Yamamoto Y, Qiang Y, Kawamura H, Shibata Y, Takano S, Shiigai M, 

Masumoto T, Minami M, Anno I: 

Significance and future prospects of MR spectroscopy for diagnosis of brain metabolism in 

neurological diseases

Neuroradiology 51: 588, 2009

No.41 Shibata Y, Akimoto M, Matsushita A, Yamamoto T, Takano S, Matsumura A: 

Anatomical standardized statistical mapping of I123-IMP SPECT in brain lesions

Neuroradiology 51: 595, 2009

No.42 Takano S, Ohsuka S, Mashiko R, Yamamoto T, Shibata Y, Matsumura A:

Effectiveness of bavacizumab plus irinotecan for recurrent malignant glioma: a case report

Neuroradiology 51: 595, 2009



水戸地域医療教育センター（2009年）

392

No.43 Shibata Y, Akimoto M, Yamamoto T, Takano S, Anno I, Isobe T, Matsumura A:

MRI and MRS of central nervous system lymphomas

Neuroradiology 51: 603, 2009

No.44 Sakamoto N, Shibata Y, Muroi A, Matsumura A: 

A case of systemic metastasis of meningeal hamangiopericytoma

Neuroradiology 51: 604, 2009

No.45 Takada T, Shibata Y, Yamazaki T, Matsumura A:

Diagnostic difficulty in an invasive pilocytic astrocytoma case 

Neuroradiology 51: 605, 2009

No.46 Yamamoto Y, Isobe T, Yamamoto T, Anno I, Nakai K, Shirakawa M, Shibata Y, Matsumura A:

In-vivo quantification method of the drug concentration using H-MRS

Neuroradiology 51: 618, 2009

No.47 Isobe T, Yamamoto Y, Anno I, Sato E, Yamamoto T, Shibata Y, Nagatomo Y, Matsumura A:

Drug affecting the evaluation of brain metabolites peak in H-MRS

Neuroradiology 51: 618, 2009

No.48 酒巻文子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 五十嵐都 , 文蔵優子 , 河野　了 , 野口祐一 , 渡辺重行 ,  

青沼和隆 :

左室内非同期検出における任意方向Mモード法の有用性
J Cardiol Jpn Ed 4: 20-28: 2009

No.49 小林尚寛 , 後藤行延 , 中村亮太 , 鬼塚正孝 , 佐藤浩昭 , 野口雅之 :

サルコイドーシス合併 IA期肺腺癌の 1例
肺癌 49 (4): 450-455, 2009

No.50 Tokuda Y, Aoki M, Kandpal SB, Tierney LM Jr: 

Caught in the web: e-diagnosis 

Journal of Hospital Medicine 4 (4), 262-266, 2009

No.51 Tokuda Y, Okubo T, Ohde S, Jacobs J, Takahashi O, Omata F, Yanai H, Hinohara S, Fukui T:

Assessing Items on the SF-8 Japanese Version for Health-Related Quality of Life: 

A Psychometric Analysis Based on the Nominal Categories Model of Item Response Theory

Value in Health 12 (4), 568-573, 2009

No.52 Chinen K, Tokuda Y, Aoki M:

Clinical Problem Solving: Diagnostic Power of Gram Stain Examination

General Medicine 10, 3-6, 2009

No.53 Abe T, Tokuda Y, Ishimatsu S: 

Predictors for good cerebral performance among adult survivors of out-of-hospital cardiac arrest 

Resuscitation 80 (4), 431-6, 2009

No.54 Jacobs J, Takahashi O, Ohde S, Tokuda Y, Omata F, Fukui T: 

PDA Usage by Japanese Resident Physicians Is Low

Methods Informatics Medicine 48 (4), 475-479, 2009
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Chronic hepatitis with eosinophilic infiltration associated with asthma

Internal Medicine 48 (22), 1945-1949, 2009 

No.56 Kodama T, Kikuchi N, Satoh H, Ohtsuka M: 

Metacarpal bone metastasis from lung cancer

Onkologie 32 (4): 216-217, 2009

No.57 Kobayashi K, Kinoshita K, Kagohashi K, Takeda Y, Satoh H:

Successfully treated acute exacerbation of idiopathic interstitial pneumonia in an octogenarian
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Portal vein tumor thrombus of liver metastasis from lung cancer
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痛風と核酸代謝 33: 189-196, 2009

No.6 曽根博仁 : 

生活習慣病における運動の意義とエビデンス
日本未病システム学会雑誌 15: 30-34, 2009

No.7 曽根博仁 : 
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No.12 曽根博仁 , 山田信博 : 

JDCS (Japan Diabetes Complications Study) 

生活習慣病キーワード第 3巻（医事出版社）　pp.20-21, 2009
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第 43回日本成人病（生活習慣病）学会学術集会（東京）1月 , 2009

No.10 菅原歩美 , 阿隅美保子 , 谷内洋子 , 牧　美保 , 伊部陽子 , 穴迫唯衣 , 西垣結佳子 , 齋藤あき , 

齋藤和美 , 曽根博仁 : 
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No.11 田中司朗 , 飯室　聡 , 田中佐智子 , 曽根博仁 , 山田信博 , 大橋靖雄 : 

Multi-stage Modelを用いた糖尿病合併症の予後予測
回臨床研究・生物統計研究会（大阪）1月 , 2009

No.12 曽山浩明 , 小林裕幸 , 矢野秀和 , 佐藤斗南 , 山崎民大 , 藤野啓一 , 角誠二郎 , 久貝信夫 :

不明熱の精査にて判明したMPO-ANCA陽性血管炎 3例の経験
第 54回防衛衛生学会（ホテルグランドヒル市ヶ谷）（東京）1月 , 2009

No.13 芝　容平 , 藤野啓一 , 山崎民大 , 矢野秀和 , 佐藤斗南 , 小林裕幸 , 角誠二郎 , 久貝信夫 , 柿原　稔 :

臍部ワンポート腹腔鏡下虫垂切除術の試み
第 54回防衛衛生学会（ホテルグランドヒル市ヶ谷）（東京）1月 , 2009

No.14 矢野秀和 , 藤野啓一 , 山崎民大 , 佐藤斗南 , 小林裕幸 , 角誠二郎 , 久貝信夫 :

鼠径ヘルニアに対する ProLoopの使用経験 

第 54回防衛衛生学会（ホテルグランドヒル市ヶ谷）（東京）1月 , 2009

No.15 阿部信次郎 , 角誠二郎 , 佐藤斗南 , 小林裕幸 , 山崎民大 , 藤野啓一 , 久貝信夫 : 

受診後早期に診断可能であった粟粒結核の 2例
第 54回防衛衛生学会（ホテルグランドヒル市ヶ谷）（東京）1月 , 2009

No.16 中野友子 , 小林裕幸 , 矢野秀和 , 佐藤斗南 , 山崎民大 , 藤野啓一 , 角誠二郎 , 久貝信夫 : 

急性の頸部痛 , 四肢筋力低下を呈した高齢者における化膿性脊椎炎の 2例
第 54回防衛衛生学会（ホテルグランドヒル市ヶ谷）（東京）1月 , 2009

No.17 藤野啓一 , 柿原　稔 , 山崎民大 , 矢野秀和 , 佐藤斗南 , 小林裕幸 , 角誠二郎 , 久貝信夫 , 野地敦樹 : 

急性虫垂炎に対する腹腔鏡下虫垂切除術の工夫と医療経済的検討
第 54回防衛衛生学会（ホテルグランドヒル市ヶ谷）（東京）1月 , 2009
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No.18 佐藤ちひろ , 甲斐平康 , 坂井健太郎 , 田島麗子 , 樋渡　昭 , 鈴木創る , 萩原正大 , 臼井丈一 , 森

戸直記 , 斉藤千栄 , 楊　景堯 , 鶴岡秀一 , 山縣邦弘 , 渡辺重行 :

急速な腎機能低下を合併したコレステリン塞栓症の 2例
第 12回茨城血管疾患研究会（つくば）1月 , 2009

No.19 町野智子 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 本間　覚 , 渡辺重行 , 青沼和隆 :

腎障害 , CRP高値 , 好酸球増加に頚動脈不安定プラークを伴う患者は高率に大動脈不安定
プラークを有する

第 12回茨城血管疾患研究会（つくば）1月 , 2009

No.20 秋山大樹 , 渡辺重行 , 佐藤　明 , 山本昌良 , 馬場雅子 , 町野　毅 , 町野智子 , 佐藤陽子 , 黒木健志 , 

山崎　浩 , 有本貴範 , 瀬尾由広 , 村越伸行 , 青沼和隆 :

Laserを併用した PPIが奏功せず下肢切断を要した糖尿病性末梢血管障害の一例
第 2回茨城 PPI研究会（つくば）2月 , 2009

No.21 松村　明 , 磯辺智範 , 山本陽平 , 月　　教 , 川村　拓 , 柴田　靖 , 高野晋吾 , 椎貝真成 , 増本智彦 , 

南　　学 , 阿武　泉 :

H-MRSによる脳代謝診断の有用性と限界
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.22 多田憲正 , 太田恭子 , 林　士元 , 藤田純一 , 川口未央 , 栗島浩一 , 森島祐子 , 石井幸雄 , 佐藤浩昭 , 

坂本　透 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 , 及川剛宏 , 赤座英之 , 南　優子 :

気管支内腔への発育を呈した副腎癌の 1例 

第 155 回日本呼吸器学会関東支部会（東京）2月 , 2009 

No.23 松下　明 , 大須賀覚 , 五月女康作 , 篠田和哉 , 大久保淳 , 長友　康 , 柴田　靖 , 松村　明 :

拡散テンソル画像における FA測定の再現性の検討
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.24 柴田　靖 , 秋本　学 , 松下　明 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 松村　明 :

解剖学的標準化統計解析 I-IMP SPECTによる脳腫瘍の評価
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.25 高野晋吾 , 大須賀覚 , 益子良太 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 松村　明 :

再発悪性神経膠腫に対するベバシズマブ・イリノテカン併用療法の治療効果
症例報告第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.26 柴田　靖 , 秋本　学 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 阿武　泉 , 磯辺智範 , 松村　明 :

中枢神経悪性リンパ腫のMR所見の検討
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.27 坂本規彰 , 柴田　靖 , 室井　愛 , 松村　明 :

多発全身転移を来した Hemangiopericytomaの 1例
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.28 高田智也 , 柴田　靖 , 山崎友郷 , 松村　明 :

診断が困難であった浸潤性 Pilocytic astrocytomaの 1例
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009
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No.29 山本陽平 , 磯辺智範 , 山本哲哉 , 阿武　泉 , 中井　啓 , 白川　真 , 柴田　靖 , 松村　明 :

H-MRSを用いた非侵襲的生体内薬剤濃度計測法 － BNCT薬剤に関する検討－
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.30 磯辺智範 , 山本陽平 , 阿武　泉 , 佐藤英介 , 山本哲哉 , 柴田　靖 , 長友　康 , 松村　明 :

薬剤投与後の H-MRSにおける代謝物ピークへの影響
第 38回日本神経放射線学会（水戸）2月 , 2009

No.31 伊部陽子 , 高橋征子 , 曽根博仁 : 

品群別摂取状況が短期の体重増加に及ぼす影響の検討―食生活診断調査研究事業より―
第 7回茨城県栄養健康改善学会（水戸）2月 , 2009

No.32 渡辺重行 :

特別講演「OCT所見と組織の対比 : ウサギ動脈硬化モデルからの知見
～マクロファージ ･びらん面の OCT所見ほか～」

第 2回 OCTセミナー（東京）2月 , 2009

No.33 Maruyama H, Sato M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S, Aonuma K:

Endothelial P-selectin and Platelet Consumption during Sleep in Obstructive Sleep Apnea

9th World Congress on Sleep Apnea (Seoul, Korea) 3月 , 2009

No.34 Seo Y, Ishizu T, Enomoto Y, Sugimori H, Ouchi H, Abe Y, Watanabe S, Aonuma K:

Validation of new developed three-dimensional speckle tracking imaging to quantify regional 

myocardial strain

58th Annual Scientific Session, American College of Cardiology (Orland, U.S.A.) 3月 , 2009

No.35 Ishizu T, Seo Y, Enomoto Y, Sugimori H, Watanabe S, Aonuma K:

Validation of Intramural Strain with a newly developed two-dimensional speckle tracking system

58th Annual Scientific Session, American College of Cardiology (Orland, U.S.A.) 3月 , 2009

No.36 Ishizu T, Seo Y, Baba M, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Watanabe S, Aonuma K:

Utility of End-diastolic strain rate in the estimation of left ventricular passive complianc 

58th Annual Scientific Session, American College of Cardiology (Orland, U.S.A.) 3月 , 2009

No.37 Adachi T, Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Sakai S, Kawano S, 

Watanabe S, Aonuma K:

Commercially available serum N-terminal proBNP level accurately differentiates presence of 

cardiac morphological abd hemodynamic abnormalities compared with brain natriuretic peptide

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.38 Seo Y, Ishizu T, Enomoto Y, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Watanabe S, Aonuma K:

Validation of a newly developed 3-dimensional speckle tracking technique to quantify regional 

myocardial function

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.39 Ishizu T, Seo Y, Enomoto Y, Sugimori H, Watanabe S, Aonuma K:

Experimental validation of transmural strain gradient with a newly developed 2-dimensional 

speckle tracking system

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009
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No.40 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Ito S, Matsumoto I, Hayashi T, Kawano S, Ishizu T, 

Watanabe S, Aonuma K:

Altered characteristics of endothelial cells in patients with pulmonary arterial hypertension 

estimated by endothelial cell-derived microparticles

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.41 Sato A, Nozato T, HIkita H, Seo Y, Ishizu T, Watanabe S, Hiroe M, Aonuma K:

Utility of cardiac biomarker in predicting long-term clinical outcome after acute myocardial 

infarction: Combination of serum Tenascin-C and plasma BNP levels

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.42 Yamazaki H, Arimoto T, Machino T, Kuroki K, Igarashi M, Tada H, Kuga K, Watanabe S,  

Aonuma K:

Clinical patients characteristics with esophagus wall injury after pulmonary vein isolation

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.43 Tajiri K, Maruyama H, Sakai S, Shimojo N, Aihara H, Endo M, Saito T, Kawano S, Watanabe S, 

Aonuma K:

Contrast medium-induced renal damage is tightly associated with endotherial injury in patients

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.44 Shimizu A, Nitta T, Kurita T, Imai K, Kimura T, Kobayashi Y, Soejima K, Niwano S, Watanabe S, 

Abe H:

Prognosis of patients with implantable defibrillator devices based on data-base of on-line registry

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.45 Arai E, Watanabe S, Sato Y, Nakagawa Y, Miyashita T, Liang J, Tajiri K, Inaba T, Seo Y, Ishizu T, 

Aihara H, Nishina H, Takeyasu N, Sato A, Kawano S, Kandori A, Aonuma K:

Visualization of normal and abnormal atrial excitation process using magnetocardiography

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.46 Yamamoto M, Seo Y, Ishizu T, Hideki Nakajima, Machino T, Kawamura R, Watanabe S,  

Aonuma K:

Three-dimensional transesophageal echocardiographic diagnosis of left atrial appendage 

thrombus, and characteristics of left atrial appendage related with thrombus formation

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.47 Sakamaki F, Seo Y, Ishizu T, Iida N, Nakajima H, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, 

Yamazaki H, Sekiguchi Y, Kawano S, Tada H, Watanabe S, Aonuma K:

Utility of septal flash motion as a predictor of responders to cardiac resynchronization therapy

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.48 Liang J, Watanabe S, Nakagawa Y, Tajiri K, Seo Y, Sato Y, Takeyasu N, Aihara H, Sato A, Ishizu T, 

Sakai S, Murakoshi N, Kawano S, Aonuma K, Shiomi M:

Can intravascular optical coherence tomography detect plaque erosion? : Some new findings in 

rabbit models

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009
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No.49 Ishizu T, Seo Y, Baba M, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Watanabe S, Aonuma K:

Utility of end-diastolic strain rate in the estimation of left ventricular passive compliance

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.50 Ishizu T, Seo Y, Watanabe S, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Sato A, Aonuma K:

Beneficial effect of statin treatment on carotid atherosclerosis in patients with stable coronary 

artery disease

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.51 Akiyama D, Sato A, Nozato T, Hikita H, Seo Y, Ishizu T, Watanabe S, Hiroe M, Aonuma K:

Early risk stratification after anterior acute myocardial infarction using the combination of serum 

tenascin-C and plasma BNP levels

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.52 Kawamura R, Seo Y, Ishizu T, Sakai S, Watanabe S, Aonuma K:

Validation of left ventricular volumetric data by 3 dimensional speckle tracking imaging with 

cardiac magnetic resonance imaging

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.53 Nishina H, Hoshi T, Noguchi Y, Watabe H, Kakefuda Y, Tachibana T, Toda S, Fumikura Y,  

Hiranuma Y, Takeyasu N, Sato A, Watanabe S, Aonuma K:

Impact of diabetic status at presentation on long-term outcome in patients underwent 

percutaneous coronary intervention for acute coronary syndrome

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.54 Hoshi T, Nishina H, Noguchi Y, Watabe H, Kakefuda Y, Tachibana T, Toda S, Fumikura Y, 

Hiranuma Y, Takeyasu N, Sato A, Watanabe S, Aonuma K:

Long term angiographic and clinical outcome of sirolimus-eluting stent in patients with acute 

coronary syndrome; 4-year follow-up from ICAS registry

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.55 Tajiri K, Watanabe S, Nakagawa Y, Liang J, Seo Y, Takeyasu N, Sato A, Ishizu T, Sato Y, Sakai S, 

Murakoshi N, Aonuma K:

The histological findings of vascular response to drug eluting stents

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.56 Akiyama D, Sato Y, Ishizu T, Seo Y, Takeyasu N, Watanabe S, Aonuma K:

Impact of body mass index on long-term clinical outcomes in patients with acute coronary 

syndrome; Result from ICAS registry

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.57 Igarashi M, Toda S, Sekiguchi Y, Arimoto T, Yamasaki H, Kuroki K, Machino T, Kuga K,  

Watanabe S, Aonuma K:

Maintenance of sinus rhythm with class III antiarrhythmic drugs predict successful ablation in 

patient with chronic atrial fibrillation

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009
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No.58 Sato Y, Watanabe S, Arai E, Nakagawa Y, Miyashita T, Liang J, Tajiri K, Inaba T, Seo Y, Ishizu T, 

Aihara H, Nishina H, Takeyasu N, Sato A, Kawano S, Kandori A, Aonuma K:

vDetection of ‘injury current' of ischemic myocardium by magnetocardiography: A treadmill-

stress magnetocardiographic study

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.59 Sato A, Ishizu T, Akiyama D, Nozato T, Hikita H, Watanabe S, Aonuma K:

Coronary artery spatial distribution of vulnerable plaques by 64-slice computed tomography 

angiography in patients with acute myocardial infarction

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.60 Watanabe S, Watanabe Y, Aonuma K, Yamazaki T, Hayashi D, Kohro T, Okada Y, Nagai R,  

JCAD Study investigators:

Featured Research Session: The impact of diabetes on the prognosis of Japanese patients with 

coronary artery disease

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.61 Nakagawa Y, Watanabe S, Liang J, Tajiri K, Seo Y, Sato Y, Takeyasu N, Aihara H, Sato A, Ishizu T, 

Sakai S, Murakoshi N, Kawano S, Aonuma K, Shiomi M:

Optical coherence tomographic findnings of macrophage accumulation in atherosclerotic lesions

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.62 Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Sakamaki F, Yamasaki H, Igarashi M, 

Sekiguchi Y, Kawano S, Tada H, Watanabe S, Aonuma K:

Relationship between intraventricular dyscoordination of myocardial work and left ventricular 

function, and responsiveness to cardiac resynchronization therapy

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.63 Atsumi A, Ishizu T, Watanabe S, Aihara H, Nishina H, Sato A, Aonuma K: 

Underestimation of post-stress left ventricular ejection fraction on vasodilator-stress gated-

SPECT: A comparative study with echocardiography

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.64 Aihara H, Watanabe S, Nishina H, Seo Y, Takeyasu N, Aonuma K, Takeda T:

Evaluation of left ventricular dyssynchrony by gated blood-pool radionuclide ventriculography 

with a novel analysis program (CardioPOOL) 

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.65 Shimizu A, Nitta T, Kurita T, Imai K, Kimura T, Kobayashi Y, Soejima K, Niwano S, Watanabe S, 

Abe H:

vA comparison of ICD implantations in the United States versus Japan

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.66 Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Kawamura R, Machino T, Uno K, Tsuruta W, Suzuki K, Watanabe S, 

Aonuma K:

Visualization of neovascularization in carotid plaques by B-flow imaging

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009
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No.67 Hoshi T, Nishina H, Noguchi Y, Kakefuda Y, Tachibana T, Toda S, Fumikura Y, Hiranuma Y, Sato A, 

Watanabe S, Aonuma K:

An excellent chronic angiographic outcome of modified-T stenting to left anterior descending 

artery bifurcated lesions

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.68 Adachi T, Sato A, Kawano S, Baba M, Yamamoto M, Machino T, Kuroki K, Arimoto T, Ishizu T, 

Sekiguchi Y, Seo Y, Tada H, Kuga K, Watanabe S, Aonuma K:

Novel use of an ultra-short-acting intravenous beta blocker (Landiolol) for supraventricular 

tachyarrhythmias in patients with severe congestive heart failure

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.69 Higuchi H, Ishizu T, Seo Y, Suzuki A, Yukawa A, Yamauchi R, Watanabe Y, Eki Y, Watanabe S, 

Aonuma K:

Assessment of subendocardial myocardial function with coronary stenosis without visibly wall 

motion abnormality by speckle tracking imaging

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.70 Iida N, Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Nakajima H, Sakamaki F, Inaba T, 

Watanabe S, Aonuma K:

Relationship between endomyocardial dysfunction and postoperative LV function in patients with 

severe aortic regurgitation

第 73回日本循環器学会総会・学術集会（大阪）3月 , 2009

No.71 Sato A, Seo Y, Ishizu T, Nishina H, Nozato T, Hikita H, Watanabe S, Aonuma K:

Symposium “A new horizon of cardiac CT - beyond lumen visualization” Predictive value of 

myocardial contrast delayed enhancement with multidetector computed tomography after acute 

myocardial infarction

The 73rd Annual Scientific Meeting of the Japanese Circulation Society（大阪）3月 , 2009

No.72 柴田　靖 , 秋本　学 , 松下　明 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 松村　明 :

解剖学的標準化統計解析 I123-IMP SPECTによる脳腫瘍の評価
第 32回日本脳神経 CI学会総会（京都）3月 , 2009

No.73 柴田　靖 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 中井　啓 , 松田真秀 , 松村　明 :

悪性グリオーマ手術摘出度評価のためのMRIと TI SPECT融合画像
第 32回日本脳神経 CI学会総会京都 3月 , 2009

No.74 松下　明 , 大須賀覚 , 五月女康作 , 篠田和哉 , 大久保淳 , 長友　康 , 柴田　靖 , 松村　明 :

拡散テンソル画像における FA測定の再現性の検討―GAMAと ROI法の比較
第 32回日本脳神経 CI学会総会（京都）3月 , 2009

No.75 柴田　靖 , 坂本規彰 , 松村　明 :

一過性に鏡像書字を呈した脳梗塞の 1例
第 34回日本脳卒中学会総会（島根）3月 , 2009
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No.76 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Ito S, Matsumoto I, Hayashi T, Kawano S, Ishizu T, 

Watanabe S, Aonuma K: 

Alteration of Endothelial Cells in Patients with Pulmonary Arterial Hypertension Estimated by 

Endothelial Cell-Derived Microparticles

Arteriosclerosis, Thrombosis, and Vascular Biology Annual Conference 2009

 (Washington DC, U.S.A.) 4月 , 2009

No.77 Maruyama H, Sato M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S, Aonuma K: 

Endothelial P-Selectin Initiates Platelet Consumption During Sleep in Obstructive Sleep Apnea

Arteriosclerosis, Thrombosis, and Vascular Biology Annual Conference 2009 

(Washington DC, U.S.A.) 4月 , 2009

No.78 Sato M, Oshika T: 

Tear-Film Stability in Patients with Obstructive Sleep Apnea Syndrome 

ASCRS Symposium on Cataract, IOL and Refractive Surgery 2009 (San Francisco) 4月 , 2009

No.79 Sato M: 

「Warning: You Have the Hydro-Cannula Gun」 
ASCRS Symposium on Cataract, IOL and Refractive Surgery 2009, (San Francisco), 4月 , 2009

No.80 曽根博仁 : 

シンポジウム「糖尿病の血管合併症のトータルケア : 早期診断 , そして予防へ」わが国の
血管合併症の実態 : JDCSより

第 106回日本内科学会講演会 , （東京）4月 , 2009

No.81 山本昌良 , 瀬尾由広 , 中島英樹 , 町野智子 , 川村　龍 , 石津智子 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

どのような左心耳に血栓ができやすいか 3次元経食道エコーを用いた解析
第 20回日本エコー図学会学術集会（高松）4月 , 2009

No.82 丸山秀和 , 佐藤　誠 , 酒井　俊 , 河野　了 , 下條信威 , 田尻和子 , 安田　京 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

睡眠時無呼吸症候群において夜間の血管内皮細胞の活性化が血小板血栓に関連する
第 106回日本内科学会講演会（東京）4月 , 2009

No.83 川村　拓 , 榮　武二 , 石田真也 , 田部　裕 , 照沼利之 , 藤淵俊王 , 　磯辺智範 ,  

柴田　靖 , 松村　明 :

陽子線線量測定に対するポリマーゲル線量計の LET依存性の補正
第 97回医学物理学会（横浜）4月 , 2009

No.84 Shibata Y, Matsushita A, Akimoto M, Yamamoto T, Takano S, Matsumura A: 

Brain Easy Analysis Tool For 201Tl SPECT in Brain Tumors 

The 3rd Quadrennial Meeting of the World Federation of Neuro-Oncology jointly

 with The 6th Meeting of the Asian Society for Neuro-Oncology (Yokohama) 5月 , 2009 

No.85 Shibata Y, Akimoto M, Matsushita A, Yamamoto T, Takano S, Matsumura A:

123I-IMP SPECT in Brain Tumor: Anatomical Standardized Statistical Mapping

The 3rd Quadrennial Meeting of the World Federation of Neuro-Oncology jointly

with The 6th Meeting of the Asian Society for Neuro-Oncology (Yokohama) 5月 , 2009 
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No.86 渡部浩明 , 佐藤　明 , 山崎　浩 , 夛田　浩 , 関口幸夫 , 町野　毅 , 黒木健志 , 秋山大樹 , 渡辺重行 , 

青沼和隆 : 

初回 CRT-D埋め込み後の冠静脈に高度線維性狭窄を認め , リード再留置時に冠動脈ステ
ント挿入を必要とした 1例

第 4回茨城県南冠疾患研究会（つくば）5月 , 2009

No.87 阿部智一 , 塩崎弘憲 , 石松伸一 , 佐野常男 , 張　成虎 , 長嶺育弘 , 徳田安春 : 

2歳以下の頭部外傷の画像検査と疫学的検討
第 23回日本外傷学会（大阪）5月 , 2009

No.88 渡部浩明 , 佐藤　明 , 秋山大樹 , 渡辺重行 , 佐藤藤夫 , 榊原　謙 , 青沼和隆 : 

粥腫破綻が原因と考えられた急性左腸骨動脈血栓閉塞症に対して血栓吸引及びバルーン形
成術を施行した 1例

第 3回茨城 PPI研究会（つくば）5月 , 2009

No.89 秋山大樹 , 本間　覚 , 古川大祐 , 椎貝真成 , 堀米仁志 , 町野　毅 , 黒木健志 , 佐藤陽子 , 渡部浩明 , 

佐藤　明 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

重症肺高血圧症の発見を契機に線維性筋異形性症が疑われた症例
第 10回肺高血圧症治療研究会（東京）5月 , 2009

No.90 横田友紀 , 星由紀子 , 菅野咲子 , 山田大志郎 , 伊藤博史 , 曽根博仁 , 横山宏樹 : 

インスリン強化療法におけるグリメピリドの必要性の検討
第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（大阪）5月 , 2009

No.91 佐藤祐造 , 曽根博仁 , 小林　正 , 河盛隆造 , 渥美義仁 , 押田芳治 , 田中史朗 , 鈴木　進 , 牧田　茂 , 

大沢　功 , 田村好史 , 今村　聡 , 渡邉智之 :

わが国における糖尿病運動療法の実施状況に関する調査研究（第一報）-日本医師会との
共同企画

第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（大阪）5月 , 2009

No.92 辻　景子 , 宮腰千晴 , 奥田昌恵 , 山田大志郎 , 曽根博仁 , 伊藤博史 , 横山宏樹 :

2型糖尿病インスリン 4回法における持効型の 1回から 2回への有効性
第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（大阪）5月 , 2009

No.93 菅野咲子 , 横田友紀 , 高橋直穂 , 山田大志郎 , 伊藤博史 , 曽根博仁 , 横山宏樹 :

2型糖尿病における eGFR低下速度に影響を及ぼす因子の検討
第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（大阪）5月 , 2009

No.94 曽根博仁 : 

シンポジウム「糖尿病と脳卒中の疫学 : 日本の研究から」
第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（大阪）5月 , 2009

No.95 曽根博仁 : 

ランチョンセミナー : 心血管病の発生抑制にスタチンのエビデンスをどのように生かす
か？

第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（LS21）（大阪）5月 , 2009
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No.96 曽根博仁 : 

Late-breaking Session: 糖尿病データベース（JDCP）研究とかかりつけ医の通院中断の抑制
の研究（J- DOIT2）

第 52回日本糖尿病学会年次学術集会（大阪）5月 23日 , 2009

No.97 Sato A, Seo Y, Ishizu T, Murakoshi N, Nishina H, Watanabe S, Hiroe M, Aonuma K: 

Correlation Between Myocardial Contrast Delayed Enhancement by Multidetector Computed 

Tomography and Dual 123I-BMIPP/201-Thallium SPECT for Myocardial Viability after Acute 

Myocardial Infarction

9th International Conference of Nuclear Cardiology (Barcelona, Spain) 5月 , 2009

No.98 Maruyama H, Sato M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S, Aonuma K: 

Endothelial P-selectin Expression and Platelet Consumption during Sleep in Obstructive Sleep 

Apnea 

SLEEP 2009 23rd Annual Meeting of the Associated Professional Sleep Societie

 (Seattle, U.S.A.) 6月 , 2009

No.99 Kandori A, Kuniomi Ogata, Miyashita T, Watanabe Y, Tanaka K, Murakami M, Oka Y, Takaki H, 

Hashimoto S, Yamada Y, Kamamura K, Shimizu W, Kamakura S, Watanabe S, Yamaguchi I: 

Large scale database of normal adult magnetocardiogram

13th Congress of the International Society for Holter and Noninvasive Electerocardiology 

(Yokohama) 6月 , 2009

No.100 Arai E, Watanabe S, Sato Y, Nakagawa Y, Miyashita T, Liang J, Tajiri K, Inaba T, Seo Y, Ishizu T, 

Aihara H, Nishina H, Takeyasu N, Sato A, Kawano S, Kandori A, Kuga K, Aonuma K: 

Visualization of normal and abnormal ventricular excitation process using magnetocardiography

13th Congress of the International Society for Holter and Noninvasive Electerocardiology 

(Yokohama), 6月 , 2009

No.101 Shimizu A, Kurita T, Imai K, Kimura T, Kobayashi Y, Soejima K, Niwano S, Watanabe S, Abe H, 

Nitta T: 

Implantable defibrillation therapy in patients with left ventricular dysfunction in Japan 

13th Congress of the International Society for Holter and Noninvasive Electerocardiology 

(Yokohama), 6月 , 2009

No.102 Watanabe S: 

Noninvasive detection of ‘injury current’ of ischemic myocardium by magnetocardiograph

13th Congress of the International Society for Holter and Noninvasive Electerocardiology

(Yokohama) 6月 , 2009

No.103 Sato Y, Watanabe S, Arai E, Nakagawa Y, Miyashita T, Liang J, Tajiri K, Inaba T, Seo Y, Ishizu T, 

Aihara H, Nishina H, Takeyasu N, Sato A, Kawano S, Kandori A, Kuga K, Aonuma K: 

Visualization of atrial repolarization (Ta) wave and its response to exercise using 

magnetocardiography

13th Congress of the International Society for Holter and Noninvasive Electerocardiology

(Yokohama), 6月 , 2009
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No.104 古川大祐 , 佐藤陽子 , 渡部浩明 , 秋山大樹 , 町野　毅 , 黒木健志 , 山崎　浩 , 有本貴範 , 村越伸行 , 

関口幸夫 , 佐藤　明 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 夛田　浩 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

急性冠症候群後に発症した薬剤抵抗性心室細動に対し心内膜側 ablationと chemical ablation

を行った 1例
第 212回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）6月 , 2009

No.105 木下賢輔 , 佐藤浩昭 , 小林克誠 , 角田義弥 , 服部一哉 , 松田洋祐 , 山本昌良 , 渋谷正俊 , 錦　健太 , 

千野裕介 , 曽根博仁 , 小林裕幸 , 渡辺重行 , 佐藤匡美 , 黒田裕久 , 徳田安春 : 

手根骨転移を来した肺腺癌の一例
第 187回茨城県内科学会（水戸）6月 , 2009

No.106 佐藤正樹 , 大鹿哲郎 : 

2008年日本眼内レンズ屈折手術学会会員アンケート
第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会（千代田区）6月 , 2009

No.107 佐藤正樹 : 

シンポジウム「デバイスを極める－① OVDの使い分け」
第 24回日本眼内レンズ屈折手術学会（千代田区）6月 , 2009

No.108 Tachibana T, Nishina H, Hoshi T, Kakefuda Y, Toda S, Fumikura Y, Hiranuma Y, Noguchi Y,  

Takeyasu N, Sato A, Watanabe S, Aonuma K:

Prognostic impact of peak creatine kinase level after acute myocardial infarction in the primary 

percutaneous coronary intervention era

The 18th Annual Meeting of the Japanese Association of Cardiovascular Intervention 

and Therapeutics (Sapporo) 6月 , 2009

No.109 Sato A, Akiyama D, Seo Y, Nishina H, Watanabe S, Aonuma K: 

Coronary artery spatial distribution, morphology, and composition of vulnerable plaques by 

computed tomography angiography in patients with acute myocardial infarction

The 18th Annual Meeting of the Japanese Association of Cardiovascular Intervention 

and Therapeutics (Sapporo) 6月 , 2009

No.110 Hoshi T, Nishina H, Noguchi Y, Kakefuda Y, Tachibana T, Toda S, Fumikura Y, Hiranuma Y, Sato A, 

Watanabe S, Aonuma K: 

Impact of repeated drug-eluting stent implantation on angiographic and clinical outcomes in 

patients with sirolimus-eluting stent restenosis

The 18th Annual Meeting of the Japanese Association of Cardiovascular Intervention 

and Therapeutics (Sapporo) 6月 , 2009

No.111 Akiyama D, Sato A, Watabe H, Sato Y, Machino T, Kuroki K, Seo Y, Watanabe S, Aonuma K: 

Heparin-induced thrombocytopenia causing rapid glowing massive thrombus in LMT during 

coronary intervention

The 18th Annual Meeting of the Japanese Association of Cardiovascular Intervention 

and Therapeutics (Sapporo) 6月 , 2009
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No.112 Nishina H, Hoshi T, Noguchi Y, Tachibana T, Kakefuda Y, Toda S, Fumikura Y, Hiranuma Y, Sato A, 

Watanabe S, Aonuma K: 

Effectiveness of wedge inflation/deflation technique when advancing a balloon catheter to side 

branch through a main vessel stent

The 18th Annual Meeting of the Japanese Association of Cardiovascular Intervention 

and Therapeutics (Sapporo) 6月 , 2009

No.113 木下賢輔 , 佐藤浩昭 , 服部一哉 , 角田義弥 , 小林克誠 , 松田洋祐 , 山本昌良 , 渋谷正俊 , 錦　健太 , 

千野裕介 , 小林裕幸 , 曽根博仁 , 佐藤匡美 , 黒田裕久 , 徳田安春 :

手根骨転移を来たした肺腺癌の一例
第 187回 茨城県内科学会（水戸市）6月 , 2009

No.114 角田義弥 , 松田洋祐 , 服部一哉 , 小林克誠 , 木下賢輔 , 山本昌良 , 渋谷正俊 , 錦　健太 , 徳田安春 , 

佐藤浩昭 :

両側肺を移動する浸潤影を呈した症例 

第 563回日本内科学会関東地方会（東京）6月 , 2009

No.115 栗島浩一 , 金本幸司 , 石川博一 , 大原　元 , 本間晋介 , 籠橋克紀 , 佐藤浩昭 , 檜澤伸之 : 

小細胞肺癌における CEAおよび CYFRA陽性例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

No.116 籠橋克紀 , 宮崎邦彦 , 大原　元 , 金本幸司 , 山口晶子 , 上遠野賢之助 , 栗島浩一 , 石川博一 ,  

佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

泌尿器悪性腫瘍を合併した肺癌症例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009.

No.117 大原　元 , 佐藤浩昭 , 栗島浩一 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 : 

胃癌を合併した肺癌症例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009.

No.118 藤倉雄二 , 塩澤利博 , 金本幸司 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 内藤隆志 , 籠橋克紀 , 栗島浩一 , 佐藤浩昭 , 

栗島浩一 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 : 

入院加療を必要とした自然気胸症例の臨床的検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009.

No.119 金本幸司 , 林　士元 , 塩澤利博 , 藤倉雄二 , 栗島浩一 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 

檜澤伸之 :

髄膜炎を併発した市中肺炎例の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009.

No.120 栗島浩一 , 金本幸司 , 石川博一 , 大原　元 , 本間晋介 , 籠橋克紀 , 佐藤浩昭 , 檜澤伸之 :

肺癌予後因子としての腎機能の検討
第 49回日本呼吸器学会学術講演会（東京）6月 , 2009

No.121 Tosuka K, Maeno K, Saito K, Kodama S, Sugawara A, Asumi M, Yachi Y, Maki M, Shimano H, 

Yamada N, Ono Y, Naito T, Sone H: 

Self-Reported Eating Fast Is a Potent Predictor of Development of Impaired Glucose Tolerance in 

Japanese Men and Women: Tsukuba Medical Center Study 

69th American Diabetes Association Scientific Sessions (New Orleans, LA) 6月 , 2009
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No.122 Kodama S, Saito K, Asumi M, Saito A, Yachi Y, Maki M, Nishigaki Y, Yamada N, Sone H: 

Is Serum Uric Acid Level a Predictor of Development of Type 2 Diabetes Mellitus? A Meta-

Analysis

69th American Diabetes Association Scientific Sessions (New Orleans, LA) 6月 , 2009

No.123 Sone H, Tanaka S, Iimuro S, Tanaka S, Oida K, Yamasaki Y, Oikawa S, Ishibashi S, Katayama S,  

Ito H, Ohashi Y, Akanuma Y, Yamada N: 

Non-HDL-Cholesterol Is a Simple and Useful Predictor of Cardiovascular Complications in 

Japanese Patients with Type 2 Diabetes

The Japan Diabetes Complications Study (JDCS) 

69th American Diabetes Association Scientific Sessions (New Orleans, LA) 6月 , 2009

No.124 Hayashi T, Itoh H, Hattori Y, Yokote K, Yamada N, Sone H, Kawashima S, Watanabe H, Ohrui T, 

Nomura H, Umegaki H, Iguchi A: 

Low HDL-Cholesterol Is Associated with the Risk of Stroke in Elderly Diabetic Individuals: 

Changes in the Risk for Atherosclerotic Diseases at Various Ages

69th American Diabetes Association Scientific Sessions (New Orleans, LA) 6月 , 2009

No.125 阿隅美保子 , 齋藤礼恵 , 鶉橋弘子 , 古川　豊 , 宮澤英充 , 松井博滋 , 山口龍生 , 福田　寛 ,  

曽根博仁 : 

脳ドック受診者における無症候性脳梗塞と血清コレステロール値との関連
第 18回日本脳ドック学会総会（東京）6月 , 2009

No.126 佐藤　明 , 渥美安紀子 , 渡部浩明 , 秋山大樹 , 相原英明 , 仁科秀崇 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

冠動脈疾患の診断における 64列MDCTと負荷心筋血流イメージングの有用性
第 19回日本心臓核医学会総会 ･学術大会（東京）6月 , 2009

No.127 小林裕幸 , 佐藤斗南 , 矢野秀和 , 藤野啓一 , 山崎民大 , 角誠二郎 , 久貝信夫 : 

卒前臨床研修（クリニカルクラークシップ）における総合臨床部外来研修の評価と問題点 

第 41回日本医学教育学会（大阪国際交流センター）（大阪）7月 , 2009

No.128 渡辺基信 , 渡邊宗章 , 石橋　敦 , 前田正光 , 三井清文 ,津久井一 :

術前診断し得た急性胆嚢炎を併発した左傍十二指腸ヘルニアの 1例
第 64回日本消化器外科学会（大阪）7月 , 2009

No.129 矢野秀和 , 藤野啓一 , 山崎民大 , 佐藤斗南 , 小林裕幸 , 角誠二郎 , 久貝信夫 : 

医学生・研修医に対する動物生体材料を用いた実践的縫合実習の試み
第 41回日本医学教育学会（大阪国際交流センター）（大阪）7月 , 2009

No.130 Maruyama H, Igarashi M, Baba M, Sakai S, Kawano S, Watanabe S, Yamaguchi I, Tada H,  

Aonuma K: 

Differential mechanisms for endothelial dysfunction in patients with atrial fibrillation and patients 

with stable angina pectoris

Basic Cardiovascular Sciences Conference (Lake Las Vegas, USA) 7月 , 2009

No.131 高林南緒子 , 佐藤正樹 , 加治優一 , 森田一輝 , 梅田直人 , 伊藤　聡 , 住田孝之 , 大鹿哲郎 : 

急激な視力低下をきたした肥厚性硬膜炎の 1例
第 6回免疫疾患フォーラム（つくば市）7月 , 2009
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No.132 丸山秀和 , 五十嵐都 , 馬場雅子 , 酒井　俊 , 河野　了 , 渡辺重行 , 夛田　浩 , 青沼和隆 : 

心房細動と安定狭心症で血管内皮機能低下の機序は異なる
第 24回日本不整脈学会学術大会・

第 26回日本心電学会学術集会合同学術集会（京都）7月 , 2009

No.133 新井恵美 , 渡辺重行 , 佐藤陽子 , 中川義嗣 , 梁　景岩 , 田尻和子 , 稲葉　武 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 

相原英明 , 仁科秀崇 , 武安法之 , 佐藤　明 , 河野　了 , 久賀圭祐 , 青沼和隆 , 宮下　豪 , 神鳥明彦 : 

心磁図を用いた正常および異常心室脱分極過程の視覚化
第 24回日本不整脈学会学術大会・

第 26回日本心電学会学術集会合同学術集会（京都）7月 , 2009

No.134 神鳥明彦 , 緒方邦臣 , 宮下　豪 , 高木　洋 , 山田優子 , 駒村和雄 , 清水　渉 , 鎌倉史 , 渡辺重行 : 

心磁図テンプレート波形の作成
第 24回日本不整脈学会学術大会・

第 26回日本心電学会学術集会合同学術集会（京都）7月 , 2009

No.135 佐藤陽子 , 渡辺重行 , 新井恵美 , 中川義嗣 , 宮下　豪 , 梁　景岩 , 稲葉　武 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 

相原英明 , 仁科秀崇 , 武安法之 , 佐藤　明 , 河野　了 , 青沼和隆 , 神鳥明彦 : 

心磁図を用いた心房再分極波の視覚化とその運動負荷に対する反応 

第 24回日本不整脈学会学術大会・
第 26回日本心電学会学術集会合同学術集会（京都）7月 , 2009

No.136 渡部浩明 , 佐藤　明 , 秋山大樹 , 渡辺重行 , 青沼和隆 , 佐藤藤夫 , 榊原　謙 : 

粥腫破綻が原因と考えられた急性左腸骨動脈血栓閉塞症に対して血栓吸引及びバルーン形
成術を施行した一例

第 3回茨城 PPI研究会（水戸）7月 , 2009

No.137 Kishimoto Y, Tani M, Iizuka M, Saita E, Suzuki K, Toyozaki M, Nagai M, Murakami K, Sugihara N, 

Takenaka K, Taguchi C, Sone H, Kurata H, Kondo K: 

Astaxanthin suppresses high glucose-induced inflammatory responses in endothelial cells

第 41回日本動脈硬化学会総会・学術集会（山口）7月 , 2009

No.138 曽根博仁 : 

シンポジウム　「動脈硬化性疾患ガイドライン－残された問題点」糖尿病と脂質異常症
第 41回日本動脈硬化学会総会・学術集会（山口）7月 , 2009

No.139 Sato M, Anasako Y, Kodama S, Saito K, Yachi Y, Asumi M, Maki M, Shu M, Sugawara A, Sone H: 

Relationship between Physical Fitness during Adolescence and All-cause Mortality and 

Prevalence of Lifestyle-related Diseases in Japanese Women 

1st Asia-Pacific Conference on Health Promotion and Education (Chiba) 7月 , 2009

No.140 Ibe Y, Takahashi M, Sone H:

Sugar Intake and Subjective Stress are Risk Factors of BMI Gain in Japanese Man

1st Asia-Pacific Conference on Health Promotion and Education (Chiba) 7月 , 2009

No.141 津川浩一郎 , 中村清吾 , 秋山　太 , 岩田広治 , 大野真司 , 元村和由 , 徳田安春 , 芳賀駿介 : 

センチネルリンパ節生検の諸問題 高度医療評価制度のもとでの乳癌センチネルリンパ節
生検に関する多施設共同臨床確認試験の現況 

第 17回日本乳癌学会総会（東京）7月 , 2009
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No.142 津川友介 , 徳田安春 , 大生定義 , 大久保智也 :

Richard Cruess, 岡田定 , 林田憲明 : Professionalism Mini-Evaluation Exerciseを用いた日本版
プロフェッショナリズム評価ツールの開発

第 41回医学教育学会（大阪）7月 , 2009

No.143 Shibata Y, Sakamoto N, Matsumura A:

A Case with Cerebral Infarction Demonstrating Transient Mirror Writing

The 24th JNEF (Gifu) 7月 , 2009

No.144 Aiyama H, Morita A, Akabane A, Sora S, Kimura T, Tanaka M, Shibata Y, Matsumura A:

Spinal glioma with intracranial dissemination

The 24th JNEF (Gifu) 7月 , 2009

No.145 Machino T, Tada H, Sekiguchi Y, Tanaka Y, Naito S, Yamasaki H, Arimoto T, Igarashi M, Kuroki K, 

Seo Y, Watanabe S, Hoshizaki H, Oshima S, Taniguchi K, Aonuma K: 

The impact of Radiofrequency Catheter Ablation combined with Percutaneous Transvenous Mitral 

Commissurotomy: A less invasive hybrid therapy for Atrial Fibrillation associated with Mitral 

Stenosis

31st Congress of European Society of Cardiology (Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.146 Seo Y, Ishizu T, Yamamoto M, Machino T, Kawamura R, Sakamaki F, Yamasaki H, Igarashi M, 

Sekiguchi Y, Kawano S, Tada H, Watanabe S, Aonuma K: 

Incremental Value of Assessing Intraventricular Dyscoordination of Regional Myocardial 

Contraction in Patients Referred for Cardiac Resynchronization Therapy

31st Congress of European Society of Cardiology (Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.147 Ishizu T, Seo Y, Murakoshi N, Watanabe S, Aonuma K:

Beneficial effect of statin treatment on carotid atherosclerosis in patients with stable coronary 

artery disease stratified by renal function

31st Congress of European Society of Cardiology (Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.148 Maruyama H, Sakai S, Sumida T, Goto D, Kawano S, Ishizu T, Watanabe S, Aonuma K: 

Alteration of endothelial cells in patients with pulmonary arterial hypertension estimated by 

endothelial cell-derived microparticles

31st Congress of European Society of Cardiology (Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.149 Maruyama H, Sato M, Sakai S, Kawano S, Shimojo N, Tajiri K, Yasuda K, Watanabe S, Aonuma K: 

Endothelial P-selectin expression and platelet consumption during sleep in obstructive sleep apnea

31st Congress of European Society of Cardiology (Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.150 Sato A, Akiyama D, Watabe H, Seo Y, Ishizu T, Murakoshi N, Watanabe S, Aonuma K: 

Coronary Artery Spatial Distribution of Vulnerable Plaques in non-culprit segments by Computed 

Tomography Angiography in Patients with Acute Myocardial Infarction 

31st Congress of European Society of Cardiology (Barcelona, Spain) 8月 , 2009

No.151 稲葉　武 , 廿楽幸子 , 高野千明 , 石津智子 , 瀬尾由広 , 河野　了 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

心磁図による terminal Pと Ta成分を用いた P durationの検討
─ P波加算平均心電図との比較

第 58回日本医学検査学会学術集会（横浜）8月 , 2009
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No.152 稲葉　武 , 田口夏美 , 小林紘子 , 林　恭子 , 石津智子 , 瀬尾由広 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

心磁図による QT dispersionの検討
─ 64チャンネル法線法および接線方向心磁図と 12誘導心電図の比較

第 58回日本医学検査学会学術集会（横浜）8月 , 2009

No.153 清水昭彦 , 栗田隆志 , 安部治彦 , 今井克彦 , 木村　剛 , 小林義典 , 副島京子 , 庭野慎一 , 渡辺重行 , 

新田　隆 : 

植込み型除細動デバイスを植え込まれた低心機能患者の総死亡 /心室頻拍 ･細動発作に与
える併用薬剤の影響 

第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.154 星　智也 , 仁科秀崇 , 橘　賢廣 , 掛札雄基 , 春成智彦 , 月居信子 , 戸田　直 , 文蔵優子 , 平沼ゆり , 

野口祐一 , 佐藤　明 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

急性冠症候群の経皮的冠形成術中に投与したランジオロールの急性期効果について
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.155 川村　龍 , 瀬尾由広 , 石津智子 , 町野　毅 , 山本昌良 , 酒井　俊 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

三次元スペックルトラッキングイメージによる心機能解析と心臓MRIによる検証
第 57回日本心臓病学会学術集会（札幌）9月 , 2009

No.156 古川大祐 , 佐藤陽子 , 渡部浩明 , 秋山大樹 , 町野　毅 , 黒木健志 , 山崎　浩 , 有本貴範 , 村越伸行 , 

石津智子 , 関口幸夫 , 佐藤　明 , 瀬尾由広 , 夛田　浩 , 渡辺重行 , 青沼和隆 : 

収縮性心膜炎との鑑別に難渋した , 高度左室収縮障害による両心不全の一例
第 213回日本循環器学会関東甲信越地方会（東京）9月 , 2009

No.157 木下賢輔 , 渡辺重行 , 山本昌良 , 黒田裕久 , 小林克誠 , 角田義弥 , 服部一哉 , 松田洋祐 , 小林裕幸 , 

徳田安春 : 

細菌性髄膜炎の経過中に特発性冠動脈解離を発症した 1例
第 566回日本内科学会関東地方会（日内会館）（東京）10月 , 2009

No.158 内藤久士 , 柿木　亮 , 関根紀子 , 小倉裕司 , 小林裕幸 : 

サルコペニアに対する ACTN3およびストレスタンパク質の関与に関する研究
順天堂医学 , 2009

No.159 Nishimura R, Nakagami T, Sone H, Tajima N: 

The relationship between HbA1c and cardiovascular disease in patients with Japanese 

hypercholesterolemia and effect of low dose pravastatin

45th EASD Annual Meeting (Vienna, Austria) 9月 , 2009

No.160 山口龍生 , 阿隅美保子 , 鶉橋弘子 , 古川　豊 , 齋藤和美 , 児玉　暁 , 宮澤英充 , 松井博滋 , 

福田　寛 , 曽根博仁 :

頸動脈内膜中膜複合体厚（IMT）と大脳白質変化の関連性 : 横断的検討
第 50回日本人間ドック学会総会（東京）9月 3日 , 2009

No.161 Heianza Y, Totsuka K, Maeno T, Kodama S, Saito K, Asumi M, Hiranuma Y, Ono Y, Naito T, Sone H: 

Self-reported eating fast is closely associated with fatty liver disease

 2nd World congress on Ningen Dock (Tokyo) 9月 , 2009
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No.162 Tostuka K, Maeno T, Saito K, Kodama S, Asumi M, Hiranuma Y, Ono Y, Naito T, Sone H: 

Fatty liver is abetter predictor of impaired glucose tolerance than liver function test

2nd World congress on Ningen Dock (Tokyo) 9月 , 2009

No.163 Asumi M, Uzurahashi H, Furukawa Y, Saito K, Kodama S, Miyazawa H, Matsui H, Yamaguchi T, 

Fukuda H, Sone H: 

Serum cholesterol levels independently associated with silent brain infacts

 2nd World congress on Ningen Dock (Tokyo) 9月 , 2009

No.164 Asumi M, Uzurahashi H, Furukawa Y, Saito K, Kodama S, Miyazawa H, Matsui H, Yamaguchi T, 

Fukuda H, Sone H:

Serum cholesterol levels independently associated with silent brain infarcts

2nd World congress on Ningen Dock (Tokyo) 9月 , 2009

No.165 Shibata Y, Matsushita A, Akimoto M, Yamamoto T, Takano S, Matsumura A:

Brain Easy Analysis Tool For 201Tl SPECT in Brain Tumors

XIV World Congress of Neurological Surgery in Boston, Massachusetts, 

United States of America, 8月 , 2009

No.166 Shibata Y, Akimoto M, Matsushita A, Yamamoto T, Takano S, Matsumura A et al:

123I-IMP SPECT in Brain Tumor: Anatomical Standardized Statistical Mapping

XIV World Congress of Neurological Surgery in Boston, Massachusetts, 

United States of America, 8月 , 2009

No.167 小林克誠 , 籠橋克紀 , 植野孝博 , 服部一哉 , 角田義弥 , 松田洋祐 , 山本昌良 , 木下賢輔 , 渋谷正俊 , 

佐藤浩昭 :

皮膚筋炎を合併した肺小細胞癌の 1 例
第 186 回日本呼吸器学会関東地方会（東京）9月 , 2009.

No.168 角田義弥 , 松田洋祐 , 小林克誠 , 籠橋克紀 , 佐藤浩昭 : 

乳癌 , 甲状腺癌の既往歴を有し , 気管支内腔病変を認めたため原発部位の鑑別が問題と
なった肺腺癌の 1例

第 173回水戸チェストカンファランス（水戸市）9月 , 2009

No.169 服部一哉 , 籠橋克紀 , 角田義弥 , 小林克誠 , 松田洋祐 , 木下賢輔 , 山本昌良 , 渋谷正俊 , 錦　健太 , 

佐藤匡美 , 千野祐介 , 黒田裕久 , 小林裕幸 , 曽根博仁 , 徳田安春 , 佐藤浩昭 :

両側肺に subpleural curvilinear shadowを認めた好酸球性肺炎の 1例
第 188回茨城県内科学会（水戸市）10月 , 2009.

No.170 Taguchi N, Noppens R, Nakano T, Hurn P, Traystman R: 

Ovariectomy Prior to Cardiac Arrest/ CPR Worsens Neurological Outcome: Role of Estrogen 

Receptor- β 

2009 Annual Meeting American Society of Anesthesiologists 

(New Orleans, Louisiana) 10月 , 2009

No.171 松下　明 , 大須賀覚 , 五月女康作 , 阿久津博義 , 磯辺智範 , 柴田　靖 , 松村　明 :

錐体路上の標準化された位置における FA値
第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）10月 , 2009
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No.172 柴田　靖 , 松下　明 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 松村　明 :

拡散強調画像と TI　SPECTの融合画像による脳腫瘍診断
第 37回日本磁気共鳴医学会大会（横浜）10月 , 2009

No.173 柴田　靖 , 松下　明 , 山本哲哉 , 高野晋吾 , 松村　明 :

TI SPECTと拡散強調画像の融合画像による脳腫瘍評価
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.174 山本哲哉 , 中井　啓 , 柴田　靖 , 高野晋吾 , 松田真秀 , 遠藤　聖 , 松村　明 :

初発膠芽腫に対する中性子捕捉療法
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.175 鶴淵隆夫 , 坪井康次 , 山本哲哉 , 水本斉志 , 孫　　略 , 松田真秀 , 中井　啓 , 斉藤厚志 , 柴田　靖 , 

高野晋吾 , 長田道夫 , 松村　明 :

膠芽腫における陽子線照射後のMRI変化とその病理組織学的検討
第 68回日本脳神経外科学会総会（東京）10月 , 2009

No.176 遠藤　聖 , 永田道子 , 中井　啓 , 井原　哲 , 柴田　靖 , 松村　明 :

感染性頭血腫の 1例
第 76回茨城県脳神経外科集談会（水戸）10月 , 2009

No.177 柴田　靖 :

茨城県医師会勤務医部会学術奨励賞受賞発表　SPECTと H-MRSによる脳腫瘍の悪性度診
断の研究

第 31回茨城医学会総会（水戸）10月 , 2009

No.178 木下賢輔 , 渡辺重行 , 山本昌良 , 黒田裕久 , 小林克誠 , 角田義弥 , 服部一哉 , 松田洋祐 , 小林裕幸 , 

徳田安春 : 

細菌性髄膜炎の経過中に特発性冠動脈解離を発症した一例
第 566回日本内科学会関東地方会（東京）10月 , 2009

No.179 Sato Y, Watanabe S, Arai E, Nakagawa Y, Kandori A, Inaba T, Takeyasu N, Sato A, Kawano S, 

Aonuma K: 

Detection of ‘injury current’ of ischemic myocardium by magnetocardiography: A treadmill-

stress magnetocardiographic study

The 8th International Congress on Coronary Artery Disease (Prague, Czech) 10月 , 2009

No.180 Tajiri K, Watanabe S, Nakagawa Y, Liang J, Seo Y, Takeyasu N, Sato A, Ishizu T, Sato Y, Sakai S, 

Murakoshi N, Aonuma K: 

Stent malapposition and neointima of bare-metal, sirolimus-eluting and pacritaxel-eluting stents 

evaluated with optical coherence tomography and histology in rabbits 

The 8th International Congress on Coronary Artery Disease (Prague, Czech) 10月 , 2009

No.181 Arai E, Watanabe S, Sato Y, Nakagawa Y, Miyashita T, Liang J, Tajiri K, Inaba T, Seo Y, Ishizu T, 

Aihara H, Nishina H, Takeyasu N, Sato A, Kawano S, Kandori A, Aonuma K: 

Magnetocardiographical visualization of atrial repolarization (Ta) wave and its response to 

exercise

The 8th International Congress on Coronary Artery Disease (Prague, Czech) 10月 , 2009
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No.182 Nakagawa Y, Watanabe S, Liang J, Tajiri K, Seo Y, Sato Y, Takeyasu N, Sato A, Ishizu T, Sakai S, 

Murakoshi N, Kawano S, Aonuma K, Shiomi M: 

Optical coherence tomography can detect the macrophages accumulation in atherosclerotic lesions

The 8th International Congress on Coronary Artery Disease (Prague, Czech) 10月 , 2009

No.183 Watanabe S, Liang J, Nakagawa Y, Tajiri K, Seo Y, Sato Y, Takeyasu N, Aihara H, Sato A, Ishizu T, 

Sakai S, Murakoshi N, Kawano S, Shiomi M, Aonuma K: 

Possibilities of intravasular optical coherence tomography in identifying plaque erosion: Some 

new findings in hypercholesterolemic rabbits 

The 8th International Congress on Coronary Artery Disease (Prague, Czech) 10月 , 2009

No.184 服部一哉 , 籠橋克紀 , 角田義弥 , 小林克誠 , 松田洋祐 , 木下賢輔 , 山本昌良 , 渋谷正俊 , 錦　健太 , 

佐藤匡美 , 千野裕介 , 黒田裕久 , 小林裕幸 , 曽根博仁 , 徳田安春 , 渡辺重行 , 佐藤浩昭 : 

両側肺に subpieural curvilinear shadowを認めた好酸球性肺炎の一例
第 31回茨城医学会内科分科会

第 188会茨城県内科学会（水戸）10月 , 2009

No.185 渡辺基信 , 渡邊宗章 , 石橋　敦 , 前田正光 , 三井清文 , 津久井一 : 

十二指腸下行脚部にピンホール状狭窄を呈した良性十二指腸潰瘍の一例
JDDW 2009（京都）10月 , 2009

No.186 渡辺基信 , 近藤　匡 , 大河内信弘 , 石橋　敦 , 渡邊宗章 , 前田正光 , 三井清文 , 津久井一 :

両側鼠径ヘルニア術後に大腿ヘルニアを発症した高齢男性の 1例
第 71回日本臨床外科学会（京都）11月 , 2009

No.187 中川義嗣 , 渡辺重行 , 新井恵美 , 進藤弥生 , 佐藤陽子 , 青沼和隆 : 

α -グルコシダーゼ阻害薬（ミグリトール）の運動耐容能に対する効果
第 2回茨城心臓大血管リハビリテーション ･運動生理研究会（水戸）11月 , 2009

No.188 Nakagawa Y, Watanabe S, Liang J, Tajiri K, Seo Y, Sato Y, Takeyasu N, Sato A, Ishizu T, Sakai S, 

Murakoshi N, Kawano S, Aonuma K, Shiomi M: 

Optical coherence tomographic findings of macrophage accumulation in atherosclerotic lesions

American Heart Association Scientific sessions 2009 (Orlando, U.S.A.) 11月 , 2009

No.189 柴田　靖 , 松村　明 :

トリプタンと SSRI/SNRIの併用は危険か？
第 37回日本頭痛学会総会（宇都宮）11月 , 2009

No.190 Sato A, Nozato T, Hikita H, Seo Y, Ishizu T, Murakoshi N, Sakai S, Watanabe S, Aonuma K: 

Coronary artery spatial distribution, morphology, and composition of non-culprit vulnerable 

plaques by 64-slice computed tomography angiography in patients with acute myocardial 

infarction

American Heart Association Scientific sessions 2009 (Orlando, U.S.A.) 11月 , 2009

No.191 小林裕幸 , 松田秀雄 , 阿部信次郎 , 塚原優己 , 喜多恒和 : 

妊娠中・産褥期のロピナビル・リトナビル（LPV/r）錠の薬物動態の検討から妊娠後期に
適切に投与量を調整できた一例

第 23回日本エイズ学会（名古屋国際会議場）（名古屋）11月 , 2009
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No.192 Sone H:

Obesty, Metabolic Risk Factors and Lifestyle in Patients with Type 2 Diabetes in Japan

The 15th Korea-Japan Symposium on Diabetes Mellitus (Jeju, Korea) 11月 , 2009

No.193 山下りさ , 石村郁恵 , 畑中麻梨絵 , 高橋直穂 , 本庄　潤 , 山田大志郞 , 中村公英 , 曽根博仁 ,  

横山宏樹 : 

食事講習会の不参加者へのアプローチの検討
第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.194 菅野咲子 , 佐藤舞菜見 , 横田友紀 , 塚本祐美子 , 石村郁恵 , 辻　景子 , 本庄　潤 , 山田大志郞 ,  

曽根博仁 , 中村公英 , 横山宏樹 :

ピオグリタゾンの肝機能検査値への影響
第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.195 北川明子 , 菅野咲子 , 横田友紀 , 佐藤舞菜見 , 辻　景子 , 本庄　潤 , 山田大志郎 , 中村公英 ,  

曽根博仁 , 横山宏樹 : 

多剤併用療法によりアルブミン尿の低下を認めたネフローゼ症候群を呈した 1型糖尿病の
1症例 

 第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.196 畑中麻梨恵 , 山下りさ , 石村郁恵 , 横田友紀 , 菅野咲子 , 佐藤舞菜見 , 本庄　潤 , 山田大志郞 , 

曽根博仁 , 横山宏樹 : 

2型糖尿病の肥満への減量介入
 第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.197 横田友紀 , 菅野咲子 , 佐藤舞菜見 , 本庄　潤 , 山田大志郎 , 中村公英 , 曽根博仁 , 横山宏樹 : 

糖尿病患者の喫煙の現状と合併症への関与
 第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.198 辻　景子 , 菅野咲子 , 田川聖子 , 本庄　潤 , 中村公英 , 山田大志郎 , 曽根博仁 , 横山宏樹 : 

糖尿病性腎症と FMD (Flow mediated vasodilatation)の関連
第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.199 石村郁恵 , 山下りさ , 横田友紀 , 菅野咲子 , 佐藤舞菜見 , 高橋直穂 , 本庄　潤 , 山田大志郎 ,  

中村公英 , 曽根博仁 , 横山宏樹 : 

糖尿病性ケトーシスの外来加療への検討
 第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.200 藤井恵理 , 佐藤舞菜見 , 辻　景子 , 田川聖子 , 宮腰千晴 , 高橋直穂 , 山田大志郎 , 曽根博仁 ,  

本庄　潤 , 中村公英 , 横山宏樹 : 

2型糖尿病に認められる脂肪肝改善率と奏功因子の探索
第 43回日本糖尿病学会北海道地方会（旭川）11月 , 2009

No.201 秋山大樹 , 黒田裕久 , 渡辺重行 , 山本昌良 , 角田義弥 , 木下賢輔 , 小林裕幸 , 徳田安春 , 平野　篤 , 

青沼和隆 : 

長期間の自然歴を観察し得た冠動脈瘤の一症例
第 17回茨城循環器研究会（水戸）11月 , 2009
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No.202 籠橋克紀 , 宮崎邦彦 , 大原　元 , 本間晋介 , 金本幸司 , 栗島浩一 , 石川博一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 

檜澤伸之 : 

頭頸部領域悪性腫瘍を合併した肺癌症例の検討 

第 50回日本肺癌学会総会 , 肺癌 49 (5): 644, （東京）11月 , 2009 

No.203 金敷真紀 , 赤荻栄一 , 朝戸裕二 , 雨宮隆太 , 鬼塚正孝 , 鏑木孝之 , 佐藤浩昭 , 西村嘉裕 : 

肺がん検診読影医師の意識調査
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009

No.204 宮崎邦彦 , 清水　圭 , 金本幸司 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 菊池慎二 , 市村秀夫 , 大原　元 , 籠橋克紀 , 

本間晋介 , 栗島浩一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 : 

肺癌における血清 KL-6値の臨床的検討
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009 

No.205 清水　圭 , 宮崎邦彦 , 金本幸司 , 飯島弘晃 , 石川博一 , 菊池慎二 , 市村秀夫 , 大原　元 , 本間晋介 , 

籠橋克紀 , 栗島浩一 , 佐藤浩昭 , 大塚盛男 , 檜澤伸之 :

稀な転移を呈した肺癌症例
第 50回日本肺癌学会総会（東京）11月 , 2009 

No.206 佐藤浩昭 , 籠橋克紀 :

頚部まで拡大した縦隔気腫の 1例
第 174回水戸チェストカンファランス（水戸市）11月 , 2009.

No.207 松田洋祐 , 籠橋克紀 , 相澤哲史 , 平谷太吾 , 儘田直美 , 秋山大樹 , 木下賢輔 , 小林裕幸 , 徳田安春 , 

佐藤浩昭 :

気管支内腔にポリープ状病変を認めた肺腺癌の 1例
第 568回日本内科学会関東地方会（東京）12月 , 2009.

No.208 矢野秀和 , 藤野啓一 , 山崎民大 , 佐藤斗南 , 小林裕幸 , 久貝信夫 , 曽根原亘 : 

メッシュを用いた鼠径ヘルニア手術における予防的抗菌薬投与に関する無作為比較試験
第 22回日本外科感染症学会（宇部全日空ホテル）（宇部）12月 , 2009

No.209 曽根博仁 : 

眼科医の為の知ってもらいたい糖尿病合併症
第 15回日本糖尿病眼学会総会シンポジウム（名古屋）12月 , 2009

班研究報告
No.1 喜多恒和 , 岩田みさ子 , 小林裕幸 , 佐久本薫 , 高野政志 , 田口彰則 , 中西美紗緒 , 松田秀雄 ,  

箕浦茂樹 , 金子ゆかり :

平成 21年度厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策研究事業）「HIV感染妊婦とその出生
児の調査・解析および診療・支援体制の整備に関する総合的研究」班 : HIV感染妊婦とそ
の出生児に関するデータベースの構築および HIV感染妊婦の疫学的・臨床的情報解析

平成 21年度 HIV感染妊婦とその出生児の調査・解析および診療・
支援体制の整備に関する総合的研究報告書 p21-p55, 2009
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No.2 徳田安春 , 福井次矢 , 後藤英司 , 大滝純司 , 小俣富美雄 , 高橋　理 , 大出幸子 , 石田也寸志 , 

副島久美子 : 

医学部教育 , 臨床研修制度 , 専門研修を縦断するカリキュラムの作成と医師養成のあり方
に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 , 3月 2009

No.3 福井次矢 , 白川太郎 , 山下　仁 , 蒲原聖可 , 川嶋　朗 , 徳田安春 , 高橋　理 , 大出幸子 ,  

小俣富美雄 : 

統合医療の安全性と有効性に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金 , 3月 2009

No.4 新保卓郎 , 福井次矢 , 松井邦彦 , 徳田安春 , 高橋　理 , 福岡敏雄 : 

EBMに基づいた健康診査の評価とガイドライン作成に関する研究
厚生労働科学研究費補助金 , 3月 2009

No.5 中村清吾 , 津川浩一郎 , 岩田広治 , 大野真司 , 元村和由 , 秋山　太 , 徳田安春 :

臨床的腋窩リンパ節転移陰性の原発性乳癌に対するセンチネルリンパ節生検の安全性に関
する多施設共同臨床試験 

厚生労働科学研究費補助金 , 3月 2009

受賞他
No.1 柴田　靖 :

平成 21年度茨城県医師会勤務医部会学術奨励賞受賞　SPECTと H-MRSによる脳腫瘍悪
性度診断の研究

No.2 近藤　匡 :

第 1回相馬賞
茨城県鏡視下手術研究会

講演会ほか
No.1 徳田安春 : 

COPDの身体診断
横浜呼吸器同好会（横浜市）1月 , 2009

No.2 徳田安春 : 

バイタルサインからアセスメントできること
LPC福岡セミナー（福岡市）2月 , 2009

No.3 徳田安春 : 

臨床研究デザイン
国立病院機構臨床研究セミナー（東京）2月 , 2009

No.4 渡辺重行 :

知っているようで知らない自分の Heartと心臓のお話
筑波大学附属病院　地域とともに歩む医療プロジェクト（つくば）2月 , 2009
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No.5 曽根博仁 : 

日本人 2型糖尿病患者の病態と合併症
第 1回佐賀県糖尿病と脂質代謝研究会（佐賀）2月 , 2009

No.6 曽根博仁 : 

教育セッション「糖尿病療養指導に必要な知識」　大血管症
 第 43回糖尿病学の進歩（松本）2月 , 2009

No.7 曽根博仁 : 

青年期の体力女性長寿に関係
読売新聞 , 3月 , 2009

No.8 曽根博仁 :

10代の体力測定「長寿と関係」
朝日新聞 , 3月 , 2009

No.9 曽根博仁 :

10代の元気　長寿のもと？
毎日新聞 , 3月 , 2009

No.10 渡辺重行 :

心血管イベント予防におけるリスク管理戦略─高リスク患者の同定と脂質管理について─
動脈硬化性疾患ワークショップ（高萩）3月 , 2009

No.11 柴田　靖 :

脳疾患とその治療
アストラゼネカ医薬情報担当者社内教育研修 , 3月 , 2009

No.12 柴田　靖 :

脳血管障害の血圧管理
武田薬品工業社内教育勉強会 , 3月 , 2009

No.13 柴田　靖 :

日英同時通訳 シンポジウム Stroke team, SCUの現状と課題
日本脳卒中学会総会 , 3月 , 2009

No.14 渡辺重行 :

CKDの心血管合併症と脂質異常
第 4回茨城 CKD研究会（水戸）3月 , 2009

No.15 徳田安春 : 

教育回診
杏林大学呼吸器内科（東京）3月 , 2009

No.16 渡辺重行 :

心筋梗塞にならないために　─胸の症状に要注意
茨城放送　JAさわやかモーニング（水戸）, 4月 , 2009

No.17 渡辺重行 :

日常診療における虚血性心疾患の診断 : 一般検査と専門機関への紹介
第 2回茨城心臓フォーラム─虚血性心疾患を診る ･治す─ （水戸）4月 , 2009
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No.18 曽根博仁 : 
女性の肥満度　日本だけ「減少」

毎日新聞 , 4月 , 2009

No.19 曽根博仁 : 

50歳体力は死亡率の指標
毎日新聞 , 5月 , 2009

No.20 曽根博仁 : 

CKDにおける脂質制御の意義－是か否か－
第 7回 Lipid Club（千葉）5月 , 2009

No.21 曽根博仁 :

我が国の 2型糖尿病の現況と治療
水戸市医師会学術講演会（水戸）5月 , 2009

No.22 曽根博仁 :

あすの話題へ : 体力テストの効果
日本経済新聞 , 5月 , 2009

No.23 柴田　靖 :

英日同時通訳　Educational Lectures

The 3rd Quadrennial Meeting of the World Federation of Neuro-Oncology jointly 

with The 6th Meeting of the Asian Society for Neuro-Oncology (Yokohama) 5月 , 2009

No.24 柴田　靖 :

脳卒中の血圧 , 脂質管理
田辺三菱製薬社内講演会 , 5月 , 2009

No.25 柴田　靖 :

筑波大学水戸地域医療教育センター , 水戸協同病院の救急体制
県北救急医療協議会 , 5月 , 2009

No.26 柴田　靖 :

脳卒中の最新の診断と治療
持田製薬社内講演会 , 5月 , 2009

No.27 柴田　靖 :

脳卒中の血圧 , 脂質管理
万有製薬社内講演会 , 5月 , 2009

No.28 渡辺重行 :

動脈硬化のコントロールと退縮に向けた新たな治療戦略
学術講演会（水戸）5月 , 2009

No.29 渡辺重行 :

茨城県における高血圧実態調査（I-HAT study）～ 98施設 /2476例の解析結果について～
ブロプレス発売 10周年記念講演会（つくば）5月 , 2009

No.30 徳田安春 : 

バイタルサインでここまでわかる
若手医師セミナー（東京）5月 , 2009
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No.31 曽根博仁 :

大規模臨床データからみた日本人 2型糖尿病の病態と治療
置賜糖尿病フォーラム（山形）6月 , 2009

No.32  徳田安春 : 

バイタルサインでここまでわかる
岡山大学臨床セミナー（岡山）6月 , 2009

No.33  徳田安春 : 

バイタルサインからアセスメントできること
LPC砂防セミナー（東京）6月 , 2009

No.34  徳田安春 : 

呼吸器疾患の身体診断
伊丹呼吸器同好会（伊丹市）6月 , 2009

No.35  徳田安春 : 

がんを疑うべき症候
群星沖縄研修医セミナー（沖縄）6月 , 2009

No.36 徳田安春 : 

身体所見でここまでわかる
若手医師セミナー（東京）6月 , 2009

No.37 渡辺重行 :

不整脈と自動車等の運転との関係について
警察庁交通局運転免許課 運転適性相談専科教養 （小平）6月 , 2009

No.38 小林裕幸 :

総合診療科とは
JAさわやかモーニング（水戸）6月 , 2009

No.39 渡辺重行 :

特別講演 : 動脈硬化と高脂血症治療の最前線
茨城県病院薬剤師会総会 水戸（三の丸ホテル）6月 , 2009

No.40 小林裕幸 :

プライマリケアに必要な感染症
防衛医大病院フライデーレクチャー講演（所沢）6月 , 2009

No.41 柴田　靖 :

特別講演　一次性頭痛の診断と治療 , 最新の研究結果
筑波メディカルセンター公開カンファレンス , つくば脳と神経勉強会 , 6月 , 2009

No.42 柴田　靖 :

頭痛の診断と治療
トリプタン製剤の使い方と服薬指導 , 水戸市頭痛治療懇話会 , 6月 , 2009

No.43 小林裕幸 :

ケースカンファレンス
総合医スキルアップセミナー講演（東京）6月 , 2009
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No.44 渡辺重行 :

血管機能からアプローチする血圧 ･脂質管理
日立学術講演会 （日立）7月 , 2009

No.45 柴田　靖 :

脳神経外科の紹介
すまいるみと（水戸協同病院・筑波大学附属病院

水戸地域医療教育センター広報誌）37号 , 7月 , 2009

No.46 曽根博仁 : 

糖尿病・動脈硬化の予防治療における前進管理 

水戸エリア動脈硬化フォーラム , （水戸）7月 , 2009

No.47 曽根博仁 : 

糖尿病における管理
セミナー生活習慣病診療の Up to Date（茨城）7月 , 2009

No.48 曽根博仁 : 

日本人 2型糖尿病患者の病態と治療
和歌山ライフスタイルとメタボリックシンドロームを考える会

（和歌山）7月 , 2009

No.49 小林裕幸 : 

気管支喘息 update

筑波メディカルセンター講演（つくば）7月 , 2009

No.50 小林裕幸 :

指導医養成講習会タスクフォース
平成 21年度第一回茨城県指導医養成講習会（つくば）7月 , 2009

No.51 渡辺重行 :

ハイリスク病態における脂質異常症の管理　循環器疾患における管理
日医生涯教育協力講座（つくば）7月 , 2009

No.52 渡辺重行 :

動脈硬化性疾患の予防 ･管理における脂質コントロール戦略の考え方
第 9回水戸 ･日立 CCUネットワーク研究会 （水戸）7月 , 2009

No.53 渡辺重行 :

動脈硬化性疾患の予防と脂質管理
持田製薬脂質管理研究会（水戸）7月 , 2009

No.54 徳田安春 : 

教育回診
水戸済生会総合病院（水戸）7月 , 2009

No.55 徳田安春 : 

教育回診
中部労災病院（愛知）7月 , 2009
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No.56 徳田安春 : 

医療安全におけるエビデンス
東北大学病院（仙台）7月 , 2009

No.57 徳田安春 : 

教育回診 

杏林大学呼吸器内科（東京）7月 , 2009

No.58 徳田安春 : 

教育回診
大手町健和会病院（北九州）7月 , 2009

No.59 曽根博仁 : 

糖尿病と大血管賞予防
東海糖尿病代謝フォーラム（名古屋）8月 , 2009

No.60 曽根博仁 :

糖尿病における生活習慣療法と薬物療法
水戸地区女医会　特別講演会（水戸）8月 , 2009

No.61 徳田安春 : 

スーパーレジデントの作り方
琉球大学医学部同窓会総会（沖縄）8月 , 2009

No.62 徳田安春 : 

教育回診
湘南鎌倉病院（大船）8月 , 2009

No.63 小林裕幸 :

家庭医とスポーツ医学
家庭医療学会夏期セミナー講演（群馬）8月 , 2009

No.64 小林裕幸 :

日本で求められるジェネラリストとは
島根大学平成 21年度若手医師ステップアップ研修会講演（出雲）8月 , 2009

No.65 佐藤浩昭 :

茨城県委託事業「がん臨床疫学研究」市民公開講座「肺がん検診について」
（つくば市）8月 , 2009.

No.66 佐藤浩昭 :

県民公開セミナー「がん講演会（肺がん）」「肺がんの化学療法」
（水戸市）9月 , 2009.

No.67 渡辺重行 :

その他の合併症を有した高血圧における降圧薬治療の実際
第 4回茨城心臓フォーラム～高血圧を考える～ （水戸）9月 , 2009

No.68 渡辺重行 :

脂質異常症からみた動脈硬化進展とその予防戦略
筑水会講演会 （水戸）9月 , 2009
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No.69 曽根博仁 : 

糖尿病患者の現状と治療―日本と世界のエビデンスより－
第 12回高血圧と糖尿病を語る会（水戸）9月 , 2009

No.70 曽根博仁 : 

日本人糖尿病患者の現状と治療
東葛臨床学術講演会（柏）9月 , 2009

No.71 曽根博仁 : 

Japan Diabetes Complication Study

動脈硬化 Up date 2009　研究会（東京）9月 , 2009

No.72 曽根博仁 : 

日本人 2型糖尿病患者の特徴と治療
第 1回岩手動脈硬化予防・治療研究会（岩手）9月 , 2009

No.73 小林裕幸 : 

PK/PD理論に基づく薬剤治療の考え方
水戸薬剤師会講演（水戸）9月 , 2009

No.74 千野裕介 :

生物学的製剤に治療抵抗性であった 2症例 
リウマチ治療を考える会 , 9月 , 2009

No.75 小林裕幸 : 

指導医養成講習会チーフタスクフォース 

平成 21年度自衛隊中央病院指導医養成講習会（東京）9月 , 2009

No.76 徳田安春 : 

教育回診
市立堺病院（堺市）9月 , 2009

No.77 徳田安春 : 

浮腫へのアプローチ 

茨城県県北県央レジデントセミナー・水戸済生会病院（水戸）9月 , 2009

No.78 徳田安春 : 

教育回診
みさと健和会病院（埼玉）9月 , 2009

No.79 曽根博仁 : 

第 41回動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2007年版未解決課題を討議－糖尿病の脂質管理
Medical Tribune Vol. 42 No. 39, pp. 24, 9月 24日号 , 2009

No.80 曽根博仁 : 

血中尿酸値は 2型糖尿病の独立した予測因子
Medical Tribune循環器疾患版 Vol. 42 No. 39, pp. 1, 9月 24日号 , 2009

No.81 徳田安春 : 

スーパーレジデントの作り方
茨城県指導医シンポジウム（つくば市）9月 , 2009
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No.82 徳田安春 : 

感染症診療における身体診察
日本感染症学会セミナー（東京）10月 , 2009

No.83 徳田安春 : 

がんを疑うべき症候
医療技術セミナー（東京）10月 , 2009

No.84 徳田安春 : 

教育回診 

都立府中病院（東京）10月 , 2009

No.85 曽根博仁 : 

日本人糖尿病合併症の現状について－ JDCSを踏まえて－ 

第 11回神奈川糖尿病治療セミナー（横浜）10月 , 2009

No.86 曽根博仁 : 

合併症予防のための糖尿病診療と療養指導
茨城県医師会生活習慣病予防対策推進事業（結城）10月 , 2009

No.87 曽根博仁 :

糖尿病大血管合併症のエビデンス
Diabetes Update Forum（東京）10月 , 2009

No.88 徳田安春 : 

バイタルサインでここまでわかる
高萩協同病院臨床研究発表会（高萩）10月 , 2009

No.89 小林裕幸 :

ドーピングについて 

日本自転車競技連盟ナショナルチーム講演（修善寺）9月 , 2009

No.90 小林裕幸 :

指導医養成講習会チーフタスクフォース
平成 21年度郡山指導医養成講習会（郡山）10月 , 2009

No.91 渡辺重行 :

心血管イベント予防をめざす脂質管理─ CKDとの関連を含めて─
つくば腎と脂質講演会（つくば）10月 , 2009

No.92 渡辺重行 :

動脈硬化による心臓病の治療と予防の最前線
平成 21年度土浦一高医学系進学研究会（土浦）10月 , 2009

No.93 渡辺重行 :

筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター ･水戸協同病院における地域医療への取り組
み

茗渓 1063: 6-7, 2009

No.94 渡辺重行 :

血管機能からアプローチする血圧 ･脂質管理
日本医師会生涯教育講座（北海道江差町）10月 , 2009
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No.95 柴田　靖 :

脳神経外科のご紹介
水戸協同病院・筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター

病診連携　定期報告 10月号 , 2009

No.96 柴田　靖 :

茨城県医師会勤務医部会学術奨励賞受賞報告
すまいるみと（水戸協同病院・筑波大学附属病院

水戸地域医療教育センター広報誌）39号 , 11月 , 2009

No.97 渡辺重行 :

ピオグリタゾンによる新たな脂質管理 ･心血管疾患コントロール戦略
第 4回心血管疾患を考慮した糖尿病治療研究会（水戸）11月 , 2009

No.98 渡辺重行 :

動脈硬化と脂質管理　Up-to-date

下都賀郡市医師会学術講演会 （栃木）11月 , 2009

No.99 曽根博仁 :

日本人 2型糖尿病患者の現況と治療
第 8回青森県高脂血症検討会（青森）11月 , 2009

No.100 佐藤正樹 :

抗 VEGF療法の実際
第 7回茨城 EYE FORUM（水戸市）11月 , 2009

No.101 佐藤正樹 :

官と民の融合
銀海 No. 208, p3, 2009

No.102 佐藤正樹 :

プリロード IOL（PY-60AD）を用いた水晶体再建術（ビデオ放映）
第 63回日本臨床眼科学会（併設器械展示会）（福岡市）10月 , 2009

No.103 柴田　靖 :

脳梗塞の予防と治療
水戸市医師会学術講演会（水戸）11月 , 2009

No.104 渡辺重行 :

α -グルコシダーゼ阻害薬（ミグリトール）の運動耐容能に対する効果
県南地区医師会学術講演会 （つくば）11月 , 2009

No.105 渡辺重行 :

虚血性心疾患二次予防と脂質管理戦略
Meet the Specialist 2009 （東京）11月 , 2009

No.106 小林裕幸 :

ケースカンファレンス
筑波メディカルセンター講演（つくば）11月 , 2009
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No.107 小林裕幸 :

指導医養成講習会チーフタスクフォース
平成 21年度島根大学指導医養成講習会（出雲）11月 , 2009

No.108 徳田安春 :

健康と信頼 : アジアバロメーター調査より
東方学会（東京）11月 , 2009

No.109 徳田安春 : 

日本人におけるヘルスリテラシーと QOL

ヘルスリサーチフォーラム（東京）11月 , 2009

No.110 徳田安春 : 

アドバンスド身体診察法
家庭医療学会秋季セミナー（大阪）11月 , 2009

No.111 徳田安春 : 

臨床研究デザイン
旭中央病院臨床研究セミナー（千葉）11月 , 2009

No.112 徳田安春 : 

教育回診
太田西ノ内病院（福島）11月 , 2009

No.113 曽根博仁 : 

科学者が患者さんになると
ベンチノート 77号 20 (4): 21-22, 2009

No.114 曽根博仁 : 

糖尿病とそのコントロール
IBS茨城放送「さわやかモーニング」11月 , 2009

No.115 佐藤浩昭 :

呼吸器領域の薬剤療法の話題 : 肺癌と呼吸器感染症を中心に
第 20回茨城県薬剤師学術大会（つくば市）11月 , 2009

No.116 佐藤浩昭 :

がん検診の有効性に関する研究
平成 21年度茨城県がん臨床疫学研究

報告会肺がん検診について（つくば市）12月 , 2009

No.117 徳田安春 : 

教育回診
茨城県立中央病院（友部）12月 , 2009

No.118 徳田安春 : 

教育回診 

千葉西病院（千葉）12月 , 2009

No.119 徳田安春 : 

アドバンスド身体診察法
DOCS全国医学生の会（東京）12月 , 2009
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No.120 小林裕幸 :

第 5回東アジア競技大会（香港）日本代表選手団ドクター 

第 5回東アジア競技大会（香港）12月 , 2009

No.121 曽根博仁 : 

合併症を防ぐ糖尿病治療と療養指導
茨城県糖尿病合併症治療研究会（水戸）12月 , 2009

No.122 渡辺重行 :

茨城県における高血圧実態調査（I-HAT study）～ 101施設 /2, 435例の家庭血圧解析～
ブロプレス 10周年記念講演会（水戸）12月 , 2009

No.123 曽根博仁 : 

放送大学大学院課程「食健康科学」　糖尿病の食による予防と是正 

放送大学テレビ放送（年 3回放送）2009

No.124 曽根博仁 : 

放送大学大学院課程「食健康科学」　メタボリックシンドロームの食による予防と是正 

放送大学テレビ放送（年 3回放送）2009

No.125 曽根博仁 : 

放送大学大学院課程「食健康科学」　動脈硬化・その他の生活習慣病の食による予防と是
正 

放送大学テレビ放送（年 3回放送）2009

No.126 中谷延二 , 曽根博仁 , 菊崎泰枝 , 小城勝相 : 

放送大学大学院課程「食健康科学」　健康な食生活 

放送大学テレビ放送（年 3回放送）2009
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